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はじめに

認知症の人が認知症とともによりよく生きていけるように 2015 年に「認知症施策推進総合戦略～認

知症高齢者にやさしい地域づくりに向けて～」（新オレンジプラン）が策定され，2019 年には「認知症

施策推進大綱」が取りまとめられた．これらの国の取り組みの中に「歯科医師の認知症対応力向上研

修」の実施が整備され，平成 28 年度から全国で開始され令和 2 年度末までに 2.2 万人の研修修了者を

目標に展開されている．また日本老年歯科医学会は新オレンジプランを受け「認知症患者の歯科的対

応および歯科医療のあり方：学会の立場表明」が出された（平成 28 年学会 HP 上に掲載）．さらに日

本医療研究開発機構（AMED）事業にて「認知症の人への歯科治療ガイドライン」を発刊した（令和

元年）．以上のように認知症の人の歯科治療・口腔機能管理を地域で実施するための人材育成および啓

発が進められている．

一方で，認知症の状況に応じた継続的な口腔・栄養管理を地域で実施するためには，認知症に関わる

医療・介護連携に歯科専門職が効果的に関わる方策を検討する必要がある．本事業では，居宅療養管理

指導等に係る歯科専門職，歯科診療所および病院歯科（病院などの後方支援機関の歯科）を対象にアン

ケート調査を実施し，基礎的な情報（実態・課題を含む）を収集し整理した．これらの調査知見，モデ

ル地区（認知症の歯科連携先進地域）の情報・意見などを踏まえ，認知症の人に対する地域医療資源の

活用例などが提示された口腔管理マニュアルを作成した．また，「認知症の人のお口の支援実践ハンド

ブック」（口腔関連サービス提供者用）と，「認知症の人の歯医者さんかかりかた Book」（認知症の当

事者用）の実践ツールも作成しマニュアルに包含した．

8020 運動で多くの歯を残すことが出来るようになり，その達成率は 5 割を越えた．その一方で 80
歳を超えると認知症の発症率は高まる．自身の歯数を多く維持する歯科口腔保健活動を展開した以上，

認知症になってもその歯を守ることは，我々歯科医療にかかわる者にとっての責務である．以上の課

題を把握し方策を検討するために，認知症の人の歯科口腔保健を取り巻く環境に関する実態調査を本

事業で実施し本報告書に取りまとめた．

本報告書が，我が国の認知症の人への継続的な口腔管理に関する医療・介護システム整備の一助に

なれば幸いである．
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1. 報告書概要

2. 実施体制

3. 検討の経過
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令和 3 年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分） 
「認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔機能管理等に関する調査研究事業」

1. 報告書概要

【事業目的】

認知症の状況に応じた継続的な口腔管理を地域で実施するために、認知症の状態に応じた継続的な口

腔管理の在り方の検討を行い、その結果を踏まえ、認知症の人に対する地域医療資源の活用例などが提

示された口腔管理マニュアル作成を行うことを目的として事業を実施する。

さらに、本事業で得た情報を基に認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔管理等の地域連携シス

テム構築に向けた提言を行う。

【調査事業 1】認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル（案）作成 
※マニュアル（案）作成に資するデータ、情報を収集するために、調査 1 郵送調査、調査 2 実測調査を

実施した。以下その結果概要を示す。

調査 1 郵送調査 
① 口腔機能向上サービス提供者

医療介護情報局で公開されている、介護サービス情報（全国の通所介護、認知症対応型通所介護、療養

通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護）より、歯科衛生士の常勤換算数が 0.5 以上

の施設を対象とした。

配布数計 398 件 うち有効回答数 147 件（有効回答率 36.9%） 

1）認知症の人に口腔機能向上サービス等の口腔に関連したサービスを提供する際に困る頻度

口腔機能向上サービス等のサービスの提供の有無に関しては、96.6%が提供していると回答した。「提供

している」との回答者の 90.3%が認知症の人へのサービス提供に困るとの回答であった（いつも：10.5% 、
しばしば：21.0%、ときどき：32.9%、たまに：25.9%）。

2）サービス提供に際し認知症の人の口腔疾患評価の困難ケースの頻度

口腔機能向上サービスに際して口腔疾患（むし歯・歯周病・入れ歯の不具合など）のチェックは 92.5%
が実施しており、「実施している」との回答者の 69.1％が「困難なケースがある」と回答した（いつも

いる：3.7%、しばしばいる：4.4%、ときどきいる：17.6%、たまにいる：43.4%）。

3）サービス提供に際し認知症の人の口腔機能評価の困難ケースの頻度

口腔機能向上サービスに際して口腔機能（食べる機能・飲み込む機能・発音・滑舌など）のチェックは

95.2%が実施しており、「実施している」との回答者の 79.3％が「困難なケースがある」と回答した（い

つもいる：4.3%、しばしばいる：9.3%、ときどきいる：23.6%、たまにいる：42.1%）。 

4）サービス提供を担当している認知症の人の歯科治療ニーズと歯科受診状況

歯科治療が必要と思われるケースを担当している認知症の人で経験しているとの回答が 91.8%（歯科衛

生士：96.0%、看護職：83.3%、言語聴覚士：71.4%）であった。また歯科治療が必要な者のうち、実際
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に歯科受診につながったケースの経験があるとの回答は 93.3%であった。さらにその受診先は、 
「利用者のかかりつけ歯科医療機関」が 86.5%と最も多かった。一方で、認知症の人の口に関して困り

ごとがあった時に相談する先としては「利用者のかかりつけ歯科医療機関」は 40.8%にとどまり、「その

他（ケアマネジャー、相談員など）」が 34.7%と最も多かった。 

② 居宅療養管理指導等に係る歯科専門職（歯科医師・歯科衛生士）

全国の在宅療養支援歯科診療所１算定事業所（悉皆）を対象とし、同事業所に歯科医師用および歯科衛

生士用を 1 票ずつ送付した。 
歯科医師 配布数計 1,522 件 うち有効回答数 492 件（有効回答率 32.3%） 
歯科衛生士 配布数計 1,522 件 うち有効回答数 392 件（有効回答率 25.8%） 

1）認知症の人の訪問歯科診療時に、認知症ではない人と比較した診療にかかる時間

歯科医師、歯科衛生士ともに、「約 1.5 倍の時間がかかる」と回答した者が約 5 割（歯科医師：48.2%、

歯科衛生士 47.7%）と最も多かった（約 2 倍との回答は歯科医師：23.7%、歯科衛生士 23.1%）。

2）認知症の人の訪問歯科診療における認知症が原因の困りごとの有無と困難事例への対応

歯科医師、歯科衛生士ともに、「困りごとがある」と回答した者が約 6 割（歯科医師：62.4%、歯科衛生

士 58.7%）であった。また認知症の人の歯科治療の困難事例の紹介先選定で「困ったことが無い」との

回答が約 8 割（歯科医師：83.3%、歯科衛生士 85.5%）であった。その紹介先としては、「近くの高次医

療機関（歯科・口腔外科）」が約 3 割（歯科医師：33.4%、歯科衛生士 29.6%）が最も多く、次いで「近

くの大学病院（歯科・口腔外科）」が約 2 割（歯科医師：21.0%、歯科衛生士 22.7%）であった。

③ 地域歯科医療機関（病院歯科）

全国の病院歯科（悉皆）を対象とした。

配布数計 1,638 件 うち有効回答数 555 件（有効回答率 33.9%） 
④ 地域歯科医療機関（歯科医療機関）

全国の「在宅療養支援歯科診療所 1」または「在宅療養支援歯科診療所 2」算定事業所のうち、1,100 件

（抽出）を対象とした。

配布数計 1,100 件 うち有効回答数 434 件（有効回答率 39.5%） 
※「地域歯科医療機関（病院歯科）」と「地域歯科医療機関（歯科医療機関）」への設問内容は多く重

複するため、結果を以下一括提示した

１）歯科医師の認知症対応力向上研修を修了した歯科医師・歯科衛生士の勤務状況

「勤務している」と回答したのは、病院歯科で 25.0％、歯科医療機関では 75.8％であり、病院歯科では

修了者が少なかった。

２）院外歯科医療機関において認知症が原因で歯科治療が困難になった事例の受け入れの有無

（病院歯科のみの設問）

認知症が原因で歯科治療が困難になった事例の受け入れが有るとの回答は 41.6%であった。 
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3）認知症の人の認知症ではない人と比較した診療（導入、説明、治療等を含む）にかかる時間

病院歯科、歯科医療機関ともに、「約 1.5 倍の時間がかかる」が最も多く(病院歯科：38.9%、歯科医療機

関：44.8%)、次いで「約 2 倍の時間がかかる」（病院歯科：33.5%、歯科医療機関：28.4%）であった。 

4）認知症の人の認知症ではない人と比較した受付業務（予約、支払い等）にかかる時間

病院歯科、歯科医療機関ともに、「約 1.5 倍の時間がかかる」が最も多かった(病院歯科：33.7%、歯科医

療機関：43.5%)。

5）認知症の人の歯科治療について認知症ではない人と比較した労力

病院歯科で「約 2 人分携わる必要がある」が 41.0%、歯科医療機関で「約 1.5 人分携わる必要がある」

が 41.3%で最も多かった。「約 2 人分携わる必要がある」「約 1.5 人分携わる必要がある」を併せた割合

は、病院歯科で 72.4%、歯科医療機関で 75.5%であった。

6）認知症の人の歯科治療における困りごとの有無と対応できない場合の対応

認知症の人の歯科治療における困りごとが「有る」割合は、病院歯科で 50.0%、歯科医療機関で 58.5%
であった。また、認知症の人の歯科治療に対応できない場合の対応は、病院歯科で「近くの大学病院に

紹介する」40.2%、「対応が難しいことを説明し断る」19.3%、「近くの病院歯科に紹介する」15.9%であ

った。また歯科医療機関では、「近くの病院歯科に紹介する」43.3%、「近くの大学病院に紹介する」40.8%、

「歯科医師会の在宅歯科医療連携室等に相談する」24.4%で、「対応が難しいことを説明し断る」は 11.5%
であった。

7）認知症が理由で歯科治療が困難となった事例の積極的な受け入れの可否

（病院歯科のみの設問）

積極的な受け入れが「可能」33.5%、「困難」26.3%、「わからない」35.1%であった。 

調査 2 実測調査 
認知症高齢者の口腔管理ニーズに関する実態調査

認知症高齢者を含む要介護高齢者等を対象とした口腔管理ニーズ調査を実施した。本調査は認知症の容

態別に、歯科治療・口腔機能支援ニーズの実態を整理する目的で実施された。

対 象

介護保険施設入所者 404 名（男性 101 名、女性 303 名、平均年齢 86.6±7.8 歳）を対象とした。 

結 果

1） 「口腔清掃行為が自立出来ない」の割合は、認知症の重症度が高いほど有意に高かった（軽度：

14.3%、中等度：22.2%、重度：88.9%）。

2） 「口腔ケア介助の拒否」の割合は、認知症の重症度が高いほど有意に高かった（軽度：13.2%、

中等度：26.8%、重度：54.8%）。
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3） 「義歯使用拒否（困難）」の割合は、認知症の重症度が高いほど高い傾向にあった（軽度：

2.9%、中等度：11.7%、重度：33.3%）。

4） 「歯垢付着が顕著」の割合は、認知症の重症度が高いほど有意に高かった（軽度：11.5%、中等

度：11.6%、重度：22.8%）が、軽度と中等度は同程度であった。

5） 「舌苔の付着が厚い」の割合は、認知症の重症度が高いほど高い傾向にあった（軽度：5.8%、中

等度：9.5%、重度：14.6%）。

6） 「口臭が強い」の割合は、認知症の重症度が高いほど有意に高かった（軽度：9.8%、中等度：

6.3%、重度：12.1%）。

考 察

口腔衛生状態は認知症の重症度が高いほど悪化する傾向が客観的データにより確認された。また、

認知症の重症度が高いほど口腔清掃行為の自立困難な者の割合が高まるにもかかわらず、ケア受容が

困難になる割合も高まることが本調査結果でも確認された。

介護保険施設入所者で義歯所持している者の割合が約 5 割（52.2%）で、認知症が重度になると約 3
割が義歯使用困難となり口腔機能低下のリスクが高まることが推察された。

今後、実態調査で口腔関連状況等が把握された集団を対象に、口腔管理マニュアル等の有効性の検

証も実施する必要性がある。
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【調査事業 2】 
1. 口腔管理マニュアル（案）の有用性の実証およびマニュアル作成

モデル地区を選定し、調査事業 1 で作成した「認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル

（案）」の有用性の実証を行った。モデル地区は、地域歯科医師会等と連携した歯科専門職による居宅療

養管理指導等を実施している地域を中心に、以下 6 地区を選定し、その特徴を記載した（6 地区の活動

内容の詳細については報告書記載参照）。

① 青森県三戸郡地区：地方医療過疎の中で行う認知症対応

医療過疎地域において歯科医師会「在宅歯科医療連携室」を有効活用し認知症疾患医療センターな

ど地域認知症関連インフラとの連携を構築

② 東京都豊島区：認知症患者の状況に応じた継続的な口腔機能管理への取り組み

豊島区口腔保健センターが要となり ICT も活用し地域認知症関連インフラとの連携を進め、地域歯

科医療従事者の認知症対応スキルアップを OJT で推進

③ 東京都板橋区：都市部の団地における歯科口腔保健介入と地域連携

認知症支援、居場所、相談機能など多機能を有する地域拠点を中核とし、拠点に属する歯科専門職

等が地域認知症関連インフラおよび歯科医療機関との連携を推進し、本人の受療前支援体制を構築

④ 岡山県・鏡野町：認知症の人に対する「社会資源が多くない地域」の連携

地域医療・介護事業（地域ケア会議・委員会等）・認知症初期集中支援チームの機能などを包含した

「鏡野町在宅医療・介護連携推進事業協議会」（歯科医師がコアメンバー）を中核として連携体制を

構築

⑤ 香川県西部：地域後方支援病院歯科と歯科医師会との連携による認知症高齢者の支援体制の構築

地域後方支援病院歯科医師が地域の実態を踏まえ、認知症疾患医療センターおよび地域歯科医師会

と連携し訪問歯科診療も含めた認知症患者歯科診療受け入れ体制を構築

⑥ 香川県まんのう町：地域公的歯科診療所が中心となる地域認知症関連事業との連携

地域公的歯科診療所が中心となり、在宅医療介護の連絡会を軸として認知症高齢者を広域的支援、

生活支援の視点で課題解決する体制づくりを推進

11



2. 認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル「お口の支援ハンドブック」など作成

作成した「認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル（案）」についてのモデル地区からのコ

メント等を参考にマニュアルのブラッシュアップを行い、令和 3 年度マニュアル（以下マニュアル）を

作成した。

マニュアルは歯科医療従事者を対象とした媒体とし、内容は認知症の人の口への支援を進める上で必

要な情報（国の認知症施策の動向、認知症を主な視点とした連携づくりの課題・事例など）を記載した。

さらに口腔関連サービス提供者用（認知症の人のお口の支援実践ハンドブック）と認知症の当事者用認

知症の人の歯医者さんかかりかた Book）の実践ツールを作成した。 
サービス提供者用ツール「認知症の人のお口の支援実践ハンドブック」では、介護保険における居宅

系口腔衛生関連サービスの概要、認知症が主な原因として現れる口腔や食に関する困りごとへの評価お

よび対応に関して、また当事者用ツール「認知症の人の歯医者さんかかりかた Book」では、歯科受診に

際しての準備すべき点なども明確に解説した内容とした。
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【認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔管理等の地域連携システム構築に向けた提言】

Ⅰ 高次医療機関（病院）歯科・口腔外科の認知症対応力向上に向けたシステムづくりが必要

本調査事業から、地域歯科診療所での認知症が原因の歯科治療困難事例の主な紹介先として、高次医

療機関（病院）歯科・口腔外科が受け入れの機能を求められていた。以上から高次医療機関（病院）歯

科・口腔外科の認知症患者を受け入れる体制構築が必要と考える。病院勤務の医療従事者向け（医師、

看護師など）の認知症対応力向上研修や歯科医師の認知症対応力向上研修が実施されているなか、病院

歯科勤務歯科医師がより参加し易い研修体制整備が必要である。このことにより高次医療機関単位での

認知症対応力が醸成され、地域における認知症連携機関としての機能向上に繋がる。また、以上の体制

整備がなされることにより、高次医療機関（病院）歯科・口腔外科が、後方支援機能の一つとして、こ

れまで以上に認知症の人への歯科保健医療サービス提供機能を有することが可能となる。

Ⅱ 専門職による認知症の人への口腔健康管理の実態と整合性を持った歯科口腔保健関連医療・介護保

険制度整備が必要

歯科医療従事者を対象とした本事業調査で、認知症の人の歯科治療は認知症を併存しない人と比較し

1.5～2 倍の時間・労力を要するとの回答が約 7 割であった。また、認知症が原因で歯科治療が困難とな

った際の歯科診療所からの紹介先として、後方支援医療機関の歯科（病院歯科、大学病院歯科など）が

最も多かったが、当該歯科を対象とした調査では積極的な受け入れが「困難」と「わからない」の回答

の合計が約 6 割であった。さらに、認知症が原因で歯科治療困難事例を「対応が難しいことを説明し断

る」の回答が約 2 割であった。口腔疾患（う蝕、歯周病など）治療の特徴の一つは、口腔内に治療器具

などを挿入した治療が必要であり、薬物療法は対症療法に留まり根治は望めないことが殆どである点で

あろう。認知症の人にとって一連の歯科治療受容は困難なことが多い上に、歯科受診を断られる経験や

うまく受療できなかった経験により歯科治療困難事例化し、口腔疾患が重症化してしまうケースを生む

可能性があり、本事業調査もその可能性を否定できない内容であった。これらの課題への対応の一つと

して、歯科医療従事者向けの認知症対応力向上研修等の充実と、研修を受けた者が関わる行為に対する

歯科口腔保健関連の医療・介護保険制度報酬などの整備が必要と考える。

（参考）

認知症に関する複数の公的保険報酬が整備されている。介護報酬では、認知症に関する研修を修了した職員を配置、認知

症の症状の進行の緩和に繋がるケアを提供することを評価する認知症加算など、医科診療報酬では認知症専門看護師を

中心にチームを作り意思決定支援等の対応することなどに対し、認知症入院患者に対する対応力を評価した認知症ケア

加算、認知症患者に対する支援体制の確保に協力している医師が、認知症患者の療養上の指導や他の保険医療機関に対し

療養方針に係る助言などの行為を評価した認知症サポート指導料などが整備されている。

13



Ⅲ 歯科口腔保健サービス提供者（歯科専門職、看護師、言語聴覚士、介護スタッフなど）のみならず

認知症当事者も対象とした「認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル」の普及啓発が必要

介護・医療保険等で整備された歯科口腔保健サービス（口腔機能向上サービス、居宅管理指導、歯科

治療など）を、認知症の人へ提供することは、認知症を併存しない人と比べ困難である。この対策とし

て本事業では、歯科口腔保健サービス提供者向けの、認知症に焦点化した歯科口腔保健サービスに関す

る情報を整理したマニュアルを作成した。本マニュアルを普及させ認知症の人へ歯科口腔保健サービス

が円滑に提供される体制づくりが広がることを期待したい。さらに、認知症当事者の歯科口腔保健サー

ビスへの親和性を高める目的に、当事者用ツールとして「認知症の人の歯医者さんかかりかた Book」
を作成した。認知症の症状によって口腔疾患による身体の不具合（疼痛、違和感など）を的確に訴える

ことが困難になることが多く、症状が顕在化（腫脹、発熱、出血など）して初めて介護者（家族など）

が口腔疾患悪化に気付くことも少なく無い。こういったケースを少なくするためにも、当事者にとって

歯科受療をわかりやすくするための啓発ツールは有用性が高いと考える。歯科口腔保健サービスを提供

する側（専門職）と、受ける側（当事者）が、認知症の人の継続的な口腔管理の重要性を共有すること

が重要と考える。また本事業で作成したマニュアル・ツールなどがその一助になるよう、普及啓発が必

要である。
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2. 実施体制

本事業における調査の設計及び分析、結果のとりまとめ等に関する検討を行うため、関係者 25 名

から構成される検討委員会を設置した。

【検討委員会委員名簿】（五十音順）  ○研究代表者

氏  名 所  属

粟田 主一 東京都健康長寿医療センター研究所 社会科学系副所長

井藤 佳恵 東京都健康長寿医療センター研究所 認知症支援推進センター センター長

今井 裕 一般社団法人日本歯科専門医機構 理事長

岩﨑 正則
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 専門副部長

枝広 あや子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究員

大堀 嘉子 横浜高齢者グループホーム連絡会 事務局

小原 由紀
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 専門副部長

小玉 剛 公益社団法人日本歯科医師会 常務理事

澤田 弘一 鏡野町国民健康保険上齋原歯科診療所 所長

白部 麻樹
東京都健康長寿医療センター研究所

東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター 研究員

高田 靖 豊島区歯科医師会 副会長

竹内 嘉伸 富山県南砺市地域包括支援センター 副主幹

田中 弥生 関東学院大学 栄養学部管理栄養学科 教授

恒石 美登里 日本歯科総合研究機構 主任研究員

野原 幹司
大阪大学大学院歯学研究科

高次能口腔機能学講座顎口腔機能治療学教室 准教授

〇平野 浩彦
東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 研究部長

平原 佐斗司 東京ふれあい医療生活協同組合 梶原診療所 医師

古屋 純一 昭和大学 歯学部高齢者歯科学講座 准教授

水口 俊介 一般社団法人日本老年歯科医学会 理事長

本川 佳子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究員

森下 志穂 明海大学 保健医療学部口腔保健学科 助教

山田 律子 北海道医療大学 看護福祉学部看護学科 教授
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吉田 直美 公益社団法人日本歯科衛生士会 会長

鷲見 幸彦 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 病院長

渡邊 裕 北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室 准教授

【協力研究員名簿】（五十音順）

氏  名 所  属

青柳 三千代
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野 大学院生

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

高橋 知佳
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

星野 大地
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

松原 ちあき
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 高齢者歯科学分野 大学院生

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

三上 友里江
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

【事務局】地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター  谷 正隆

3. 検討の経過

検討委員会では、期間中に計 11 回の会議を開催し、本事業における調査の設計および結果の取

りまとめ、マニュアル作成等について検討を行った。

各回における検討事項等の概要は下表のとおりである。

回数 開催日 検討事項

第 1 回 令和 3 年 7 月 1 日 郵送調査の対象およびマニュアル案の検討（コアメンバー）

第 2 回 令和 3 年 7 月 20 日 マニュアル案およびモデル地区の検討（コアメンバー）

第 3 回 令和 3 年 8 月 5 日 郵送調査の調査項目案の検討（コアメンバー）

第 4 回 令和 3 年 8 月 26 日 第 1 回委員会の開催 
第 5 回 令和 3 年 9 月 23 日 マニュアルの有用性検証に関する検討（作業委員会）

第 6 回 令和 3 年 10 月 24 日 郵送調査の調査項目の検討（委員回覧）

第 7 回 令和 3 年 11 月 11 日 マニュアルの有用性検証に関する検討（作業委員会）

第 8 回 令和 4 年 1 月 31 日 郵送調査の解析結果の検討（コアメンバー）

第 9 回 令和 4 年 2 月 24 日 マニュアル修正の検討（コアメンバー）

第 10 回 令和 4 年 3 月 4 日 第 2 回委員会の開催 
第 11 回 令和 4 年 3 月 11 日 マニュアル修正の検討（コアメンバー）
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第 2 章 調査事業 1 結果 

1. 郵送調査：実施概要

2. 郵送調査：口腔機能向上サービス提供者

3. 郵送調査：居宅療養管理指導等に係る歯科専門職

4. 郵送調査：地域歯科医療機関（病院歯科用および歯科医療機関用）

5. 実測調査：認知症高齢者の口腔管理ニーズに関する実態調査
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1. 郵送調査：実施概要

（1） 調査対象

本郵送調査は、①口腔機能向上サービス提供者、②居宅療養管理指導等に係る歯科専門職（歯科医師

用・歯科衛生士用）、③地域歯科医療機関（病院歯科用）、④地域歯科医療機関（歯科医療機関用）、の

4 種類で構成しており、各票の調査対象は以下の通りである。 

① 口腔機能向上サービス提供者 計398件 

医療介護情報局で公開されている、介護サービス情報（全国の通所介護、認知症対応型通所介護、

療養通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護）より、歯科衛生士の常勤換算数

が 0.5 以上の施設を対象とした。 

② 居宅療養管理指導等に係る歯科専門職（歯科医師用・歯科衛生士用） 計 1,522 件 

全国の在宅療養支援歯科診療所１算定事業所（悉皆）を対象とし、同事業所に歯科医師用および

歯科衛生士用を 1 票ずつ送付した。 

③ 地域歯科医療機関（病院歯科用） 計 1,638 件 

全国の病院歯科（悉皆）を対象とした。

④ 地域歯科医療機関（歯科医療機関用） 計 1,100 件 

全国の在宅療養支援歯科診療所１または在宅療養支援歯科診療所 2 算定事業所のうち、1,100 件

（抽出）を対象とした。

（2） 調査方法

本調査は、紙調査票の配布・回収による郵送調査を実施した。

（3） 実施時期

本調査は、令和 2 年 12 月～令和 3 年 1 月に実施した。

（4） 回収状況

調査票の最終回収状況は、以下の通りである。

調査票の種類 調査対象数 有効回答数 有効回答率

①口腔機能向上サービス提供者 398 147 36.9 

②居宅療養管理指導等に係る歯科専門職
歯科医師用 1,522 492 32.3 

歯科衛生士用 1,522 392 25.8 

③地域歯科医療機関（病院歯科用） 1,638 555 33.9 

④地域歯科医療機関（歯科医療機関用） 1,100 434 39.5 

令和 4 年 3 月 7 日到着分までとした。 
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2. 郵送調査：口腔機能向上サービス提供者

（1） 回答者の職種【複数回答】

回答があった通所介護事業所（147 ヶ所）のうち、回答者の職種は「歯科衛生士」が 73.5%と最も多

かった。

図表 1 回答者職種 

その他は、「管理者」が 7 事業所と最も多かった。回答は以下の通り。 
 管理者（他 6 件）  管理者・相談員

 生活相談員（他 2 件）  社会福祉士

 介護福祉士（他 1 件）  相談員

 施設長（他 1 件）  通所リハビリ管理職

 理学療法士（他 1 件）  通所介護事業所相談員

 デイケア主任  認知症ケア専門士

 介護部マネージャー  理学療法士、事業所長

 介護福祉士・管理者

（2） 口腔機能向上加算の算定状況【複数回答】

口腔機能向上加算の算定状況は、口腔機能向上加算Ⅰが 60.7%、口腔機能向上加算Ⅱが 34.3%であっ

た。

図表 2 算定状況 

（3） 口腔関連サービス提供の有無

回答があった通所介護事業所（147 ヶ所）の大半（96.6%）で、口腔機能向上サービス等の口腔に関

連したサービスを提供していた。

図表 3 口腔関連サービス提供の有無 

73.5%
10.2%

8.2%
17.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科衛生士
看護職

言語聴覚士
その他
無回答

57.8%
32.7%

13.6%
4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口腔機能向上加算Ⅰ

口腔機能向上加算Ⅱ

算定していない

無回答

96.6 2.0 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=147）

はい いいえ 無回答
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（4） 認知症の人への口腔関連サービス提供時の困りごとの頻度

口腔関連サービスを提供している通所介護事業所（142 ヶ所）のうち、認知症の人に口腔関連サービ

スを提供時の困りごとがあると回答した者が大半であり、「ときどきある」が 33.1%と最も多かった。

また、回答者の職種別では歯科衛生士および看護職は「ときどきある」、言語聴覚士は「しばしばあ

る」「ときどきある」と回答した者が多かった。

図表 4 口腔関連サービス提供時の困りごとの頻度 

図表 5 口腔関連サービス提供時の困りごとの頻度＜回答者の職種別＞ 
いつも しばしば ときどき たまに 全くない 合計

歯科衛生士
n 10 22 34 25 7 98 
% 10.2% 22.4% 34.7% 25.5% 7.1% 100.0% 

看護職
n 1 1 5 4 1 12 
% 8.3% 8.3% 41.7% 33.3% 8.3% 100.0% 

言語聴覚士
n 1 2 2 1 1 7 
% 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% 100.0% 

その他
n 2 5 3 3 4 17 
% 11.8% 29.4% 17.6% 17.6% 23.5% 100.0% 

（5） 認知症の人に口腔機能向上サービス等提供時の具体的な困りごと

口腔関連サービス提供時に困ることがあると回答した通所介護事業所（129 ヶ所）に具体的な事例

（1 事業所あたり最大 3 件を記入）を質問したところ、263 件の回答があった。事例については、場面

は「個別の口腔ケア支援」（65.8%）、対象者の認知症高齢者の日常生活自立度は「Ⅱ」（39.9%）、要介

護度は「要介護 1・2」（41.8%）が最も多かった。 
具体的な事例内容は、場面および要介護度別にまとめた。

図表 6 具体的な困りごと：場面【複数回答】（n=263） 

図表 7 具体的な困りごと：認知症高齢者の日常生活自立度【複数回答】（n=263） 

図表 8 具体的な困りごと：要介護度 

10.5 21.0 32.9 25.9 9.1 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=142）
いつも しばしば ときどき たまに 全くない 無回答

30.8%
65.8%

28.1%
42.2%

12.2%
0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アセスメント
個別の口腔ケア支援

集団での口腔機能向上サービス
個別での口腔機能向上サービス

その他
無回答

4.6%
39.9%

32.7%
17.9%

3.0%
2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲa・Ⅲb
Ⅳ
M

無回答

2.7 41.8 22.4 32.3 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=263）
要支援1・2 要介護1・2 要介護3 要介護4・5 無回答
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ア
セ

ス
メ
ン

ト

【
要

介
護

1・
2】

 


ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
の

質
問
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
か
ら
見
る
と

当
て

は
ま
る

箇
所

が
い

く
つ

か
あ

る
と

思
わ

れ

て
も

、
ご
本

人
か
ら

す
る
と
「
大
丈
夫
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ

る
。


ア

セ
ス

メ
ン

と
の
質

問
に
対
し
て
答
え
が
す
べ
て
「
で
き
る
」
に
な

っ
て
し

ま
う

。


ア

セ
ス

メ
ン

ト
も
説

明
し
て
も
、
指
示
入
力
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た


ア

セ
ス

メ
ン

ト
時
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
口
腔
内
に
問
題
が
あ
る

が
、「

何
と

も
な

い
、
大

丈
夫

」
と

答
え
る

。
例

え
ば

、
上

下
15

本
欠
損

歯
あ
り
、
硬
い
食
べ
物
は
残
す
（
食
べ
物

の
嚙
み

に
く

さ
あ

り
）
。
認

知
症
が

進
み
「

噛
み

に
く

く
な
い

」
と

答
え

る
。
上
下
義
歯
を
新
し
く
入
れ
た
と
き
は
残
さ

ず
召

し
上

が
る

。
し
か

し
、

1
か

月
後
自

宅
で

上
下

義
歯
紛

失
す
る

。
義
歯
装
着
す
る
と
完
食
で
き
る
が
、
自
宅
で
義
歯

管
理
は

で
き

な
い

。「
家
で

歯
磨
き

し
て
い

る
」

と
い
う

が
、
家

族
は
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。


ア
セ

ス
メ
ン

ト
評
価

に
時
間
が
か
か
り
、
他
の
利
用
者
の

2-
3
倍
か
か

る
。


検

査
時

の
指

示
が
伝

わ
ら
な
い
。


口

を
開

け
て

く
れ
な

い
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
。


口
腔

清
掃

、
機

能
状

態
な
ど
の
質
問
時
に
理
解
で
き
ず
返
答
が
ま
ば

ら
に

な
る
。

オ
ー

プ
ン

・
ク

ロ
ー

ズ
ク

エ
ス

チ

ョ
ン

を
使
い

分
け
対

応
を
し
て
い
る
。
パ
タ
カ
テ
ス
ト
時
口
頭
の
み

の
説
明

で
は

理
解

で
き

ず
、「

パ
・
タ
・
カ

」
と

各
文

字
を

大
き

く
書

き
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
。
途
中
で
発
音
を
や

め
て

し
ま
う

こ
と

が
多

く
検

査
結

果
に

ば
ら

つ

き
が

あ
る
。

RS
ST

検
査
に
お
い
て
も
検
査
方
法
の
道
具
を
見
せ
て
実

施
す
る
が

、
声

か
け

を
続

け
な

い
と
途

中
で

や
め

て
し

ま
う

こ
と

が
多
く
、
パ
タ
カ
テ
ス
ト
同
様
検
査
結
果
に

ば
ら

つ
き

が
あ

る
。

口
腔

機
能

維
持

向
上

の
判

断

が
わ

か
り
に

く
い
。


口
腔

評
価
を

実
施
す

る
際
、
そ
の
日
の
気
分
で
応
じ
て
も
ら
え
な
い

こ
と
が

あ
る

。


指
示

理
解
が

難
し
く

、
正
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
の
が
難
し
い

場
合
が

あ
る

。


RS

ST
測

定
時

指
示
が

入
ら
ず
測
定
で
き
な
い
。
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド

コ
キ
ネ
シ

ス
測

定
時
「

三
・
三
・
七

拍
子

」
や

歌
の

リ
ズ
ム

に
合
わ

せ
て
発
声
し
て
し
ま
う
た
め
、
正
確
な
数
値
が

測
れ
な

い
。

【
要

介
護

3】
 


意

思
の

疎
通

が
で
き

な
い
（
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
、
会
話
が
で

き
な
い

）。


口

腔
機

能
テ

ス
ト
が

で
き
な
い
。


明

ら
か

に
出

現
し

て
い

る
（
例
え
ば
食
事
中
の
む
せ
）
聞
き
取
り

に
対

し
て

自
覚

症
状

が
な

い
。

記
載

す
る

と
き

は

説
明

を
付
け

加
え
る

必
要
が
あ
る
。


嚥

下
反

射
テ

ス
ト
の

際
、
理
解
さ
れ
ず
正
し
く
測
定
で
き
な
か
っ
た

。


RS

ST
検

査
の

時
に
要

領
が
分
か
ら
ず
正
確
に
測
れ
な
い
。
拒
否
も

あ
る
。

【
要

介
護

4・
5】


ア

セ
ス

メ
ン

ト
全
般

的
に
行
え
な
か
っ
た
。


指

示
・

理
解

が
困
難

な
た
め
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
が
で
き
な
い
。


認

知
症

患
者

さ
ん

へ
の

事
後
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
聴
取
す
る
際
、
正

し
い

情
報

が
得

ら
れ

な
い

（
そ

の
時

々
で

発
言

の

内
容

が
二
転

三
転
す

る
た
め
）。


RS

ST
、
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
等
の
指
示
が
理
解
で
き

な
い
の

で
、
正

し
い

評
価

が
で
き

な
い
。
以

前
と

比
べ

て
向
上

し
た
の

か
ど
う
か
の
数
値
的
な
判
断
が
で
き
な
い
。

個
別

の
口
腔

ケ
ア

支
援

【
要

支
援

1・
2】

 


元
々

自
宅

で
も

毎
日

歯
を
磨
く
習
慣
の
な
い
人
で
あ
っ
た
が
、
上
下

部
分

義
歯
も

汚
れ

て
お

り
、

何
本

か
残

っ
て

い

る
臼

歯
の
歯

周
病
も

進
ん
で
い
る
人
で
あ
っ
た
。
居
宅
通
所
な
も
の

で
、
た

か
が

週
3
日

の
お

昼
の

み
の
ケ

ア
で
あ

る
た

め
介

助
で

し
っ

か
り
磨
い
て
も
、
少
し
休
ん
だ
り
す
る
と
ま
た

歯
周

病
が
ぶ

り
返

し
、

少
し

良
く

な
り

ぶ
り

返

し
の

連
続

で
な

か
な

か
改
善
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
家
の

方
に

も
協
力

を
願

う
が

最
初

の
う

ち
だ

け
で

続

か
な

い
。


口

腔
ケ

ア
は

毎
回

声
か

け
し
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
を

せ
ず

に
カ

ラ
オ

ケ
を

歌
わ

れ
て

い
る

。
朝

食
後

の

歯
磨

き
や

義
歯

清
掃

を
さ
れ
な
い
た
め
、
義
歯
に
食
渣
付
着
が
あ
り

舌
苔

も
厚
い

。
口

腔
ケ

ア
の

必
要

性
を

説
明

す

る
が

、
歯
磨

き
の
習

慣
が
な
い
の
か
真
剣
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
様

子
が
う

か
が

え
る

。


口

腔
ケ

ア
自

立
で

自
尊
心
が
あ
る
利
用
者
へ
の
歯
磨
き
に
対
し
、
磨
き
残
し
な
ど
介
助
介
入
が
困
難
。
ど
こ
ま
で
介

助
し

て
良
い

か
悩
む
こ
と
が
多
い
。


声

か
け

の
返

事
は
と
て
も
良
い
が
、
洗
面
所
に
来
ら
れ
ず
他
の
場
所
に
座
ら
れ
て
い
た
り
、
洗
面
所
に
来
ら
れ
て
も
、

義
歯

を
外

さ
ず

磨
き
始
め
ら
れ
た
り
、
ブ
ラ
シ
を
間
違
え
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
。
押
し
車
で
移
動
の
こ
と
も
あ
り

口
腔

ケ
ア
動

作
だ
け
で
な
く
移
動
時
の
転
倒
リ
ス
ク
も
あ
り
、
常
に
見
守
り
誘
導
が
必
要
で
あ
る
。

【
要

介
護

1・
2】

 


（
奥

様
と

同
居

し
て
い
る
方
）
運
動
意
欲
が
低
下
し
て
お
り
、
ご
自
宅
で
は
寝
て
い
る
こ
と
が
多
々
。
義
歯
、
天
然

歯
も

あ
る
が

清
掃
は
ほ
ぼ
行
っ
て
お
ら
ず
汚
れ
が
多
い
。
歯
肉
の
出
血
、
腫
脹
も
見
ら
れ
歯
科
受
診
を
促
し
た
い
が
、

同
居

し
て

い
る

奥
様
も
少
し
認
知
症
状
が
あ
り
、
ご
自
宅
で
の
清
掃
の
協
力
や
本
人
の
拒
否
が
強
く
受
診
し
て
も
ら

え
な

い
こ
と

。


「

仕
上

げ
磨

き
を

し
て
も
ら
っ
た
ら
歯
茎
が
痛
い
」
と
本
人
が
言
っ
て
い
る
と
利
用
者
の
家
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま

し
た

。
義

歯
が

歯
間
に
当
た
っ
て
発
赤
が
出
て
い
る
疑
い
が
濃
厚
で
あ
っ
た
た
め
、
受
診
し
て
い
た
だ
い
た
所
、
義

歯
に

よ
る

擦
過

傷
と
判
明
。
本
人
の
思
い
込
み
で
あ
っ
て
も
、
家
族
は
信
じ
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
謝
罪

の
連

絡
が
あ

り
、
一
段
落
は
し
ま
し
た
。


「

歯
が

痛
い

か
ら
」
な
ど
の
理
由
を
つ
け
拒
否
す
る
。


ケ

ア
自

体
に

対
す

る
誘
導
に
時
間
が
か
か
る
（
説
明
を
毎
回
や
っ
て
や
っ
と
ケ
ア
で
き
る
）
個
別
ケ
ア
に
誘
導
し
て

も
何

の
た
め

に
入
れ
歯
を
外
す
の
か
等
一
つ
一
つ
説
明
、
納
得
が
必
要
と
な
り
一
人

@
の
ケ
ア
時
間
が
必
要
。


サ

高
住

の
ご

利
用

者
さ
ま
多
数
来
所
さ
れ
て
い
る
。
自
己
管
理
の
部
分
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
歯
磨
き
が
施
行
で
き

て
い

な
い
様

子
が
見
ら
れ
る
。


パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症
状

の
あ
る
方
で
歯
科
は
受
診
し
て
い
る
が
、

SP
す
る
だ
け
で
帰
っ
て
く
る
と
家
族
よ
り
話
が
あ
っ

た
。

重
度

の
歯

肉
炎

が
見
ら
れ
易
出
血
（
舌
の
上
に
血
液
が
固
ま
っ
た
状
態
の
日
が
あ
る
）
、
歯
肉
の
痛
み
も
あ
る
。

ご
自

身
の
身

体
の
状

態
か
ら
う
が
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
も
困
難
。
口
腔
ケ
ア
は

D
S
を
利
用
す
る
週

1
回
の
み
。
全

く
改

善
せ

ず
食

欲
も

落
ち
て
い
る
。
家
族
が
ケ
ア
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ケ
ア
自
体
プ
ロ
（
介

護
職

）
で
も

難
し
い

。
ケ
ア
を
在
宅
で
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
こ
と
。


ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指
導
通
り
に
で
き
な
い
。
う
が
い
で
き
ず
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
。


ほ

ぼ
毎

日
来

所
さ

れ
て
い
て
も
毎
回
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
る
。
例
え
ば
歯
ブ
ラ
シ
と
義
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
。
う
が

い
を

す
る

こ
と

を
ま
か
せ
る
と
し
な
い
で
終
わ
る
。
義
歯
を
磨
い
た
後
こ
れ
で
い
い
か
と
必
ず
確
認
す
る
。
汚
れ
が

つ
い

て
い
る

か
落
ち
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
等
々
。
困
っ
て
い
る
と
言
う
ほ
ど
で
も
な
い
か
な
と
も
思
っ
て
い
る
。


わ

り
と

意
思

疎
通

は
で
き
る
の
で
、
伝
え
た
こ
と
は
実
行
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
忘
れ
や
す
い
こ
と
が
多
い
の
で

声
掛

け
や

点
検

は
必
要
に
思
い
ま
す
。
握
力
が
弱
か
っ
た
り
、
と
力
を
入
れ
て
し
っ
か
り
汚
れ
を
落
と
す
と
い
う
こ

と
が

難
し
そ

う
で
す
。


右

上
～

左
上

、
右

下
～
左
下

PD
、
残
存

歯
8
本
あ
り
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
圧
強
く
、
毎
回
歯
肉
よ
り
出
血
あ
り
。
や
さ

し
く

磨
く
よ

う
に
声

が
け
す
る
が
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
右
上
～
左
上

PD
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
頻
繁
に
外
す
か
と

思
え

ば
、

次
の

来
所

時
に
問
題
な
い
と
言
わ
れ
着
脱
み
ら
れ
な
い
そ
の
繰
り
返
し
。
コ
ロ
ナ
流
行
時
（
現
在
も
）
義

歯
を

触
る

た
び

に
手

指
消
毒
も
し
く
は
手
洗
い
。
義
歯
安
定
剤
勧
め
る
が
歯
科
医
師
か
ら
必
要
な
い
と
言
わ
れ
、、
、

今
現

在
歯

科
受

診
し

て
い
る
が
改
善
み
ら
れ
ず
、
現
在
も
義
歯
着
脱
は
続
い
て
い
る
。
集
団
で
の
口
腔
体
操
時
、
突

然
意

図
不
明

な
こ
と

を
言
い
出
し
た
り
、
周
り
の
利
用
者
さ
ま
た
ち
困
惑
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。


家

族
の

協
力

が
得

ら
れ
な
い
。
何
度
も
プ
リ
ン
ト
や
説
明
を
す
る
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
歯
ブ
ラ
シ
の
準
備
す
ら

し
て

も
ら

え
な

か
っ
た
。
親
の
認
知
症
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
偏
っ
た
受
け
止
め
ら
れ
方
を
し
て
し
ま
い
逆

効
果

の
時
が

あ
る
。


義

姉
を

無
く

し
噛

め
な
い
状
態
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
情
報
を
共
有
し
歯
科
受
診
を
勧
め
て
い
た
だ
く
が
、
本
人

に
そ

の
意
思

が
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
。


義

歯
は

声
か

け
に

て
自
分
で
外
さ
せ
ま
す
が
、
自
分
で
義
歯
の
清
掃
は
難
し
い
。
残
っ
て
い
る
歯
の
歯
磨
き
は
で
き

る
。

義
歯
の

装
置
も
本
人
に
説
明
す
る
の
が
難
し
い
の
で
、
本
人
に
説
明
し
な
が
ら
は
め
て
も
ら
う
。


義

歯
を

外
す

こ
と

を
忘
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
食
事
の
後
は
必
ず
外
し
て
清
掃
す
る
こ
と
を
習
慣
に
し
て
い
る
。
唾

液
腺

マ
ッ
サ

ー
ジ
、
口
唇
・
舌
の
体
操
。


拒

否
に

よ
り

十
分

な
ケ
ア
が
で
き
ず
、
途
中
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
が
あ
る
。
痛
み
等
の
訴
え
が
な
く
口
腔
内

の
傷

や
変
化

の
発
見

が
遅
れ
る
。
→
歯
科
受
診
を
勧
め
て
も
納
得
、
同
意
が
得
ら
れ
ず
改
善
が
困
難
。


口

腔
、

義
歯

の
清

掃
に
声
か
け
誘
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
そ
の
後
口
腔
ケ
ア
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を
忘

れ
て

し
ま

う
。

ま
た
、
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
た
後
に
再
度
何
度
か

行
う

こ
と
も

あ
る

。
家

族
の

協
力

が
得

ら
れ

る

方
な

の
で
、

義
歯
の

調
整
は
行
え
る
。


口
腔

ケ
ア
が

全
く
で

き
て
い
な
い
。


口
腔

ケ
ア

に
自

分
の

や
り
方
が
あ
り
、
一
回
に
大
量
の
歯
磨
き
粉
を

使
用

す
る
。

一
度

口
腔

ケ
ア

を
始

め
る

と
満

足

す
る

ま
で
行

う
た
め

、
30

分
か

ら
60

分
行
う
こ
と
も
あ
り
出
血
し

て
も
や

め
る

こ
と

は
な

い
。


口
腔

ケ
ア
時

の
歯
間

ブ
ラ
シ
・
口
腔
洗
浄
の
拒
否
。
口
腔
訓
練
の
拒

否
が
多

く
見

ら
れ

る
。


口
腔

ケ
ア
時

目
を
離

し
た
際
、
手
指
消
毒
で
口
腔
内
を
磨
か
れ
た
こ

と
（
す

ぐ
に

洗
浄

し
た

）。


口
腔

機
能

向
上

サ
ー

ビ
ス
を
す
る
際
の
拒
否
が
あ
り
、
特
に
食
後
の

口
腔

清
掃
は

、
席

を
立

ち
移

動
す

る
こ

と
や

、

歯
磨

き
を
す

る
こ
と

自
体
が
面
倒
な
様
子
で
、
か
た
く
な
に
拒
否
を

示
す
場

面
が

あ
る

。


口
腔

清
掃

の
誘

導
に

応
じ
て
も
ら
え
ず
、
隣
席
利
用
者
と
一
緒
に
移

動
を

し
て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
る

こ
と

。
毎

日

口
腔

清
掃
手

順
の
説

明
が
必
要
で
、
清
掃
道
具
の
準
備
、
手
順
声
か
け

や
介
助
、
片

付
け

等
利

用
日
の

体
調
に

よ
り
、

介
助

量
に
も

変
化
が

あ
る
こ
と
。


口
腔

清
掃
後

、
床
に

義
歯
を
落
と
し
た
こ
と
を
本
人
も
こ
ち
ら
も
気

づ
か
ず

帰
宅

さ
せ

て
し

ま
っ
た

。


口
腔

評
価

時
に

歯
ブ

ラ
シ
を
使
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
行
う
が
自
宅

で
行

う
こ
と

は
難

し
く

プ
ラ

ー
ク

が
減

少
し

な

い
。
ほ

と
ん

ど
自
歯

が
残
存
し
て
い
る
た
め
不
安
。
口
腔
洗
浄
時
見

守
り
が

な
い

と
洗

口
液

を
飲
み

込
ん
で

し
ま
う

。


指
示

が
入

ら
な

い
。

特
に
帰
宅
願
望
が
強
い
日
は
訴
え
が
強
く
、
何

を
言

っ
て
も

指
示

を
理

解
し

て
も

ら
え

な
い

。

口
を

開
け
な

い
、
う

が
い
を
し
な
い
。


歯
ブ

ラ
シ

や
ス

ポ
ン

ジ
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
見

本
を

目
の
前

で
し

て
も

、
耳

や
鼻

に
入

れ
そ

う

に
な

る
。
清

潔
と
不

潔
の
区
別
が
つ
か
な
い
。


歯
周

病
に

よ
る

炎
症

と
痛
み
が
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
支
援
の
直
前

も
し

く
は
説

明
し

な
が

ら
口

腔
ケ

ア
を

行
っ

て

い
て

も
、
痛
み

の
た
め

拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。（

か
か
り
つ
け

歯
科
医

も
口

頭
、
書

面
で

の
説
明

あ
り

、
家

族
も

聞
い

て
い
る

）


歯
磨

き
の

習
慣

が
な

い
の
か
（
忘
れ
る
の
か
）
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ

て
も

磨
き
方

が
わ

か
ら

な
い

。
入

れ
歯

が
わ

か

ら
な

い
。
一

つ
一
つ

の
指
示
が
必
要
。


歯
磨

き
は

同
じ

と
こ

ろ
し
か
磨
け
ず
、
全
体
を
磨
け
な
い
。
多
数
虫

歯
が

あ
る
た

め
治

療
を

勧
め

た
が

、
継

続
的

な

治
療

が
で
き

ず
補
綴

物
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。


歯
磨

き
指
導

を
何
度

し
て
も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。


歯

磨
き

時
自

力
清
掃

さ
れ
る
の
で
す
が
、
ず
っ
と
見
守
り
し
て
い
な

い
と

歯
ブ
ラ

シ
を

他
人

の
も
の

を
使
わ

れ
た
り

、

ハ
ン

ド
ソ
ー

プ
や
手

指
消
毒
を
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
て
磨
こ
う
と
す
る

。


自

主
性

の
低

下
、
セ

ル
フ
ケ
ア
の
習
慣
が
定
着
し
な
か
っ
た
。
→
家
族

都
合

で
D

C
の

利
用
が

困
難
と

な
り
、

D
C
の

利
用

が
終
了

と
な
り

、
他
事
業
所

D
S
へ
移
向
と
な
っ
た
。
口
腔
衛

生
に
関

し
て

情
報

伝
達

が
不
十

分
な
ま

ま
終
了

と
な

っ
て
し

ま
っ
た

。


自

分
で

歯
磨

き
を

行
っ

て
い
る
様
子
が
な
く
、
プ
ラ
ー
ク
の
付
着

が
著

し
く

、
ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指

導
を

行
う

も
定

着

が
見

ら
れ
な

い
。
歯

磨
き
を
し
な
く
て
も
自
分
は
口
腔
疾
患
に
な
ら

な
い
と

い
う

固
定

観
念

が
拭
え

な
い
。


週

2
回
の

利
用
で

は
十
分
な
ケ
ア
が
行
い
き
れ
な
い
た
め
、
自
宅
に

持
ち
帰

っ
て

も
ら

う
の

が
困
難

。


女

性
に

多
い

が
口

腔
内

を
見
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
識
が
強
く

、
義

歯
を

外
し

て
く

れ
な

い
な

ど
の

ケ
ー

ス
が

あ

っ
た

。


上

下
総

義
歯

だ
が

食
事

中
に
外
れ
て
し
ま
う
の
で
、
義
歯
安
定
剤

を
使

用
し

て
い

る
。

誤
っ

た
使

用
方

法
で

顎
に

傷

が
で

き
て
し

ま
い
、
義
歯
安
定
剤
に
つ
い
て
説
明
（
難
聴
の
た
め
文
書
で

も
説
明

）
。
付

け
方

の
指
導

を
毎
回

行
っ
て

い
る

が
、
歯

科
受
診

に
至
ら
ず
。


上

顎
FD

、
下
顎

PD
、
残
存
歯
右
下
に

2
本
あ
り
。
上
顎
は
義
歯

と
い
う

認
識

が
あ

り
外

し
て
磨

く
が

、
下

顎
は
自

分
の

歯
と

思
い

込
ん

で
い
る
の
か
外
さ
ず
に
磨
く
。
内
面
に
汚
れ
多

く
、

残
存
歯

も
プ

ラ
ー

ク
付

着
多

い
。

声
が

け

す
る

が
立
腹

し
、
外

し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。


食
後

の
歯

磨
き

時
、

洗
面
所
が
混
み
合
っ
て
い
た
と
き
に
順
番
が
待

て
ず

に
怒
り

だ
し

、
少

し
待

っ
て

い
た

だ
け

る

よ
う

お
願
い

し
た
が

右
手
を
振
り
上
げ
私
を
た
た
こ
う
と
し
た
。
と

て
も
恐

怖
を

感
じ

た
。


総
義

歯
で
残

根
多
数

あ
る
た
め
、
清
掃
不
良
に
て
歯
肉
発
赤
が
常
に
あ

る
。
義
歯

安
定

剤
を

多
量
に

使
用
し

て
い
る

。

指
導

す
る
が

適
量
を

守
れ
な
い
。
義
歯
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
が
、

家
族
の

協
力

が
得

に
く

い
。


息
子

さ
ん

と
二

人
暮

ら
し
だ
が
、
自
宅
で
の
口
腔
ケ
ア
は
全
く
家
族

は
関

与
し
な

い
た

め
、

こ
ち

ら
を

利
用

す
る

週

1
回

だ
け
し

か
口
腔

ケ
ア
が
行
え
な
い
。
歯
科
衛
生
士
の
指
導
で
義
歯

洗
浄
剤
の

対
応

、
歯
ブ

ラ
シ

、
舌

ブ
ラ
シ

、
ワ

ン
タ

フ
ト
ブ

ラ
シ
、

歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
て
丁
寧
に
ケ
ア
を
行
っ

て
い
る

が
、

週
1
回

の
み

で
口

腔
内
の

環
境
が

な
か

な
か
改

善
し
な
い
。
家
族
の
意
識
を
変
え
る
の
も
困
難
で
あ
る
こ
と
。


多

数
の

う
蝕

の
放
置

が
見
ら
れ
歯
科
受
診
を
促
す
も
、
歯
科
に
対
す
る
恐
怖
心
が
強
く
受
診
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。


認

知
が

進
む

に
つ
れ

､義
歯
を
装
着
さ
れ
ず
来
所
し
、
取
り
に
帰
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
数
回
続
き
紛
失
。
作
製
す
る

も
紛

失
と
い

う
こ
と

が
続
く
こ
と
。


認

知
機

能
低

下
に

伴
い
、
指
導
内
容
の
把
握
が
困
難
。
そ
の
都
度
指
導
を
行
え
ば
、
動
作
は
本
人
で
可
能
だ
が
、
次

回
利

用
時

に
は

口
腔
ケ
ア
手
順
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
独
居
で
の
生
活
の
た
め
、
在
宅
で
他
者
の
協
力
を

得
る

こ
と

は
困

難
。
口
腔
ケ
ア
方
法
の
資
料
を
作
成
し
、
自
宅
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
が
、
活
用
は

し
て

い
な
い

様
子
。


認

知
症

状
に

ム
ラ

が
あ
り
、
拒
否
が
ひ
ど
い
と
き
が
あ
る
。
歯
ブ
ラ
シ
の
認
識
が
で
き
な
い
。
う
が
い
は
わ
か
る
。

一
つ

一
つ
声

掛
け
が
必
要
。
洗
面
所
に
誘
導
も
大
変
（
な
ぜ
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
理
解
す
る
ま
で
）
。


発

熱
を

き
っ

か
け
に

口
腔
内
出
血
、
粘
膜
に
潰
瘍
が
で
き
ケ
ア
の
仕
方
対
応
に
困
っ
た
。


訪

問
歯

科
を

導
入

さ
れ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
が
、
義
歯
を
作
り
直
し
新
し
い
義
歯
を
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
外

し
の

指
導
等

具
体
的
な
取
り
扱
い
の
説
明
が
ご
家
族
や
本
人
に
行
き
渡
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。


毎

回
の

口
腔

ケ
ア

手
順
が
わ
か
ら
ず
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
な
ど
の
道
具
や
清
掃
手
順
、
イ
ラ
ス
ト
を
見

せ
た

り
清

掃
動

作
を
見
せ
な
が
ら
実
施
。
ま
た
、
も
の
を
す
ぐ
に
片
付
け
る
動
作
を
繰
り
返
す
た
め
口
腔
清
掃
以
外

不
必

要
物
は

出
さ
ず
、
洗
口
液
な
ど
誤
飲
し
な
い
よ
う
に
常
に
見
守
り
を
行
う
。
見
守
り
声
か
け
す
る
こ
と
が
多
く
、

他
の

利
用
者

さ
ま
へ
の
対
応
が
少
な
く
な
る
と
き
が
あ
る
。


毎

週
介

入
し

て
い
る
が

(口
腔
ケ
ア

)、
介
入
し
て
い
る
事
を
覚
え
て
い
な
い
た
め
、
た
ま
に
拒
否
さ
れ
る
事
が
あ
る
。


明

ら
か

に
口

腔
内
に

異
変
が
あ
っ
て
も
本
人
が
困
っ
て
い
な
い
た
め
口
腔
内
の
お
手
入
れ
に
拒
否
が
あ
る
。


要

治
療

歯
（
歯

牙
破
折
、
う
蝕
歯
）
が
あ
る
が
､歯

科
受
診
に
は
至
ら
ず
､
話
を
す
る
た
び
に
堂
々
巡
り
で
あ
る
こ
と
。


来

所
時

の
う

が
い

や
食
後
の
口
腔
ケ
ア
誘
導
時
、
洗
面
台
前
の
い
す
に
座
る
動
作
や
コ
ッ
プ
で
の
う
が
い
、
水
道
の

使
用

等
の

動
作

の
開
始
困
難
が
見
ら
れ
る
。
歯
ブ
ラ
シ
の
提
供
を
行
っ
て
も
使
用
方
法
に
迷
う
行
動
が
見
ら
れ
、
動

作
説

明
が
必

要
に
な

る
こ
と
。


来

所
時

の
う

が
い

等
指
示
通
ら
ず
動
作
開
始
困
難
が
あ
る
。
ま
た
、
う
が
い
薬
の
認
識
が
薄
く
吐
き
出
す
前
に
飲
ん

で
し

ま
う

。
食

後
の
口
腔
ケ
ア
誘
導
時
は
拒
否
が
見
ら
れ
、
移
動
に
至
ら
ず
。
口
腔
ケ
ア
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

義
歯

の
認

識
が

な
く
、
装
着
さ
れ
て
い
て
も
脱
着
が
で
き
な
い
。
歯
ブ
ラ
シ
と
の
用
具
準
備
介
助
を
し
て
も
、
口
腔

内
に

使
用

で
き

な
い
場
合
が
あ
り
、
終
了
後
の
片
付
け
も
行
え
ず
、
そ
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
参
の
カ
バ
ン
に
入
れ
て
持

ち
帰

っ
て
し

ま
う
等
の
行
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

【
要

介
護

3】
 


ケ

ア
用

具
の

セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
洗
面
台
へ
の
誘
導
に
応
じ
、
自
立
ケ
ア
を
行
う
と
す
る
が
磨
き
や
す
い
歯
の
表
側
を

力
強

く
磨

い
て

適
度
な
と
こ
ろ
で
終
了
し
よ
う
と
す
る
。
磨
き
抜
か
り
の
と
こ
ろ
が
い
つ
も
同
じ
で
、
歯
周
病
の
進

行
に

よ
り
、

歯
茎
の
発
赤
、
一
時
的
に
著
し
い
出
血
が
い
つ
も
あ
る
。


ご

本
人

に
し

か
実

際
口
腔
ケ
ア
実
施
支
援
を
行
え
な
い
た
め
、
自
宅
で
の
口
腔
ケ
ア
の
介
助
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

に
伝

わ
ら
な

い
た
め
、
口
腔
ケ
ア
が
持
続
し
な
い
。


家

庭
に

て
口

腔
内

お
よ
び
義
歯
清
掃
が
全
く
さ
れ
て
い
な
い
。
毎
回
書
食
渣
（
大
き
な
も
の
あ
り
）
や
プ
ラ
ー
ク
が

多
量

に
認
め

ら
れ
る
。
口
か
ら
水
や
唾
液
が
こ
ぼ
れ
て
も
気
に
し
な
い
。


含

嗽
の

指
示

が
入
ら

ず
、
飲
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
む
せ
込
む
こ
と
が
あ
る
。


義

歯
着

脱
時

、
指
示

が
入
ら
ず
時
間
を
要
す
る
こ
と
。


口

腔
ケ

ア
の

拒
否
。

集
中
し
て
口
腔
体
操
に
取
り
組
め
な
い
。


口

腔
ケ

ア
の

拒
否
が

あ
り
、
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
の

時
間
帯
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
口
腔
ケ
ア
の
支
援
が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。


口

腔
ケ

ア
の

定
着

が
な
く
不
衛
生
。
ま
た
、
う
蝕
も
多
く
義
歯
の
使
用
も
な
い
た
め
咬
合
が
な
く
嚥
下
機
能
に
も
低

下
が

見
ら
れ

る
が
、
本
人
さ
ま
に
伝
え
て
も
拒
否
の
み
で
同
居
家
族
さ
ま
も
認
知
症
の
た
め
理
解
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
を

行
う
際
に
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
洗
面
台
ま
で
来
て
も
ら
え
な
い
。


指

示
が

通
ら

ず
口
が
開
か
な
い
。
か
み
つ
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。


指

示
が

通
ら

な
い
。


指

示
の

力
が

可
能
な
場
合
と
不
可
能
な
場
合
の
日
差
が
激
し
く
、
そ
の
時
々
で
ケ
ア
方
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。


週

2
ほ

ど
SS

を
利
用
。
来
所
時
に
う
が
い
等
を
行
っ
て
い
る
が
毎
回
「
ど
う
す
る
か
？
」
と
聞
い
て
く
る
。
開
始

困
難

は
あ

ま
り

見
ら
れ
な
い
が
、
以
前
の
行
動
を
覚
え
て
い
な
い
。
食
後
の
口
腔
ケ
ア
時
は
声
か
け
等
を
行
い
、
義

歯
の

着
脱
の

声
か
け
を
し
な
い
と
清
掃
に
至
ら
な
い
。
ま
た
、
一
度
行
い
席
に
戻
る
と
「
私
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
」
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と
本

人
よ

り
訴

え
が

あ
り
、
繰
り
返
し
の
行
動
も
見
ら
れ
る
た
め
、

傾
聴

し
再
度

行
っ

て
も

ら
う

。
毎

回
行

っ
て

い

る
こ

と
だ
が

、
本
人

は
「
初
め
て
来
た
所
」
と
い
う
こ
と
で
毎
回
の

説
明
が

必
要

に
な

る
こ

と
。


上
下

に
総

義
歯

を
作

製
さ
れ
て
い
る
が
､
下
顎
の
義
歯
の
適
合
が
う
ま

く
い
っ
て

お
ら

ず
、

普
段

使
用

し
て

い
な

い
。

受
診

の
際
も

不
具
合

の
状
態
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
。


洗
面

台
ま

で
案

内
し

義
歯
を
外
す
よ
う
声
か
け
す
る
も
、
バ
ッ
グ
の

中
の

口
腔
ケ

ア
セ

ッ
ト

を
探

そ
う

と
さ

れ
た

り

手
を

洗
っ

た
り

さ
れ

る
。
集
中
力
が
散
漫
な
た
め
、
他
の
景
色
が

目
に

入
る

と
手

の
動

き
が

止
ま

り
、

歯
磨

き
に

集

中
で

き
な
い

。（
食

事
も

同
じ
）
す
べ
て
に
声
か
け
介
助
と
介
入
が

必
要
で

あ
る

。


昼
食

後
の

口
腔

ケ
ア

時
に
義
歯
を
外
す
→

洗
う
→
口
腔
内
を
き
れ
い

に
す

る
（
残

存
歯

あ
り

）
→

う
が

い
を

す
る

動

作
を

一
緒
に

し
て
い

る
が
、
毎
日
動
作
の
説
明
を
し
な
い
と
義
歯
を

外
す
こ

と
か

ら
で

き
な

い
こ
と

。


不
穏

が
強

く
（

帰
宅

願
望
、
興
奮
状
態
）
ま
た
、
ケ
ア
の
必
要
性
が

理
解

で
き
ず

受
け

入
れ

が
困

難
。
→

趣
味

の
話

を
し

て
気
分

転
換
し

た
り
、
時
間
を
か
け
て
関
わ
る
こ
と
で
な
ん
と

か
ケ
ア

す
る

こ
と

が
で

き
た
。


不
穏

に
な
る

。


来
所

時
傾
眠

さ
れ
て

い
る
時
間
が
多
く
、
集
団
で
の
口
腔
ケ
ア
が
で
き
て

い
な
い

。（
食

事
中

も
傾
眠

さ
れ
て

い
る
こ

と
が

増
え

て
き

て
い

る
）
食
事
後
の
口
腔
ケ
ア
時
、
本
人
に
義
歯
の

外
し

方
、
う

が
い

の
説

明
を

行
い

、
ま

た
義

歯

装
着

時
も
声

か
け
し

な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

【
要

介
護

4・
5】

 


（
ご

家
族

の
口

腔
ケ

ア
で
き
な
い
と
の
こ
と
）
義
歯
着
脱
の
際
、
暴

れ
た

り
手
で

は
た

か
れ

た
り

す
る

。
義

歯
鉤

で

歯
肉

を
傷
つ

け
な
い

よ
う
数
人
で
介
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。


う

が
い

の
際

、
口
に

コ
ッ
プ
を
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
で

き
て
も

飲
ん

で
し

ま
う

。


レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど
特
有
の
攻
撃
的
な
態
度
や
暴
力
を
振

る
う

、
暴

れ
る

な
ど

、
か

み
つ

く
な

ど
の

行
為

の

あ
る

方
の
対

応
が
難

し
い
。


意

思
疎

通
が

困
難

な
た

め
、
対
応
す
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で

、
口

を
開

け
な

か
っ

た
り

、
ブ

ラ
シ

を
噛

ん
だ

り

と
い

っ
た
こ

と
も
あ

る
。
大
き
く
口
を
開
け
ら
れ
な
い
の
で
、
口
腔

内
が
奥

ま
で

確
認

し
ず

ら
い
。


意

思
疎

通
が

難
し

く
、

歯
磨
き
時
自
身
で
で
き
な
い
た
め
、
介
助

す
る

と
大

き
い

声
で

抵
抗

さ
れ

る
。

ま
た

、
口

を

ゆ
す

ぐ
こ
と

が
で
き

な
い
。


介

助
ケ

ア
中

に
「

殺
さ

れ
る
」
と
不
安
に
か
き
立
て
ら
れ
る
。
穏

や
か

な
と

き
に

は
応

じ
て

く
れ

る
開

口
も

強
く

拒

否
し

、
歯
ブ

ラ
シ
を

歯
で
強
く
噛
ん
で
放
さ
な
か
っ
た
り
、
介
助
す

る
手
を

払
い

の
け

よ
う

と
す
る

。


開

口
拒

否
。

噛
み
つ

き
。


義

歯
が

口
腔

内
に

確
認

で
き
ず
、
所
在
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

に
包

ん
で

ポ
ケ

ッ
ト

に
入

れ

て
い

た
り
、

居
室
の

ベ
ッ
ド
に
ま
ぎ
れ
て
い
た
り
と
管
理
が
難
し
い

こ
と
。


義

歯
の

出
し

入
れ
が

難
し
い
。
意
思
疎
通
が
困
難
。


義
歯

の
脱

着
が

難
し

く
、
ス
タ
ッ
フ
も
外
し
た
ら
着
け
る
と
き
に
困

難
で

あ
り
、

時
々

義
歯

を
着

け
て

い
る

に
も

か

か
わ

ら
ず
、

他
人
の

義
歯
を
着
け
よ
う
と
す
る
。
（
ス
タ
ッ
フ
に
着
け
る

よ
う
に

と
強

く
訴

え
る
）


義
歯

の
適
合

が
悪
く

嚥
下
が
う
ま
く
で
き
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

、
家
族

と
相

談
の

上
歯

科
受
診

を
勧
め

る
。


義
歯

を
使

用
し

て
い

る
方
で
義
歯
を
は
ず
そ
う
と
す
る
と
手
が
出
て

義
歯

を
外
さ

せ
て

く
れ

な
い

。
→

職
員

が
利

用

者
の

手
を
押

さ
え
て

義
歯
を
外
し
た
。


吸
引

を
必

要
と

す
る

方
の
口
腔
ケ
ア
で
吸
引
ブ
ラ
シ
が
な
い
状
態
で

の
ケ

ア
に
時

間
が

か
か

り
、

対
象

者
に

も
負

担

が
か

か
っ
て

し
ま
う

。


拒
否

が
強

く
口

腔
ケ

ア
に
入
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
。
受
診
が
必
要
な

状
態

で
あ
っ

て
も

治
療

を
受

け
て

い
た

だ
け

な

い
（

認
知
症

の
た
め

）。


口
を

開
け
な

い
。
何

で
も
噛
ん
で
放
さ
な
い
。


口
を

開
け
る

指
示
が

通
ら
な
い
。
う
が
い
が
で
き
な
い
。


口
腔

ケ
ア
の

拒
否
が

強
く
、
ケ
ア
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い

(介
助
で

行
う
の
も

困
難
、
開

口
し
な

い
、
手

が
出

る
)


口

腔
ケ

ア
は

全
介

助
で

行
っ
て
い
る
。
意
思
疎
通
で
き
ず
開
口
維

持
で

き
な

い
。

歯
ブ

ラ
シ

を
奪

っ
て

投
げ

る
。

口

を
手

で
押
さ

え
る
。
と
い
っ
た
行
動
が
多
い
。
し
か
し
、
攻
撃
的
な
殴

る
､
爪
で
ひ

っ
か

く
な

ど
相
手

を
傷
つ

け
る
こ

と
は

な
い
。


口
腔

ケ
ア
を

し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
水
を
口
に
入
れ

て
く
れ

な
い

。
（
自

歯
、
義

歯
な
し

）


口

腔
ケ

ア
介

入
時

に
拒
否
が
強
く
、
拒
否
発
言
、
暴
れ
る
、
手
が
出

る
な

ど
の
行

動
が

あ
る

こ
と

（
介

助
が

必
要

）。
 


口

腔
ケ

ア
時

噛
ま
れ

る
。


口

腔
ケ

ア
時

口
を

開
け
な
い
、
噛
む
、
攻
撃
的
な
利
用
者
が
い
る
。

バ
イ

ド
ブ
ロ

ッ
ク

使
用

し
て

も
歯

形
が

つ
く

ほ

ど
の

拒
否
が

あ
る
と
き
の
ケ
ア
の
仕
方
が
知
り
た
い
で
す
。


口

腔
ケ

ア
実

施
の
姿
勢
。
口
腔
内
を
し
っ
か
り
見
よ
う
と
す
る
と
見
づ
ら
い
（
角
度
明
る
さ
な
ど
）


口

腔
清

掃
中

に
口
の
中
に
指
を
入
れ
る
と
噛
ん
で
く
る
。


口

腔
内

磨
き

残
し

が
多
く
、
動
揺
歯
も
あ
り
毎
回
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
動
揺
歯
周
囲
の
プ
ラ
ー
ク
の
付
着
が
見
ら

れ
る

が
、

ブ
ラ

シ
の
振
動
で
痛
み
を
感
じ
る
た
め
大
声
で
「
痛
い
痛
い
」
と
叫
ば
れ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ア

内
に

声
が
響

い
て
し
ま
う
。


指

示
が

入
ら

ず
口
腔
体
操
に
参
加
で
き
な
い
。
う
が
い
が
で
き
な
い
た
め
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
左
下

P
は
拭
き
取
り
に

な
り

、
残
渣

物
が
残

る
こ
と
が
あ
る
。


支

援
に

お
誘

い
す
る
だ
け
で
敵
だ
と
思
い
暴
言
暴
力
と
な
る
。


支

援
中

口
を

開
け
て
く
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。


歯

ブ
ラ

シ
を

誘
導

し
て
も
拒
否
を
し
、
実
施
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
。
家
庭
で
も
口
腔
ケ
ア
を
拒
ま
れ
、
口
腔
ケ
ア
実

施
者

を
変
え

て
も
､
変
わ
ら
な
い
。


歯

磨
き

の
際

に
口
を
開
け
な
い
。
説
明
し
て
も
苦
痛
な
表
情
。
う
が
い
が
で
き
な
い
。


歯

磨
き

の
際

口
を
開
け
な
い
。
う
が
い
の
水
を
飲
む
。
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
む
。
意
思
疎
通
が
困
難
。


自

宅
で

の
口

腔
ケ
ア
が
全
く
実
施
さ
れ
ず
、
来
所
時
（
週

1
回
の
み
）
の
口
腔
ケ
ア
と
な
り
、
改
善
が
全
く
な
い
。

家
族

に
は
ケ

ア
マ
ネ

を
通
し
て
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
が
反
応
が
な
い
。


上

下
総

義
歯

、
義

歯
の
取
り
扱
い
も
清
掃
も
全
介
助
。
義
歯
の
取
り
外
し
時
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
。
入
れ
て
も
す

ぐ
に

出
さ

れ
る

。
す
ぐ
出
さ
な
い
と
き
は
ベ
ッ
ド
で
休
ま
れ
て
い
る
と
き
、
体
操
時
、
レ
ク
時
。
い
つ
出
さ
れ
て
ど

こ
に

置
か
れ

る
か
分
か
ら
な
い
の
で
紛
失
が
心
配
。


上

記
の

レ
ベ

ル
の
方
た
ち
は
意
思
疎
通
が
困
難
な
方
が
多
い
の
で
、
開
口
保
持
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
多
い
で
す
。

不
随

運
動

や
片

麻
痺
等
で
態
勢
を
一
定
に
保
つ
こ
と
も
難
し
い
で
す
。
自
立
は
ほ
ぼ
で
き
な
い
の
で
、
常
に
介
助
を

要
し

ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
状
態
を
聞
い
た
り
、
栄
養
状
態
の
確
認
な
ど
多
職
種
と
の
連
携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。


食

後
の

口
腔

ケ
ア
に
意
欲
、
関
心
が
見
ら
れ
な
い
等
は
一
緒
に
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
指
導
す
る
。


食

後
の

口
腔

ケ
ア

の
拒
否
が
強
く
、
口
腔
内
に
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
歯
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
ブ

ラ
シ

を
噛
む

こ
と
が
多
い
。


食

後
の

口
腔

ケ
ア

時
、
洗
面
台
へ
の
移
動
に
は
進
ん
で
移
動
し
て
く
れ
る
。
ケ
ア
用
具
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ケ
ア
手
順

ご
と

の
声

か
け

に
て
自
立
ケ
ア
行
え
る
が
、
急
い
で
ケ
ア
し
終
了
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
ケ
ア
不
十
分
と
な
る
。
介

助
ケ

ア
に

お
い

て
自
分
の
ペ
ー
ス
が
崩
れ
る
た
め
か
混
乱
し
て
急
に
怒
り
出
す
こ
と
も
あ
り
、
磨
き
残
し
が
続
く
こ

と
も

あ
る
。


食

後
の

口
腔

ケ
ア

時
に
言
葉
か
け
に
て
開
口
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
歯
ブ
ラ
シ
が
口
腔
内
に
入
る
と
歯
ブ
ラ
シ
を

吸
っ

て
し

ま
い

閉
口
さ
れ
る
た
め
、
目
で
確
認
し
な
が
ら
歯
を
磨
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
歯
茎
が
弱
く
出
血

し
や

す
い

た
め

、
し
っ
か
り
目
で
確
認
し
な
が
ら
軽
い
力
で
磨
か
な
い
と
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
茎
を
傷
つ
け
て
出
血
に
つ

な
が

る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。


洗

面
所

ま
で

の
移

動
に
時
間
が
か
か
る
。
口
腔
ケ
ア
時
に
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
十
分
な
ケ
ア
を
で
き
な
い
日

も
あ

る
。


日

に
よ

っ
て

う
が

い
が
で
き
る
と
き
と
、
う
が
い
水
の
飲
み
込
み
が
あ
る
日
が
あ
り
、
歯
磨
き
剤
は
使
用
せ
ず
お
茶

で
の

う
が
い

を
行
っ
て
い
る
。
声
か
け
を
し
歯
ブ
ラ
シ
を
渡
す
と
歯
の
表
だ
け
を
磨
い
て
終
了
す
る
（

20
秒
ほ
ど
）
。

口
腔

ケ
ア
は

介
助
が

必
要
。
理
解
不
能
な
言
動
が
多
く
、
時
に
は
大
声
と
介
助
中
に
た
た
い
た
り
さ
れ
る
。


日

に
よ

っ
て

傾
眠
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
不
穏
が
強
く
（
帰
宅
願
望
）
、
ケ
ア
の
受
け
入
れ
が
困
難
な
日
が
あ
る
。
→
歌

が
お

好
き

な
方

な
の
で
、
歌
を
一
緒
に
歌
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
時
間
を
お
い
て
関
わ
る
な
ど
の

工
夫

で
介
入

は
可
能
。


認

知
が

軽
度

で
、
羞
恥
心
が
強
く
あ
り
、
入
れ
歯
を
外
し
て
の
ケ
ア
を
頑
な
に
拒
否
さ
れ
る
。


認

知
症

に
よ

る
口

腔
ケ
ア
に
対
す
る
拒
否
と
過
緊
張
に
よ
る
不
良
姿
勢
。
頸
部
が
非
常
に
前
屈
し
て
い
る
た
め
口
腔

ケ
ア

が
不
十

分
。


年

齢
は

50
歳

代
で
は
あ
る
が
、
口
を
開
け
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
、
歯
列
内
の
残
渣
が
除
去
し
に
く
い
。
食
事
介

助
時

に
も
口

が
開
き

に
く
く
、
介
助
し
に
く
さ
が
あ
る
の
で
。


脳

血
管

疾
患

後
遺

症
あ
り
。
気
分
に
ム
ラ
あ
り
。
口
腔
内
を
な
か
な
か
見
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
欠
損
歯
が
多
く

受
診

を
勧
め

る
が
受
診
す
る
と
い
っ
て
数
か
月
未
受
診
。
ご
家
族
様
が
不
在
で
あ
っ
た
り
、
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

デ
イ

サ
ー
ビ

ス
へ
も
往
診
が
可
能
に
な
れ
ば
よ
い
な
と
思
う
こ
と
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。
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集
団

で
の
口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ
ス

【
要

介
護

1・
2】

 


口
腔

プ
ロ
グ

ラ
ム
実

施
中
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
参
加
で
き
な

い
日
が

あ
る

。


初

期
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
段
階
で
は
特
に
拒
否
さ
れ
る
様
子
は
な

か
っ

た
が

、
日

が
た

つ
に

つ
れ

、
口

腔
体

操
を

馬

鹿
に

す
る

よ
う

な
態

度
が
見
ら
れ
、
口
腔
体
操
の
時
間
に
な
る
と
耳

を
押

さ
え
て

拒
否

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
口

腔

体
操

へ
の

参
加

は
自

由
だ
が
、
や
り
た
い
方
に
は
し
っ
か
り
声
が
届

く
よ

う
に
し

た
い

が
、

や
り

た
く

な
い

方
に

は

う
る

さ
く
な

い
よ
う

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


食
前

の
口

腔
体

操
が

な
か
な
か
で
き
な
い
。
職
員
が
一
人
介
助
し
て

伝
え

る
と
少

し
で

き
る

が
、

動
作

を
同

じ
よ

う

に
繰

り
返
す

こ
と
が

難
し
い
。


難
聴

も
あ

る
方

な
の

で
､
そ
の
せ
い
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
集
団
で

の
口

腔
体
操

時
に

と
り

つ
く

ろ
い

が
見

ら
れ

る
。

と
り

つ
く
ろ

い
､
「

慣
れ

」
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
お
多
く
､
理
解
し

て
い
る

の
か

分
か

ら
な
い

。


嚥
下

体
操

時
、

手
足

を
一
緒
に
動
か
す
体
操
は
比
較
的
理
解
さ
れ
同

じ
動

き
が
で

き
る

。
口

腔
、

頬
や

唇
、

舌
運

動

な
ど

見
え

に
く

い
部

分
の
運
動
時
は
意
欲
が
低
下
し
動
き
が
止
ま

る
こ

と
が

あ
る

。
音

読
や

早
口

言
葉

な
ど

短
文

時

は
発

音
、

発
声

も
力

強
い
が
、
長
文
に
な
る
と
途
中
ど
こ
を
読
ん

で
い

る
か

わ
か

ら
な

く
な

り
や

め
て

し
ま

う
こ

と

が
あ

る
。
嚥

下
体
操

効
果
、
意
欲
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
時
折
悩

む
と
き

が
あ

る
。

【
要

介
護

3】
 


ご

家
族

の
希

望
で

口
腔

機
能
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が

、
ご

本
人
に

は
あ

ま
り

興
味

の
な

い
こ

と
の

よ

う
で

積
極
的

に
し
て

も
ら
え
な
い
こ
と
。


集

団
で

の
パ

タ
カ

ラ
体

操
を
行
っ
て
い
る
が
、
口
腔
機
能
向
上
に

効
果

を
上

げ
て

い
る

か
評

価
が

難
し

い
。

口
腔

機

能
向

上
を

図
り

た
い

方
々
に
は
あ
ま
り
積
極
的
に
は
参
加
し
て
い
た

だ
け

ず
、
ま

た
、

個
別

支
援

を
計

画
し

て
い

た

が
、

ス
タ
ッ

フ
に
よ

っ
て
は
ケ
ア
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。


集

団
体

操
な

ど
は
傾

眠
が
強
く
参
加
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。


昼

食
前

の
嚥

下
体
操

ほ
か
生
活
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
体
操
等
に

対
し
、「

幼
稚

園
の

よ
う

な
こ
と

を
さ
せ

る
」
と

立
腹

さ
れ

､
何

を
目

的
に
行
っ
て
い
る
の
か
？
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
に
は

理
解

を
示

し
て

い
た

だ
け

な
い

こ
と

が
あ

る
。 


認

知
面

の
低

下
に
よ

り
、
口
腔
体
操
の
指
示
が
入
り
に
く
く
集
中
し

て
体
操

で
き

る
時

間
は

短
い
。

【
要

介
護

4・
5】


集

団
の

口
腔

体
操
中

に
、
他
の
人
の
行
動
に
対
し
て
攻
撃
的
な
言
動

が
見
ら

れ
る

と
き

。


食

前
に

ご
利

用
者

全
体

で
口
腔
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
認
知

機
能

の
低

下
に

よ
り

口
頭

で
は

動
作

の
理

解
が

難

し
く

、
周

囲
に

注
意

が
そ
れ
や
す
い
た
め
体
操
・
動
作
も
持
続
し
に

く
い

で
す
。

ま
た

、
口

腔
体

操
を

行
う

目
的

や

必
要

性
の

理
解

も
難

し
い
た
め
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
難
し

い
で

す
。
特

に
現

在
は

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

予
防

の
観

点
か

ら
マ

ス
ク
を
し
た
ま
ま
口
腔
体
操
を
行
っ
て
い
る
た

め
、

実
施
方

法
を

視
覚

的
に

提
示

で
き

ず
さ

ら

に
動

作
の
理

解
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

個
別

で
の
口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ
ス

【
要

介
護

1・
2】

 


デ
イ

サ
ー

ビ
ス

来
園

時
の
口
腔
ケ
ア
や
、
口
腔
機
能
向
上
の
指
導
は

可
能

で
あ
る

が
、

時
間

が
た

つ
と

忘
れ

て
し

ま

す
こ

と
も
あ

り
、
自

宅
で
の
実
施
が
で
き
て
い
る
か
不
明


気
分

に
よ
り

拒
否
あ

り
。


口
腔

機
能

向
上

を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
ご
本
人
の
お
気
持
ち
が
合
わ

な
い

と
こ
ち

ら
が

行
い

た
い

時
間

帯
に

実
施

し

に
く

い
の
で

。


口
腔

訓
練

は
「

目
が

悪
い
の
で
し
た
く
な
い
」
と
言
わ
れ
拒
否
さ
れ

ま
す

。
声
か

け
や

と
な

り
の

利
用

者
さ

ま
の

声

か
け

次
第
で

は
､
た

ま
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か

参
加

し
て

も
ら
う

こ
と
が

難
し
い

こ

と
が

多
く
あ

り
ま
す

。


口
腔

体
操
な

ど
の
必

要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
。


実
施

指
導

の
内

容
は

毎
回
同
じ
内
容
に
な
る
た
め
、
自
立
向
上
・
改

善
に

は
つ
な

が
り

に
く

く
、

ご
家

族
と

の
情

報

交
換

が
多
い

。


男
性

の
方

で
口

腔
機

能
向
上
訓
練
を
拒
否
さ
れ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を

し
て

何
に
な

る
ん

だ
と

言
わ

れ
た

。
昼

食
後

の

口
腔

ケ
ア
は

拒
否
な

し
。


入
院

時
に

口
腔

ケ
ア

の
必
要
性
を
指
導
し
て
も
自
宅
退
院
後
ケ
ア
が

継
続

さ
れ
な

い
こ

と
が

多
い

。
ま

た
、

入
院

時

に
口

腔
内
が

汚
染
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

を
指
導

し
て

も
受

け
入

れ
て
い

た
だ
け

な
い
。

【
要

介
護

3】
 


指

示
が

入
ら

な
い

。
歯
磨
き
粘
膜
清
掃
な
ど
何
度
や
っ
て
も
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
・
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
、

と
忘

れ
て
し

ま
う
た
め
習
慣
化
は
難
し
い
。


歯

科
受

診
が

必
要

（
今
に
も
歯
牙
が
抜
け
そ
う
な
動
揺
歯
あ
り
）
の
場
合
、
ご
家
族
な
し
ケ
ア
マ
ネ
に
受
診
勧
奨
し

て
も

本
人

の
意

志
が
固
く
歯
科
受
診
拒
否
で
、
通
所
介
護
事
業
所
で
は
毎
回
の
チ
ェ
ッ
ク
、
で
き
る
限
り
の
ケ
ア
を

行
う

の
み

に
と

ど
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
あ
り
。
そ
れ
で
も
ほ
ぼ
毎
日
管
理
で
き
て
い
る
の
で
、
歯
牙
離
脱
の
際
も
誤

飲
、

誤
嚥
な

ど
事
故
を
未
然
に
防
げ
て
い
る
。


歯

科
受

診
が

必
要
（
歯
周
病
重
度
、
下
顎
残
歯
が
す
べ
て
動
揺

M
3）

だ
が
、
ご
家
族
の
理
解
が
な
く
歯
科
受
診
に
結

び
つ

か
な
い

。
ご

本
人
も
「
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
し
ま
う
（
痛
み
（

+）
た
だ
し
ケ
ア
時
の
み
）
通
所
介
護
事
業
所
で

の
な

ん
と

か
毎

回
の
口
腔
ケ
ア
で
食
事
摂
取
で
き
て
い
る
様
子
（
ご
家
族
は
常
食
希
望
、
本
人
は
ほ
ぼ
食
事
は
丸
呑

み
状

態
）
。


週

1，
2
口

腔
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
が
、
普
段
家
で
口
腔
ケ
ア
を
全
く
し
な
い
た
め
、
口
臭
、
歯
肉
炎
が
よ
く
な
ら
ず
。

 


認
知

機
能

の
低

下
に

よ
り
日
に
よ
っ
て
こ
ち
ら
の
指
示
が
入
っ
て
い
か
な
い
。
口
を
開
け
て
く
だ
さ
い
、
入
れ
歯
を

し
て

く
だ

さ
い

、
う

が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
等
の
基
本
的
な
指
示
が
理
解
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。
指
示
が
入
ら
な

い
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

始
め
る
と
恐
怖
感
や
不
快
感
か
ら
口
を
閉
じ
た
り
手
を
振
り
払
っ
た
り
し
て
抵
抗
す
る
た
め
、

根
気

よ
く
説

明
す
る

必
要
あ
り
。


認

知
機

能
の

低
下

に
よ
る
易
怒
性
が
み
ら
れ
、
義
歯
を
外
す
た
め
に
口
腔
内
に
指
を
入
れ
よ
う
と
す
る
と
顔
を
真
っ

赤
に

し
て

首
を

激
し
く
振
り
抵
抗
し
て
、
指
を
噛
も
う
と
す
る
行
為
が
見
ら
れ
る
。
ご
利
用
者
と
担
当
者
層
お
方
に

け
が

を
す
る

可
能
性
が
あ
り
。

【
要

介
護

4・
5】

 


う
が

い
の
時

だ
け
興
奮
状
態
に
な
り
、
実
施
困
難
と
な
る
。


ご

家
族

に
対

し
て

で
す
が
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
物
品
を
依
頼
す
る
と
き
に
、
具
体
的
に
必
要
な
も
の
を
お
伝
え
し
な

い
と

準
備
し

て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多
く
、
自
宅
で
の
口
腔
ケ
ア
の
認
識
の
低
さ
が
う
か
が
え
る
。


介

護
抵

抗
が

あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
。


気

が
短

く
イ

ラ
イ

ラ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
機
能
向
上
訓
練
を
一
緒
に
し
て
お
伝
え
し
て
も
雑
に
な
っ
て
い

る
。

怒
っ
て

中
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。


気

分
に

よ
り

拒
否
あ

り
。


口

を
開

け
る

閉
じ

る
程
度
の
指
示
は
入
る
が
、
嚥
下
体
操
な
ど
は
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
ど
う
し
て
も
歯
科

衛
生

士
の
口

腔
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。


口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ
ス
内
の
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
、
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
を
行
う
時
、
意
思
疎
通

の
困

難
さ
で

で
き
な
く
難
し
い
。
大
声
を
上
げ
た
り
手
を
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。


口

腔
体

操
時

た
び
た

び
指
示
が
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


口

腔
体

操
等

で
指
示

し
て
も
模
倣
が
難
し
く
実
施
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。


認

知
機

能
の

低
下

に
よ
り
原
始
反
射
の
う
ち
の
咬
反
射
が
出
現
し
て
お
り
、
前
歯
部
に
歯
ブ
ラ
シ
や
指
を
入
れ
る
と

カ
チ

カ
チ

と
噛

む
行
為
が
あ
り
、
舌
口
蓋
側
が
磨
き
に
く
い
。
歯
も
揃
っ
て
い
る
の
で
食
渣
は
多
量
。
う
が
い
に
対

す
る

理
解

も
な

い
た
め
、
口
腔
内
に
水
を
た
め
込
ん
だ
ま
ま
吐
き
出
さ
ず
に
い
る
（
食
事
時
の
水
分
も
た
め
込
ん
だ

ま
ま

飲
み
込

ま
な
い
）。

そ
の

他

【
要

支
援

1・
2】

 


ご
家

族
と

の
同

居
は
な
く
、
離
れ
て
お
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
に
「
歯
科
に
行
き
た
く
て
も
ど
こ
を
選

べ
ば

良
い
か

わ
か
ら
な
い
。
歯
科
が
た
く
さ
ん
あ
り
過
ぎ
て
受
診
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
」
と
言
わ
れ
て
困
っ
た
。
受

診
を

促
す

だ
け

で
、
利
用
者
さ
ん
の
治
療
へ
の
お
手
伝
い
に
は
関
わ
れ
な
い
。
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
を
感

じ
た

。


む

せ
が

多
く

な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
自
覚
さ
れ
て
い
て
、
む
せ
（
誤
嚥
）
に
対
応
す
る
訓
練
を
お
伝
え
し
て
い
る

が
、

機
能
回

復
に
ま
で
は
至
っ
て
な
い
の
で
、
ト
ロ
ミ
剤
も
勧
め
て
い
る
が
拒
否
さ
れ
続
け
て
い
る
。


口

腔
ケ

ア
（

清
掃
）
の
時
間
は
（
集
団
で
行
わ
れ
る
）
飲
み
物
で
う
が
い
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
し
ま
い
込
み
動
作
、

途
中

で
や

め
て

し
ま

う
等
あ
る
の
で
、
そ
の
方
一
人
に
対
し
て
目
が
離
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
清
掃
状
態
が
悪
い
。

入
れ

歯
の

手
入

れ
が

で
き
て
い
な
い
場
合
で
も
、
清
掃
指
導
の
内
容
が
ご
本
人
に
伝
わ
ら
な
い
。
独
居
の
場
合
ご
自

宅
で

も
口
腔

内
の
管

理
が
難
し
い
。
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【
要

介
護

1・
2】

 


（
独

居
の

方
）

足
腰

は
強
く
身
体
に
問
題
が
な
い
た
め
と
て
も
健
康

に
見

え
る
。

し
か

し
、

短
期

記
憶

が
低

下
し

て

お
り

些
細

な
こ

と
で

立
腹
さ
れ
た
り
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た

り
、

聞
い
て

き
た

り
す

る
こ

と
が

多
い

。
独

居

で
ご

家
族

が
遠

方
に

住
ん
で
い
る
た
め
、
す
べ
て
日
常
生
活
は
自
立

し
て

行
っ
て

い
る

が
、

服
薬

が
で

き
な

い
こ

と

や
食

事
が

し
っ

か
り

と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
栄
養
の
偏

り
が

心
配
で

あ
る

。
口

腔
の

面
で

は
、

天
然

歯

が
な

く
総

義
歯

の
た

め
、
清
掃
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
口
腔

に
対

し
て
拒

否
が

強
い

。
本

人
は

し
っ

か
り

磨

い
て

い
る
と

言
う
が

汚
れ
の
付
着
が
多
く
見
ら
れ
、
自
宅
で
の
清
掃

状
況
も

把
握

で
き

ず
困

っ
て
い

る
。


（

娘
さ

ま
と

同
居

し
て

い
る
）
少
し
記
憶
障
害
が
見
ら
れ
る
が
、

日
常

生
活

に
支

障
を

き
た

し
て

は
い

な
い

。
唇

に

炎
症

が
見

ら
れ

歯
科

受
診
を
促
し
た
が
、
予
約
方
法
が
わ
か
ら
ず
娘

さ
ん

に
お
願

い
し

た
が

、
夜

間
の

勤
務

を
さ

れ

て
お

り
忙

し
く

な
か

な
か
頼
め
な
い
。
こ
ち
ら
か
ら
直
接
娘
さ
ん
や

ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

と
の

関
係

も
あ

る
た

め
無

理

に
連

絡
が
で

き
な
い

。


ア

セ
ス

メ
ン

ト
し
て

も
質
問
の
意
味
が
理
解
で
き
ず
、
会
話
が
成
り

立
た

な
い
。
集

団
で

口
腔
体

操
し
て

い
て
も

､他

利
用

者
を
眺

め
て
い

た
り
､
実
施
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。
ト
イ
レ

の
途

中
で
立

つ
こ

と
が

多
い
。
口
腔

ケ
ア
の

た
め

に
洗

面
所
ま

で
来
て

も
､
洗
浄
せ
ず
に
う
が
い
だ
け
で
す
ま
せ
た
り
、
口

の
中
や

義
歯

を
他

人
に
見

ら
れ
る

こ
と
を

極

端
に

嫌
う
言

動
が
あ

る
。
家
族
が
用
意
し
た
歯
ブ
ラ
シ
を
自
分
の
も

の
と
認

識
で

き
な

い
。


ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
事

実
と
異
な
る
こ
と
を
言
わ
れ
る
。
口
腔
ケ

ア
で

は
歯

磨
き

指
導

の
指

示
が

伝
わ

ら
な

い
。

口

腔
体

操
が
思

う
よ
う

に
行
え
な
い
。
特
定
の
文
字
が
読
め
な
い
。


ご

自
宅

で
の

口
腔
清

掃
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
痛
み
の

訴
え
を
し

な
い
（

痛
み

を
感
じ

な
い

）
た
め

、

重
症

化
し
や

す
い
。


右

上
～

左
上

PD
残
存

し
12

本
あ
り
。
義
歯
を
外
さ
ず
磨
こ
う
と
す

る
た
め
、
毎

回
声

か
け

必
要

。
歯

頸
部
カ

リ
エ

ス
多

い
。

集
団

で
の

口
腔
体
操
時
突
然
大
声
を
出
し
怒
り
だ
し
た

リ
、

意
図

不
明

な
こ

と
を

言
い

出
し

た
り

、
周

り

の
利

用
者
さ

ま
た
ち

を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。


家
庭

で
の

義
歯

の
清

掃
等
が
で
き
て
い
な
い
。
義
歯
も
適
合
が
悪
く

な
っ

て
い
る

た
め

歯
科

受
診

を
勧

め
て

い
る

が

進
ま

な
い

。
介

護
支

援
専
門
員
は
「
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る

か
ら

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

の
訓

練
の

回
数

を
増

や

し
て

ほ
し
い

」
と
要

望
が
あ
り
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
で

2
回
追
加

し
月

に
4
回
実

施
し

て
い

る
が
、

家
庭
で

は
何
も

言
わ

れ
な
い

の
で
向

上
は
難
し
い
。


義
歯

の
管

理
が

で
き

な
く
な
り
、
紛
失
の
心
配
も
あ
り
家
族
の
管
理

も
で

き
ず
、

装
着

し
な

く
な

っ
た

。
一

口
量

が

理
解

で
き
ず

、
か
き

込
ん
で
食
べ
ら
れ
、
誤
嚥
の
リ
ス
ク
。
集
団
で

嚥
下
体

操
を

行
っ

て
も

で
き
な

い
。


義
歯

を
着
け

て
く
れ

な
い
。


義
歯

を
入

れ
た

が
ら

な
く
な
り
、
老
老
介
護
の
た
め
家
族
の
対
応
も

困
難

で
、
食

事
形

態
を

義
歯

を
入

れ
な

く
て

も

良
い

携
帯

に
す

る
必

要
が
あ
る
が
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
。

同
様

に
口

腔
ケ

ア
も

自
宅

で
の

対
応

が
困

難

で
い

る
。
サ

ー
ビ

ス
（

D
S）

利
用

時
（
週

1
回
）
は
し
っ
か
り
行
え
る

が
、
自
宅

で
の

対
応

が
難
し

い
ケ
ー

ス
が
た

く
さ

ん
あ
り

ま
す
。


拒
否

が
強

く
口

腔
ス

ペ
ー
ス
に
連
れ
て
行
く
の
に
時
間
が
か
か
る
。

自
費

の
義
歯

を
外

す
際

、
口

を
開

け
ら

れ
ず

怒

り
だ

し
て
し

ま
う
。（

自
分
で
は
ぴ
っ
た
り
の
た
め
外
せ
な
い
た
め
）
ア

セ
ス
メ

ン
ト

評
価

時
、
指

示
が

入
ら
ず

正
確

性
に

欠
け
る

。


指
示

が
ほ

と
ん

ど
入

ら
な
い
た
め
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
聞
き
取
り
は

困
難

。
口
腔

ケ
ア

に
お

い
て

も
な

か
な

か
口

を

開
け

て
く

れ
な

か
っ

た
り
、
急
に
怒
り
だ
し
ケ
ア
し
て
い
る
職
員

の
手

を
払

い
の

け
た

り
す

る
。

カ
リ

エ
ス

が
た

く

さ
ん

あ
り
、

残
渣
等

も
た
ま
り
や
す
い
が
治
療
で
き
る
状
態
で
は
な

い
。


指
示

が
入
ら

な
い


歯
科

医
院
に

受
診
し

た
い
が
、
車
椅
子
で
家
族
が
仕
事
の
た
め
受
診

に
な
か

な
か

行
け

な
い

。


歯
肉

に
炎

症
や

痛
み

が
あ
っ
た
り
、
義
歯
の
破
折
等
が
あ
っ
た
と
き

に
で

き
る
だ

け
早

く
受

診
し

て
ほ

し
い

が
、

何

度
も

状
態
を

説
明
し

て
も
家
族
、
本
人
に
受
診
の
必
要
性
を
分
か
っ

て
も
ら

え
な

か
っ

た
。


歯
磨

き
が
不

十
分
な

状
態
。
義
歯
の
仕
上
げ
磨
き
を
行
わ
な
い
と
プ

ラ
ー
ク

が
強

く
付

着
し

て
除
去

す
る
の

が
大
変

。

家
族

の
協
力

が
難
し

い
。
表
情
が
固
く
な
り
、
口
腔
体
操
を
ま
ね
し

て
行
う

こ
と

が
難

し
く

な
っ
て

い
る
。


自
宅

で
の

口
腔

体
操

の
実
施
が
で
き
て
い
な
い
。
早
食
い
の
習
慣
が

あ
り

、
指
摘

改
善

を
促

す
も

実
施

せ
ず

む
せ

込

み
が

見
ら
れ

る
。


自
分

の
言

い
た

い
よ

う
に
言
う
の
で
口
腔
体
操
は
指
示
通
り
に
で
き

な
い

。
歯
磨

き
に

対
す

る
拒

否
が

強
い

た
め

、

数
回

の
声
か

け
が
必

要
。


集
団

で
ス

ポ
ン

ジ
ス

ワ
ブ
を
使
用
し
た
粘
膜
ケ
ア
で
力
を
入
れ
す
ぎ

て
出

血
し
て

し
ま

う
。

個
別

ケ
ア

を
し

て
い

る

が
、

歯
の
動

揺
が
あ

り
、
歯
が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い
か
怖
さ
を
感
じ
る
。


集

団
で

の
口

腔
体

操
、
自
立
で
の
口
腔
清
掃
時
に
理
解
困
難
な
場
面
が
多
い
。
ご
自
宅
で
の
口
腔
に
関
す
る
自
己
管

理
に

限
界

が
あ

る
。
例
）
日
々
の
食
事
摂
取
状
況
、
食
後
の
口
腔
清
掃
、
定
期
歯
科
検
診
。
ご
利
用
医
者
さ
ま
の
経

済
的

問
題

の
た

め
、
現
状
況
か
ら
の
口
腔
機
能
向
上
は
望
め
な
い
。
機
能
低
下
予
防
と
維
持
の
み
の
提
供
し
か
で
き

ず
。


集

中
力

は
あ

り
こ

だ
わ
り
が
強
く
気
に
入
っ
た
こ
と
（
パ
ズ
ル
、
塗
り
絵
等
）
を
や
り
始
め
る
と
終
了
す
る
ま
で
や

り
続

け
た

い
。

訓
練
に
誘
導
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
ら
な
い
と
怒
り
出
す
。
訓
練
は
指
示
の
通
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

義
歯
は

常
に
プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
て
お
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
清
掃
の
み
。


食

事
時

に
上

顎
義

歯
の
ク
ラ
ス
プ
が
破
損
し
て
い
る
た
め
落
ち
て
き
て
お
り
、
ま
た
嚥
下
状
態
も
良
く
な
い
が
本
人

か
ら

の
訴
え

は
見
ら
れ
な
い
。


精

神
的

に
浮

き
沈

み
が
強
く
、
こ
ち
ら
の
発
言
に
よ
っ
て
は
不
穏
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
臨
機
応
変
の
対
応
の
難
し

さ
が

あ
る
。


昔

話
（

戦
時

中
の
こ
と
）
や
、
以
前
か
か
っ
た
歯
医
者
で
治
療
し
た
長
話
に
な
り
止
ま
ら
ず
怒
り
出
す
な
ど
。


説

明
し

て
も

理
解
力
が
乏
し
い
。
上
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
。


説

明
の

理
解

に
時
間
が
か
か
る
。


伝

え
た

い
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
。
伝
え
た
い
こ
と
が
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。


独

居
で

あ
り

､う
蝕

治
療
、
義
歯
新
製
が
望
ま
し
く
と
も
、
本
人
の
体
調
や
歯
科
医
院
に
対
す
る
抵
抗
感
か
ら
通
院
が

継
続

で
き
な

い
。


認

知
症

に
な

ら
れ

て
も
歯
ブ
ラ
シ
を
使
う
こ
と
や
う
が
い
は
、
お
声
が
け
を
す
る
こ
と
で
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が

、
全

く
忘
れ

て
し
ま
わ
れ
た
方
は
介
助
も
拒
否
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
､
ケ
ア
が
思
う
よ
う
に
行
え
な
い
場
合
も
あ

る
。

ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
理
解
で
き
な
い
た
め
行
え
な
い
場
合
も
あ
る
。


普

段
使

っ
て

い
る

義
歯
の
確
認
を
す
る
た
め
装
着
し
て
き
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
も
い
つ
も
忘
れ
て
き
て
し

ま
う

。


本

人
、

家
族

へ
受

診
勧
め
る
が
、
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
口
腔
状
態
の
改
善
望
め
な
い
（
本
人
、
家
族
と

も
に

）。


本

人
に

や
る

気
は

あ
る
が
、
自
己
中
心
的
、
注
意
力
散
漫
、
話
し
好
き
で
指
示
が
入
ら
な
い
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
、

目
に

入
っ
た

こ
と
が
気
に
な
り
そ
れ
に
つ
い
て
話
出
し
、

1
ク
ー
ル

10
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
断
さ
れ
る
こ
と
が

多
く

、
ケ
ア

に
時
間
が
か
か
る
。


本

人
に

や
る

気
は

あ
る
が
指
示
が
入
ら
な
い
（
言
葉
の
理
解
、
動
作
の
理
解
が
で
き
な
い
）
例
え
ば
①
舌
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

「
あ

っ
か

ん
べ
ー
と
舌
を
出
す
ん
だ
よ
」
→
口
真
似
を
し
て
し
ま
い
舌
を
出
す
動
作
が
で
き
な
い
。
②
頬
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

「
あ

っ
ぷ
っ
ぷ
ー
と
頬
を
膨
ら
ま
す
ん
だ
よ
」
→
口
真
似
を
し
て
動
作
が
伴
わ
な
い
。
③
注
意
力
散
漫
で

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
や
ケ
ア
に
時
間
が
か
か
る
。

【
要

介
護

3】
 


ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

質
問
が
理
解
で
き
ず
、
実
施
で
き
な
い
項
目
が
あ
る
。
開
口
困
難
で
口
唇
に
力
が
入
り
介
助
磨
き

が
で

き
な
い

。
う
が
い
が
理
解
で
き
な
い
。


ア

セ
ス

メ
ン

ト
評

価
時
質
問
へ
の
回
答
な
し
。
そ
の
た
め
、
自
宅
で
の
口
腔
ケ
ア
や
食
事
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
。

ご
家

族
や

ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ま
に
連
絡
を
取
り
、
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
開
口
が
困
難
な
こ
と

が
あ

る
。


パ

タ
ラ

カ
体

操
を

行
う
こ
と
が
難
し
く
、
口
腔
ケ
ア
等
介
助
拒
否
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
横
に
つ
い
て
体
操
は
で
き
る

だ
け

行
う
こ

と
が
で
き
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
は
本
人
の
状
態
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。


ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指

導
時
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
う
が
い
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

5-
6

人
で
行

う
口

腔
体

操
で

は
内

容
が
理
解
で
き
ず
、
自
分
の
思
う
と
お
り
好
き
な
よ
う
に
動
か
し
、
周
囲
の
人
と
合
わ
せ
ら
れ

な
い

。


義

歯
を

よ
く

外
し
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
落
と
し
割
れ
て
い
る
。


欠

損
や

残
根

部
が
多
い
た
め
､歯

科
受
診
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ご
本
人
は
特
に
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
通
院

は
家

族
の
負

担
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。


口

腔
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
時
、
口
腔
内
に
水
分
（
と
ろ
み
）
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
て
い

る
）
。
日

中
よ
り

発
語
が
少
な
く
な
っ
て
い
て
、
発
声
練
習
、
の
み
こ
み
、
頬
の
ふ
く
ら
ま
し
が
難
し
い
。


口

腔
体

操
の

拒
否
（
顎
周
囲
に
触
れ
る
と
嫌
が
る
）
。
指
示
が
入
ら
な
い
（
義
歯
を
外
し
て
く
れ
な
い
、
歯
ブ
ラ
シ
を

入
れ

る
こ
と

が
で
き

な
い
）。

し
か
し
声
か
け
は
毎
回
行
い
、
習
慣
づ
け
か
ら
機
嫌
の
良
い
と
き
は
ケ
ア
は
可
能
で
あ

26



る
。

毎
回
の

ケ
ア
は

重
要
で
あ
る
。


口
腔

内
の
清

掃
状
態

が
悪
く
、
自
身
で
の
清
掃
も
困
難
で
あ
る
の
に
､支

援
に
対

す
る

拒
否

が
強
く

介
入
が

度
々
困

難

な
こ

と
が
あ

る
。
口

腔
体
操
な
ど
の
集
団
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
さ

れ
る
こ

と
が

な
い

。


指
示

が
通
じ

な
い
。
（
他

1
件
）


指

示
が

入
ら

な
い

。
義

歯
上
顎
の
み
の
使
用
で
飲
み
込
ま
ず
口
に

た
め

込
み

危
険

な
た

め
、

ケ
ア

マ
ネ

、
家

族
に

も

相
談

す
る

が
義

歯
作

成
の
予
定
な
し
。
声
か
け
し
な
け
れ
ば
寝
て
し

ま
う

た
め
、

嚥
下

体
操

中
も

起
き

て
い

る
の

も

難
し

い
。


指

導
を

行
う

も
内

容
の

理
解
は
困
難
。
介
助
し
支
援
す
る
が
拒
否

も
見

ら
れ

る
た

め
、

十
分

な
口

腔
ケ

ア
を

行
え

な

い
際

も
あ
る

。
家
族

へ
の
協
力
を
求
め
る
が
、
家
族
介
入
も
困
難
な

状
態
。


ア

セ
ス

メ
ン

ト
時
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
「
出
来
ま
す
」
と
答
え

る
。「

家
で
磨

い
て

い
る

の
で
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
で

磨
か

な
い

」
と

拒
否

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
機
嫌
の
よ
い
と
き
に

義
歯

を
見

る
と

全
く

磨
け

て
お

ら
ず

。
集

団
で

の

体
操

は
で

き
る

が
、

個
人
で
の
機
能
訓
練
は
「
大
丈
夫
で
す
」
と

拒
否

さ
れ

る
こ

と
が

多
く

、
ご

自
身

で
は

口
腔

に

問
題

が
な
い

と
い
う

意
識
が
強
い
こ
と
。


耳

が
遠

く
て

行
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
。
筆
談
で
行
う
よ
う

に
す
る

。


耳

が
聞

こ
え

に
く

く
思

い
込
み
が
強
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
説
明

を
理

解
す

る
の

に
時

間
を

要
す

る
。

お
伝

え
し

た

口
腔

体
操
を

自
分
で

ア
レ
ン
ジ
し
て
行
っ
た
り
し
て
い
る
。


自

宅
で

の
ケ

ア
に

つ
い

て
情
報
収
集
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
際
に

ご
本

人
よ

り
聴

取
で

き
ず

分
か

ら
な

い
。

集
団

で

の
口

腔
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ
い
て
い
け
ず
、
個
別
で
時
間
を
取
っ
て
ケ

ア
し

て
い
る

。
歯

磨
き

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る

際
理

解
す

る
こ

と
が

難
し
い
た
め
、
ご
家
族
へ
連
絡
す
る
こ
と
を
考

え
ま

す
が
、

ご
家

庭
で

の
ケ

ア
が

ご
家

族
の

負

担
に

な
っ
て

し
ま
わ

な
い
か
気
が
か
り
で
す
。


自

立
で

の
義

歯
着

脱
、

口
腔
清
掃
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
日

に
よ

っ
て

違
う

。
常

に
介

助
者

の
見

守
り

誘
導

が

必
要

で
、
介
助

磨
き
を

行
っ
て
い
る
（
通
所
時
）
。
口
腔
機
能
向
上
の

嚥
下

体
操

は
集

団
で

は
困
難

で
、
本
人

の
そ
ば

で
個

別
に

伝
え

る
必

要
が
あ
る
。
有
料
老
人
ア
パ
ー
ト
入
居
な
の
で

、
日

常
の
口

腔
衛

生
が

不
完

全
で

あ
る

。
歯

科

を
受

診
し
て

も
ら
う

が
、
義
歯
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多

く
あ
る

。


集

団
で

口
腔

体
操

し
て

い
て
も
指
示
が
通
ら
ず
実
施
で
き
な
い
。

個
別

で
指

導
し

て
も

帰
宅

願
望

が
あ

る
と

き
は

急

に
立

ち
上
が

り
､
玄

関
を
探
そ
う
と
歩
き
出
す
。
食
事
後
歯
磨
き
に
誘

う
が
、「

し
ん

ど
い

」
な

ど
と
言

い
応
じ

な
い
。

ト
イ

レ
に
行

っ
た
後

そ
の
ま
ま
洗
面
所
に
移
動
し
て
も
ら
え
ば
､
調
子
が

良
い
と

き
は

で
き

る
。
歯

ブ
ラ

シ
は
歯

を
磨

く
も

の
と
認

識
で
き

る
。


重

度
難

聴
と

認
知

機
能

低
下
に
よ
り
口
頭
で
の
意
思
疎
通
が
困
難

。
集

団
で

の
機

能
の

際
も

模
倣

に
て

行
え

る
も

の

も
あ

れ
ば

、
困

難
な

も
の
も
あ
り
、
指
導
は
理
解
困
難
な
た
め
家
族

に
協

力
を
求

め
る

も
、

妻
と

二
人

暮
ら

し
で

高

齢
な

た
め
、

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
時
だ
け
で
も
と
口
腔
ケ
ア
の
徹
底

に
心
が

け
て

い
る

。


上

下
無

歯
顎

、
義

歯
使
用
な
し
。
食
思
か
な
り
強
く
､入

所
前
よ
り

米
粒

一
口
大

摂
取

中
。
刻
ん

だ
り
加

工
す
る

と
立

腹
、

断
食
す

る
た
め

、
主
治
医
の
指
示
に
て
現
在
も
同
じ
形
態
で
摂

取
中
。

ほ
ぼ

10
割

摂
れ

て
い

る
が

､丸
呑

み
状

態
。
本

人
、

Fa
、

CM
に
現
状
説
明
適
宜
行
う
も
現
状
維
持
希
望
。
歯

科
介
入
拒

否
。

81
歳

、
義

歯
使
用

経
験
な

く

義
歯

制
作

も
本

人
の

理
解
得
る
の
は
困
難
か
と
は
思
わ
れ
る
が
、
今

後
口

腔
機
能

低
下

に
伴

い
、

窒
息

・
誤

嚥
の

リ

ス
ク

が
高
く

な
っ
て

い
く
こ
と
と
食
形
態
変
更
な
ど
本
人
へ
の
説
明

に
対
し

､根
本

的
理
解

が
得
ら

れ
な
い

こ
と
。


先

行
期

障
害

が
あ

る
場

合
の
食
支
援
。
食
前
の
口
腔
ケ
ア
お
よ
び

嗅
覚

を
生

か
す

た
め

の
食

支
援

。
食

具
な

ど
の

検

討
を

行
う
が

、
な
か

な
か
難
し
い
と
き
が
あ
る
。


認

知
症

の
方

へ
の
集

団
で
の
口
腔
体
操
に
は
限
界
が
あ
る
。（

当
デ
イ

サ
ー
ビ

ス
に

お
い

て
は

、
ご

利
用
者

さ
ま
全

員

と
同

時
に

実
施

す
る

し
か
で
き
な
い
現
状
）
ご
利
用
者
さ
ま
の
生

活
の

中
で

口
腔

ケ
ア

（
こ

こ
で

は
口

腔
清

掃
に

特

化
す

る
）

が
不

可
。

ご
家
族
さ
ま
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。
複
数

の
事

業
所

を
ご

利
用

の
場

合
、

他
の

事
業

所
と

の

連
携

が
図
れ

な
い
。

【
要

介
護

4・
5】

 


ソ
フ

ト
食
む

せ
な
い

が
、

SP
O

2
低
下
が
見
ら
れ
不
顕
性
誤
嚥
の
可

能
性
が

あ
る

が
、

Fa
は
食

べ
ら
れ

る
か
ら

問
題

な
い

と
常
食

を
食
べ

さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
施
設
の
対
応
と
し

て
今
後

ど
の

よ
う

に
し

て
い
こ

う
か
と

。


関
わ

り
の
間

ず
っ
と

唾
を
飛
ば
し
て
く
る
。


顔
面

お
よ

び
口

腔
内

に
過
度
の
過
敏
あ
り
。
指
示
入
り
に
く
く
開
口

保
持

困
難
に

て
口

腔
ケ

ア
支

援
、

提
供

が
不

十

分
で

あ
る
こ

と
。
口

腔
内
崩
壊
状
態
、
年
齢
も
若
い
こ
と
よ
り
入
所

当
時
か

ら
歯

科
介

入
提

案
行
う

も
､
食

事
10

割

摂
取

で
き
て

い
る
こ

と
。
口
腔
内
過
敏
な
ど
に
て

Fa
、

CM
か
ら
前

向
き
な

話
聞

か
れ

な
い

。
口
腔

機
能
低

下
徐
々

に
見

ら
れ
て

き
て
お

り
、
食
形
態
な
ど
も
含
め
こ
の
ま
ま
維
持
し
て

い
く
こ

と
に

対
し

て
不

安
で
あ

る
こ
と

。


急

性
期

、
回

復
期

を
経
て
ご
利
用
者
さ
ま
の
場
合
、
長
期
ス
パ
ン
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
不
可
欠
。
し
か
し
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

ご
利
用
の
時
点
で
は
維
持
期
に
入
り
、
現
状
の
機
能
維
持
の
み
を
長
期
目
標
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
在

宅
サ

ー
ビ
ス

提
供
者
と
の
密
な
る
情
報
交
換
も
な
い
。（

認
知
機
能
低
下
の
場
合
、
ご
本
人
さ
ま
か
ら
の
聞
き
取
り
は

不
可

）
多

職
種

連
携
が
有
言
実
行
さ
れ
れ
ば
、
一
人
の
ご
利
用
者
さ
ま
に
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

が
で
き

る
の
で
は
と
日
々
感
じ
る
。


口

腔
ケ

ア
時

の
拒
否

、
集
団
時
の
口
腔
体
操
で
意
思
疎
通
が
で
き
ず
、
周
囲
と
同
じ
行
動
が
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
用

品
（

歯
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
）
を
来
所
者
に
持
参
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
し
て
も
持
っ
て
こ
な
い
。
嚥
下

評
価

に
基

づ
き

食
事
形
態
等
の
指
導
を
実
践
す
る
が
、
老
老
介
護
の
た
め
ト
ロ
ミ
付
き
や
ソ
フ
ト
食
の
対
応
が
自
宅

で
実

践
で
き

て
い
な
い
。


口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ
ス
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
日
や
そ
の
時
の
気
分
で
違
う
。
暴
言
が
出
る
こ
と
も

あ
る

。
ア
セ

ス
メ

ン
ト
の
指
示
が
入
ら
ず
、

RS
ST

や
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
が
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い

。


口

腔
内

動
揺

歯
が

何
本
も
あ
り
、
痛
み
も
あ
っ
た
の
か
拒
否
が
あ
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
機
能
向
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

ず
。（

結
局
思

う
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ず
、
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
を
外
し
て
も
ら
う
。
来
所
時
に
は
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し

て
、
少

し
で
も
口
腔
清
掃
な
ど
で
き
れ
ば
実
施
し
て
い
ま
し
た
。


指

示
が

入
ら

ず
ア

セ
ス
メ
ン
ト
が
と
れ
な
い
と
き
が
あ
り
困
っ
た
。
ま
た
、
口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
時
に
意
思
疎

通
が

図
れ
ず

口
腔
体
操
な
ど
で
き
ず
に
。


指

示
が

入
ら

ず
理
解

力
が
乏
し
い
た
め
拒
否
が
あ
り
、
つ
ば
を
吐
く
こ
と
も
あ
る
。


指

示
が

入
ら

な
い
（
全
介
助
）
。
口
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
き
い
声
で
話
す
。
う
が
い
が
で
き
な
い
。
義
歯

を
外

す
、
入

れ
る
こ

と
が
大
変
。


指

示
が

入
ら

な
い
た

め
RS

ST
や
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
等
の
測
定
が
で
き
ず
、
効
果
を
提
示
し
に
く
い
。

訓
練

の
際
も

集
中
力

が
な
く
気
が
散
る
。
他
の
人
の
動
き
を
気
に
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
訓
練
に
対
す
る
意
欲
が
な
い
。


質

問
が

理
解

で
き

な
い
。

RS
ST

が
で
き
な
い
。
認
知
は
あ
る
が
字
は
読
め
る
の
で
発
生
練
習
は
で
き
る
。
口
腔
ケ

ア
時

時
々
拒

否
さ
れ
る
。


唾

は
き

や
手

が
出
る
な
ど
の
他
傷
行
為
が
あ
る
。
た
ま
に
噛
む
よ
う
な
仕
草
が
見
ら
れ
る
た
め
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

定
期

受
診
が

中
断
し
て
お
り
、
口
腔
衛
生
が
保
た
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。


昼

食
は

外
部

注
文

の
お
弁
当
の
た
め
、
副
食
の
形
態
に
限
り
が
あ
る
。
咀
嚼
、
嚥
下
機
能
の
低
下
さ
れ
た
利
用
者
に

対
し

、
個

々
の

摂
食
機
能
の
問
題
に
即
し
た
形
状
の
提
供
が
難
し
く
、
食
前
の
カ
ッ
ト
や
汁
物
へ
の
ト
ロ
ミ
剤
対
応

な
ど

に
加
え

、
摂
食
促
し
の
声
か
け
や
介
助
等
自
尊
心
へ
の
配
慮
も
必
要
。


動

作
前

の
指

示
入
り
づ
ら
く
､者

に
対
す
る
知
識
乏
し
い
。
注
意
散
漫
。
入
所
前
と
比
較
し
認
知
面
で
の
低
下
著
し
く
、

口
腔

ケ
ア
の

習
慣
化
を
は
か
り
づ
ら
い
。
口
腔
ケ
ア
動
作
、
自
身
で
行
う
機
能
あ
る
が
､
上
記
状
態
の
た
め
ほ
ぼ
介
助

を
要

し
て
お

り
、

結
果
本
人
の
能
力
機
能
を
奪
っ
て
し
ま
う
形
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

(介
入

)状
態
と
な
っ
て
い
る
事
。 


認

知
が

進
行

し
、

会
話
を
促
し
て
も
「
は
い
、
そ
う
だ
ね
」
と
一
言
し
か
返
答
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
発
音
練

習
も

ど
の

よ
う

に
し

た
ら
良
い
の
か
苦
悩
。
（
歌
、
あ
い
さ
つ
、
絵
カ
ー
ド
な
ど
を
使
用
し
､
声
を
出
し
て
も
ら
う
よ

う
に

し
ま
し

た
。
）
歯
磨
き
も
一
人
で
で
き
な
く
な
り
、
付
添
い
、
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
て
口
ま
で
運
ぶ
と
磨
い
て
く
れ

ま
す

。
ご

自
宅
で

は
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
お
口
を
ゆ
す
ぐ
と
き
も
､時

々
飲
ん
で
し
ま
う
状
態
。
食
事
が
取
れ

に
く

く
な
っ

て
い
る
。
食
事
を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
・
・
・
。


認

知
症

に
よ

り
指
示
が
入
ら
な
い
（
言
葉
の
理
解
、
動
作
の
理
解
が
で
き
な
い
）
。
例
え
ば
①
舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
あ

っ
か

ん
べ

ー
と

舌
を
出
す
ん
だ
よ
」
→
口
真
似
を
し
て
し
ま
い
舌
を
出
す
動
作
が
で
き
な
い
。
②
頬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
あ

っ
ぷ

っ
ぷ

ー
と
頬
を
膨
ら
ま
す
ん
だ
よ
」
→
口
真
似
を
し
て
動
作
が
伴
わ
な
い
。
③
薬
の
服
用
時
間
に
よ
っ
て

は
感

情
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
、
都
度
時
間
調
整
が
必
要
と
な
り
、
ケ
ア
に
時
間
が
か
か
る
。


認

知
面
の

低
下

+身
体
機

能
全

般
の

低
下

に
よ
り

、
嚥

下
力

が
弱

ま
り

口
腔

体
操

や
マ
ッ

サ
ー

ジ
を

提
供

し
て

い
る

が
む

せ
込
み

が
続
い
て
い
る
。
洗
口
へ
の
認
識
や
能
力
の
低
下
が
あ
り
、
口
腔
内
の
清
潔
保
持
が
難
し
い
。


発

語
が

な
い

た
め
パ
タ
カ
ラ
等
促
し
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
歯
ブ
ラ
シ
も
理
解
で
き
ず
噛
ん
で
し
ま
う
た
め
、

し
っ

か
り
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
で
き
な
い
。


理

解
な

く
拒

否
。


理

解
力

低
下

に
よ
り
自
分
で
覚
え
て
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
自
宅
で
の
継
続
性
は
望
め
な
い
。


RS

ST
し

よ
う

と
思

っ
て
も
で
き
な
い
。
個
人
で
の
口
腔
機
能
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
持
続
力
が
な
い
の

で
、

何
回

か
に

分
け
て
行
っ
て
い
る
。
集
団
で
の
口
腔
機
能
サ
ー
ビ
ス
は
、
横
に
一
人
つ
き
っ
き
り
で
な
い
と
、
で

き
な

い
。
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（6） 利用者の口腔疾患に関する確認の有無

口腔関連サービスを提供している通所介護事業所（147 ヶ所）のうち、利用者の口腔疾患を「確認している

（はい）」と回答した事業所は、全体の 92.5%であった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士が 98.0%と最も多かった。 

図表 9 利用者の口腔疾患の確認 

図表 10 利用者の口腔疾患の確認＜回答者の職種別＞ 
はい いいえ 無回答 合計

歯科衛生士
n 98 1 1 100 
% 98.0% 1.0% 1.0% 100.0% 

看護職
n 9 3 0 12 
% 75.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 6 1 0 7 
% 85.7% 14.3% 0.0% 100.0% 

その他
n 15 4 1 20 
% 75.0% 20.0% 5.0% 100.0% 

（7） 認知症を理由に口腔疾患の確認ができない（または困難な）症例の頻度

利用者の口腔疾患の確認を実施していると回答した事業所（136 ヶ所）のうち、口腔疾患の確認を「できない

人がたまにいる」と回答したのが最も多く 43.4%であった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士および看護職において「できない人がたまにいる」、言語聴覚士では

「できない人がときどきいる」と回答した者が最も多かった。

図表 11 利用者の口腔疾患の確認が困難な頻度 

図表 12 利用者の口腔疾患の確認が困難な頻度＜回答者の職種別＞ 
いつも しばしば ときどき たまに 全くない 無回答 合計

歯科衛生士
n 4 4 14 45 30 1 98 
% 4.1% 4.1% 14.3% 45.9% 30.6% 1.0% 100.0% 

看護職
n 1 0 2 4 2 0 9 
% 11.1% 0.0% 22.2% 44.4% 22.2% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 0 0 2 1 3 0 6 
% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 50.0% 0.0% 100.0% 

その他
n 0 2 5 6 2 0 15 
% 0.0% 13.3% 33.3% 40.0% 13.3% 0.0% 100.0% 

（8） 利用者の口腔機能に関する確認の有無

回答があった通所介護事業所（147 ヶ所）のうち、利用者の口腔機能を「確認している（はい）」と回答した

事業所は、全体の 95.2%であった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士が 96.0%と最も多く、次いで看護職が 91.7%であった。 

図表 13 利用者の口腔機能の確認 

92.5 6.1 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=147）
はい いいえ 無回答

3.7
4.4 17.6 43.4 27.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=136）
できない人がいつもいる できない人がしばしばいる できない人がときどきいる
できない人がたまにいる できない人は全くいない 無回答

95.2 2.0 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=147）
はい いいえ 無回答
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図表 14 利用者の口腔機能の確認＜回答者の職種別＞ 
はい いいえ 無回答 合計

歯科衛生士
n 96 2 2 100 
% 96.0% 2.0% 2.0% 100.0% 

看護職
n 11 1 0 12 
% 91.7% 8.3% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 7 0 0 7 
% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

その他
n 18 0 2 20 
% 90.0% 0.0% 10.0% 100.0% 

（9） 認知症を理由に口腔機能の確認ができない（または困難な）症例の頻度

利用者の口腔機能の確認を実施していると回答した事業所（140 ヶ所）のうち、口腔機能の確認を「できない

人がたまにいる」という回答が最も多い 42.1%であった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士および言語聴覚士で「できない人がたまにいる」、看護職では「できな

い人がときどきいる」と回答した者が最も多かった。

図表 15 利用者の口腔疾患の確認が困難な頻度 

図表 16 利用者の口腔機能の確認が困難な頻度＜回答者の職種別＞ 
いつも しばしば ときどき たまに 全くない 無回答 合計

歯科衛生士
n 5 11 18 44 16 2 96 
% 5.2% 11.5% 18.8% 45.8% 16.7% 2.1% 100.0% 

看護職
n 1 0 5 2 3 0 11 
% 9.1% 0.0% 45.5% 18.2% 27.3% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 0 0 2 3 2 0 7 
% 0.0% 0.0% 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% 100.0% 

その他
n 0 2 5 9 2 0 18 
% 0.0% 11.1% 27.8% 50.0% 11.1% 0.0% 100.0% 

（10） 担当している認知症の人の歯科治療に関する必要性の有無

回答があった通所介護事業所（147ヶ所）のうち、担当している認知症の人の歯科治療の必要性について、「必

要がある（はい）」と91.8%が回答した。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士が96.0%と最も多く、次いで看護職が83.3%であった。 

図表 17 歯科治療の必要性 

図表 18 歯科治療の必要性＜回答者の職種別＞

はい いいえ 無回答 合計

歯科衛生士
n 96 2 2 100 
% 96.0% 2.0% 2.0% 100.0% 

看護職
n 10 2 0 12 
% 83.3% 16.7% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 5 2 0 7 
% 71.4% 28.6% 0.0% 100.0% 

その他
n 17 3 0 20 
% 85.0% 15.0% 0.0% 100.0% 

（11） 歯科治療が必要であると判断した利用者への歯科受診勧奨の有無

担当している認知症の人の歯科治療における必要性があると回答した事業所（135 ヶ所）のうち、歯科受診を

「勧めたことがある（はい）」のは全体の 99.3%であった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士、看護職が最も多かった。

4.3 9.3 23.6 42.1 17.1 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=140）
できない人がいつもいる できない人がしばしばいる できない人がときどきいる
できない人がたまにいる できない人は全くいない 無回答

91.8 6.8 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=147）
はい いいえ 無回答
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図表 19 歯科受診勧奨 

図表 20 歯科受診勧奨＜回答者の職種別＞ 
はい いいえ 合計

歯科衛生士
n 96 0 96 
% 100.0% 0.0% 100.0% 

看護職
n 10 0 10 
% 100.0% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 4 1 5 
% 80.0% 20.0% 100.0% 

その他
n 17 0 17 
% 100.0% 0.0% 100.0% 

（12） 歯科受診の必要性に関する情報共有の状況【複数回答】

歯科受診を勧めたことがある事業所（134 ヶ所）のうち、歯科受診の必要性に関して情報共有を行ったのは

「本人・家族」94.0%が最も多く、次いで「ケアマネジャー」85.8%が多かった。 
また、回答者の職種別では歯科衛生士および看護職で「本人・家族」、言語聴覚士では「ケアマネジャー」と

回答した者が最も多かった。

図表 21 歯科受診の必要性に関する情報共有 

図表 22 歯科受診の必要性に関する情報共有＜回答者の職種別＞

本人・

家族

ケア

マネジャー

通所の

相談員

通所の

看護職

通所の

歯科衛生士

その他
合計

歯科衛生士
n 92 83 69 54 51 19 96 
% 95.8% 86.5% 71.9% 56.3% 53.1% 19.8% - 

看護職
n 10 7 6 7 4 1 10 
% 100.0% 70.0% 60.0% 70.0% 40.0% 10.0% - 

言語聴覚士
n 3 4 3 3 1 0 4 
% 75.0% 100.0% 75.0% 75.0% 25.0% 0.0% - 

その他
n 15 15 7 5 5 1 17 
% 88.2% 88.2% 41.2% 29.4% 29.4% 5.9% - 

その他は、「介護職」が 9 事業所と最も多かった。回答は以下の通り。 
 介護職（他 8 件）  施設師長

 すべての職員（他 2 件）  事務所担当スタッフ

 栄養士  通所介護のリハビリ職

 介護職員、リハビリ職員  入所歯科衛生士

 介護職員、理学療法士  老健入所（看護師、介護士）

 管理者、スタッフ

（13） 担当している認知症の人が実際に歯科受診を行った事例の有無

担当している認知症の人の歯科治療における必要性があり、歯科受診を勧めたことがあると回答した事業所

（134 ヶ所）のうち、歯科受診に至った事例は全体の 93.3%であった。 
また、回答者の職種別では言語聴覚士が最も多く、次いで歯科衛生士が多かった。

99.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=135）
はい いいえ

94.0%
85.8%

66.4%
55.2%

50.0%
16.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人・家族
ケアマネジャー

通所の相談員
通所の看護職

通所の歯科衛生士
その他
無回答
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図表 23 実際に歯科受診に至った事例 

図表 24 実際に歯科受診に至った事例＜回答者の職種別＞

はい いいえ 無回答 合計

歯科衛生士
n 91 5 0 96 
% 94.8% 5.2% 0.0% 100.0% 

看護職
n 9 1 0 10 
% 90.0% 10.0% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 4 0 0 4 
% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

その他
n 15 1 1 17 
% 88.2% 5.9% 5.9% 100.0% 

（14） 利用者が受診した歯科医療機関の種類【複数回答】

歯科治療における必要性があり、歯科受診までに至ったことがあると回答した事業所（126 ヶ所）のうち、利

用者が受診した歯科医療機関に関して、「利用者のかかりつけ歯科医療機関」86.5%が最も多く、次いで「地域

の歯科医療機関より選定」28.6%が多かった。 
また、回答者の職種別では全ての職種において「利用者のかかりつけ歯科医療機関」と回答した者が最も多か

った。

図表 25 利用者が受診した歯科医療機関 

図表 26 利用者が受診した歯科医療機関＜回答者の職種別＞ 
口腔機能向上

サービス提供者

所属の歯科医療

機関

利用者の

かかりつけ歯科医療

機関

地域の歯科医

療機関

より選定

その他 無回答 合計

歯科衛生士
n 11 82 19 20 0 91 
% 12.1% 90.1% 20.9% 22.0% 0.0% - 

看護職
n 0 6 3 1 1 9 
% 0.0% 66.6% 33.3% 11.1% 11.1% - 

言語聴覚士
n 0 4 1 1 0 4 
% 0.0% 100.0% 25.0% 25.0% 0.0% - 

その他
n 4 12 1 2 1 16 
% 25.0% 75.0% 6.3% 12.5% 6.3% - 

その他の回答は以下の通り。

93.3 6.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=134）
はい いいえ 無回答

15.1%
86.5%

28.6%
10.3%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口腔機能向上サービス提供者所属の歯科医療機関

利用者のかかりつけ歯科医療機関

地域の歯科医療機関より選定

その他

無回答

 施設の協力医（他 1 件）

 ショートステイを利用してもらい、施設での往診

 口腔疾患のチェックをしてくれる歯科医師所属の歯科医療機関（当施設の協力医療機関）

 行政の歯科衛生士に相談し訪問していただき歯科医院を紹介または訪問診療していただく。

 在宅歯科医療連携室からの紹介

 担当ケアマネに報告し、受診する歯科医療機関を選定してもらう

 地域の歯科医院から口腔外科へ紹介状

 地域歯科医療連携室に相談し紹介して頂いた

 当施設に来院している訪問歯科医院

 当施設の歯科衛生士

 入所施設契約の往診歯科医

 入所利用者は提携歯科医院の往診
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（15） 歯科治療受診を勧めなかった理由

「ご本人・ご家族の協力が得られない」に関連した回答が 7 件と最も多かった。回答は以下の通り。

（16） 認知症の人の口腔に関する問題の有無

回答があった通所介護事業所（147 ヶ所）のうち、認知症の口腔に関して「問題がある（はい）」と回答した

のは 85.7%であった。 
また、回答者の職種別においては言語聴覚士が最も多く、次いで歯科衛生士であった。

図表 27 口腔に関する問題

図表 28 口腔に関する問題の有無＜回答者の職種別＞ 
はい いいえ 無回答 合計

歯科衛生士
n 89 10 1 100 
% 89.0% 10.0% 1.0% 100.0% 

看護職
n 9 3 0 12 
% 75.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

言語聴覚士
n 7 0 0 7 
% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

その他
n 14 6 0 20 
% 70.0% 30.0% 0.0% 100.0% 

85.7 13.6 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=147）
はい いいえ 無回答

【ご本人・ご家族の協力が得られない】

 ご家族の協力が得られなかった場合は、通院や在宅往診ができないため進めない。（息子の引きこもりや妻の精神的疾患

など）

 ご本人が治療の必要性を理解できない。易怒性、不穏が強く、通所の利用自体がままならない状態であり、治療にご本人

の協力が得られないと判断したため。

 家族が必要としない（関われない）。独居または老老介護。ケアマネジャーの認識不足。

 家族の協力が得られず､歯科受診できないため。

 家族構成等により付き添いが不可のため、家族に独自な考えがあり介入が難しいため。

 上顎義歯が緩く、落ちてきてしまい食べにくい様子だが調子悪くないと言うため。大きな虫歯、強い歯の動揺が見られる

が、本人痛みはなく問題なく食事ができていると言うため。

 独居、生活保護、通院手段がなく本人があきらめている様子。義歯を作っても、合わない、邪魔を理由に使用しない。今

更作り直しても使わないと言い張る方。

【通院可能な歯科医療機関が分からない】

 一番の理由は、認知症の方が通院できそうな歯科医療機関に心当たりがないためです。また、認知症の方がお一人で通院

することは難しいため、歯科医療機関兵クサイの送迎や付き添い等のご家族の負担を考えると、歯科治療受診を勧めるこ

とに慎重になってしまいます。

【治療は必要ないまたは困難と判断】

 義歯を異物と思い吐き出す。いつの間にか捨ててしまう等。年齢や周囲の方の理解が得られない等。

 高齢で（90 代）体力的に無理ではないかと思ったため。高齢で義歯がうまく使いこなせるかどうか分からなかったた

め。使いこなせないと判断したため。

 高齢のため歯科診療が不可能なため。治療が必要ないと判断したため。

 認知症の影響で義歯作成困難なため。

【その他】

 歯科治療受診勧奨は必ず行っている（ケアマネ、ご家族への情報提供は必須）。また、ご利用者のかかりつけ歯科医療機

関への情報提供、連携も行っている（2-3 件）。

 歯科受診を勧めても受診されない事例が多い。身体的に不都合があるためか、家族の都合がつかない等。長く受診されて

いなく、どこに行ったらいいか分からないなど。

 認知症の人本人がご自身の義歯不適合に気づいておらず、通院の意思が得られなかったため。（義歯の紛失者等）新しい

ことを受け入れることが難しい様子がうかがえたため。ご自分の口腔状態をうまく表現できない様子がうかがえたため。

（治療中の疼痛や違和感が伝えられない様子が推察されるため）

 本人が独居で子が就労しており、頼むのを遠慮されている。本人や家族が口腔に関して関心が低く、受診に対しても消極

的。本人のかかりつけ歯科の閉院（同じように自分のことを理解してくれそうな先生がいないと消極的）。本人が希望す

るような先生に心当たりがないため。
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（17） 認知症の人の口腔に関しての相談先の種別【複数回答】

回答があった通所介護事業所（147 ヶ所）のうち、認知症の人の口腔に関しての相談先について、「利用者の

かかりつけ歯科医療機関」と回答したのが最も多く 40.8%であった。 
また、回答者の職種別では、歯科衛生士、看護職および言語聴覚士において「利用者のかかりつけ歯科医療機

関」、「その他」が多かった。

図表 29 口腔に関する相談先 

図表 30 口腔に関する相談先＜回答者の職種別＞

特定の歯科

医療機関

歯科医師会

の連携窓口

利用者の

かかりつけ

歯科医療機関

その他 相談先はない 無回答 合計

歯科衛生士
n 28 10 39 45 18 1 100 
% 28.0% 10.0% 39.0% 45.0% 18.0% 1.0% - 

看護職
n 2 0 6 6 1 1 12 
% 16.7% 0.0% 50.0% 50.0% 8.3% 8.3% - 

言語聴覚士
n 2 0 1 5 1 0 7 
% 28.6% 0.0% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0% - 

その他
n 8 1 11 4 2 0 20 
% 40.0% 5.0% 55.0% 20.0% 10.0% 0.0% - 

その他は、「ケアマネジャー」の回答が含まれるものは 30 事業所と最も多かった。回答は以下の通り。 

（18） 認知症の人の口に関する困りごとに関して歯科医師や歯科衛生士に期待すること

「口腔ケアについて」「歯科受診に関するシステム」に関連した回答が 7 件と最も多かった。その他カテゴリ

ー別に分類した回答は以下の通り。

38.1%
7.5%

40.8%
34.7%

13.6%
1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特定の歯科医療機関
歯科医師会の連携窓口

利用者のかかりつけ歯科医療機関
その他

相談先はない
無回答

 ケアマネジャー（他 14 件）

 家族・ケアマネジャー（他 7 件）

 ケアマネジャー・相談員・家族

 ケアマネジャー、ナース

 ケアマネジャーからご家族へ伝えてもらう。介護事務所からご家族へ伝えてもらう。

 ケアマネジャーを通して家族

 ご家族に報告し、ご家族から歯科医師に相談して頂く

 ご家族様

 ご利用者様の担当ケアマネ、かかりつけの歯科医

 デイサービスのスタッフ、ケアマネ

 家族

 家族、口腔指導を担当する歯科衛生士

 介護支援専門員

 関連書籍又インターネット

 施設職員の歯科衛生士

 相談をしたことがない

 相談員、ケアマネジャー

 相談員、担当 CM
 当施設の看護職と相談する

 当施設の相談員、御家族、協力歯科、言語聴覚士

 同僚、会社内窓口

 CM に相談後、行政の歯科衛生士に連絡→連携歯科機関
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【
歯

科
治

療
内

容
等

に
つ

い
て

】


難

し
い

と
は

思
い
ま

す
が
、
義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、

か
み
合

わ
せ

や
装

着
時

に
あ
る

程
度
食

事
が
噛

め
て

、
痛
み

が
な
く

な
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。


認
知

が
あ
る

と
義
歯

の
取
り
外
し
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り

は
ず
し

の
で

き
る

義
歯

に
な
り

ま
せ
ん

か
。


認
知

症
の
人

を
対
応

で
き
る
方
々
が
専
門
的
に
い
る
と
助
か
り
ま
す

。
治
療

拒
否

さ
れ

る
方

を
上
手

に
誘
導

し
て
、

歯
科

治
療
が

行
え
る

か
ら
で
す
。


認
知

症
の
方

に
限
っ

た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
病
院
に
入
院
さ
れ

た
際
、

口
腔

内
の

状
況

な
ど
把

握
し
て

い
た
だ

き
応

急
処
置

が
必
要

な
方
は
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す

。
退
院

さ
れ

る
と

「
受

診
す
る

」
と
い

う
こ
と

が
か

な
り
困

難
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
早
い
段
階
か
ら
「
歯
を
磨

い
て
も

ら
う

」
や

「
口

腔
周
囲

筋
の
マ

ッ
サ
ー

ジ
を

し
て
も

ら
う
」
「
お

口
の
中
に
歯
ブ
ラ
シ
や
指
が
入
る
」
こ
と

に
慣
れ

て
も

ら
う

こ
と

が
大
切

に
思
え

ま
す
。

経
験

が
あ
れ

ば
抵
抗

も
少
な
く
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
口

腔
ケ

ア
に

つ
い

て
】


口

腔
ケ

ア
を

行
う
こ

と
で
口
腔
機
能
改
善
し
、
生
活
機
能
向
上
、
生

活
意
欲

向
上

を
促

す
こ

と
を
期

待
し
て

い
ま

す
。
（
管

理
者
）


今

後
は

イ
ン

プ
ラ
ン

ト
埋
入
さ
れ
て
い
る
方
の
口
腔
ケ
ア
が
多
く
な

っ
て
く

る
と

思
う

の
で

、
イ
ン

プ
ラ
ン

ト
ケ
ア

方
法

を
し
っ

か
り
実

践
で
き
る
よ
う
に
学
ん
で
い
く
べ
き
。


在

宅
の

方
の

口
腔
状

態
は
著
し
く
不
良
な
方
が
見
え
る
。
な
か
な
か

家
族
は

口
腔

ケ
ア

ま
で

さ
れ
て

い
な
い

の
が
現

状
で

あ
る
。

家
族
は

本
人
が
認
知
症
で
、
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な

い
場

合
が

多
い

。
口
腔

ケ
ア
や

必
要
性

の
啓

発
。
通

院
が
困

難
な
方
が
多
く
、
す
ぐ
に
訪
問
し
て
く
れ
る
歯

科
医
院

の
公

表
、

提
示

。


認

知
症

に
な

る
と
口

腔
内
の
管
理
が
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
口
腔

ケ
ア
を

習
慣

化
し

て
い

る
こ
と

で
､
口

腔
ケ

ア

を
継

続
し
て

行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
生
涯
を
通
じ
て
口
腔
ケ
ア
の

必
要
性

を
伝

え
て

い
っ

て
い
た

だ
け
れ

ば
と
思

い
ま

す
。


認

知
症

の
人

本
人
が

口
腔
内
清
掃
を
自
ら
行
え
な
く
て
も
、
介
護
者

が
ケ
ア

で
き

る
よ

う
に

そ
の
人

に
会
っ

た
方
法

を
指

導
し
て

ほ
し
い

。
そ
し
て
プ
ロ
が
手
伝
い
清
潔
を
保
っ
て
ほ
し

い
。


毎

日
の

口
腔

ケ
ア
や

歯
磨
き
習
慣
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
口
腔
内

の
衛
生

状
態

が
悪

く
な

っ
て
く

る
が
、

家
族
の

見
守

り
や
介

助
が
必

要
と
な
る
と
負
担
が
大
き
い
。
洗
面
台
が
少
な

く
食
後

の
う

が
い

、
歯

磨
き
の

人
数
が

限
ら
れ

る
。

義
歯
の

不
具
合

や
虫
歯
の
治
療
に
関
し
て
、
状
況
が
正
確
に
伝

わ
ら
な

い
た

め
か

完
治

し
な
い

こ
と
が

あ
る
。

高
齢

に
な
る

ほ
ど
歯

科
受
診
の
機
会
が
減
り
、
専
門
的
な
口
腔
ケ
ア

を
受
け

る
機

会
が

で
き

る
と
良

い
と
思

わ
れ

る
。


例

え
ば

訪
問

看
護
の

よ
う
に
歯
科
衛
生
士
が
訪
問
し
て
口
腔
ケ
ア
を

行
う
た

め
の

整
備

が
必

要
と
強

く
感
じ

ま
す
。

在
宅

で
の
ケ

ア
が
う

ま
く
で
き
ず
、
ニ
ー
ズ
は
と
て
も
多
く
あ
る
の

に
（
歯

科
衛

生
士

も
動

け
る
方

が
た
く

さ
ん
い

る
と

思
い
ま

す
）
対

応
で
き
な
い
の
が
悔
し
い
で
す
。
在
宅
で
の
ケ

ア
を
歯

科
衛

生
士

が
で

き
る
法

整
備
を

強
く
望

み
ま

す
。
今

の
ま
ま

で
は
在
宅
の
対
応
が
薄
く
悔
し
い
で
す
。

【
必

要
な

知
識

に
つ

い
て

】


施

設
等

で
働

く
と
き

は
、
歯
科
衛
生
士
も
あ
る
程
度
介
護
の
知
識
、

技
術
が

必
要

か
と

や
っ

て
み
て

思
い
ま

し
た
。

介
護

士
さ
ん

に
い
ろ

い
ろ
と
頼
る
の
は
申
し
訳
な
い
。（

ケ
ア
の
た

め
の

移
乗
な

ど
、

自
分

で
で
き

た
ら
楽

）


歯
科

医
師
は

長
年
義

歯
な
し
で
生
活
し
て
き
た
人
、
認
知
症
状
に
あ

る
人
に

、
生

活
背

景
や

能
力
を

考
慮
し

て
ほ
し

い
。

一
律
に

義
歯
を

作
る
、
高
額
な
補
綴
物
を
入
れ
る
み
た
い
な
こ

と
な
ど

な
い

よ
う

に
、

認
知
力

、
年
齢

、
生
活

ス
タ

イ
ル
に

応
じ
て

ほ
し
い
。


お
口

の
問
題

は
人
が

生
き
て
い
く
上
で
回
避
で
き
な
い
問
題
で
す
。

介
護
保

険
制

度
の

中
で

、
口
腔

機
能
向

上
サ
ー

ビ
ス

と
明
記

す
る
現

在
、
内
科
、
外
科
等
の
主
治
医
の
先
生
方
は
も

ち
ろ
ん

歯
科

医
師

、
D

H
は

目
先
の

治
療
に

の

み
と

ら
わ
れ

ず
、
高

齢
者
の
身
体
全
般
に
関
心
を
持
つ
べ
き
で
す
。

運
動
、

精
神

（
閉

じ
こ

も
り
）
、
栄

養
（
食

事

＝
口

腔
）
の

3
つ

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す

。
運

動
器

の
向

上
に
は

単
な
る

機
能
訓

練
だ

け
で
は

、
そ
の

目
的
は
達
成
不
可
で
す
。
特
に
認
知
症
の
方
は

、
残
存

歯
保

有
率

低
下

も
著
し

く
、
義

歯
未
装

着
で

す
。
歯

科
界
と

医
療
介
護
の
連
携
は
構
築
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

義
歯
不

適
の

原
因

が
、

認
知
症

高
齢
者

の
フ
レ

イ
ル

に
あ
る

こ
と
も

承
知
の
は
ず
で
す
。
私
た
ち
歯
科
界
の
医
療
職

は
、

CP
の

治
療

の
み

な
ら
ず

、
高
齢

者
の
お

口
、

身
体
を

診
る
、

そ
の
生
活
に
関
心
を
持
つ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

認
知
症

の
人

は
社

会
か

ら
置
き

去
り
に

さ
れ
て

し
ま

い
ま
す

。
現
場

の
D

H
の
率
直
な
期
待
で
す
。

 


現
在

の
と
こ

ろ
特
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
が
さ
ら
に
年
齢
を
重

ね
て
い

っ
て

も
ご

自
分

の
口
で

適
正
な

る
栄
養

摂
取

を
保
て

る
よ
う

、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
健
康
で
在
宅
生
活
が
維

持
で
き

る
よ

う
お

口
の

健
康
、

お
口
の

リ
ハ
ビ

リ
が

と
て
も

重
要
な
こ
と
を
も
っ
と
全
面
的
に
伝
え
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
か
く
家
族
は

悪
く

な
っ
た

ら
歯
医
者
に
行
け
ば
な
ん
と
か
な
る
と
考
え
が
ち
で
す
か
ら
。
身
体
の
リ
ハ
ビ
リ
と
同
様
に
口
の
リ
ハ

ビ
リ

も
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
関
心
を
得
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。


認

知
症

の
方

の
生
活
状
況
、
食
形
態
、
義
歯
等
の
管
理
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
適
切
な
処
置
や
指
導
を
行
う
こ
と
。

認
知

症
に
つ

い
て
の
研
修
、
勉
強
会
等
へ
の
参
加
。


事

務
所

の
口

腔
担
当
者
が
適
切
な
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
（
研
修
）
の
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
認
知
症

の
方

で
だ
け

で
は
な
く
、
歯
科
受
診
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
（
交
通
手
段
が
な
い
、
歯
科
が
近
く
に
な
い
、
相
談
で

き
な

い
な
ど

）。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
利
用
者
さ
ま
の
良
い
口
腔
管
理
を
行
っ
て
い
け
る
か

が
問

題
点
で

す
。

【
シ

ス
テ

ム
等

に
つ

い
て

：
歯
科
受
診
】


な

か
な

か
歯

科
受
診
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。
通
所
介
護
事
業
所
ま
で
訪
問
と
い
う
形
で
歯
科

医
師

が
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
。


ご

自
分

で
歯

科
受
診
で
き
ず
、
ご
家
族
も
協
力
的
で
な
け
れ
ば
歯
科
治
療
に
つ
な
が
ら
な
い
。
今
現
在
介
護
度

3
以

上
家

族
が
同

居
し
て
い
る
と
、
訪
問
治
療
で
き
な
い
と
い
う
縛
り
が
あ
る
た
め
、
歯
科
受
診
で
き
ず
急
ぎ
治
療
が
必

要
な

方
が
治

療
を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
ほ
し
い
。


認

知
症

と
限

定
さ
れ
た
方
に
対
し
、
市
で
訪
問
し
家
族
が
申
請
し
な
く
て
も
診
て
も
ら
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
と

良
い
と

思
う
。
家
族
も
日
々
の
介
護
で
歯
科
治
療
の
大
切
さ
よ
り
も
毎
日
大
変
な
た
め
、
よ
ほ
ど
痛
み
が
な
い

限
り

受
診
し

よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
が
現
実
。
義
歯
が
入
っ
て
い
な
い
ま
ま
食
事
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
身
体
に

は
良

く
な
い

の
と
、
上
下
顎
で
噛
み
し
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
歩
行
も
不
安
定
に
な
る
、
飲
み
込
み
も
難
し
く
な
っ

て
い

る
の
で

、
頼
ま
な
く
て
も
治
療
ま
で
の
流
れ
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。


継

続
し

て
口

腔
の
状
態
を
経
過
観
察
し
、
必
要
時
は
治
療
を
す
る
担
当
医
が
存
在
し
て
ほ
し
い
。


歯

科
往

診
が

ス
ム
ー
ズ
に
お
願
い
で
き
る
と
良
い
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
往
診
が
で
き
る
と
良
い
（
介
護
保
険
と
医

療
保

険
が
重

な
っ
て
い
て
今
は
制
限
が
あ
る
が
、
ご
家
族
の
理
解
が
な
い
と
通
院
が
難
し
い
た
め
）
。


定

期
的

に
歯

科
医
院
に
行
か
れ
る
人
の
割
合
は
少
な
い
よ
う
、
痛
く
な
っ
た
ら
行
く
人
が
多
い
傾
向
。
通
所
サ
ー
ビ

ス
内

容
に
口

腔
も
含
め
て
も
ら
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
指
示
が
あ
れ
ば
介
護
現
場
の
歯
科
衛
生
士
は
、
も
っ
と
利
用
者

に
ア

プ
ロ
ー

チ
で
き
る
の
で
は
と
感
じ
る
。


認

知
症

患
者

さ
ま
は
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
私
た
ち
職
員
が
歯
科
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、
利
用
者

さ
ま

の
口
腔

ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
シ

ス
テ

ム
等

に
つ

い
て

：
歯
科
治
療
】


口

腔
内

環
境

を
整
え
る
こ
と
が
先
ず
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
義
歯
作
成
や
歯
科
の
通
院
中
に
「
適
応
で
は
な

い
」

と
の
理

由
か
ら
半
ば
中
途
半
端
な
状
況
で
治
療
が
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
適
応
」
の
判
断
の
と
こ

ろ
が

、
医
院

に
よ
り
異
な
る
点
が
難
し
く
感
じ
ま
す
。


現

在
、

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
実
際
に
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か
し
て
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指

導
が
実

施
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
ミ
ラ
ー
を
使
っ
て
の
口
腔
確
認
や
口
頭
で
の
汚
れ
の
指
摘
、
磨
き
方
の
指
導
が

理
解

で
き
な

い
認
知

症
の
方
に
は
で
き
る
だ
け
ご
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
を
図
り
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医

院
や
訪

問
歯
科

で
の
定
期
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
治
療
を
受
け
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
シ

ス
テ

ム
等

に
つ

い
て

：
情
報
共
有
】


定

期
的

に
訪

問
歯
科
や
医
師
医
療
機
関
を
利
用
し
、
診
療
内
容
と
の
情
報
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
良
い

で
す

。


情

報
の

共
有

を
周
知
。


歯

科
受

診
、

往
診
が
あ
っ
て
も
治
療
計
画
書
や
注
意
事
項
が
事
務
所
ま
で
届
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご
本
人
や
ご
家

族
へ

の
説
明

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
（
例
え
ば
虫
歯
は
あ
る
が
全
身
状
態
を
鑑
み
、
治
療
は
せ
ず
義
歯
を
作
る

等
）

【
そ

の
他

】


現

在
歯

科
衛

生
士
が
関
わ
り
を
密
に
し
て
お
り
、
入
所
受
診
等
あ
れ
ば
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
認

知
面

で
の
情

報
等
先
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
受
診
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。


口

腔
ケ

ア
の

受
け
入
れ
悪
く
、
口
内
環
境
が
良
く
な
い
方
へ
の
専
門
的
ケ
ア
、
在
宅
の
方
へ
の
自
宅
で
の
ケ
ア
ア
ド

バ
イ

ス
や
啓

発
活
動
、
独
居
で
認
知
症
の
方
へ
の
積
極
的
な
介
入
。
※
同
施
設
で
入
所
を
担
当
し
て
い
る
歯
科
衛
生

士
で

す
。
デ

イ
で
の
介
入
は
今
の
と
こ
ろ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
依
頼
が
あ
る
と
き
の
み
で
加
算
の
介
入
は
現
在
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あ
り

ま
せ
ん

。
デ
イ

の
方
の
課
題
は
と
て
も
多
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
が
、

業
務

内
容

と
し

て
デ
イ

で
の
介

入
が
な

く
、

今
後
の

私
の
課

題
、
施
設
と
し
て
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す

。


口
腔

加
算
を

算
定
す

る
に
あ
た
り
、
歯
科
衛
生
士
が
人
員
配
置
さ
れ

て
い
る

た
め

特
に

問
題

な
し
。


認
知

症
本
人

に
対
し

て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
だ
が
、
そ
の
周
り
の

家
族
や

介
護

職
へ

の
口

腔
衛
生

の
必
要

性
や
ケ

ア
方

法
を
伝

え
て
い

っ
て
ほ
し
い
。
自
宅
→
通
所
デ
イ
ケ
ア
→
自
宅

で
継
続

し
た

ケ
ア

が
統

一
で
き

る
体
制

が
で
き

る
と

い
い
と

思
う
。


認
知

度
の
高

い
方
々

の
歯
科
治
療
が
困
難
な
方
が
数
人
お
ら
れ
ま
す

。
家
族

の
方

、
ケ

ア
マ

ネ
に
そ

の
旨
お

伝
え
し

て
い

ま
す
が

、
実
際

に
治
療
さ
れ
る
の
は
難
し
い
で
す
。


訪

問
歯

科
で

の
勤
務

経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
口
腔
で
困
る
こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん

。


本

施
設

で
は

毎
日
の

口
腔
ケ
ア
は
必
須
と
認
識
し
、
歯
科
衛
生
士
を

中
心
に

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

と
と
も

に
昼
食

後
の
口

腔
ケ

ア
を
必

ず
行
っ

て
い
る
。
特
に
認
知
症
の
方
や
要
観
察
の
方
は

、
歯
科

衛
生

士
が

専
門

的
に
担

当
し
て

い
る
。

認
知

症
に
限

ら
ず
歯

科
受
診
は
勧
奨
し
て
い
る
が
、
ご
家
族
の
理
解

が
得
ら

れ
な

い
ケ

ー
ス

が
も
多

い
（
事

例
2
と

3
の

ケ
ー
ス

は
特
に

多
い
）
。
ご
家
族
に
と
っ
て
認
知
症
の
方
を
歯
科

受
診
さ

せ
る

こ
と

は
と

て
も
困

難
。
通

所
事

業
所

で
の
訪

問
歯
科

診
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
介
護
の
負
担

、
高
齢

者
の

歯
科

医
療

の
充
実

つ
な
が

る
と
思

わ
れ

る
の
で

是
非
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
（
理
美
容
と
同
じ
に
な
っ

て
ほ
し

い
）
。

ま
た

、
通
所

介
護
事

業
所
、

入

所
施

設
を
含

め
て
歯

科
衛
生
士
の
役
割
は
大
き
く
、
介
護
保
険
の
加

算
新
設

、
点

数
ア

ッ
プ

も
お
願

い
し
た

い
。
歯

科
衛

生
士
の

雇
用
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
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3. 郵送調査：居宅療養管理指導等に係る歯科専門職

（1） 開設主体

回答があった歯科医療機関のうち、開設主体として最も多かったのは、歯科医師用は「個人」

50.0％、歯科衛生士用は「医療法人」51.0％であった。 
図表 1 開設主体＜歯科医師用＞ 

図表 2 開設主体＜歯科衛生士用＞

（2） 歯科部門の標榜診療科【複数回答】

歯科部門の標榜診療科として最も多かったのは、いずれも「歯科」（歯科医師用 99.4%、歯科衛生士

用 98.7%）であった。 
図表 3 標榜診療科＜歯科医師用（n=492）＞ 

図表 4 標榜診療科＜歯科衛生士用（n=392）＞ 

（3） 医科医療機関の併設

回答があった歯科医療機関のうち、医科の医療機関が併設されている機関は、歯科医師用で 2.2%、

歯科衛生士用で 4.1%であった。 
図表 5 医科医療機関の併設＜歯科医師用＞ 

1.0 46.5 50.0 2.2 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=492）
国・公立機関 医療法人 個人 その他 無回答

1.5 51.0 44.6 2.6 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=392）
国・公立機関 医療法人 個人 その他 無回答

99.4%66.1%
39.2%

47.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科
小児歯科
矯正歯科

歯科口腔外科
無回答

98.7%63.8%
40.6%

45.4%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科
小児歯科
矯正歯科

歯科口腔外科
無回答

2.2 96.5 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=492）
されている されていない 無回答
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図表 6 医科医療機関の併設＜歯科衛生士用＞ 

（4） 勤務する職種およびその職員数

勤務する職種およびその職員数は、以下の通りであった。

図表 7 職員数＜歯科医師用＞ 
常勤（人） 非常勤（人）

平均±SD 平均±SD 
歯科医師 2.2±2.6 3.1±4.2 
歯科衛生士 3.8±4.2 3.0±2.7 
看護師 0.1±0.3 0.1±0.9 
歯科技工士 0.7±1.3 0.1±0.4 

図表 8 職員数＜歯科衛生士用＞ 
常勤（人） 非常勤（人）

平均±SD 平均±SD 
歯科医師 2.3±2.9 3.4±4.5 
歯科衛生士 4.1±4.5 3.2±3.0 
看護師 0.1±0.3 0.2±1.0 
歯科技工士 0.7±1.4 0.1±0.3 

（5） 届出のある施設基準【複数回答】

施設基準においては、歯科医師用では「在宅療養支援歯科診療所 1」が 91.4%と最も多く、次いで

「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」が 79.7%と多かった。歯科衛生士用では、「在宅療養支援

歯科診療所 1」が 88.0%と最も多く、次いで「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」が 77.6%と多

かった。

図表 9 施設基準＜歯科医師用（n=488）＞ 

4.1 93.1 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=392）
されている されていない 無回答

91.4%

11.9%

79.7%

78.7%

30.1%

54.3%

50.4%

2.0%

27.0%

0.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅療養支援歯科診療所1

在宅療養支援歯科診療所2

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所

歯科外来診療環境体制加算１

歯科診療特別対応連携加算

歯科疾患管理料の注11に規定する

総合医療管理加算及び歯科治療時医療管理料

歯科疾患在宅療養管理料の注4に規定する在宅総合

医療管理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料

地域医療連携体制加算

在宅歯科医療推進加算

上記のいずれもない

無回答
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図表 10 施設基準＜歯科衛生士用（n=392）＞ 

（6） 認知症対応力向上研修を修了（受講）者の勤務状況

回答があった歯科医療機関のうち、認知症対応力向上研修を修了（受講含む）者が勤務している機関

は、歯科医師用は 77.2％、歯科衛生士用は 75.3％であった。 
図表 11 認知症対応力向上研修終了者の勤務状況＜歯科医師用＞ 

図表 12 認知症対応力向上研修終了者の勤務状況＜歯科衛生士用＞ 

（7） 認知症対応力向上研修を修了（受講）者の勤務者数

認知症対応力向上研修を修了（受講含む）者が勤務している歯科医療機関（歯科医師用 380 ヶ所、

歯科衛生士用 295 ヶ所）において、歯科医師・歯科衛生士の勤務者数は以下の通りであった。 
図表 13 認知症対応力向上研修終了者の勤務者数＜歯科医師用＞ 

平均±SD（人） 
歯科医師 1.4±1.1 
歯科衛生士 0.8±2.2 

図表 14 認知症対応力向上研修終了者の勤務者数＜歯科衛生士用＞ 
平均±SD（人） 

歯科医師 1.5±1.2 
歯科衛生士 0.9±2.4 

（8） 外来診療患者数（直近１か月のおおよその実績）

外来診療患者数（実人数、延べ人数）は、以下の通りであった。

88.0%

12.5%

77.6%

74.7%

30.6%

52.0%

47.2%

25.0%

28.8%

0.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅療養支援歯科診療所1

在宅療養支援歯科診療所2

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所

歯科外来診療環境体制加算１

歯科診療特別対応連携加算

歯科疾患管理料の注11に規定する

総合医療管理加算及び歯科治療時医療管理料

歯科疾患在宅療養管理料の注4に規定する在宅総合

医療管理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料

地域医療連携体制加算

在宅歯科医療推進加算

上記のいずれもない

無回答

77.2 21.7 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=492）
勤務している 勤務していない 無回答

75.3 22.7 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=392）
勤務している 勤務していない 無回答
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図表 15 外来診療患者者数＜歯科医師用＞ 
平均±SD（人） 

実人数 498.2±518.3 
延べ人数 882.3±1082.3 
図表 16 外来診療患者者数＜歯科衛生士用＞ 

平均±SD（人） 
実人数 545.1±564.9 
延べ人数 972.8±1190.0 

（9） 在宅（または施設）への訪問歯科診療の実施状況

回答があった歯科医療機関のうち、在宅（または施設）への訪問歯科診療を行っていると回答した機

関は、歯科医師用で 99.6%、歯科衛生士用で 99.5%であった。 
図表 17 訪問歯科診療の実施状況＜歯科医師用＞ 

図表 18 訪問歯科診療の実施状況＜歯科衛生士用＞ 

（10） 訪問歯科診療患者数（直近 1 か月のおおよその実績）

在宅（または施設）への訪問歯科診療を実施している歯科医療機関（歯科医師用 490 ヶ所、歯科衛

生士用 388 ヶ所）のうち、訪問歯科診療患者数（実人数、延べ人数）は、以下の通りであった。 
図表 19 訪問歯科診療患者者数＜歯科医師用＞ 

平均±SD（人） 
実人数 118.1±203.3 
延べ人数 261.4±472.2 

図表 20 訪問歯科診療患者者数＜歯科衛生士用＞ 
平均±SD（人） 

実人数 131.2±213.3 
延べ人数 290.0±489.9 

（11） 在宅への訪問歯科診療に関わる職種および職員数

在宅への訪問歯科診療に関わる職種および職員数は、以下の通りであった。

図表 21 職種および職員数＜歯科医師用＞ 
平均±SD（人） 

歯科医師 2.5±2.6 
歯科衛生士 3.7±3.5 
看護師 0.1±0.5 
歯科技工士 0.2±0.5 

図表 22 職種および職員数＜歯科衛生士用＞ 
平均±SD（人） 

歯科医師 2.8±3.0 
歯科衛生士 4.1±3.9 
看護師 0.1±0.5 
歯科技工士 0.2±0.5 

99.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=492）
行っている 行っていない

99.5
0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=392）
行っている 行っていない

39



（12） 認知症の人の訪問歯科診療における認知症ではない人と比較した診療にかかる時間

在宅（または施設）への訪問歯科診療を実施している歯科医療機関（歯科医師用 490 ヶ所、歯科衛

生士用 388 ヶ所）のうち、診療にかかる時間で最も多かったのは、歯科医師用は「約 1.5 倍」48.2％、

歯科衛生士用は「約 1.5 倍」47.7％であった。 
図表 23 認知症の人の歯科治療にかかる時間（診療）＜歯科医師用＞ 

図表 24 認知症の人の歯科治療にかかる時間（診療）＜歯科衛生士用＞ 

その他では、「認知症の重症度等に起因するため一様ではない」という内容が多かった。回答は以下の

通り。

＜歯科医師用＞

＜歯科衛生士用＞

0.6
17.3 48.2 23.7 5.1

1.0

2.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=490）

短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他 無回答

0.5
17.2 47.7 23.1 3.8

1.5

3.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=390）
短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他 無回答

 かなり個人差があり、診療時間にもバラつきがある為、平均時間は出せない

 その日の状態や、内容、同席する人によりさまざま

 患者により変動する

 患者次第

 簡単な処置で済ませることも、処置に著しく時間がかかることもある。

 経験なし

 個人差が大きい。徘徊のある方は短くせざるを得ないが、動作理解が出来ない方は長くなる。

 治療内容による

 状況によって短くなったり長くかかったり（不穏や体調により）だと思うので一概には言いがた

い。調子がよければ同程度であると思います。

 認知レベル、介護者の協力体制により様々であるが会話する必要がありやや長めとなる。

 認知症の人への在宅はない

 認知症の程度による。またその環境によっても大きく異なる。

 認知症の有無よりも各個人によって個人差が大きく一様には言えない

 1 人 1 人の状態が異なるので 1.2.3.4.5.6 とすべてにあてはまります。

 キーパーソンに手伝って頂く。

 ケースにもよります。

 その時の症状によって違うため、短かったり、時間がかかったりで、すべてには当てはまらない。

 その日の気分によって、かかる時間は変動します。

 該当者なし

 患者により変わる。

 患者次第

 患者様、その時の状態、状況によりことなる。いちがいには難しい。短い場合、ながい場合、それ

以上かかる場合。

 個人によって差が大きくありますので…、はじめに時間がかかっても短くなったりします。

 口の中の状態により大きくことなる。

 処置内容により千差万別だと思います。話すスピードも様々。

 人や状態によって違う。座っていられない人などは短く、動作理解に時間がかかる方や寝たきりの

方は準備に時間がかかったりすることが多いです。

 認知の重度により、家族の要望や患者の耐えうる時間によって変わります。

 認知症の程度、当日の体調にもよるので、ばらばらです。
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（13） 担当する認知症の人の訪問歯科診療での認知症が原因の困りごとの有無

在宅（または施設）への訪問歯科診療を実施している歯科医療機関（歯科医師用 490 ヶ所、歯科衛

生士用 388 ヶ所）のうち、「困っていることがある（はい）」と回答した者は、歯科医師用で 62.4%、

歯科衛生士用で 58.7%であった。 
図表 25 認知症の人の訪問歯科診療での困りごと＜歯科医師用＞ 

図表 26 認知症の人の訪問歯科診療での困りごと＜歯科衛生士用＞ 

（14） 訪問歯科診療における認知症が原因の困りごと

訪問歯科診療時に認知症が原因の困りごとが「ある」と回答した歯科医療機関（歯科医師用 306 ヶ

所、歯科衛生士用 229 ヶ所）に具体的な事例（1 歯科医療機関あたり最大 3 件を記入）を質問し、事例

を収集した（歯科医師用 592 件、歯科衛生士用 442 件）。事例の内容については、歯科医師用では、場

面は「治療」（57.6％）、対象者の認知症高齢者の日常生活自立度は「Ⅲa・Ⅲb」（33.1％）、要介護度は

「要介護 4・5」（40.2％）が最も多かった。歯科衛生士用では、場面は「歯科保健指導」（46.8％）、対

象者の認知症高齢者の日常生活自立度は「Ⅲa・Ⅲb」（29.9％）、要介護度は「要介護 4・5」（42.1％）

が最も多かった。

図表 27 認知症が原因の困りごと：場面【複数回答】＜歯科医師用＞ 

図表 28 認知症が原因の困りごと：認知症高齢者の日常生活自立度【複数回答】＜歯科医師用＞ 

62.4 36.9 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=490）
はい いいえ 無回答

58.7 39.5 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=390）
はい いいえ 無回答

15.7%
22.3%

24.7%
21.3%

57.6%
28.7%

27.2%
10.1%
10.3%
10.3%

6.9%
1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予約
訪問
問診
診断
治療

口腔保健指導
意思決定

保険証類の提示
服薬管理

支払い
その他
無回答

4.1%
25.7%

33.1%
28.5%

9.3%
2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa・Ⅲb
Ⅳ

M
無回答
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図表 29 認知症が原因の困りごと：要介護度

図表 30 認知症が原因の困りごと：場面【複数回答】＜歯科衛生士用＞ 

図表 31 認知症が原因の困りごと：認知症高齢者の日常生活自立度【複数回答】＜歯科衛生士用＞ 

図表 32 認知症が原因の困りごと：要介護度＜歯科衛生士用＞ 

具体的な事例内容は、場面および要介護度別にまとめた（P.45 参照）。 

（15） 認知症の人の歯科治療困難事例における他歯科医療機関への紹介先選定の困難の有無

回答があった歯科医療機関のうち、認知症の人の歯科治療困難事例における他歯科医療機関への紹介

先選定の際に「困ったことがある」と回答した者は、歯科医師用で 14.2%、歯科衛生士用で 8.9%であ

った。

図表 33 紹介先選定の困難の有無＜歯科医師用＞ 

6.1 23.6 29.9 40.2 3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=592）
要支援1・2 要介護1・2 要介護3 要介護4・5 無回答

17.2%
25.3%

10.6%
10.4%

45.5%
46.8%

21.7%
10.9%

9.0%
8.8%
9.7%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予約
訪問
問診
診断
治療

口腔保健指導
意思決定

保険証類の提示
服薬管理

支払い
その他
無回答

4.1%
26.9%

29.9%
28.5%

7.7%
3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa・Ⅲb
Ⅳ

M
無回答

4.1 23.8 27.4 42.1 2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=442）
要支援1・2 要介護1・2 要介護3 要介護4・5 無回答

14.2 83.3 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=492）
困ったことがある 困ったことはない 無回答
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図表 34 紹介先選定の困難の有無＜歯科衛生士用＞ 

（16） 他歯科医療機関への紹介先選定の困難な理由【複数回答】

認知症の人の歯科治療困難事例における他歯科医療機関への紹介先選定の際に「困ったことがある」

と回答した歯科医療機関（歯科医師用 70 ヶ所、歯科衛生士用 35 ヶ所）のうち、歯科医師用では「そ

の他」48.6%、歯科衛生士用では「受け入れ可能な紹介先を知らない」54.3%が最も多かった。 
図表 35 紹介先選定の困難な理由＜歯科医師用（n=70）＞ 

図表 36 紹介先選定の困難な理由＜歯科衛生士用（n=35）＞ 

その他の回答は、歯科医師用、歯科衛生士用、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.65参照）。 

（17） 他歯科医療機関への紹介先選定の困難でなかった理由（複数回答）

認知症の人の歯科治療困難事例における他歯科医療機関への紹介先選定の際に「困ったことはな

い」と回答した者（歯科医師用 410 ヶ所、歯科衛生士用 335 ヶ所）のうち、歯科医師用では、「自院

ですべて治療した」69.3%で最も多く、歯科衛生士用でも、「自院ですべて治療した」67.5%が最も

多かった。

図表 37 紹介先選定の困難でなかった理由＜歯科医師用（n=410）＞ 

図表 38 紹介先選定の困難でなかった理由＜歯科衛生士用（n=335）＞ 

8.9 85.5 5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=392）
困ったことがある 困ったことはない 無回答

44.3%
35.7%

48.6%
2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受け入れ可能な紹介先を知らない

受け入れ可能な紹介先が近くにない

その他

無回答

54.3%
25.7%

37.1%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受け入れ可能な紹介先を知らない

受け入れ可能な紹介先が近くにない

その他

無回答

69.3%
33.4%

21.0%
3.7%
3.9%
6.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院ですべて治療した
近くの高次医療機関（歯科・口腔外科）に紹介した

近くの大学病院（歯科・口腔外科）に紹介した
口腔（歯科）保健センターに紹介した

歯科医師会の在宅歯科医療連携室に問い合わせた
その他
無回答

67.5%
29.6%

22.7%
3.9%
3.0%
2.1%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院ですべて治療した
近くの高次医療機関（歯科・口腔外科）に紹介した

近くの大学病院（歯科・口腔外科）に紹介した
口腔（歯科）保健センターに紹介した

歯科医師会の在宅歯科医療連携室に問い合わせた
その他
無回答
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その他の回答は以下の通り。

＜歯科医師用＞

＜歯科衛生士用＞

（18） 歯科訪問診療における認知症が原因の困りごとへ対応しやすくなる仕組み（自由記載）

回答は、歯科医師用、歯科衛生士用、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.67 参照）。 

【その他の紹介先】

 地域医療機能推進機構の病院へ紹介した。

 知人の信頼できる歯科医院と連携した

 認知症レベルの高い人で介護抵抗の強い人は暴力等の危険リスクが高い場合は、精神科への紹介、精神治療薬の

対応で行っています。

 連携先への紹介

 嚥下の評価の際は VF をするので近くの連携病棟のある病院や ST と連携しています。

【地域との連携】

 地区歯科医師会が運営する口腔ケアセンターで、チームでアプローチした。施設の担当者や家族（キーパーソン）

によく説明し、現在の状況や歯科治療の適応できる範囲についてお互いに情報を共有するようにしている。

 訪看、ケアマネとの連携。ユマニチュード

 地域包括センターや、行政とケアマネが連携を取り、認知症対応の初期チーム介入を医師会の先生にお願いし

て、何とか自院と多職種連携で、在宅にいられる間は地域サービスだけで見守れるようにしています。ガン骨転

移があった時のみ、BP 製剤と痛骨処理の相談のため紹介しました。地区歯科医師会の在宅窓口担当をしていま

す。

【可能な範囲内で対応】

 ケアマネ、介護者と協力して

 できる範囲内でしています。

 ユマニチュードを利用した。

 可及的、応急的な治療にとどめた

 家族に協力してもらい自院で行う。

 治療は行わず、できそうなケア方法を指示

 自院で経過観察していくこと

 御家族の方と相談しながらおとし所を決めた。

 難しい治療は、医院に介助付きで通院してもらいました。

【その他】

 高次歯科治療の希望がない

 そのような症例はない。

 近隣の口腔外科に抜歯依頼したが、対応した先生が重度の認知症で口を開けるのも大変とのことで、更に高次医

療の〇〇大学病院に再紹介の抜歯依頼をした。

 退院して次に入る施設へ、訪問歯科治療に来るその担当者へ、診療情報提供書を書いて渡した。

 本人が病識を理解していないときには困ることがあります。

 Fa(Key Person)と話し中止する。

【その他の紹介先】

 連携先へ紹介

 地域医療機能推進機構の病院へ紹介した。

【可能な範囲内で対応】

 家族に協力してもらい自院で行う

 応急処置

 ユマニチュードを利用した。

【その他】

 該当者なし

 場合によっては他医院への紹介もあり
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(1
4)

訪
問

歯
科

診
療

に
お
け
る
認
知
症
が
原
因
の
困
り
ご
と

場
面

①
予

約

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


何

度
も

医
院

に
電
話
で
不
定
し
ゅ
う
訴
を
訴
え
診
察
を
要
求
す

る
。
訪
問

し
て
も

自
分

は
何

も
言
っ

て
な
い

と

言
う

た
め
、

施
設
ス
タ
ッ
フ
に
も
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。


診

療
予

約
日

を
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
一
時
間
お
き
に
電

話
を

か
け
て

く
る
。

毎
日

毎
時

間
。
ケ

ア
マ

ネ
、

ヘ
ル

パ
ー
に

相
談
し
た
。
診
療
で
認
知
症
予
備
軍
と
い
う
人
は

い
る

。


独

居
の

た
め

診
療
の
日
を
電
話
で
決
め
る
場
合
、
日
に
ち
や
曜
日

の
把
握

が
難
し

く
な

っ
て

し
ま
っ

た
こ
と

が

あ
る

。
カ
レ

ン
ダ
ー
を
見
て
も
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
も

あ
り
、
さ

ら
に

電
話

で
の

や
り

と
り
の

途
中
で

い

ら
だ

っ
て
決

め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。


予

約
の

日
時

に
来
れ
な
く
な
り
、
自
分
の
方
が
ド
タ
キ
ャ
ン

し
た
認

識
も
な

い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


よ

く
あ

る
こ

と
で
す
が
、
予
約
日
・
時
間
で
な
い
と
き
に
「
今

日
診

て
ほ
し

い
」
と

来
院
さ

れ
る
患

者
さ
ん

が

い
ま

す
。
何

度
説
明
し
て
も
改
善
さ
れ
ず
､､
。
家
族
が
予
約

の
管

理
を
し

て
い
る

わ
け

で
は

な
く
、
日
常

生
活

も
ほ

ぼ
問
題

な
さ
そ
う
に
見
え
ま
す
。
認
知
症
な
の
か
、
性
格

な
の

か
､
､｡


口

腔
ケ

ア
を

予
防
介
護
で
行
き
た
い
が
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
が
理

解
不

足
で
、
居
宅

栄
養

管
理

を
算
定

で
き
な

い

と
き

が
あ
っ

た
。


予

約
の

時
間

前
で
も
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
早
く
診
て
ほ

し
い

と
た
び

た
び

電
話

あ
り

。
な
か

な
か
電

話

が
切

れ
な
く

話
が
終
わ
ら
な
い
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


事

前
連

絡
も

し
た
が
、
予
約
を
忘
れ
訪
問
時
に
家
に
い
な
か
っ

た
。


耳

が
遠

い
う

え
、
電
話
ま
で
た
ど
り
着
く
の
が
困
難
な
こ
と

。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
難

し
い
。


予

約
の

確
認

の
電
話
が
た
び
た
び
か
か
っ
て
く
る
。


予

約
を

何
度

も
間
違
え
る
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
口
腔
内
は

不
潔

。
治
療

に
時

間
か

か
る

。


予

約
を

忘
れ

る
。
歯
ブ
ラ
シ
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
る
。


予

約
忘

れ
る

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


覚

え
て

い
な

い
、
時
間
が
か
か
る
。


事

前
予

約
し

て
い
て
、
前
日
予
約
確
認
の
電
話
を
し
て
い
て

も
当
日

忘
れ
て

い
て

入
室

で
き

な
か
っ

た
。


自

宅
の

電
話

は
出
ら
れ
な
い
た
め
、
毎
回
カ
レ
ン
ダ
ー
に
次
回

の
予

定
を
書

い
て

帰
り

ま
す

。
訪
問

す
る
と

予

定
だ

っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
お
ら
れ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
思
い

出
さ

れ
ま
す

。


伝

え
て

い
た

時
間
を
勘
違
い
し
て
､
聞
い
て
い
な
い
と
怒
ら

れ
た
こ

と
。


予

約
の

管
理

が
難
し
い
。
訪
問
診
療
で
訪
ね
て
も
、
別
日
だ

と
思
っ

て
い
た

な
ど

。


予

約
日

を
覚

え
て
い
な
く
て
外
出
し
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
の

介
入
が

日
に
よ

っ
て

違
う

。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


ご

本
人

と
予

約
が
取
れ
ず
､
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
連
絡
が
取

り
に

く
い
。


何

回
も

同
じ

こ
と
を
聞
く
こ
と
。


高

齢
の

夫
婦

二
人
暮
ら
し
。
奥
様
認
知
症
、
夫
重
度
難
聴

Fa
や

CM
を

通
じ
て

訪
問

の
予

約
を
行

う
も
頻

回

に
不

在
。


認

知
症

の
患

者
さ
ん
は
各
診
察
日
時
に
よ
り
訴
え
る
場
所
が

違
っ
た

り
す
る

こ
と

が
多

い
の

で
、
機

嫌
を

取
り

な
が

ら
の
治

療
で
あ
っ
た
り
、
ケ
ア
に
な
る
の
で
治
療
で
き
な

い
と

き
も
あ

る
。


訪

問
日

の
間

違
い
。


予

約
を

忘
れ

て
外
出
。
状
態
に
波
が
あ
り
計
画
が
立
て
に
く

い
。


予

約
時

を
忘

れ
て
し
ま
い
､
訪
問
時
に
少
し
拒
否
が
出
て
し
ま
い
、
説
得
し
て
な
ん
と
か
治
療
で
き
た
。


予

約
日

に
来

院
さ
れ
ず
、
関
係
な
い
日
に
来
る
も
、
来
院
日
の
思
い
が
本
人
の
思
い
通
り
で
な
い
と
不
安
に
な

る

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ご

本
人

と
予

約
が
取
れ
ず
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
連
絡
が
取
り
に
く
い
。


時

間
、

日
時

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
訪
問
し
て
も
留
守
だ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
た
ま
に
あ
る
。


電

話
が

つ
な

が
ら
ず
、
ア
ポ
確
定
や
変
更
が
非
常
に
難
し
い
。


予

約
日

を
忘

れ
て
し
ま
い
､
別
の
予
約
を
入
れ
て
い
た
ら
し
く
、
訪
問
し
た
と
き
は
誰
も
い
な
い
時
が
あ
っ
た
。 

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


家

族
と

患
者

と
の
連

携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
き
に
､
両
方
か
ら
確
認
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
て
、

い
つ

気
分

に
よ

り
約

束
が
な
く
な
る
か
ド
キ
ド
キ
す
る
。
実
際
に
な
く
な
る
と
支
払
い
も
拒
否
さ
れ
る
こ
と
。 


訪

問
診

療
の

日
時
を

相
談
し
て
、
決
定
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
書
き
込
ん
で
い
て
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と

が
多
々

あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
訪
問
し
て
も
予
定
の
治
療
な
ど
が
行
え
ず
、
訪
問
回
数
が
増
え
る
、
滞
在

時
間

を
増
や

さ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。


予

約
を

変
更

し
て
い
た
だ
く
電
話
を
し
た
際
に
す
ご
く
怒
っ
て
い
た
。（

暴
言
を
吐
か
れ
た
）


予

約
変

更
時

に
気
分
の
変
調
で
変
更
が
で
き
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


気

に
な

る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
一
日
に
何
回
も
電
話
を
か
け
て
く
る
。


独

居
で

予
約

の
め
ど
が
立
た
な
い
。
口
腔
ケ
ア
が
ご
本
人
の
み
で
十
分
に
行
え
な
い
。


予

約
日

を
お

伝
え
し
て
も
、
忘
れ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ご
本
人
は
今
日
が
何
月
何
日
何
曜
日
か
も

理
解

で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。
毎
週
の
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
も
、
覚
え
て
も
ら
え
る
ま
で
か
な
り
時
間

が
か

か
る
。


予

約
日

を
カ

レ
ン
ダ
ー
等
に
記
載
し
て
お
い
て
も
、
一
日
に
何
度
も
確
認
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
義
歯
の

清
掃

、
夜
間

外
し
忘
れ
が
多
く
、
張
り
紙
で
も
効
果
が
な
か
っ
た
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


老

々
介

護
の

ご
家
族
が
、
予
約
日
を
忘
れ
何
度
も
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

場
面
②

訪
問

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
取
る
の
が
難
し
い
。


家

族
か

ら
連

絡
あ
り
､訪

問
し
た
が
当
日
そ
の
家
族
は
不
在
。
本
人
や
他
の
家
族
は
い
た
が
､主

訴
が
分
か
ら
ず

明
ら

か
な
原

因
歯
な
ど
も
な
く
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
そ
の
後
の
対
応
。


患

者
の

家
に

予
約
時
間
に
行
っ
た
が
、
本
人
は
留
守
。
留
守
が

2－
3
週
間
続
い
た
が
、
家
族
か
ら
連
絡
が
あ

り
歯

科
治
療

断
念
。


玄

関
で

訪
問

時
待
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
な
か
な
か
歯
科
の
訪
問
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ず
入
室
を
拒
否
さ

れ
た

後
、
治

療
の
開
始
に
。


診

療
予

定
日

を
数
日
前
に
確
認
す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
お
宅
に
電
話
を
か
け
て
そ
の
と
き
は
了
解
を
得
て
い

る
の

だ
が
、
予

定
日
の
当
日
に
は
自
宅
に
不
在
の
時
が
何
度
も
あ
る
。
事
前
の
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

し
ま

う
。

そ
の

た
め
、
当
日
の
出
発
前
に
も
再
び

2
回
目
の
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。


訪

問
器

具
を

持
っ
て
坂
道
を
上
が
る
の
が
大
変
な
こ
と
。
治
療
中
拒
否
が
あ
り
、
治
療
が
中
断
す
る
こ
と
が
た

び
た

び
あ
る

。


訪

問
時

家
に

い
な
い
、
留
守
。
気
分
に
ム
ラ
が
あ
る
。
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
約

束
の

時
間

に
い
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


外

出
し

て
い

て
留
守
だ
っ
た
。


当

日
、

口
腔

ケ
ア
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
「
聞
い
て
い
な
い

、
や

り
た

く
な
い

」
と

怒
り

だ
し
、

診
療

を
行

う
こ

と
が
で

き
な
か
っ
た
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ア

ポ
イ

ン
ト

の
す
っ
ぽ
か
し
。


ご

夫
婦

で
住

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
に
訪
問
す
る
際
、
旦
那

様
の
体

調
不
良
（
発

熱
）
が
判

明
。
お

二
人
と

も

同
程

度
の
認

知
症
で
い
つ
か
ら
熱
発
し
て
い
た
か
、
ほ
か
に

症
状

が
な
い

か
な
ど

詳
し

い
こ

と
が
全

く
分
か

ら

な
か

っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
可
能
性
の
有
無

も
わ

か
ら
ず

、
対

応
が

難
し

か
っ
た

。


一

人
暮

ら
し

、
家
に
い
な
い
と
き
あ
り
。
歯
磨
き
・
義
歯
清

掃
し
な

い
、
で

き
な

い
。


急

に
動

く
､
口
を

閉
じ
る
。


歯

科
受

診
自

体
を
頼
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ
、
診
察
に
入
れ
な

い
こ
と

が
多
い

。
拒

否
が

強
く

施
術
で

き
な
い

。 


自
宅

の
鍵
が

開
け
ら
れ
ず
入
室
で
き
な
か
っ
た
。


室

内
か

ら
オ

ー
ト
ロ
ッ
ク
が
開
け
ら
れ
ず
、
事
業
所
に
鍵
を

開
け
て

も
ら
う

。


独

居
で

鍵
を

開
け
て
（
ご
家
族
か
ら
あ
ら
か
じ
め
確
認
）
訪

問
す

る
も
、
寝
て
い

て
治

療
を

開
始
す

る
ま
で

の

準
備

に
時
間

を
要
し
た
。


訪

問
し

て
も

家
に
い
な
い
。
予
約
を
忘
れ
る
。


訪

問
す

る
こ

と
を
覚
え
て
お
ら
ず
､
入
室
さ
せ
て
も
ら
え
ず

。


訪

問
日

が
記

憶
で
き
な
い
た
め
、
毎
回
訪
問
前
に
在
宅
し
て

い
る
か

確
認
す

る
必

要
が

あ
る

。


予

約
し

て
帰

る
が
、
次
回
訪
問
日
に
鍵
が
開
い
て
い
な
く
て
ケ

ア
マ

ネ
ジ
ャ

ー
に

連
絡

し
て

鍵
を
開

け
て
も

ら

っ
た

。
本
人

は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
聞
こ
え
な
い
自
室
で
や
す
ん

で
い

た
。


予

約
を

忘
れ

て
い
る
。
保
険
証
の
保
管
場
所
を
忘
れ
て
い
る

た
め
確

認
で
き

な
い

。


予

約
時

間
を

忘
れ
て
外
出
し
て
留
守
だ
っ
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


そ

の
日

よ
り

、
口
腔
ケ
ア
を
拒
否
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。


以

前
通

院
し

て
い
た
歯
科
の
印
象
が
強
く
、
介
入
さ
せ
て
も
ら

え
な

い
と
き

が
あ

る
。


意

思
疎

通
が

図
れ
な
い
。


義

歯
を

隠
し

て
し
ま
う
。


玄

関
先

で
別

の
用
事
が
あ
る
と
ド
タ
キ
ャ
ン
す
る
の
。


口

腔
ケ

ア
の

予
約
時
間
に
訪
問
し
た
が
、
出
か
け
て
い
て
留
守

だ
っ

た
こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。


口

腔
ケ

ア
終

了
後
に
も
話
が
長
く
､
滞
在
時
間
が
か
な
り
長
く

な
る

。
話

し
相
手

を
必

要
と

し
て
い

る
場

合
、

素
っ

気
な
い

態
度
も
な
か
な
か
取
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。


治

療
・
口

腔
ケ

ア
を
拒
否
す
る
。
→
診
察
し
て
く
れ
な
い
と
ク
レ

ー
ム

。
→

往
診
に

行
く

。
→
ま

た
拒
否

す
る
。


自

宅
の

鍵
が

開
け
ら
れ
な
い
の
で
入
室
で
き
な
か
っ
た
。


週

に
一

度
の

訪
問
を
い
つ
も
忘
れ
ら
れ
、
訪
問
時
に
は
い
つ

も
自
己

紹
介
と

口
腔

ケ
ア

の
説

明
を
行

い
、
口

腔

ケ
ア

を
行
わ

せ
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。
訪
問
時
に
不
在
の
時

も
あ
り

ま
し
た

。


新

義
歯

作
製

希
望
で
訪
問
し
た
ら
、
作
り
た
く
な
い
と
拒
否
。


洗

面
所

の
誘

導
時
別
室
に
こ
も
り
出
て
こ
な
い
、
あ
る
い
は

出
て

こ
ら
れ

る
ま
で

に
時

間
の

か
か
る

こ
と
が

あ

る
。


痛

み
が

あ
る

と
き
は
何
度
も
電
話
が
入
る
が
、
痛
み
が
治
ま

る
と

歯
科
訪

問
を
依

頼
し

て
い

る
こ
と

を
忘
れ

外

出
し

て
不
在

。


認

知
症

が
進

行
し
､
訪
問
日
時
を
書
い
て
渡
し
て
い
て
も
い
つ

の
訪

問
な

の
か
分

か
ら

ず
、

何
回
も

電
話

を
し

て
こ

ら
れ
る

方
や
、
訪
問
日
を
忘
れ
て
外
出
さ
れ
て
い
て
､
訪
問

が
キ
ャ

ン
セ
ル

に
な

り
困

る
こ
と

が
あ
っ

た
。 


訪

問
す

る
こ

と
を
覚
え
て
お
ら
ず
､
入
室
さ
せ
て
も
ら
え
ず

。


訪

問
す

る
前

に
電
話
連
絡
を
入
れ
る
が
、
実
際
に
到
着
し
た
と
き
に
出
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
鳴

ら
し
て
も
出
て
こ
な
い
と
き
が
あ
る
。
保
険
証
が
分
か
ら
ず
､
提
示
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る

。


訪

問
時

に
次

回
の
予
約
を
伝
え
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
丸
を
付
け
て
も
忘
れ
て
し
ま
い
､
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ

と
が

た
ま
に

あ
る
。


訪

問
診

療
当

日
、
医
院
出
発
前
に
確
認
の
た
め
お
電
話
し
た
と
こ
ろ
､
予
約
を
確
認
に
し
て
お
い
た
に
も
か
か

わ
ら

ず
、
ご

本
人
不
在
で
キ
ャ
ン
セ
ル
と
出
発
前
に
言
わ
れ
た
こ
と
。


訪

問
日

を
忘

れ
ら
れ
診
療
で
き
な
い
。
事
前
に
連
絡
し
て
い
て
も
、
鍵
が
か
か
り
入
室
で
き
な
い
､
電
話
も
取

ら
れ

な
い
。


本

人
に

理
解

で
き
る
よ
う
説
明
し
て
あ
げ
て
も
､
被
害
妄
想
で
自
分
は
狙
わ
れ
て
い
る
等
の
こ
と
を
訴
え
る
。


毎

週
同

じ
曜

日
の
同
じ
く
ら
い
の
時
間
帯
に
治
療
し
て
い
る
の
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
嫌
が
ら
ず
に
治
療

し
て

く
れ
ま

す
が
、
一
か
ら
説
明
し
て
治
療
す
る
。


予

約
の

日
を

覚
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
訪
問
時
に
「
急
に
来
ら
れ
て
も
困
る
」
な
ど
の
受
け
入
れ
拒
否
が
あ
る
。


予

約
時

間
に

行
っ
て
も
そ
こ
か
ら
ト
イ
レ
に
行
か
れ
た
り
、
開
始
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
ブ
ラ
シ
ン
グ
指
導

し
上

手
に
そ

の
と
き
は
で
き
る
が
、
次
行
っ
た
と
き
は
忘
れ
て
お
ら
れ
磨
け
て
な
い
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


指

導
し

て
も

理
解
し
て
い
る
の
か
不
明
。
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。


治

療
の

内
容

が
分
か
ら
な
い
場
合
。


診

療
予

約
時

間
に
寝
て
い
る
。
む
せ
が
あ
る
。


怒

り
っ

ぽ
く

な
り
、
意
思
の
疎
通
困
難
。


訪

問
す

る
直

前
に
電
話
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
覚
え
て
い
ら
れ
ず
飲
酒
し
て
し
ま
う
。


毎

回
同

じ
内

容
の
質
問
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
お
答
え
し
て
時
間
を
十
分
に
取
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た

、
娘
さ

ん
に
時
々
訪
問
前
後
で
機
嫌
が
悪
い
と
き
が
あ
っ
て
心
配
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。


予

約
日

時
を

忘
れ
る
。
治
療
費
の
説
明
等
に
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
治
療
に
入
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


そ

の
日

そ
の

日
で
本
人
の
状
態
が
変
わ
り
、
認
知
症
症
状
が
強
く
出
て
い
る
と
き
は
い
す
に
座
る
ま
で
も
時
間

が
か

か
り

、
う

が
い

等
も
そ
の
行
為
が
分
か
ら
ず
困
る
こ
と
も
多
い
。
何
を
す
る
に
も
､
時
に
は
い
つ
も
の
倍

く
ら

い
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。


家

族
（
息

子
さ
ま
）
立
ち
会
い
で
の
治
療
は
拒
否
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
が
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
の

立
ち

会
い
で

は
抵
抗

さ
れ
治
療
で
き
な
い
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。


口

腔
ケ

ア
の

拒
否
。
口
を
開
け
て
い
た
だ
け
な
い
。


口

腔
ケ

ア
後

う
が
い

の
指
示
が
通
ら
ず
、
う
が
い
の
水
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。


口

腔
ケ

ア
時

に
手
を

触
る
な
ど
セ
ク
ハ
ラ
行
為
が
あ
っ
た
。


歯

科
往

診
の

予
定
を

覚
え
て
お
ら
れ
ず
「
い
き
な
り
来
ら
れ
て
も
困
る
」
「
来
る
な
ん
て
聞
い
て
な
い
」
と
拒

否
が

強
い
方

も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
度
に
説
得
し
た
り
、
な
だ
め
た
り
、
帰
院
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま

す
。
ご

家
族

様
が
協
力
し
て
下
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
人
様
の
意
志
が
強
い
と
難
し
い
で
す
。
カ

レ
ン

ダ
ー
に

記
入
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
良
い
方
法
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。


耳

も
遠

く
、

筆
談
で

も
意
思
疎
通
が
難
し
く
時
間
が
か
か
る
。


診

療
の

途
中

で
ト
イ

レ
に
行
っ
た
ら
、
治
療
中
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
別
の
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
始
め
た
。


体

調
、
気

分
に
ム

ラ
が
あ
る
の
で
、
ケ
ア
に
入
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
本
人
さ
ま
が
ケ
ア
を
行
え
な
い
の

で
、

家
族
へ

の
説
明
が
必
要
。
家
族
へ
の
指
導
を
行
う
の
に
時
間
が
か
か
る
。


訪

問
す

る
直

前
に
電

話
し
た
の
に
留
守
だ
っ
た
。
短
期
記
憶
喪
失
に
。


訪

問
時

居
宅

で
独
居

の
方
の
と
き
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
入
室
で
き
な
い
。
③
の
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が
認
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知
の

方
の
場

合
は
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。


予

約
を

忘
れ

て
し
ま
い
､
す
で
に
お
酒
を
飲
ま
れ
て
い
た
こ

と
。


予

約
時

を
忘

れ
て
し
ま
い
､
訪
問
時
に
少
し
拒
否
が
出
て
し

ま
い
、

説
得
し

た
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


な

か
な

か
理

想
的
な
治
療
が
で
き
な
い
。


意

思
疎

通
が

で
き
な
い
。
う
が
い
で
き
な
い
。
口
腔
内
の
不

潔
を
改

善
で
き

な
か

っ
た

。


意

思
疎

通
が

全
く
で
き
な
い
。
閉
反
射
、
脱
感
作
な
ど
で
対

応
。


加

療
の

必
要

性
を
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。


開

口
保

持
を

要
す
る
。


義

歯
印

象
採

得
に
注
意
を
払
う
。


体

動
し

、
協

力
が
得
ら
れ
な
い
。


独

居
の

た
め

、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
開
け
て
も
ら

う
の

だ
が
、
オ
ー

ト
ロ

ッ
ク

解
除
が

わ
か
ら

な

く
な

り
、
入

室
ま
で
複
数
回
呼
び
鈴
と
問
答
を
く
り
返
す
（
毎

回
）
。


訪

問
時

ご
家

族
付
き
添
い
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。


訪

問
予

約
時

は
ど
う
も
な
い
の
に
、
い
っ
た
時
に
入
院
し
ま

し
た
と

言
わ
れ

る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


「

依
頼

し
た

こ
と
は
な
い
」
と
介
入
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
（
治

療
が
継

続
中
に

お
い

て
も

）


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
で
あ
る
妻
が
認
知
症
状
が
ひ
ど
く
な
り
、
訪
問
す

る
と
鍵

が
か
か

っ
て

い
て

家
の
中

に
は
入

れ

な
か

っ
た
り

、
訪
問
日
時
の
予
約
を
忘
れ
て
い
た
り
、
老
々
介

護
宅

へ
の
訪

問
は

難
し

い
と

感
じ
た

。


グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム
へ
の
口
腔
ケ
ア
で
の
訪
問
時
、
認
知
症
の
進
行

で
不
穏

の
時
期

の
患

者
さ

ん
が
大

声
を
出

し

た
り

、
殴
る

仕
草
を
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の

後
に
対

応
す
る

ス
タ

ッ
フ

さ
ん

の
負
担

に
な
ら

な

い
よ

う
、
不
穏

時
は
で
き
る
範
囲
で
の
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
何

も
で
き

な
い
こ
と

も
あ

り
ま

し
た

。
月

2
回

の

訪
問

で
し
た

の
で
、
そ
の
間
の
口
腔
管
理
、
不
穏
時
の
対
応

。


意

思
疎

通
が

困
難
で
口
を
開
け
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い

。
名

前
に
反

応
し
返

事
す

る
だ

け
で
治

療
が
進

ま

な
い

。
半
分

寝
て
い
る
状
態
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
で
き
な
い

。


異

常
行

動
が

あ
る
。


患

者
さ

ま
宅

に
訪
問
し
て
も
､
何
度
も
回
数
を
重
ね
な
い
と

患
者

さ
ん
に

受
け
入

れ
て

も
ら

え
な
い

。
口

腔
清

掃
を

し
た
く

て
も
、
そ
こ
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
時

間
が

必
要
と

な
る

こ
と

。


気

分
に

ム
ラ

が
あ
り
、
い
や
な
と
き
に
は
開
口
せ
ず
、
両
手

を
挙
げ

て
拒
否

も
見

ら
れ

る
こ

と
。


居

宅
で

お
伺

い
し
た
と
き
暴
言
を
吐
か
れ
た
り
、
口
腔
ケ
ア

を
す

る
と
き

に
は
強

く
抵

抗
さ

れ
て
､
手

を
上

げ

ら
れ

る
こ
と

も
あ
る
。


拒

否
が

強
く

口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
時
に
暴
力
あ
り
。


口

腔
ケ

ア
の

拒
否
。
口
を
開
け
な
い
､手

で
払
い
の
け
る
、
「

帰
れ

」
「
何

で
来
た

」
と

言
う

。
力
ず

く
で

ケ
ア

の
手

を
押
さ

え
て
拒
否
し
て
こ
よ
う
と
す
る
。


施

設
な

ど
で

利
用

者
さ
ま

が
い
す

に
座
っ

た
と

き
の

体
勢

が
悪

い
た

め
、

口
腔

ケ
ア

を
す

る
側

と
し

て
も

高

さ
、

角
度
で

困
難
な
と
き
が
あ
る
。


治

療
内

容
を

説
明
し
、
理
解
を
さ
れ
た
上
で
進
め
よ
う
と
し
た

と
こ

ろ
、
「

な
ん

で
？

」
と

理
解
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が
分

か
り
、
治
療
の
妨
げ
の
な
っ
て
い
る
方
が
居
る

。


質

問
な

ど
を

し
た
と
き
に
、
理
解
さ
れ
な
い
と
き
に
。


診

療
時

に
機

嫌
が
悪
い
と
「
あ
ん
た
水
か
け
る
よ
」
と
言
っ
て
う

が
い
の

水
を
か

け
よ

う
と

す
る
（

本
当

に
か

け
ら

れ
た
こ

と
も
あ
り
）
。


怒

り
っ

ぽ
く

、
気
に
入
ら
な
い
と
グ
ー
パ
ン
チ
が
出
る
。


訪

問
し

た
が

本
人
拒
否
が
強
く
、
実
施
で
き
な
い
時
が
あ
る

。


訪

問
時

ご
家

族
が
同
席
し
て
な
け
れ
ば
ケ
ア
を
含
め
で
き
な

い
。


訪

問
予

定
で

行
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
入
院
な
ど
を
知
る
こ

と
に
な

る
。


予

約
を

忘
れ

て
い
た
よ
う
で
、
外
出
し
て
い
た
。


要

介
護

5
の

本
人
と
知
的
障
害
者
の

40
代
の
息
子
の
二
人
暮
ら
し
。
部
屋
も
治
療
で
き
る
環
境
で
は
な
く

（
汚

物
で
汚

れ
て
い

る
な
ど
）、

玄
関
先
で
ポ
ー
タ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
い
義
歯
の
調
整
を
し
た
な
ど
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


居

宅
訪

問
の

場
合
、
独
居
の
方
の
鍵
の
有
無
等
入
室
で
き
な
い
。
現
在
訪
問
す
る
患
者
の
方
が
認
知
症
の
方
が

多
い

の
で
、

③
の
項
目
に
は
ほ
と
ん
ど
チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
ま
す
。


歯

科
衛

生
士

で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
→
ケ
ア
を
行
お
う
と
し
て
も
歯
磨
き
（
口
を
開
け
る
）
こ
と
が
分

か
ら

な
い
。
→

理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
、
ま
た
分
か
ら
な
く
な
る
。


入

院
中

の
患

者
。
担
当
医
及
び
看
護
師
か
ら
の
依
頼
で
口
腔
内
治
療
の
目
的
で
訪
問
。
本
人
は
「
俺
は
知
ら
な

い
呼

ん
で
な

い
」
と
の
こ
と
で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
。


入

室
時

、
誰

だ
か
分
か
ら
ず
怒
る
。
→
会
話
を
す
る
も
な
か
な
か
ケ
ア
ま
で
進
ま
な
い
。
→
首
を
振
る
、
手
が

出
る

な
ど
難

し
い
。

場
面
③

問
診

・
医

療
面

接

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


初

診
時

に
問

診
が
正
確
に
と
れ
な
い
（
現
病
歴
、
服
薬
情
報
な
ど
）

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


何

度
も

同
じ

こ
と
を
話
す
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


問

診
し

よ
う

と
し
て
も
自
分
の
部
屋
で
な
い
こ
と
に
戸
惑
う
の
か
、
ス
テ
ッ
キ
や
体
を
支
え
る
棒
で
殴
り
か
か

っ
て

く
る
。


問

診
に

対
す

る
要
領
が
得
ら
れ
ず
､
正
確
な
診
断
に
支
障
を
来
す
。


嚥

下
、

ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
際
指
示
が
通
ら
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


痛

み
や

気
に

な
る
こ
と
を
ご
本
人
が
言
わ
な
い
こ
と
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


義

歯
を

装
着

し
て
い
る
が
、
ご
自
身
で
取
り
外
し
が
で
き
る
の
か
？
そ
れ
を
清
掃
さ
れ
て
い
る
の
か
聞
き
取
り

が
で

き
な
い

。
家
族
の
方
や
施
設
の
方
が
入
所
者
様
の
口
腔
内
に
興
味
が
な
い
。


口

腔
内

の
状

態
が
ご
自
身
で
説
明
で
き
な
い
。
あ
き
ら
か
に
虫
歯
だ
っ
た
り
、
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る
が
、
痛
み

が
あ

る
の
か

な
い
の
か
確
認
で
き
な
い
。


指

示
が

入
ら

な
い
。
治
療
の
目
的
を
理
解
で
き
な
い
。


施

設
の

た
め

医
療
記

録
を
頼
り
に
、
介
護
士
の
指
摘
を
元
に
問
い
合
せ
、
処
置
。
本
人
の
認
知
不
可
の
た
め
、

家
族

の
理
解

待
ち
と

な
り
中
止
も
あ
る
。


他

人
に

は
非

常
に
丁

寧
で
妻
に
は
高
圧
的
な
性
格
の
た
め
、
本
人
の
訴
え
と
妻
の
訴
え
が
、
情
報
を
両
方
別
々

に
聴

取
し
て

事
実
を

把
握
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、
指
導
内
容
を
遂
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
と

妻
に
あ

た
り
が

行
く
の
で
、
歯
科
衛
生
士
の
衛
生
指
導
を
増
や
し
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
に
協
力
も
ら
い
行
お

う
と

し
て
も

負
担
金

が
上
が
る
か
ら
困
る
と
言
わ
れ
る
。
妻
は
精
神
的
に
不
調
な
こ
と
が
増
え
て
く
る
。
そ
れ

以
外

の
家

族
は

音
信
不
通
。
年
金
だ
け
で
お
金
が
払
え
な
い
と
言
わ
れ
る
と
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
。 


痛

い
と

こ
ろ

が
い
つ

も
異
な
る
。


動

作
が

緩
慢

で
指
示

が
通
り
に
く
く
、
状
況
の
確
認
や
治
療
ま
で
の
準
備
に
数
倍
の
労
力
を
要
す
る
。


本

人
に

対
し

て
説
明

し
て
も
理
解
で
き
な
い
の
で
、
家
族
に
対
し
て
同
じ
内
容
を
説
明
す
る
た
め
時
間
が
か
か

る
。
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
話

が
か

み
合

わ
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


家

族
と

の
折

り
合
い
が
悪
く
、
治
療
の
継
続
が
で
き
な
か
っ
た

。


治

療
方

針
が

伝
わ
ら
な
い
。


問

診
時

ご
家

族
側
の
主
訴
と
ご
本
人
の
主
訴
が
違
っ
て
い
る

こ
と
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


意

思
疎

通
困

難
な
た
め
、
治
療
を
ど
こ
ま
で
行
う
か
。
ま
た
、
抜

歯
な
ど

耐
え
ら
れ

る
の

か
の

判
断
が

難
し
い

。


患

者
の

訴
え

を
聞
き
取
り
し
て
い
る
際
、
同
居
の
夫
か
ら
「
妻
は

ぼ
け
て

い
て
お

か
し

い
こ

と
を
言

う
か
ら

関

わ
ら

な
い
で

く
れ
」
と
激
怒
さ
れ
介
入
で
き
ず
。


視

診
・

触
診

に
異
常
が
な
い
主
訴
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。


治

療
の

希
望

の
有
無
の
決
定
に
悩
む
。


治

療
の

説
明

を
理
解
で
き
ず
、
浸
潤
麻
酔
に
て
刺
針
後
に
拒
否

状
態

に
な
り

、
続

行
で

き
ず

。


自

分
の

症
状

を
説
明
で
き
な
い
。
聞
い
て
も
要
領
を
得
な
い

こ
と
が

多
い
。
特
に

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ
は

ほ
ぼ
不

可

能
で

、
義

歯
の
着
脱
も
困
難
で
装
着
し
た
ま
ま
の
こ
と
が
多

い
。
意

思
決

定
は
家

族
が

い
れ

ば
聞
け

る
が
、
そ

う
で

な
い
と

困
難
で
あ
る
。
保
険
証
も
古
い
も
の
が
多
く
、
新

し
く

ど
こ
に

来
た

の
か

が
わ

か
ら
な

い
こ
と

が

多
い

。


主

訴
を

確
認

す
る
際
に
、
痛
み
の
あ
る
部
位
に
つ
い
て
は
っ
き

り
と

確
認
で

き
な

い
。
ま

た
、
義
歯

調
整

が
必

要
と

な
り
、

口
腔
内
を
診
た
り
、
義
歯
を
着
脱
す
る
際
に
、

拒
否
が

強
く
手

が
出

て
き

た
た

め
。


十

分
な

症
状

の
把
握
を
す
る
の
が
難
し
い
。


特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
居
中
の
患
者
様
。
動
揺
歯
抜
歯

と
新
義

歯
作
製

が
必

要
で

あ
っ

た
が
、
ご

本
人

の

希
望

が
は
っ

き
り
せ
ず
、
ご
家
族
に
連
絡
す
る
も
コ
ロ
ナ
渦
で

状
態

を
確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ず
、
介

入
ま

で

に
時

間
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。


本

人
は

も
ち

ろ
ん
家
族
も
困
っ
て
い
る
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な

い
。


問

い
か

け
の

理
解
が
で
き
て
い
る
の
か
判
別
が
つ
か
な
い
。
症

状
等

の
表
現

が
で

き
な

い
。
そ

の
た

め
問
診

で

き
な

い
。

介
助

者
へ
の
聞
き
取
り
、
現
在
の
症
状
か
ら
類
推

せ
ざ

る
を
得

な
い
。

処
置

を
行

う
に
当

た
っ

て
、

姿
勢

保
持

、
開

口
等
の
協
力
は
得
ら
れ
な
い
。
日
常
の
口
腔

ケ
ア

が
困
難

な
た
め

､
介

助
者
の

ケ
ア

後
で
あ

っ

て
も

す
ぐ

に
は

処
置
を
開
始
で
き
る
状
態
で
は
な
く
､
処
置

開
始
ま

で
に

準
備
時

間
が

必
要

。
安
全

に
処

置
を

行
う

た
め
に

介
助
者
の
協
力
は
不
可
欠
。


話

が
な

か
な

か
通
じ
な
い
。
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


重

度
の

認
知

症
の
お
母
様
を
介
護
さ
れ
て
い
る
娘
さ
ん
か
ら
、

入
れ

歯
が

合
わ
な

い
の

で
食

べ
て
く

れ
な

い
､

と
の

依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
義
歯
使
用
能
力
が
あ
る
か
も
含
め
､
義

歯
作

成
で
き

る
か

ど
う

か
を

D
r
と

D
H

が
と

も
に

関
わ

り
ス
タ
ー
ト
を
し
、
義
歯
さ
え
作
れ
ば
食
べ

ら
れ

る
と
思

わ
れ
て

い
た

娘
さ

ん
に
も

､
口
腔

機

能
や

認
知
症

の
こ
と
な
ど
説
明
し
、
義
歯
の
役
割
を
理
解
し

て
も
ら

え
る
よ

う
に

努
め

ま
し

た
。


暴

言
、

拒
否

が
あ
る
。
開
口
維
持
困
難
。

場
面

④
診

断
・

ア
セ

ス
メ
ン
ト

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ぱ

っ
と

見
は

問
題
な
い
が
、
言
う
こ
と
が
毎
回
違
う
の
で
対
応

に
苦

慮
し
た

。


認

知
症

の
上

難
聴
も
併
発
し
て
い
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
全

く
と
れ

ず
、
治

療
の

説
明
や

方
針
を

決
め

る
際

に
非
常

に
困
る
し
､
時
間
が
か
か
る
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


時

々
口

の
中

を
痛
が
る
そ
ぶ
り
が
あ
る
が
､
本
人
の
訴
え
な
し

。
原

因
部

位
の
特

定
が

難
し

い
。
考

え
ら

れ
る

部
位

の
す
べ

て
を
治

療
し
た
。


短

期
記

憶
も

あ
い
ま
い
で
、
痛
い
と
こ
ろ
を
診
療
時
に
し
っ
か
り
話
せ
ず
、
診
断
に
苦
慮
し
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


入

れ
歯

に
よ

る
傷
は
な
い
が
、
歯
科
医
師
へ
の
依
存
が
強
く
、
必
ず
診
て
ほ
し
い
と
の
訴
え
が
強
か
っ
た
。
痛

み
の

部
位
も

コ
ロ
コ
ロ
変
わ
っ
て
い
た
。


嚥

下
、

ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
際
指
示
が
通
ら
な
い
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


ご

家
族

は
治

療
を
希
望
し
て
い
る
が
､本

人
は
拒
否
あ
り
の
た
め
､
治
療
方
針
が
難
し
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


認

知
症

独
居

の
場
合

、
治
療
計
画
を
立
て
る
の
が
困
難
。
薬
情
報
な
ど
医
療
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

内
科

、
ケ
ア

マ
ネ
な
ど
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
。


暴

言
や

被
害

妄
想
が

あ
り
、
泥
棒
と
思
わ
れ
て
対
応
に
困
っ
た
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


左

上
2
根

尖
部
腫

脹
。
デ
ン
タ
ル
撮
影
を
し
た
か
っ
た
が
開
口
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が

で
き

な
く
て

。


歯

が
痛

い
入

れ
歯
が
痛
い
等
訴
え
る
が
、
そ
の
詳
細
が
判
断
し
に
く
い
。
こ
ち
ら
か
ら
の
話
、
説
明
等
を
正
確

に
聞

け
た
り

、
受
け
入
れ
た
り
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
な
ど
。


傷

な
ど

が
あ

っ
て
も
何
が
原
因
な
の
か
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
人
も
気
づ
い
て
い
な
い
た
め
指
導
が

困
難

で
あ
る

。


症

状
の

自
覚

が
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
に
診
断
。


前

歯
部

、
前

装
冠
脱
離
し
て
い
た
が
､元

々
歯
ぎ
し
り
噛
み
込
み
が
強
く
、
再
セ
ッ
ト
は
誤
嚥
リ
ス
ク
も
あ
り

迷
う

と
こ
ろ

に
、
家
族
の
意
志
が
強
く
診
断
や
治
療
方
針
に
影
響
を
与
え
て
く
る
こ
と
。


認

知
症

の
重

度
化
に
よ
り
症
状
を
正
確
に
訴
え
ら
れ
な
い
た
め
、
重
症
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。


付

添
い

の
家

族
が
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
で
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
違
い
が
激
し
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


拒

否
が

強
く

、
口
を
開
け
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。


治

療
計

画
を

立
て
家
族
の
許
可
を
取
っ
た
後
、
実
際
治
療
を
行
い
ま
す
が
､
治
療
の
際
施
設
の
方
の
立
ち
会
い

が
な

い
と
､
患
者

さ
ん
が
痛
い
､
痛
く
な
い
す
ら
聞
き
取
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。


症

状
の

自
覚

が
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
に
診
断
。


痛

み
等

は
っ

き
り
し
な
い
。
食
事
状
況
の
把
握
が
で
き
な
い
。

場
面
⑤

治
療

・
歯

科
予

防
処
置

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


会

話
に

な
ら

な
い
。

義
歯
作
成
の
印
象
時
、
舌
を
上
に
上
げ
る
よ
う
に
指
示
す
る
と
前
に
出
て
し
ま
う
。（

ほ

と
ん

ど
の
高

齢
者
が
同
様
）
こ
れ
を
や
ら
れ
る
と
維
持
力
不
良
の

FD
と
な
っ
て
し
ま
う
。

 


義
歯

の
洗
浄

、
歯

磨
き
等
実
施
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
治
療
方
針
の
説
明
の
理
解
が
で
き
な
い
た
め
、
治
療

開
始

ま
で
時

間
が
か
か
る
等
。


義

歯
調

整
の

時
に
状
態
確
認
が
難
し
い
。


治

療
の

状
況

を
説
明
し
て
も
十
分
に
理
解
で
き
な
い
。


疾

患
歯

の
部

位
が
変

わ
る
。


新

義
歯

と
旧

義
歯
を

間
違
え
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


日

常
生

活
に

は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
独
居
の
た
め
在
宅
を
希
望
さ
れ
、
外
来
の
よ
う
に
は
な
か
な
か
進
ま
な
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い
こ

と
に
対

す
る
時
間
と
治
療
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
と
こ

ろ
で

す
。


夫

婦
の

関
係

性
に
も
よ
る
が
、
療
養
者
が
ご
主
人
の
場
合
奥
様

に
ケ

ア
さ
れ

る
こ

と
に

抵
抗

を
持
た

れ
る
方

も

多
い

。
な
の

で
、
義
歯
を
装
着
し
た
ま
ま
、
ま
た
外
し
た
ら

外
し
っ

ぱ
な
し

と
い

う
ケ

ー
ス

も
多
い

。
も
と

も

と
の

性
格
も

あ
る
が
、
認
知
症
進
行
に
よ
り
怒
り
っ
ぽ
く
な
ら

れ
た

場
合
、
痛
み

が
あ

っ
て

も
我
慢

さ
れ
、
褥

瘡
が

で
き
て

い
て
も
怒
っ
て
触
ら
せ
て
く
れ
な
い
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


60

代
女

性
で
若

年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
方
。
介
護
の
ご
主
人
が

い
つ
も

連
れ

て
定

期
的

に
PM

CT
で

来
院

さ
れ

て
い
る

。
以
前
症
状
の
初
期
の
頃
に
ご
主
人
の

PM
CT

中
に

待
合

室
で
待

っ
て

い
た

が
、
突

然
外
に

出

て
し

ま
い
、
待

っ
て
い
た
患
者
が
知
ら
せ
て
く
れ
て
追
い
か

け
て
連

れ
戻
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
。
現

在
も
通

院

し
て

い
る
が

、
治
療
中
に
突
然
立
ち
上
が
り
待
合
室
に
行
こ

う
と
す

る
こ
と

が
時

々
あ

る
。


い

く
ら

説
明

し
て
も
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
顔
を
そ
む
け

る
。


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
は

入
れ

歯
を

作
っ

て
ほ
し

い
。

と
に

か
く

入
れ

歯
を

作
る

に
も

ド
ク

タ
ー

の
言

う
指

示
に

対

し
、
患

者
は
口

の
開
閉
も
十
分
に
で
き
な
い
中
で
治
療
を
進
め

ざ
る

を
得
ず

、
入

れ
歯

を
作

っ
て
も

入
れ
な

い
。

ど
こ

が
痛
い

か
、
不
満
な
の
か
も
不
明
。
支
払
い
も
渋
ら
れ

た
。


ご

本
人

は
義

歯
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
家
族

は
是

非
と
も

使
用

さ
せ

た
が

っ
て
お

り
、
義

歯

を
新

製
す
れ

ば
食
事
も
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い

る
。
家

族
に

説
明

を
繰

り
返
し

て
も
、
現

実
を

直
視
で

き
な
い
。


意

思
疎

通
困

難
な
た
め
、
開
口
協
力
そ
の
他
様
々
な
従
命
が

不
可

。
処
置

は
限
ら

れ
た

こ
と

し
か
で

き
な

い
。

な
ん

と
か
補

綴
し
て
咬
合
回
復
し
て
も
、
義
歯
外
し
て
し
ま
う
、
紛
失

し
て
し
ま

う
な

ど
、、

、
結

局
義
歯

は
は

め
ら

れ
ず
、
形

あ
る
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
。
ペ
ー
ス
ト
・
刻

み
食

は
栄
養

低
い

の
で

、
全

身
状
態

悪
く
な

り

入
院

と
な
っ

て
い
く
の
で
。


何

度
も

入
れ

歯
を
紛
失
さ
れ
､そ

の
た
び
に
作
っ
て
ほ
し
い

と
言
わ

れ
る
。
独
居

で
家

族
の

サ
ポ
ー

ト
乏
し

く
、

管
理

が
必
要

な
こ
と
を
何
度
か
説
明
し
て
も
、
家
族
は
返
答
あ

い
ま

い
。
本

人
は

ほ
し

い
と

い
う
の

で
。


家

族
も

一
応

自
立
し
て
い
る
の
で
口
腔
内
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と

は
な
い

が
､自

ら
歯

磨
き

を
す
る

こ
と

は
で

き
ず

虫
歯
だ

ら
け
と
い
う
人
が
多
数
い
る
。
認
知
で
ぎ
り
ぎ

り
自
立

で
自
分

の
こ

と
を

す
る

人
に
多

い
。
全

部

治
療

が
終
了

す
る
頃
に
最
初
に
治
療
し
た
と
こ
ろ
が
ま
た
虫
歯

に
な

り
、
つ

い
に

は
家

族
が

あ
き
ら

め
て
し

ま

う
こ

と
が
多

い
。


開

口
。


患

家
の

希
望

に
よ
り
上
下
部
義
歯
を
作
成
し
た
が
、
当
初
か
ら

義
歯

装
着
の

受
容

が
見

ら
れ

ず
、
数

回
に
わ

た

り
調

整
等
を

試
み
た
が
、
結
局
義
歯
は
使
用
せ
ず
現
在
に
至

っ
て
い

る
。
認

知
症

の
方

で
な

か
な
か

義
歯
の

受

容
が

困
難
な

方
が
い
る
こ
と
は
、
患
家
の
方
も
理
解
し
て
ほ
し

い
。


患

者
さ

ま
の

意
志
が
弱
く
､
入
れ
歯
の
着
脱
を
し
て
く
れ
な

い
。
介

助
者
（
妻
）
も

非
協

力
的
で

､い
つ

も
義

歯

が
汚

れ
て
お

り
､
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
い
る
。


義

歯
の

管
理

が
で
き
ず
紛
失
す
る
。


義

歯
の

作
成

を
行
っ
て
い
た
際
、
完
成
時
に
依
頼
し
た
こ
と
を

忘
れ

未
装
置

と
治

療
費

の
未

収
入
と

治
療
費

の

返
還

と
な
り

レ
セ
プ
ト
の
取
り
下
げ
に
至
っ
た
。


義

歯
を

製
作

し
た
ら
と
て
も
喜
ば
れ
、
そ
の
後
破
損
？
紛
失
？

の
た

め
再
製

作
と

な
っ

て
是

非
に
と

呼
ば
れ

て

製
作

し
､
試
着

し
よ
う
と
し
た
段
階
で
（
ま
だ
入
れ
て
も
お

ら
ず
）
「

こ
ん

な
ひ

ど
い

入
れ

歯
を
入

れ
ら

れ
て

､

口
の

中
が

め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
」
と
大
声
で
騒
ぎ
出
し
た

。
同

席
し

た
ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

は
、
「

言
い
が

か

り
だ

、
ひ

ど
い

」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
奥
様
（
同
席
し
て
な
い

）
に

も
話

し
て
く

れ
た

が
、
結

局
散
々

罵
倒
さ

れ
た

だ
け

で
､
支

払
い
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
社
会
的
地
位
が

極
め

て
高
い

一
家
。

他
に

、
や

は
り
社

会
的

地
位

が
高

く
認

知
機

能
が
低
下
し
た
方
（
配
偶
者
も
）
で
は
、
ご
主

人
の

権
力

が
強
く

､
奥

様
に
影

響
も

あ
り
奥

様

も
対

応
で
き

ず
。
結
局
、
労
力
の
み
で
治
療
も
う
ま
く
い
か
ず
、
支

払
い

も
全
く

な
く

終
わ

っ
た
ケ

ー
ス
も

あ

り
困

っ
た
。


義

歯
作

成
や

調
整
し
た
物
を
ご
自
身
で
削
る
等
し
て
し
ま
い

、
治
療

が
進
ま

な
い

。
診

療
内

容
を
受

け
入
れ

て

い
た

だ
け
な

い
。


義

歯
作

製
を

行
う
か
の
決
定
と
製
作
後
の
管
理
。


義

歯
修

理
、

口
腔
ケ
ア
指
導
等
。


義

歯
新

製
の

と
き
に
前
回
ま
で
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
く
て
、
毎
回
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
時

間
が

か
か
る

。


義

歯
制

作
依

頼
の
新
患
さ
ん
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
､
義
歯
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
実
際
は

3
個
出
て
き
た
。

本
人

に
問

う
と

も
う

使
っ
て
い
な
い
し
合
わ
な
い
と
言
う
。
い
つ
制
作
し
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
け
ど
､治

療

進
行

に
問
題

あ
り
。


義

歯
性

潰
瘍

に
対
す
る
治
療
。
一
定
期
間
義
歯
を
外
す
よ
う
に
伝
え
て
も
、
指
示
通
り
外
さ
ず
な
か
な
か
症
状

の
改

善
に
つ

な
が
ら
な
い
。


欠

損
数

は
多

い
が
義
歯
は
使
用
で
き
な
い
。（

上
下
の
根
面
板

1～
2
歯
の
み
で
バ
イ
ト
す
る
）
老
々
介
護
で
、

大
臼

歯
部
は

ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
で
き
な
い
。


現

在
使

用
し

て
い
る
義
歯
が
古
く
な
り
、
人
口
歯
の
咬
耗
著
し
く
、
咬
合
低
位
、
適
合
不
良
等
の
問
題
が
生
じ

て
い

る
た
め

、
新

し
く
総
義
歯
を
作
製
し
た
。
新
し
い
義
歯
は
、
問
題
部
分
を
補
正
し
て
い
る
た
め
窩
咬
合
は

従
来

よ
り
少

し
高
く
な
り
、
床
の
面
積
は
広
く
な
り
、
厚
み
も
増
す
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の

補
正

は
、
装

着
感
が

変
わ
る
こ
と
の
違
和
感
を
強
く
訴
え
、
受
け
入
れ
て
く
れ
ず
に
新
し
い
義
歯
は
使
っ
て
も

ら
え

な
か
っ

た
。
調
整
し
ま
す
よ
と
話
し
て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
は
数
人
い
ま
す
。
な

か
に

は
、
新
義

歯
と
旧
義
歯
と
ほ
ぼ
同
じ
形
態
、
咬
合
に
す
る
と
使
っ
て
く
れ
た
方
が

1
名
い
ま
す
が
、
本
来

こ
れ

で
は
新

義
歯
作
製
の
意
味
は
な
い
と
考
え
ま
す
。


口

を
な

か
な

か
開
け
て
く
れ
な
い
。
口
腔
ケ
ア
用
の
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
を
食
べ
物
と
思
い
噛
ん
で
食
べ
よ
う
と

す
る

な
ど
。


残

根
が

多
数

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、
口
腔
ケ
ア
よ
り
治
療
が
進
ま
な
い
。


残

存
歯

左
上

3
番

4
番
、
左
下

3
番
、
右
下

3
番
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
義
歯
作
製
し
か
往
診
で
は
作
製
困

難
と

説
明
す

る
も
、
ブ
リ
ッ
ジ
作
製
を
希
望
さ
れ
る
。
説
明
を
地
域
包
括
ス
タ
ッ
フ
に
同
席
し
て
も
ら
い
一
緒

に
説

明
す
る

も
、
納
得
す
る
の
に

1
ヶ
月
か
か
っ
た
。
ま
た
、
居
室
が
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、
治
療
時
の

7
月

8
月

に
は

室
温

が
40

度
近
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
た
め
か
本
人
は
シ
ャ
ツ
と
パ
ン
ツ

だ
け

で
横
に

な
っ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
汗
を
か
か
ず
に
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
。
朝
一
番
（

9
時
頃
）
に
訪

問
す

る
も
、
印
象
・
咬
合
採
得
な
ど
身
勝
手
に
動
く
た
め
に
や
り
直
し
と
な
り
、
完
成
し
て
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、

9
月
中
旬
頃
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。


指

示
が

な
か

な
か
理
解
で
き
な
い
。
上
下
の
残
存
歯
の
関
係
で
就
寝
時
も
義
歯
を
装
着
し
て
も
ら
い
た
い
が
な

か
な

か
伝
わ

ら
な
い
。
そ
の
他
、
す
べ
て
に
お
い
て
同
様
な
状
態
で
家
族
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。


指

示
が

入
ら

ず
身
体
的
な
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
こ
と
。


歯

科
治

療
へ

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
実
際
の
処
置
で
多
く
の
訪
問
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。 


歯

科
治

療
上

不
可
能

な
要
求
。


歯

科
治

療
等

の
取
り

か
か
り
は
良
い
の
で
す
が
、
治
療
途
中
で
「
も
う
い
い
」
と
お
っ
し
ゃ
り
治
療
を
中
断
す

る
。
話

し
か
け

て
治
療
が
再
開
で
き
て
も
治
療
終
了
ま
で
治
療
は
受
け
ず
「
も
う
い
い
」
と
言
っ
て
中
断
す
る
。

こ
の

繰
り
返

し
が
行

わ
れ
治
療
終
了
ま
で
時
間
が
か
か
る
。


歯

茎
部

で
歯

冠
が
破
損
し
た
場
合
、
再
び
ポ
ス
ト
を
立
て
て
冠
を
入
れ
る
べ
き
か
、
残
根
上
義
歯
に
す
る
べ
き

か
意

志
決
定

で
き
ず
。


次

回
の

治
療

に
つ
い
て
説
明
し
、
別
日
に
再
度
伺
う
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
お
ら
ず
、
治
療
に
入
る
ま
で
に

時
間

が
か
か

っ
た
り
､拒

否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。


治

療
が

必
要

で
は
あ
る
が
､
痛
が
り
怖
が
り
で
治
療
に
理
解
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。


治

療
に

伺
う

と
し
て
ほ
し
く
な
い
と
拒
否
あ
り
。
そ
の
後
、
頼
ん
だ
の
に
治
療
し
て
く
れ
な
い
と
お
話
が
あ
り
、

伺
う

も
拒
否

。
施
設
の
方
と
情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、
往
診
に
伺
い
説
得
の
元
治
療
を
進
め
る
。


治

療
の

進
行

に
家
族
の
許
可
が
必
要
、
手
間
が
か
か
り
や
す
い
。


治

療
の

必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
。
（
ご
家
族
と
施
設
側
は
治
療
を
希
望
す
る
が
、
ご
本
人
は
治
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療
の

必
要
が

な
い
と
拒
否
。
応
急
的
な
治
療
は
半
ば
強
引
に
可

能
で

あ
る
が

、
根

本
的

治
療

は
期
間
・
回

数
が

か
か

る
た
め

治
療
が
進
ま
な
い
。
）


治

療
内

容
が

理
解
で
き
な
い
。


上

下
総

義
歯

の
患
者
さ
ま
で
す
が
、
本
人
の
訴
え
が
ほ
と
ん

ど
な
い

の
で
義

歯
調

整
に

時
間

が
か
か

る
。


上

下
総

義
歯

の
咬
合
採
得
。


上

下
部

分
義

歯
を
新
調
し
ま
し
た
が
、
下
顎
前
歯
へ
の
歯
周

病
が
進

行
し
て

、
抜

歯
し

て
義

歯
追
補

し
て
、
動

揺
の

大
き
い

歯
を
抜
歯
し
て
義
歯
を
修
理
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
食
事

形
態
も

普
通

食
で

対
応
で

き
て
い

ま

す
。

比
較
的

理
解
も
得
て
今
後
、
処
置
を
継
続
し
て
い
き
ま
す

。


上

顎
が

FD
で

下
顎
は
前
歯
部
の
み
の
状
態
で
、
下
顎

PD
を

製
作

す
る
も
、
入

れ
る

物
を

忘
れ
る

ば
か
り

で

は
な

く
作
っ

た
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
。


新

し
く

作
っ

た
義
歯
を
何
度
も
な
く
し
て
し
ま
い
再
治
療
に
。


新

義
歯

の
装

着
の
仕
方
。


前

回
ま

で
の

治
療
を
覚
え
て
い
な
い
。
当
日
の
予
定
も
覚
え
て

い
な

い
。


多

少
痛

み
を

伴
う
処
置
の
際
、

BP
SD

の
出
現
で
パ
ニ
ッ
ク
が

生
じ

、
治
療

に
な

ら
な

い
時

が
あ
る

。


唾

液
の

流
出

が
多
い
こ
と
。
主
訴
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
変
わ
る

。
治

療
の
説
明

を
し

て
も

理
解
が

困
難
な

た

め
、

承
諾
を

取
る
こ
と
が
難
し
い
。


痛

み
を

伴
う

治
療
や
長
時
間
の
開
口
は
途
中
で
治
療
を
拒
否

し
て
、
口

を
開

け
な

か
っ

た
り

暴
れ
た

り
（
た

た

く
、

つ
ね
る

）
す
る
。


独

居
で

は
な

い
が
、
ほ
ぼ
自
己
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
自

身
で
も

服
薬

管
理

が
で

き
な
い

た
め
（

服

用
し

て
も
ら

え
な
い
、
当
日
の
分
の
み
記
憶
し
て
い
る
）
、
投
薬

で
き
に

く
い
。


突

然
怒

り
だ

し
て
し
ま
っ
た
（
理
不
尽
な
理
由
）
。


入

れ
歯

の
か

み
合
わ
せ
を
調
べ
る
と
き
、
「
噛
ん
で
く
だ
さ

い
」
と

指
示

し
て
も

な
か

な
か

噛
ん
で

も
ら

え
な

い
。


認

知
症

の
た

め
に
じ
っ
と
し
て
お
く
の
が
難
し
く
、
治
療
台

に
座
っ

た
り
立

っ
た

り
を

繰
り

返
し
、
継

続
し

て

口
腔

ケ
ア
や

治
療
が
で
き
ず
。


縫

合
し

た
糸

を
自
分
の
指
で
取
っ
て
し
ま
う
。


問

診
に

あ
ま

り
問
題
は
な
い
も
の
の
予
約
し
た
治
療
が
常
態
に

よ
っ

て
は
拒

否
さ

れ
る

こ
と

が
有
り

、
出

来
な

い
時

、
軽

く
出

来
る
だ
け
口
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
時
も

有
る

。
感
情

の
変
化

が
大

き
く

出
る
人

（
暴

言
）

も
有

る
の
で

。


咬

合
採

得
や

治
療
時
に
指
示
が
通
ら
ず
大
変
で
あ
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


い

つ
も

通
り

声
を
か
け
て
治
療
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
頑
な
に

「
し

な
い
」

と
拒

否
さ

れ
て

対
応
。


ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
、
デ
イ
ケ
ア
の
施
設
の
方
が
毎
日
来
ら
れ
て
い

る
の

で
、
連
絡
を

取
り

合
っ

て
訪
問

し
て
い

る
。

初
め

て
の
義

歯
作
製
だ
っ
た
の
で
、
全
て
の
工
程
に
時
間
が

か
か
り

ま
し
た

。
慣

れ
る

こ
と

も
時
間

が
か
か

り
、

管
理

も
難
し

い
の
で
、
家
の
中
に
置
い
て
お
く
と
捨
て
た
り
、
な

く
す
恐

れ
が
あ

る
の

で
、
施
設

の
方
が

預
か

っ
て

も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
説
明
し
て
も
す
ぐ
に
忘

れ
て
し

ま
う
の

で
、
困

っ
て
し

ま
う
こ

と
が
あ

り

ま
す

。


印

象
採

得
時

等
に
指
示
が
入
ら
ず
大
変
で
あ
る
。


義

歯
の

管
理

が
で
き
な
い
た
め
、
歯
肉
状
態
が
良
く
な
ら
な

い
。
家

族
も

非
協
力

的
。
お

会
計
の

際
い
つ

も
財

布
捜

し
か
ら

始
ま
る
。


義

歯
を

外
す

と
き
や
口
腔
清
掃
す
る
と
き
に
痛
み
に
対
し
て

敏
感
に

な
っ
て

い
る

。
義
歯

を
食
後

洗
う
よ

う
に

指
導

し
て

い
て
､
本
人
も
洗
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す

が
洗
っ

て
い
な

い
こ

と
が

あ
る
。

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

も
し
て

い
な
い
状
態
。


義

歯
を

装
着

し
て
い
て
残
存
歯
の
み
で
噛
ん
で
し
ま
う
。
そ
の

た
め

義
歯
が

壊
れ

て
し

ま
う

。
残
存

歯
も
ボ

ロ

ボ
ロ

に
な
っ

て
し
ま
う
。
ど
こ
で
噛
ん
で
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
よ

う
だ
。


歯

石
を

除
去

し
た
後
日
、
他
の
歯
が
欠
け
た
こ
と
に
対
し
、
歯
科

医
が

触
っ
た
の

が
原

因
だ

と
怒
ら

れ
た
こ

と
。
 


自

力
で

診
療

所
へ
の

通
院
患
者
さ
ん
で
、
意
思
疎
通
は
可
能
だ
が
尿
・
便
・
体
臭
の
不
潔
臭
が
ひ
ど
い
患
者
さ

ん
が

時
々
い

ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
待
合
室
に
に
お
い
が
充
満
す
る
と
、
他
の
患
者
さ
ん
も
理
解
し
て
く
れ
な
が

ら
も

不
快
だ

ろ
う
な

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
が
指
摘
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
り
、
一
人
暮

ら
し

や
高
齢

者
同
士

の
暮
ら
し
だ
と
、
そ
の
よ
う
に
な
り
が
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
し
ま

う
と

こ
ろ
で

す
が
、

こ
れ
が
改
善
さ
れ
た
ら
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
り
や
す
い
な
と


診

療
中

に
「

痛
い
」
と
声
を
荒
げ
ら
れ
､
そ
の
後
の
対
応
。


認

知
症
に

よ
り

､
毎
度

同
じ

衛
生
士

が
対

応
し

て
い

る
に

も
か

か
わ
ら

ず
､
記
憶

が
な
い

た
め
信

頼
関

係
が
築

け
ず

、
深
い

処
置
、

対
応
が
で
き
な
い
。


本

人
の

意
思

が
あ
る
た
め
口
腔
ケ
ア
を
拒
否
す
る
。
自
分
で
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。


理

解
力

が
得

ら
れ
な

い
た
め
、
同
時
間
内
に
同
等
の
治
療
を
行
う
こ
と
は
困
難
。
口
腔
衛
生
管
理
か
ら
始
ま
り
、

常
に

同
じ
こ

と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
口
腔
衛
生
指
導
時
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や

P
基
処
な
ど
の
加
算
が

な
い

が
、
実

際
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
多
い
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


い

つ
ま

で
た

っ
て
も
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
て
く
れ
な
い
。
調
子
が
悪
い
と
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
。


い

つ
も

の
よ

う
に
歯
周
治
療
と
口
腔
ケ
ア
指
導
を
行
っ
て
い
た
が
、
「
今
日
の
歯
医
者
（
治
療
と
口
腔
ケ
ア
な

ど
の

こ
と
）
は
ま

だ
な
の
か
」
と
治
療
等
が
や
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
利
用
者
さ
ん
の

認
識

ゆ
え
。


か

か
り

つ
け

医
に
通
院
が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
､
歯
の
痛
み
の
訴
え
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

CM
か
ら
依
頼

が
あ

っ
た

。
訪

問
し

た
が
､
歯
科
医
が
来
る
と
い
う
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
で
な

い
と

い
う
こ

と
も
納
得
い
か
ず
､
結
果
と
し
て
口
を
開
け
て
く
だ
さ
ら
ず
治
療
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
。


が

ん
終

末
期

に
て
口

腔
管
理
を
家
族
よ
り
依
頼
あ
り
。
部
分
床
義
歯
の
鈎
歯
の
脱
落
や
歯
牙
破
損
あ
り
、
増
歯

な
ど

治
療

時
に

嫌
が
っ
た
り
疼
痛
を
訴
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
（
疼
痛
は
歯
牙
で
な
く
腰
や
他
の
部
位
）
､

な
か

な
か
対

応
に
苦

労
す
る
こ
と
が
多
い
。


こ

ち
ら

の
言

う
こ
と

を
理
解
で
き
な
い
。


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
困
難
な
た
め
､
義
歯
作
成
時
の

BT
が
困
難
。
家
族
に
も
よ
る
が
､
患
者
へ
の
支
出
の

減
少

。


ご

家
族

の
希

望
に
よ

り
治
療
し
よ
う
と
す
る
が
、
手
で
遮
ら
れ
た
り
声
を
出
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
。


そ

の
都

度
治

療
時
の

声
か
け
を
行
う
が
、
日
に
よ
り
不
穏
と
な
り
、
治
療
を
寸
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。


意

思
が

通
ら

な
い
。


印

象
や

咬
合

印
象
を

採
得
す
る
際
、
指
示
が
伝
え
ら
れ
ず
や
り
直
す
こ
と
が
多
い
。
特
に
バ
イ
ト
の
方
が
難
し

く
「

口
を

開
け

て
」
は
で
き
て
も
「
噛
ん
で
」
は
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
義
歯
の
修
理
や
義
歯
の
新
製
の
時
に

苦
労

す
る
。


印

象
材

や
リ

ベ
ー
ス

材
を
飲
み
込
む
心
配
あ
り
。
特
別
の
配
慮
や
使
用
す
る
材
料
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。


殴

ら
れ

た
。
私
自

身
の
ジ
ル
コ
ニ
ア
破
損
し
再
製
作
し
た
。
う
が
い
の
時
顔
面
に
吐
か
れ
た
。
噛
ま
れ
て
蜂
窩

織
炎

に
な
っ

た
。
女

医
な
の
で
汚
い
言
葉
で
罵
倒
さ
れ
た
。
義
歯
等
を
投
げ
つ
け
ら
れ
破
損
さ
れ
た
。


何

度
説

明
し

て
も
理

解
し
て
も
ら
え
ず
。


家

族
は

義
歯

製
作
を

希
望
し
過
大
な
期
待
を
持
つ
が
、
本
人
は
協
力
で
き
ず
､理

解
な
い
。


家

族
様

の
希

望
に
よ

り
、
上
下
顎
義
歯
を
製
作
さ
れ
る
が
義
歯
製
作
過
程
で
本
人
と
の
意
思
疎
通
が
取
れ
ず
、

無
理

を
し
て

作
成
す

る
と
き
が
あ
る
。
訪
問
歯
科
医
と
し
て
は
本
人
に
合
っ
た
噛
め
る
よ
う
な
義
歯
を
作
成
し

て
あ

げ
た
い

。


介

入
の

意
図

を
理
解

で
き
ず
、
診
療
に
強
い
抵
抗
が
あ
る
。


会

話
が

進
ま

な
い
、

処
置
中
手
が
出
て
く
る
等
。


開

口
。


開

口
へ

の
指

示
が
通

ら
ず
治
療
が
難
し
く
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
に
も
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
。


開

口
や

開
口

指
示
が

通
じ
な
い
と
き
が
あ
っ
た
り
、
精
神
的
に
不
穏
な
時
が
あ
っ
た
り
、
治
療
が
で
き
な
い
日
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が
あ

る
。


開

口
や

舌
運

動
の
指
示
が
入
ら
ず
､
治
療
が
進
ま
な
い
こ
と

。


開

口
拒

否
や

治
療
拒
否
が
強
く
、
口
腔
管
理
が
困
難
で
あ
る

こ
と
。
（
口

腔
内
は

ほ
ぼ

残
根

状
態
）


気

分
に

む
ら

が
あ
り
、
協
力
的
な
と
き
と
そ
う
で
な
い
と
き

の
差
が

激
し
い

。


義

歯
新

製
、

着
脱
指
導
、
義
歯
管
理
指
導
、
口
腔
ケ
ア
等
。


義

歯
製

作
の

過
程
で
咬
合
採
得
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
口
を

開
け
て

も
ら
い

軟
化

し
た

ろ
う
堤

を
噛
ん

で

も
ら

う
の
で

す
が
、
そ
の
指
示
が
理
解
し
て
も
ら
え
ず
採
得
に

大
変

苦
労
し

ま
し

た
。


義

歯
調

整
の

際
、
粘
膜
調
整
材
を
使
用
す
る
と
き
、
タ
イ
ミ

ン
グ

が
合
わ

ず
硬
化

し
て

し
ま

い
、
再

度
や

り
直

す
こ

と
に
な

っ
た
。
通
常
同
様
の
処
置
が
で
き
る
場
合
が
多

い
の
で

す
が
、
急
に

で
き

な
い

ケ
ー
ス

が
あ
り

ま

す
。


義

歯
不

適
合

に
て
治
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
好
み
の

D
rが

い
る

よ
う
で

、
そ
れ

以
外

の
治

療
は
受

け
入
れ

ら

れ
ず

。
同
一

D
rの

み
で
の
治
療
で
し
か
受
診
で
き
な
か
っ

た
。


義

歯
咬

合
採

取
時
こ
ち
ら
の
指
示
に
正
し
く
従
え
ず
、
採
得
が

非
常

に
困
難

か
つ

不
正

確
に

な
る
。


恐

怖
心

が
強

い
の
か
、
小
さ
な
子
供
の
よ
う
に
泣
き
出
し
治

療
が
進

ま
な
い

。
ど

う
す

れ
ば

よ
い
か

試
行
錯

誤

し
て

い
ま
す

。


型

を
取

る
と

き
に
静
か
に
し
て
い
ら
れ
な
い
。


口

の
開

け
閉

め
や
咬
合
採
取
等
が
で
き
な
い
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。


口

腔
ジ

ス
キ

ネ
ジ
ア
、
無
意
識
の
ク
レ
ン
チ
ン
グ
の
た
め
歯
牙

が
破

折
し

て
い
く

。
咬

合
の

再
現
化

難
し

い
。

口
腔

内
損
傷

予
防
。

AH
,F

AS
T4


口

腔
内

に
器

具
、
歯
ブ
ラ
シ
等
を
入
れ
る
の
に
指
示
が
な
か

な
か
通

ら
な
い

。
う

が
い

が
で

き
な
い

。


口

腔
内

の
痛

み
、
カ
リ
エ
ス
、
義
歯
疼
痛
お
よ
び
口
腔
ケ
ア

に
つ
い

て
も
治

療
、
処

置
、
継

続
す
る

こ
と
の

難

し
さ

。（
カ

リ
エ

ス
処
置
、
義
歯
製
作
、
歯
肉
炎
症
時
の
治

療
）


座

位
保

持
が

困
難
、
立
ち
上
が
り
室
内
を
歩
き
回
る
。
開
口
保

持
が

困
難
、

治
療

に
協

力
的

で
は
な

い
。


指

示
が

通
ら

な
い
こ
と
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
指
を
噛
む
こ
と
。

治
療

に
な
ら

な
い

こ
と

。


指

示
が

入
ら

ず
治
療
時
に
開
口
し
て
く
れ
ず
動
く
の
で
危
険
で

あ
る

こ
と
。


指

示
が

入
ら

な
い
。


指

示
が

入
ら

な
い
た
め
、
治
療
・
ケ
ア
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
な

い
。


指

示
に

従
っ

て
く
れ
な
い
、
こ
ち
ら
の
指
示
を
理
解
で
き
な

い
の
で

治
療
で

や
る

べ
き

こ
と

を
普
通

に
で
き

な

い
。

開
口
、

閉
口
し
て
く
れ
な
い
。
手
で
こ
ち
ら
の
手
を
遮
る
､
暴

れ
る

､た
た
い

て
く

る
。


歯

は
残

っ
て

い
る
が
、
部
分
床
義
歯
を
入
れ
る
べ
き
か
、
残

存
歯
に

清
掃
が

行
き

届
か

ず
や

が
て
ぐ

ら
ぐ
ら

し

て
し

ま
う
た

め
、
今
の
う
ち
に
総
義
歯
に
す
べ
き
か
、
お
金

の
面
も

併
せ
て

決
断

で
き

ず
困

っ
た
。


歯

科
治

療
内

容
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
次
回
来
院
時
治
療
内

容
が

分
か

ら
ず
再

度
説

明
す

る
も
､
前

回
は

同

意
を

得
た
が

同
じ
治
療
内
容
な
の
に
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と

。
説

明
の
際

は
家

族
の

中
か
ら

一
人
キ

ー

マ
ン

を
選
び

、
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。


治

療
が

で
き

に
く
く
、
時
間
・
期
間
と
も
に
か
か
る
。


治

療
が

終
わ

っ
て
か
ら
唾
を
吐
か
れ
た
り
す
る
こ
と
。


治

療
に

入
る

前
の
段
階
に
時
間
が
か
か
る
。
居
宅
で
ま
ず
座

位
を

と
っ
て

も
ら
う

ま
で
に

20
分

か
か

り
、
治

療
に

関
し
て

も
20

分
-6

0
分
か
か
る
。
治
療
途
中
「
感
情
失

禁
」

な
ど
で

中
断
→

再
開
→

中
断
→

治
療
の

繰

り
返

し
の
時

が
あ
り
、
心
労
と
も
に
疲
弊
し
ま
し
た
。


治

療
の

説
明

等
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
説
明
し
て
も

、
何
度

も
同
じ

こ
と

を
聞

か
れ

続
け
る

こ
と
。


治

療
の

説
明

内
容
を
自
分
の
良
い
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
そ
の
後
の

治
療
時

に
再
度

説
明

す
る

な
ど
時

間
が
か

か

る
。


治

療
の

必
要

性
が
理
解
で
き
ず
暴
れ
る
。
具
体
的
に
は
首
を

振
る

、
麻

痺
の
な
い

ほ
う

の
手

で
抵
抗

す
る
、
数

人
が

か
り
で

何
と
か
治
療
。


治

療
時

に
口

を
開
け
て
く
れ
な
い
。
拒
否
が
強
い
。


治

療
時

に
痛

み
が
あ
る
と
暴
れ
る
。


治

療
時

の
拒

否
が
強
く
、
ま
た
術
者
の
身
体
に
必
要
以
上
に
触
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
難
渋
し
た
。


車

イ
ス

か
ら

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
移
乗
を
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
処
置
を
行
う
が
、
時
折
怒
っ
た
り
、
拒
否
す
る

行
動

を
見
せ

る
場
面
も
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
普
通
に
術
者
に
従
う
場
面
も
あ
る
。


処

置
中

に
両

腕
を
爪
を
立
て
て
つ
か
ま
れ
て
、
傷
を
負
っ
て
一
時
中
断
し
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た
。
感
情
の

コ
ン

ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
、
急
に
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


床

義
歯

再
製

が
必
要
だ
が
、
資
金
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
家
族
）
が
他
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
生
活
面
等
）
と
意
見

不
一

致
の
た

め
、
治
療
す
る
に
も
治
療
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。


上

下
総

義
歯

で
長
年
入
れ
歯
を
入
れ
た
こ
と
が
な
く
、
骨
隆
起
も
上
下
と
も
あ
り
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
上
顎

口
蓋

隆
起

の
と

こ
ろ

を
削

合
し
て

下
顎
も

舌
側

の
隆

起
を

さ
け
て

新
調
し

ま
し
た

。
咬

合
関

係
も

調
整
の

結

果
、
か
な

り
改
善

さ
れ
て
き
た
。
食
事
を
摂
取
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
原
因
は
味
覚
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で

、
間
食

事
に
装
着
し
て
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。


上

下
FD

な
の

で
す
が
（
年
齢

88
歳
女
性
）
最
近
認
知
が
進
ん
で
き
て
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が

（
家

族
の
話

）、
下

FD
を
投
げ
て
割
っ
た
と
の
依
頼
が
あ
っ
て
往
診
し
ま
し
た
。
よ
く
調
べ
る
と

FD
に
よ

る
傷

が
少
し

あ
っ
た

の
で
、
入
れ
る
と
痛
か
っ
た
の
で
怒
っ
て
投
げ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
診
察
に
て

FD
フ
チ

を
消

毒
し
た

と
こ
ろ
口
の
中
に
入
れ
て
く
れ
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。


新

型
義

歯
完

成
直
後
の
紛
失
。
新
型
義
歯
へ
の
拒
否
（
慣
れ
へ
の
意
識
が
持
て
な
い
）


新

製
義

歯
を

失
う
。


診

療
す

べ
き

歯
（
虫
歯
、
根
治
）
が
あ
る
が
、
診
療
拒
否
が
強
く
指
と
か
噛
ま
れ
る
。


診

療
拒

否
。


診

療
時

に
抵

抗
が
あ
り
、
治
療
困
難
。


精

神
病

と
認

知
症
あ
り
。
暴
言
暴
力
あ
り
、
頭
を
左
右
に
振
る
の
で
歯
石
除
去
も
何
度
も
中
断
し
な
が
ら
実
施

し
て

い
る
。
ス
ケ

ー
ラ
ー
で
口
腔
内
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
で
と
て
も
治
療
が
困
難
で
あ

る
。


疎

通
困

難
で

本
人
要
望
が
確
認
で
き
な
い
。
治
療
姿
勢
の
協
力
が
取
れ
な
い
。


痛

み
の

あ
る

場
所
の
訴
え
が
定
ま
ら
な
い
た
め
、
治
療
が
行
え
な
い
。


転

倒
の

既
往

の
あ

る
車

い
す

自
操

の
患
者

。
目

を
離

し
た

す
き
に

立
ち
上

が
っ
て

自
室

に
帰

ろ
う

と
し
て

い

た
。
後
に

も
先
に

も
歯
科
治
療
中
に
全
力
疾
走
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
そ
の

他
暴

力
、
暴

言
な
ど
日
常
茶
飯
事
で
す
。


入

れ
歯

の
着

脱
、
う
が
い
の
支
持
が
で
き
る
と
き
と
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。


認

知
が

進
み

、
独
居
で
生
活
。
口
腔
内
は
カ
リ
エ
ス
、
歯
周
病
が
重
度
。
し
か
し
治
療
拒
否
。


認

知
が

進
ん

で
い
る
が
、
独
居
で
生
活
。
口
腔
内
は
カ
リ
エ
ス
、
歯
周
病
が
重
度
。
し
か
し
治
療
拒
否
。


認

知
機

能
が

低
下
し
て
い
る
状
態
で
、
義
歯
を
治
せ
ば
食
事
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
（
患
者
の
家
族
）、

義

歯
で

の
対
応

で
は
な
く
、
食
形
態
の
対
応
の
時
期
に
来
て
い
る
と
き
な
か
な
か
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。


認

知
度

の
進

行
が
強
く
義
歯
を
着
脱
し
た
際
、
盗
ま
れ
た
と
思
い
込
み
治
療
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。 


抜

歯
時

に
麻

酔
を
す

る
と
き
に
暴
れ
て
大
変
だ
っ
た
。


部

分
床

義
歯

が
う
ま

く
使
え
ず
残
存
歯
に
負
担
が
か
か
り
、
歯
周
病
が
進
行
し
て
し
ま
う
。
何
度
部
分
床
義
歯

の
着

脱
を
指

導
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
。


暴

れ
る

た
め

に
十
分

に
治
療
、
口
腔
ケ
ア
、
体
操
が
で
き
な
い
。
男
性
で
力
が
あ
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
が
噛
ま
れ

た
り

、
け
が

を
す
る

こ
と
が
あ
る
。


本

人
と

意
思

疎
通
が

う
ま
く
取
れ
な
い
た
め
、
本
人
ご
家
族
の
希
望
さ
れ
る
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
。
（
カ
リ

エ
ス

処
置
、

口
腔
ケ

ア
も
完
全
に
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
）


理

解
さ

れ
て

る
か
不

安
。
毎
回
違
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
。


話

が
か

み
合

わ
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


う

が
い

が
だ

ん
だ
ん
と
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
歯
磨
き
を
嫌
が
る
よ
う
に
な
り
、
声
が
出
て
拒
否
す
る
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よ
う

に
な
っ

た
。


う

が
い

が
で

き
な
い
。
う
が
い
の
水
を
か
け
ら
れ
る
。


お

口
を

開
け

て
く
れ
な
い
。
頼
ん
だ
こ
と
も
忘
れ
て
る
。


そ

の
時

の
機

嫌
に
よ
っ
て
、
な
か
な
か
開
口
し
な
い
場
合
が

あ
る
。


ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指
導
に
分
か
っ
た
と
答
え
る
が
、
同
じ
質
問

の
繰
り

返
し
で

あ
っ

た
。


意

思
の

疎
通

が
図
れ
な
い
場
面
で
、
予
防
へ
の
説
明
が
う
ま

く
で
き

な
い
。

現
状

維
持

も
困

難
。


意

思
疎

通
の

困
難
。
予
防
処
置
の
拒
否
。


介

護
施

設
か

ら
抜
歯
依
頼
に
て
往
診
。
診
療
直
前
に
本
人
が

抜
歯
拒

否
、
義

歯
の

調
整

に
と

ど
ま
っ

た
。


開

口
、
義
歯

の
着
脱
、
咬
合
等
の
指
示
が
分
か
ら
な
い
。
う
が

い
を

飲
ん
で

し
ま

う
。
様
々

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
が
で

き
る
と
き
と
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
（
ほ
と
ん
ど

で
き

な
い
こ

と
も

あ
る
）
。


感

情
の

起
伏

が
大
き
く
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
暴

れ
る
。


拒

否
が

強
く

暴
力
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。
前
回
来
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

治
療
は

必
要
な

い
と

い
う

。


指

示
が

入
ら

ず
、
治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
。
口
を
開
か
な
い

。


指

示
が

入
ら

な
い
。


処

置
内

容
の

理
解
が
で
き
な
い
。


説

明
し

た
こ

と
覚
え
て
い
な
く
て
、
何
回
も
説
明
が
必
要
。


体

調
や

感
情

に
波
が
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ケ
ア
す
る
こ

と
が
で

き
な
い

。


大

き
な

声
で

暴
言
を
吐
き
怒
鳴
る
。
拒
否
も
強
く
、
数
分
で

口
を

開
け
て

く
れ
な

く
な

る
。
義
歯

の
装
着

も
拒

否
さ

れ
る
。


同

じ
体

位
で

の
同
じ
処
置
。
認
知
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
手
間
に
対

応
す

る
加
算

が
な

い
た

め
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

的

処
置

に
な
る

。


日

常
会

話
な

ど
も
で
き
て
い
る
が
、
急
に
一
方
的
に
怒
り
だ
し

や
っ

て
な
い

こ
と

を
言

い
出

し
た
り

し
て
、
何

で
も

な
い
歯

を
削
っ
た
か
ら
食
事
が
食
べ
に
く
く
な
っ
て
い
る

、
な

ど
と
言

っ
た

り
す

る
。


認

知
度

の
進

行
が
強
く
義
歯
を
外
す
と
き
、
盗
ま
れ
る
な
ど

の
被

害
妄
想

が
あ
り

､
大

き
な
声

を
上

げ
る
な

ど

治
療

が
困
難

。


訪

問
時

間
と

患
者
さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

わ
ず
、
声

か
け

や
説

明
、
ス
キ

ン
シ
ッ

プ
を
試

み

て
も

拒
否
が

強
く
診
療
で
き
な
か
っ
た
。


有

料
老

人
ホ

ー
ム
（
認
知
症
初
期
か
ら
ケ
ア
を
し
て
い
る
）
。

座
っ

て
い

る
こ
と

が
困

難
（

日
や
時

間
帯

に
よ

り
多

少
変

化
あ

り
）
、
最
近
は
車
椅
子
で
の
ケ
ア
に
な
り
動

き
出

す
こ
と

は
な
い

が
、

う
が

い
動
作

で
だ

け
で

な
く

、
口

を
開

け
て
の
指
示
も
入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
機
能

訓
練

も
動

作
理
解

が
徐

々
に

で
き
な

く
な

り
、

口
腔

周
囲
筋

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
嫌
が
る
状
態
。
口
腔
内

清
掃
の

み
も
困

難
に

な
っ

て
き

て
い
る
（

セ
ル

フ

ケ
ア

も
し
て

い
な
い
）。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ク

ラ
ス

Ⅱ
以

上
に
な
る
と
ほ
ぼ
指
示
が
入
ら
な
い
方
が
多
い
の

が
最

大
の

難
点
で

す
。
「

口
を

開
け

て
く
だ

さ

い
」
「（

何
回

か
）
噛
ん
で
く
だ
さ
い
」「

噛
ん
だ
ま
ま
で
い

て
く

だ
さ

い
」

な
ど

治
療

上
の

指
示
が

入
ら

な
け

れ
ば

治
療
は

絶
望
的
で
す
。
そ
し
て
指
示
が
入
ら
な
い
故
、
補

綴
治

療
が
不

可
能

で
あ

る
こ

と
を
訪

問
施
設

の

職
員
（

介
護

者
）
や
ご
家
族
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
も
困

難
で
「

な
ぜ
治

せ
な

い
の

か
？

」
と
問

わ
れ
る

こ

と
が

多
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大
変
で
す
。


ご

家
族

の
希

望
で
義
歯
作
製
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
指
示
が
入

ら
ず

BT
が

と
れ
な

い
。


ご

本
人

の
状

況
に
よ
り
､
暴
れ
て
し
ま
う
､
噛
み
つ
く
､
殴
る
､等

あ
る
と

き
は
、
治

療
に

時
間

と
回
数

を
要
し

ま

す
。
あ
る

程
度
の
体
位
保
持
等
必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
の

際
は
、
施
設
の

ス
タ

ッ
フ

に
も
協

力
い
た

だ

い
て

お
り
ま

す
。


サ

高
入

居
者

。
訪

問
す
る
と
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔

だ
が

、
口

腔
ケ
ア

を
開

始
し

て
5～

6
分

す
る

と
、「

も
う

い
い

」
と
言
い
な
が
ら
顔
を
左
右
に
振
り
拒
否
す

る
。
介

入
機

会
を
増

や
し

て
対

応
し
て

き
た
が

、

で
き

る
こ
と

は
限
定
的
だ
っ
た
。
施
設
に
は
口
腔
ケ
ア
は
期
待
で
き
ず
、
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
も
同
様
だ
っ

た
。


ミ

ラ
ー

を
噛

ん
で
ミ
ラ
ー
に
ひ
び
が
入
っ
た
。


レ

ビ
ー
小

体
型

の
認
知

症
の
患

者
さ

ん
で

､
偏

食
も
あ

り
手
づ

か
み

で
食
事

を
摂

取
し
て

､
歯

磨
き
は

自
己

で

行
う

も
十

分
で

な
い
た
め
、
う
蝕
や
歯
周
炎
が
進
行
し
て
お
り
、
早
期
の
口
腔
ケ
ア
介
入
が
必
要
。
し
か
し
、

口
腔

ケ
ア
の

必
要
性

は
理
解
で
き
ず
に
、
暴
言
や
暴
力
行
為
も
見
ら
れ
る
た
め
、
ご
家
族
と
抑
制
を
し
て
で
き

る
限

り
の
口

腔
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
が
、
十
分
な
ケ
ア
や
治
療
が
で
き
て
い
な
い
。


意

思
の

疎
通

が
で
き
な
い
。
口
を
開
け
る
の
を
嫌
が
る
。
暴
れ
る
。


意

思
の

疎
通

が
と
れ
な
い
場
合
、
義
歯
製
作
の

BT
の
採
得
に
時
間
が
か
か
る
。


意

思
の

疎
通

が
困
難
な
た
め
､開

口
し
て
く
れ
な
い
。
話
か
け
る
こ
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
治
療
拒
否
さ
れ
､

何
も

治
療
で

き
ず
帰
宅
し
た
。


意

思
疎

通
が

で
き
ず
、
口
を
開
け
た
り
閉
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
時
々
で
き
ず
に
困
っ
た
。


意

思
疎

通
が

図
れ
な
い
。
指
示
が
入
ら
な
い
。


意

思
疎

通
が

難
し
く
、
痛
み
の
あ
る
部
分
を
特
定
し
づ
ら
い
。
治
療
時
の
開
口
拒
否
。


意

思
疎

通
困

難
に
よ
る
開
口
維
持
や
指
示
に
従
え
な
い
こ
と
。


意

思
疎

通
不

可
。
治
療
拒
否
、
暴
言
、
嚙
み
つ
き
等
あ
り
。
家
族
は
治
療
を
希
望
し
て
い
る
。


何

も
せ

ず
口

腔
内
を
診
た
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
何
か
お
か
し
い
」
と
言
い
、
突
然
怒
り
始
め
た
。


家

族
か

ら
治

療
や
口
腔
ケ
ア
の
希
望
を
伝
え
ら
れ
て
も
、
本
人
が
理
解
で
き
ず
非
協
力
的
な
行
動
を
と
ら
れ
て

し
ま

う
。
義

歯
を
洗
わ
せ
て
く
れ
な
い
、
口
を
開
か
な
い
､
暴
れ
る
等
。


家

族
と

の
治

療
方
針
な
ど
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
。


家

族
の

要
望

と
本
人
の
希
望
が
合
致
し
な
い
。
何
度
も
治
療
の
説
明
が
本
人
に
必
要
と
な
る
。


家

族
よ

り
現

在
非
経
口
だ
が
、
口
腔
摂
取
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
診
査
・
診
断
の
上
お
楽
し
み
程
度
の
ゼ
リ

ー
可

と
な
っ

た
が

、
認
知
症
の
妻
が
固
形
物
を
食
べ
さ
せ
窒
息
さ
せ
て
い
た
。
妻
と
娘
の
関
係
性
も
良
く
な
い
。

こ
の

ケ
ー
ス

も
自
立
行
動
の
取
れ
る
認
知
症
の
自
覚
が
な
い
人
の
対
応
。


介

護
者

が
ど

う
し
て
も
患
者
サ
イ
ド
に
あ
り
、
治
療
へ
の
拒
否
が
入
る
。


開

口
。


開

口
が

困
難

で
場
合
に
よ
っ
て
は
噛
ま
れ
た
り
暴
力
を
受
け
る
場
合
。


開

口
し

て
い

た
だ
け
な
い
こ
と
。


開

口
し

な
い

。
拒
否
が
強
く
手
が
出
る
。


開

口
維

持
が

で
き
な
い
。


開

口
指

示
が

通
ら
な
い
の
で
、
バ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
抑
制
す
る
た
め
の
人
数
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。


開

口
保

持
で

き
ず
。


噛

み
し

め
た

ま
ま
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
日
が
あ
っ
た
。
意
思
疎
通
困
難
な
た
め
、
痛
い
の
か
痛
く
な
い
の

か
不

明
で
､
処
置

を
開
始
す
る
順
番
を
決
定
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。


患

者
が

暴
力

的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
口
腔
ケ
ア
す
ら
で
き
な
い
場
合
。


患

者
本

人
は

義
歯
の
制
作
使
用
を
希
望
し
て
い
な
い
が
、
家
族
が
制
作
を
希
望
し
て
い
る
。
患
者
へ
指
示
は
通

ら
な

い
。
義

歯
を
使
用
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。


簡

単
な

治
療

、
口

腔
ケ
ア
で
あ
っ
て
も
拒
絶
が
強
く
、
開
口
そ
の
も
の
を
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
多
い
方
で
す
。

現
実

に
は
あ

き
ら
め
る
か
強
制
的
手
法
と
な
り
ま
す
。
常
に
必
要
と
は
考
え
ま
せ
ん
が
、
安
定
剤
等
の
使
用
も

取
り

入
れ
た

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


義

歯
に

こ
だ

わ
り
が
見
ら
れ
、
口
腔
ケ
ア
で
さ
え
、
暴
言
を
聞
き
な
が
ら
拒
否
さ
れ
な
が
ら
の
治
療
だ
っ
た
。

初
め

て
の
認

知
症
で
､勉

強
し
て
い
く
こ
と
で
心
理
的
に
楽
に
な
っ
て
き
た
。


義

歯
の

印
象

採
得
の
際
、
指
示
が
通
ら
ず
印
象
材
を
飲
み
込
み
そ
う
に
な
り
、
即
座
に
印
象
材
（
ト
レ
ー
）
を

外
し

、
口
腔

内
を
直
視
確
認
し
、
残
り
の
印
象
材
を
手
指
で
除
去
し
た
。


義

歯
の

挿
入

が
困
難
、
ま
た
、
挿
入
で
き
て
も
咬
合
し
な
い
た
め
調
整
が
困
難
。


義

歯
の

咬
合

採
得
の
際
、
指
示
が
通
ら
ず
適
正
な
採
得
が
で
き
な
か
っ
た
。
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
義

歯
の

咬
合

採
得
時
に
開
口
の
指
示
が
入
ら
ず
ク
ラ
ス
プ
が
折

れ
た

。


義

歯
の

咬
合

採
得
時
に
指
示
が
通
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
手
に
よ

る
誘
導

に
も
抵

抗
す

る
。


義

歯
の

BT
と

か
取
り
に
く
い
。
き
ち
ん
と
治
療
で
き
な
い
。

義
歯

を
入
れ

て
も

噛
ま

な
い

､誤
嚥

が
あ

る
の

で
食

事
形
態

を
ゼ
リ
ー
状
に
さ
れ
て
し
ま
う
。


義

歯
を

新
し

く
作
っ
た
が
、
本
人
が
紛
失
。

6
か
月
は
義
歯
新

製
不

可
。
家

族
も

お
金

が
か

か
る
た

め
義
歯

新

製
希

望
せ
ず

。
食
事
形
態
が
落
ち
た
ま
ま
。


義

歯
作

成
時

に
咬
合
が
取
れ
な
い
。
「
噛
ん
で
く
だ
さ
い
」

の
伝

達
が
伝

わ
ら
な

い
の

で
、

い
ろ
い

ろ
と

ほ
か

の
方

法
を
考

え
実
践
し
て
い
る
。


義

歯
作

製
に

つ
い
て
、
判
断
が
毎
回
異
な
り
決
定
で
き
な
い
。


義

歯
新

製
の

た
め
印
象
採
得
を
行
お
う
と
し
た
ら
､
ア
ル
ジ
ネ
ー

ト
を
食

い
ち
ぎ

ら
れ

た
。


義

歯
製

作
に

関
し
て
、
意
思
疎
通
が
困
難
で
印
象
、
咬
合
採
得

な
ど

に
時
間

が
か

か
る

。


義

歯
調

整
、
不
適

合
な
と
こ
ろ
、
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

探
そ
う

と
口
腔

内
に

入
れ

よ
う

と
し
て

も
、
痛

い

こ
と

が
我
慢

で
き
ず
怒
り
だ
し
、
強
く
拒
否
す
る
。


拒

否
が

強
く

、
診
断
・
治
療
が
難
し
い
。


拒

否
が

強
く

、
診
療
（
視
診
）
も
困
難
。


誤

嚥
は

肺
炎

予
防
中
心
。
う
歯
に
対
す
る
治
療
は
、
サ
ホ
ラ
イ

ト
が
中

心
で
充
填

な
ど

切
削

器
具
使

用
は
無

理
。
 


口

を
開

い
て

く
れ
な
い
。
意
思
疎
通
不
可
。


口

を
開

い
て

く
れ
な
い
。
手
が
出
る
な
ど
治
療
が
円
滑
に
進

ま
な
い

。


口

を
開

け
て

い
た
だ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
治
療
に
時

間
が
か

か
る
。


口

を
開

け
て

い
ら
れ
な
い
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
､
動
い
て
危
な
い
、
口
を
開
け
て
も

す
ぐ
閉

め
て
し

ま
う

、
噛

み
つ

こ
う
と

す
る
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。


口

を
開

け
よ

う
と
し
な
い
。
噛
み
つ
き
。
指
示
を
理
解
で
き
な

い
。


口

を
開

け
ら

れ
な
い
。
歯
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
ら

な
い

の
で
、

強
く

口
を

閉
じ
て

し
ま

う
。 


口

を
開

け
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
､
治
療
や
口
腔
ケ
ア
に
時

間
が
か

か
る
。


口

腔
カ

ン
ジ

ダ
症
の
た
め
、
義
歯
の
不
具
合
。


口

腔
ケ

ア
を

行
う
だ
け
で
も
爪
を
立
て
ら
れ
た
り
、
ひ
っ
か
か

れ
る

､唾
を

か
け

ら
れ

た
り

と
対
応

に
。


口

腔
ケ

ア
時

に
お
け
る
拒
否
、
暴
言
等
。


口

腔
内

は
う

蝕
多
数
だ
が
、
常
に
か
み
し
め
、
歯
ぎ
し
り
し
て

お
り

治
療
困

難
。


口

腔
内

状
況

5-
6
年
前
ま
で
は

28
歯
健
全
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
、

最
近
（

個
々

2-
3
年

）
口

腔
清

掃
し
な

い

し
、
介

助
も
完

全
拒
否
の
た
め
口
腔
崩
壊
し
、
訳

14
本
に
カ
リ

エ
ス
所

見
、
治

療
す

る
も

治
療
拒

否
、
口
腔

清
掃

拒
否

。
感

情
の
波
が
あ
り
良
い
と
き
に
清
掃
、
治
療
実
施
し

て
い

る
が
､
完
治

ま
で

に
は

時
間
を

要
す
る

。


在

宅
患

者
。

2
回
に

1
回
く
ら
い
は
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛

生
士
の

顔
（

姿
）
を

見
る

だ
け

で
興
奮

し
、
治

療

に
は

入
れ
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
。
訪
問
看
護
の
後
（
疲
れ
て

い
る

？
）
に

伺
っ
た

と
き

に
そ

の
傾
向

が
強
い

よ

う
に

思
わ
れ

、
訪
問
看
護
の
な
い
日
に
訪
問
診
療
を
行
う
よ
う

に
し

た
。
家

族
の

希
望

は
補

綴
を
含

む
治
療

だ

っ
た

が
、

口
腔

ケ
ア
（
清
掃
）
と
薬
物
塗
布
（
サ
ホ
ラ
イ
ド

、
フ

ッ
素
）
、

大
き

な
う

窩
の

セ
メ
ン

ト
に

よ
る

埋
め

立
て
が

精
一
杯
だ
っ
た
。


作

っ
た

ば
か

り
の
義
歯
の
紛
失
。


指

示
が

通
ら

な
い
こ
と
。
開
口
維
持
が
で
き
な
い
こ
と
。
治
療

で
き

ず
口
腔

ケ
ア

程
度

の
こ

と
が
限

界
に
な

っ

て
い

る
こ
と

。


指

示
が

伝
わ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
開
口
状
態
を
維
持

で
き
な

い
こ
と

が
多

い
。


指

示
が

入
ら

ず
、
治
療
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
と
逆
に
口
を

強
く
閉

ざ
し
て

、
非

常
に

困
難

を
き
た

し
た
。


指

示
に

よ
る

開
口
が
で
き
な
い
。


指

示
通

り
に

口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
口
の
開
閉
に
不
随
意

運
動
が

見
ら
れ

、
診

療
に

支
障

を
き
た

す
。


施

設
で

予
約

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
施
設
職
員
に
は
痛

み
を
訴

え
る
が

実
際

傷
が

な
く
義

歯
調
整

で

き
な

い
。


歯

科
介

入
の

拒
否

や
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
、

XP
検
査
の
困
難
、
印
象
採
得
不
十
分
、
治
療
（
義
歯
作
製
）

し
て

い
く

希
望

が
あ
る
か
、
そ
も
そ
も
必
要
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
の
診
断
や
本
人
意
思
確
認
不
能
な
こ
と
。 


歯

科
治

療
を

認
識
で

き
て
い
な
い
。
頼
ん
だ
覚
え
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
近
づ
こ
う
と
し
て
も
手
や
足
が
出
る
。

口
腔

内
に
手

を
入
れ

よ
う
と
す
る
と
噛
み
つ
こ
う
と
す
る
。


治

療
ス

ペ
ー

ス
、
治
療
体
勢
の
維
持
の
困
難
、
患
者
の
拒
否
。


治

療
に

つ
い

て
理
解
が
で
き
ず
、
開
口
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
拒
否
反
応
が
強
く
手
が
出
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
。


治

療
に

対
し

て
理
解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
手
が
出
る
な
ど
の
拒
否
反
応
が
あ
る
。


治

療
に

対
す

る
拒
否

。
開
口
し
て
く
れ
な
い
。


治

療
に

対
す

る
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
咬
ま
れ
る
、
手
が
出
て
く
る
、
等
あ
る


治

療
の

内
容

を
理
解
で
き
な
い
。
本
人
の
意
思
が
わ
か
ら
ず
家
族
判
断
で
治
療
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ち

ら
の
言

葉
、
声
掛
け
に
反
応
な
し
。
指
示
通
ら
ず
、
開
口
保
持
困
難
。


治

療
を

し
た

い
が
口
を
開
け
て
じ
っ
と
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
入
れ
歯
の
新
製
不
可
。


治

療
拒

否
、

噛
み
つ
く
、
手
を
上
げ
る
、
暴
言
。


治

療
拒

否
に

て
暴
力
を
受
け
た
り
す
る
が
、
家
族
は
見
な
い
ふ
り
を
さ
れ
る
。
治
療
中
に
暴
れ
て
も
倫
理
的
に

抑
制

は
行
え

ず
、
家
族
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
。


治

療
拒

否
に

よ
る
開
口
困
難
で
、
義
歯
新
製
が
で
き
な
い
。


治

療
時

に
暴

力
的
に
な
り
口
を
開
け
な
い
。


治

療
時

拒
否

が
強
く
、
口
腔
内
に
水
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ず
治
療
し
に
く
い
。


治

療
途

中
に

不
穏
に
な
り
、
安
全
な
処
置
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。


自

身
で

の
口

腔
清
掃
は
不
可
能
。
プ
ラ
ー
ク
食
渣
の
除
去
は
月

4
回
の
居
宅
療
養
管
理
指
導
で
は
難
し
い
。
特

殊
歯

科
診
療

所
へ
紹
介
し
、
沈
静
化
、
全
麻
下
で
の
治
療
も
行
っ
た
が
、
そ
の
後
も
カ
リ
エ
ス
再
発
し
て
い
る
。


自

発
開

口
が

得
に
く
く
、
出
血
部
位
の
特
定
に
難
渋
し
た
。
顔
面
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら
始
め
、
口
腔
内
に
手
や

器
具

を
入
れ

ら
れ
た
が
、
興
奮
し
て
し
ま
う
と
、
興
奮
が
興
奮
を
呼
び
、
術
者
は
腕
を
強
く
つ
か
ま
れ
、
傷
が

で
き

て
し
ま

っ
た
。


手

指
、

頭
部

の
抑
制
を
行
っ
て
抜
歯
を
し
た
際
に
膝
蹴
り
さ
れ
た
。
抑
制
の
人
手
不
足
。


処

置
に

対
す

る
抵
抗
。
体
動
が
激
し
す
ぎ
る
場
合
、
明
ら
か
に
抜
歯
が
必
要
、
抜
歯
後
の
縫
合
に
危
険
を
感
じ

る
が

、
縫
合

で
き
な
い
と
出
血
リ
ス
ク
（
内
服
薬
あ
り
）
が
あ
る
た
め
、
処
置
を
躊
躇
す
る
こ
と
が
あ
る
。


上

顎
前

歯
の

多
発
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
歯
牙
の
崩
壊
、
下
顎
は
特
に
問
題
な
い
が
患
者
の
咬
合
が
強
く
、
口
腔
内

で
の

開
口
維

持
が
難
し
く
、
虫
歯
の
治
療
が
で
き
ず
、
応
急
処
置
の
み
で
治
療
し
ま
し
た
。
口
腔
ケ
ア
に
よ
っ

て
口

腔
清

拭
す

る
も

咬
合
関
係
が
崩
壊
す
る
と
虫
歯
の
進
行
も
進
む
。
現
在
で
は
経
過
を
観
察
し
て
い
ま
す
。 


寝

た
き

り
、

独
居
で

対
応
が
困
難
。


寝

た
き

り
で

意
思
疎
通
困
難
な
患
者
で
抜
歯
の
依
頼
。
医
師
に
ハ
ル
シ
オ
ン
を
処
方
し
て
も
ら
い
、
睡
眠
状
態

に
て

抜
歯
を

行
っ
た
。


寝

た
き

り
や

開
口
保
持
困
難
の
方
の
治
療
に
時
間
が
か
か
る
。


寝

た
き

り
状

態
で
意
思
の
疎
通
困
難
。
暴
れ
る
た
め
に
介
護
職
員
に
両
手
を
握
っ
て
も
ら
い
（
押
さ
え
つ
け
で

は
な

い
）
少

し
ず
つ
治
療
を
行
っ
た
。


新

し
い

入
れ

歯
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
作
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
そ
の
と
き
は
大
丈
夫
で
も
、

し
ば

ら
く
す

る
と
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。


親

族
立

ち
会

い
の
下
入
れ
歯
の
取
り
扱
い
を
説
明
し
た
が
、
口
腔
内
に
入
れ
る
と
き
の
方
向
性
の
認
識
が
難
し

く
。

何
度
も

伝
え
る
の
に
。


性

の
抑

制
が

解
除
さ
れ
た
男
性
に
胸
を
も
ま
れ
た
。


先

口
、

歯
磨

き
の
指
示
お
よ
び
治
療
の
説
明
、
同
意
な
ど
が
得
ら
れ
な
い
。


総

義
歯

、
症
状

に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
難
し
い
。
口
腔
内
の
状
況
を
診
て
、
使
用
状
況
、
疼
痛
症
状
、
咬
合
な

ど
推

測
せ
ざ

る
を
得

な
い
た
め
、
治
療
が
非
常
に
困
難
に
な
る
こ
と
。
ま
た
、
開
口
、
閉
口
等
の
指
示
が
伝
わ

ら
な

い
、
ま

た
義
歯

の
管
理
も
困
難
で
あ
る
。
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
体

動
、

開
口

拒
否
の
た
め
十
分
な
処
置
が
で
き
な
い
。（

印
象
採

得
）


大

声
で

怒
鳴

り
、
近
づ
く
と
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
る
の
で
、

治
療
の

協
力
が

得
ら

れ
ず

。


単

独
で

の
治

療
は
困
難
。
治
療
の
中
断
が
多
い
。


昼

夜
逆

転
等

に
よ
る
覚
醒
不
良
で
治
療
が
困
難
。


動

い
て

し
ま

う
。
診
療
の
内
容
の
理
解
不
可
。


動

揺
歯

が
多

く
て
触
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
。
治
療
方
針
が
決

め
ら
れ

な
い
。

本
人

の
拒

否
。


特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
患
者
様
。
セ
メ
ン
ト
充
填

必
要
で

あ
っ
た
が

、
治

療
の
協

力
が
得

ら
れ
ず

、

開
口

保
持
が

困
難
で
あ
っ
た
。


特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
患
者
様
。
下
顎
義
歯
の
疼

痛
を

訴
え
る

が
、
義

歯
を
装

着
す
る

た
び
に

疼

痛
部

位
が
変

化
す
る
。
義
歯
チ
ェ
ッ
ク
材
で
も
異
常
は
な
か
っ

た
た

め
無
調

整
に

て
経

過
を

見
る
と

30
分
後

に
は

改
善
し

て
い
た
。


特

養
入

所
患

者
。
職
員
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
を
完
全
に
拒
否
す
る

、
口

臭
が
ひ

ど
い

の
で

な
ん

と
か
し

て
ほ
し

い

と
の

依
頼

。
手

、
肩
、
背
中
に
触
れ
て
い
る
う
ち
は
に
こ
や
か

だ
が

、
口

唇
付
近

に
触

れ
た

途
端
に

豹
変

、
激

し
く

興
奮

す
る

。
歯
科
衛
生
士
に
手
を
抑
え
て
も
ら
い
、
口
腔

ケ
ア

、
薬

物
塗
布

（
サ

ホ
ラ

イ
ド
、

フ
ッ

素
）

を
行

っ
て
い

る
。
本
人
の
意
志
に
反
し
て
行
う
の
は
、
後
ろ
め
た

く
も
あ

る
が
、
特

養
と

の
関
係

も
あ
り

継
続

中
。


内

容
を

把
握

で
き
な
い
。


入

れ
歯

の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
悪
習
癖
を
く
り
返
し
、
紛
失

す
る
。
入
れ

歯
の
取

り
違

い
や

上
下
の

装
着
を

間

違
え

る
。
診

察
中
ト
イ
レ
に
立
ち
、
下
着
も
付
け
ず
出
歩
く
。

治
療

中
、
飲

食
し

だ
す

。


認

知
症

が
重

度
の

人
は
義
歯
装
着
が
困

難
で
、
む
し
ろ
補
綴
物

（
-）

で
食

事
形

態
で

対
応

す
べ

き
症

例
が

多

い
。


認

知
症

患
者

、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
､
噛
み
つ
か
れ
る
。


脳

血
管

疾
患

に
よ
る
食
い
し
ば
り
に
よ
る
開
口
困
難
。


脳

血
管

障
害

患
者
、
こ
わ
ば
り
で
口
唇
が
堅
く
ミ
ラ
ー
が
入
り

に
く

い
。


抜

歯
の

時
に

手
が
出
る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ

2-
3
人
が
同

行
せ
ざ

る
を
得
な

い
時

が
あ

る
。


抜

歯
時

の
こ

と
、
右
下

8
破
折

し
D

根
P3

、
M

根
は

C4
残

根
に

て
埋
入

状
態
に

て
局

麻
下

に
D

根
は

EX
T

完
了

。
M

根
C4

は
残
根
に
て
難
抜
歯
と
な
る
た
め
、
あ
き
ら

め
ざ

る
を
得

ず
残

根
は

残
し

た
。


表

情
が

攻
撃

的
で

暴
言

を
吐

く
、

唾
を
吐

く
、

噛
み

つ
く

な
ど

治
療

が
困

難
。

た
だ

治
療

を
重

ね
て

い
く

と

徐
々

に
会
話

が
で
き
量
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
ス
ム
ー
ズ
に
治

療
が

で
き
る

よ
う

に
な

れ
ば

と
。


夫

婦
と

も
に

認
知
症
で
老
々
介
護
。
治
療
の
説
明
す
る
が
ど

こ
ま
で

理
解
で

き
て

い
る

の
か

不
明
。
口

腔
ケ

ア

の
必

要
性
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い

な
い
。
週

1
回

の
訪

問
で

は
全

く
改
善

す
る
レ

ベ

ル
に

は
な
く

、
食
物
残
渣
で
口
腔
内
は
汚
れ
で
い
っ
ぱ
い
。


訪

問
で

口
腔

ケ
ア
管
理
し
て
い
る
方
で
治
療
が
必
要
に
な
り
治

療
。

受
診

し
た
の

は
良

い
の

だ
が
､
全

く
口

を

開
け

て
く
れ

ず
、
治
療
で
き
ず
口
腔
ケ
ア
だ
け
で
終
わ
っ
た

。
家

族
の
要

望
も
あ

り
、
特

に
治
療

す
る
こ

と
も

な
く

様
子
見

と
し
て
い
る
。


暴

言
や

手
が

出
る
た
め
に
口
腔
ケ
ア
を
行
え
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。


暴

言
を

は
か

れ
る
。
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
る
。
蹴
ら
れ
る
。


某

病
院

（
回

復
期
・
維
持
期
）
入
院
中
の
患
者
さ
ん
で
、
病
院

か
ら

依
頼

が
あ
り

ま
し

た
。

急
性
期

病
院

 か
ら

転
院

さ
れ

た
ば
か
り
の
よ
う
で
し
た
。
「
上
顎
に
義
歯
が
あ

る
が

、
ず

っ
と
入

れ
っ

放
し

に
な
っ

て
い

る
よ

う
で

、
 は

ず
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
。」

と
の
依
頼
で
し
た
。
上
顎

は
部
分

床
義

歯
で

、
本

人
は
義

歯
装
着

の

自
覚

は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
は
ず
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説

明
の

う
え
、
ク
ラ

ス
プ

周
囲

の
歯
石

を
除
去

し

た
り

し
て
、
少
し

痛
が
る
の
で
、
慎
重
に
何
と
か
は
ず
す
こ
と

が
で

き
ま
し

た
。
看

護
師

に
事
前

説
明
を

し
て

相
談

し
な

が
ら

実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
期
間
装
着
し

つ
ば

な
し
だ

っ
た
た

め
、

歯
肉

の
炎
症

が
強

く
、

再
度

装
着

し
よ

う
と
す
る
と

 痛
み
を
訴
え
て
、
入
れ
ら
れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
そ

の
た

め
に

、
歯
肉

の
炎

症
が

軽
快

す
る
ま

で
、
数
日
義
歯
の
装
着
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
し
ま

し
た

。
そ

の
時
、
本

人
は

ど
う
し

て
こ
ん

な
こ

と
に

な
っ
た

の
か
と
怒
り
出
し
ま
し
た
。
数
日
後
に
訪
問
し
た

時
は

、
義

歯
装
着

時
の

疼
痛

は
ほ
と

ん
ど
な

く

な
り

ま
し
た

。
そ

こ
で
、
義
歯
着
脱
の
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
文
句
ば
か
り
言
っ
て
な
か
な
か
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。
ど
う
に
か
声
掛
け
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
訪
問
時
、
看
護
師
に
よ
れ
ば
、

ふ
だ

ん
着
脱

の
練
習

を
や
っ
て
く
れ
な
く
て
、
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
結
局
、
義
歯
着
脱

は
す

べ
て
介

助
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
看
護
師
の
話
に
よ
れ
ば
、
日
に
よ
っ
て
波
は
あ
る
が
、
時
々

易
怒

性
が
あ

っ
て
、

看
護
・
介
護
が
大
変
な
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。


本

人
と

ご
家

族
の
意
向
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。


本

人
に

疾
識

が
あ
り
話
も
で
き
る
が
､短

時
間
で
忘
れ
て
し
ま
い
診
療
が
し
ば
し
ば
中
断
す
る
。


本

人
の

義
歯

の
認
識
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
装
着
使
用
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
食
形
態
（
刻
み
→
ペ
ー

ス
ト

な
ど
）

の
変
更
な
ど
の
配
慮
。


理

解
で

き
ず

暴
れ
る
､噛

ま
れ
る
。


P4

の
抜

歯
、
静

か
に
し
て
く
れ
な
い
の
で
医
師
、
看
護
師
等
の
対
面
で
一
部
腕
等
を
出
さ
な
い
よ
う
に
抑
制

し
て

EX
T

し
た
。

義
歯
の
増
歯
や
リ
ラ
イ
ン
時
、
黙
っ
て
し
ば
ら
く
噛
ん
で
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。 

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


「

痛
い

痛
い

！
や
め
て
！
」
と
叫
び
寝
室
の
ベ
ッ
ド
へ
逃
避
し
よ
う
と
さ
れ
る
。
う
が
い
の
水
を
飲
ん
で
し
ま

う
。


ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
で
あ
り
、
重
度
の
オ
ー
ラ
ル
ジ
ス
キ
ネ
イ
ド
ア
の
利
用
者
さ
ん
（

92
歳
女
性
）
。

い
つ

も
お

口
を

も
ぐ
も

ぐ
さ
せ

､
舌

を
自

分
の

手
の

ひ
ら

で
引

っ
張
り

出
し

た
り

､
引

っ
込
め

た
り
を

繰
り

返

し
て

お
ら

れ
る

。
口

腔
内
の
検
査
を
し
よ
う
に
も
、
も
ぐ
も
ぐ
や
舌
い
じ
り
を
止
め
ら
れ
る
の
を
嫌
が
り
､
暴

力
を

振
る
わ

れ
る
こ
と
も
。


う

が
い

も
上

手
に
で
き
る
と
き
と
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。
開
口
で
き
な
い
。
落
ち
着
き
が
な
い
と
き
も
あ
る
。

日
に

よ
っ
て

状
態
が
変
わ
る
。


お

口
を

開
け

て
も
ら
っ
た
り
、
閉
じ
で
も
ら
っ
た
り
意
思
疎
通
が
通
ら
な
い
と
き
が
時
々
み
ら
れ
て
困
っ
た
と

き
が

あ
っ
た

。


す

べ
て

拒
否

。
暴
れ
る
。
義
歯
も
入
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
認
知
高
度
に
進
行
。


意

思
疎

通
が

難
し
く
､
日
に
よ
っ
て
態
度
が
違
う
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
苦
痛
を
感
じ
る
と
口
を
開
け
て
く
れ

な
い

な
ど
処

置
に
困
っ
た
。


意

思
疎

通
が

薄
い
方
ほ
ど
､
術
者
が
手
を
噛
ま
れ
た
り
す
る
。


意

思
疎

通
歯

で
き
る
が
、
治
療
が
始
ま
る
と
し
ば
ら
く
不
随
意
運
動
が
出
て
し
ま
い
、
開
口
保
持
が
困
難
に
な

っ
た

り
、
ミ

リ
単
位
の
切
削
処
置
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
治
療
を
進
め
に
く
い
。


何

を
さ

れ
て

い
る
の
か
理
解
で
き
ず
、
乱
暴
な
行
動
や
言
動
を
さ
れ
る
こ
と
。
理
解
ま
で
は
行
か
な
く
て
も
、

気
持

ち
を
落

ち
着
か
せ
て
か
ら
の
診
療
に
時
間
を
要
す
こ
と
。


何

度
も

同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。


家

族
が

望
む

治
療
と
実
際
に
行
え
る
治
療
の
差
が
あ
り
、
押
さ
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
戸
惑
い

を
感

じ
て
。


開

口
指

示
が

入
ら
ず
、
施
術
中
も
し
ゃ
べ
り
続
け
る
た
め
、
器
具
の
使
用
が
非
常
に
危
険
。


開

口
保

持
困

難
。


義

歯
の

着
脱

時
に
突
然
噛
み
し
め
だ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
義
歯
が
破
折
し
そ
う
で
大
変
焦
っ
た
。


義

歯
を

外
し

て
清
掃
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
義
歯
を
盗
ま
れ
た
と
不
安
に
な
ら
れ
た
。


義

歯
を

作
成

し
た
が
､
義
歯
の
前
後
の
向
き
が
分
か
ら
ず
、
ご
自
身
で
着
脱
が
難
し
い
。
ご
家
族
か
ら
本
人
に

着
脱

し
て

ほ
し

い
と

の
要
望
が
あ
り
､ク

ラ
ス
プ
を
少
し
ゆ
る
め
に
し
、
着
脱
し
や
す
く
し
た
が
、
本
人
か
ら

は
「

ゆ
る
い

」
と
言
わ
れ
､
板
挟
み
状
態
と
な
っ
た
。


義

歯
作

成
の

た
め
の
印
象
採
得
時
に
開
口
指
示
が
入
ら
ず
指
を
噛
ま
れ
た
。


口

腔
ケ

ア
・

治
療
の
際
抵
抗
さ
れ
ま
す
の
で
、
難
し
い
時
が
あ
り
ま
す
。
舌
だ
し
､
吸
啜
、
く
い
し
ば
り
に
よ

っ
て

開
口
が

し
づ
ら
い
で
す
。


口

腔
清

掃
。

義
歯
着
脱
。


口

輪
筋

の
力

が
強
す
ぎ
て
、
開
口
器
な
ど
の
道
具
を
使
っ
て
い
る
が
す
ぐ
に
ず
れ
た
り
取
れ
た
り
す
る
。
ブ
ラ
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シ
や

歯
ブ

ラ
シ

な
ど
入
れ
る
の
も
困
難
。
な
か
な
か
口
腔
内
を

き
れ

い
に

し
て
い

る
の

か
ど

う
か
､
手

探
り

な

面
も

あ
り
、

こ
れ
で
き
れ
い
に
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う

面
も

あ
る
。


残

存
歯

が
少

な
く
多
数
の
欠
損
歯
が
あ
る
が
、
本
人
が
義
歯
を

入
れ

る
こ
と

が
で

き
ず

、
食

形
態
を

低
下
す

る

し
か

な
く
、

栄
養
状
態
が
低
下
し
て
困
っ
た
。


思

い
込

み
が

強
く
あ
っ
た
り
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
意
見
を
受

け
入
れ

て
く
れ

な
い

。


指

示
が

入
ら

な
い
。
暴
力
的
に
な
っ
て
い
く
（
行
動
、
言
動
）。

心
を

閉
ざ
し

て
し

ま
う
､
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
り
づ

ら
い
。


歯

科
に

依
存

度
が
高
く
､自

立
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
指
導
す

る
が

磨
い

て
い
な

い
。

訪
問

を
待
っ

て
く

れ
て

い
る

（
訪
問

以
外
磨
い
て
い
る
様
子
が
な
い
）。

か
な
り
口
腔
内

不
潔
で

あ
る
。


治

療
や

口
腔

ケ
ア
を
本
人
が
強
く
拒
否
す
る
。
本
人
の
拒
否
が

強
く
､
義

歯
の
管

理
（

取
り

外
し
や

洗
浄

）
も

家
族

が
で
き

な
い
。
口
腔
内
に
傷
が
あ
っ
て
も
､
症
状
が
な

い
と

い
う
。


治

療
よ

り
口

腔
ケ
ア
を
重
視
し
て
い
る
が
、
口
腔
内
の
細
部
（

奥
）
ま
で

診
る
こ

と
が

大
変

だ
。
寝

た
き
り

で

意
思

疎
通
の

悪
い
患
者
さ
ん
（
病
院
）
は
、
よ
く
歯
の
動
揺

が
出
て

き
て
誤

飲
が

心
配

で
、
抜

歯
を

病
院
の

先

生
か

ら
よ
く

言
わ
れ
る
。


治

療
中

手
が

出
た
り
、
拒
否
さ
れ
る
。
義
歯
の
清
掃
管
理
が

難
し
い

。


自

身
に

お
い

て
口
腔
内
の
衛
生
管
理
が
で
き
な
い
が
、
介
護

者
で
の

管
理
も

厳
し

い
。


手

で
術

者
を

た
た
く
、
大
声
で
暴
言
を
言
う
こ
と
。


手

を
乱

暴
に

動
か
し
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
の
場
合
、
ど
の
く

ら
い

の
強
さ

で
押
さ

え
つ

け
て

も
良
い

の
か
判

断

が
難

し
い
。


処

置
中

の
体

勢
維
持
が
難
し
い
で
す


寝

た
き

り
状

態
で
意
思
の
疎
通
困
難
。
暴
れ
る
た
め
に
介
護

職
員
に

両
手
を

握
っ

て
も

ら
い
（

押
さ

え
つ
け

で

は
な

い
）
少

し
ず
つ
治
療
を
行
っ
た
。


診

療
に

対
す

る
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。
強
い
拒
否
が
あ
る
。（

手
を
出

し
た
り

、
爪

で
か

い
た

り
、
暴

れ
た

り
）


診

療
体

勢
に

無
理
が
あ
る
（
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
）
。
前

屈
み
で

の
診

療
で
ぎ

っ
く

り
腰

を
起
こ

し
て

し
ま

い
、

立
ち
上

が
れ
な
く
な
っ
た
。


先

生
の

治
療

時
の
補
助
を
行
う
時
に
､口

を
開
け
て
く
れ
な
い

と
き

が
あ
り

､補
助

に
苦
労

し
た
。
意
思

疎
通
が

し
に

く
い
と

き
が
あ
り
、
ケ
ア
後
の
う
が
い
が
さ
れ
ず
に
､
促
す

の
に
労

力
が
い

っ
た

。


動

い
て

し
ま

う
。
内
容
の
理
解
不
可
。


暴

れ
る

、
手

が
出
る
、
拒
否
、
機
嫌
悪
い
。


話

の
理

解
度

が
低
い
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


義

歯
新

製
に

お
い
て
意
思
疎
通
が
で
き
ず
、
治
療
が
非
常
に

困
難
で

時
間
も

か
か

る
。
特
に

口
を
開

け
た
り

閉

じ
た

り
、
ま

た
、
カ
チ
カ
チ
と
タ
ッ
ピ
ン
グ
や
し
ば
ら
く
噛

ん
だ
状

態
を
維

持
し

て
も

ら
う

と
い
う

動
作
を

行

っ
て

も
ら
え

な
い
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。
も
う
い
い
と
言
う
。（

治
療
の
途
中
）

大
き
く

動
い
て

危
な

い
。


治

療
、
口

腔
保
健
指
導
に
お
い
て
患
者
に
対
し
て
指
示
が
入

ら
ず
、
困
難

に
な
る

場
合

が
多

々
あ
り

ま
す
。
口

を
開

け
て
く

れ
な
い
。
開
口
保
持
不
可
。
う
が
い
の
指
示
入
ら

ず
、
拒

否
が

強
く

抵
抗

す
る

。
時
に

は
暴
力

な

ど
な

ど
。


治

療
中

に
寝

て
し
ま
い
、
治
療
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
。


治

療
内

容
へ

の
理
解
不
足
と
拒
否
が
強
い
。
訪
問
日
に
よ
っ
て

違
う

こ
と
。


大

声
を

出
し

拒
否
を
す
る
。
手
が
出
た
り
顔
を
そ
む
け
た
り
（

施
設

の
方
）
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


お

口
を

開
け

て
も
ら
え
な
い
。
拒
否
が
あ
る
。

場
面
⑥

口
腔

保
健

指
導

・
歯
科
保
健
指
導

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


自

分
が

歯
を

磨
い
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
間
も

10
秒
程
度
で
終
了
。
指
導
す
る
が
改

善
し

な
い
。

重
度
歯

周
病
に
な
り
抜
歯
。


抜

歯
の

取
り

扱
い
に
お
い
て
、
日
常
的
ケ
ア
が
独
居
に
て
困
難
で
あ
り
、
指
導
の
と
お
り
行
え
な
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ケ

ア
に

対
す

る
拒
否

が
強
い
人
（
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
ん
だ
り
手
や
足
も
出
る
な
ど
）
。
残
存
歯
は
多
い
が
、
そ
の

ほ
と

ん
ど
が

残
根
状
態
で
バ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
使
え
な
い
ケ
ー
ス
。


清

掃
指

導
が

理
解
で
き
な
い
。


毎

回
保

健
指

導
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。


明

ら
か

な
認

知
症
と
は
い
え
な
い
が
、
指
導
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
意
味
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
､本

当

に
そ

う
な
の

か
疑
問
の
時
が
あ
る
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


お

口
の

状
況

を
説
明
し
て
も
、
分
か
っ
た
よ
う
な
返
事
を
さ
れ
る
が
、
分
か
ら
な
い
の
か
忘
れ
る
の
か
、
そ
れ

を
施

設
の
人

に
言
わ
れ
る
と
当
院
の
不
信
感
に
つ
な
が
る
。


口

腔
内

に
多

数
の
う
蝕
歯
が
あ
り
、
治
療
困
難
な
た
め
口
腔
ケ
ア
で
悪
化
を
防
ぎ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
必

要
性

が
理
解

で
き
ず
抵
抗
が
あ
る
。


残

歯
が

多
い

方
で
拒
否
が
強
い
方
は
､口

腔
清
掃
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ず
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
（
ご
家
族
も
､

施
設

ス
タ
ッ

フ
も
ケ
ア
困
難
）


指

導
し

た
こ

と
を
翌
週
聞
い
て
も
全
く
覚
え
て
い
な
い
。
（
い
つ
も
初
め
て
伺
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
清

掃
が

で
き
て

い
な
い
。


歯

磨
き

の
仕

方
を
教
え
て
も
や
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
が
難
し
い
。
見
て
く
れ
る
人
が
そ
ば
に
い
れ
ば
い
い
の

だ
が

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ご

本
人

も
ご

家
族
も
認
知
症
（
軽
度
）
な
の
で
、
一
見
し
っ
か
り
し
て
い
そ
う
な
対
応
を
さ
れ
ま
す
が
、
理
解

で
き

な
い
こ

と
が
多
い
の
で
心
配
で
す
。


意

思
疎

通
が

難
し
い


一

人
暮

ら
し

、
継
続
し
て
歯
磨
き
し
て
く
れ
な
い
。（

忘
れ
る
）
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
ん
で
も
あ
ま
り
変
化
な
し
。

ケ
ア

マ
ネ
に

連
絡
し
て
も
あ
ま
り
積
極
的
に
対
応
し
て
く
れ
な
い
。


何

度
も

同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
。
保
湿
剤
の
使
用
方
法
を
言
っ
て
も
伝
わ
り
に
く
い
。
→
使
わ
な
く
な
り

口
腔

内
乾
燥

し
、
義

歯
あ
た
り
で
き
や
す
く
な
る
。


患

者
さ

ま
の

お
宅
に

伺
っ
た
際
、
い
つ
も
あ
る
と
こ
ろ
に
歯
ブ
ラ
シ
が
な
く
、

30
分
ほ
ど
探
し
た
が
見
つ
か

ら
な

か
っ
た

こ
と
。


義

歯
に

ポ
リ

グ
リ
ッ

プ
を
大
量
に
着
け
て
し
ま
う
。


義

歯
や

口
腔

内
の
歯

磨
き
指
導
を
し
た
い
が
、
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
（
耳
も
遠
い
）
の
で
、
清
掃
状
態
を
保
て

な
い

。


口

腔
ケ

ア
の

時
に
そ

れ
ま
で
大
人
し
く
で
き
て
い
て
も
、
突
然
大
き
な
声
を
出
し
て
立
ち
上
が
る
こ
と
が
あ
る

た
め

､
最

近
は

短
時

間
で
し
か
で
き
な
い
。
間
接
訓
練
も
は
じ
め
は
上
手
に
で
き
る
が
、
長
く
続
け
る
と
混
乱

す
る

の
か
少

し
怒
り

っ
ぽ
く
な
る
。


口

腔
ケ

ア
指

導
。


口

腔
ケ

ア
時

義
歯
洗

浄
を
行
う
際
、
義
歯
を
外
す
こ
と
を
理
解
で
き
ず
受
け
入
れ
な
い
、
ま
た
は
受
け
入
れ
ま

で
に

時
間
を

要
す
こ

と
が
あ
り
。


口

腔
機

能
検

査
で
低

下
症
で
舌
圧
が
弱
か
っ
た
た
め
、
ペ
コ
ぱ
ん
だ
の
使
用
に
て
訓
練
を
試
み
た
が
、
数
日
で

ペ
コ

ぱ
ん
だ

を
紛
失

し
て
し
ま
い
、
訓
練
不
可
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
支
払
い
は
で
き
な
い
の
で
成
年
後
見
人
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が
介

入
し
て

い
ま
す
。


口

腔
腔

内
清

掃
が
困
難
で
、
必
要
性
を
お
話
し
す
る
も
忘
れ
て

し
ま

う
。
家
族
の

協
力

も
あ

ま
り
得

ら
れ
な

い
。
 


口

腔
清

掃
を

行
う
時
、
拒
否
や
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
手
が
出

て
く

る
。
う

が
い

を
し

て
も

ら
う
の

に
飲
み

込

む
、

口
か
ら

出
さ
な
い
等
。


口

腔
内

の
お

そ
う
じ
を
終
わ
り
歯
間
に
挟
ま
っ
て
い
た
食
渣
､
プ
ラ

ー
ク

（
大
量

の
た

め
）

を
除
去

し
た

こ
と

に
よ

り
、
口

腔
内
に
汚
れ
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
最
後
に
ぶ
く

ぶ
く

う
が
い

を
し

て
も

ら
え

る
と
す

べ
て
外

に

出
す

こ
と

が
で

き
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
ふ
き

あ
げ

た
り
､
歯

ブ
ラ

シ
で

か
き

だ
し
た

り
、

と
て

も
時

間
が
か

か
る
こ
と
に
。


指

導
内

容
を

全
く
覚
え
て
も
ら
え
な
い
。


施

設
で

は
付

き
添
い
の
方
が
い
な
く
て
､
ご
本
人
に
保
健
指

導
し

て
も
理

解
で
き

な
い

こ
と

。


歯

ブ
ラ

シ
を

使
用
し
た
後
に
よ
く
洗
え
て
お
ら
ず
、
磨
き
粉
が

多
量

に
付

着
し
た

ま
ま

に
な

っ
て
､
そ

こ
が

と

て
も

不
潔
に

な
っ
て
い
る
。


歯

磨
き

指
導

に
つ
い
て
。
ご
本
人
よ
り
も
ご
家
族
の
協
力
が
必

要
と

な
る
の

で
、
ご

家
族
の

協
力
が

積
極
的

で

な
い

場
合
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。


治

療
の

時
に

な
か
な
か
協
力
を
得
ら
れ
な
い
時
が
あ
っ
た
。
説
明

し
落
ち

着
い
て

治
療

で
き

る
ま
で

時
間
が

か

か
っ

て
し
ま

っ
た
。
ま
た
、
施
設
に
入
居
し
て
い
て
も
自
分
で

管
理

し
て
い

る
場

合
、
安

全
に
服

薬
で
き

る
よ

う
工

夫
す
る

の
が
少
し
大
変
だ
っ
た
。


自

身
で

の
口

腔
ケ
ア
に
対
す
る
理
解
不
足
。
一
度
説
明
し
た

こ
と
を

次
に
は

忘
れ

て
い

る
。


自

身
で

歯
磨

き
を
さ
れ
る
が
、
思
い
立
っ
た
と
き
し
か
行
わ
な

い
の

で
､
ご

家
族

に
協

力
し

て
も
ら

い
た
い

が
、

本
人

が
嫌
が

る
の
か
介
助
磨
き
に
期
待
で
き
な
い
こ
と
。


自

身
の

口
腔

内
へ
の
関
心
が
薄
く
な
り
､
口
腔
内
の
状
態
が
悪

化
し

て
い

く
。
磨

い
て

も
短

時
間
の

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

で
終
わ

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
､し

な
か
っ
た
り
し
て

い
る
。


痛

み
の

訴
え

が
あ
り
投
薬
し
て
も
ら
う
こ
と
を
伝
え
て
も
、
何
度

も
清
掃

中
に
痛

み
止

め
が

ほ
し
い

と
言
わ

れ

中
断

し
て
大

変
で
し
た
。


途

中
ま

で
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
て
い
て
も
、
急
に
人
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
拒

否
が
出

る
。
手

を
上
げ

た
り
、
唾
を

吐
か

れ
た
こ

と
も
あ
る
。


動

い
て

し
ま

い
口
腔
ケ
ア
で
き
な
い
。


認

知
症

の
た

め
記
憶
力
低
下
が
激
し
く
、
指
導
内
容
が
伝
わ
ら

な
い

。
口
腔

状
態

が
改

善
さ

れ
な
い

。


暴

言
・
暴

力
、
突
然
態
度
が
全
く
変
わ
る
等
、
気
持
ち
、
様
子

、
態

度
が
変

化
す

る
ス

イ
ッ

チ
が
あ

る
と
思

わ

れ
る

が
、
判

明
せ
ず
対
応
が
難
し
い
こ
と
。


暴

力
、

暴
言

の
た
め
に
口
腔
ケ
ア
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


な

か
な

か
口

を
開
い
て
く
れ
な
い
の
で
、
時
間
を
か
け
な
が

ら
、
と

き
に

開
口
器

を
用

い
て

口
腔
ケ

ア
を
す

る

と
き

が
あ
る

。


一

定
時

間
座

っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
で
、
処
置
中
立
ち
上
が
ろ

う
と

し
た
り

す
る

。
行

動
を

制
す
る

と
落
ち

着

き
が

な
く
な

り
不
穏
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
日
常
的
な
口
腔
ケ
ア

が
不
十

分
と
な

り
、
処

置
も
一

回
の
時

間
を

短
く

し
て
回

数
を
分
け
て
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。


家

族
が

口
腔

清
掃
し
て
く
れ
な
い
。


関

節
リ

ウ
マ

チ
に
て
身
体
の
動
き
が
悪
い
が
、
自
分
自
身
の
固

定
観

念
が
強

く
、
口

腔
ケ
ア

等
の
指

導
時
に

こ

ち
ら

の
説
明

を
否
定
す
る
。


気

分
に

ム
ラ

が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
も
拒

否
が

強
い
こ

と
が

ま
ま

あ
り

、
ま
た

人
に
よ

っ

て
介

入
を
許

し
た
り
、
拒
絶
し
た
り
す
る
こ
と
あ
り
。


義

歯
を

入
れ

た
が
ら
な
い
。
（
総
義
歯
）


義

歯
清

掃
を

や
っ
て
く
れ
る
方
も
い
な
い
。
本
人
に
言
っ
て
も

返
事

す
る

の
が
で

き
な

い
の

で
､
い

つ
も
義

歯

が
ド

ロ
ド
ロ

。


訓

練
の

意
味

が
理
解
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
の

際
に
暴
れ
た
り
、
唾
を
吐
い
た
り
、
噛
み
つ
こ
う
と
し
て
く
る
。


口

腔
ケ

ア
介

入
時
、
洗
口
や
開
口
が
で
き
ず
、
口
腔
衛
生
管
理
が
で
き
な
い
。
処
置
等
も
進
め
ら
れ
な
い
。


口

腔
ケ

ア
時

に
抵
抗
が
強
い
と
き
が
あ
る
。


口

腔
衛

生
指

導
を
行
っ
て
も
、
す
ぐ
忘
れ
、
指
示
が
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
な
ど
。


口

腔
保

健
指

導
が
全
く
で
き
な
い
。
訴
え
の
合
理
性
が
な
い
。


指

示
内

容
の

理
解
不
能
。
拒
否
・
抵
抗
。


歯

磨
き

で
き

な
い
。
老
老
介
護
で
介
助
も
で
き
な
い
。


抜

糸
に

対
す

る
恐
怖
を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
治
療
を
し
た
く
て
も
歯
科
自
体
を
嫌
が
り
、
治

療
に

対
す
る

拒
否
が
ず
っ
と
あ
り
。


本

人
は

清
掃

で
き
ず
、
介
護
者
に
頼
む
。
介
護
者
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
歯
科
衛
生
士
の
ケ
ア
を
入
れ

た
か

っ
た
が

、
金
銭
面
で
入
れ
な
か
っ
た
。


理

解
を

得
ら

れ
ず
暴
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


以

前
は

口
腔

ケ
ア
を
嫌
が
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
傾
眠
傾
向
も
増
え
情
緒
も
不
安
定
な
日
が
多
く
な

り
、

時
々
大

き
な
声
も
出
さ
れ
拒
否
さ
れ
る
。
入
れ
歯
を
外
す
際
、
噛
も
う
と
す
る
。


何

度
訪

問
し

て
保
健
指
導
を
行
っ
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
最
初
か
ら
や
り
直
し
の
繰
り
返
し
。


家

族
に

指
導

す
る
も
、
継
続
し
て
歯
磨
き
し
て
く
れ
な
い
。


開

口
へ

の
指

示
が
通
ら
ず
治
療
が
難
し
く
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
に
も
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。


患

者
の

支
出

の
減
少
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
用
品
の
不
足
。


看

護
師

に
入

れ
歯
の

着
脱
を
指
導
中
で
あ
っ
た
が
、
周
囲
で
話
し
て
い
る
こ
と
に
い
ら
つ
き
､
話
を
制
止
し
よ

う
と

し
た
。


義

歯
の

作
成

を
し
て

装
着
、
調
整
ヲ
繰
り
返
し
訪
問
し
､
口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
の
で
訪
問
し
て
い
た
が
、
本
人

は
義

歯
が
入

っ
た
の

で
も
う
訪
問
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
や
罵
声
を
浴
び
せ
た
り
し
て
、
認
知
症
で
す
が

意
思

疎
通
が

で
き
て

、
中
途
半
端
な
面
が
出
て
き
て
､こ

ち
ら
は
ケ
ア
し
た
い
が

D
H

の
心
が
折
れ
そ
う
な
罵

声
が

あ
り
、

ど
う
し
よ
う
か
迷
う
こ
と
も
あ
る
。


義

歯
の

保
管

方
法
等

外
し
て
洗
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
外
し
た
と
き
冷
蔵
庫
に
し
ま
っ
て
し
ま
う
等
。


急

に
怒

っ
た

り
手
が

出
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
お
話
を
し
た
り
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
ケ
ア
に
入
り
ま

す
。


拒

否
が

強
く

、
意
思

疎
通
が
困
難
で
口
腔
ケ
ア
が
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
い
。


強

い
拒

否
の

日
が
あ

る
。


口

を
開

け
て

く
れ
な

い
（
気
分
が
の
っ
て
な
い
と
）
。


口

を
開

け
て

く
れ
な

く
な
り
､指

を
噛
ま
れ
る
の
で
。


口

腔
ケ

ア
の

途
中
で

大
声
を
出
し
た
り
す
る
。
気
分
の
浮
き
沈
み
が
あ
る
。


口

腔
ケ

ア
や

治
療
を

行
う
際
、
拒
否
が
強
く
（
首
を
左
右
に
振
る
、
自
分
の
手
で
払
い
の
け
よ
う
と
す
る
）
抑

制
が

必
要
で

あ
っ
た

。


口

腔
ケ

ア
を

す
る
と

き
に
唾
液
が
多
い
患
者
さ
ま
に
は
サ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
。
う
が
い
（
ぶ
く
ぶ
く
）
が
な
か

な
か

で
き
な

い
方
も

多
い
。


口

腔
ケ

ア
を

行
う
際

に
口
が
開
か
な
い
。
開
か
な
い
た
め
に
舌
側
の
処
置
が
行
え
な
い
。
う
が
い
が
で
き
な
い

こ
と

が
多
い

た
め
､
清
拭
の
み
に
な
る
と
口
の
中
の
プ
ラ
ー
ク
を
除
去
し
づ
ら
い
。


口

腔
ケ

ア
を

行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
日
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
か
っ
た

り
手

が
出
て

暴
力
的

に
な
っ
た
。
認
知
が
進
む
に
つ
れ
て
ひ
ど
く
な
っ
た
気
が
す
る
。


口

腔
ケ

ア
介

入
時
洗

口
や
開
口
が
で
き
ず
、
口
腔
衛
生
管
理
が
で
き
な
い
。
処
置
等
も
進
め
ら
れ
な
い
。


口

腔
ケ

ア
指

導
。


口

腔
ケ

ア
時

に
「
口
唇
の
力
を
抜
く
」、
「
ゆ
っ
く
り
う
が
い
す
る
」、
「
舌
を
出
す
」
等
の
指
示
が
理
解
で
き
な

い
の

で
、
十

分
な
ケ

ア
が
難
し
く
時
間
が
か
か
る
。
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
口

腔
ケ

ア
時

に
は
口
を
開
け
さ
せ
ま
す
が
、
一
苦
労
す
る
。
短
時

間
の
間

に
で
き

る
だ

け
口

腔
清
掃

を
し
た

い

の
で

す
が
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。


口

腔
ケ

ア
時

暴
れ
て
､噛

み
つ
い
て
き
た
り
､唾

を
吐
き
か
け
て

く
る
。
手
も

出
て

く
る

の
で

押
さ
え

る
と
爪

を

ギ
ュ

ウ
ー
と

立
て
る
。


口

腔
に

触
れ

る
こ
と
が
強
い
拒
否
が
あ
り
、
一
人
で
の
対
応

が
難
し

く
時
間

が
か

か
る

。


口

腔
内

の
状

態
を
説
明
し
て
も
理
解
で
き
ず
、
必
要
な
治
療
を

受
け

入
れ
ら

れ
な

い
。
口
腔

ケ
ア
の

習
慣
化

を

指
導

し
て
も

､理
解
や
実
行
が
難
し
い
。


口

腔
内

を
診

る
だ
け
だ
が
泣
き
出
し
て
し
ま
う
。
硬
直
し
ケ

ア
も
難

し
状
況

。


残

存
歯

が
か

な
り
減
っ
て
い
て
、
口
腔
ケ
ア
（
清
掃
等
）
を

し
て

い
る

と
手
が
出

て
き

て
ひ

っ
か
い

た
り
の

介

護
抵

抗
が
あ

る
の
で
、
か
な
り
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


指

示
内

容
の

理
解
不
能
、
拒
否

・
抵

抗
。


支

援
者

の
負

担
。


歯

科
保

健
指

導
の
理
解
度
が
低
い
。


自

分
の

名
前

が
認
識
で
き
な
い
。
本
名
と
違
う
名
前
で
自
己
認

識
し

て
い
る

こ
と

が
あ

り
、
声

か
け

し
た
と

き

に
認

識
し
て

い
る
名
前
と
違
う
と
、
開
口
拒
否
が
あ
っ
た
り
す

る
。


女

性
の

患
者

さ
ん
で
、
男
性
医
師
は
好
き
だ
が
、
女
性
ス
タ

ッ
フ
は

拒
否
、

体
を

触
る

。


声

か
け

、
脱

感
作
後
口
腔
ケ
ア
を
行
お
う
と
す
る
と
、
手
を

捕
ま
れ

た
り
、
た
た

か
れ

た
り

、
唾
を

吐
か
れ

た

り
す

る
。


前

回
話

し
た

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
義
歯
を
洗
っ
て
く
だ
さ

い
ね

と
伝
え

る
と

、
洗

っ
て

い
な
い

が
洗
っ

て

い
る

と
言
う

。


日

に
よ

っ
て

ム
ラ
が
あ
る
が
、
口
腔
ケ
ア
を
行
お
う
と
す
る
と

毛
布

で
顔
を

隠
さ

れ
る

。
声

か
け
を

し
て
も

意

思
の

疎
通
が

難
し
い
た
め
､
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。


認

知
機

能
が

低
下
さ
れ
て
い
る
方
で
独
居
の
方
へ
の
保
険
証

類
が
必

要
な
際

に
（

家
族
様

も
把
握

さ
れ
て

い
な

い
場

合
）
ど

こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
探
す
の
に
困
っ
た
り
、
保

健
指
導

す
る
際

、
家
族

様
が
協

力
的
で

あ
れ

ば
毎

日
お

声
か

け
し

て
下

さ
る
の

で
助
か

り
ま

す
が

非
協

力
的

や
そ

の
場

だ
け

の
返

事
の

際
何

度
も

行
っ

て

よ
い

の
か
。


本

人
が

気
を

許
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
居
な
い
と
､な

か
な

か
い
す

に
座

っ
て
く

れ
ず

、
予

定
し
て

い
る

時
間

か
ら

な
か

な
か

始
め
ら
れ
な
い
。
い
す
に
座
っ
た
と
し
て
も
ブ

ラ
シ

な
ど

口
に
入

れ
さ

せ
な

い
こ
と

も
あ

る
。

そ
の

日
の
気

分
に
よ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
口
腔
ケ
ア
で
き
る
か

分
か

ら
な
い

。
予

約
し

て
い

て
も
何

も
で
き

な

い
と

き
も
あ

る
。


本

人
が

歯
磨

き
を
し
い
て
い
る
が
、
で
き
て
い
る
と
家
族
が
思

い
、
家

族
の

口
腔

ケ
ア

介
入

が
不
十

分
に
な

る

こ
と

が
あ
る

。


本

人
は

清
掃

で
き
ず
、
介
護
者
に
頼
む
。
介
護
者
だ
け
で
は

限
界

が
あ
る

の
で
、
歯

科
衛

生
士
の

ケ
ア
を

入
れ

た
か

っ
た
が

、
金
銭
面
で
入
れ
な
か
っ
た
。


老

人
ホ

ー
ム

に
入
居
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
磨
き
は
し
て
も
ら

え
な
い

。
何

年
も
訪

問
し

て
い

る
が
、
誰
か

分
か

ら
ず

、
開
口

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。


嚥

下
訓

練
を

行
い
た
い
が
､
受
動
的
な
訓
練
し
か
行
え
な
い

。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


「

あ
っ

ち
行

け
」「

殺
し
に
来
た
の
か
」
等
の
暴
言
は
聞
き
流
せ

ば
良

い
が
、
口
腔

ケ
ア

を
す

る
に
お

よ
び
､
手

は
出

る
、
噛

み
つ
く
等
の
行
動
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

2
週
間

の
訪
問

に
よ
る

口
腔

ケ
ア

を
行
っ

て
い
る

が
、

目
的

を
達
す

る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。


意

思
疎

通
で

き
ず
正
確
な
診
断
が
で
き
な
い
。
施
設
職
員
の
指

示
も
聞

け
な
い
の

で
、
口

腔
衛

生
管
理

が
困
難

。

残
存

歯
す
べ

て
カ
リ
エ
ス
に
な
っ
て
い
る
。


何

回
指

導
し

て
も
歯
ブ
ラ
シ
、
義
歯
清
掃
を
忘
れ
る
。
家
族

の
協
力

が
得
ら

れ
な

い
。


介

助
者

に
よ

る
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
」。


義

歯
の

管
理

に
お
い
て
あ
ち
こ
ち
置
く
の
で
紛
失
を
繰
り
返
し
、
そ
の
た
び
に
み
ん
な
で
探
し
回
っ
て
い
る
。 


義

歯
調

整
の

依
頼
だ

っ
た
が
、
喘
鳴
音
が
ひ
ど
く
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
、
嚥
下
体
操
等
家
族
に
話
し
た
が
、
費

用
の

関
係
で

治
療
の

み
を
希
望
さ
れ
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
、
施
設
の
支
援
者
に
は
説
明
し
た

が
対

応
難
し

く
。


拒

否
が

強
く

、
口

腔
ケ
ア
の
際
ケ
ア
用
具
を
噛
ん
で
離
さ
な
か
っ
た
り
、
指
を
嚙
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
す
る
。

開
口

保
持
用

の
器
を
用
い
て
家
族
の
方
に
押
さ
え
て
い
た
だ
き
、
歯
科
衛
生
士
と
歯
科
医
師
の
二
人
が
か
り
で

口
腔

ケ
ア
を

実
施
し
て
い
る
。


口

腔
ケ

ア
に

対
し
て
拒
否
が
強
く
満
足
に
で
き
な
い
点
。


口

腔
ケ

ア
の

際
、
ほ
ぼ
か
み
し
め
て
い
た
り
、
う
つ
む
い
て
お
り
施
術
困
難
。


口

腔
ケ

ア
を

行
う
際
に
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
手
を
出
し
て
い
や
が
る
た
め
複
数
人
で
の
対
応
が
必
要
な

こ
と

。


口

腔
ケ

ア
中

に
じ
っ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
暴
れ
た
り
頭
を
は
た
か
れ
た
り
す
る
の
で
､ケ

ア
が
非
常
に
困

難
で

あ
る
。


口

腔
衛

生
状

態
が
極
め
て
悪
い
の
で
、
何
と
か
口
腔
ケ
ア
を
し
よ
う
と
試
み
る
た
め
、
何
と
か
気
分
を
乗
せ
て

診
療

し
よ
う

と
時
間
や
手
間
を
か
け
て
も
、
数

10
分
試
し
て
結
果
何
も
で
き
な
い
日
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
を

繰
り

返
す

こ
と
で
何
回
か
に

1
回
は
磨
か
せ
て
く
れ
た
り
、
器
具
を
入
れ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
毎
回
チ

ャ
レ

ン
ジ
す

る
し
か
な
い
。
ま
た
、
噛
ん
で
し
ま
う
の
で
揃
え
る
機
材
（
ス
テ
ン
レ
ス
ミ
ラ
ー
、
バ
イ
ト
ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

）
が

多
く

な
る
。
（
個
別
に
滅
菌
す
る
た
め
）
介
助
者
に
口
腔
保
健
指
導
す
る
が
、
人
に
よ
っ
て
温

度
差

が
大
き

い
。


口

腔
内

を
触

ら
れ
る
こ
と
へ
の
拒
否
、
抵
抗
な
ど
。
開
講
時
間
の
維
持
。


歯

ブ
ラ

シ
を

口
腔
内
に
入
れ
る
と
噛
ん
で
く
る
の
で
施
術
が
困
難
。
う
が
い
を
し
て
も
ら
う
と
き
に
、
口
の
中

に
水

を
た
め

込
ん
だ
ま
ま
吐
き
出
そ
う
と
し
な
い
の
で
時
間
が
と
て
も
か
か
る
。


笑

顔
の

多
い

患
者
さ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
を
し
て
も
良
い
か
と
尋
ね
る
と
、
機
嫌
良
く
「
い
い
よ
」
と
返
事
を
し
て

く
れ

る
が
、
歯

ブ
ラ

シ
が
口
元
に
来
る
と
腕
を
つ
か
み
「
何
す
ん
だ
よ
」
と
怒
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
機
嫌
が

良
く

な
る
。


日

に
よ

っ
て

状
態
が
違
う
。


認

知
症

が
進

行
し
た
患
者
で
は
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ス
キ
ネ
ジ
ア
が
多
く
認
め
ら
れ
、
ケ
ア
自
体
が
困
難
を
極
め
ま

す
。


非

協
力

に
て

開
口
も
し
な
い
。


暴

れ
て

し
ま

う
､
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
義
歯
入
れ
て
く
れ
な
い
。
歯
磨
き
で
き
な
い
。
す
べ
て
拒
否
す
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ア

セ
ス

メ
ン

ト
を
行
お
う
と
し
て
も
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
指
示
が
入
ら
な
い
。
保
健
指
導
中
に
拒
否
さ
れ

て
し

ま
う
。


う

が
い

で
き

な
い
。


お

口
に

た
め

込
ん
で
し
ま
い
な
か
な
か
飲
み
込
ま
な
い
。
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
､
拒
否
が
強
く
口
腔
ケ
ア
が

困
難

。


お

口
を

開
い

て
も
ら

え
ず
。


か

な
り

の
拒

否
が
見
ら
れ
開
口
困
難
。（

口
腔
内
は
動
揺
歯
が
多
く
、
剥
離
上
皮
膜
が
付
着
し
て
い
る
状
態
）


く

い
し

ば
り

が
強
く

、
脱
感
作
を
行
っ
て
も
開
口
が
難
し
く
、
全
顎
口
腔
ケ
ア
が
で
き
に
く
い
。


ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
の
依

頼
で
介
入
し
た
が
、
と
に
か
く
や
る
気
が
全
く
見
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。


ケ

ア
を

す
る

こ
と
に

非
協
力
的
で
あ
っ
た
。


こ

ち
ら

の
指

示
が
な

か
な
か
伝
わ
ら
な
い
。
ま
ず
､
お
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。


ご

家
族

や
立

ち
会
い

の
方
に
聞
き
取
り
を
し
て
も
､分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
の
補
助
を
お
願
い

（
ご

自
身
で

は
難
し

い
た
め
）
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
歯
科
関
係
者
以
外
に
は
ケ
ア
を
拒
否
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ

る
。


ご

本
人

さ
ま

、
ご
家

族
さ
ま
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
（
歯
磨
き
）
を
何
度
お
願
い
し
て
も
で
き
な
い
。
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
す

べ
て

の
こ

と
に
つ
い
て
指
示
が
入
っ
て
い
か
な
い
（
入
り
に

く
い
）
。

暴
言
を

吐
く

、
唾

を
吐
く

、
噛

み
つ

く
な

ど
。
数

人
で
手
な
ど
を
押
さ
え
て
い
な
い
と
ケ
ア
で
き
な

い
。


意

思
の

疎
通

が
困

難
で

､
口

腔
ケ
ア

を
嫌

が
り

暴
れ

て
手

が
出

て
き

た
り

､
噛

ま
れ

そ
う

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
指
示

が
入
ら
ず
､
口
腔
ケ
ア
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
困

り
ま

す
。


意

思
疎

通
が

困
難
だ
っ
た
り
、
日
に
よ
っ
て
拒
否
が
強
か
っ

た
り
し

て
､
思

う
よ

う
に

ケ
ア

が
進
め

ら
れ
ず

。


意

思
疎

通
が

取
れ
な
い
た
め
、
口
腔
ケ
ア
の
際
に
口
を
開
け
て

く
れ

な
か

っ
た
り

､
暴

言
や
手

が
出

た
り
す

る

の
で

口
腔
ケ

ア
が
で
き
な
い
。


意

思
疎

通
が

図
れ
ず
、
指
示
も
入
ら
な
い
。


意

思
疎

通
が

全
く
で
き
ず
、
時
々
拒
否
が
あ
っ
た
り
、
開
口
困

難
だ

っ
た
り

す
る

た
め

。


何

を
さ

れ
る

か
の
恐
怖
感
も
あ
り
、
こ
ち
ら
の
手
を
つ
か
ん
だ

り
多

少
暴
力

的
に

な
る

こ
と

。


家

族
か

ら
の

依
頼
が
あ
っ
て
も
、
ご
本
人
に
強
い
拒
否
の
あ
る

場
合

が
あ
る

。
開

口
保

持
に

人
手
が

い
る
。


家

族
や

ケ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
口
腔
ケ
ア
の
指
導
を
行
っ
て
も
､
な
か

な
か
実

践
さ
れ

な
い

。


開

口
、

開
口

保
持
が
で
き
な
い
た
め
､単

独
で
の
口
腔
ケ
ア
は

不
可

能
。

施
設
ス

タ
ッ

フ
に

手
伝
っ

て
も

ら
っ

た
が

人
手
不

足
。


開

口
し

な
い

こ
と
。


開

口
拒

否
あ

り
。
声
か
け
に
よ
っ
て
急
に
怒
り
出
す
。
う
が
い

は
そ

の
ま
ま

飲
み

込
ん

で
し

ま
う
。


噛

み
つ

か
れ

て
爪
が
黒
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
指
や
歯
ブ
ラ
シ

を
噛

み
ち
ぎ

り
に

く
る

こ
と

。


義

歯
の

不
具

合
や
不
快
な
点
を
表
現
で
き
な
い
の
で
、
治
療

が
難
し

く
、
ケ

ア
や

口
腔

マ
ッ

サ
ー
ジ

の
途
中

で

勝
手

に
行
動

し
て
し
ま
う
。


拒

否
。

調
子

の
良
い
と
き
は
良
い
が
、
機
嫌
が
悪
い
と
き
は
拒

否
さ

れ
る
。

開
口

し
て

く
れ

な
い
。


拒

否
が

強
い

た
め
､
口
腔
ケ
ア
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
、
こ
ち
ら

が
満
足

で
き
る

口
腔

ケ
ア

が
で
き

な
い
こ

と
。 


拒

否
が

強
く

、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
噛
ん
で
し
ま
う
。
歯
ぎ
し

り
で
歯

科
ハ
ゼ

多
発

。


拒

否
が

強
く

、
歯
科
衛
生
士
単
独
で
の
口
腔
ケ
ア
に
､通

常
よ
り

も
か
な

り
時
間

が
か

か
っ

た
。


拒

否
が

激
し

た
め
、
ケ
ア
を
行
う
際
暴
力
・
暴
言
を
受
け
る
。


強

い
拒

絶
や

口
腔
ケ
ア
の
拒
否
な
ど
。


興

奮
状

態
に

あ
る
と
き
は
ケ
ア
実
施
ま
で
行
け
ず
、
清
拭
の

み
で
終

了
し
て

い
ま

す
。
手
が

出
る
と

き
も
あ

る

の
で

時
間
を

要
し
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

、
器
具

使
用
な

ど
工

夫
を

し
て

い
ま
す

。


具

体
的

な
説

明
、
指
導
時
に
抵
抗
が
あ
っ
た
。


口

の
中

に
物

が
入
る
と
、
口
唇
や
頬
粘
膜
に
力
を
入
れ
て
し

ま
う
の

で
、
口
腔
ケ

ア
が

思
う

よ
う
に

で
き
な

い
。
 


口

を
開

け
づ

ら
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
き
な
い
部
位
が
あ
る
。

保
持
す

る
こ
と

が
難

し
い

。


口

を
開

け
て

い
た
だ
け
な
い
。
強
い
拒
否
。
暴
れ
る
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
､
動
い
て
危
な
い
、
口
を
開
け
て
も

す
ぐ
閉

め
て
し

ま
う

、
噛

み
つ

こ
う
と

す
る
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。
声
が
け
に
反
応
が
な
い
。


口

を
開

け
な

い
の
で
､口

腔
清
掃
で
き
な
い
。
気
を
抜
く
と
噛

ま
れ

そ
う
に

な
る

。


口

を
開

け
ら

れ
な
い
。
歯
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
ら

な
い

の
で
、

強
く

口
を

閉
じ
て

し
ま

う
。 


口

腔
ケ

ア
・

治
療
の
際
抵
抗
さ
れ
ま
す
の
で
、
難
し
い
時
が

あ
り
ま

す
。
舌

だ
し

､
吸
啜

が
常
に

あ
り
ま

す
。


口

腔
ケ

ア
が

必
要
な
状
態
で
あ
り
ご
家
族
様
も
希
望
さ
れ
て

い
る
が

本
人
に

拒
否

が
あ

る
症

例
。
口

腔
ケ

ア
の

必
要

性
や
口

腔
ケ
ア
自
体
に
理
解
が
困
難
で
協
力
が
得
ら
れ
な

い
時

に
意
思

決
定

が
難

し
い

。


口

腔
ケ

ア
そ

の
も
の
が
理
解
で
き
な
い
。
ケ
ア
中
唾
を
吐
き
か

け
る

。
暴

力
を
ふ

る
っ

て
く

る
。
（

服
を
引

っ

張
り

､爪
を

立
て

て
く
る
。
暴
言
あ
り
）


口

腔
ケ

ア
の

際
お
口
を
開
い
て
く
れ
ず
、
暴
言
を
吐
い
た
り
、
手

が
出

て
し
ま
う

た
め
、
手

を
抑

え
て
も

ら
い

な
が

ら
処
置

を
行
っ
た
。
口
腔
内
に
入
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ

シ
や
歯

ブ
ラ
シ

を
噛

ん
で

し
ま

う
た
め

、
ケ
ア

に

時
間

が
か
か

っ
て
し
ま
う
。


口

腔
ケ

ア
の

際
こ
ち
ら
か
ら
の
声
か
け
に
反
応
し
て
も
ら
え

ず
、
お

口
を
開

け
て

も
ら

え
な

い
。
口

腔
内
に

た

め
込

み
が

あ
る

と
依
頼
時
に
言
わ
れ
た
が
、
会
話
の
や
り
と
り

が
で

き
な

い
た
め

､
体

操
な
ど

で
口

腔
内
の

機

能
の

維
持
向

上
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
の

必
要
性
が
理
解
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
を

し
よ
う
と
し
た
ら
、
口
の
中
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
造
花
が
あ
っ
た
。


口

腔
ケ

ア
を

す
る
た
め
の
指
示
が
入
ら
な
い
。
口
が
開
か
な
い
。
い
や
な
こ
と
な
の
か
手
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。 


口

腔
ケ

ア
を

行
う
際

に
意
思
疎
通
が
取
れ
な
い
こ
と
で
、
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
拒
否
が
強
く
た

た
か

れ
た
り

し
た
た

め
。
ま
た
意
思
疎
通
が
と
れ
な
い
た
め
、
治
療
へ
介
入
す
る
こ
と
が
困
難
。


口

腔
ケ

ア
指

導
。


口

腔
衛

生
管

理
状
態
が
悪
い
の
で
、
週

1
度
の
ペ
ー
ス
で
訪
問
に
行
き
口
腔
ケ
ア
を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
大

体
機

嫌
が

悪
く

本
人
は
早
く
終
わ
ら
せ
ろ
と
意
思
表
示
し
ま
す
が
､
痛
く
な
い
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
を
し
て
い
て

も
大

げ
さ

に
痛

い
と

言
っ

た
り

､
口

を
開

け
よ

う
と

し
な

い
の

で
､
予

定
し

て
い

る
時
間

よ
り
も

長
く

時
間
を

か
け

て
多

く
汚

れ
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
す
る
の
で
、
思
う
よ
う
に
器
材
を
入
れ
ら
れ
な
く
､
時

間
も

か
か
り

口
腔
ケ

ア
す
る
の
に
困
っ
た
。


口

腔
衛

生
管

理
中
に
手
が
出
た
り
、
足
が
出
た
り
、
大
声
出
し
て
暴
れ
る
、
家
族
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
施
設

職
員

と
一

緒
に

身
体

抑
制
を
行
い
介
入
し
て
い
る
が
･
･･

そ
の
他
に
対
応
で
き
る
方
法
は
あ
る
の
か
と
い
つ
も

考
え

て
い
ま

す
。


口

腔
機

能
低

下
症
に
つ
き
、
家
族
や
施
設
か
ら
の
希
望
で
訪
問
し
、
お
口
の
体
操
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
本
人

は
毎

回
「

こ
ん

な
こ
と
い
や
っ
て
何
に
な
る
ん
だ
」
な
ど
、
訓
練
が
う
ま
く
で
き
て
「
上
手
で
す
」
な
ん
て
こ

ち
ら

が
言
う

と
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
い
や
だ
・
・
な
ど
。
い
ろ
い
ろ
難
し
い
で
す
。


口

腔
清

掃
す

る
際
、
意
思
疎
通
が
で
き
ず
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
の
で
始
め
ら
れ
な
い
。
口
を
開
け
て
く
れ
た

と
し

て
も
指

や
清
掃
器
具
を
噛
む
の
で
不
用
意
に
入
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
。
う
が
い
が
で
き
な
い

の
で

口
腔
内

を
清
拭
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
噛
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
。


攻

撃
的

な
人

の
場
合
、
拒
否
や
か
み
つ
き
等
介
入
が
難
し
い
時
が
あ
り
ま
す
。
指
示
が
入
ら
な
い
場
合
は
特
に

注
意

し
な
い

と
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
、
危
険
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
で
す
ら
危
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。


残

存
歯

が
多

く
な
る
と
、
指
導
時
の
開
口
量
が
不
十
分
の
場
合
は
き
ち
ん
と
汚
染
除
去
が
で
き
ず
、
歯
周
病
・

カ
リ

エ
ス
の

進
行
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。


残

存
歯

が
多

く
歯
石
が
つ
き
や
す
い
の
で
、
き
れ
い
に
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
施
設
の
職
員
さ

ん
に

ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
拒
否
も
あ
り
難
し
く
、
な
か
な
か
終
了
で
き
な
い
。


施

設
で

の
訴

え
と
こ
ち
ら
に
対
す
る
要
望
が
違
う
。


歯

を
磨

く
行

為
を
す

で
に
認
識
で
き
ず
､
口
腔
内
に
入
っ
て
き
た
物
は
歯
ブ
ラ
シ
で
も
人
の
指
で
も
噛
み
、
清

掃
さ

せ
な
い

等
の
拒

否
が
強
い
こ
と
。
義
歯
着
脱
の
拒
否
。


歯

磨
き

等
へ

の
拒
否

。
痛
み
に
対
し
て
怒
り
で
抵
抗
さ
れ
る
。


治

療
の

説
明

、
同
意

の
確
認
が
取
れ
な
い
。
開
口
保
持
や
先
口
な
ど
の
指
示
が
通
ら
な
い
な
ど
。


治

療
や

口
腔

ケ
ア
実

施
時
の
開
口
拒
否
。


自

身
で

歯
磨

き
で
き

な
い
患
者
に
対
し
、
介
護
職
員
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
う
が
、
意
識
が
低
い
方
が
い

る
と

一
向
に

改
善
さ

れ
な
い
。


処

置
の

際
、

奇
声
を

上
げ
て
暴
れ
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
だ
け
で
も
最
低
二
名
で
抑
制
し
な
い
と
で
き
な
い
。


寝

た
き

り
で

ベ
ッ
ド
上
で
暴
れ
る
。
手
・
足
・
顔
を
動
か
し
、
口
腔
ケ
ア
困
難
で
抑
え
な
が
ら
の
指
導
と
な
り
。


唾

液
が

常
に

流
れ
出

る
状
態
な
の
で
、
ケ
ア
時
に
吸
水
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
右
腕
を
よ
く
動
か
し
身
体
に

触
ろ

う
と
さ

れ
る
の

で
、
阻
止
す
る
た
め
に
ず
っ
と
手
を
握
っ
て
い
る
が
、
強
い
握
力
が
残
っ
て
お
り
痛
か
っ

た
し

、
自
由

に
な
る

の
が
右
手
の
み
な
の
で
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
ケ
ア
が
や
り
づ
ら
く
困
っ
た
。


長

時
間

口
腔

内
を
開

け
る
こ
と
が
難
し
く
、
素
早
く
清
掃
を
行
う
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
診
療
台
と
違
っ
て
奥

歯
が

見
え
に

く
く
､
細
か
い
作
業
が
難
し
い
。


日

に
よ

っ
て

気
分
に

ム
ラ
が
あ
り
声
を
上
げ
た
り
拒
否
を
示
し
、
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
困
難
。


入

れ
歯

の
管

理
、
清

掃
を
介
護
者
に
お
願
い
し
て
も
老
々
介
護
の
た
め
難
し
い
。


認

知
症

に
よ

り
会
話

が
難
し
く
、
指
示
も
通
ら
ず
､
開
口
維
持
の
難
し
い
患
者
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
を
行
う
際
に
、

ご
家

族
か

ら
動

き
を

抑
制

す
る
よ

う
な
器

具
は

使
用

せ
ず

に
ケ
ア

を
し
て

も
ら
い

た
い

と
依

頼
が

あ
っ
た

こ

と
。

58




暴

れ
る

、
手

が
出
る
、
噛
み
つ
き
も
あ
る
。


本

人
、
介
護

者
だ
け
で
は
口
腔
管
理
が
難
し
く
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
に

お
願
い

し
た

い
が

、
単

位
・
時

間
が
い

っ

ぱ
い

で
、
口

腔
ケ
ア
を
入
れ
込
む
隙
間
が
な
く
、
連
携
し
て
い

て
も

難
し
い

。


本

人
が

洗
面

所
に
置
い
て
い
た
ケ
ア
グ
ッ
ズ
等
の
紛
失
お
よ

び
廃
棄

さ
れ
た

こ
と

。


本

人
さ

ま
が

口
腔
ケ
ア
を
理
解
で
き
な
い
、
ま
た
、
麻
痺
等

の
理

由
で

歯
磨
き
動

作
が

円
滑

に
で
き

な
い
。
介

助
者

も
十
分

に
ケ
ア
で
き
ず
（
拒
否
等
が
あ
っ
た
り
､マ

ン
パ
ワ

ー
不
足

）、
訪
問

す
る

も
改

善
傾
向

が
見
ら

れ

な
い

ケ
ー
ス

が
多
い
。


予

防
処

置
前

に
ト
イ
レ
に
行
き
た
が
り
、
そ
の
際
の
介
助
を

手
伝
っ

て
と
言

わ
れ

る
。


理

解
が

で
き

な
い
の
か
、
低
下
に
よ
り
動
作
困
難
な
の
か
判

別
が
難

し
い
。


理

解
で

き
な

い
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


他

院
に

て
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
が
埋
入
さ
れ
て
い
て
、
当
院
の
イ
ン

プ
ラ

ン
ト
機

材
と

異
な

り
対

応
が
困

難
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


口

腔
ケ

ア
時

と
か
に
口
を
開
け
て
も
ら
っ
て
い
て
、
指
や
歯
ブ
ラ

シ
、
ミ

ラ
ー
等

入
れ

て
い

る
と
突

然
、
指

を

ね
ら

っ
て
力

強
く
咬
ん
で
く
る
。
痛
い
と
い
っ
て
も
口
を
開
け

て
く

れ
な
い

。


口

腔
内

の
確

認
や
、
ケ
ア
時
、
拳
で
殴
っ
て
く
る
。
手
で
排

除
し
て

も
ね
ら

っ
て

顔
を

殴
ら

れ
る
。


指

を
噛

ま
れ

そ
う
に
な
る
（
口
の
中
を
見
よ
う
と
す
る
と
き

や
ブ
ラ

ッ
シ
ン

グ
す

る
と

き
）
。

場
面

⑦
意

思
決

定

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


歯

科
医

師
の

指
示
に
従
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
現
在
行
わ
れ

て
い

る
処
置

に
つ
い

て
理

解
で

き
て
い

な
い
場

合

や
行

っ
た
処

置
に
つ
い
て
忘
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


こ

ち
ら

の
説

明
が
理
解
で
き
な
い
。


意

思
疎

通
で

患
者
個
人
で
は
難
し
い
。


一

人
暮

ら
し

。
義
歯
の
作
り
直
し
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

。


患

者
は

も
ち

ろ
ん
家
族
も
決
め
ら
れ
な
い
（
処
置
内
容
に
つ

い
て
）
。


治

療
方

法
が

本
人
が
希
望
し
て
い
る
治
療
方
法
と
家
族
が
希

望
し
て

い
る
治

療
方

法
が

違
う

。（
K

r.は
抜

歯
後

放
置

、
家
族

は
Br

を
入
れ
て
ほ
し
い
）


独

居
で

抜
歯

後
の
服
薬
管
理
が
で
き
な
い
。


独

居
の

た
め

服
薬
が
必
要
な
際
に
、
確
実
に
服
薬
で
き
る
保

証
が
な

い
。
部

屋
に

便
が

落
ち

て
い
た

り
、
衛

生

環
境

が
悪
い

。


認

知
機

能
の

低
下
は
著
し
い
が
、
自
立
歩
行
可
能
で
あ
り
自
分

は
正

常
で
あ

る
と

思
っ

て
い

る
。
上

記
の
チ

ェ

ッ
ク

項
目

は
ほ

ぼ
な
い
が
、
ヘ
ル
パ
ー
を
拒
否
（
自
分
で
で
き

る
と

思
っ

て
い
る

た
め

）
。
夫

も
認

知
症
、

息

子
は

知
的
障

害
あ
り
、

K
P
の
娘
は
別
居
か
つ
、
説
明
を
理
解

す
る
能

力
が
低
く

、
治

療
方
針

を
決
め

る
の
に

大
変

時
間
が

か
か
る
こ
と
。
（
こ
の
方
の

CM
も
あ
ま
り
適
任

と
は
い

え
な
い

人
）（

今
後
自

立
行
動

が
取
れ

て
い

る
、
在

宅
の
認
知
症
患
者
が
増
え
る
こ
と
を
と
て
も
心
配

し
て

い
る
）


訪

問
時

に
一

人
で
い
る
場
合
、
治
療
方
針
が
決
ま
ら
な
い
。
家

族
や

介
護
職

員
の

認
知

症
に

対
す
る

理
解
が

低

く
、

本
人
の

訴
え
や
希
望
を
理
由
に
介
護
の
手
を
抜
く
。


本

人
も

そ
う

だ
が
､
ご
家
族
も
理
解
力
の
低
下
が
あ
り
、「

治
療

は
任

せ
る
」
と
丸

投
げ

に
な

る
た
め

、
リ

ス
ク

に
な

ら
な
い

方
針
に
な
っ
て
し
ま
う
。


薬

を
処

方
し

た
い
が
独
居
の
場
合
誰
に
管
理
を
お
願
い
す
る
の

か
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


合

意
形

成
。


治

療
を

行
う

際
に

、
家
族
・
主
治
医
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
本
人
が
嫌
が
り
治
療
が
進
ま
な
か
っ
た
。

何
日

も
か
け

て
説
明
す
る
が
､治

療
拒
否
が
あ
る
。


怖

い
＝

痛
い

の
た
め
、
判
断
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
治
療
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
治
療

で
き

な
い
こ

と
が
あ
る
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


ご

本
人

の
意

思
が
確
認
し
づ
ら
い
。
日
に
よ
り
内
容
が
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。


す

べ
て

の
事

項
に
対
し
て
ご
家
族
へ
の
説
明
・
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
は
い
る
が
ご
家
族
が
不
在
時

そ
の

場
で
確

認
が
取
れ
ず
困
る
。


介

護
施

設
か

ら
抜
歯
依
頼
に
て
往
診
。
診
療
直
前
に
本
人
が
抜
歯
拒
否
、
義
歯
の
調
整
に
と
ど
ま
っ
た
。


患

者
様

ご
本

人
と
ご
家
族
の
治
療
希
望
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。


指

示
が

入
ら

ず
、
治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
。
口
を
開
か
な
い
。


説

明
後

の
返

答
内
容
が

2,
3
度
変
わ
る
こ
と
。
予
約
日
時
に
い
な
い
。


認

知
症

に
よ

る
（

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
）
摂
食
障
害
以
外
に
脳
梗
塞
に
よ
る
嚥
下
機
能
の
低
下
も
あ
る
が
、
本

人
の

自
覚
が

明
確
で
な
い
の
と
家
人
の
嚥
下
に
対
す
る
理
解
が
乏
し
く
、
治
療
中
断
に
至
っ
た
。


抜

歯
と

義
歯

作
製
に
つ
い
て
同
意
を
得
て
い
た
が
（
本
人
希
望
）、

治
療
当
日
拒
否
さ
れ
、
同
意
し
て
い
な
い

と
言

わ
れ
。


本

人
に

説
明

す
る
も
施
設
等
で
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
同
席
し
て
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
意
思
決
定
が
不
安

で
あ

る
こ
と

と
、
ご
家
族
へ
の
伝
達
、
納
得
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


往

診
の
依

頼
を

受
け
て

言
っ
た

が
､
本
人

は
困

っ
て

い
な

い
と

言
い
､
ご
家

族
か

ら
お
話

が
あ
っ

た
と

伝
え
て

も
分

か
ら
な

い
と
言
わ
れ
､
結
局
口
腔
内
を
診
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。


何

度
説

明
し

て
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
誰
に
決
定
権
が
あ
る
の
か
。


歯

科
医

師
が

バ
イ
ト
を
取
る
際
、
患
者
が
理
解
で
き
ず
会
話
を
し
始
め
た
。
何
度
も
口
を
開
く
よ
う
促
し
た
が
、

開
け

て
も
ら

え
な
か
っ
た
。


独

居
の

人
、

説
明
に
納
得
い
た
だ
け
な
い
。


本

人
の

訴
え

が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
場
合
あ
り
、
ま
た
、
本
人
が
希
望
し
て
い
る
こ
と
と
､
ご
家
族
の
希
望
が
相

違
し

て
い
る

場
合
、
ど
ち
ら
で
決
定
す
べ
き
か
。
介
護
者
が
患
者
さ
ん
の
ど
こ
ま
で
関
わ
り
を
し
て
い
る
か
で

協
力

度
の
相

違
が
あ
り
、
指
導
が
難
し
い
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


意

思
決

定
が

本
人
だ

け
で
な
く
､
家
族
に
も
説
明
が
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
本
人
が
同
意
し
て
行
っ
た
処
置
で

も
､
後
日

患
者
家

族
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
き
。


家

族
の

希
望

の
よ
う
に
は
本
人
の
治
療
が
で
き
な
い
。
家
族
は
義
歯
が
あ
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。 


患

者
さ

ま
の

介
護
者

（
夫
）
の
要
求
度
が
高
く
､
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
対
応
困
難
な
事
例
。


残

存
歯

が
少

な
く
多
数
の
欠
損
歯
が
あ
る
が
、
本
人
が
義
歯
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
形
態
を
低
下
す
る

し
か

な
く
、

栄
養
状
態
が
低
下
し
て
困
っ
た
。


歯

科
医

療
的

な
ゴ
ー
ル
、

CM
の
意
識
、
家
族
の
希
望
の
す
り
あ
わ
せ
。


特

養
入

所
者

で
本
人
発
言
上
は
意
思
決
定
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
短
気
で
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
､

家
族

へ
の
確

認
が
必
要
な
事
例
で
確
認
タ
イ
ム
ラ
グ
の
た
め
患
者
を
な
だ
め
る
必
要
が
あ
る
。


独

居
で

服
薬

指
示
を
出
す
場
合
、
本
人
の
み
の
管
理
は
で
き
ず
､他

職
種
と
連
携
し
保
管
場
所
や
服
薬
時
間
、

量
の

管
理
を

依
頼
。


認

知
に

よ
り

家
へ
の
入
室
（
独
居
）
ケ
ア
マ
ネ
を
通
し
て
の
意
思
決
定
が
難
し
い
。


理

解
で

き
な

い
（
す
ぐ
に
忘
れ
る
こ
と
含
む
）
。
興
味
が
な
い
。
治
療
に
対
し
て
の
限
界
（
時
間
的
、
抵
抗
、
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拒
絶

な
ど
）


嚥

下
障

害
を

有
す
る
が
、
胃
ろ
う
等
の
け
い
管
栄
養
を
望
む
の

か
、
最

後
ま

で
口

か
ら

食
べ

る
こ
と

を
希
望

す

る
の

か
が
判

断
で
き
な
か
っ
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


治

療
計

画
は

ご
本
人
に
は
で
き
な
い
。
ご
家
族
の
同
意
が
必
要

に
な

る
。


寝

た
き

り
で

意
思
疎
通
困
難
な
患
者
。
抜
歯
の
依
頼
に
ハ
ル
シ

オ
ン

を
処
方

し
て

も
ら

い
、
睡

眠
状

態
に
て

抜

歯
を

行
っ
た

。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


意

思
決

定
を

ど
こ
ま
で
尊
重
し
た
ら
良
い
か
困
っ
た
。

場
面

⑧
保

険
証

類
の

提
示

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


保

険
証

の
確

認
が
難
し
い
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


お

釣
り

や
保

険
証
を
返
却
し
た
の
に
、
後
か
ら
「
返
し
て
も
ら

っ
た
覚

え
が
な
い

」
と

言
わ
れ

た
こ
と

が
あ
る

。


ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
さ
ん
は
健
康
保
険
証
の
管
理
は
し
て
い
な

く
、
独

居
の

場
合
金

銭
の

授
受

に
関
し

て
も
不

確

実
な

場
合
、

も
し
く
は
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う

対
応
し

て
い

る
。


ま

れ
に

認
知

症
の
独
居
の
方
が
見
え
る
の
で
、
次
回
の
予
約
や

保
険

証
類
の

提
示

ま
で

に
時

間
が
か

か
る
。
も

し
く

は
で
き

な
い
と
き
も
あ
る
。


保

険
証
・
お

薬
手

帳
等
の
提
示
を
お
願
い
し
た
と
き
に
、
ど
こ
に

あ
る
の

か
ご
本

人
が

忘
れ

て
し
ま

い
、
家

族

を
呼

び
聞
い

た
。
会
計
時
も
財
布
が
ど
こ
に
し
ま
っ
て
あ
る
か

、
分

か
ら
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た
。


保

険
証

が
ど

こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
（
本
人
）
。
夏
の
熱
中

症
の

心
配

、
水
分

を
と

れ
て

い
な
い

（
自

宅
の

た
め

飲
ま
な

い
）
。
自
分
で
家
の
鍵
を
開
け
る
（
独
居
や
家

族
が
不

在
だ
っ

た
）
。


保

険
証

の
確

認
が
正
確
に
行
え
な
い
な
ど
。


保

険
証

の
更

新
時
届
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
新
し
い

物
を
紛

失
し
、
再
発

行
し

ま
た

見
つ
か

ら
な
い

。

医
療

保
険
は

管
轄
外
と
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
言
わ
れ
て
し
ま
う
。


保

険
証

の
所

在
が
不
明
で
､
確
認
で
き
な
い
事
例
が
あ
っ
た

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


認

知
症

で
保

険
証
の
管
理
が
で
き
ず
､紛

失
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ

り
ま

し
た
。

ご
家

族
や

ケ
ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

さ
ん

に
連
絡

を
取
り
、
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

の
で
、
確

認
に

時
間

が
か

か
り

困
る
こ

と
が
あ

り

ま
す

。


保

険
証

・
通

帳
の
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。


保

険
証

が
ど

こ
に
し
ま
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
い
な
か
な
か
出
て

こ
な

い
。

服
薬
を

自
分

の
都

合
で
飲

ま
な

い
､

や
め

て
し
ま

う
。


保

険
証

の
提

示
が
難
し
い
。


保

険
証

の
提

示
を
お
願
い
し
た
と
き
に
、
ど
こ
に
し
ま
っ
て
あ

る
か
忘

れ
て
し
ま

い
、
家

族
を

よ
ん
で

聞
い
た

。

お
会

計
の
と

き
も
同
じ
よ
う
に
財
布
が
し
ま
っ
て
あ
る
場
所

が
分
か

ら
な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。


保

険
証

を
置

い
た
場
所
を
忘
れ
探
し
続
け
る
の
。


保

険
証

類
が

見
つ
か
ら
ず
。


本

人
と

の
介

護
、
保
険
証
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。
義
歯
作

製
時

、
試

適
時
ご
本

人
に

確
認

し
て
進

め
た
が

、

形
態

に
不
満

が
出
て
や
り
直
し
に
な
っ
た
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


保

険
証

が
変

わ
っ
て
い
る
の
に
提
示
が
な
い
。
な
く
し
て
い
る
と
き
も
あ
る
。


役

所
か

ら
送

付
さ
れ
て
い
な
い
と
言
い
張
り
､提

出
を
拒
否
さ
れ
る
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


介

護
保

険
証

の
み
用
意
が
な
く
、「

持
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、「

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
持

っ
て

い
ま

す
」

と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
､
で
は
大
丈
夫
で
す
と
そ
の
場
は
終
え
た
が
、
退
室
後
に
ご
本
人
が
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
確

認
し
た
ら
し
く
、「

本
人
が
混
乱
す
る
か
ら
保
険
証
の
確
認
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

注
意

さ
れ
た

。


同

月
内

に
保

険
証
が
変
わ
っ
て
い
て
も
､
提
示
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
紛
失
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。


保

険
証

類
の

確
認
が

行
え
な
い
こ
と
。


予

約
日

に
あ

ら
か
じ

め
保
険
証
な
ど
必
要
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
る
が
､
当
日
に
準
備
が
な
く
ケ
ア
マ

ネ
に

連
絡
が

必
要
に

な
り
､
一
度
に
必
要
書
類
が
揃
わ
な
か
っ
た
こ
と
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ご

本
人
・
ご

家
族
の
方
も
介
護
保
険
証
が
変
わ
っ
て
も
分
か
ら
ず
請
求
が
数
か
月
遅
れ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

さ
ん

に
お
聞

き
し
て
も
「
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
介
護
保
険
証
の
提
示
を
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。


口

腔
内

を
確

認
し
て
問
題
が
な
い
状
況
で
､
口
腔
内
の
違
和
感
に
対
す
る
訴
え
が
あ
り
、
問
題
が
解
決
で
き
な

い
場

合
に
困

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


す

ぐ
に

提
示

で
き
ず
、
し
ま
っ
て
あ
る
場
所
も
不
明
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


必

要
書

類
が

出
て
こ
な
い
。

場
面
⑨

服
薬

管
理

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ご

本
人

と
家

族
の
関
係
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、
服
薬
管
理
が
難
し
い
。


出

し
た

薬
を

す
ぐ
に
す
べ
て
飲
ん
で
し
ま
う
。


抜

歯
後

の
投

薬
を
忘
れ
て
飲
ん
で
い
な
い
。


服

薬
指

導
で

分
か
っ
た
よ
う
な
返
事
を
し
て
く
る
も
の
の
､
実
際
に
は
内
服
し
て
い
な
か
っ
た
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


薬

の
管

理
が

で
き
ず
、
安
定
剤
を
多
く
服
用
し
て
し
ま
い
薬
が
な
い
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
場
面
に
遭
遇
。
家

族
が

管
理
す

る
と
言
っ
て
も
ま
だ
大
丈
夫
と
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


飲

ん
だ

と
言

っ
た
り
、
飲
ん
で
な
い
と
言
っ
た
り
で
事
実
が
わ
か
ら
な
い
。


抗

菌
薬

を
指

示
通
り
に
内
服
で
き
な
い
こ
と
。


独

居
の

方
、

抜
歯
後
の
服
薬
管
理
が
で
き
な
い
。
歯
磨
き
が
で
き
な
い
。


日

に
よ

り
波

が
あ
る
こ
と
。
服
薬
・
塗
り
薬
な
ど
の
説
明
（
状
況
）
が
伝
わ
ら
ず
に
、
ご
家
族
や
か
か
り
つ
け

医
、

薬
局
な

ど
連
携
し
口
腔
ケ
ア
粘
膜
疾
患
の
管
理
を
し
た
。


服

薬
し

て
い

な
い
（
管
理
が
で
き
な
い
）
が
、
そ
れ
を
知
る
よ
し
も
な
い
。
外
来
主
治
医
が
、
デ
ー
タ
が
悪
い

か
ら

、
ど
ん

ど
ん
投
薬
が
増
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
。
→
薬
剤
師
の
訪
問
ケ
ー
ス
が
少
な
い
。


薬

剤
の

服
用

、
塗
布
に
関
し
て
説
明
し
て
も
忘
れ
る
た
め
、
毎
回
何
度
も
確
認
が
必
要
。
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＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


口

腔
ケ

ア
に

つ
い
て
説
明
し
て
も
理
解
で
き
な
い
。
口
唇
保
湿

の
回

数
を

説
明
し

て
も

理
解

で
き
ず

､
何
度

も

何
度

も
尋
ね

ら
れ
る
。


処

方
し

た
薬

を
誰
に
管
理
し
て
も
ら
う
の
か
。


独

居
。
保

湿
剤
や
抗
真
菌
薬
の
使
用
が
必
要
だ
っ
た
が
、
ケ

ア
の

手
順
が

分
か
ら

な
く

な
り

、
ケ

ア
マ
ネ

に
何

度
も

電
話
が

か
か
る
。
メ
モ
を
置
い
て
改
善
は
し
た
が
、
保

湿
剤
・

薬
剤
の

種
類

変
更

が
困

難
。


日

に
よ

り
波

が
あ
る
こ
と
。
服
薬
・
塗
り
薬
な
ど
の
説
明
（
状

況
）
が
伝

わ
ら
ず

に
、
ご

家
族

や
か
か

り
つ
け

医
、

薬
局
な

ど
連
携
し
口
腔
ケ
ア
粘
膜
疾
患
の
管
理
を
し
た
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


事

前
に

電
話

連
絡
す
る
も
不
在
の
こ
と
が
あ
る
。
服
薬
管
理

が
で
き

な
い
た

め
、
抜

歯
後
薬

を
出
す

と
き
ケ

ア

マ
ネ

ジ
ャ
ー

、
ヘ
ル
パ
ー
と
連
絡
を
取
り
、
日
常
の
薬
が
あ
る

場
合

は
同
じ

よ
う

に
1
日

分
の
中

に
入
れ

て
分

け
ら

れ
る
が

、
日
常
の
薬
が
な
い
と
き
は
新
し
く
考
え
な
い

と
い
け

な
い
の

で
困

り
ま

す
。


自

分
で

く
す

り
を
管
理
で
き
な
い
。
暴
言
は
な
し
。


不

定
愁

訴
口

腔
内
に
現
れ
る
患
者
。
歯
科
的
に
も
医
科
的
に

も
異
常

が
な
く

、
鎮

痛
剤

と
抑

肝
散
が

処
方
さ

れ

て
い

た
。
痛

み
を
感
じ
る
た
び
に
電
話
が
あ
り
、
薬
を
飲
む

よ
う

に
指
導

。
薬
の

場
所

が
分

か
ら
な

い
と
電

話

が
あ

り
、
薬

入
れ
の
場
所
を
教
え
る
繰
り
返
し
、
電
話
を
し

た
こ
と

も
忘
れ

て
い

る
こ

と
も

多
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


自

身
で

の
服

薬
管
理
に
不
安
が
あ
る
が
、
普
段
の
服
薬
管
理
を

誰
が

行
っ

て
い
る

の
か

不
明

な
場
合

が
あ

る
。 


独

居
の

患
者

さ
ま
に
対
し
て
、
口
腔
ガ
ン
ジ
タ
症
の
投
薬
の

際
、

ご
自
身

で
服
用

す
る

こ
と

が
難
し

か
っ

た
。

誤
っ

た
使
用

方
法
で
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
困
っ
た

。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


嚥

下
障

害
を

有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
服
薬
指
導
、
形
態
指

示
で
出

て
お
ら
ず

、
本
人

は
実
際

に
服
薬

し
て

い
な

い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


口

腔
カ

ン
ジ

ダ
症
の
た
め
、
義
歯
の
不
具
合
。

場
面

⑩
支

払
い

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


前

回
未

払
い

を
2
回
目
に
会
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
に
前
回
分

は
払

っ
た
と

言
わ

れ
困

っ
た

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


前

回
未

払
い

を
2

回
目
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
に
前
回

分
は
払

っ
た

と
言

わ
れ

困
っ
た

。
第
三

者
（
家

族
・

ケ
ア
マ

ネ
）
に
も
居
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
と
連
絡
が
取
れ
ず
、

4
ヶ
月
分
支
払
い
が
滞
っ

て
い

ま
す
。


医

療
費

の
支

払
い
（
当
院
来
訪
ま
た
は
銀
行
振
込
）
が
で
き
な
い

の
で
、
集
金
に

来
て

ほ
し

い
と
依

頼
さ
れ

ま

し
た

。
し
か

し
、
事
前
連
絡
し
て
集
金
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
応

答
が

あ
り
ま

せ
ん

で
し

た
。
す

ぐ
に

携
帯
か

ら

電
話

を
か
け

ま
し
た
が
、
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
夫
婦

二
人

の
老
々

介
護
で

す
。
人

柄
は
良

い
と
思

い
ま

す
。


治

療
後

の
支

払
い
で
多
額
を
徴
収
さ
れ
た
と
近
所
保
健
所
に
連

絡
さ

れ
た

。
詳
細

を
娘

さ
ん

に
説
明

し
た

が
、

ご
本

人
が
認

知
症
で
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
あ
り
、
ご
家
族

も
困
っ

て
い
る

こ
と

で
あ

っ
た

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


患

者
さ

ん
本

人
が
金
銭
の
支
払
い
を
要
求
し
て
く
る
。


処

置
中

、
支

払
い
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
私
は
お
金
を
持
っ
て
い
な
い
と
何
回
も
言
わ
れ
る
た
め
、
ご
家

族
が

支
払

い
は

さ
れ

て
ま

す
と
伝

え
て
も

納
得

さ
れ

ず
に

困
っ
た

。
施
設

ス
タ
ッ

フ
か

ら
説

明
し

て
も
ら

っ

た
。


訪

問
時

に
当

日
の
支

払
い
は
不
可
能
で
、
次
回
訪
問
時
に
前
回
の
治
療
費
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

事
前

に
金
額

を
通
知

し
て
お
く
の
で
す
が
、
ピ
タ
リ
の
お
金
で
は
な
く
釣
り
銭
が
必
要
。
領
収
書
と
一
緒
に
釣

り
銭

も
渡
し

た
が

、
後
日
釣
り
銭
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と
連
絡
あ
り
。
対
策
で
釣
り
銭
の
受
取
書
を
作
成
し
た
。
 

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


家

族
に

も
よ

る
が
患
者
へ
の
支
出
の
減
少
。


患

者
自

身
は

認
知
症
は
軽
度
だ
が
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
ら
れ
な
い
状
態
。
介
護
し
て
い
る
妹
が
、
身
の
回
り
の

こ
と

や
支
払

い
を
す
る
が
、
認
知
機
能
低
下
が
著
し
く
、
何
回
言
っ
て
も
支
払
い
が
で
き
ず
に
。


拒

否
が

強
く

、
支
払
い
方
法
な
ど
現
金
が
良
い
と
主
張
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
た
め
ご
本
人
か
ら
は
現
金
な
ど
は

不
可

能
だ
が

、
言
い
合
い
に
な
る
。


拒

否
が

強
く

、
支
払
い
方
法
な
ど
現
金
が
良
い
と
主
張
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
た
め
ご
本
人
か
ら
は
現
金
な
ど
は

不
可

能
だ
が

、
言

い
合
い
に
な
る
。
治
療
も
自
費
は
無
理
と
言
う
が
、
お
金
は
い
く
ら
で
も
あ
る
・
・
・
と
訴

え
、

し
か
し

、
後
日
ケ
ア
マ
ネ
に
お
金
を
取
ら
れ
た
と
訴
え
る
。


支

払
い

が
遅

れ
る
。


治

療
内

容
を

覚
え
て
お
ら
ず
、
施
設
職
員
か
ら
も
説
明
し
て
も
ら
い
支
払
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


自

分
は

支
払

い
義
務
が
な
い
と
言
い
張
り
､
一
部
負
担
金
が
徴
収
で
き
な
い
。


重

度
障

害
が

あ
り
医
療
保
険
は

0
割
の
た
め
、
診
療
室
で
は
負
担
金
は
必
要
な
い
が
、
訪
問
と
な
っ
た
と
き
介

護
保

険
1
割

が
自

己
負
担
と
な
る
が
、
最
初
の
時
の
説
明
が
で
き
て
い
な
く
て
、
介
護
保
険
分
の
算
定
が
と
り

に
く

い
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


支

払
い

の
際

、
お
釣

り
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と
言
い
張
る
。
（
実
際
は
渡
し
て
い
る
）
レ
ジ
の
お
金
を
全
部
見

せ
て

も
納
得

し
な
い
。
結
局

2
回
お
釣
り
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。

 
＜

歯
科

衛
生

士
用

＞


支

払
い

が
遅

れ
る
。

場
面
⑪

そ
の

他

【
要

支
援

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


家

族
に

付
き

添
い
が
あ
れ
ば
外
来
に
診
療
に
来
ら
れ
る
が
、
自
分
だ
け
だ
と
予
約
も
と
れ
ず
意
思
決
定
も
で
き

な
い

。


義

歯
の

紛
失

。


突

然
3
か

月
前
の

受
付
の
一
言
が
気
に
入
ら
な
い
と
怒
り
出
す
。


認

知
症

が
軽

度
も
し

く
は

M
CI

で
日
常
生
活
は
自
立
し
て
い
る
が
、
予
約
・
服
薬
薬
管
理
等
が
で
き
て
い
な

い
。


服

薬
・
食

事
・
排

他
：
ご
本
人
に
よ
る
管
理
の
際
や
配
薬
が
訪
看
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
服
薬
確
認
が
で
き
て

い
な

い
場

合
、

の
み
飛
ば
し
が
多
く
、
血
圧

/糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
安
定

/不
完
全
で
覚
醒
度
や
活
動

量
が

低
下
し

が
ち
と

な
り
、
併
せ
て
、
食
事
の
有
無
・
内
容
・
時
間
帯
、
量
の
確
保
や
確
認
、
排
他
や
入
浴
の

有
無

の
確
認

が
取
り

づ
ら
く
、
気
分
の
む
ら
の
原
因
が
把
握
で
き
ず
、
治
療
の
進
め
方
や
生
活
に
沿
っ
た
ゴ
ー
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ル
設

定
が
難

し
い
。
特
に
独
居
や

K
P
が
い
な
い
も
し
く
は

無
関
心

、
ス

タ
ッ
フ

の
関

わ
り

の
薄
い

施
設
で

同

様
の

ケ
ー

ス
が

多
く
あ

る
。
ま
た
、
複

数
の
医
院
に
か
か
っ
て

お
り

、
重

複
の

見
ら

れ
る

内
服

薬
の

指
摘

/相
談

先
が

不
明

で
あ
る
こ

と
や
一
包
化
さ

れ
て
い
な
い
際
の
内
服

薬
の

誤
用

や
自

己
判

断
/思

い
込

み
で

全
く

異

な
る

用
途
の

も
の

を
内

服
し

て
い

る
ケ
ー

ス
も

あ
っ

た
。（

e.
g.
手

指
用

の
ア

ル
コ

ー
ル

を
口

腔
内

へ
ス

ル
ー

す
る

等
）
予

約
：
カ
レ
ン
ダ
ー
記
入
や
報
告
書
と
併
せ
て
バ

イ
ン
ダ

ー
管
理

で
予

定
表

を
お

渡
し
す

る
日
覚

え

て
い

る
こ
と

が
難
し
く
、
不
在
や
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
支

払
い
：
現
場

に
て

現
金

集
金
と

な
る
際

、

月
ま

と
め
の

集
金
と
す
る
と

1
ヶ
月
遅
れ
の
集
金
と
な
り
、
治

療
終

了
後

1
ヶ
月

後
に

発
生

す
る
も

の
に
関

し
て

ご
本
人

の
理
解
が
得
ら
れ
が
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
型
に
て
点

数
の

現
場
入

力
や

集
金

を
試

み
る
も

、
請
求

書

打
ち

出
し
や

ご
本
人
の
理
解
と
用
意
に
時
間
が
か
か
り
、
現

実
的
で

は
な
か

っ
た

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


患

者
さ

ん
が

電
話
内
で
「
詰
め
物
が
外
れ
た
」
「
外
れ
た
被

せ
も
あ

る
」

と
言
っ

て
い

た
の

に
、
実

際
聞

く
と

外
れ

て
な
い

し
、
外
れ
た
被
せ
も
ど
こ
か
に
い
っ
て
な
い
と

の
こ
と

で
し
た

。
口

腔
内

は
脱

離
し
て

い
る
箇

所

も
あ

る
の
で

す
が
、

Pt
に
説
明
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

ま
で
に

時
間
が

か
か

っ
た

。


独

居
で

の
場

合
予
約
が
入
っ
て
い
な
い
日
で
も
緊
急
で
診
る
よ

う
に

言
わ
れ

た
り

、
お
会

計
に
関

し
て
も

支
払

っ
た

と
言
わ

れ
て
し
ま
う
。


独

居
の

方
：
毎
食
後
の
ケ
ア
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
習
慣
が
な
い

場
合

、
な

か
な
か

在
宅

で
口

腔
内
の

管
理
を

維

持
・
継

続
す

る
の
は
難
し
い
ケ
ー
ス
あ
り
。
訪
問
歯
科
に
対

し
て

積
極
的

な
介
入

意
思

は
な

し
。
予

約
の

連
絡

を
取

る
も
こ

の
日
は
都
合
が
悪
い
と
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
姿
勢

体
位
の
保

持
。
体

動
の

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

。

う
蝕

処
置
の

場
合
長
時
間
の
開
口
難
し
い
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
可

能
な
い

す
な
ど

が
あ

れ
ば

良
い
が

な
い
家

も

多
い

。
治
療

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
を
増

や
す
こ

と
も
必

要
。


予

約
日

や
時

間
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
メ
モ
し
た
紙
を
片
付
け

て
し
ま

う
。
保

険
証

の
保

管
場

所
が
分

か
ら
な

く

な
る

。
支
払

時
に
金
銭
家
族
管
理
の
場
合
混
乱
（
患
者
が
家

族
に
金

銭
を
奪

わ
れ

た
と

訴
え

る
な
ど

）

【
要

介
護

1・
2】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


あ

る
程

度
の

自
立
の
あ
る
方
の
場
合
、
患
者
家
族
が
そ
の
患

者
の
判

断
を
ど

こ
ま

で
信

頼
し

て
い
る

か
で
、
ど

ち
ら

の
意
思

を
尊
重
す
べ
き
か
困
っ
た
。
本
人
は
「
義
歯
を
作

り
た

い
」
と

言
わ

れ
る

が
、

Fa
は

「
母

に
は

必
要

あ
り
ま

せ
ん
」
（
他
県
在
中
）
と
な
り
、
支
払
い
を

Fa
が

担
当
し

て
い
る

場
合

。


い

つ
も

通
り

に
外
来
に
来
て
治
療
を
行
っ
た
が
、
終
了
後
に

意
味

不
明
の

こ
と
を

つ
ぶ

や
き

続
け
､
ユ

ニ
ッ

ト

か
ら

立
と
う

と
し
な
い
。
同
行
し
た
長
女
も
促
す
が
動
か
ず

、
体

格
の
い

い
80

代
の

男
性

だ
っ
た

た
め
力

づ

く
で

は
移
動

で
き
ず
、
自
動
車
に
乗
っ
て
も
ら
う
ま
で
に
約

40
分
を

要
し
た
。


意

思
疎

通
が

で
き
ず
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
近
く
に
い
な
い
た

め
、
治

療
開
始

ま
で

に
時

間
が

必
要
な

ケ
ー
ス

が

多
い

。
治
療

代
金
の
支
払
い
が
滞
る
時
が
あ
る
。


義

歯
を

な
く

す
。


事

例
1 .

2.
3
と
も

同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
で
は
返

事
を
し

た
り
し

ま
す

が
、
会
話

や
連
絡

が
成
り

立

た
な

い
の
で

、
全

て
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
ご
一
緒
し
て
も
ら
う
か
、
ケ

ア
マ

ネ
さ
ん

と
の

連
絡

を
密
に

し
て
、
誤

解
を

招
か
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。


症

状
の

訴
え

や
治

療
に

対
す

る
質

問
等
、

緊
急

性
の

な
い

こ
と

で
も

頻
繁

に
電

話
し

て
き

て
対

応
に

苦
慮

す

る
。


診

断
：

痛
み

に
つ
い
て
､ど

こ
が
、
ど
の
歯
が
、
ど
ん
な
と

き
、

ど
ん
な

種
類
の

、
ど

の
程

度
の
痛

み
な

の
か

不
明

で
あ
っ

た
。
服
薬
：
先
ほ
ど
飲
ん
だ
鎮
痛
剤
の
こ
と
を
忘

れ
､
ま
た

出
し
て

ほ
し

い
と

要
求
す

る
。


説

明
後

1
分

後
に

は
ま
た
同
じ
説
明
を
求
め
ら
れ
る
時
。


電

話
し

た
う

え
で

訪
問
し

て
も
留

守
に
し

て
い

る
と

き
が

あ
る

。
義

歯
は

水
中

保
管

す
る

よ
う

に
説

明
し

て

も
、
そ
の

時
は
理

解
し
て
も
毎
回
義
歯
ケ
ー
ス
に
乾
燥
剤
を
入

れ
て

、
そ

こ
に
義

歯
を

保
管

し
て
い

る
。
診

療

中
に

何
度
も

保
管
の
仕
方
を
聞
か
れ
る
の
で
、
そ
の
都
度
水
を
入

れ
て
義

歯
を
そ

の
中

に
入

れ
て
見

て
も
ら

っ

て
も

、
そ
の

時
は
「
わ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
が
で
き
て
い

な
い
。


独

居
、
遠

方
の
親

戚
の
場
合
、
治
療
の
説
明
・
処
置
の
希
望
等
決

定
す
る

の
は
ケ

ア
マ

ネ
や

施
設
ス

タ
ッ
フ

で

い
い

の
か
ど

う
か

。
口
腔
ケ
ア
等
要
介
護
で
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
独
居
、
遠
方
の
親
戚
、
限
界
を
感
じ
る
。


難

聴
が

あ
り

意
思
疎
通
し
に
く
い
､
指
示
が
う
ま
く
入
ら
な
い
。
筆
談
や
家
族
を
通
し
て
の
会
話
に
加
え
て
、

認
知

症
に
て

義
歯
の
清
掃
、
手
入
れ
や
残
存
歯
へ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
る
。


認

知
症

が
進

行
し
は
じ
め
の
頃
に
口
腔
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
が
早
め
の
介
入
を
進
め
て
く
れ
た
の
で

ま
だ

ま
し
で

す
が
、
も
の
取
ら
れ
妄
想
や
女
性
蔑
視
思
考
の
た
め
、

D
H

単
独
訪
問
の
際
に
、

D
r
が
い
な
い

と
分

か
る
と

対
応
が
変
化
し
た
り
怒
っ
た
り
す
る
。
訪
問
前
に
今
か
ら
行
く
の
で
玄
関
を
開
錠
し
て
お
く
よ
う

電
話

で
依
頼

す
る
も
、
ど
う
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
治
療
や
ケ
ア
を
始
め
る
前
後
が
と
て
も
時
間
が
か
か
り

ま
す

。


認

知
症

と
精

神
疾
患
が
お
そ
ら
く
混
ざ
っ
て
い
る
患
者
で
す
が
、
患
者
は
医
者
嫌
い
の
た
め
、
救
急
車
で
一
度

搬
送

さ
れ
た

と
き
に
対
応
し
た
脳
神
経
外
科
医
が
、
栄
養
失
調
で
倒
れ
た
と
き
に
行
っ
た
長
谷
川
式
テ
ス
ト

9
点

し
か

情
報

が
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
が
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
末
、
歯
科
受
診
を
虫
歯
が
で
き
た
と
き
に
つ
な
い
で

く
れ

て
、

そ
れ

か
ら
な
ん
と
か
月

1
回
訪
問
し
て
は
全
身
状
況
か
ら
最
近
の
覚
え
て
い
る
話
を
聞
き
取
り
し

て
い

ま
す
。
行
政

の
自
立
支
援
事
業
を
利
用
し
て
、
介
護
利
用
は
部
屋
の
清
掃
の
み
介
入
。
周
囲
の
住
民
と
折

り
合

い
が
悪

く
、
ボ

ヤ
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
り
し
て
自
治
会
も
見
守
り
を
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
本
人
は
煩
わ
し

い
と

思
っ
て

お
り
、
近
隣
住
民
と
も
め
事
ば
か
り
起
こ
し
て
い
る
た
め
、
対
応
に
困
っ
て
い
る
。
子
供
・
親
類

は
金

銭
ト
ラ

ブ
ル
で
音
信
不
通
。


付

き
添

い
が

必
要
。


明

朗
で

あ
る

が
状
況
の
把
握
が
で
き
ず
、
自
分
の
意
思
で
の
歩
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
ま
ず
所
定
の
位
置

に
座

る
こ
と

が
難
し
く
、
さ
ら
に
口
腔
ケ
ア
の
際
の
開
口
も
厳
し
い
。
本
人
自
身
で
の
治
療
と
ケ
ア
は
難
し
く
、

ご
主

人
が
そ

ば
に
い
な
い
と
日
常
生
活
が
難
し
く
。
訪
問
歯
科
診
療
時
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
に
お
い
て
。


予

約
や

治
療

の
意
思
決
定
な
ど
本
人
一
人
で
の
判
断
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
母
親
（

80
代
）
と
一
緒

に
来

院
さ
れ

る
。
母

親
も
要
介
護
で
金
銭
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。（

老
々
介
護
状
態
）

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


意

思
疎

通
が

難
し
く
、
指
示
が
入
ら
ず
。（

痛
み
が
あ
る
か
ど
う
か
､
ど
こ
が
痛
い
の
か
痛
み
に
気
づ
い
て
い
な

い
）


過

去
の

治
療

や
い
や
な
思
い
。
抜
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
抵
抗
す
る
。
治
療
に
対
し
て
恐
怖
心
。
口
を
開
け

な
い

､機
器

を
噛

む
な
ど
。


介

護
支

援
専

門
員
が
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
ら
ず
、
金
銭
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
誤
っ
て

伝
え

た
。


初

回
の

訪
問

は
ケ
ア
マ
ネ
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。
介
護
保
険
証
の
提
示
が
本
人
か
ら
で
き
な
く
て
、
確

認
ま

で
時
間

が
か
か
っ
た
。
一
度
お
話
が
始
ま
る
と
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
お
話
し
さ
れ
る
た
め
、
ケ

ア
に

入
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。


同

じ
こ

と
を

何
度
も
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。


独

居
生

保
で
（

デ
イ
・
ヘ
ル
パ
ー
利
用
）
､
服
薬
管
理
で
き
ず
､
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
時
に
服
薬
す
る
の
で
、

1
回

/日
で

す
む

薬
を

希
望
さ

れ
た
。
セ
ル

フ
ケ
ア
が
で
き
な
い
。

部
屋
が
歯
科
治

療
を
す
る
に
は
困
難
な

ほ
ど
汚

れ
て

い
る
状

態
（
ゴ
キ
ブ
リ
の
幼
虫
が
い
た
り
、
下
痢
便
が
散
乱
し
便
臭
な
ど
）
予
約
日
を
書
い
た
付
箋
、
訪

問
前

に
訪

問
の

電
話
確
認
を
す
る
が
、
実
際
訪
問
す
る
と
寝
て
い
た
り
、
（
部
屋
の
鍵
は
開
け
っ
ぱ
な
し
で
）

ケ
ア

せ
ず
帰

る
こ
と

あ
り
。


付

き
添

い
や

介
護
者

の
方
が
い
な
い
と
き
は
、
説
明
・
順
序
等
を
進
め
る
に
あ
た
り
。


予

約
の

日
時

を
忘
れ

て
し
ま
う
。
独
居
の
た
め
（
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
く
､
付
箋
を
渡
す
な
ど
し
て
い
る
が
）
当

日
出

か
け
て

し
ま
っ

た
。
電
話
し
て
も
電
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
保
険
証
類
、
お
金
の
場
所
も
忘
れ
て

し
ま

う
。


予

約
を

忘
れ

る
。
保
険
証
、
現
金
歯
の
管
理
が
で
き
ず
。
→
施
設
の
方
に
お
願
い
。
歯
ブ
ラ
シ
を
す
る
こ
と
も

忘
れ

る
。
食

べ
た
こ

と
も
忘
れ
て
食
べ
て
い
な
い
と
言
う
。


予

約
日

を
忘

れ
て
し

ま
う
た
め
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
入
し
た
り
、
メ
モ
を
置
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
立
ち
会

っ
て

も
ら

う
等

の
手
間
が
か
か
る
。
特
に
お
独
居
の
方
に
は
､
義
歯
の
管
理
な
ど
注
意
が
必
要
。
何
回
も
同
じ
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よ
う

な
指
導

を
繰
り
返
し
行
う
な
ど
。


予

約
日

時
を

口
頭
と
書
類
に
て
伝
え
て
も
、
家
に
居
な
か
っ
た

り
準

備
が
で

き
て

い
な

い
の

で
、
キ

ャ
ン
セ

ル

に
な

る
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
お
会
計
の
電
話
連
絡
が
つ
な
が

ら
な
い

こ
と
や

伝
え

よ
う

と
し

て
も
な

か
な
か

伝

わ
ら

ず
。

【
要

介
護

3】
 

＜
歯

科
医

師
用

＞


ラ

ポ
ー

ル
不

足
。
積
極
的
治
療
不
可
。
応
急
的
カ
リ
エ
ス
処
置

。
食

渣
多
い

た
め

定
期

口
腔

ケ
ア
。
ス

タ
ッ

フ

の
介

入
は
難

し
い

。
PK

D
,L

BD
活
動
期
、
食
物
認
知
低
下

。
コ

ロ
ナ
禍

で
家
族

面
会

が
難

し
い
が

、
家

族
認

知
も

低
下
し

て
い
る
。


意

思
の

疎
通

あ
り
。
理
解
し
て
も
ら
え
ず
。


意

思
の

疎
通

が
図
れ
な
い
。


異

食
、

過
食

。


基

本
的

に
当

院
は
特
養
メ
イ
ン
に
入
っ
て
ま
す
の
で
、
治
療
自

体
で

は
な
く

管
理

の
方

は
す

べ
て

CM
等

と

相
談

し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
ご
家
族
さ
ま
の
要
望
が
（
ご
本
人

さ
ま

に
体
調

に
限

界
が

あ
る

場
合
）
合

わ
な

い

と
き

に
、
そ

れ
を
ご
家
族
に
理
解
い
た
だ
け
な
い
と
き
が
あ

る
の
が

大
変
で

す
。


義

歯
が

装
着
（
口
の
中
に
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
理
解

で
き

ず
、
他

人
の

義
歯

を
装

着
し
よ

う
と
す

る

等
。


義

歯
の

紛
失

を
他
人
の
せ
い
（
盗
ま
れ
た
、
捨
て
ら
れ
た
）
に

し
、

新
製
ま

で
に

納
得

さ
れ

な
い
。


口

腔
内

を
見

せ
て
は
く
れ
る
が
何
を
し
て
も
痛
が
る
。
嫌
が

る
方
で

義
歯
の

修
理
・
調

整
を

い
つ
も

あ
ち
こ

ち

違
う

と
こ
ろ

の
調
整
を
要
求
さ
れ
、
や
や
無
理
や
り
終
了
と
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

し
た

。
薬

の
コ
ン

ト
ロ
ー

ル

の
影

響
で
（

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
、
そ
う
・
う
つ
強
く
関
わ

る
こ

と
が
難

し
い

と
判

断
し

ま
し
た

。


指

示
が

な
か

な
か
入
ら
な
い
た
め
す
べ
て
に
お
い
て
困
る
。
苦

戦
す

る
。


指

導
し

て
も

理
解
不
能
。


手

続
き

が
煩

雑
に
な
る
こ
と
。


重

度
の

ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
患
者
さ
ん
。
以
前
か
ら
使
用
し

て
い
た

上
顎
の

義
歯

は
使

用
で

き
て
い

る
が
、
新

製
し

た
下

顎
義

歯
は
外
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
食
事
を
し

て
い

て
途
中

で
止
ま

っ
て

し
ま

う
こ
と

が
あ

る
。 


診

査
と

介
護

士
の
指
摘
で
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
事
前
に
家
族

の
了

解
を
得

ら
れ

る
場

合
と

、
時
間

が
か
か

る

場
合

、
処
置

不
可
の
こ
と
の
場
合
が
あ
る
。
認
知
症
初
期
の
医

科
と

の
連
携

の
方

法
と

、
診

断
基
準
（

自
己

含

む
）
、

家
族
へ

の
周
知
方
法
の
改
善
、
施
設
入
所
の
場
合
家
族

と
の

連
絡

待
ち
と

な
る

。
診

査
自
体

、
保

険
に

反
映

さ
れ
な

い
。
時
に
処
置
を
拒
否
さ
れ
る
。


説

明
を

理
解

で
き
な
い
こ
と
。


全

て
に

お
い
て

臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
肉
体

的
に
も

精
神

的
に

も
時

間
的
に

も
全
員

（
Pt

、

家
族

、
介
護

職
、

D
H
、

D
r）

疲
労

す
る

。（
要

介
護
）
認

知
症

Pt
へ

の
対

応
が

自
治

体
で

異
な
り

、
で
き

る

こ
と

で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。


日

中
独

居
状

態
で
、
意
思
決
定
（
説
明
し
た
後
の
判
断
）
が
で

き
ず

、
治

療
が
進

ま
な

い
。
保

険
証
の

更
新
時

の
確

認
や
服

薬
管
理
が
伝
わ
ら
な
い
。


病

院
入

院
中

に
、
訪
問
歯
科
診
療
を
開
始
し
、
退
院
後
も
継
続

し
て

訪
問

し
ま
し

た
。

息
子

さ
ん
の

依
頼

で
、

義
歯

を
作

製
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
院
前
ま
で
義
歯

を
使

用
し
て

い
た

 よ
う

で
す
。

ご
本

人
は
、

重

度
認

知
症
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
指
示
が
入
ら
ず
、
義
歯
の
作
製
が

難
し
い

点
が
あ

り
ま

し
た

。
拒

否
も
あ

る
程

度
あ

り
ま
し

た
が
、
仮
床
試
適
ま
で
進
み
ま
し
た
。
義
歯
の

着
脱
は

、
本
人

で
は

困
難

の
よ

う
で
し

た
。
と

こ

ろ
で

、
在

宅
に

訪
問
し
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
家
族
状

況
で

し
た

。
同
居

は
奥

様
の

み
。
と

こ
ろ

が
、

そ
の

奥
様
は

ご
主
人
の
こ
と
に
は
無
関
心
ら
し
く
、
我
々
の

訪
問

時
に
顔

を
出
さ

れ
た

こ
と

は
全
く

あ
り
ま

せ

ん
で

し
た
。
義
歯

へ
の
協
力
は
得
ら
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た

。
家

事
は
や

ら
れ

て
い

る
よ
う

で
す
。
息

子
さ

ん
と

娘
さ

ん
は
協
力
的
で
し
た
が
、
別
居
で
あ
り
、
毎
日

実
家

に
来

る
の
は

難
し

い
と

の
こ
と

で
し

た
。

息
子

さ
ん
は

、
義

歯
が
で
き
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
わ
れ
て

い
た
よ

う
で
す

。
な

お
、
訪

問
介
護

な
ど
の

サ
ー

ビ
ス

提
供
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
歯
科
衛
生
士
や

ヘ
ル
バ

ー
の
導

入
も

含
め

、
息

子
さ
ん

と
よ

く
相

談
し
ま

し
た
。
す
ぐ
に
結
論
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
局
は
義
歯
の
作
製
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

。
在
宅

で
は
、
義
歯
の
管
理
に
介
助
を
要
す
る
場
合
、
周
囲
の
介
護
力
が
乏
し
い
と
、
義
歯
の
使
用
に
大

い
に

影
響
が

あ
る
よ

う
で
す
。


保

険
証

の
扱

い
で

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
義
歯
作
成
時
に
、
印
象
→
BT

→
指
摘
→
完
成
の
道
が

あ
る

と
き
、
ま
ず

覚
え
て
い
な
い
た
め
説
明
が
長
引
く
可
能
性
が
あ
る
。
全
く
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
断
ら

れ
た

こ
と
も

あ
る

。
思
い
出
す
と
入
れ
歯
は
ま
だ
か
と
言
わ
れ
て
、
治
療
が
進
ん
で
い
く
。
最
長
で

3
ヶ
月
か

か
っ

た
こ
と

。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ご

家
族

の
理

解
が
困
難
な
と
き
。
暴
言
、
暴
力
が
あ
る
と
き
。
嚥
下
に
問
題
が
あ
る
方
。


す

べ
て

に
お

け
る
指
示
が
な
か
な
か
入
ら
な
い
た
め
、
す
べ
て
に
お
い
て
苦
戦
す
る
。


せ

ん
妄

ひ
ど

く
あ
り
､
訪
問
の
た
び
手
を
振
り
払
う
ま
で
の
拒
否
、
大
声
を
出
す
等
あ
る
。
施
設
入
所
の
た
め

保
険

証
類

も
そ

の
都

度
家
族
に
連
絡
す
る
が
､
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
。
服
薬
も
職
員
に
伝
え
る
が
、
皆

に
伝

わ
っ
て

お
ら
ず
､飲

ん
で
な
い
な
ど
あ
っ
た
。


意

思
疎

通
が

困
難
で
す
。


介

護
者

も
認

知
症
や
高
齢
と
な
り
、
在
宅
で
衛
生
指
導
内
容
が
伝
わ
り
に
く
い
。
施
設
で
は
人
材
不
足
を
理
由

に
､
口

腔
管
理

が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
、
認
知
症
患
者
の
口
腔
衛
生
環
境
は
な
か
な

か
改

善
さ
れ

ず
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。


患

者
さ

ま
の

訴
え
や
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
き
取
る
こ
と
が
難
し
い
時
、
話
が
曖
昧
だ
っ
た
り
、
会
話
が
で
き
な

か
っ

た
り
、
話
の

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
と
き
。
恐
怖
心
が
強
す
ぎ
て
拒
否
が
あ
り
、
な
か
な
か
治
療
や
口
腔

ケ
ア

が
で
き

な
い
と
き
。


義

歯
の

取
り

扱
い
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
認
知
が
進
ん
で
く
る
と
義
歯
の
認
識
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ

て
き
て

、
う
ま
く
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
と
き
は
い
い
の
で
す
が
、
合
わ
な
く
な
っ
て

D
U

L
を
起
こ
し
て

く
る

と
､
自

分
を

傷
つ
け
る
も
の
と
し
て
排
除
し
て
く
る
。


義

歯
を

新
作

し
た
ば
か
り
で
紛
失
。
金
銭
的
に
自
費
で
新
作
し
に
く
い
と
き
。


具

体
的

な
意

思
の
疎
通
が
図
れ
な
い
。


施

設
な

ど
で

は
保
険
証
類
や
支
払
い
等
は
､
ご
家
族
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
可
能
だ
が
、
意
思
疎
通
が
困
難
な

た
め

､開
口

保
持

等
困
難
だ
っ
た
り
、
拒
否
が
あ
る
と
噛
ん
で
き
た
り
､手

や
足
が
出
て
一
人
で
の
対
応
が
困
難

に
な

る
こ
と

が
あ
る
。


同

じ
質

問
、

説
明
の
繰
り
返
し
に
時
間
が
か
か
る
。
ふ
っ
と
し
た
と
き
に
同
席
の
身
内
の
方
に
､
今
関
係
な
い

こ
と

で
強
く

あ
た
る
の
で
。


認

知
症

独
居

の
場
合
、
治
療
計
画
を
立
て
る
の
が
困
難
。
薬
情
報
な
ど
医
療
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

内
科

、
ケ
ア

マ
ネ
な
ど
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
。


予

約
を

取
っ

て
も
何

本
も
本
人
か
ら
電
話
が
来
た
。
義
歯
を
何
度
も
紛
失
し
て
し
ま
い
､
そ
の
都
度
再
製
す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
ご
夫
婦
と
も
認
知
が
あ
り
、
予
約
や
処
置
な
ど
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
場
面
が
多
く
あ
っ
た
。 

【
要

介
護

4・
5】

 
＜

歯
科

医
師

用
＞


ご

家
族

の
介

護
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。


パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病
で
あ
っ
た
た
め
、
本
人
の
意
思
疎
通
は
ち
ぐ
は
ぐ
な
こ
と
も
あ
り
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
電
話

で
直

接
や

り
取

り
し

た
が
、
分
か
ら
な
い
不
足
し
た
情
報
が
多
く
や
や
継
続
困
難
だ
っ
た
。（

継
続
し
た
ほ
う

が
患

者
に
は

よ
さ
そ
う
な
状
態
で
は
あ
っ
た
が
・
・
・
）


ラ

ポ
ー

ル
不

可
。
食

事
介
助
難
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
栄
養
指
導
、
経
口
摂
取
の
み
栄
養
管
理
が
難
し
い
。

AH
、

FA
ST

6。


意
思

疎
通

に
ム

ラ
が
あ
り
。
義
歯
の
着
脱
が
で
き
る
と
き
で
き
な
い
と
き
あ
り
。
（
空
間
認
知
力
低
下
、
上
下

前
奥

が
わ
か

ら
な
い
）


何

度
も

同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。


開

口
・

閉
口

の
指
示
は
通
ら
な
い
こ
と
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
で
き
な
い
こ
と
。

IP
を
噛
ま
れ
る
こ
と
。
ス
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ケ
ー

リ
ン
グ

時
の
注
水
し
た
水
を
バ
キ
ュ
ー
ム
で
吸
引
す
る
こ

と
､
誤
嚥

。
義
歯

の
破

折
を

繰
り
返

す
こ
と

。


開

口
が

で
き

な
か
っ
た
り
す
る
の
も
大
変
だ
が
、
腹
や
尻
を

つ
か

ん
で
き

た
り
の

セ
ク

ハ
ラ

行
為
が

た
ま
に

あ

り
困

る
。
食

堂
で
職
員
が
沢
山
い
る
と
こ
ろ
で
実
施
し
て
い

る
。


覚

醒
の

時
間

帯
が
一
定
せ
ず
、
呼
び
か
け
等
を
行
っ
て
も
反

応
が
乏

し
い

。
日
に

よ
っ

て
ば

ら
つ
き

が
大
き

く
､

予
定

の
処
置

等
を
行
う
の
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
徐
々
に

こ
の

傾
向
が

進
行

し
て

お
り

、
計
画

が
立
て

づ

ら
い

。


患

者
は

レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
を
有
し
、
日
常
生
活
等
の
運

動
の
緩

慢
を
来

た
し

、
幻

視
や

認
知
機

能
の
低

下

を
生

じ
て
い

る
。
歯
科
の
治
療
を
行
う
の
は
難
し
く
、
口
を

開
け

て
の
治

療
の
み

な
ら

ず
、
口
腔

ケ
ア
を

行
う

際
に

も
支
障

を
来
し
て
い
て
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
。


患

者
は

訪
問

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
態
だ
が
、
家
族
（
同
居
）
に

理
解
が

な
く
治

療
に

入
れ

な
い
。
断

ら
れ

る

こ
と

が
あ
り

、
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ

た
。


基

本
的

に
は

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

情
報
提

供
し

て
も

ら
う

が
保

険
証

な
ど

の
確

認
は

本
人

だ
け

だ
と

不
備

が

あ
っ

た
り
す

る
。
診
療
・
口
腔
ケ
ア
も
認
知
度
に
よ
っ
て
困
難

な
こ

と
が
あ

り
時

間
が

か
か

る
。


記

憶
が

曖
昧

。


義

歯
修

理
、

食
事
指
導
、
口
腔
ケ
ア
指
導
。


口

は
開

い
て

く
だ
さ
る
が
、
意
思
疎
通
で
き
て
い
な
い
た
め

、
長

時
間
の

治
療
は

避
け

る
よ

う
に
し

て
い

る
。 


口

腔
ケ

ア
中

に
指
を
か
み
ち
ぎ
ら
れ
る
ほ
ど
の
力
で
噛
ま
れ

る
の
で

危
険
。
ア
シ

ス
タ

ン
ト

し
て
い

る
衛
生

士

に
セ

ク
ハ
ラ

を
す
る
こ
と
が
多
い
。


座

位
保

持
不

良
で
車
い
す
か
ら
ス
ラ
イ
ド
し
て
落
ち
て
く
る

。
そ
の

都
度
姿

勢
を

整
え

る
。
咬

筋
が

拘
縮
し

て

い
て

、
少

し
ず

つ
ほ
ぐ
し
な
が
ら
開
口
さ
せ
て
バ
イ
ド
ブ
ロ
ッ

ク
を

噛
ま
せ

る
。
※

胃
ろ

う
、
経

口
摂
取

な
し
。


施

設
の

入
所

基
準
の
変
化
に
よ
り
、
定
期
検
診
が
行
け
な
く
な

っ
た

り
す
る

。


歯

科
医

療
を

受
け
る
こ
と
を
理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
、
受

け
入
れ

て
く
れ

な
い

。
家

族
の

立
ち
会

い
も
な

か

っ
た

の
で
対

処
に
困
っ
た
。


耳

が
聞

こ
え

な
い
の
で
説
明
不
能
。


習

慣
性

の
顎

関
節
脱
臼
の
既
往
が
あ
り
、
整
復
固
定
し
て
し

ば
ら
く

は
安
定

し
て

い
る

が
、
固

定
装

置
を
指

示

通
り

せ
ず
外

し
て
し
ま
い
、
固
定
→
整
復
→
固
定
、
整
復
の
繰

り
返

し
と
な

る
。


症

状
・

訴
え

に
一
過
性
が
な
い
。
口
を
あ
け
て
保
持
で
き
な
い

。
支

払
い
に

不
安

あ
り

。


食

事
を

は
じ

め
口
腔
ケ
ア
や
吸
引
な
ど
一
切
を
固
く
拒
否
し
口

を
開

け
な
い

。
本

人
の

尊
厳

も
大
切

で
あ
り

対

応
に

苦
慮
す

る
。


寝

た
き

り
な

の
で
も
の
も
取
れ
な
い
状
態
で
、
私
ど
も
が
行
っ

て
い

ま
す
。


他

の
業

種
と

重
な
り
、
予
約
し
づ
ら

い
。


地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
ほ
か
に
依
頼
で
き
な
い
と
依
頼

さ
れ

た
ケ

ー
ス
だ

が
、

上
記

の
状
態

で
独

居
。

妄
想

も
あ
り

行
政
も
困
っ
て
い
た
。
自
分
も
含
め
本
人
が
な
ぜ

か
気

を
許
し

た
人

間
の

み
機

嫌
の
よ

い
と
き

家

に
入

れ
る

。
支

離
滅
裂
だ
が
意
思
表
示
だ
け
は
は
っ
き
り
し

て
い

る
の
で

、
何
も

進
ま

な
い

日
も
多

々
あ

り
。

診
療

で
き
た

と
し
て
も
開
口
保
持
が
困
難
だ
っ
た
り
、
指
示
が

通
ら

な
い
の

で
か

な
り

苦
労

し
た
が

、
予
約

も

一
番

気
を
許

し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
を
介
し
て
の
み
。
支
払
い
は

機
嫌

の
よ
い

と
き

に
本

人
が

袋
か
ら

出
す
。
ま

た
、

こ
の

方
は

亡
く
な
ら
れ
た
が
、
そ
の
連
絡
も
後
見
人
か
ら

の
連
絡

も
1

年
近

く
た

っ
て

か
ら
だ

っ
た
た

め
、

お
支

払
い

い
た
だ
け
て
い
な
い
治
療
費
が
あ
る
。
（
後
見

人
に

何
回

か
督
促

し
た

が
レ

ス
ポ
ン

ス
が

な
い

（
司

法
書
士

））


独

居
ケ

ー
ス

。
ベ
ッ
ド
上
に
寝
た
き
り
で
奥
様
も
認
知
症
で

日
常
の

様
子
が

確
認

で
き

な
い

。


病

院
に

入
院

中
の
た
め
予
約
、
入
室
、
保
険
証
類
の
提
示
、
服

薬
は

問
題

な
か
っ

た
が

、
治

療
す
る

と
同

意
、

方
針

が
決
ま

っ
て
も
日
に
よ
っ
て
は
拒
否
、
抵
抗
さ
れ
る
。
入

れ
歯
を

作
る
と
き

協
力

が
得

ら
れ
ず

、
す

べ
て

に
お

い
て
困

難
。
咬
合
採
得
時
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
体

位
保

持
も
困

難
。
安

全
の

た
め

ベ
ッ
ド

に
寝
て

も

ら
う

の
で
す

が
、
そ
こ
ま
で
の
移
動
等
も
困
難
で
す
。


訪

問
先

の
施

設
の
利
用
者
さ
ん
に
上
下
総
義
歯
を
作
っ
た
。
夜
間

に
お
そ

ら
く
寝

ぼ
け

て
入

れ
歯
を

ゴ
ミ
箱

に

捨
て

、
そ
れ

に
気
づ
か
な
か
っ
た
施
設
ス
タ
ッ
フ
が
ゴ
ミ
と

し
て
捨

て
て
、
上
下

の
入

れ
歯

が
な
く

な
っ
た

の

だ
が

、
施
設

内
で
「

入
れ
歯
が
盗
ま
れ
た
」
と
大
声
で
わ
め
き
立
て
ら
れ
、
他
の
利
用
者
さ
ん
が
大
変
不
穏
と

な
り

、
そ
の

対
処
。


予

約
の

日
時

に
つ
い
て
、
メ
モ
や
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
同
居
家
族
も
高
齢
で
あ
る
場

合
、

保
険
証

等
の
管
理
も
難
し
く
、
不
備
も
多
い
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞


ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
方
の
足
が
早
く
、
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
捕
ま
え
ら
れ
な
い
。


グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム
の
入
所
の
方
で
重
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
に
き
ょ
ひ

が
み

ら
れ
ま

し
た
。
口
腔
内
も
残
歯
多
く
あ
り
、
歯
周
病
も
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
職
員
の
方
で
は
歯
磨
き
も

で
き

ず
、

口
臭

も
強

い
と
の
こ
と
で
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
歩
行
可
能
な
た
め
突
然
立
ち
上
が
っ
た
り
､移

動

し
た

り
す

る
こ

と
も

多
く
､
口
腔
内
を
診
る
ま
で
に
時
間
を
か
け
て
対
応
し
ま
し
た
。
同
じ
時
間
を
過
ご
し
、

と
も

に
移
動

し
、
と
も
に
洗
面
所
で
歯
磨
き
を
し
て
､少

し
ず
つ
ケ
ア
可
能
に
な
り
ま
し
た
。


ご

家
族

か
ら

日
に
よ
っ
て
調
子
の
良
い
と
き
と
悪
い
と
き
の
差
が
激
し
い
と
言
わ
れ
、
協
力
を
得
ら
れ
ず
何
を

す
る

に
も
時

間
が
か
か
り
、
限
ら
れ
た
訪
問
診
療
時
間
内
に
や
る
べ
き
こ
と
が
終
わ
ら
な
い
。


ご

主
人

様
の

意
思
に
よ
り
､
か
ぶ
せ
物
は
自
費
の

Br
と
言
わ
れ
、
製
作
が
進
み
の
納
品
近
く
な
り
、「

ケ
ア
マ

ネ
さ

ん
に
ぼ

っ
た
ぐ

ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
治
療
を
中
断
し
た
。


デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
帰
宅
時
間
が
予
定
を
過
ぎ
た
り
し
て
､
待
ち
時
間
が
長
い
こ
と
が

あ
る

。
ケ
ア

を
行
う
時
な
ど
､爪

を
立
て
ら
れ
た
り
、
ひ
っ
か
か
れ
た
り
、
腕
を
も
た
れ
た
り
で
困
難
。


マ

ン
シ

ョ
ン

の
オ

ー
ト
ロ

ッ
ク
の

解
除
方

法
が

分
か

ら
な

く
な
っ

て
る
た

め
複
数

回
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
を
鳴

ら

す
必

要
が
あ

る
。
支
払
い
時
、
お
金
の
数
え
方
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
、
袋
の
中
か
ら
と
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
る

。
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
、
次
回
の
予
約
も
何
回
も
確
認
を
す
る
。


意

思
疎

通
が

困
難
な
こ
と
。


意

思
疎

通
が

難
し
い
の
で
､
器
具
等
を
誤
嚥
し
な
い
か
。


意

思
疎

通
不

可
の
た
め
に
、
家
族
等
の
立
ち
会
い
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
。


家

族
が

認
知

症
な
の
で
あ
ま
り
深
く
介
入
し
て
ほ
し
く
な
い
と
非
協
力
的
に
な
る
。


家

族
に

少
し

障
害
が
あ
り
、
意
思
の
疎
通
が
難
し
い
。
こ
ち
ら
が
伝
え
た
こ
と
が
違
う
解
釈
さ
れ
､
多
職
種
の

方
に

伝
わ
っ

て
し
ま
う
。


家

族
の

介
護

が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。


家

族
の

方
（

特
に
奥
様
）
に
対
し
て
の
暴
言
が
強
い
。
そ
の
日
に
よ
っ
て
気
分
に
ム
ラ
が
あ
る
。
こ
ち
ら
が
伝

え
た

い
こ
と

は
理
解

さ
れ
る
が
、
身
体
が
不
自
由
な
た
め
思
う
よ
う
に
動
か
ず
い
ら
だ
ち
が
あ
る
。


重

度
の

方
の

場
合
､
姿
勢
が
ま
ず
取
れ
な
く
､治

療
に
は
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
と
器

具
で

は
限
界

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
科
処
置
に
つ
い
て
も
高
次
医
療
機
関
か
ら
の
支
援
が
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
す

。


処

置
の

必
要

性
を
説
明
す
る
も
、
家
族
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
処
置
が
不
可
。
診
査
し
報
告
を
す
る
も
、
保
険
点

数
に

適
応
す

る
処
置
加
算
が
な
い
。


上

下
無

歯
顎

で
義
歯
も
な
く
､
意
思
疎
通
も
難
し
い
方
を
全
介
助
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
「
食
事
時
の
ス

プ
ー

ン
介
助

で
開
口
し
て
も
ら
え
な
い
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

D
r
診
断
も
口
腔
内
に
傷
や
痛
み
も
な

く
舌

、
口

唇
、
頬

、
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
機
能
的
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
食
事
観
察
に
時
間

を
取

り
、
探

っ
て

い
く
と
､本

人
の
リ
ズ
ム
と
介
助
者
の
リ
ズ
ム
が
合
わ
ず
､
閉
じ
た
口
の
中
へ
ス
プ
ー
ン
を
入

れ
る

こ
と
が

あ
り
開

口
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
本
人
に
合
わ
せ
た
介
�


寝

た
き

り
な

の
で
、

も
の
も
取
っ
た
り
は
こ
ち
ら
で
行
っ
て
い
る
。


寝

た
き

り
状

態
で
あ
る
が
、
暴
言
・
噛
ん
で
く
る
・
つ
ね
る
等
の
行
為
が
あ
る
。
日
や
時
間
帯
に
よ
り
落
ち
着

い
て

い
る
と

き
も
あ
る
。
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
器
具
を
置
く
と
勝
手
に
触
る
。
自
宅
で
家
族
（
娘
）
と
同
居
の

た
め

、
本

人
の

予
定
（
デ
イ
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
訪
問
医
）
と
娘
の
予
定
（
仕
事
・
通
院
）
を
考
え
て
の
予

約
に

な
っ
て

し
ま
う
。（

1
回

/月
の
予
約
も
取
れ
な
い
場
合
あ
り
）


積

極
的

な
治

療
は
望
ま
な
い
。


単

独
で

の
訪

問
を
行
っ
た
際
に
、
便
が
部
屋
中
に
な
す
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
ま
ず
は
清
掃
か
ら
だ
っ
た
。
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
痛

い
の

か
煩

わ
し
い
の
か
義
歯
を
外
し
て
し
ま
い
、
ど
こ
に
置

い
て

あ
る

の
か
分

か
ら

な
く

な
っ
て

し
ま

う
。 


抵

抗
や

拒
否

は
な
い
が
、
口
腔
ケ
ア
の
最
中
に
繰
り
返
し
同

じ
こ
と

を
話
し

た
り

、
横

に
い

る
ご
家

族
の
こ

と

が
気

に
な
る

よ
う
で
話
し
か
け
た
り
集
中
力
が
続
か
な
い
。
保

険
証

の
管
理

や
お

支
払

い
、
次

回
の

往
診
予

定

日
な

ど
は
本

人
で
は
な
く
、
ご
家
族
と
の
や
り
と
り
で
し
か

で
き
な

い
。


内

科
等

と
の

連
絡
を
取
り
な
が
ら
治
療
を
行
う
た
め
、
予
約
時

間
に

行
っ
て

も
ひ

た
す

ら
待

た
さ
れ

た
り
、
ご

家
族

か
ら
の

治
療
以
外
の
身
体
的
介
助
を
求
め
ら
れ
る
た
め
､結

果
2-

3
時

間
の

時
間

を
要

す
る
。


認

知
症

に
加

え
耳
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
説
明
が
困
難

で
時

間
が
か

か
る

。


病

気
の

性
質

上
仕
方
な
い
で
す
が
、
攻
撃
的
に
な
っ
て
し
ま
う

と
何

も
で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
う
。


暴

言
・

暴
力

。


本

人
が

認
知

症
だ
け
で
は
な
く
､
脳
梗
塞
に
よ
り
麻
痺
が
あ
り

、
腎

臓
病

で
透
析

を
行

っ
て

い
る
た

め
、

体
調

に
よ

り
非
協

力
的
で
口
を
開
け
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
清
掃
が

非
常
に

困
難
。
家
族

の
方

も
協

力
が
得

ら
れ
ず

､

ヘ
ル

パ
ー
任

せ
に
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
日
替
わ

り
な
の

で
､
口

腔
清

掃
が

で
き

て
い
な

い
。


目

の
前

の
物

（
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
等
）
を
と
る
。


予

約
か

ら
訪

問
に
至
る
ま
で
が
、
家
族
、
福
祉
と
の
時
間
の

折
り

合
い
が

合
わ
ず

、
訪
問

が
夜
間

に
な
っ

て
し

ま
っ

た
こ

と
。

治
療
も
姿
勢
も
取
れ
ず
､
リ
ス
ク
の
多
い
中
限

ら
れ

た
時

間
内
で

応
急

的
に

な
っ
て

し
ま

う
た

め
、

原
因
の

除
去
が
で
き
ず
に
、
繰
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と

が
ジ
レ

ン
マ

に
な

っ
て

し
ま
い

ま
す
。


H

30
.9

月
初

診
の

時
は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
て
椅
子
ま
で
歩
い

て
移

動
し
、

初
回

-3
回

目
く

ら
い
ま

で
は
歯

石
除

去
や
消

炎
処
置
等
で
き
て
い
た
が
、
徐
々
に
抵
抗
さ
れ

る
よ

う
に
な

り
、
部

屋
に

入
っ

た
時
点

で
「

帰
れ

帰
れ

」
と
口

腔
内
を
見
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
た
。
訪
問
看

護
も

入
浴
も

同
じ

よ
う

に
拒

否
さ
れ

て
い
る

よ

う
で

一
旦
中

止
し
、
令
和

3
年
よ
り
再
開
。
現
在
は
寝
た
き
り

の
状
態

で
口
腔
ケ

ア
を

行
っ

て
い
る

が
、
抵
抗

が
強

く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
全
く
取
れ
な
い
。

【
要

介
護

度
 

無
回

答
】

＜
歯

科
医

師
用

＞


何

を
し

て
い

る
の
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
､
途
中
で
怒
り
だ
し
て

し
ま
い

。


認

知
強

い
方

で
指
示
伝
わ
ら
ず
。
暴
言
や

CM
,家

族
に
虚
偽
の

報
告

を
す
る

な
ど

が
あ

る
。

＜
歯

科
衛

生
士

＞


う

ま
く

歩
け

な
い
の
で
玄
関
先
で
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
転
び

そ
う
で

怖
い
。
家

で
待

っ
て
て

。
な

る
べ

く
専
門

用
語
を
使
わ
ず
に
説
明
す
る
が
､そ

れ
で
も
状
況
が

理
解
し

に
く
い

。
保
険

証
類
の

類
い
で

は
､
い

つ
も

ご
家
族

が
準
備
し
て
い
る
た
め
、
ご
本
人
が
よ
く
分
か
っ

て
い

な
い
。


か

か
り

つ
け

医
が
い
る
か
ら
診
て
も
ら
わ
な
く
て
も
大
丈
夫

だ
と
拒

否
さ
れ

る
。


指

示
が

伝
わ

ら
な
い
。
日
々
の
使
用
の
歯
ブ
ラ
シ
の
存
在
が

分
か
ら

な
い
。


手

が
出

る
の

で
腕
を
捕
ま
れ
た
り
､
爪
で
引
っ
か
か
れ
る
。


日

に
よ

っ
て

お
考
え
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。
気
持
ち
の
変

動
が
大

き
い
。

(1
6)

他
歯

科
医

療
機

関
へ

の
紹
介
先
選
定
の
困
難
な
理
由
訪
問
歯
科
診
療
に
お
け
る
認
知
症
が
原
因
の
困
り
ご
と

＜
歯

科
医

師
用

＞

【
情

報
不

足
】


ど

こ
ま

で
対

応
可
能
か
、
す
ぐ
診
て
も
ら
え
る
の
か
、
案
内
や
情
報
が
な
い
。


M

RO
N

J
で
歯

科
口
腔
外
科
へ
紹
介
が
必
要
で
あ
っ
た
事
例
で
、
受
け
入
れ
先
の
入
院
対
応
が
可
能
か
の
情

報
に

不
安
が

あ
っ
た
。

【
予

約
が

難
し

い
】


施

設
入

居
者

の
為
、
連
絡
な
ど
す
ぐ
に
対
応
す
る
事
が
難
し
く
予
約
が
遅
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。


紹

介
先

の
予

約
が
か
な
り
先
に
な
る

【
ご

本
人

・
ご

家
族

の
事

情
】


家

人
が

通
院

（
訪
問
）
で
き
な
い
場
合
が
何
回
か
あ
っ
た
。


近

く
の

大
学

病
院
に
紹
介
し
て
も
、
行
き
た
く
な
い
と
な
り
、
ご
家
族
の
協
力
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。


軽

度
認

知
症

の
疑
い
で
、
医
科
を
紹
介
す
る
も
理
解
を
得
ら
れ
ず
。
医
科
で
も
第
三
者
（
家
族
）
の
同
伴
が

必
要

と
さ
れ

、
通
院
認
知
症
の
診
断
に
つ
な
が
ら
な
い
事
が
あ
る
。


受

診
に

行
く

に
当
た
っ
て
、
付
き
添
う
こ
と
が
で
き
る
家
族
等
が
得
に
く
い
（
紹
介
を
受
け
て
も
複
数
回
の

通
院

の
可
能

性
が
あ
る
旨
、
説
明
し
た
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
）
。


認

知
症

に
よ

り
、
通
常
治
療
が
困
難
な
患
者
さ
ん
で
、
ご
家
族
（
ご
長
男
様
）
よ
り
、
強
く
治
療
を
望
ま
れ

た
。

私
で
は

在
宅
及
び
診
療
所
で
の
治
療
困
難
な
旨
お
伝
え
し
た
が
、
な
か
な
か
引
き
下
が
っ
て
も
ら
え
な

か
っ

た
。


付

き
添

い
の

家
族
と
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
。
交
通
手
段
が
な
い
。


別

の
医

療
機

関
に
独
り
で
行
け
な
い
。
独
居
の
場
合
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。


引

っ
越

し
転

居
時
に
紹
介
先
で
困
っ
た
。
遠
方
に
引
っ
越
し
し
て
も
引
き
続
き
往
診
を
依
頼
さ
れ
る
。

【
紹

介
先

の
事

情
】


（

併
設

）
総

合
病
院
の
中
に
あ
る
歯
科
に
紹
介
す
る
が
、

3
例
紹
介
後
、
向
こ
う
か
ら
「
出
来
れ
ば
認
知
症

の
Pt

は
勘
弁

し
て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡
が
入
り
困
っ
て
る
。
紹
介
先
が
無
い
！
！


大

学
病

院
で

も
、
口

外
に
暗
に
断
り
が
入
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。


大

学
病

院
に

紹
介
す

る
と
日
帰
り
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
が
、
入
院
が
必
要
な
場
合
は
病
棟
の
看
護
師
が
受

け
入

れ
ら
れ

な
い
か

ら
、
と
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。


通

院
困

難
例

で
鎮
静
下
で
の
一
括
治
療
を
依
頼
し
て
も
何
度
も
通
院
さ
せ
る
。


認

知
症

で
か

つ
口
腔
癌
の
可
能
性
が
大
変
高
か
っ
た
患
者
さ
ん
が
い
た
。
紹
介
予
定
の
病
院
が
口
腔
癌
の
生

検
自

体
、
入

院
が
必
要
で
あ
る
大
学
病
院
だ
っ
た
が
、
認
知
症
の
患
者
は
入
院
お
こ
と
わ
り
と
の
こ
と
で
あ

り
、

そ
れ
以

上
の
診
断
、
治
療
が
出
来
ず
、
家
族
と
相
談
の
上
、
見
守
り
と
な
っ
た
。


認

知
症

の
方

の
口
腔
ガ
ン
疑
い
に
て
大
学
病
院
へ
紹
介
し
た
が
、
鎮
静
処
置
、
入
院
処
置
が
で
き
な
い
と
の

こ
と

で
診
療

を
拒
否
さ
れ
、
う
蝕
処
置
の
み
で
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
後
様
々
な
手
で
地
域
病
院
の
口
腔
外
科

に
て

精
査
さ

れ
口
腔
ガ
ン
の
確
定
診
断
を
う
け
た
こ
と
で
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
の
入
院
が
で
き
た
。


病

院
歯

科
へ

の
抜
糸
や
咽
頭
の
腫
瘍
で
紹
介
し
た
が
、
家
族
の
話
か
ら
だ
と
、
認
知
症
患
者
の
扱
い
が
わ
か

ら
ず

十
分
な

検
査
、
評
価
、
治
療
説
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
局
又
、
新
し
い
と
こ
ろ
へ
紹
介
し
な
け
れ

ば
い

け
な
い

例
が
多
数
。
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
の
で
付
き
添
っ
た
こ
と
あ
り
（
も
ち
ろ
ん
算
定
で
き
ず
）。

【
そ

の
他

】


歯

科
医

師
会

の
在
宅

歯
科
医
療
連
携
室
に
問
い
合
わ
せ
た


遠

く
の

訪
問

専
門
医
に
紹
介
し
た
。


紹

介
す

る
歯

科
医
療
機
関
が
近
く
に
な
い


た

び
た

び
顎

が
外
れ
る

kr
に
対
し
手
術
を
依
頼
す
る
際
、
手
術
の
行
っ
て
い
る
病
院
と
認
知
症
患
者
の
受
け

入
れ

双
方
の

問
題
が

あ
り
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
他
、
施
設
で
行
え
な
い
抜
糸
や
小
手
術
に
つ
い
て
も
同
様

の
ケ

ー
ス
が

あ
っ
た

。
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
診

療
の

際
に

、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
、
手
を
出
す
、
あ
ば
れ

る
等

が
あ
る

。


他

院
で

受
け

入
れ
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
、
医
師
会
、
包
括
セ

ン
タ
ー

、
行
政

、
歯

科
医

師
会

、
訪
問

看
護

ST
、

お
う

ち
で
療
養
相
談
セ
ン
タ
ー
〇
〇
等
か
ら
紹
介
さ
れ

て
く
る

の
で
、

当
方

か
ら

先
へ

の
行
き

先
が
今

は
な

い
。


ユ

マ
ニ

チ
ュ

ー
ド
等
、
認
知
症
患
者
さ
ん
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

対
処
法

を
勉
強

学
習

市
、

そ
の

手
法
の

取
得
に

励
む

一
方
、

認
知
症
患
者
対
応
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
と
の
勉
強
会

を
通

し
ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
し
て

歯
科
治

療
に

応
用
し

て
何
と
か
こ
な
し
て
い
る
。
こ
れ
と
い
っ
た
解
答

は
な

く
そ
の

場
そ

の
時

臨
機

応
変
に

対
応
し

よ
う

と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
の
時
は
高
次
医
療
機
関

口
腔

外
科
を

紹
介

す
る

よ
う

に
し
て

い
ま

す
。
（
例

）
習
慣
性
の
顎
関
節
脱
臼
の
患
者
（

1
日
に
何
回

も
訪
問

依
頼
さ

れ
る

と
き

有
り

）。


市

民
病

院
が

近
く
て
通
院
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
が
、
認
知

症
の
程

度
や
症

状
に

よ
っ

て
は

治
療
が

思
う
よ

う
に

行
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
大
学
病
院
へ
の

紹
介

を
選
択

し
た

。
し

か
し

通
院
回

数
が
多

く
な

り
患
者

の
通
院
が
タ
ク
シ
ー
な
の
で
金
銭
的
な
負
担
と
な

っ
て

し
ま
っ

た
。

紹
介

先
は

あ
る
が

ど
ち
ら

を
選

ぶ
か
い

つ
も
迷
っ
て
し
ま
う
。


自

院
で

す
べ

て
治
療
し
た


出

来
な

い
こ

と
が
多
い
が
、
し
か
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
い
が

ち
だ

と
思

い
ま

す
。
実

際
、
ど

こ
に

紹
介
と

い
う
あ
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。


紹

介
し

て
効

果
あ
る
治
療
が
出
来
る
と
は
思
え
な
い
。
自
分

で
で
き

る
だ
け

行
う

。


認

知
症

に
限

ら
ず
、
要
介
護
の
患
者
の
受
け
入
れ
先
が
な
い

。


認

知
症

を
前

提
に
他
の
医
療
機
関
に
紹
介
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

。


〇

〇
町

（
当

院
分
布
地
は
高
齢
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
、
人

口
2
万

人
の

〇
〇
県
の

地
方
町

で
す
）
、
こ

こ
で

は
他

院
に
通

院
、
特
に
高
次
医
療
に
紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
く

（
公

共
交
通

で
の

移
動

、
ご

家
族
は

遠
方
な

ど
が

困
難
化

す
る
原
因
で
す
）、

な
ん
と
か
当
院
で
お
こ
な

っ
て
い

る
の
が

現
状

で
す

。
非

常
に
採

算
が
合

い

ま
せ

ん
が
現

場
で
な
ん
と
か
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険
点
数
に
加

算
が

ほ
し
い

と
思

い
ま

す
。


不

定
愁

訴
が

あ
り
、
受
診
す
る
が
、
具
体
的
に
治
療
で
き
る

こ
と
が

な
い
。

診
察

さ
れ

る
こ

と
で
納

得
し
て

帰
ら

れ
る
、

の
く
り
返
し
。


紹

介
時

の
付

き
添
い
者
の
確
保
、
紹
介
時
は
病
院
歯
科
が
受

け
付
け

て
く
れ

る

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞

【
情

報
不

足
】


紹

介
先

を
ど

こ
に
す
れ
ば
よ
い
か
ま
よ
う
。


紹

介
先

が
受

け
入
れ
可
能
か
が
わ
か
ら
ず
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を

し
て
も

、
病

院
内

で
受

け
入
れ

る
か
否

か

の
基

準
が
設

け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
回
答
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
あ

り
ま
す

。


高

次
医

療
機

関
で
、
ど
の
程
度
の
受
け
入
れ
処
置
を
し
て
頂
け

る
の

か
わ
か

ら
な

い
と

こ
ろ

。
患
者

を
取
り

巻

く
環

境
が
、
受
診
か
ら
、
治
療
人
の
手
配
と
多
職
種
で
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
で

き
る

人
が
、
な

か
な

か
居
な

い
こ

と
で

す
。

【
予

約
が

難
し

い
】


紹

介
先

の
予

約
が
、
す
ぐ
取
れ
な
い
。
か
な
り
先
に
な
る
。

【
ご

本
人

・
ご

家
族

の
事
情
】


別

医
療

機
関

へ
独
歩
で
行
け
な
い


家

族
の

理
解

が
得

ら
れ

な
い

事
が

あ
る
。

軽
度

認
知

症
の

診
査

診
断

を
医

科
に

お
願

い
す

る
が

、
家

族
同

伴

（
第

三
者
）

を
必
要
と
し
、
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。


家

族
や

併
設

病
院
か
ら
の
依
頼
の
た
め
、
な
る
べ
く
自
院
で

出
来
る

だ
け
の

処
置

を
行

っ
て

い
る
。
積

極
的

な

治
療

は
行
え

な
く
て
も
対
処
医
療
法
で
長
期
的
な
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に

て
対
応

。

【
紹

介
先

の
事

情
】


大

学
病

院
に

紹
介
し
て
も
病
棟
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
の
回

答
だ

っ
た
。


施

設
入

居
者

の
た
め
、
連
絡
が
す
ぐ
に
出
来
な
い
の
で
予
約

が
遅
く

な
っ
た

り
し

た
。

【
そ

の
他

】


自

院
で

出
来

る
範
囲
で
の
対
応
、
治
療
を
行
っ
た
。


口

腔
癌

患
者

様
の
入

院
先
、
認
知
症
受
け
入
れ
機
関
は
ほ
ぼ
無
い
。


経

験
を

踏
ま

え
て
、

で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
行
う
。


今

日
の

内
容

を
説
明

し
、
処
置
に
入
ろ
う
と
軽
く
触
れ
た
だ
け
で
痛
い
と
言
わ
れ
る
。
処
置
開
始
直
後
は
協
力

的
だ

が
、
途

中
か
ら

急
変
し
拒
否
が
来
る
。
大
声
を
発
す
る
こ
と
も
あ
る

66



(1
8)

歯
科

訪
問

診
療

に
お
け
る
認
知
症
が
原
因
の
困
り
ご
と
へ
対

応
し

や
す
く

な
る

仕
組

み

＜
歯

科
医

師
用

＞

【
早

期
歯

科
受

診
】


認

知
症

と
診

断
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
受
診

す
る

こ
と
を

徹
底

し
て

ほ
し

い
。
そ

う
す

れ
ば

早
期

に
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
や
処
置
を
行
い
、
今
後
認
知
症
の

進
行

に
も
管

理
が
困

難
に

な
る

状
況
を

回
避
し

や

す
い

。


認

知
症

が
進

行
す
る
と
開
口
不
能
等
歯
科
治
療
が
難
し
く
な

り
ま
す

。
認
知

症
と

診
断

さ
れ

た
ら
（

特
に
初

期

の
段

階
で
）
ま

ず
、
歯
科
治
療
を
行
う
体
制
を
構
築
し
て
ほ

し
い
。「

80
20

」
運

動
に

よ
り

、
残
存

歯
が
多

く

な
り

、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
寄
与
す
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ

る
が
、
そ
の

方
々

も
い

ず
れ
認

知
症
等

で

要
介

護
状
態

に
な
る
。
要
介
護
度
が
高
く
か
つ
残
存
歯
が
多

い
方
の

口
腔
ケ

ア
の

難
し

さ
は

現
場
の

知
る
と

こ

ろ
で

あ
り
ま

す
。
人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
て
の
ア
ド
ヴ
ァ

ン
ス
ケ

ア
プ
ラ

ン
（

AC
P）

に
歯
科

も
し
っ

か
り

関
わ

る
べ
き

で
す
。


ど

の
場

面
に

お
い
て
も
、
歯
科
検
診
を
必
ず
す
る
仕
組
み
が

必
要
で

あ
る
と

思
う

。


認

知
症

初
期

に
（

治
療
可
能
期
間
に
）
口
腔
内
の
管
理
し
や

す
い
状

態
に
す

る
。
抜

歯
、
根

管
治

療
、
イ
ン

プ

ラ
ン

ト
除
去
（

上
部
構
造
）
等
、
今
後
治
療
困
難
、
拒
否
の
見
据

え
て

の
た
め

。
食

べ
ら

れ
な

く
な
っ

た
と
き

、

胃
ろ

う
に
す

る
か
経
鼻
経
管
栄
養
に
す
る
か
、
何
も
し
な
い

か
、
認

知
症

初
期
に

本
人

へ
の

意
思
決

定
支
援

を

行
っ

た
上
で

の
食
支
援
、
嚥
下
指
導
を
行
い
た
い
。


認

知
症

発
症

前
の
口
腔
内
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
。
（

認
知
症

が
あ

る
と
口

腔
内

の
変

化
に
対

応
で

き
な

い
の

で
）
認

知
症
の
歯
科
治
療
は
時
間
も
か
か
る
の
で
､
点

数
加

算
も
必

要
か
と

思
い

ま
す

。


M

CI
や

認
知

症
の
初
期
段
階
で
歯
科
通
院
を
促
す
シ
ス
テ
ム

の
構
築

。（
認
知

症
が

進
む

と
新

製
義
歯

が
使
え

な
い

こ
と
が

多
い
の
で
）
遠
隔
で
日
常
的
な
口
腔
衛
生
管
理
、
義

歯
管
理

の
声
か

け
サ

ー
ビ

ス
。
認

知
症

患
者

へ
の

対
応
力

の
高
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
加
算
点
数
の
整
備
？
。
本
ア

ン
ケ
ー

ト
の

趣
旨

と
は

そ
れ
ま

す
が
、
重

度
の

認
知
症

患
者
さ
ま
に
は
、
全
抜
歯
を
し
た
方
が
良
い
と
思

う
こ

と
が
多

々
あ

り
ま

す
。

【
連

携
シ

ス
テ

ム
】


進

行
し

た
認

知
症
の
患
者
を
診
て
く
れ
る
（
訪
問
診
療
）
歯
科

医
療
機

関
を
知
り

た
い
。
医

療
資

源
マ
ッ

プ
が

あ
る

と
便
利

か
も
し
れ
な
い
。


自

院
に

て
対

応
が

困
難

な
患

者
を

紹
介
で

き
る

機
関

と
の

連
携

シ
ス

テ
ム

が
構

築
で

き
る

と
よ

い
と

思
わ

れ

ま
す

。


ま

さ
に

ど
の

よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
対
応
し
や
す
い
の
か

、
分

か
ら
な

い
と
こ

ろ
が

問
題

だ
と
思

っ
て
い

ま

す
。
困

難
事

例
の
い
ず
れ
も
医
科
主
治
医
か
ら
の
紹
介
で
歯

科
が
介

入
を
始

め
た

も
の

で
あ

り
、
医

科
と
の

連

携
は

取
れ
て

い
ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
り
ま
せ
ん

。
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

や
医

科
主

治
医
が

口
腔
ケ

ア

に
手

を
焼
く

様
子
を
見
て
、
歯
科
に
相
談
す
る
ケ
ー
ス
も
多

々
あ
り

ま
す
。
こ
の

場
合
、
ケ

ア
マ

ネ
や

D
rに

相
談

し
て
も

解
決
は
困
難
で
す
が
、
ケ
ア
マ
ネ
、

D
r
以
上
に
患

者
を
理

解
し
て

い
る

人
は

な
く
、

連
携
シ

ス

テ
ム

が
あ
っ

て
も
有
用
か
疑
問
で
す
。


医

科
歯

科
連

携
の
強
化
。


医

科
診

療
（

受
診
科
）
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
る
と
対
応
し

や
す
い

と
思
い

ま
す

。


医

療
、

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
密
に
し
、
事
由
を
共
有
し

あ
う
。


各

県
、
各
地

域
に
歯
科
医
科
＋
介
護
の
専
門

H
P
を
作
っ
て

ほ
し
い

。
ホ
ス

ピ
ス

と
連

携
し

た
施
設

で
も
良

い

の
で

。
認

知
症

の
病
型
（

AD
・

Va
D
・

D
LB

・
FT

LD
等

）
別

に
摂

食
嚥
下

の
対

応
が

異
な

る
の

で
す

が
、

関
わ

る
N

s・
SW

・
セ
ラ

ピ
ス
ト
・

D
r間

で
意
思
統
一
が
行
え

ま
せ
ん

。（
AD

で
も

す
ぐ

食
い
止

め
を
し

よ

う
と

し
た
り

）
食
べ
る
に
関
し
、
も
っ
と
（
ま
だ
ま
だ
）
共

通
認

識
が
必

要
と
考

え
ま

す
。
法

的
制
度

も
整
え

る
必

要
が
あ

り
ま
す
。


市

が
主

導
し

て
の
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
あ
る
が
、
歯
科
訪
問
診

療
で

は
役
に

立
っ

て
い

な
い

。
特
化

し
た
保

険

制
度

は
、
全
体

の
（

国
と
し
て
の
）
在
宅
診
療
な
ど
を
整
え
て

い
く
段

階
で
の

一
つ

の
方

法
と

し
て
は

助
か
る

。

（
時

間
、
手

間
の
分
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
る
）
と
思
う
。


地

域
で

多
職

種
と
連
携
す
る
た
め
紹
介
施
設
や
改
善
策
を
知

る
場
を

各
医
院

で
把

握
、
確

認
で
き

る
よ
う

に
フ

ォ
ー

マ
ッ
ト

な
ど
の

作
成
。


地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
。


地

域
歯

科
医

師
会
で
連
携
が
速
や
か
に
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
、
認
知
、
活
用
す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考

え
ま
し

た
。


地

域
連

携
に

よ
る
紹
介
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
る
。
保
険
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
認
知
症
に
関
わ
る
加
算
を
増

や
す

。


特

化
し

た
連

携
シ
ス
テ
ム
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。


重

度
の

認
知

症
に
特
化
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
よ
い
。


認

知
症

が
原

因
の
困
り
ご
と
窓
口
は
、
ケ
ア
マ
ネ
や
地
域
包
括
等
、
す
で
に
仕
組
み
と
し
て
あ
る
と
認
識
し
て

い
る

。
た
だ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
職
種
ゆ
え
、
う
ま
く
機
能
は
し
て
い
な
い
か
と
思
う
。
認
知
症
が
原
因

の
困

り
ご
と

の
デ
ー
タ
は
集
積
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
公
表
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ま
た
、
認
知
症
で
が
ん
の

疑
い

が
濃
厚

な
患
者
の
受
け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。（

○
○
県
・
○
○
県

付
近
で
）

そ
の

よ
う
な

受
け
入
れ
の
連
携
シ
ス
テ
ム
は
ほ
し
い
。


認

知
症

に
も

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
が
ベ
タ
ー
な
の
か
、

専
門

の
先
生

の
助
言
を
聞
け
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。


認

知
症

に
特

化
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム
で
、
医
科
、
歯
科
、
ケ
ア
マ
ネ
、
施
設
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
患
者
に
必

要
な

情
報
を

一
元
化
で
き
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。


認

知
症

の
医

科
歯
科
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
認
知
症
の
加
算
点
数
（
時
間
に
合
っ
た
点
数
）
。


認

知
症

の
人

を
治
療
す
る
専
門
医
な
ど
と
連
携
が
と
り
や
す
い
仕
組
み
。


認

知
症

主
治

医
と
の
連
携
。
行
政
と
の
連
携
（
要
介
護
に
な
っ
た
と
と
き
に
、
地
域
包
括
職
員
は
関
係
な
い
の

で
ケ

ア
マ
ネ

に
振
ら
れ
る
。
し
か
し
ケ
ア
マ
ネ
は
無
頓
着
な
方
も
少
し
お
り
ま
す
。
要
介
護
に
入
っ
て
も
地
域

包
括

が
必
ず

関
与
す
る
仕
組
み
作
り
）

【
歯

科
医

療
機

関
の

拡
充

】


病

院
歯

科
等

の
充
実
、
配
備
な
ど
。


〇

〇
県

に
は

歯
科
大
が
な
い
上
、
認
知
症
の
人
が
遠
く
ま
で
行
け
る
と
も
思
え
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
の
こ

と
は

や
っ
て

い
る
。
仲
良
く
な
れ
る
ま
で
通
っ
て
か
ら
治
療
す
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
間
も
な
く

経
営

上
も
難

し
い
。
元
々
通
院
し
て
い
た
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
昔
の
話
も
で
き
治
療
し
や
す
い
が
、
初
診
の

方
だ

と
性
格

も
分
か
ら
ず
難
し
い
。
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
ま
す
が
、
自
院
の
患
者
は
最
後
ま
で
診
ま
す
と

い
う

先
生
が

増
え
て
ほ
し
い
。


人

口
に

見
合

っ
た
認
知
患
者
の
受
け
入
れ
病
院
（
歯
科
）
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。


ど

う
し

て
も

難
し
い
場
合
は
、
高
次
医
療
機
関
へ
の
紹
介
と
な
る
が
、
緊
急
の
場
合
に
早
急
な
対
処
が
で
き
な

い
こ

と
が
あ

る
。
（
予
約
に
数
週
間
待
ち
な
ど
）


都

市
単

位
で

専
門
の
高
次
医
療
機
関
が
あ
れ
ば
対
応
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
対

応
で
き
る
医
院
が
､
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
に
な
る
と
良
い
。


認

知
症

の
程

度
に
も
よ
る
が
診
療
時
間
が
長
く
な
り
や
す
い
。
訪
問
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
依

頼
が

集
中
。
訪

問
診
療
を
受
け
入
れ
可
能
と
し
て
い
る
医
療
機
関
で
も
、
訪
問
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
医
療

機
関

へ
の
紹

介
が
あ
る
。
認
知
症
患
者
の
依
頼
を
分
散
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
し
て
く
れ
る
よ
う
な
機
関
が
あ
れ

ば
、

特
定
の

医
療
機
関
へ
の
負
担
軽
減
に
な
る
の
で
は
。


認

知
症

患
者

は
基
本

的
に
は
地
元
、
地
域
、
か
か
り
つ
け
医
で
の
対
応
が
良
い
と
思
う
。
認
知
症
患
者
を
よ
り

多
く

受
け
入

れ
て
い

る
病
院
は
､
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
医
院

10
名
以
上
な
ど
具
体
的
に
人
数
で
何

か
し

ら
評
価

制
度
を

組
ん
で
は
ど
う
か
。

5
名
、

5-
10

名
、

10
名
以
上
で
認
知
症
対
応
普
通
、
上
級
、
最
上

級
な

ど
患

者
側

か
ら
見
え
る
形
で
医
院
表
示
が
で
き
る
と
､
医
院
は
よ
り
受
け
入
れ
る
努
力
を
す
る
の
で
は
な

い
か

と
思
い

ま
す
。

【
患

者
情

報
等

の
管

理
・

IC
T
の
活
用
】

 


医
療

、
介
護

等
関
係
し
う
る
職
種
す
べ
て
に
共
通
の
パ
ス
（
カ
ル
テ
等
）
に
よ
る
一
元
管
理
。
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
ク

ラ
ウ

ド
管

理
が
可
能
な
多
職
種
で
利
用
で
き
る
地
域
医
療
パ

ス
の

運
用
。

患
者

情
報

の
ク

ラ
ウ
ド

管
理
。


患

者
本

人
の

医
療
情
報
が
す
ぐ
に
入
手
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
と

思
わ
れ

る
。


現

時
点

で
は

施
設
で
の
往
診
で
看
護
師
等
が
対
応
し
て
く
れ

る
の
で

困
ら
な

い
が

、
家
族

の
み
が

立
ち
会

う
状

況
で

の
在
宅

診
療
で
は
困
る
こ
と
も
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
事

前
に

情
報
共

有
で

き
る

と
良

い
。
認

知
症
の

程

度
と

細
か
い

日
常
で
の
生
活
、
家
族
情
報
、
投
薬
、
病
歴
等
々

。


認

知
症

に
も

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
、
レ
ビ
ー
小
体
型
、
前
側
頭

葉
型

な
ど
の

型
や

重
症

度
に

よ
っ
て

様
々
な

病

態
が

見
ら
れ

る
。
特
に
前
側
頭
葉
型
で
歯
科
治
療
し
よ
う
に
も
、
暴

れ
る

方
に
は

で
き

な
い

。
こ

の
よ
う

な
方

は
病

院
歯
科

に
す
ぐ
に
送
り
ま
す
が
、
医
療
連
携
が
大
切
で
今

以
上

情
報
共

有
シ

ス
テ

ム
が

確
立
さ

れ
た
ら

と

思
い

ま
す
。


認

知
症

に
特

化
し
た
地
域
医
療
介
護
連
携
の
た
め
の

IC
T
の

普
及

。


認

知
症

の
型

や
患
者
情
報
（
身
体
・
行
動
・
性
格
な
ど
）
で

き
る
だ

け
詳
細

に
示

さ
れ

た
資

料
の
共

有
が
で

き

る
。

患
者
の

対
応
に
慣
れ
た
介
助
者
の
同
席
。


保

険
証

の
情

報
、
多
職
種
介
入
時
の
サ
ー
ビ
ス
状
況
（
入
浴

・
排

他
・
食

事
・
服

薬
（

配
薬

）
情
報

・
体

調
）

の
デ

ー
タ
一

元
化
、
ク
ラ
ウ
ド
他
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
把

握
が

で
き
る

と
助

か
り

ま
す

。


本

人
の

治
療

、
気
持
ち
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
､
ケ
ア
マ
ネ

、
家
族

、
介

護
サ
ー

ビ
ス

業
者

な
ど
で

訪
問

が
共

有
可

能
な
シ

ス
テ
ム
を
確
立
。


本

人
の

治
療

、
体
調
（
薬
服
用
状
況
）
情
報
な
ど
を
早
急
に

理
解
で

き
る
シ

ス
テ

ム
が

必
要

。

【
多

職
種

連
携

】


ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
や
民
生
委
員
さ
ん
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

情
報

共
有
が

し
や

す
い

よ
う

な
環
境

。


ケ

ア
マ

ネ
の

方
の
同
伴
が
有
る
方
が
有
り
難
い
。
細
か
い
情
報
（

例
え
ば

ど
ん
な

時
に

感
情

が
変
化

し
や
す

い

か
）
。


多

職
種

で
の
連

携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

Ex
.お

う
ち
で
療
養

相
談

セ
ン

タ
ー

〇
〇
歯

科
か

ら
の

参
加

が
ほ

と
ん

ど
な

い
の
が

現
状
で
す
。
逆
に
、
訪
問
診
療
専
門
に
行
っ
て

い
る
医

療
機
関

は
施

設
の

争
奪

戦
し
て

い
る
よ

う

で
す

。


多

職
種

と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
認
知
症
を
専
門
と
す
る
医
師

と
の
連

携
制
度

。


多

職
種

と
の

顔
の
見
え
る
関
係
構
築
。


多

職
種

間
で

患
者
さ
ま
に
つ
い
て
容
易
に
情
報
共
有
が
と
れ

る
ツ
ー

ル
や
シ

ス
テ

ム
。


多

職
連

携
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
。


認

知
症

へ
の

対
応
力
が
医
療
機
関
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の

で
、
他

職
種
と

の
連

携
に

よ
っ

て
、
ミ

ス
マ
ッ

チ

が
な

い
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。
（

IC
T
な
ど
を
活
用
し
て

）


訪

問
日

時
な

ど
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
。


保

険
証

や
お

金
の
管
理
を
代
理
で
行
っ
て
く
れ
る

CM
等
が

必
ず
い

て
ほ
し

い
。


連

携
し

た
他

職
種
は
あ
る
が
、
現
場
に
て
顔
合
わ
せ
す
る
機

会
が
少

な
い
。
も
う

少
し

話
せ

る
環
境

が
あ
れ

ば

よ
い

と
思
う

が
、
今
の
状
態
で
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
時
間
の

給
与

も
払
わ

れ
て

い
な

い
（

も
支
払

っ
て
い

て

も
低

額
）
の

で
、
他
職
種
が
集
ま
る
の
は
難
し
い
。

【
家

族
や

キ
ー

パ
ー

ソ
ン
の
協
力
等
】


家

族
・
施
設

ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り

、
ラ
ポ

ー
ル

を
得

ら
れ

る
体
制

と
高
次

医

療
機

関
と
の

連
携
が
大
切
と
な
っ
て
く
る
。


家

族
、

ヘ
ル

パ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
。
往
診
時
の
立
会
い
。


家

族
の

理
解

と
協
力
あ
っ
て
の
訪
問
治
療
で
す
の
で
、
大
き
な

困
り

ご
と
は

な
い

で
す

が
、
家

族
が

認
知
症

に

な
る

前
か
ら

訪
問
治
療
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
、
治
療
の
予

約
方

法
な
ど

事
前
に

周
知

す
る

こ
と
が

必
要
と

考

え
ま

す
。

認
知

症
介
護
審
査
委
員
会
で
各
地
域
の
担
当
医
を
決

め
､
歯

科
治

療
の

必
要

性
を

歯
科
医

目
線

で
審

査
す

る
等
。


家

族
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

施
設

ス
タ
ッ

フ
に

治
療

の
内

容
に

つ
い

て
の

説
明

を
時

間
を

か
け

て
し

て
い

る

の
で

、
そ
の

時
間
と
手
間
（
電
話
、

FA
X、

メ
ー
ル
で
連
絡
し

て
い
る

）
が

点
数

化
さ

れ
る

と
い
い

の
で
は

な

い
か

。


家

族
や

ケ
ア

マ
ネ
に
同
席
し
て
ほ
し
い
。


家

族
や

介
助

者
と
の
情
報
共
有
な
ど
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
点
数
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
料
）

を
も

う
け
て

も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。


個

々
の

患
者

さ
ん
の
症
状
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
、
例
え
ば
家
人
、
い
つ
も
手
伝
う
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
介
護

施
設

の
ス
タ

ッ
フ
な
ど
を
診
療
時
に
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
同
席
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
人
た
ち
の
同
席
に
関
わ
る
メ

リ
ッ

ト
（
費

用
面
）
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
。


幸

い
な

こ
と

に
歯
科
訪
問
診
療
に
つ
い
て
は
「
認
知
症
が
原
因
の
困
り
ご
と
」
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
な
い
。
外

来
で

は
特

に
意

思
疎

通
の

困
難
を

感
じ
る

。
時

間
が

あ
れ

ば
も
う

少
し
な

ん
と
か

で
き

る
と

思
う

こ
と
は

あ

る
。

あ
と
は

、
付
き
添
い
の
方
（
家
族
）
の
協
力
度
は
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
感
じ
る
。


困

難
事

例
を

他
の
機
関
に
紹
介
し
て
も
､
そ
こ
に
連
れ
て
行
く
人
が
い
な
い
の
で
ト
ー
タ
ル
的
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム

。


治

療
時

に
介

護
ヘ

ル
パ

ー
や

ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

が
同

席
し

て
説
明

を
一
緒

に
聞
い

て
も

ら
え

た
り

す
る
と

治

療
し

や
す
く

な
る
。


具

体
的

な
症

状
や
正
確
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
た
い
。
ま
た
、
治
療
時
に
は
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ
ー
等

の
立

ち
会
い

を
制
度
化
さ
れ
る
と
良
い
。

【
認

知
症

へ
の

理
解

・
研

修
等
】


一

番
困

る
の

は
、
抵

抗
・
拒
絶
で
す
。
と
き
と
し
て
強
制
的
手
法
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

安
定

剤
の
使

用
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
歯
科
医
の
み
の
判
断
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
医
科
と
の
連
携
は
必

要
と

考
え
ま

す
。
認
知
症
の
方
の
歯
科
医
療
提
供
に
つ
い
て
、
研
修
会
の
拡
充
や
認
定
医
制
度
は
希
望
し
ま
す
。

こ
れ

ら
に
つ

い
て
保
険
制
度
で
評
価
さ
れ
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。


今

後
増

加
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
ほ
し
い
。
口
腔
衛
生
の
維
持
と
経
口
摂
食

の
栄

養
管
理

が
歯
科
の
仕
事
に
な
る
と
思
う
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。


仕

組
と

い
う

よ
り
は
歯
科
治
療
の
特
性
を
患
者
（
家
族
、
施
設
職
員
）
、
医
療
職
に
理
解
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大

切
。
義

歯
は
意

識
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
不
適
合
は
、
歯
科
医
の
技
量
と
思
わ

れ
て

い
る
こ

と
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。


講

習
会

や
専

門
書
な
ど
で
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


多

く
の

認
知

症
患
者

に
は
何
と
か
対
応
し
て
い
る
が
、

BP
SD

で
暴
力
を
ふ
る
う
よ
う
な
患
者
に
対
し
て
、
そ

の
対

応
法

な
ど

に
つ

い
て

認
知
症

専
門
医

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
も
ら

え
る
よ

う
な
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
あ
り

が

た
い

。


認

知
症

に
関

す
る
研

修
の
内
容
を
も
っ
と
実
態
に
基
づ
い
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
今
の
ま
ま
で
は
受
け
る
意

味
の

な
い
講

習
で
あ

る
。
内
容
を
充
実
さ
せ
た
施
設
基
準
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
方
に
対
す
る
加
算

点
数

を
作
っ

て
ほ
し

い
。


認

知
症

で
困

っ
た
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
研
修
等
が
あ
れ
ば
日
時
を
教
え
て
ほ
し
い
。


認

知
症

患
者

の
経
験

豊
富
な
介
護
士
、
看
護
士
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
医
師
、
歯
科
医
師
を
講
師
と
す
る
現
場
で
の

応
用

の
利
く

研
修
会

を
頻
繁
に
開
催
し
、
歯
科
医
師
の
理
解
と
対
応
力
を
ア
ッ
プ
す
る
。
研
修
を
あ
る
程
度
受

け
た

も
の
の

中
か
ら

、
認
定
試
験
に
合
格
し
た
も
の
を
認
定
医
（
指
導
医
）
と
定
め
、
各
地
域
で
の
啓
発
指
導

に
当

た
っ
て

も
ら
う

。
自
分
で
対
応
で
き
な
い
患
者
は
、
認
定
医
に
紹
介
し
対
処
し
て
も
ら
う
。
そ
の
際
認
定

医
は

大
き
な

加
算
点

数
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。


認

知
症

患
者

へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
認
知
症
患
者
に
対
す
る
診
療
の
加
算
点
数
を
上
げ
て

ほ
し

い
。


認

知
症

患
者

対
応
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
受
け
た
い
。


認

知
症

対
応

の
研
修
の
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。
そ
こ
で
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
く

こ
と

が
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
。


認

知
症

対
応

力
向
上
研
修
に
つ
い
て
は
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
創
設
し
、
そ
の
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
歯
科
医
師

が
積

極
的
に

認
知
症
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
、
ま
た
行
政
や
医
科
と
も
連
携
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き

だ
と

思
う
。
老

年
歯
科
医
学
会
や
障
害
者
歯
科
学
会
の
認
定
医
の
中
か
ら
、
認
知
症
患
者
に
対
応
で
き
る
ス
ペ
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シ
ャ

リ
ス

ト
を

養
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
（
認
知
症
対
応

歯
科
認

定
医

の
よ
う

な
資

格
を

官
民
一

体
と

な
っ

て
創

設
し
て

は
）

【
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

等
】


認

知
症

患
者

の
訪
問
診
療
に
お
い
て
は
、

20
分
以
上
の
診
療
が

困
難
な

こ
と
が

少
な

く
な

い
。
一

人
の
み

を

訪
問

診
療
す

る
場
合
に
算
定
す
る
歯
科
訪
問
診
療

1
は

20
分
未

満
で
も

所
定
点

数
を

算
定

で
き
る

こ
と
に

な

っ
て

い
る
。

し
か
し
、
複
数
を
訪
問
診
療
す
る
場
合
に
算
定
す

る
歯

科
訪
問

診
療

2
で

は
、

20
分

未
難

の
場

合
減

算
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歯
科
訪
問
診
療

1
と
同
様

の
扱

い
を
望

む
。


う

ち
の

診
療

は
、
治
療
と
嚥
下
を
多
く
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単

な
口

腔
ケ
ア

は
ほ

と
ん

ど
あ
り

ま
せ

ん
。

診
療

機
器
も

多
く
一
日
の
患
者
さ
ん
の
数
は
診
れ
な
い
の
で

、
訪

問
を
続

け
る
の

は
資

金
力

が
な
い

と
大
変

だ

と
思

い
ま
す

。
歯
ブ
ラ
シ
と
ス
ポ
ン
ジ
だ
け
で
点
数
取
る
と

こ
ろ
も

多
い
の

に
。


ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
が
歯
科
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
理
解
を
望
む
。

診
療

報
酬
が

十
分

で
は

な
い

。


そ

れ
ぞ

れ
の

認
知
症
患
者
に
お
い
て
状
態
が
異
な
り
、
ま
た

同
じ

人
間
で

も
そ
の

日
そ

の
日

で
状
況

が
変
化

す

る
疾

病
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
時
間
で
保
険
点
数
を

制
限

す
る
現

在
の

歯
科

訪
問

診
療
料

の
あ
り

方

に
は

納
得
い

か
な
い
。
特
に
機
能
管
理
が
目
標
と
な
る

90
歳

代
の
患

者
で
あ
れ

ば
な

お
さ

ら
で
す

。
認

知
症

患
者

や
超
高

齢
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
管
理
を
メ
イ
ン
と
す
る

口
腔

内
科
的

な
治

療
保

険
シ

ス
テ
ム

体
制
が

必

要
と

考
え
ま

す
。


ま

と
も

に
対

応
し
よ
う
と
す
る
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
、
治
療
は

困
難

で
あ
る

こ
と

が
多

い
。
保

険
制

度
の
配

慮

が
必

要
と
思

わ
れ
る
。


歯

科
で

は
「

20
分
」
な
の
で
時
間
制
約
が
あ
る
場
合
が
多
く

、
長

時
間
の

診
療

が
困

難
な

認
知
症

患
者
で

は

診
療

を
行

っ
て

も
時
間
的
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
ず
、
保
険
請
求

で
き

な
い

こ
と
が

多
く

､
十
分

な
医

療
を
行

え

な
い

事
例
が

見
ら
れ
る
。


時

間
も

労
力

も
か
か
り
な
お
か
つ
歯
科
難
民
と
な
る
人
が
こ

れ
か

ら
も
っ

と
多
く

な
る

こ
と

が
予
想

さ
れ

る
。

認
知

症
の

レ
ベ

ル
に
従
っ
た
保
険
点
数
の
増
加
、
加
算
な
ど
労

力
に

見
合

っ
た
保

険
制

度
を

作
っ
て

ほ
し

い
。

ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
加
算
な
ど
も
設
定

し
て

ほ
し
い

。


治

療
に

関
し

て
健
常
者
と
比
べ
て
時
間
と
手
間
を
要
す
る
た

め
、
保

険
治

療
へ
の

加
算

な
ど

の
検
討

が
必
要

と

思
い

ま
す
。


医

療
費

負
担

が
3
割
の
人
は
､
訪
問
診
療
を
依
頼
し
づ
ら
い
の

で
は

。


重

度
認

知
症

患
者
に
対
す
る
加
算
。
疎
通
困
難
者
に
対
す
る
医

療
受

診
時
の

サ
ポ

ー
ト
（
介

護
保
険

で
の
立

会

等
）


他

に
も

診
た

い
患
者
が
い
る
が
、
診

1.
2.

3.
で
時
間
制
限
、
点

数
差

が
大
き

く
診

る
に

診
れ

な
い
状

態
に
な

っ

て
い

ま
す
。

せ
め
て
医
科
と
同
じ
（
？
）
よ
う
に
時
間
要
件
は

撤
退

し
て
ほ

し
い

で
す

。


同

じ
診

療
内

容
で
も
時
間
が
か
か
る
の
で
、
現
在
よ
り
も
保

険
点
数

を
上
げ

て
ほ

し
い

。


認

知
症

に
対

す
る
加
算
等
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。


認

知
症

に
特

化
し
た
保
険
制
度
。


認

知
症

で
主

治
医
か
ら
対
応
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
例

え
ば
一

日
あ
た

り
の

歯
科

衛
生
士

の
居
宅

療

養
管

理
指
導

な
ど
の
単
位
上
限
を

1
か
ら

2
へ
変
更
し
て

い
た

だ
く
よ

う
な
制
度

が
あ

れ
ば

、
満
足

い
く
口

腔
ケ

ア
と
機

能
管
理
の
両
立
が
で
き
る
し
、
歯
科
衛
生
士
単
独

で
も
、
十

分
な

点
数

の
算

定
が

可
能
に

な
る
の

。

能
力

の
高
い

歯
科
衛
生
士
が
困
難
な
方
へ
の
対
応
を
ク
リ
ニ
ッ

ク
か

ら
の
持

ち
出

し
で

行
う

現
在
、
困
難

患
者

を
D

H
が

診
れ

ば
診
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
（
時
間
が
か
か
る

た
め

）
が

、
地
域
で

の
受

け
皿

が
な
い

た
め
仕

方

な
く

対
応
し

て
い
る
。

1
日
あ
た
り
の
人
数
が

5，
6
件
し
か

在
宅
対

応
で
き
な

い
。

訪
問

で
優
秀

な
対
応

が

得
き

る
D

H
が
、
金
額
的
に
は
院
内
で

SP
T（

Ⅱ
）
を
算
定

す
る

仕
事
に

従
事

し
た

方
が

実
入
り

が
良
い

の

で
、
先

日
も

他
院

へ
せ
っ
か
く
育
て
た

D
H

が
人
材
流
出
し
た
ば

か
り
で

す
。
非

効
率

的
な

在
宅
で

の
口
腔

サ

ー
ビ

ス
の
提

供
へ
は
そ
れ
な
り
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、

今
後
も

能
力

の
高

い
D

H
ほ

ど
在

宅
訪

問
を

行
わ
な

い
傾
向
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
憂
慮
し
て

お
り
ま

す
。
口

腔
管

理
困

難
加

算
と
し

て
、
医

科

に
お

け
る
「

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
」
の
よ
う
に
多
く
の
認

知
症

患
者
を

診
て

い
る

ク
リ

ニ
ッ
ク

に
は
管

理

料
に

段
階

を
付

け
て

、
管

理
料
加

算
な
ど

が
あ

れ
ば

在
宅

へ
の

口
腔

管
理

推
進

に
な

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う

か
。
現
在

は
効
率

よ
く
点
数
算
定
の
で
き
る
施
設
を
中
心
に
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
が
、
効
率

よ
く

医
院
経

営
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
点
数
の
付
与
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
正
し
い

方
向

と
は
分

か
っ
て

い
て
も
、
な
か
な
か
在
宅
を
中
心
と
し
た
訪
問
診
療
を
行
う
在
宅
療
養
歯
科
診
療
所

1
を

作
る

気
に
は

な
れ
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
か
り
つ
け
医

SP
T（

Ⅱ
）
で
あ
る
。
訪
問
点
数
よ

り
も

高
い
点

数
算
定

が
可
能
な
た
め
、
訪
問
で
診
て
い
る
患
者
を
院
内
算
定
し
た
方
が
高
い
と
い
う
逆
転
現
象

が
起

こ
っ
て

お
り
、
訪
問
患
者
を
院
内
算
定
し
て
い
る
と
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
当
然
と
思
わ

れ
る

。
現
場

で
真
面

目
に
点
数
算
定
を
行
な
っ
て
い
る
者
が
、
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
を
お
願

い
し

た
く
筆

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


認

知
症

の
あ
る

方
は
そ
う
で
な
い
方
よ
り
説
明
や
同
意
に

2
倍
以
上
の
労
力
や
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ

の
た

め
、
そ

れ
に

見
合
っ
た
診
療
報
酬
に
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
こ
の
先
、
診
療
を
お
断
り
す
る
事
例
も
出

る
か

も
し
れ

ま
せ
ん

。


認

知
症

の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
の
治
療
の
大
変
さ
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
保
険
で
加

算
で

き
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
診

断
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
必
要
と
考
え
た
時
の
加
点
が
必
要
。
他
の
患
者
と
点
数
が
同
じ
の
た
め
，

か
け

ら
れ
る

時
間
も
同
じ
中
、
診
療
の
質
を
高
め
る
こ
と
は
困
難
。
割
に
合
わ
ず
時
間
も
か
か
る
た
め
訪
問
に

伺
い

に
く
い

。


認

知
症

の
進

ん
だ
方
と
介
護
度
の
低
い
方
が
､同

じ
点
数
と
い
う
の
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
当
院
の
場
合
で
は
、

皆
身

体
を
張

っ
て
訪
問
歯
科
治
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
、
も
う
少
し
現
場
に
見
合
っ
た

点
数

に
し

て
ほ

し
い

。
ま
た
、
医
療
従
事
者
の
縦
割
り
も
良
く
な
い
し
（
改
善
さ
れ
て
い
な
い
）
、
一
般
の
人

向
け

の
啓
発

も
全
く
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
良
い
医
療
提
供
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
進

行
度
に
よ
り
対
応
が
か
か
る
た
め
､
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。
分
類
に

よ
る

加
算
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。


認

知
症

の
対

応
加
算
が
算
定
で
き
れ
ば
良
い
。


認

知
症

を
治

療
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
診
断
を
受
け
て
い
る
人
は
認
知
症
の
対
応
加
算
等
が
あ
れ
ば
良
い
。 


認

知
症

加
算

と
か
保

険
を
改
定
し
て
ほ
し
い
。


認

知
症

加
算

等
保
険
点
数
の
上
乗
せ
を
し
て
ほ
し
い
。


認

知
症

は
特

徴
や
状
態
、
生
活
環
境
、
支
援
の
状
況
と
様
々
な
要
素
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
で
解

決
す

る
と

い
う

「
や

り
方
」
を
ま
だ
探
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、
理
解
し
、

共
有

す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
は
必
要
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
点
数
に
加
算
す
る
こ
と
は
是

非
行

っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


認

知
症

患
者

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
難
し
く
､
繰
り
返
し
の
指
導
や
義
歯
治
療
で
は
か
み
合
わ

せ
の

調
整

が
難

し
か

っ
た
り
、
制
作
し
て
も
使
用
し
な
く
な
っ
た
り
紛
失
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

そ
れ

に
見
合

っ
た
保
険
制
度
を
導
入
し
て
も
ら
い
た
い
。
定
期
的
な
介
入
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
。


認

知
症

状
が

軽
度
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
対
応
し
て
い
け
る
の
か
と
思
う
。
重
度
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
現
場
の

対
応

力
に
差

が
出
て
く
る
の
か
と
思
う
。

6
ヶ
月
以
内
で
も
義
歯
が
作
り
直
せ
る
よ
う
な
光

CP
完
・
グ
セ
完

で
も

6
ヶ

月
ル
ー

ル
の
見
直
し
。
終
末
期
認
知
症
口
腔
ケ
ア
加
算
。


認

知
症

対
応

加
算
な
ど
診
療
報
酬
増
点
し
て
ほ
し
い
。


認

知
症

対
応

力
の
向
上
の
受
講
や
､
認
知
症
ケ
ア
学
会
の
認
定
専
門
な
ど
、
対
応
に
特
化
し
た
人
間
・
資
格
者

と
と

も
に
訪

問
し
た
場
合
の
加
算
。
認
知
症
の

AC
P、

人
生
会
議
に
そ
っ
た
対
応
で
き
る
場
合
、
特
別
対
応

加
算

の
増
点

。
認

知
症
で
の
初
診
時
特
別
対
応
加
算
の
増
点
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
医
、
専
門
医
の
連
携
の
加

算
。

行
政
（

包
括
な

ど
）
と
の
連
携
へ
の
協
力
の
評
価
。


認

知
度

に
比

例
し
た
保
険
点
数
。
（
認
知
度
が
高
い
ほ
ど
保
険
点
数
を
高
く
す
る
）
認
知
症
の
内
容
、
程
度
を

共
有

で
き
る

連
携
シ
ス
テ
ム
。


負

担
割

合
を

全
員

10
％
と
か
統
一
し
て
ほ
し
い
。
医
療
保
険
も
介
護
保
険
も
一
律
で
な
い
と
き
が
し
ば
し
ば

あ
り

、
返
戻

の
対
象
と
な
っ
て
困
る
。


平

均
的

に
は

通
常
よ

り
も
時
間
が
必
要
な
の
で
、
治
療
の
み
で
な
く
歯
科
衛
生
士
の
衛
生
実
地
指
導
料
や
居
宅
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療
養

管
理
指

導
料
等
に
も
加
点
評
価
が
必
要
と
思
い
ま
す
。


保

険
2
割

に
な
っ
た
ら
、
口
腔
ケ
ア
は
し
て
も
ら
い
に
く
い

。
訪
問

診
療
の

カ
ル

テ
記

載
書

類
作
成

が
多
す

ぎ

る
。

ケ
ア
マ

ネ
を
減
ら
す
こ
と
で
、
患
者
が
自
覚
し
て
い
な
い

口
腔

管
理
の

重
要

性
を

引
き

上
げ
に

く
い
。


訪

問
診

療
に

取
り
組
む
と
、
保
険
内
で
の
加
療
と
な
る
が
、
外
来

と
あ
わ

せ
平
均

点
数

が
高

く
な
り

、
個

別
指

導
に

当
た
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
萎
縮
診
察
に
な
り
や
す

い
。
広
が

り
に
く

い
。
認

知
症
に

特
化
し

た
保

険
制

度
を
別

に
し
て
、
指
導
の
対
象
と
し
て
み
て
は
ど
う
か
。


比

較
的

若
い

独
居

の
ラ

ン
ク

Ⅰ
Ⅱ

の
方
の

口
腔

健
康

管
理

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

。
訪

問
に

よ
る

検
診

制
度

な

ど
。
（
コ

ロ
ナ
禍
で
難
し
い
が
）

【
困

難
事

例
】


義

歯
新

製
し

た
が
す
ぐ
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
再
度
の
製
作
で

保
険
が

き
か
な
い

の
が

困
っ

た
。

6
ヶ

月
以
内

で
も

保
険
が

き
く
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
ま
で
治

療
し
て

い
た
が

施
設

の
変

更
で
決

め
ら
れ

た

先
生

が
い
る

の
で
（
協
力
医
）
か
か
り
つ
け
歯
科
医
は
ダ
メ

と
言
わ

れ
る
。

何
か

お
か

し
い

？


私

が
義

歯
を

治
し
て
も
入
れ
な
い
と
き
に
、
ま
た
義
歯
を
飴

の
よ

う
に
な

め
て
遊

ん
で

い
る

と
き
に

､
ど
う

し

た
も

の
か
と

困
惑
し
ま
す
。


認

知
症

と
分

か
っ
て
い
る

K
r.な

ら
対
応
し
や
す
い
。
認
知

症
気
味

と
か
認

知
症

と
分

か
っ

て
い
な

い
K

r.に
対

す
る

対
応

は
難
し
い
。


認

知
症

も
様

々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
治
療
の
受
け
入
れ
が
た

い
人

（
本
人

の
納
得

？
）
、

性
格

の
要

素
が
大

き

く
個

人
差
が

あ
り
、
統
一
さ
れ
た
保
険
治
療
で
は
難
し
い
面
が

あ
る

。
ま
た

、
施

設
入

所
の

場
合
、
支

払
者
（

家

族
や

成
年
後

見
人
）
へ
の
理
解
、
伝
達
等
が
問
題
と
な
る
場
合

が
あ

る
。


認

知
症

を
疑

っ
た
ら
､
ケ
ア
マ
ネ
に
相
談
す
る
が
分
か
っ
て

い
な

い
方
が

多
い
。

そ
う

い
っ

た
場
合

ど
う

し
よ

う
も

な
い
。


予

約
日

を
忘

れ
て
往
診
へ
行
っ
た
際
に
玄
関
を
開
け
て
も
ら

え
な
い

。


本

来
CM

が
軸

と
な
っ
て
家
族
の
困
り
ご
と
に
適
し
た
先
を

紹
介
し

、解
決

し
て

い
く

も
の

だ
と
い

思
う
が

、

CM
の

資
質
・
や

る
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
家
族
が

CM
に
相

談
し
て

解
決
で
き

な
い

こ
と

を
歯
科

に
相
談

し

て
く

る
（

歯
科

の
内
容
で
な
い
こ
と
も
）
、
そ
れ
に
対
し
て

か
な
り

時
間

を
か
け

て
対

応
し

て
い
る

が
、

治
療

で
は

な
い
た

め
全
く
報
酬
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
気
の
毒
に
思

っ
て
や

っ
て
い

る
が

、
非

常
に

時
間
と

精
神
的

疲

労
を

伴
う
。
公
的

施
設
が
増
え
な
い
＝
在
宅
、
老
々
介
護
が

ど
ん

ど
ん
増

え
て
い

く
、
介

護
の
人

数
は
減

っ
て

い
く

、
問

題
山

積
み
で
あ
る
。
※
と
に
か
く
介
護
・
在
宅
医
療

の
報
酬

を
上
げ
、
多

く
の

人
が

働
き
た

い
、
働

き
続

け
た
い

と
し
な
い
な
ら
ば
、
今
後
の
在
宅
の
未
来
は
真

っ
暗
で

あ
り
、
崩
壊

す
る
。
マ

ン
パ

ワ
ー
が

あ
れ

ば
な

ん
と
か

な
る
。

【
そ

の
他

】


い

ろ
い

ろ
と

配
慮
し
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
具

体
的

方
策
は

考
え

つ
き

ま
せ

ん
。


コ

マ
ニ

チ
ュ

ー
ド
を
考
慮
し
な
が
ら
診
療
し
て
い
る
と
、
あ

ま
り
困

り
ご
と

を
感

じ
な

い
。


も

う
少

し
認

知
症
の
状
態
が
簡
単
に
分
か
る
指
標
が
あ
る
と

話
が
伝

わ
り
や

す
い

。


現

在
の

週
1
回
の

口
腔
ケ
ア
で
は
足
り
な
い
の
で
、
週

2－
3
回

で
き
る

よ
う
な
制

度
が

必
要

だ
と
思

い
ま
す

。

も
ち

ろ
ん
毎

日
で
き
れ
ば
す
ご
く
良
い
と
思
い
ま
す
。


思

い
つ

か
な

い
。
施
設
職
員
に
も
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
で
き
う

る
こ

と
を
し

て
い

る
。


初

期
に

は
認

知
面
の
問
題
が
目
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
い

ず
れ
身

体
機
能

へ
の

影
響

も
出

て
く
る

。
そ
の

個

人
全

体
と
し

て
捉
え
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
認
知
面
だ

け
に
特

化
し
て

の
対

応
は

不
適

切
と
思

う
。


心

を
込

め
て

時
間
を
か
け
て
や
る
し
か
な
い
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス

。


施

設
の

場
合

と
居
宅
で
ま
た
違
っ
て
く
る
が
、
居
宅
で
は
患

者
本
人

も
で
は

あ
る

が
、
家
族

の
レ
ベ

ル
を
引

き

上
げ

な
け
れ

ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
の
こ
と
が
ハ
ー
ド

ル
が
あ

る
と
感

じ
る

。


在

宅
患

者
様

が
病
院
に
受
診
す
る
の
が
難
し
い
（
介
護
力
な
ど

の
原

因
）

ケ
ー
ス

も
よ

く
あ

る
と
思

い
ま

す
。

拒
否

が
強
い

方
は
鎮
静
治
療
の
対
象
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

。
難
し

い
と
思

い
ま

す
が

、
鎮

静
な
ど

も
対
応

し

て
い

る
訪
問

専
門
チ
ー
ム
が
国
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
で
き
れ

ば
助
か

り
ま
す

。


口

腔
ケ

ア
は

毎
日
飲
食
後
必
要
な
も
の
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
や

家
族

が
必
ず

し
も
満

足
で

き
る

ケ
ア
が

で
き
る

と

は
限

ら
な
い

。
指
導

、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
か
、
十
分
な
口
腔
状
態
と
は
な
か
な
か
な
り
に
く
い
。


歯

科
医

師
に

も
認
知
症
の
判
断
が
下
せ
て
、
適
切
な
対
応
（
服
用
薬
処
方
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
処
方
）
が
公
正
明

大
に

で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
ず
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
で
症
状
の
緩
和
や
症
状
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
こ

と
が
で

き
れ
ば
よ
い
な
と
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
き
ち
ん
と
し
た
研
修
を
修
了
し
た
歯
科
医
師
の
増
加
が

先
ず

第
一
と

考
え
ま
す
。
専
門
医
制
度
な
ど
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


治

療
や

治
療

内
容
・
計
画
等
の
説
明
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
決
定
者
と
の
会
話
が
で
き
る

よ
う

な
仕
組

み
。


第

3
者
が

い
て
く

れ
る
と
助
か
り
ま
す
。
言
っ
た
言
わ
な
い
、
や
っ
た
や
ら
な
い
等
、
患
者
さ
ん
が
ク
レ
ー
ム

の
よ

う
な
こ

と
を
言

い
出
し
た
と
き
に
、
我
々
を
守
っ
て
く
れ
る
証
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅
の
場
合
、
同
居

家
族

や
ケ
ア

マ
ネ
さ

ん
が
ご
一
緒
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
で
す
が
、
独
居
だ
と
ア
メ
リ
カ
の
警
察
の
よ
う
に
全
て

を
録

画
し
て

い
な
い

限
り
、
証
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
病
院
や
施
設
で
あ

っ
て

も
、
看

護
師
や
介
護
職
員
が
常
に
一
緒
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
同
じ
こ
と
で
す
け
ど
。
→
録
画
記
録

加
算

？
ケ

ア
マ

ネ
同

行
加

算
。
施

設
な
ど

で
職

員
が

手
に

負
え
な

い
こ
と

か
ら
口

腔
ケ

ア
の

依
頼

が
あ
っ

て

も
、
叫
ん

で
暴
れ

る
の
を
抑
え
て
実
施
す
る
と
、
職
員
か
ら
虐
待
だ
と
言
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
の
治

療
を

希
望
す

る
の
か

、
事
前
に
家
族
と
決
め
て
ほ
し
い
で
す
。
嫌
が
る
こ
と
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
か
、
多
少

抑
え

て
も
口

腔
ケ
ア

し
て
ほ
し
い
と
か
。
面
会
で
き
な
い
時
代
な
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
認
知
機
能
が
低
下
し
て

い
る

の
か
家

族
も
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
→
認
定
調
査
の
テ
レ
ビ
電
話
加
算
？


第

三
者

の
立

会
い
の
評
価
（
ケ
ア
マ
ネ
等
）
。
治
療
や
り
取
り
な
ど
の
動
画
の
記
録
と
そ
の
評
価
。
認
知
症
困

難
加

算
。


あ

る
程
度

認
知

機
能
の

低
下
が

進
ん

で
い

る
場
合

に
は
､
す
で

に
家

族
や
社

会
的

サ
ポ
ー

ト
が
あ

り
､
問
題

に

な
る

よ
う
な

こ
と
は

少
な
い
が
、
初
期
も
し
く
は
ま
だ
ら
な
状
態
の
方
が
診
療
内
容
や
会
計
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ

ル
に

な
り
そ

う
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
が
比
較
的
早
期
か
ら
導
入
が
進
め
ば
良
い
と
思

い
ま

す
。


介

護
保

険
の

期
限
も
統
一
し
て
ほ
し
い
。
（
負
担
割
合
も
一
体
で
）
ヘ
ル
パ
ー
の
業
務
内
容
、
歯
科
（
口
の
こ

と
）

に
も
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
。


現

在
の

と
こ

ろ
､
訪

問
診
療
に
お
い
て
は
困
り
ご
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
外
来
の
認
知
症
患
者
に
対
し
て
の

問
題

点
は
沢

山
あ
り

ま
す
。


質

問
の

趣
旨

と
は
異
な
る
か
も
し
て
ま
せ
ん
が
、
今
般
導
入
さ
れ
た
新
し
い
介
護
保
険
の
シ
ス
テ
ム
上
、
訪
衛

指
が

月
2

回
ま

で
し
か
算
定
で
き
な
い
患
者
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
あ
れ
は
治
療
回
数
の
抑
制
に
つ
な
が

る
の

で
よ
く

な
っ
た

と
思
い
ま
す
。


主

治
医

の
方

針
が
大
き
い
の
で
、
チ
ー
ム
で
方
向
性
を
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と
が
肝
と
考
え
る
。


受

診
に

先
立

っ
て
患
者
さ
ん
が
精
神
的
に
落
ち
着
い
た
状
態
に
導
入
し
て
も
ら
え
る
､
対
応
を
し
て
も
ら
え
る
、

ま
た

は
そ
の

人
な
り
の
そ
の
ス
キ
ル
を
教
え
て
も
ら
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
配
置
。
行
う
こ
と
が
で
き
た
処

置
へ

の
評
価

（
算
定
）
だ
け
で
は
な
い
方
法
。


人

生
会

議
（

AC
P）

に
お
い
て
お
口
の
終
活
も
考
慮
し
、
明
文
化
し
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
効
に
な
る
と

思
わ

れ
ま
す

。
ま
た
、
介
護
に
関
わ
る
他
職
種
と
の
連
携
を
密
に
し
、
認
知
症
患
者
に
（
認
知
症
の
進
行
度
合

い
）
と
れ

程
の
治

療
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
提
供
で
き
る
の
か
、
保
険
で
の
治
療
可
能
な
範
囲
な
ど
の
理
解
を
勧

め
る

。


窓

口
負

担
が

大
き
す
ぎ
る
の
が
訪
問
診
療
の
最
大
の
問
題
。
家
族
な
ど
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
無
関
心
（
？
）
な
の

か
口

腔
ト
ラ

ブ
ル
は

命
に
直
結
し
な
い
と
考
え
て
い
て
、
後
回
し
に
さ
れ
る
。


当

医
院

で
は

訪
問
診
療
で
の
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
症
例
が
少
な
い
と
思
わ
れ
、
困
り
ご
と
も
あ
ま
り
な
い
状

態
で

す
。

ま
た

、
訪

問
の
場
合
は
ご
家
族
の
協
力
も
あ
る
た
め
､今

の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
。
外
来
の
認
知

症
の

患
者
さ

ん
に
は
困
り
ご
と
が
多
い
で
す
。


当

院
が

閉
院

し
た
ら
引
き
継
い
で
く
れ
る

D
rが

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
確
保
も
困
難
を
極

め
て

お
り
、

訪
問
診

療
領
域
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
永
続
で
き
る
体
制
と
し
て
、
「
歯
科
衛
生
士

2
級
」
の
よ

う
な

資
格
を

作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。（

参
：
介
護
の
領
域
で
は
初
任
者
研
修
が
あ
る
）
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
独

居
の

ケ
ー

ス
で
連
絡
が
ケ
ア
マ
ネ
を
通
じ
て
や
、
当
日
訪

問
し

た
ら
不

在
で
あ

っ
た

な
ど

の
ケ
ー

ス
が
あ

っ

た
。


独

居
の

高
齢

者
の
認
知
症
が
軽
度
で
本
人
が
自
覚
し
て
い
な

く
て
、
第
三

者
が
入

れ
な

い
と

き
に
対

応
に
苦

慮

し
ま

す
。
身

体
的
に
元
気
だ
が
、
認
知
の
低
下
は
あ
る
場
合
お

と
な

し
く
し

な
い

こ
と

。


独

居
の

方
や

親
族

の
方

が
遠

方
に

お
ら
れ

る
方

な
ど

の
ケ

ー
ス

で
の

意
思

決
定

や
そ

の
責

任
の

所
在

に
困

る

こ
と

が
想
定

さ
れ
る
。


認

知
の

方
の

ご
家
族
さ
ま
と
ご
本
人
の
意
思
が
う
ま
く
合
わ

な
い
。


認

知
症

ご
本

人
と
の
対
応
、
認
知
症
の
方
の
ご
家
族
と
の
対
応

と
二

重
の
形

を
ス

ム
ー

ズ
に

整
理
す

る
シ
ス

テ

ム
チ

ャ
ー
ト

等
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携

シ
ス
テ

ム
も
主
治

医
、
介

護
施
設

ケ
ア
マ

ネ
等

へ
の

連
絡
の

際
も
一
本
化
し
た
シ
ス
テ
ム
チ
ャ
ー
ト
等
が
あ
る

と
良

い
と
思

い
ま

し
た

。


認

知
症

だ
か

ら
困
る
こ
と
・
・
・
な
ん
て
あ
る
か
な
と
思
い

ま
す
。
現

場
は

そ
ん

な
部

分
で

は
困
っ

て
い
な

い

と
思

い
ま
す

。
最

大
の
問
題
点
は
、
現
場
（
＝
居
宅
に
行
っ
て

い
る
歯

科
）
と
大

学
病

院
系

の
デ
ー

タ
（

＝
施

設
が

主
）
と

の
大
き
な
差
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
診

断
が
正
確
に
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
対
応
に
苦
慮

す
る

こ
と
が

あ
り

ま
す
。
普

段
よ

り
接
し

て
ら

っ
し

ゃ
る
介

護
士
さ
ん
か
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
、
日
常
生
活
の
具
合

を
聞
い

て
そ
の

と
き

の
状

況
に
合

わ
せ
た

対

応
を

す
る
し

か
な
い
の
で
す
が
。


認

知
症

の
方

の
場
合
す
べ
て
介
護
者
が
お
り
、
対
応
し
て
い

た
だ
い

て
い
ま

す
。
ゆ

え
に
特

に
問
題

は
あ
り

ま

せ
ん

。


認

知
症

の
方

は
そ
の
方
自
身
の
判
断
が
難
し
い
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す

。
で
す

の
で

、
キ

ー
パ

ー
ソ
ン

や
ケ
ア

マ

ネ
ジ

ャ
ー
に

立
ち
会
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に

、
そ

の
連
携

を
ど

の
よ

う
に
す

る
か
が

課

題
と

な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
何
か
電
子
媒
体
や

AI
を
利
用
し

た
方
法

が
今
後
の

医
療

の
方

向
性
に

と
っ
て

必

要
に

な
る

の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
医
科
や
歯
科

の
認

知
症

専
門
医

と
の

連
携

が
よ
り

あ
れ

ば
、

充
実

し
た
歯

科
訪
問
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
方

は
毎
日
の
口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
人
が
多
い
た

め
、
歯

科
衛

生
士
に

よ
る

ケ
ア

の
回
数

を
増
や

し

て
ほ

し
い
。


認

知
症

は
調

子
が
い
い
と
き
に
進
め
ま
す
。
調
子
が
悪
い
と
き

は
何

も
で
き

な
い

こ
と

が
多

い
で
す

。
そ
の

と

き
は

、
点

数
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
家
族
に
説
明
し
て
も
納

得
を

得
る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。
幸

い
、
居
宅

で
認

知
症
が

激
し
い
患
者
は
い
な
い
た
め
、
施
設
で
の
患
者

で
あ
る

た
め
、
他
の

患
者

と
組

み
合
わ

せ
て
い

る

た
め

マ
イ
ナ

ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
的
に
は
認
知
症

は
度
合

い
に
よ

り
患

者
の

組
み

合
わ
せ

を
考
え

て

い
ま

す
。
割

が
い
い
と
は
あ
ま
り
思
え
ま
せ
ん
。


認

知
症

患
者

さ
ん
へ
の
対
応
に
つ
い
て
､
あ
る
一
定
の
知
識

や
技
術

を
持

つ
医
療

者
を

「
認

定
医
」

や
「

認
定

歯
科

衛
生

士
」

と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
作
る
。
そ
の
た
め
に

は
様

々
な

職
種
と

の
情

報
共

有
や
､
新

し
い

知

識
を

常
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
し

た
「

認
定
医
ま

た
は

認
定

歯
科
衛

生
士
」
の

存
在

が
明

確
に

な
れ
ば
､難

症
例
の
患
者
さ
ま
へ
の
対
応
を
相

談
し

や
す

く
で
き

る
し

、
場

合
に
よ

っ
て

は
治

療
を

依
頼
（

紹
介
）
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
ほ

か
の
情

報
を
連

携
し

た
多

職
種
の

方
々
が

共

有
す

る
こ

と
が

で
き
る
ア
プ
リ
の
開
発
。
「
認
知
症
認
定
医

・
衛
生

士
」

に
紹
介

さ
れ

た
患

者
さ
ん

が
年

間
で

あ
る

一
定

以
上

で
あ
る
場
合
に
､
特
別
加
算
が
さ
れ
る
よ
う
な

保
険

制
度

が
あ
る

と
し

っ
か

り
対
応

す
る

時
間

が
作

れ
そ
う

で
す
。


認

知
症

患
者

は
本
人
が
治
療
の
必
要
性
を
理
解
で
き
な
い
こ

と
も
多

い
で
す

が
、
周

囲
の
求

診
、
介

護
者

の
歯

科
治

療
に
対

す
る
無
理
解
も
大
き
い
た
め
、

C4
だ
ら
け
の

患
者

も
多
々

お
り
ま

す
が

、
抜

歯
の
必

要
性
を

説

明
す

る
よ
う

な
環
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
患
者
で
も
歯

科
治
療

が
必
要

な
こ

と
を

も
っ
と

社
会
的

に

広
報

し
て
い

く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
補
綴
ま
で
行
か
な

く
て
も

、
C4

は
抜

歯
す

る
と

い
う
よ

う
な
環

境

整
備

を
望
み

ま
す
。


認

知
症

患
者

へ
の
治
療
は
、
尊
厳
と
家
族
の
協
力
、
理
解
が

必
要
で

す
。
施

設
入

所
者

で
は

、
家
族

も
対
応

困

難
な

た
め
入

所
し
て
い
ま
す
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
を
と
っ

て
、
施
設

の
理
解

と
協

力
が

必
須
で

す
。
ケ

ア

が
困

難
な
た

め
に
入
所
か
ら
長
期
入
所
で
経
時
的
に
歯
周
病
の

悪
化

、
う

歯
の
多

発
（
根

面
カ
リ

エ
ス
）
が
避

け
ら

れ
ま
せ

ん
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
中
心
の
治
療
、
優
秀
な
歯
科
衛
生
士
ス
タ
ッ
フ
が
必
須
で
す
。


認

知
症

症
状

が
分
か
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
。


認

知
症

専
門

医
が
〇

〇
市
に
い
な
い
こ
と
。
専
門
医
と
連
携
し
て
歯
科
治
療
を
行
い
た
い
。


病

気
の

症
状

が
原
因
で
あ
る
の
で
､
認
知
症
の
予
防
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。


普

通
な

の
で

わ
ざ
わ
ざ
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
く
て
も
講
習
や
相
談
が
で
き
れ
ば
良
い
。
特
に
食
支
援
は
難
し
い

の
で

、
摂

療
や
特

対
等
の
算
定
が
で
き
る
よ
う
要
件
を
含
め
て
ほ
し
い
。
特
に
食
支
援
す
る
け
ど

VE
は
な
か

な
か

受
け
入

れ
で
き

な
い
の
で
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
フ
ー
ド
テ
ス
ト
に
よ
る
診
断
も
明
記
し
て
ほ
し
い
。
口

開
か

な
い
認

知
の
人

の
特
対
算
定
も
。


保

険
証

や
お

薬
手
帳
の
管
理
シ
ス
テ
ム
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
解
決
す
る
の
か
？


保

険
制

度
と

し
て
「
認
知
症
対
応
加
算
」
な
ど
あ
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。


保

険
制

度
に

お
い
て
認
知
症
加
算
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。


訪

問
歯

科
に

お
け
る
中
度
の
認
知
症
患
者
の
回
数
制
限
が
な
く
な
る
と
い
い
。


本

人
、
家

族
、
ケ
ア

マ
ネ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
お
互
い
に
訪
問
予
定
が
共
有
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
確
立
で
き
る

こ
と

を
希
望

し
ま
す
。


本

人
の

希
望

と
家
族
の
希
望
が
違
う
場
合
、
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
問
診
や
指
導
が
可
能
な
保

険
制

度
。


毎

日
口

腔
ケ

ア
等
で
口
腔
内
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
も
ら
う
。


M

CI
、
軽

度
認

知
症
の
方
が
歯
科
で
病
名
を
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
把
握
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
中
山
間

地
で

は
通
院

時
の
事

故
の
危
険
も
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
同
意
が
得
ら
れ
た
ら
病
名
の
把
握
が
で
き

る
と

助
か

る
。

定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
で
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
加
算
点
数
な
ど
あ
れ
ば
助
か
る
。
認
知
症
、

M
CI

の
方

が
口
腔

健
康
管
理
を
行
う
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
に
啓
発
し
て
ほ
し
い
。


P
処
置

、
基

本
検
査

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
口
腔
ケ
ア
の
み
で
算
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。


連

携
シ

ス
テ

ム
に
は
保
険
点
数
の
拡
充
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
移
動
（
公
共
交
通
は
難
し
の
で
）
を
改
善
し
て

い
く

必
要
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
を
お

願
い

い
た
し

ま
す
。


現

場
で

の
人

員
不

足
に
つ

い
て
、

歯
科
医

師
及

び
歯

科
衛

生
士
等

の
増
員

に
対
す

る
保

険
制

度
が

必
要
と

思

う
。


受

け
入

れ
る

場
合
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
。
地
域
で
受
け
入
れ
の
歯
科
医
院
を
登
録
し
て
も
ら
い
、
そ
の
医

院
に

は
マ
ン

パ
ワ
ー
の
た
め
の
助
成
を
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。


介

護
職

の
人

員
が
も
っ
と
増
え
て
き
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま
す
。

＜
歯

科
衛

生
士

用
＞

【
連

携
シ

ス
テ

ム
】


連

携
シ

ス
テ

ム
が
あ
れ
ば
対
応
し
や
す
い
と
思
う
。
（
訪
問
先
の
職
員
さ
ん
の
協
力
が
必
要
な
た
め
）


認

知
症

患
者

の
口
腔
ケ
ア
は
皆
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
潜
在
患
者
を
歯
科
が
探
す
の
は
困
難
で
あ

る
。
医

科
に

通
院
し
て
も
歯
科
に
は
通
院
し
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
医
科
へ
通
院
し
て
い
る
患
者
に
つ
い
て

は
、
近

隣
の
歯

科
へ
情
報
が
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ほ
し
い
と
思
う
（
患
者
、
患
者
家
族
同
意
の
上
で
）。

医
科

か
ら
歯

科
へ
の
流
れ
が
で
き
る
と
、
患
者
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。


認

知
症

の
方

と
の
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
保
健
指
導
や
口
腔
ケ
ア
が
困
難
と
な
る
の
で
、
そ
の

よ
う

な
困
難

な
状
態
に
対
応
し
た
医
師
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
や
保
険
制
度
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
患

者
さ
ん
で
独
居
だ
と
訪
問
日
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
と
か
急
変
な
ど
の
時
に
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う

に
連

絡
を
取

れ
ば
良
い
か
等
、
全
て
（
そ
の
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
）
の
職
種
で
連
携
を
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

れ
ば

対
応
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
内
で
基
本
情
報
（
保
険
証
や
服
薬
情
報
等
）
も
共

有
で

き
る
と

対
応
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
特

化
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム
で
、
医
科
、
歯
科
、
ケ
ア
マ
ネ
、
施
設
・
家
族
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
患
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者
に

必
要
な

情
報
を
一
元
化
で
き
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
の

患
者
へ

の
ア
プ

ロ
ー

チ
が

し
や
す

く
な
る

の

で
は

な
い
か

。


認

知
症

の
人

を
口
腔
ケ
ア
す
る
専
門
の
歯
科
衛
生
士
と
の
連

携
が
と

れ
る
仕

組
み

。


定

期
的

に
情

報
交
換
、
情
報
共
有
の
場
が
あ
り
、
誰
で
も
参
加

し
や

す
く
相

談
し

や
す

い
窓

口
が
あ

れ
ば
と

思

い
ま

す
。


地

域
連

携
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
仕
組
み
や
､意

見
交
換
の

場
（

ZO
O

M
等
）
で
も

あ
る

と
い

い
と
思

い
ま
す

。

（
情

報
交
換

）


重

度
の

認
知

症
の
方
の
訪
問
診
療
は
経
験
が
な
い
の
で
困
っ

た
こ
と

は
な
い

で
す

。
ご
家

族
で
認

知
症
を

あ
ま

り
公

に
し
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
、
軽
度

の
う

ち
に
い

ろ
い
ろ

相
談

し
や

す
く
な

る
と
い

い

と
思

い
ま

す
。

認
知
症
歯
科
受
診
相
談
窓
口
が
あ
る
と
､
認
知

度
に

応
じ

た
対
応

の
で

き
る

一
次
医

療
セ

ン
タ

ー
な

ど
へ
の

紹
介
が
で
き
、
連
携
が
取
れ
て
対
応
で
き
る
の
で

は
な

い
か
と

思
い

ま
す

。


事

前
に

基
本

情
報
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
な
ど
を
提
供
し

て
い
た

だ
き
、
ご
本

人
に

つ
い

て
あ
る

程
度
把

握

し
た

上
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
が
発
生
し
た
と
き
な

ど
に
、
必

要
に

応
じ

て
多

職
種

と
連
携

し
や
す

い

体
制

や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。


施

設
、

担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
家
族
の
方
な
ど
､そ

の
他
そ

の
方

に
関

わ
る
方

と
の

連
携

が
重
要

と
考

え
ま

す
。
事

前
に
情

報
共
有
す
る
こ
と
で
対
象
者
へ
の
指
導
方
法
も

少
し

で
も
良

い
も

の
（

対
象
者

に
あ
っ

た
も
の

）

に
な

る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
関
わ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
助

言
で
き

、
そ

の
人
（
対

象
者
）
を

み
て

い

く
こ

と
が
で

き
る
と
良
い
で
す
。
上
記
を
踏
ま
え
て
、
シ
ス
テ

ム
等

が
あ
る

と
ス

ム
ー

ズ
な

対
応
が

で
き
る

の

で
は

と
考
え

ま
す
。


居

宅
で

生
活

し
て
い
る
と
は
い
え
、
何
ら
か
の
認
知
症
が
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。
本

人
に
関

わ
る
ケ

ア
マ
ネ

ジ

ャ
ー

・
ヘ

ル
パ

ー
・
リ
ハ
職
・
家
族
等
含
め
多
職
種
で
総
合

的
に

連
携
を

取
る
シ

ス
テ

ム
を

作
り
､
見

守
っ

て

い
く

。


安

全
な

治
療

、
安
心
で
き
る
対
応
策
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
る

窓
口
。

【
患

者
情

報
等

の
管

理
・

IC
T
の
活
用
】


訪

問
を

行
っ

て
い
る
多
職
種
間
で
の
連
携
に
お
い
て
、
患
者

情
報

を
義
務

的
に
共

有
す

る
シ

ス
テ
ム

が
あ
れ

ば

対
応

し
や
す

く
な
る
と
思
い
ま
す
。


保

険
証

類
の

確
認
書
類
が
多
く
､
期
限
も
バ
ラ
バ
ラ
な
た
め

個
人

で
管
理

が
困
難

な
方

の
連

携
シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

良
い
。
在
宅

の
方
が
自
宅
に
居
る
の
か
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん

が
ア
プ

リ
等
を

使
っ

て
把

握
で

き
る
よ

う
な
シ

ス

テ
ム

。
見
守

り
、
留
守
、
外
出
を
判
定
で
き
る
よ
う
な
セ
ン

サ
ー
の

応
用
。
治
療

内
容

、
予

約
、
会

計
、
投

薬

な
ど

の
伝
達

事
項
を
ス
ム
ー
ズ
に
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
、
ヘ

ル
パ

ー
さ
ん
に

伝
え

ら
れ

る
シ
ス

テ
ム
（

情

報
共

有
シ
ス

テ
ム
）
。


地

域
で

多
職

種
と
連
携
す
る
た
め
紹
介
施
設
や
改
善
策
を
知

る
場
を

各
医
院

で
把

握
、
確

認
で
き

る
よ
う

に
フ

ォ
ー

マ
ッ
ト

な
ど
の
作
成
。


担

当
ケ

ア
マ

ネ
や
多
職
種
と
の
情
報
共
有
の
機
会
。
書
面
や

会
議
で

は
な
く

IT
ツ

ー
ル

を
利
用

し
た
シ

ス
テ

ム
が

あ
れ
ば

､リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
伝
え
や
す
く
､
拾
い
や

す
い
の

で
は
と

考
え

る
。


多

職
種

間
、

施
設
、
介
護
支
援
員
、
ご
家
族
、
地
域
全
体
で
情

報
共

有
で
き

る
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル
。


各

連
携

機
関

、
家
族
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
確
認
で
き
る

シ
ス

テ
ム
。


家

族
や

ケ
ア

マ
ネ
、
そ
の
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
者
な
ど
相

互
で
訪

問
予
定

の
共

有
が

で
き

る
シ
ス

テ
ム
が

確

立
さ

れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。


オ

レ
ン

ジ
手

帳
や
連
携
パ
ス
の
活
用
を
広
め
て
い
く
。
情
報
共

有
ツ

ー
ル
の

作
成

な
ど

。


サ

ー
ビ

ス
担

当
者
間
で
の
連
携
を
密
に
図
る
た
め
の

IC
T
シ

ス
テ

ム
の
普

及
（

M
CS

等
の

利
用

が
当
た

り
前

に
な

れ
ば
良

い
）
。

【
多

職
種

連
携

】


連

携
し

た
他

職
種
は
あ
る
が
、
現
場
に
て
顔
合
わ
せ
す
る
機

会
が
少

な
い
。
も
う

少
し

話
せ

る
環
境

が
あ
れ

ば

よ
い

と
思
う

が
、
今
の
状
態
で
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
時
間

が
と
れ

な
い
。
他
職

種
の

カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
の

費

用
が

十
分
に

は
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
職
種
が
集
ま
る
の

は
難

し
い
。


保

険
証

や
お

金
の
管
理
を
代
理
で
行
っ
て
く
れ
る

CM
等
が
必
ず
い
て
ほ
し
い
。


認

知
症

患
者

に
実
地
指
導
を
行
っ
て
も
、
な
か
な
か

O
H

改
善
に
は
結
び
つ
か
ず
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
報
告

し
ケ

ア
プ
ラ

ン
か
ら

働
き
か
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
が
実
際
に
普
段
口
腔
ケ
ア
を
行
っ

て
い

る
ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ
ー
に
指
導
を
行
え
る
と
、

O
H

改
善
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。


当

院
は

高
齢

者
施
設
か
ら
通
院
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん
は
車
イ
ス
、
病
気
を
多
く
抱
え
て
い

る
。
長

期
通

院
は
難
し
そ
う
な
方
で
も
ご
家
族
が
し
っ
か
り
し
た
治
療
を
望
ん
で
い
た
り
、
逆
に
こ
ち
ら
に
お

任
せ

と
い
っ

た
こ
と
は
よ
く
見
か
け
ま
す
。
施
設
の
方
も
ご
家
族
に
は
強
く
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
ち
ら

も
患

者
さ

ん
ご

家
族

に
説
明
す
る
機
会
も
な
い
の
で
､
間
を
つ
な
ぐ
何
か
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま

す
。


多

職
種

連
携

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。


全

体
と

し
て

連
携
を
密
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


上

下
義

歯
入

れ
て
い
る
が
、
右

or
左
の
残
存
歯
ば
か
り
で
噛
ん
で
、
残
存
歯
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う

患
者

さ
ん
に

つ
い
て
、、
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
毎
回
で
な
く
て
も
食
事
の
時
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
か
ん
で
食
べ
て
い

る
か

等
チ
ェ

ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
少
し
は
違
う
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
食
べ
て
る
と
き
に
言
わ
れ
た
方

が
､
患
者

さ
ん
も

分
か
る
か
な
､
理
解
し
や
す
い
か
な
と
思
う
の
で
。


歯

科
へ

の
認

知
度
が
ま
だ
低
い
の
で
、
多
職
種
の
方
に
歯
科
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
､
連
携
で
き
れ

ば
と

思
い
ま

す
。


歯

科
が

訪
問
で

き
る
の
は
多
く
て
月

2
回
。
そ
れ
以
外
の
日
の
口
腔
ケ
ア
は
家
族
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
が

行
っ

て
い

る
と

思
う
の
で
、
そ
の
人
た
ち
に
正
し
い
口
腔
ケ
ア
の
仕
方
な
ど
を
指
導
で
き
れ
ば
､
誤
嚥
性
肺
炎

を
予

防
で
き

る
と
思

い
ま
す
。


施

設
で

あ
れ

ば
必
ず
普
段
受
け
答
え
に
慣
れ
て
い
る
方
が
近
く
に
い
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 


口

腔
ケ

ア
で

訪
問
し

た
と
き
に
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
施
設
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が
あ
れ
ば
良
い
の

で
す

が
。


患

者
の

情
報

（
身
体
・
認
知
・
行
動
・
家
族
（
介
助
者
）
）
な
ど
、
な
る
べ
く
詳
し
い
情
報
を
ケ
ア
マ
ネ
な
ど

多
職

種
の
方

と
共
有
で
き
る
と
良
い
。
認
知
症
の
対
応
に
慣
れ
た

D
H
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
症
状
を
理
解
さ
れ

た
歯

科
医
師

で
訪
問

チ
ー
ム
を
組
め
る
と
良
い
。


医

療
と

介
護

の
密
な
連
携
。


医

療
、

介
護

と
の
情
報
共
有
。


医

科
と
の

連
携

が
ほ

と
ん

ど
な

い
た

め
､
家
族

を
介
し

て
情
報

を
得

る
こ
と

が
多

い
の
で

､
詳

し
い
こ

と
が

分

か
ら

な
い
。

密
に
医

科
と
の
連
携
を
取
り
た
い
。


こ

れ
か

ら
独

居
の
認
知
症
患
者
さ
ん
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
に
近
し
い
専
門
職
に
現
場

で
立

ち
会
い

を
し
て
も
ら
え
る
と
､
安
心
し
て
訪
問
で
き
る
と
思
い
ま
す
。


ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
、
施
設
、
私
ど
も
の
連
携
が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
れ
ば
。


ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
と
の
連
携
、
他
職
種
と
の
連
携
。


ヘ

ル
パ

ー
等

介
入
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
徹
底
し
た
連
携
。

【
家

族
や

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
協
力
等
】


本

人
の

意
思

決
定
が
困
難
な
の
で
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
方
の
意
見
を
尊
重
し
て
進
め
て
い
る
が
、
た
ま
に

他
の

家
族
か

ら
違
う
提
案
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
の

存
在

は
す
ご

く
重
要
で
、
し
っ
か
り
し
た
情
報
提
供
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
と
の
連
携
は
す
ご

く
必

要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
の
連
携
は
訪
問
を
行
っ
て
い
く
上
で
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ

と
思

い
ま
す

。
認

知
症
の
方
へ
の
対
応
で
、
認
知
症
対
応
加
算
み
た
い
の
が
あ
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
多
数

歯
残
存
・
口
腔
内
ト
ラ
ブ
ル
を
持
つ
認
知
症
の
方
も
年
々
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
歯

科
全

体
で
も

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
習
得
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

患
者

の
方
は
、
主
訴
の
把
握
や
場
所
（
患
部
）
の
特
定
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
普
段
の
様
子
や

痛
み

の
訴
え

が
あ
っ
た
時
を
知
る
ご
家
族
ま
た
は
施
設
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
つ
い
て
い
て
く
れ
て

い
る

と
あ
り

が
た
い
で
す
。
主
訴
の
伝
達
や
患
部
の
特
定
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。
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
患

者
に

よ
り

近
い

家
族

ま
た

は
患

者
が
心

を
開

い
て

い
る

人
に

診
療

時
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

も
ら

え
る

と
患

者

も
安

心
し
て

行
動
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
。
初
診
時
な
ど
医

療
者

と
し
て

理
解
し

て
も

ら
え

な
い
こ

と
も
あ

る

の
で

。


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の
方
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
が
関
わ
っ
て

く
だ

さ
る
の

で
、
困

っ
た

こ
と

は
あ
り

ま
せ

ん
。 


ご

本
人

の
意

思
疎
通
が
取
れ
な
い
場
合
は
ご
家
族
の
協
力
が

必
要
。
ご
家

族
と
同

居
さ

れ
て

い
な
い

場
合
に

は

連
絡

を
密
に

す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ

な
い

こ
と
も

あ
り

、
そ

の
点

を
ク
リ

ア
で
き

れ

ば
､
今
後

対
応
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。


ご

本
人

と
奥

様
と
の
予
約
の
都
合
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い

こ
と
。

【
認

知
症

へ
の

理
解

・
研
修
等
】


認

知
症

に
つ

い
て
の
勉
強
会
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。


進

行
し

て
い

く
認
知
症
状
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
困

る
こ
と

は
な
い

と
思

う
。
目

の
前
の

認
知
症

高
齢

者
の

生
活
状

況
、
身
体
状
況
、
ス
テ
ー
ジ
等
を
く
み
取
り
、
必
要

と
さ
れ

て
い
る

ケ
ア

と
治

療
を
提

供
し
て

い

く
こ

と
が

で
き

る
よ
う
に
､
歯
科
医
療
従
事
者
は
な
る
べ
き
だ

と
思

う
。

制
度
以

前
に

認
知

症
高
齢

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
治
療
を
学
ぶ

べ
き

だ
と
考

え
る

。


身

体
介

助
サ

ー
ビ
ス
内
に
お
け
る
､
口
腔
ケ
ア
介
入
と
技
術

、
知

識
の

向
上

。
AD

L
低
下

、
廃

用
性
進

行
に
よ

る
本

人
の
歯

磨
き
に
対
す
る
意
識
低
下
。


講

習
会

な
ど

を
通
じ
て
勉
強
す
る
。


レ

ビ
ー

小
体

な
ら
レ
ビ
ー
小
体
型
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ら

ア
ル
ツ

ハ
イ
マ

ー
型

で
個

別
の

マ
ニ
ュ

ア
ル
が

あ

れ
ば

助
か
り

ま
す
。


シ

ス
テ

ム
や

制
度
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
認

知
症

の
方

に
対

応
で

き
る
、
ま

た
認

知

症
の

こ
と
を

よ
り
理
解
で
き
る
歯
科
衛
生
士
の
養
成
も
必
要
と

感
じ

て
い
ま

す
。
積

極
的

な
研
修

会
の
参

加
が

望
ま

れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

【
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

等
】


予

定
し

て
い

る
時
間
通
り
に
始
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
、
だ

か
ら

と
い
っ

て
予

定
し

て
い
る

内
容
は

し

っ
か

り
や
り

ま
す
の
で
､
そ
の
こ
と
な
ど
を
評
価
し
て
い
た
だ

け
る

と
あ
り

が
た

い
で

す
。


訪

問
歯

科
に

お
け
る
中
度
の
認
知
症
患
者
の
回
数
制
限
が
な

く
な
る

と
い
い

。


認

知
症

診
断

の
あ
る
方
は
、
保
険
点
数
が
つ
け
ば
（

D
H

居
宅

療
養

管
理
指

導
に

）
単

独
で

の
D

H
訪

問
が

、

も
っ

と
広
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。


認

知
症

に
特

化
し
た
保
険
制
度
。


認

知
症

初
期

患
者
へ
の
対
応
と
医
科
と
の
連
携
。
家
族
へ
の
周

知
の

方
法
の

改
善

。
診

査
・
診

察
の

場
合
、
相

談
の

み
の
場

合
保
険
の
適
応
。
衛
生
士
の
み
で
の
訪
問
の
際

、
時

間
の
よ

り
か
か

る
場

合
が

多
く
な

る
が
、
加

点
な

い
。
数

が
多
く
重
労
働
で
あ
る
の
に
、
逆
に
点
数
が
一
人

あ
た

り
減
点

と
な

っ
て

い
く

。
結
果

、
数
の

限

定
に

つ
な
が

り
目
的
に
合
っ
て
い
な
い
。


認

知
症

加
算

な
ど
保
険
を
改
定
し
て
ほ
し
い
。


認

知
症

の
方

は
､
自
分
の
保
険
証
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い

場
合

が
多
い

た
め
、

保
険

証
の

変
更
の

申
し

出
も

な
い

場
合
が

多
い
で
す
。
変
更
の
一
つ
で
あ
る
負
担
割
合
な
ど
、
一

律
に

し
て
も

ら
え

る
と

助
か
り

ま
す
。
医

療
保

険
、
介

護
保
険
と
も
に
人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
本
人

に
も
医

療
従
事

者
に

も
わ

か
り

や
す
く

統
一
し

て

も
ら

え
る
と

手
間
が
省
け
て
良
い
で
す
。


認

知
症

の
方

に
は
何
回
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
指
導
す
る
こ

と
に

よ
っ
て

、
口

腔
内

を
現

状
維
持

も
し
く

は

改
善

す
る

こ
と

が
で
き
る
の
で
必
要
と
考
え
る
。
長
期
間
に

渡
り
､
管

理
指

導
を

行
え

る
よ

う
に
認

め
て

も
ら

い
た

い
。


認

知
症

の
方

に
お
い
て
は
繰
り
返
し
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
4
回

/月
し

ば
り
の

再
検

討
を

お
願
い

し
た
い

。


認

知
症

の
方

の
口
腔
ケ
ア
は
大
変
で
時
間
も
か
か
る
の
で
、
特

化
し

た
保
険

制
度

が
あ

れ
ば

と
思
い

ま
す
。


認

知
症

の
進

行
度
に
よ
り
対
応
に
時
間
が
か
か
る
た
め
､
コ
ス

ト
パ

フ
ォ

ー
マ
ン

ス
が

悪
く

な
っ
て

し
ま

う
。

分
類

に
よ
る

加
点
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。


認

知
症

に
特

化
し
た
保
険
制
度
が
あ
る
と
､
保
険
内
で
の
治

療
も
や

り
や

す
く
な

る
こ

と
。

利
用
す

る
方

も
増

え
る

こ
と

で
､
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
増
え
る
。
歯
科
衛
生
士
の
技
術
向
上
の
た
め
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

場
を

設
け
る

こ
と
。


認

知
症

に
特

化
し
た
保
険
制
度
。


認

知
症

に
限

ら
ず
介
護
に
携
わ
る
方
は
気
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
と
さ
ら
人
格
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
よ

う
な
認

知
症
の
方
を
診
て
い
く
の
は
、
情
報
を
把
握
し
準
備
し
た
上
で
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
の

で
、
正
直
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
先
生
方
や
衛
生
士
さ
ん
が
少
な
く
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら

ま
す
ま

す
訪
問
診
療
、
口
腔
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
っ
と
優
遇
さ

れ
る

よ
う
な

手
当
な
ど
が
あ
れ
ば
、
現
場
は
頑
張
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
よ

る
ケ
ア
困
難
な
方
を
指
導
診
療
す
る
場
合
は
、
時
間
・
技
術
・
人
手
が
か
か
る
の
で
、
保
健
加
算

等
を

示
し

て
､
地

域
の
熱
意
あ
る
歯
科
医
師
お
よ
び
歯
科
衛
生
士
た
ち
の
意
欲
が
下
降
し
な
い
よ
う
に
支
援
・

推
進

し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。


二

人
で

で
き

る
歯
科
保
険
制
度
が
必
要
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。


通

常
よ

り
時

間
も

労
力
も

か
か
る

認
知
症

の
口

腔
ケ

ア
で

す
が
、

他
の
方

と
の
単

位
数

に
差

を
付

け
て
ほ

し

い
。


中

～
重

度
認

知
症
に
よ
り
特
別
な
配
慮
、
手
技
を
用
い
て
口
腔
ケ
ア
や
実
施
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
加
算
が
算

定
で

き
る
と

、
よ
り
丁
寧
に
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
（
単
独
訪
問
含
め
）
。


多

職
種

で
の

サ
ー
ビ
ス
の
単
位
に
口
腔
ケ
ア
を
入
れ
て
ほ
し
い
。（

身
体
介
護
等
の
時
間
が
な
く
、
口
腔
ケ
ア

を
お

願
い
す

る
と
自
費
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
）
認
知
症
に
特
化
し
た
病
院
・
施
設
等
に
歯
科
衛
生
士
の
配
属
。

看
護

師
同
様

、
吸
引
が
歯
科
衛
生
士
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。


重

度
の

認
知

症
患
者
に
対
す
る
加
算
。
疎
通
困
難
者
に
対
す
る
医
療
受
診
の
サ
ポ
ー
ト
（
介
護
保
険
で
の
立
ち

会
い

等
）


時

間
（

20
分
）

の
し
ば
り
減
少
、

15
分
と
か

10
分
な
ら
可
能
で
す
。


歯

科
関

係
者

側
に
も
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
の
差
が
大
き
く
あ
り
ま
す
。
特
に
食
支
援
に
お
け
る
認
知
症
の

方
へ

の
対

応
は
､
歯

科
が
中
心
と
な
り
多
職
種
や
介
護
者
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多

く
の

時
間
を

か
け
て
い
ま
す
。
特
に
歯
科
衛
生
士
は
、
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
る
時
間
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知

症
対

応
に

特
化

し
た

認
定
制

度
や
認

定
を

持
っ

た
歯

科
衛
生

士
の
保

険
点
数

の
加

算
が

あ
っ

て
ほ
し

い

と
思

い
ま
す

。


最

近
で

は
病

院
内
に
歯
科
を
有
し
な
い
病
院
の
患
者
さ
ま
も
依
頼
が
あ
る
た
め
、
治
療
に
入
る
ま
で
の
時
間
が

長
く

か
か
り

ま
す

。
診
療
し
た
く
て
も

1
日
に

5，
6
人
の
居
宅
の
中
に
病
院
の
患
者
さ
ま
も
入
り
ま
す
の
で
､

当
院

と
し
て

の
診
療

件
数
は
上
げ
ら
れ
ず
、
根
治
す
る
に
も
口
腔
ケ
ア
に
し
て
も
、
主
治
医
お
よ
び
看
護
師
さ

ん
等

へ
の

説
明

も
あ
り
ま
す
。
重
度
の
高
い
方
へ
の
訪
問
を
請
け
負
う
歯
科
で
は
､
点
数
の
差
別
化
を
し
て
ほ

し
い

と
思
い

ま
す
。

1
日

5-
6
人
で
診
療
点
数
が

90
00

点
以
下
で
、
朝

9：
00

-2
0：

00
に
診
療
所
に
帰
る

く
ら

い
時
間

は
か
か
り
､
昼
休
み
は

40
分
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
残
業
手
当
等
も
多
く
、
今
の
ま

ま
で

は
簡
単

な
口
腔

ケ
ア
を
ホ
ー
ム
で
何
人
も
行
う
だ
け
の
訪
問
に
な
る
し
か
な
い
状
況
で
す
。
改
善
す
る
べ

き
ホ

ー
ム
の

口
腔
ケ

ア
、
歯
ブ
ラ
シ
を
束
で
持
ち
、

1
人

10
分
は
か
か
ら
な
い
よ
う
な
診
療
と
の
区
別
を
願

い
ま

す
。


口

腔
ケ

ア
や

機
能
管
理
に
際
し
困
難
な
場
合
が
多
い
た
め
、
特
別
加
算
が
あ
れ
ば
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。


現

状
の

点
数

、
単
位
数
で
は
時
間
の
か
か
る
患
者
の
十
分
な
対
大
生
は
難
し
い
。
口
腔
内
を
専
門
的
に
守
っ
て

い
き

た
い

が
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部
分
が
多
く
な
り
継
続
的
に
取
り
組
め
な
い
。
今
後
の
超
高
齢
化
社
会
に
向

け
て

検
討
お

願
い
し
ま
す
。


拒

否
が

強
く

ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
と
れ
な
い
場
合
は
、
変
更
し
、
ま
た
ア
ポ
イ
ン
ト
を
次
回
と
す
る
こ
と
も
多
々

あ
る

。
そ
う

い
っ
た
場
合
の
対
応
加
算
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
人
件
費
と
交
通
費
だ
け
か
か
っ
て
赤
字
に

な
っ

て
い
る

。
認
知
症
の
困
難
加
算
も
割
に
合
う
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。


介

護
サ

ー
ビ

ス
が
重
な
っ
て
も
、
単
位
が
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
（
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
多
職
種
）
。


家

族
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ
ー

や
施
設

ス
タ
ッ

フ
に

治
療

の
内

容
に
つ

い
て
の

説
明
を

時
間

を
か

け
て

し
て
い

る

の
で

、
そ
の

時
間
と
手
間
が
点
数
化
さ
れ
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か
。
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
ご

家
族

と
連

絡
が

取
れ

な
い

場
合

は
ケ
ア

マ
ネ

や
関

わ
る

看
護

師
ら

と
情

報
交

換
は

常
に

す
る

よ
う

に
し

て

い
る

が
、
介

護
す
る
ご
家
族
の
対
応
に
困
る
こ
と
も
あ
り
、
認

知
症

の
方
と

関
わ

る
た

め
の

時
間
や

ご
家
族

に

説
明

す
る
時

間
を
要
す
る
た
め
､
加
算
な
ど
保
険
制
度
の
優
遇

が
あ

る
と
助

か
る

。


20

分
と

い
う
時

間
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。

【
困

難
事

例
】


予

約
日

を
忘

れ
て
訪
問
予
定
が
立
て
ら
れ
な
い
。


窓

口
負

担
が

多
く
な
り
､
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た

。


意

思
の

疎
通

が
う
ま
く
合
わ
ず
時
間
を
取
り
過
ぎ
る
。
た
ま
に

手
を

出
し
た

り
、
小

さ
な
暴

力
を
さ

れ
る
こ

と

が
あ

る
。


は

じ
め

は
拒

否
感
が
強
い
が
、
し
ば
ら
く
し
て
慣
れ
て
く
だ

さ
る
人

も
い
る

。
一

方
、
な

か
な
か

前
に
進

ま
な

い
方

も
お
ら

れ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
口
が
な
か
な
か
開
か
ず
（

開
け
て

く
れ
な

く
て
）
、
治

療
が

で
き
な

い
、

指
示

が
通
ら

な
い
時
が
あ
り
、
義
歯
作
製
が
大
変
で
あ
る
。
義

歯
を

作
製
し

て
い

て
も

付
け

て
く
れ

な
い
場

合

が
あ

り
、
家

族
に
説
明
を
十
分
に
し
て
お
か
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル

に
な

る
。

【
そ

の
他

】


毎

日
口

腔
ケ

ア
等
で
口
腔
内
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
慣

れ
て

も
ら
う

こ
と

。


訪

問
歯

科
を

行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
と
し
て
､
保
健
所
の
名

簿
に
登

録
し

て
あ
る

歯
科

医
院

も
実
際

は
外

来
が

メ
イ

ン
で
、
依

頼
し
て
も
対
応
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
認
知

症
の
方

の
介

護
を

さ
れ

て
い
る

家
族
に

と

っ
て

、
歯

科
医

院
に
連
れ
て
行
く
の
は
大
変
な
の
で
、
研
修
を

受
け

ら
れ

て
い
る

歯
科

医
師

で
､
訪

問
可
能

な

歯
科

医
院
を

検
索
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま

す
。


認

知
症

症
状

が
分
か
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
。


認

知
症

や
高

齢
者

の
方

々
が

安
心

し
て
通

え
る

歯
科

医
院

造
り

や
そ

う
い

っ
た

方
々

へ
や

さ
し

い
地

域
づ

く

り
が

で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
で

き
る
こ

と
。


歯

科
衛

生
士

単
独
ケ
ア
に
お
い
て
、
補
助
者
（
歯
科
助
手
な

ど
）
が
い

れ
ば
よ
り

よ
い

対
応

が
で
き

る
と
思

う

こ
と

が
あ
る

。


市

役
所

or
保

健
所
で
全
体
を
把
握
し
て
お
い
て
も
ら
え
る
と

助
か

り
ま
す

。


現

在
在

宅
に

い
る
方
は
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
と
連
携
し
、
な
ん

と
か

形
に
で

き
て
い

る
よ

う
に

思
い
ま

す
。
歯

科

が
な

い
急
性

期
病
院
か
ら
の
訪
問
依
頼
が
来
る
と
困
り
ご
と
が

多
い

で
す
。
看
護

師
さ

ん
は

依
頼
の

連
絡
こ

そ

し
て

く
れ
ま

す
が
、
そ
の
他
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
。
保
険
証
は
？

家
族
へ

の
連
絡

は
？

ど
ん

な
食

事
し
て

る
の
？

ど

ん
な

お
薬
使

っ
て
る
の
？
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
歯
科
と
医

科
、
介

護
な

ど
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し
て

く
れ
る

誰

か
が

い
る
と

い
い
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
私
は
衛
生
士
で
す

が
、
医

療
職

で
あ
り

な
が

ら
小

さ
い
診

療
所
の

場

合
、
衛
生

士
が
全
て
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
病
院
へ
行
き
保
険
証

の
こ
と

を
看
護

師
に

尋
ね

て
、
分

か
ら

な
い

と
い

つ
も
言

わ
れ
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
診
療
に
入
れ
る
仕
組

み
が
あ

れ
ば
良

い
と

思
い

ま
す

。
衛
生

士
は
看

護

師
以

下
の
社

会
も
何
か
変
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。


拒

否
や

家
族

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
等
の
時
は
困
る
が
、

CM
や

内
科
主

治
医
と

連
携

が
と

れ
て
い

る
方
だ

と

思
う

の
で
、
介

入
は
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
で
顔

の
見

え
る
連

携
が

進
む

交
流

会
や
講

演
会
が

開

催
さ

れ
れ
ば

良
い
と
思
う
。


外

出
さ

れ
て

い
て
留
守
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
の
お
の
の

患
者
さ

ん
に
携

わ
る

ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
さ

ん

や
ヘ

ル
パ
ー

さ
ん
な
ど
か
ら
声
が
け
の
協
力
が
必
要
か
と
思
い

ま
す

。
外

来
を
休

ん
で

伺
う

こ
と
が

無
駄
に

な

っ
て

し
ま
う

の
で
。（

当
医
院
は
次
回
の
予
約
日
、
時
間
を
カ

レ
ン
ダ

ー
な
ど

に
貼

っ
て

き
て

い
る
の

で
､
他

の

方
も

見
て
い

た
だ
き
た
い
）


家

族
等

（
ケ

ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ
ー
）
が
立
ち
会
う
こ
と
が
制

度
化
。


家

族
へ

の
認

知
症
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
の
冊
子
な
ど

。


マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
介
護
保
険
証
も
入
れ
て
ほ
し
い
。


認

知
症

の
初

期
の
段
階
で
あ
る
程
度
の
歯
科
治
療
が
終
わ
っ

て
い
る

と
助
か

る
。
義

歯
も

作
っ
た

こ
と
を

忘
れ

な
い

､
着

脱
、

管
理
な
ど
介
助
者
が
い
る
環
境
で
な
い
と
困

難
。

初
期
の

段
階
で

の
歯

科
受

診
を
周

知
さ

れ
る

と
助

か
る
。
訪
問
歯
科
治
療
の
場
合
、
認
知
症
は
あ
る
も
の
と

対
応

し
て
い

て
、
認

知
症

に
特
化

し
た
シ

ス
テ

ム
は

で
き
て

い
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
認
知
症
の
場
合
、
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
問
題
に
な
る
事
柄
が
違
っ
て

く
る

の
で
、
認

知
症

で
は
な
い
方
と
比
べ
て
手
厚
い
対
応
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
基
礎
疾
患
と
か
合
併
が
あ
る

と
よ

り
困

難
に

な
り
ま
す
。
独
居
や
介
護
力
・
経
済
力
が
低
い
と
さ
ら
に
困
難
に
な
り
､
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
範

囲
で

行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
遠
方
の
訪
問
も
同
様
で
す
が
､
認
知
症
の
治
療
、
ケ
ア
に
対
す
る
補
助
を

考
え

て
い
た

だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。


医

療
と

の
連

携
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
。
医
科
、
歯
科
の
連
携
が
取
れ
て
い
れ
ば
認
知
症
早
期
の
段
階
で

治
療

を
行
う

こ
と
が
で
き
、
治
療
内
容
の
幅
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
介
護
認
定
を
受
け
る
時
点
で
歯
科
検
診

を
取

り
入

れ
、

口
腔

内
チ
ェ
ッ
ク
、
口
腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
､
早
期
か
ら
歯
科
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と

思
い

ま
す
。


訪

問
時

や
内

容
よ
り
も
､連

絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
道
路
事
情
等
で
予
定

時
間

に
変

更
が

出
た

場
合
の
連
絡
が
､（

ケ
ア
マ
ネ
や
地
域
の
民
生
委
員
）
代
理
人
に
伝
え
ら
れ
る
と
よ
い
と

思
い

ま
す
。
高

齢
で
し
か
も
夫
婦
の
み
で
生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
対
象
者
の
配
偶
者
も
認
知
度
が
低
下
し
て

い
る

場
合

が
あ

り
､
連
絡
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
場
合
、
重
度
に
な
ら
な
い
時
期

に
歯

科
と
の

つ
な
が
り
を
作
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
広
報
が
行
き
渡
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
認
知
症
と
聞
く
と
､
食
事
し
た
の
に
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
と
言
う
、、
、
等
の
症
状
は
か

な
り

の
方
々

が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
よ

う
に

感
じ
ま

す
。
口
腔
や
摂
食
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大

事
だ

と
思
い

ま
す
。


ど

の
場

面
に

お
い
て
も
、
歯
科
検
診
を
必
ず
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。


認

知
症

の
訪

問
診
療
を
し
て
い
る
医
院
が
少
な
い
。
患
者
さ
ん
宅
に
行
く
ま
で
に
何
軒
も
の
歯
科
医
院
の
前
を

通
り

ま
す
。

も
っ
と
沢
山
の
医
院
が
受
け
入
れ
て
く
れ
れ
ば
時
間
の
ロ
ス
も
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
歯

科
介
入
に
つ
い
て
は
各
地
域
で
専
門
職
を
配
置
し
て
､
で
き
れ
ば
歯
科
中
心
の
チ
ー
ム
を
作
れ
ば

良
い

か
と

考
え

ま
す

。
我
々
、
個
人
開
業
医
で
は
な
か
な
か
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
て
､
対
応
が

困
難

に
な

る
の

が
現

状
で
す
。
各
歯
科
医
師
会
に
専
門
の
先
生
を
非
常
勤
で
良
い
の
で
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

地
区

の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。


近

く
の

歯
科

医
院
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
と
、
私
た
ち
が
行
か
な
く
て
も
早
く
そ
の
方
が
治
療
を
受
け
ら
れ
る

の
で

は
な
い

か
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
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4. 郵送調査：地域歯科医療機関（病院歯科用および歯科医療機関用）

（1） 開設主体

回答があった地域歯科医療機関のうち、開設主体として最も多かったのは、病院歯科は「法人」

56.0%、歯科医療機関は「個人」58.3%であった。 
図表 1 開設主体＜病院歯科＞ 

図表 2 開設主体＜歯科医療機関＞ 

（2） 歯科部門の標榜診療科【複数回答】

歯科部門の標榜診療科は、病院歯科では「歯科口腔外科」が 62.3%、歯科医療機関では「歯科」が

99.5%で最も多かった。 
図表 3 標榜診療科＜病院歯科（n=555）＞ 

図表 4 標榜診療科＜歯科医療機関（n=434）＞ 

（3） 【歯科医療機関用のみ】医科医療機関の併設

回答があった歯科医療機関（434 ヶ所）のうち、医科の医療機関が「併設されていない」機関が

97.7%であった。 
図表 5 医科医療機関の併設＜歯科医療機関＞ 

（4） 勤務する職種およびその職員数

勤務する職種およびその職員数は、以下の通りであった。

28.6 8.8 56.0 6.5 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=555）

国・公立 私立 法人 その他 無回答

0.9 40.3 58.3 0.5 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=434）

国・公立機関 医療法人 個人 その他 無回答

61.3%
7.0%
6.8%

62.3%
0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科
小児歯科
矯正歯科

歯科口腔外科
無回答

99.5%
60.6%

33.2%
35.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科
小児歯科
矯正歯科

歯科口腔外科
無回答

1.6 97.7 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=434）

されている されていない 無回答
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図表 6 職員数＜病院歯科＞ 
常勤（人） 非常勤（人）

平均±SD 平均±SD 
歯科医師 3.3±7.9 6.2±59.5 
歯科衛生士 3.2±3.1 1.3±1.4 
看護師 0.8±2.9 0.3±0.8 
歯科技工士 0.5±1.1 0.1±0.4 
管理栄養士 0.0±0.4 0.0±0.0 

図表 7 職員数＜歯科医療機関＞ 
常勤（人） 非常勤（人）

平均±SD 平均±SD 
歯科医師 1.7±1.6 2.2±3.0 
歯科衛生士 3.2±3.4 2.3±2.5 
看護師 0.1±0.4 0.0±0.2 
歯科技工士 0.6±0.9 0.1±0.4 
管理栄養士 0.1±0.5 0.0±0.2 

（5） 届出のある施設基準【複数回答】

施設基準においては、病院歯科では「歯科外来診療環境体制加算 1」66.8%、歯科医療機関では「歯科

外来診療環境体制加算 1」73.5%が最も多かった。 
図表 8 施設基準＜病院歯科（n=555）＞ 

図表 9 施設基準＜歯科医療機関（n=434）＞ 

38.0%

66.8%

32.6%

45.8%

9.0%

10.8%

1.6%

15.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域歯科診療支援病院

歯科外来診療環境体制加算1

歯科診療特別対応連携加算

歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療

管理加算及び歯科治療時医療管理料

歯科疾患在宅療養管理料の注4に規定する在宅総合

医療管理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料

地域医療連携体制加算

在宅歯科医療推進加算

上記のいずれもない

無回答

30.6%

66.8%

65.9%

73.5%

16.6%

39.9%

27.4%

15.2%

16.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅療養支援歯科診療所1

在宅療養支援歯科診療所2

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所

歯科外来診療環境体制加算1

歯科診療特別対応連携加算

歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療

管理加算及び歯科治療時医療管理料

歯科疾患在宅療養管理料の注4に規定する在宅総合

医療管理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料

地域医療連携体制加算

在宅歯科医療推進加算

無回答
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（6） 認知症対応力向上研修を修了（受講）者の勤務状況

回答があった地域歯科医療機関のうち、認知症対応力向上研修を修了（受講）した歯科医師・歯科衛

生士が「勤務している」と回答したのは、病院歯科 25.0%、歯科医療機関 75.8%であった。 
図表 10 認知症対応力向上研修終了者の勤務状況＜病院歯科＞ 

図表 11 認知症対応力向上研修終了者の勤務状況＜歯科医療機関＞ 

（7） 認知症対応力向上研修を修了（受講）者の勤務者数

認知症対応力向上研修を修了（受講）者が勤務している地域歯科医療機関（病院歯科 139 ヶ所、歯

科医療機関 329 ヶ所）において、歯科医師・歯科衛生士の勤務者数は以下の通りであった。 
図表 12 認知症対応力向上研修終了者の勤務者数＜病院歯科＞ 

平均±SD（人） 
歯科医師 1.5±2.1 
歯科衛生士 0.7±1.6 

図表 13 認知症対応力向上研修終了者の勤務者数＜歯科医療機関＞ 
平均±SD（人） 

歯科医師 1.2±0.5 
歯科衛生士 0.8±1.5 

（8） 外来診療患者数（直近 1 か月のおおよその実績）

外来診療患者数（実人数、延べ人数）は、以下の通りであった。

図表 14 外来診療患者者数＜病院歯科＞ 
平均±SD（人） 

実人数 432.8±515.0 
延べ人数 824.2±1154.2 

図表 15 外来診療患者者数＜歯科医療機関＞ 
平均±SD（人） 

実人数 452.4±498.3 
延べ人数 757.2±839.2 

（9） 在宅（または施設）への訪問歯科診療の実施状況

回答があった地域歯科医療機関のうち、在宅（または施設）への訪問歯科診療を「行っている」と回

答したのは、病院歯科で 22.5%、歯科医療機関で 95.9%であった。 
図表 16 訪問歯科診療の実施状況＜病院歯科＞ 

25.0 73.9 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=555）

勤務している 勤務していない 無回答

75.8 23.7 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=434）

勤務している 勤務していない 無回答

22.5 76.8 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=555）
行っている 行っていない 無回答
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図表 17 訪問歯科診療の実施状況＜歯科医療機関＞ 

（10） 訪問歯科診療患者数（直近１か月のおおよその実績）

在宅（または施設）への訪問歯科診療を実施している地域歯科医療機関（病院歯科 125 ヶ所、歯科

医療機関 416 ヶ所）において、訪問歯科診療患者数（実人数、延べ人数）は、以下の通りであった。 
図表 18 訪問歯科診療患者者数＜病院歯科＞ 

平均±SD（人） 
実人数 50.0±88.9 
延べ人数 84.2±145.2 

図表 19 訪問歯科診療患者者数＜歯科医療機関＞ 
平均±SD（人） 

実人数 67.2±160.6 
延べ人数 138.2±359.3 

（11） 認知症の人の来院の有無

回答があった地域歯科医療機関のうち、認知症の人が「来院する（はい）」と回答したのは、病院歯

科で 94.1%、歯科医療機関で 91.0%であった。 
図表 20 認知症の人の来院の有無＜病院歯科＞ 

図表 3 認知症の人の来院の有無＜歯科医療機関＞ 

（12） 【病院歯科用のみ】院外歯科医療機関より認知症が原因の歯科治療困難事例受け入れの有無

認知症の人が来院する病院歯科（522 ヶ所）のうち、院外歯科医療機関より認知症が原因で歯科治療

困難になった事例を紹介で「受け入れたことがある（はい）」機関は 41.6%であった。 
図表 21 院外歯科医療機関からの困難事例の受け入れ＜病院歯科＞ 

95.9 2.8 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=434）
行っている 行っていない 無回答

94.1 5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=555）

はい いいえ

91.0 9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=434）

はい いいえ

41.6 56.5 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）

はい いいえ 無回答

78



（13） 認知症の人の歯科治療における認知症ではない人と比較した診療にかかる時間

認知症の人が来院すると回答した地域歯科医療機関（病院歯科 522 ヶ所、歯科医療機関 395 ヶ所）

のうち、診療にかかる時間で最も多かったのは「約 1.5 倍」（病院歯科 38.9％、歯科医療機関 44.8％）

であった。

図表 22 認知症の人の歯科治療にかかる時間（診療）＜病院歯科＞

図表 23 認知症の人の歯科治療にかかる時間（診療）＜歯科医療機関＞ 

その他の内容は、病院歯科、歯科医療機関ともに「認知症の重症度による」という回答が多かった。

回答は以下の通り。

＜病院歯科＞

＜歯科医療機関＞

1.0
9.8 38.9 33.5 8.8

4.0

3.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）

短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他 無回答

0.5
13.7 44.8 28.4 7.3

2.8 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=395）
短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他

 症例によるものの、1.5～3 倍かかる。

 認知症の病状や進行度によって。通常の診療できる人も多い。

 認知症の程度でかなり異なる。外来:抜歯が主なので同じ。入院:病棟での管理は時間がかかっていると思う。

 その時々で異なる

 ケースにより異なるので不明（家族同伴、認知症の程度等）（他 2 件）

 主にがん治療なので家族あるいは施設の方への説明が中心です。

 基本的には家族等の付き添いがあるので変わらない。（他 1 件）

 認知症の歯科治療は行っていないため不明

 全身麻酔下で治療

 短い時間で対応し、受容困難な場合は日を変えて実施

 歯科治療は行っていない

 分からない（他 2 件）

 認知症ではない人でも人それぞれの理解度が異なるので一概に多くかかるとは言えない。

 内容による

 現在認知症と思われる患者は何人かいるが、ほとんどが SPT や歯周病治療ため治療に対する時間については

解答できない。

 認知症の人による（他 1 件）

 総義歯の方お一人、娘の付添いがあるため時間はほぼ同じ。

 認知症の程度、従命の程度、診療台に乗れるか否かの身体状況等で大いに異なる（約 1.5 倍）

 認知症症状の度合いによりますが。

 症例により異なるが 1.5～2.0 倍

 認知症の程度により違います。
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（14） 認知症の人の歯科治療における認知症ではない人と比較した受付業務にかかる時間

認知症の人が来院すると回答した地域歯科医療機関（病院歯科 522 ヶ所、歯科医療機関 395 ヶ所）

のうち、受付業務にかかる時間で最も多かったのは、病院歯科は「約 1.5 倍」33.7％、歯科医療機関は

「約 1.5 倍」43.5％であった。 
図表 24 認知症の人の歯科治療にかかる時間（受付業務）＜病院歯科＞ 

図表 25 認知症の人の歯科治療にかかる時間（受付業務）＜歯科医療機関＞ 

その他の内容は、病院歯科では「受付業務は別部門のため不明」、歯科医療機関では「付き添い人が

行う」という回答が多かった。回答は以下の通り。

＜病院歯科＞

＜歯科医療機関＞

0.2
26.2 33.7 21.3

5.0

2.9
9.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）
短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他 無回答

0.0
19.7 43.5 23.3 6.1

3.3

3.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=395）

短い 同じ 約1.5倍 約2倍 約3倍 それ以上 その他 無回答

 ケースによる

 その時々で異なる

 その人の置かれた生活環境（保険や家庭、家族等の保護者、後見人）等によって大きく異なる。

 付き添いの方がいる場合は同じ

 家族または施設の方が同伴されるので問題ないです。

 多くの場合は、付き添いがいる

 必ず家族の付き添いを必要としているのでわからず。

 本人が関わらない、受付業務にかかる時間は健常者と変わらない。

 つきそいの方とのやりとりがほとんどのため比較できない。

 多少長くかかる人もいますが、他の患者と同じレベルである。

 入院患者や付き添いがいるため不明。

 入院中の認知症患者しか扱わないので、予約、支払いは患者さんがしないため不明

 認知症の程度、同伴者の有無次第。（他 1 件）

 受付業務は別部門のため不明（他 12 件）

 わからない（他 7 件）

 確認しておりませんが、長くかかると思われます。

 歯科治療は行っていない

 認知症の歯科治療は行っていないため不明

 入院患者さんを主体に診ているので不明（他 1 件）

 入院患者のみ治療の為、医科請求と同時（月 1 回）。

 入所施設の歯科のため、受診時に受付業務にかかる時間はほぼありません。

 娘さんが付添い全て行ってくださるので同じ。

 認知症の患者はほとんど付添あるので問題ない。難聴の人は時間が 2 倍かかる。

 家族が支払うので、ほぼ同じくらい

 時間は同じ、必ず付き添いがいるので問題はない。

 付添がいる場合が多い。単独は少ない。

 認知症ではない人でも人それぞれの理解度が異なるのでいちがいに多くかかるとは言えない。

 内容による

 認知症の人による（他 1 件）

 通院お一人の方は予約など大変ですね。（時間、日にち通りに来られず、突然来ることも）

 少々長め、1.2 倍か
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（15） 認知症の人の歯科治療における認知症ではない人と比較した労力

認知症の人が来院すると回答した地域歯科医療機関（病院歯科 522 ヶ所、歯科医療機関 395 ヶ所）

のうち、労力の大きさで最も多かったのは、病院歯科では「約 2 人分が多く携わる必要がある」

41.0%、歯科医療機関では「約 1.5 人分が多く携わる必要がある」41.3%であった。 
図表 26 認知症の人の歯科治療にかかる労力＜病院歯科＞ 

図表 27 認知症の人の歯科治療にかかる労力＜歯科医療機関＞ 

その他の内容は、病院歯科では「認知症の重症度による」、歯科医療機関では「治療内容によって異

なる」という回答が多かった。回答は以下の通り。

＜病院歯科＞

＜歯科医療機関＞

（16） 担当する認知症の人の歯科治療での困りごとの有無

認知症の人が来院すると回答した地域歯科医療機関（病院歯科 522 ヶ所、歯科医療機関 395 ヶ所）

のうち、「困りごとがある（はい）」と回答したのは、病院歯科 50.0%、歯科医療機関 58.5%であった。 
図表 28 認知症の人の歯科治療での困りごと＜病院歯科＞

図表 29 認知症の人の歯科治療での困りごと＜歯科医療機関＞ 

0.0
11.7 31.4 41.0 10.2

3.6

1.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）

少ない 同じ
約1.5人分が多く携わる必要がある 約2人分が多く携わる必要がある
約3人分が多く携わる必要がある それ以上の人数が多く携わる必要がある

0.0
14.4 41.3 34.2 6.3

2.3 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=395）

少ない 同じ
約1.5人分が多く携わる必要がある 約2人分が多く携わる必要がある
約3人分が多く携わる必要がある それ以上の人数が多く携わる必要がある

50.0 49.2 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）
はい いいえ 無回答

58.5 40.0 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=395）
はい いいえ 無回答

 認知症の程度・協力度・指示に従命できるかによる。

 認知症の程度によるので判断困難

 全身麻酔下で治療

 認知症の歯科治療は行っていないため不明

 歯科治療は行っていない

 分からない（他 2 件）

 治療内容により異なります。（他 1 件）

 説明は程度によって変わります。付添いの方がいらっしゃれば良いのですが、文書には必ず残します。

 家族・介助者の付添いにより大きく異なる（約 1.5 倍）

 人により変わる

 積極的な歯科治療を行ったことはほとんどない。歯の清掃が多い。
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（17） 認知症の人の歯科治療での困りごと【自由記載】

回答は、病院歯科、歯科医療機関、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.84 参照）。

（18） 認知症の人の歯科治療で歯科の紹介先または医科の連携先がなくて困った経験の有無

認知症の人が来院すると回答した地域歯科医療機関（病院歯科 522 ヶ所、歯科医療機関 395 ヶ所）

のうち、「困ったことがある（はい）」と回答したのは、病院歯科 19.7%、歯科医療機関 17.7%であっ

た。

図表 30 認知症の人の歯科治療での困りごと＜病院歯科＞ 

図表 31 認知症の人の歯科治療での困りごと＜歯科医療機関＞ 

（19） 認知症の人の歯科治療に対応できない場合の対応【複数回答】

認知症の人の歯科治療に対応できない場合の対応では、病院歯科では「近くの大学病院に紹介する」

40.2%、歯科医療機関では「近くの病院歯科に紹介する」43.4%が最も多かった。 
図表 32 対応できない場合の対応＜病院歯科（n=555）＞ 

図表 33 対応できない場合の対応＜歯科医療機関（n=434）＞ 

その他の回答は、病院歯科、歯科医療機関、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.92 参照）。 

（20） 認知症の人の歯科治療に対応できない場合の受け入れ先として望ましい連携機関【複数回答】

認知症の人の歯科治療に対応できない場合の受け入れ先として望ましい連携機関は、病院歯科では

「口腔（歯科）保健センター」、歯科医療機関では「高次医療機関（歯科・口腔外科）・病院歯科」が最

も多かった。

19.7 78.2 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=522）

はい いいえ 無回答

17.7 81.5 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=395）
はい いいえ 無回答

14.1%
15.9%

40.2%
12.6%

19.3%
8.3%

28.8%
0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科医師会の在宅歯科医療連携室等に相談する

近くの病院歯科に紹介する

近くの大学病院に紹介する

口腔（歯科）保健センターに紹介する

対応が難しいことを説明し、断る

分からない

その他

無回答

24.4%
43.3%

40.8%
14.7%

11.5%
6.0%

14.5%
0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科医師会の在宅歯科医療連携室等に相談する

近くの病院歯科に紹介する

近くの大学病院に紹介する

口腔（歯科）保健センターに紹介する

対応が難しいことを説明し、断る

分からない

その他

無回答
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図表 34 対応できない場合の対応＜病院歯科（n=555）＞ 

図表 35 対応できない場合の対応＜歯科医療機関（n=434）＞ 

その他の回答は、病院歯科、歯科医療機関、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.94 参照）。 

（21） 【病院歯科のみ】認知症が理由の歯科治療困難事例を紹介された場合の積極的な受け入れの可否

認知症が理由による歯科治療困難事例を紹介された場合の今後の積極的な受け入れについて、「わか

らない」が 35.1%と最も多く、次いで「受け入れ可能（はい）」が 33.5％であった。 
図表 36 対応できない場合の対応＜歯科医療機関（n=434）＞ 

（22） 【病院歯科用のみ】受け入れ体制・システム・工夫等【自由記載】

認知症が理由による歯科治療困難事例を紹介された場合の積極的な受け入れ「可能」とした歯科医療

機関（186 ヶ所）から回答を得られた、受け入れ体制・システム・工夫等について、カテゴリごとにま

とめた（P.98 参照）。 

（23） 【病院歯科用のみ】受け入れ困難の理由【複数回答】

認知症が理由による歯科治療困難事例を紹介された場合の今後の積極的な受け入れを「困難」と回答

した病院歯科（341 ヶ所）のうち、「人員不足」48.7%を理由としたものが最も多かった。 
図表 37 対応できない場合の対応＜歯科医療機関（n=341）＞ 

その他の回答は、カテゴリごとにまとめた（P.101 参照）。 

（24） 認知症の人の歯科治療に関する課題【自由記載】

回答は、病院歯科、歯科医療機関、それぞれカテゴリごとにまとめた（P.103 参照）。

38.2%
31.4%

41.8%
43.6%

23.8%
4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高次医療機関（歯科・口腔外科）・病院歯科
医学部大学病院（歯科・口腔外科）
歯学部大学病院（歯科・口腔外科）

口腔（歯科）保健センター
その他
無回答

62.7%
30.9%

42.6%
41.7%

14.3%
2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高次医療機関（歯科・口腔外科）・病院歯科
医学部大学病院（歯科・口腔外科）
歯学部大学病院（歯科・口腔外科）

口腔（歯科）保健センター
その他
無回答

33.5 26.3 35.1 5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=555）
はい いいえ わからない 無回答

25.8%
48.7%

29.6%
12.0%

17.3%
29.3%

6.2%
39.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間がない
人員不足

余裕がない
収益性がない

ノウハウがない
専門外のため

院内連携ができていない
その他
無回答
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(1
7)

認
知
症

の
人

の
歯
科

治
療
で
の
困
り
ご
と

＜
病

院
歯

科
＞

【
治

療
時

の
困

難
：

イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
】


同

意
が

困
難

。（
他

7
件
）


イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
が
と
れ
な
い
。


家
族

が
付
添

い
で
来

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
治
療
の
同
意
取
得
が
難

し
い
こ

と
が

あ
る

。


非
協

力
。
愁

訴
の
症

状
把
握
が
困
難
。
同
意
に
つ
い
て
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
不

在
の

場
合

は
特

に
）
困

る
。


家
族

な
ど
保

護
責
任

者
の
同
伴
が
な
い
場
合
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
保
護

責
任
者

が
来

院
さ

れ
て

の
IC

は
難

し
い

。


治
療

に
対
す

る
家
族

の
希
望
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
。
治
療
の
た
め
の
同
意

を
得
る

こ
と

が
難

し
い

。


時
間

が
か

か
る

。
同

じ
内
容
を
繰
り
返
し
説
明
し
て
も
理
解
が
得
ら

れ
な

い
。
治

療
内

容
が

制
限

さ
れ

る
。

付
添

い

の
家

族
に
よ

り
、
対

応
が
さ
ら
に
大
変
に
な
る
。
同
意
書
が
書
け
な

い
。
方

針
決

定
が

で
き

な
い
。


治
療

を
理
解

し
て
く

れ
な
い
。
治
療
の
許
可
を
家
族
に
取
る
た
め
、

時
間
が

か
か

る
。


手
術

等
の

同
意

書
を

取
得
す
る
場
合
、
家
族
が
同
伴
し
て
い
れ
ば
い

い
が

、
適
当

な
人

が
い

な
い

場
合

。
複

数
回

の

診
療

を
行
う

時
、
前

回
説
明
し
た
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
、
忘
れ

て
し
ま

っ
た

場
合

。


受
付

業
務
、

説
明
、

治
療
に
つ
い
て
本
人
に
対
し
て
同
意
が
得
ら
れ

な
い
た

め
、

責
任

の
所

在
が
不

明
確
な

こ
と
。


説
明

と
同
意

が
取
れ

な
い
。
家
族
へ
の
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
。
一

人
で

の
来

院
や

入
院
患

者
さ
ん

な
ど
。


初
期

～
軽
症

の
AD

も
し
く
は

VD
で
独
居
等
で
自
覚
症
状
が
な
く

付
添
い

の
な

い
ケ

ー
ス

は
（
数

は
少
な

い
も
の

の
）

臨
床
で

は
IC

で
困

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。


独
居

で
ご
家

族
が
介

護
放
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
イ
ン
フ
ォ

ー
ム

ド
コ
ン

セ
ン

ト
を

行
う
た

め
に
､
ご
家

族
に

一
緒

に
来
院

を
促
す

も
拒
否
が
多
い
。
老
健
施
設
に
預
け
っ
ぱ
な
し

で
連
絡

が
取

れ
な

い
。
（
介

護
放
棄

）


抜

歯
の

同
意

を
家
人

に
電
話
で
得
る
。


抜

歯
・
医

療
方

針
の
同

意
取
得
。（

入
院
中
だ
と
家
族
の
付
添
い
が
な

い
た
め

）
拒

否
、
易

怒
性

に
よ
る

治
療
の

困
難

さ
な

ど
。


一

度
ご

同
意

を
い
た

だ
い
て
も
､
次
の
時
に
は
忘
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と

が
あ

る
。
ご

家
族
の

協
力
も

必
須
で

あ
る

が
、

老
々

介
護

な
ど

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
方
も
軽
い
認
知
機
能
の
低
下

が
あ

る
場
合

が
あ

り
、

治
療

計
画

の
同

意
確

認

が
円

滑
に
進

ま
な
い

こ
と
も
あ
る
。（

治
療
そ
の
も
の
を
断
念
す
る
よ

り
も
、
む
し

ろ
こ

の
同

意
確
認

で
ス
ト

ッ
プ
し

て
し

ま
う
こ

と
が
あ

る
）


歯

科
治

療
に

対
し
て

同
意
が
取
れ
な
い
。
顎
骨
壊
死
や
悪
性
腫
瘍
な

ど
難
治

性
疾

患
が

増
加

し
て
い

る
。


治

療
内

容
の

同
意

は
誰
に
と
れ
ば
い
い
の
か
？
仮
に
と
っ
た
と
し
て

も
そ

の
同
意

に
正

当
性

が
あ

る
と

判
断

し
て

良

い
の

か
に
つ

い
て
で

す
。


治

療
方

針
の

同
意
取

得
。
特
に
家
族
で
な
い
介
護
職
が
同
伴
の
場
合

。


手
術

の
同

意
取

得
。

入
院
患
者
の
場
合
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
連

絡
に

時
間
が

か
か

る
。

明
ら

か
に

抜
歯

適
応

で

も
､
本
人

が
拒
否

し
て
抜

歯
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
、
施
設

に
よ
っ

て
口

腔
ケ

ア
ま
で

介
入
し

て
も
ら

え

な
い

。


IC

が
複

数
回
に

わ
た
り

意
思
疎
通
に
苦
慮
す
る
。
家
族
等
の
キ
ー
パ

ー
ソ

ン
の

同
席

が
必

要
。


入
院

患
者
の

場
合
、

ご
家
族
が
必
ず
付
添
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
そ

の
同

意
を

得
る

ま
で
先

に
進
め

な
い
。


多
職

種
と
の

連
携
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
。
不
採
算
性
（

点
数
に

反
映

さ
れ

な
い

）。

【
治

療
時

の
困

難
：

指
示

の
理

解
】


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
取
り
づ
ら
い
。
治
療
の
一
部
し
か
で
き
な

い
。
（
他

3
件

）


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
問
題
。
（
症
状
の
確
認
の
困
難
さ
、
指
示
の

入
り

に
く

さ
な

ど
）


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
大
変
な
こ
と
が
あ
る
。（

説
明

し
た
内

容
を

忘
れ

て
し

ま
っ
て

、
再

度
説
明

さ

せ
て

い
た
だ

く
。
予

約
時
間
、
日
付
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
治
療
が

進
ま
な

く
な

っ
た

り
）


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
困
難
、
予
約
の
管
理
、
治
療
拒
否
、
家
族
へ

の
説
明

、
セ

ル
フ

ケ
ア

不
足
。


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
困
難
で
､
開
口
保
持
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。
（
他

2
件
）


開

口
し

て
く

れ
な

い
。
義
歯
の
咬
合
採
得
が
う
ま
く
で
き
な
い
。
治
療
の
説
明
を
理
解
し
て
る
と
思
っ
た
が
、
理
解

し
て

く
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
､
後
日
再
度
時
間
を
か
け
て
説
明
し
た
。


開

口
し

て
く

れ
な
い
。
手
を
出
し
て
く
る
。
頭
を
振
る
。
噛
む
。


開

口
で

き
な

い
､
暴
れ
る
、
誤
嚥
、
口
腔
内
の
汚
染
。


開

口
を

保
つ

こ
と
が
で
き
な
い
。
当
方
の
指
示
に
従
っ
て
も
ら
え
な
い
。


開

口
協

力
は

得
ら

れ
ま
す
が
、
開
口
維
持
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
義
歯
の
調
整
や
リ
ベ
ー
ス
等
の
修
理
が
で
き
な
い
。

ク
ラ

ス
プ

等
の

修
理
も
印
象
が
維
持
で
き
な
い
。
＝
義
歯
修
理
不
可
能
。
認
知
症
の
レ
ベ
ル
に
よ
り
以
上
の
こ
と
が

非
常

に
困
難

と
感
じ
ま
す
。
こ
う
な
る
前
に
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
一
歩
手
前

M
CI

の
レ
ベ
ル
に
て
､
歯
科
受
診
を

推
奨

し
て
く

だ
さ
る
医
科
歯
科
連
携
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。


開

口
協

力
得

ら
れ
な
い
た
め
、
有
効
な
治
療
が
で
き
な
い
。
本
人
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
な
こ
と
が
多
い
。

介
助

者
が
い

る
場
合
は
良
い
が
、
つ
な
ぐ
先
が
な
い
こ
と
が
あ
る
。


開

口
困

難
、

体
動
激
し
い
等
、
拒
否
が
強
い
分
治
療
が
困
難
。


開

口
保

持
が

困
難
。
付
添
い
の
方
が
い
な
け
れ
ば
、
予
約
や
治
療
方
針
の
説
明
が
進
ま
な
い
。


開

口
保

持
な

ど
治

療
中
の
指
示
が
入
ら
な
い
。
う
蝕
の
再
発
が
多
い
。
口
腔
管
理
困
難
。
介
護
者
の
理
解
度
、
協
力

度
が

低
い
と

き
。


開

閉
口

な
ど

の
指
示
が
通
り
に
く
い
。
開
口
の
維
持
が
難
し
い
。
痛
み
に
対
し
て
敏
感
（
我
慢
が
で
き
な
い
）
。
症
状

の
経

過
を
聴

取
で
き
な
い
（
記
憶
し
て
い
な
い
）
。
前
回
説
明
し
た
内
容
を
忘
れ
て
い
る
。


治

療
の

意
味

を
分
か
っ
て
く
れ
な
い
。
開
口
拒
否
。
口
腔
ケ
ア
拒
否
（
誤
嚥
性
肺
炎
既
往
あ
り
）
。
協
力
が
得
ら
れ
な

い
た

め
時
間

が
か
か
る
。
手
が
出
て
け
が
を
す
る
。


口

腔
ケ

ア
で

は
噛
み

に
く
る
人
に
は
き
ち
ん
と
ケ
ア
で
き
な
い
。


口

腔
ケ

ア
の

拒
否

が
あ
る
こ
と
。
義
歯
を
紛
失
す
る
こ
と
。
治
療
時
指
示
が
通
ら
な
い
こ
と
。
グ
ラ
グ
ラ
の
歯
が
あ

っ
て

､誤
嚥

の
リ

ス
ク
が
あ
っ
て
も
抜
歯
が
難
し
い
こ
と
。


口

腔
清

掃
不

可
。
理

解
力
低
下
。
開
口
保
持
困
難
。


歯

科
に

対
す

る
拒
否

。
開
口
保
持
困
難
。
口
腔
内
環
境
の
維
持
困
難
。
注
意
散
漫
。
移
動
。


在

宅
患

者
の

場
合
、

術
前
の
絶
飲
食
や
内
服
薬
の
指
示
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。


治

療
に

対
す

る
理
解

が
十
分
で
き
な
い
。


こ

ち
ら

の
説

明
や

指
示
を
理
解
で
き
ず
、
介
護
者
も
高
齢
で
あ
る
た
め
、
治
療
上
必
要
な
動
き
や
管
理
が
で
き
ず
治

療
が

進
ま
な

い
こ
と
が
あ
る
。


ご

家
族

や
付

添
い

の
方
が
い
な
い
場
合
、
問
診
や
治
療
の
理
解
度
が
分
か
ら
ず
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
治
療

に
拒

否
的
な

場
合
の
対
応
に
困
り
ま
す
。


パ

ノ
ラ
マ

X
線
画

像
が
撮
影
で
き
な
い
。
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。


以

前
話

し
た

事
を
忘
れ
て
る
。
本
人
の
自
覚
が
な
い
。
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
。


意

思
疎

通
が

困
難
。
状
況
お
よ
び
治
療
方
針
を
説
明
し
て
も
理
解
さ
れ
な
い
。


意

思
疎

通
が

困
難
。
通
院
手
段
が
な
く
て
段
階
的
な
治
療
を
進
め
に
く
い
。
ご
家
族
の
理
解
不
足
。（

歯
科
治
療
の
必

要
性

、
義
歯

管
理
方
法
の
説
明
な
ど
）


意

思
疎

通
困

難
。
体

動
あ
り
。
治
療
意
思
の
確
認
が
十
分
に
行
え
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。（

家
族
な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
へ

の
確
認

を
要
す
る
）


意

思
疎

通
困

難
な
こ
と
が
多
く
、
治
療
に
対
す
る
理
解
､
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
思
う
よ
う
に
治
療
が
進
ま
な
い
こ
と
が

あ
る

。


一

人
で

来
院

さ
れ

た
際
に
、
説
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
聞
い
て
な
い
と
か
、
次
の
来
院
時
の
予
約
を
診
察
券
に
記

載
し

て
も
､
忘
れ

て
何
度
も
連
絡
し
て
き
た
り
が
あ
る
。


応

答
が

で
き

な
い
。
命
令
通
り
に
で
き
な
い
。
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
可

能
な

治
療

に
は
限

り
が
出
る
こ
と
。
時
間
。
意
思
疎
通
が
困
難
。


画

像
が

撮
影

で
き
な

い
こ
と
。（

単
純

X
線
写
真
）
（

CT
に
て

対
応
し

て
い
る
）


拒
否

行
動
が

強
い
場

合
が
あ
る
。


指
示

が
入
ら

な
い
。
（
他

1
件
）


指

示
が

入
ら

な
い
。

診
療
中
に
手
が
上
が
る
。
診
療
に
理
解
で
き
ず

拒
否
反

応
が

あ
る

。


指

示
が

入
ら

な
い
。

多
動
で
落
ち
着
き
が
な
く
､
切
削
器
具
の
使
用

が
困

難
。


指

示
が

入
ら

な
い

た
め

治
療
が
で
き
な
い
。
本
人
が
治
療
の
必
要

性
を

理
解

で
き

な
い

。
本

人
の

意
志

の
み

で
治

療

を
進

め
ら
れ

な
い
。


指

示
通

り
に

で
き
な

い
（
例
：
義
歯
作
成
時
の

BT
 な

ど
）
。
治
療
を

受
け

入
れ

ま
で

に
時

間
が
か

か
る
（

ア
プ
ロ

ー

チ
方

法
を
ス

タ
ッ
フ

一
人
で
も
間
違
う
と
「
歯
科
」
と
い
う
ワ
ー
ド

だ
け
で

拒
否

さ
れ

て
し

ま
う
）
。


指

示
命

令
が

困
難

で
、

暴
力
的
に
抵
抗
す
る
事
例
が
あ
る
。
認
知

症
が

進
行

し
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

家
族

が

そ
れ

を
理
解

し
て
い

な
い
。
通
常
の
歯
科
治
療
で
で
き
な
い
事
例
が

多
い
。


検

査
が

正
確

に
行

え
な

い
。
治
療
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

拒
否

が
強

い
と

治
療

が
全

く
始

め
ら

れ
な

い

こ
と

が
あ
る

。
義
歯

の
取
り
扱
い
が
不
十
分
で
、
破
損
、
紛
失
を
繰

り
返
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。


治

療
へ

の
理

解
と
協

力
の
不
足
。
（
他

7
件
）


協

力
が

得
に

く
い

と
き

が
あ
る
。
気
分
の
変
化
に
よ
り
予
定
し
た

こ
と

が
で

き
な

い
時

が
あ

る
。

治
療

し
た

こ
と

を

忘
れ

た
り
、

元
に
戻

せ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。


治
療

内
容
の

説
明
、

次
回
予
約
を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
不
穏
な
行

動
を
と

る
場

合
等

、
常

に
見
守

り
が
必

要
。


治
療

計
画
を

忘
れ
て

し
ま
う
。
来
院
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
指
示
が
入

ら
な
い

。


治
療

説
明

を
理

解
し

て
も
ら
え
な
い
（
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
く
）
。

ア
ポ
イ
ン

ト
を

間
違

え
た

り
､
そ

の
時

間
に
来

な
い

。


治
療

中
に

指
示

が
通

ら
な
い
。
治
療
内
容
の
説
明
が
理
解
で
き
な
い

。
非

協
力
的

な
言

動
が

､
治

療
を

中
断
､
中

止
さ

せ
て

し
ま
う

。
施

設
ス
タ
ッ
フ
､
職
員
が
歯
科
治
療
の
内
容
と
重
要
性

を
理

解
で

き
な

い
。
ま
た

は
、
十
分

な
協
力

が

得
ら

れ
な

い
。

患
者

家
族
が
歯
科
治
療
の
内
容
と
重
要
性
を
理
解

で
き

な
い

。
ま

た
は

、
十

分
な

協
力

が
得

ら
れ

な

い
。


治
療

途
中

で
席

を
外

そ
う
と
し
て
し
ま
う
た
め
見
守
り
が
必
要
で
あ

る
。

誤
飲
な

ど
の

注
意

も
必

要
で

あ
る

。
繰

り

返
し

て
説
明

が
必
要

で
あ
っ
た
り
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
困

難
な
場

合
が

あ
る

。


治
療

内
容

を
忘

れ
て

し
ま
い
再
度
の
説
明
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
治

療
自

体
（
一

度
納

得
い

た
だ

い
た

治
療

内
容

で

す
）

拒
否
さ

れ
る
。

対
症
療
法
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。


手
術

内
容
に

よ
っ
て

は
、
処
置
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ
る
。


処
置

後
何

度
も

電
話

で
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
薬
の
飲
み
方
が
理

解
で

き
な
い

。
処

置
や

診
察

に
対

し
て

の
理

解

（
ご

家
族
に

同
席
し

て
も
ら
う
）
。


症
状

が
多

彩
で

対
応

が
困
難
な
と
き
が
あ
る
。
口
を
開
け
な
い
開
か

な
い

人
が
い

る
。

暴
言

・
暴

力
へ

の
対

応
が

困

難
。


診
察

・
治

療
へ

の
理

解
が
乏
し
い
。
家
族
の
協
力
や
理
解
が
得
ら
れ

に
く

い
。
治

療
に

対
し

て
、

人
で

時
間

を
要

す

る
。


診
療

内
容

の
説

明
、

同
意
が
得
に
く
い
。
実
際
の
口
腔
ケ
ア
時
に
協

力
が

得
ら
れ

な
い

。
開

口
拒

否
な

ど
の

口
腔

ケ

ア
へ

の
拒
否

が
強
い

方
が
い
る
。


説
明

が
理
解

困
難
。

指
示
が
入
り
に
く
い
。


説
明

し
た

こ
と

を
忘

れ
て
い
る
。
予
約
を
忘
れ
て
い
る
。
紙
に
書
い

て
渡

し
て
も

紛
失

す
る

。
義

歯
を

頻
回

紛
失

さ

れ
る

。
お
口

を
開
け

て
く
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
暴
言
を
吐
か
れ
る

こ
と
が

あ
る

。
暴

力
を

振
る
う

人
が
い

る
。


説
明

し
て
も

な
か
な

か
理
解
で
き
な
い
。


病
院

歯
科
の

た
め
特

に
問
題
は
な
い
が
、
手
続
き
が
協
力
的
で
な
い

と
困
る

。


付

添
が

い
な

い
場
合
、
予
約
や
薬
の
説
明
が
理
解
で
き
な
く
て
困
る
。


付

添
が

な
く

一
人

で
受
診
す
る
と
、
治
療
内
容
や
指
示
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
ま
た
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
予
約
を
忘

れ
る

。


説

明
に

お
い

て
の
理
解
度
低
下
（
家
族
に
付
き
添
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
）。

指
示
困
難
、
口
を
開
け
て
く

れ
な

い
等

。
治

療
も
困
難
な
場
合
が
多
く
、
抜
歯
な
ど
は
場
合
に
よ
り
抑
制
し
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
場
合
に

よ
っ

て
は
十

分
な
治
療
が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。


説

明
に

時
間

が
か
か

る
。
家
族
へ
の
説
明
が
必
要
。


説

明
に

対
す

る
理

解
が
少
な
い
た
め
、
医
療
安
全
上
の
リ
ス
ク
と
な
る
。
指
示
が
通
ら
な
い
た
め
治
療
の
正
確
性
に

欠
け

、
時
間

も
か
か
る
。


体

動
の

管
理

。
開
口
保
持
。


体

動
や

閉
口

な
ど
に
よ
る
逃
避
行
動
。
説
明
に
対
す
る
理
解
の
不
足
。
暴
言
。


通

院
が

続
か

な
い

。
理
解
力
の
低
下
。
清
掃
で
き
て
い
な
い
。
口
を
長
く
開
い
て
い
ら
れ
な
い
。
症
状
を
伝
え
ら
れ

な
い

。


定

期
的

に
口

腔
ケ

ア
を
行
っ
て
い
る
が
、
開
口
保
持
困
難
、
指
示
動
作
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
予
定
し
て

い
た

処
置
が

困
難
な
場
合
が
あ
る
。


病

歴
聴

取
や

説
明
な
ど
。


病

状
・

治
療

方
針

の
理
解
が
難
し
い
。
治
療
の
同
意
が
得
づ
ら
い
。
重
度
認
知
症
に
な
る
と
開
口
保
持
や
体
の
安
定

を
と

り
づ
ら

く
な
る

。


予

約
を

忘
れ

る
。
麻

酔
し
た
こ
と
を
忘
れ
､
注
意
事
項
も
忘
れ
る
。
薬
を
も
ら
う
こ
と
を
忘
れ
る
、
ま
た
服
用
を
忘
れ

る
。

痛
み
の

部
位
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
質
問
に
対
す
る
取
り
繕
い
が
見
ら
れ
る
。


予

約
時

間
に

来
ら
れ
な
い
。
口
を
開
け
て
く
だ
さ
い
等
の
指
示
が
伝
わ
ら
な
い
。


予

約
時

間
を

間
違
え
た
り
､
勘
違
い
し
て
来
院
す
る
こ
と
。


予

約
時

間
を

間
違

え
て
来
て
し
ま
う
。
手
術
説
明
を
何
度
も
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
ご
家
族
の
方
と
一
緒
に
来
る
よ

う
に

お
伝
え

し
て
も
一
人
で
来
て
し
ま
う
。


予

約
忘

れ
。

説
明
内
容
忘
れ
。


認

知
が

進
ん

で
い

て
、
開
口
し
て
ほ
し
い
と
き
や
、
咬
合
し
て
ほ
し
い
と
き
な
ど
指
示
が
全
く
入
ら
な
く
な
っ
て
く

る
と

、
治
療

が
限
定
さ
れ
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。


認

知
症

が
重

度
の
患

者
は
意
思
疎
通
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
歯
科
治
療
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
。


認

知
症

の
患

者
が

歯
科
治
療
を
希
望
し
て
も
、
患
者
自
身
に
よ
る
治
療
可
否
の
判
断
が
難
し
い
。
決
定
は
家
族
や
後

見
人

の
判

断
を

必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、
患
者
自
身
の
意
思
表
示
に
沿
わ
な
い
歯
科
治
療
計
画
と
な
る
場
合
が
あ
る

こ
と

。（
患

者
に

自
己
負
担
金
額
が
発
生
し
、
そ
の
支
払
い
に
つ
い
て
家
族
等
の
判
断
が
必
要
な
場
合
に
多
い
）


予

約
は

守
れ

ず
､
予
約
外
が
多
い
。
自
身
の
歯
ブ
ラ
シ
は
ほ
ぼ
で
き
な
い
の
で
、
次
々
と
歯
科
疾
患
を
発
症
し
て
し
ま

う
。


暴

力
行

為
、

暴
言
、

異
食
行
動
。
覚
醒
が
悪
い
､
傾
眠
傾
向
。


暴

力
的

言
動

、
行
為

。
歯
ぎ
し
り
（
不
随
意
運
動
）
。
開
口
困
難
。


本

人
お

よ
び

付
添
い

の
方
へ
の
説
明
が
必
要
な
の
で
､健

常
者
に
比
べ
少
し
時
間
が
余
分
に
か
か
る
と
こ
ろ
。
受
診
し

て
い

る
こ
と

が
理
解

で
き
ず
、
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
。


本

人
の

主
訴

と
口

腔
内
所
見
（
客
観
的
評
価
）
が
一
致
し
な
い
た
め
、
改
善
す
る
治
療
に
つ
な
が
ら
な
い
。
怒
り
や

す
い

な
ど
情

緒
が
安
定
し
な
い
。


話

が
か

み
合

わ
な
い

。
指
示
が
入
ら
な
い
。


話

が
通

じ
な

い
。

【
治

療
時

の
困

難
：

義
歯

管
理
】


義

歯
の

管
理

（
紛
失
な
ど
）。
（
他

3
件
）
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
以

前
治

療
し

た
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
情
報
を
得
に
く
い
。（

ご
家
族
も
そ

の
詳
細

は
分

か
ら

な
い

）
痛

い
部
分

が
わ
か

り

に
く

い
。
修

理
し
た

義
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
。


意

思
の

疎
通

が
困

難
。

協
力
が
得
ら
れ
に
く
い
。
義
歯
を
作
成
し

て
も

管
理

に
難

点
。

使
用

し
て

も
ら

え
な

い
症

例

も
あ

る
。


家

族
が

義
歯

を
希
望

し
て
い
る
が
､
本
人
は
希
望
し
て
い
な
い
と
き

。
義

歯
装
着

方
法

が
理

解
で
き

な
い
と

き
。
そ

も

そ
も

歯
科
治

療
そ
の

も
の
を
受
け
る
気
が
（
意
識
が
）
な
く
、
治
療

に
協
力

的
で

な
い

時
。


家

族
同

伴
を

お
願

い
し

て
も
連
れ
て
こ
な
い
。
義
歯
や
保
護
床
な

ど
の

可
撤

物
を

す
ぐ

な
く

し
て

し
ま

う
が

、
自

己

管
理

し
て
も

ら
う
以

外
の
手
段
が
な
い
。


義

歯
の

設
計

。
自

分
で

ク
ラ
ス
プ
を
外
す
等
の
問
題
が
あ
り
、
外

れ
に

く
い

義
歯

に
す

る
と

介
護

者
が

義
歯

の
着

脱

が
困

難
と
な

る
。


義

歯
の

装
着

が
難
し

い
。


義

歯
は

難
し

い
（
指

示
が
入
ら
な
い
）。


義

歯
や

薬
手

帳
な
ど

の
診
療
に
必
要
な
物
を
忘
れ
て
し
ま
う
。（

治
療
進

ま
な
い
）
主

訴
が
あ

い
ま
い

な
こ
と

が
多
い

。

診
療

内
容
を

理
解
で

き
て
い
な
い
。
既
往
が
分
か
ら
な
い
。


義

歯
を

無
く

し
て
し

ま
う
。
義
歯
を
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

。
ご

説
明

し
た

治
療

方
針
を

忘
れ
て

し
ま
う

。


新

義
歯

作
製

後
の
着

脱
方
法
や
保
管
方
法
等
の
指
導
を
行
う
際
に
､
時
間

、
労

力
が

必
要

と
な

る
こ
と

が
多
く

、
そ

れ

で
も

理
解
で

き
な
い

場
合
が
あ
る
。

【
歯

科
医

療
機

関
側

の
労

力
】


ス

タ
ッ

フ
が

少
な
い

た
め
に
診
療
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、
他
の
患

者
を
待

た
せ

る
こ

と
が

あ
る
。


ご

本
人

が
説

明
の

理
解

が
難
し
い
場
合
、
治
療
方
針
の
決
定
を
キ

ー
マ

ン
と

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
そ

の
キ

ー

マ
ン

と
の
話

し
合
い

の
場
を
別
途
設
け
る
こ
と
に
時
間
を
要
す
。


マ

ン
パ

ワ
ー

不
足
。


易

怒
性

の
高

い
患
者

の
対
応
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
萎
縮
し
て
し
ま

う
。


強

度
の

認
知

症
の

方
の

場
合
、
徘
徊
行
為
が
あ
り
診
療
中
に
ま
れ

に
歯

科
室

よ
り

出
て

行
っ

て
し

ま
う

方
が

お
ら

れ

る
場

合
、
安

全
を
確

保
し
元
の
診
療
台
へ
連
れ
戻
す
こ
と
に
精
神
的

な
困
難

を
伴

う
。


時

間
が

か
か

り
す
ぎ

る
こ
と
が
あ
る
。


診

療
時

間
、

ス
タ
ッ

フ
の
か
か
る
人
数
が
増
え
る
が
、
そ
れ
で
も
通

常
の
歯

科
治

療
よ

り
で

き
る
こ

と
が
少

な
い
。


診

療
時

間
が

延
び
て

し
ま
い
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
ず
れ
が
出
る

。


人

手
が

い
る

。


人

手
不

足
。

必
要

時
間

と
人
員
が
長
く
多
い
た
め
、
経
費
が
か
か

る
が

、
そ

れ
に

見
合

う
保

険
点

数
が

な
く

赤
字

診

療
で

あ
る
。


脱

糞
・

失
禁

に
よ
る

対
応
、
お
よ
び
清
掃
、
消
毒
に
と
ら
れ
る
時
間

。


入

院
加

療
が

必
要
と

な
る
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
（
夜
間
等
）
の
負
担
が

大
き
い

こ
と

。


認

知
症

の
人

は
歯

科
治

療
を
行
う
レ
ベ
ル
が
症
状
に
よ
り
異
な
り

ま
す

。
ま

た
、

本
院

の
役

割
と

し
て

ほ
と

ん
ど

が

抜
歯

依
頼
で

あ
り
、

そ
の
際
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
ゆ
え
人
手
不
足
に
な

り
ま
す

。

【
意

思
決

定
】


治

療
意

思
や

内
容

の
承

諾
を
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
に
連
絡
す
る
必

要
が

あ
る
。

指
導

内
容

を
繰

り
返

し
行

っ
て

も

実
施

さ
れ
ず

、
本
人

だ
け
で
は
な
く
､家

族
も
認
知
機
能
が
低
下
し
て

い
る

こ
と

が
あ

る
。


治

療
継

続
が

困
難
。

意
思
決
定
の
問
題
、
ど
こ
ま
で
本
人
の
希
望
を

尊
重
す

る
の

か
。


治

療
内

容
の

理
解
、
意

志
の
決
定
が
本
人
の
み
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

多
い

点
。
治

療
の
協

力
が
得

ら
れ
な

い
こ
と

。


本

人
が

治
療

拒
否

し
た

場
合
、
ど
こ
ま
で
本
人
の
意
思
を
尊
重
す

べ
き

か
の

判
断

が
難

し
い

。
動

揺
歯

の
抜

歯
（

最

低
限

必
要

な
治

療
）

に
つ
い
て
は
、
職
員
・
ご
家
族
に
相
談
の
上
で

治
療

を
行
っ

て
い

る
が

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
な

ど

に
お

い
て
の

本
人
の

気
持
ち
を
ど
こ
ま
で
尊
重
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い

か
、
判

断
に

困
る

こ
と

が
あ
る

。


本

人
の

意
志

、
希
望
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。


本

人
の

意
思

確
認
で
き
な
い
。
家
族
等
の
付
添
が
な
く
何
も
治
療
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
。


意

思
決

定
が

不
確
実
で
あ
る
。（

あ
る
日
は
義
歯
新
製
に
同
意
し
、
別
の
日
は
反
対
す
る
な
ど
）
意
思
疎
通
が
困
難
で

あ
る

。


意

思
決

定
の

確
認
。


治

療
の

ゴ
ー

ル
ラ
イ
ン
の
決
定
。


意

思
疎

通
が

難
し
い
場
合
、
治
療
の
判
断
基
準
が
難
し
い
。
本
人
と
家
族
の
治
療
に
対
す
る
希
望
の
違
い
。

【
ご

家
族

等
の

介
護

者
の

サ
ポ
ー
ト
】


家

族
の

協
力

が
得
ら
れ
な
い
場
合
。
（
他

4
件
）


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
に

な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
。
自
覚
症
状
の
な
い
認
知
機
能
低
下
患
者
を
医
科
紹
介
し
よ
う
と
し

て
も

な
か
な

か
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
。
地
域
か
ら
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
。
注
意
し
て
も
車
で
来
院
さ
れ
る
。


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
不
在
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
存
在
し
て
い
て
も
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
歯
科
診
療
に
対
し
て
の
理
解
不
足
。


一

人
で

は
受

診
の

難
し
い
人
が
い
る
。
介
護
の
方
が
忙
し
く
な
っ
た
り
調
子
を
崩
す
と
受
診
で
き
な
く
な
り
、
口
腔

内
の

状
況
が

悪
化
し
て
し
ま
う
。
す
ぐ
に
怒
り
だ
し
て
し
ま
う
方
が
い
る
。


家

族
と

一
緒

じ
ゃ
な
い
と
治
療
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
。


家

族
へ

の
説

明
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る


治

療
が

本
人

の
要

求
で
な
く
家
族
の
場
合
。
家
族
が
「
診
て
く
れ
」
と
言
う
が
本
人
が
嫌
が
る
場
合
。
本
人
が
嫌
が

れ
ば

治
療

は
で

き
な
い
。
義
歯
を
作
る
場
合
で
も
印
象
は
採
れ
る
が
､
咬
合
は
本
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
採
れ
な
い
。

抜
歯

、
う

蝕
も

全
て
同
じ
。
本
人
の
意
志
、
本
人
の
要
求
、
こ
れ
な
く
し
て
は
全
て
が
成
り
立
た
な
い
。
一
般
に
本

人
の

意
志
を

無
視
し
て
、
家
族
が
い
ろ
い
ろ
言
い
す
ぎ
る
。


治

療
に

つ
い

て
説
明
す
る
家
族
の
来
院
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。


治

療
協

力
度

と
病

態
理
解
度
の
低
下
が
著
し
い
場
合
や
、
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
方
は
歯
科
治
療
に
は
入
れ
な

い
。


治

療
計

画
、

支
払
い
に
つ
い
て
､
家
族
等
の
承
諾
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。


受

診
意

欲
に

個
人
差
が
あ
る
。
通
院
に
は
家
族
の
協
力
が
必
要
な
た
め
、
通
院
に
制
限
が
か
か
る
。


説

明
が

難
し

い
。
家
族
も
高
齢
の
こ
と
が
多
い
。

【
具

体
的

事
例

】


1．

口
腔

内
リ

ス
ク
に
関
す
る
問
題
：
認
知
症
の
人
は
､
口
腔
内
の
痛
み
や
不
都
合
を
訴
え
る
能
力
が
症
状
の
進
行
と

と
も

に
失
わ

れ
て
い
く
た
め
、
義
歯
や
金
属
冠
と
い
っ
た
人
工
物
、
あ
る
い
は
残
存
す
る
歯
が
､
時
と
し
て
医
療
事
故

の
直

接
的
な

原
因
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
脱
落
寸
前
の
歯
（
窒
息
の
リ
ス
ク
）、

破
損
し
た
入
れ
歯
（
誤
飲
・

食
道

粘
膜
裂

傷
の
リ
ス
ク
）
、
歯
の
鋭
縁
に
よ
る
舌
の
裂
傷
（
出
血
）
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
粘
膜
の
咬
傷
（
潰
瘍
）

な
ど

は
、

発
見

が
遅
れ
る
と
重
大
な
医
療
事
故
に
も
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
、
入
院
す
る
ま
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず

に
放

置
さ

れ
た

状
態
で
あ
る
場
合
も
多
い
。
全
国
的
に
も
歯
や
入
れ
歯
の
異
物
誤
飲
・
誤
嚥
の
事
故
が
日
常
生
活
の

中
で

起
こ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
特
に
病
院
で
の
事
故
発
生
頻
度
が
最
も
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

2．
誤
嚥
・

窒
息

事
故

に
関

す
る

問
題
：
早
食
い
、
詰
め
込
み
食
べ
と
い
っ
た
食
行
動
の
変
化
に
よ
る
誤
嚥
・
窒
息
事
故
に
も
対

応
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か
ら
、
入
院
時
に
お
け
る
摂
食
嚥
下
機
能
や
食
行
動
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。

（
入

院
時
口

腔
内
診

査
）

3．
歯
科
治
療
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
：
向
精
神
薬
の
副
作
用
で
生
じ
る
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ

ス
キ

ネ
ジ

ア
（

口
腔

周
囲
・
舌
の
制
御
不
可
能
な
不
随
意
運
動
）
は
歯
科
治
療
時
に
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
こ

と
。

例
え

ば
、

不
意

の
く
い
し
ば
り
は
デ
ン
タ
ル
ミ
ラ
ー
を
破
損
さ
せ
、
舌
の
不
随
意
運
動
（
無
意
識
に
舌
を
突
き

出
す

・
左

右
に

動
か

す
）
は
、
タ
ー
ビ
ン
使
用
時
の
高
速
回
転
バ
ー
に
よ
る
舌
の
裂
傷
の
危
険
が
あ
る
。
ま
た
従
命

困
難

は
、
義

歯
の
製
作
過
程
（
印
象
・
咬
合
調
整
）
に
も
影
響
す
る
。
一
方
、
歯
科
診
療
室
内
で
の
転
倒
、
異
食
、
暴

力
行

為
に
関

す
る
リ

ス
ク
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の

1～
3
に
つ
い
て
､
入
院
中
に
お
け
る
合
併
症
の
発
症
や
関

連
す

る
医

療
事

故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
入
院
前
の
段
階
で
の
早
期
発
見
が
入
院
後
の
重
症
化
予
防
に
と
っ
て
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重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
デ
ィ
ス
キ
ネ
ジ
ア
が
出
現
す
る
患
者
の
歯
科

治
療

に
は
、

リ
ス

ク
を

回
避

で
き

る
高

度
な

治

療
技

術
が
求

め
ら
れ

、
新
人
の
歯
科
医
師
に
は
対
応
が
難
し
い
。

4．
歯
科

医
師
の

認
知

症
対

応
能
力

に
関
す

る
問
題
：

新
人

の
歯

科
医

師
､
歯

科
衛

生
士

に
お
い

て
は
､
認

知
症

の
病
態

を
理

解
し

た
上

で
､
ス

テ
ー

ジ
進

行
に

応
じ

た
歯

科

治
療

を
行

え
て

い
る

と
は
言
い
が
た
い
。
例
え
ば
、
誤
嚥
リ
ス
ク
の

高
い

高
齢
者

に
注

水
下

で
タ

ー
ビ

ン
を

長
時

間

使
用

す
る

、
認
知

症
の
人

に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
等
の
自
由
診
療
を
勧
め
る
､
口

を
開

け
て

く
れ

な
い
こ

と
に
腹

を
立
て

る
、

入
れ

歯
を
製

作
し
て

も
「
本
人
が
装
着
で
き
な
い
､
外
れ
る
、
食
べ

ら
れ
な

い
の

で
外

し
て

い
る

」
と

い
っ
た

、
歯

科

に
対

す
る
ク

レ
ー
ム

に
な
る
場
合
も
あ
る
。

5．
家
族
の
経
済
的
負
担

に
関

す
る
問

題
：
歯

科
治

療
開
始

前
に
は

必
ず

家
族

に
連

絡
し

て
、

患
者
の
歯
科
治
療
内
容
や
予
想
さ
れ
る
負
担
金

に
つ

い
て
の

同
意

を
得

る
こ

と
が

必
須

で
あ

る

が
、
家

族
に
よ

っ
て
は

経
済
的
な
負
担
増
を
理
由
に
治
療
に
同
意
し

な
い
場

合
も

あ
る

。
時
と

し
て
適

切
な
検

査
（

レ

ン
ト

ゲ
ン
な

ど
）
を
行
わ
ず
に
応
急
的
な
治
療
で
終
了
す
る
場
合
も

あ
る

。
6．

診
療

予
約
取

得
に
関

す
る

問
題
：
病

棟
に

お
け
る

日
常
業

務
、
例
え
ば

O
T

活
動
、
看
護
業
務
、
主
治
医

診
察
、

入
浴

な
ど

の
時

間
帯
に

配
慮
し

た
予
約

取
得

が
求

め
ら

れ
る

。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
、
あ
る
い

は
、

認
知

症
周

辺
症

状
に

よ
る

迷
惑

行
為

へ
の

対

応
と

し
て

、
一

般
の

歯
科
外
来
患
者
と
入
院
患
者
と
が
接
触
し
な

い
よ

う
に

予
約

の
時

間
枠

を
ず

ら
し

て
取

得
す

る

必
要

が
あ
る

。


ボ

ケ
て

い
て

大
人
し

い
患
者
は
ま
だ
い
い
方
で
、

BP
SD

ひ
ど
く
反
抗

的
で
､暴

言
・
暴

力
の

患
者
の

対
応
に

関
し
て

は
苦

慮
し

て
い

る
。
（

パ
ン
チ
や
ケ
リ
、
ツ
バ
が
飛
ん
で
く
る
）
ま

た
、

全
く
指

示
が

入
ら

な
い

患
者

も
苦

労
す

る
。

結
局

で
き
る

範
囲
で

治
療
す
る
し
か
な
い
と
思
う
。


処
置

の
際
、

唾
を
吐

い
た
り
手
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。


ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
等
自

己
管
理
が
で
き
な
い
の
で
、
口
腔
内
が
不
潔
で

､治
療

を
し

て
も

す
ぐ

再
発
す

る
。


ア

ポ
イ

ン
ト

忘
れ

る
ま

た
は
早
く
来
院
す
る
。
歯
科
的
治
療
の
ゴ

ー
ル

と
本

人
・

家
族

の
ゴ

ー
ル

が
違

う
こ

と
が

あ

る
。

K
rが

歯
磨

き
す
る

こ
と
を
忘
れ
る
。


以

前
、
口
腔

悪
性
腫

瘍
患
者
を
引
き
取
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
以

前
M

RO
N

J
患
者

で
入
院

が
必
要

と
思

わ
れ

た
が
、

大
学
病

院
、
総
合
病
院
が
依
頼
を
断
っ
た
。


意
思

疎
通
が

困
難
な

上
多
動
な
患
者
さ
ん
に
､義

歯
を
作
ら
な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
←
家

族
の
強

い
希
望

で
。
む

せ
が

強
く

、
う
が

い
の
回

数
が
多
く
な
る
。
痛
み
の
訴
え
が
､
二
転
三
転
す
る

。


一
緒

に
来
る

ご
家
族

も
認
知
症
の
ケ
ー
ス
。


家
族

の
許

可
な

し
に

義
歯
を
作
っ
た
り
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
連
絡

に
困

る
こ
と

が
多

い
。

主
治

医
が

い
て

入
院

中

の
場

合
は

主
治

医
に

お
願
い
す
る
が
、
入
院
中
に
義
歯
新
製
の
希

望
が

あ
る

と
入

院
中

に
終

わ
ら

な
か

っ
た

り
、

退

院
後

の
通

院
が

困
難

だ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
本
人
に
認
知
症
の

自
覚

が
な

い
場

合
、

何
度

も
同

じ
電

話
が

あ
っ

た

り
し

て
受
付

が
対
応

に
時
間
を
取
ら
れ
た
り
、
相
談
で
き
る
心
療
内

科
な

ど
が
少

な
い

こ
と

も
問
題

。（
認
知

症
気
味

で
本

人
に
自

覚
が
な

く
、
舌
痛
症
で
何
度
も
月
に
来
院
し
た
ケ
ー

ス
2
名
ほ

ど
い

ま
し

た
。

1
人

は
そ
の

後
徘
徊
→

転
倒

し
て
入

院
と
な

り
ま
し
た
）


家
族

の
理

解
が

な
い

、
家
族
は
簡
単
に
歯
科
治
療
が
で
き
る
と
考
え

て
い

る
。
拒

否
、

体
動

が
強

く
、

指
示

に
従

え

な
い

と
い

う
こ

と
が

、
ど
れ
だ
け
治
療
を
難
し
く
し
て
い
る
か
分

か
っ

て
い

な
い

。
認

知
症

に
な

っ
て

か
ら

家
族

の

介
入

が
入

る
よ

う
に

な
り
、
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
検
討
す
る
よ

う
に

な
る

が
、

そ
の

と
き

は
口

腔
内

状
況

は
崩

壊

し
て

い
る

こ
と

が
多

く
、
全
顎
で
要
治
療
歯
に
な
っ
て
い
る
。
認

知
症

を
罹

患
す

る
前

の
し

っ
か

り
し

た
イ

メ
ー

ジ

と
､
実
際

の
現
状

と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
家
族
が
理
解
し
て
い
な
い
。


歯
科

治
療

に
対

し
て

認
知
が
追
い
つ
か
ず
､
抵
抗
す
る
。
怒
る
。
暴
れ

る
。
噛
み

つ
こ

う
と

す
る

。
口

を
開

け
な

い
。

治
療

終
了

し
て

も
口

腔
ケ
ア
が
全
く
で
き
ず
に
､
す
ぐ
に
う
蝕
、
歯

周
病

の
再
発

が
予

見
さ

れ
る

。
歯

周
病

治
療

は
､

ド
ミ

ノ
倒
し

的
に
抜

歯
し
て
い
く
し
か
な
い
。


歯
科

治
療
の

必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。


歯
科

治
療

の
必

要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
た
め
、
義
歯
、
マ
ウ

ス
ピ

ー
ス
な

ど
の

可
撤

式
の

も
の

を
使

用
で

き

な
い

。


治

療
が

進
ま

な
い

。
（
患
者
の
症
状
に
合
わ
せ
て
い
る
と
､
歯
磨
き
し
か
で
き
な
い
日
も
あ
る
）
家
族
の
協
力
が
あ
っ

て
も

、
歯
磨

き
が
不

十
分
で
､口

腔
内
が
崩
壊
し
て
い
く
。
義
歯
の
紛
失
。


治

療
に

対
し

て
の

ご
家
族
の
希
望
が
高
い
場
合
、
例
え
ば
重
度
認
知
症
に
対
し
て
従
命
不
可
。
歯
科
治
療
の
認
識
が

得
ら

れ
ず
、
抑
制

を
必
要
と
す
る

K
rに

上
下
顎
総
義
歯
作
成
を
望
ま
れ
る
。
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
入
居
施

設
の

職
員
へ

の
治
療

の
限
界
に
つ
い
て
の
説
明
と
理
解
を
得
る
こ
と
。


治

療
後

の
注

意
事

項
な
ど
が
、
本
人
お
よ
び
家
族
に
説
明
し
て
も
本
人
は
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
家
族
が
注
意
し
て

い
て

も
家
族

が
対
応
し
き
れ
な
い
。（

目
を
は
な
し
た
ス
キ
な
ど
の
場
合
に
、
注
意
事
項
を
守
ら
ず
、
治
療
に
影
響
が

出
て

し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。


治

療
内

容
の

希
望
が
（
家
族
の
要
求
が
）
本
人
の
受
け
入
れ
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。（

口
腔
清
掃
が
や

っ
と

の
状
態

で
も

、
新
し
い
義
歯
や
ブ
リ
ッ
ジ
を
作
っ
て
ほ
し
い
等
）
指
示
が
通
ら
な
い
（
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
）

患
者

さ
ん

か
ら

、
暴
力
・
暴
言
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
タ
ル
へ
の
影
響
・
受
傷
等
、
日
常
茶
飯
事
の
ご
と
く
常

態
化

し
て

い
る

が
、
な
か
な
か
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
。
昨
年
衛
生
士
が
不
意
に
患
者
さ
ん
に
噛
ま
れ
受
傷
す
る
こ
と

が
2
回
あ

り
労
災

申
請
中
だ
が
、
後
に
労
基
署
か
ら
体
制
不
備
を
指
摘
さ
れ
た
。


治

療
方

針
立

案
時

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
選
定
。
治
療
計
画
の
説
明
、
病
状
の
説
明
に
対
す
る
理
解
度
。
本
人
の
意
思

決
定

、
同

意
能
力

。
治
療
中
周
術
期
管
理
（
術
後
せ
ん
妄
な
ど
）
、
術
後
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
参
加
能
力
。
退
院
後
の
療
養

先
の

選
定
な

ど
。


習

慣
性

顎
関

節
脱

臼
の
症
例
で
は
、
治
療
し
て
も
感
情
失
禁
な
ど
で
安
静
が
保
て
ず
、
良
好
な
治
療
成
績
が
得
ら
れ

な
い

。
ま
た

、
同
様
の
理
由
で
下
顎
骨
骨
折
の
術
後
の
顎
間
固
定
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。


重

度
に

進
行

し
た
認
知
症
患
者
（
他
科
入
院
中
）
の
場
合
、
協
力
を
得
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。（

外
来

通
院

の
方
は

軽
度
の
場
合
が
多
い
た
め
、
苦
渋
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
）


侵

襲
を

伴
う

治
療
が
必
要
で
あ
る
が
、
患
者
本
人
は
拒
否
し
て
い
る
と
き
､
た
と
え
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
と

し
て

も
悩
む

こ
と
が
あ
る
。
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
で
軟
菜
食
常
食
が
摂
取
で
き
そ
う
で
､
家
族
も
希
望
し
て
い
る
が
、

本
人

は
装
着

し
よ
う
と
し
な
い
時
。

M
CI

患
者
で
抜
歯
時
の
術
前
（
術
後
）
の
内
服
の
確
認
が
は
っ
き
り
し
な
い
時
。


寝

た
き

り
の

人
の
口

唇
巻
き
込
み
に
よ
り
、
歯
牙
が
あ
た
り
潰
瘍
を
形
成
す
る
な
ど
。


新

患
受

診
者

で
家

族
の
付
き
添
い
で
な
く
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
の
場
合
、
患
者
の
主
訴
が
い
ま
い
ち
不
明
な
こ
と
が
あ

る
。
治
療

中
に
こ

ち
ら
の
指
示
が
入
ら
な
く
て
､
口
を
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
治
療
の
完
治
ま
で
至
ら
ず
、
途

中
終

了
で
そ

の
後
未
来
院
と
な
る
。


診

療
に

来
ら

れ
た
と

き
に
機
嫌
の
悪
い
こ
と
も
多
く
、
治
療
で
き
な
か
っ
た
り
治
療
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
。

診
療

中
少
し

気
に
入

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
､急

に
治
療
に
非
協
力
的
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
治
療
内
容
の
説
明
を
し

て
同

意
を
も

ら
っ
て

い
て
も
、「

聞
い
て
な
い
」
と
不
機
嫌
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
し
て

は
、

患
者

の
ペ

ー
ス

に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
､
そ
の
と
き
に
な
ら
な
い
と
治
療
を
十
分
で
き
る
か
が
分
か
ら
な
い
。 


診

療
行

為
へ

の
拒

否
（
来
院
は
す
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
座
る
、
開
口
す
る
、
口
の
中
を
見
る
、
器
具
を
入
れ
る
、
義

歯
を

外
す
等

の
行
為

に
否
定
的
）
。
予
約
日
に
来
な
い
。
介
助
者
の
協
力
も
得
ら
れ
な
い
。
予
測
の
つ
か
な
い
行
動
も

あ
り

、
誤
嚥

の
リ
ス

ク
が
あ
る
。
提
供
し
た
治
療
が
本
人
の
利
益
に
な
る
結
果
か
分
か
ら
な
い
。


地

域
の

歯
科

医
院

で
「
認
知
症
の
人
は
診
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
院
か
ら
退
院
し
た
際
、
紹

介
先

が
な
く

特
に
訪
問
診
療
を
依
頼
し
に
く
く
､
受
診
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
義
歯
を
紛
失
あ
る

い
は

他
人
の

義
歯
を
入
れ
た
り
す
る
。「

こ
れ
は
自
分
の
で
は
な
い
」「

○○
さ
ん
に
取
ら
れ
た
」
な
ど
言
わ
れ
る
。
腕

を
つ

ね
ら
れ

た
り
等

す
る
。


痛

む
箇

所
な

ど
病
態
の
把
握
。


当

院
の

内
科

に
入

院
中
の
患
者
さ
ん
。
認
知
症
の
た
め
咀
嚼
が
で
き
な
く
な
り
、
食
事
の
量
が
減
っ
て
い
る
。
義
歯

を
紛

失
し
て

し
ま
う
。


当

院
は

9
割

以
上

が
入
院
状
態
の
患
者
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
診
療
処
置
を
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

使
用

薬
剤

に
よ

り
、

認
知
力
・
覚
醒
度
・
協
力
度
の
日
格
差
が
大
き
い
。
処
置
に
応
じ
て
妨
害
す
る
時
間
帯
を
変
え

87



る
必

要
が
あ

る
。


当
科

で
は

、
口

腔
外

科
関
連
の
治
療
（
抜
歯
、
小
手
術
、
有
病
者
治

療
、

口
腔
外

科
専

門
診

療
）

を
行

っ
て

い
る

た

め
、

一
般
歯

科
を
お

願
い
す
る
施
設
を
紹
介
す
る
の
に
難
交
渉
し
て

い
る
。


当
科

終
了
後

、
継

続
し
て
口
腔
管
理
を
行
っ
て
く
れ
る
歯
科
医
療
機

関
が
な

く
困

る
こ

と
が

あ
る
。（

当
院
は

二
次
医

療
機

関
の
た

め
継
続

管
理
は
困
難
）


理
解

で
き
て

い
る
か

不
明
（
う
な
ず
い
て
い
る
が
）
。
家
族
の
協
力

が
必
要

。
プ
ラ

ー
ク

コ
ン

ト
ロ
ー

ル
が
不

良
、
毎

回
多

量
に
つ

い
て
お

り
、
な
か
な
か
歯
肉
の
状
態
が
改
善
な
し
。


理
解

や
記
憶

が
困
難

な
場
合
、
治
療
介
入
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
痛
み

の
訴
え

が
日

に
よ

っ
て
違

う
こ
と

や
､
的

確

で
な

い
こ
と

が
あ
る

。


TB

Iが
難
し

く
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
の
実
践
も
意
思
疎
通
困
難
な
こ
と

が
あ
る

。
同

意
が

必
要

な
治
療

に
つ
い

て
は
､
事

前
に

家
族

な
ど

へ
確

認
を
要
す
る
。
義
歯
製
作
、
取
り
扱
い
が
困
難

な
こ

と
が
あ

る
（

き
ち

ん
と

指
示

通
り

で
き

な

い
こ

と
が
多

い
）
。

よ
く

義
歯
を
な
く
す
。
内
服
指
示
。


P
の
セ

ル
フ
ケ

ア
、

咬
合
採
得
な
ど
。


認

知
症

の
ご

夫
婦

の
み

で
お
住
ま
い
の
場
合
、
予
約
を
取
っ
て
も

忘
れ

て
来

院
で

き
な

い
た

め
、

カ
レ

ン
ダ

ー
に

記

入
し

て
も

ら
っ

た
り

し
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
治
療
終
了
し
て
も
不

具
合

（
義
歯

）
が

あ
り

と
予

約
を

取
り

来
院

す

る
が

、
チ

ェ
ア
ー

に
座
っ

て
確
認
す
る
と
､
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く

調
子
が

い
い

と
言

い
、
特

に
傷

も
な
く

研
磨

で
修

了
､
､､
を
繰

り
返
す

。


抜

歯
な

ど
観

血
的

な
処

置
を
行
う
に
あ
た
り
、
施
設
や
家
族
の
理

解
が

必
要

だ
が

、
な

か
な

か
フ

ォ
ロ

ー
し

て
も

ら

え
な

い
こ
と

が
多
い

。


費

用
（

保
険

診
療
や

物
品
）
の
話
や
会
計
な
ど
の
導
線
で
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な

る
こ

と
が

あ
る

。


付

き
添

い
の

方
が

患
者

情
報
を
持
っ
て
こ
な
い
と
き
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

看
護

師
、

家
族

、
上

記
そ

れ
ぞ

れ
で

経

験
が

あ
り
ま

す
。

【
そ

の
他

】


あ

え
て

言
う

な
ら
収

益
性
が
な
い
の
で
・
・
・
。
ど
う
に
か
し
て
ほ

し
い
で

す
。


医

科
で

未
治

療
だ
っ

た
と
き
、
家
族
に
ど
う
伝
え
た
ら
良
い
か
困
る

。


一

般
歯

科
治

療
は
当

院
で
は
行
っ
て
い
な
い
。


主

に
高

齢
結

核
患

者
で

、
全
身
・
口
腔
状
態
が
不
良
の
患
者
の
義

歯
対

応
や

粘
膜

事
象

の
対

応
が

多
く

、
全

身
状

態

は
主

治
医
・
病
棟

へ
の
コ

ン
サ
ル
ト
し
た
り
、
義
歯
関
連
は
ご
家
族
や
施

設
へ
連

絡
し

た
り

､､
､
診

療
に

加
え
て

情
報

の
共

有
や
説

明
に
労

力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。


軽

症
の

方
は

一
人
で

来
ら
れ
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
。


軽

度
の

患
者

が
一

人
で

受
診
す
る
こ
と
が
あ
る
。
基
本
歯
科
治
療

は
最

低
限

行
い

紹
介

と
な

る
の

だ
が

、
紹

介
先

を

見
つ

け
る
の

が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。


軽

度
の

認
知

症
で

十
分

で
は
な
い
に
し
ろ
意
思
が
示
せ
る
方
で
、

介
助

者
や

そ
の

他
の

方
と

意
見

が
食

い
違

う
こ

と

な
ど

が
あ
る

。


現

在
行

っ
て

い
る

治
療

内
容
、
今
後
の
治
療
方
針
を
再
三
説
明
し

て
も

覚
え

て
い

な
い

た
め

、
繰

り
返

し
問

い
合

わ

せ
の

電
話

が
診

療
時

間
内
に
か
か
っ
て
く
る
。
患
者
家
族
に
同
席
し

て
も

ら
う
よ

う
頼

ん
で

も
、

そ
れ

す
ら

忘
れ

て

し
ま

う
た
め

ら
ち
が

あ
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。


誤

嚥
性

肺
炎

と
な

り
、

入
れ
歯
使
用
管
理
が
困
難
に
な
る
。
肺
炎

治
療

時
、

回
復

後
、

嚥
下

状
況

の
判

断
に

苦
慮

す

る
。

歯
科

治
療

が
体

力
的
に
困
難
と
な
る
場
合
、
紹
介
（
施
設
を
含

む
）

し
て
も

返
書

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、

継
続

で

き
て

い
る
の

か
不
安

が
残
る
。


口

腔
外

科
疾

患
（
腫

瘍
等
）
の
治
療
は
受
け
入
れ
可
能
だ
が
、
一
般
歯

科
治

療
（

保
存

、
補

綴
）
は

人
的
、
時

間
的

に

不
能

で
あ

る
。

通
院

困
難
な
方
も
多
く
、
保
存
可
能
な
歯
で
あ
っ
て

も
、

疼
痛
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
目

的
に

抜
歯

を
選

択

せ
ざ

る
を
得

な
い
こ

と
も
多
々
あ
る
。


思

い
込

み
が

強
く
､
治
療
の
説
明
が
正
確
に
入
ら
な
い
。
医
療
者
に
対
し
て
の
暴
力
行
為
が
あ
る
。
診
療
行
為
に
対
し

て
協

力
が
得

ら
れ
に
く
い
。


施

設
で

の
訪

問
診
療
で
、
重
度
の
認
知
症
の
あ
る
方
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
や
治
療
が
困
難
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。


施

設
の

方
は

大
丈

夫
だ
が
、
在
宅
で
は
付
添
い
あ
り
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
急
に
来
院
さ
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が

あ
る
。

そ
の
と
き
に
、
あ
る
程
度
全
身
状
態
も
把
握
で
き
る
連
携
パ
ス
が
ほ
し
い
。


治

療
で

き
る

範
囲
で
の
治
療
を
施
行
し
て
い
る
。


治

療
の

適
応

判
断
。
病
棟
の
受
け
入
れ
。


治

療
の

必
要

性
を

説
明
し
て
も
、
入
所
施
設
の
た
め
ご
家
族
の
了
解
を
得
る
た
め
の
手
続
き
や
、
職
員
の
意
識
の
違

い
な

ど
に
よ

り
、
重

症
化
し
て
か
ら
の
受
診
と
な
る
こ
と
が
多
い
。（

認
知
症
の
方
は
同
法
人
内
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム

に
入

所
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
歯
科
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
）


治

療
の

付
添

い
が
家
人
以
外
の
場
合
、
家
人
に
伝
わ
り
き
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。


自

覚
症

状
の

聞
き
取
り
、
把
握
が
難
し
い
。


主

訴
が

不
明

の
こ
と
が
多
い
。
治
療
に
関
す
る
抵
抗
。
説
明
が
困
難
。


主

訴
が

毎
回

変
わ
る
。
説
明
の
理
解
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。


受

付
、

予
約

業
務
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。


進

行
口

腔
が

ん
治
療
お
よ
び
終
末
期
医
療
。


説

明
に

付
き

添
い

の
方
が
い
な
い
場
合
は
、
後
日
来
院
い
た
だ
く
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
来
院
し
づ

ら
く

な
っ
て

い
る
。


全

身
麻

酔
下

で
の
手
術
を
要
す
る
歯
科
疾
患
は
現
時
点
で
は
手
術
適
応
外
と
し
て
い
る
。


前

回
話

し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
こ
と
が
度
々
あ
る
。


同

じ
こ

と
を

何
度
も
言
っ
て
い
る
、
返
事
を
返
す
の
が
つ
ら
い
。


同

じ
こ

と
を

何
度
も
説
明
す
る
。
突
然
怒
っ
た
り
す
る
。


独

居
の

場
合

の
治
療

説
明
に
関
す
る
こ
と
。


訴

え
る

内
容

が
変
化

す
る
。
繰
り
返
し
説
明
が
必
要
な
と
き
が
あ
る
。


他

に
も

基
礎

疾
患
を

多
く
患
っ
て
い
る
。
付
添
い
の
人
も
老
人
で
説
明
が
大
変
。


対

応
可

能
な

処
置
が

限
ら
れ
る
。（

ご
家
族
、
施
設
了
承
の
元
）
近
く
に
紹
介
で
き
る
大
学
病
院
が
な
い
た
め
、
ま
た

患
者

さ
ん
が

遠
い
大

学
病
院
ま
で
通
う
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
当
院
で
で
き
る
こ
と
､で

き
る
対
応
に
限
ら
れ
て
し
ま

っ
て

い
る
。


退

院
時

に
診

療
情
報

提
供
書
を
記
載
し
、（

か
か
り
つ
け
）
歯
科
受
診
を
勧
め
て
い
る
が
、
心
身
、
社
会
的
背
景
に
よ

り
通

院
ま
た

は
在
宅

診
療
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
。


日

常
生

活
に

十
分
な
ケ
ア
を
行
え
な
い
こ
と
に
よ
る
、
治
療
効
果
の
軽
減
が
最
近
目
立
つ
。


入

院
の

際
の

病
棟
の
受
け
入
れ
体
制
。


認

知
症

の
方

と
家
族
の
間
が
､意

思
疎
通
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
治
療
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ

な
い

。
一

口
に

認
知
症
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
の
違
い
が
あ
る
。
初
期
と
思
わ
れ
る
方
、
重
度
の
方
、
表

示
の

目
安
が

あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

＜
歯

科
医

療
機

関
＞

【
治

療
時

の
困

難
：

イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
】


何

度
説

明
し

て
も
、
治
療
内
容
、
予
定
な
ど
、
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
協
力
を
得
づ
ら
い
。


説

明
が

一
進

一
退

と
な
り
、
診
療
が
な
か
な
か
予
定
通
り
に
進
ま
な
い
。
家
族
や
付
添
い
の
方
と
の
連
携
が
取
れ
な

い
と

進
め
ら

れ
な
い
。


説

明
し

た
内

容
が
し
っ
か
り
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
一
人
で
来
院
さ
れ
た
と
き
に
困
る
こ
と
が
あ
る
。


説

明
、

治
療

内
容
の
承
諾
が
取
れ
な
い
。
家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。


治

療
方

針
を

繰
り
返
し
説
明
す
る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
ラ
ポ
ー
ル
の
形
成
が
難
し
い
。
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
治

療
計

画
や

治
療
前

後
の
説
明
を
し
て
も
そ
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま

う
。


治

療
内

容
等

の
説
明
へ

の
理
解
が
困
難
（
他

7
件
）


説

明
に

対
す

る
理
解

が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
。
自
費
診
療
に
対
す
る

同
意
。


説

明
を

（
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
）
が
取
れ
て
い
る
の
か
確

認
が
取

れ
な

い
。


説

明
を

理
解

で
き
る

家
族
の
付
添
い
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な

い
と

き
は

、
治

療
内

容
を
把

握
で
き

な
い
上

、

当
院

で
は
予

約
制
で

す
が
予
約
日
以
外
の
日
に
来
院
し
て
き
ま
す
。


説

明
内

容
が

う
ま
く

伝
わ
ら
な
い
時
あ
り
。
外
来
診
療
で
次
回
来
院

日
等
の

伝
達

が
難

し
い

。


絶

対
数

が
少

な
い
た

め
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題
は
発
生
し

て
い
な

い
。


前

回
の

治
療

内
容
を

忘
れ
て
い
る
。
予
約
を
忘
れ
て
い
る
。


前

回
の

説
明

を
忘
れ

て
い
る
。
話
を
理
解
し
て
い
な
い
。


当
日

の
治

療
に

対
す

る
同
意
、
治
療
後
の
説
明
を
と
り
あ
え
ず
治
療

当
日

は
納
得

し
て

い
た

だ
か

な
い

と
い

け
な

い

の
で

、
言
い

方
・
方

法
に
苦
慮
し
て
い
る
。


同
じ

こ
と

を
繰

り
返

し
言
わ
れ
る
。
大
き
な
声
を
出
さ
れ
る
。
い
つ

で
も

来
院
さ

れ
た

が
る

。
治

療
に

対
し

て
の

同

意
を

取
り
に

く
い
。

予
約
が
で
き
な
い
な
ど
。


毎
回

、
前
回

と
同
じ

説
明
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
前
回
の
治
療
内

容
を
忘

れ
て

い
る

。
予

定
通
り

に
進
ま

な
い
。

【
治

療
時

の
困

難
：

指
示

の
理

解
】


意

思
疎

通
が

困
難
（

他
6
件
）


指

示
が

入
ら

な
い
（

他
4
件
）


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
困
難
。


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
取
り
に
く
い
。
開
口
保
持
が
難
し
い
。
口

腔
内
が

ひ
ど

い
状

態
の

人
が
多

い
。


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
に
時
間
が
か
か
る
。


「

診
療

を
受

け
た
こ

と
は
な
い
」
と
支
払
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

い
。


予

約
日

を
間

違
え
る

（
他

11
件
）


ア
ポ

イ
ン
ト

の
間
違

い
が
多
く
な
る
こ
と
。
義
歯
を
入
れ
て
い
な
い

か
ど
ち

ら
か

分
か

ら
な

い
こ
と

。


ア
ポ

を
間
違

え
る
。

前
に
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
､怒

る
。


予
約

時
間
、

義
歯
、

財
布
等
忘
れ
る
。


予
約

時
間

に
来

院
で

き
な
い
。
家
族
が
管
理
で
き
て
い
な
い
。
口
腔

内
の

汚
れ
が

改
善

で
き

な
い

。
説

明
し

て
も

理

解
で

き
な
い

。


予
約

時
間
を

忘
れ
て

無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
､
ア
ポ
な
し
来
院
。
抜

歯
す
る

こ
と

に
同

意
し

た
の
に

、
自

宅
に
帰

る

と
抜

き
た
く

な
い
と

言
い
出
す
。


予
約

時
間
を

忘
れ
る

。
説
明
内
容
も
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
､
書
面
に
控
え

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
口

を
開

け
る

、
咬

む

等
の

指
示
が

通
ら
な

い
。


予
約

日
、

予
約

時
間

を
認
知
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
必
要
以
上
に

待
た

せ
る
場

合
が

あ
っ

た
り

、
休

診
日

に
来

院

し
て

「
開
い

て
な
か

っ
た
」
と
若
干
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。


予
約

日
を

忘
れ

て
し

ま
う
。
治
療
内
容
を
理
解
で
き
な
い
。
支
払
い

予
約

等
に
時

間
が

か
か

る
、

も
し

く
は

自
分

で

は
で

き
な
い

。


ア
ポ

を
忘

れ
る

。
時

間
を
間
違
え
る
。
診
察
券
に
時
間
を
書
い
て
も

見
て

も
ら
え

な
い

。
一

緒
に

住
ん

で
い

る
人

に

協
力

を
得

ら
れ

れ
ば

ま
だ
い
い
が
、
協
力
を
得
ら
れ
な
い
、
ま
た

は
独

居
の

場
合

は
ど

う
し

よ
う

も
な

い
。

人
に

よ

っ
て

は
､
予

約
の

朝
に
電
話
を
し
て
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。


予
約

が
守
れ

な
い
。

医
師
、

D
H

か
ら
の
指
示
が
理
解
で
き
な
い
。


予
約

の
日

を
忘

れ
る

。
治
療
内
容
の
理
解
が
で
き
ず
、
大
き
な
声
で

叫
ん

だ
り
動

い
た

り
す

る
の

で
、

治
療

が
困

難

で
あ

る
。


予
約

や
治

療
な

ど
物

忘
れ
が
よ
く
あ
り
、
認
知
症
が
強
い
患
者
が
一

人
で

来
院
さ

れ
る

時
、

家
族

の
同

行
を

お
願

い

す
る

と
き
に

説
明
の

仕
方
に
困
る
。


予
約

を
忘
れ

た
り
間

違
え
た
り
す
る
。
義
歯
を
な
く
す
。
口
の
中
を

触
ら
せ

な
い

。
唾

を
か

け
る
。

罵
倒
す

る
。


予
約

を
忘

れ
て

し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
内
容
の
説

明
は

ご
家
族

に
対

し
て

行
っ

て
い

ま
す

が
、

ご

家
族

が
い
ら

っ
し
ゃ

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
困
り
ま
す
。


い
き

な
り
怒

り
だ
し

た
り
、
大
き
な
声
を
上
げ
た
り
す
る
と
､他

の
患
者

さ
ま
が

び
っ

く
り

す
る
。
い
つ

も
予
約

日
を

忘
れ

て
､
当

日
連

絡
を
取

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
費
用
の
話
を
し
て
も
聞

い
て
な

い
と

ト
ラ

ブ
ル
に

な
る
こ

と
も
あ

る
。

必
ず

付
添
い

者
を
お

願
い
し
て
い
る
。


い

く
ら

治
療

内
容
を

説
明
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
（
何
度
言
っ
て
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
）。

ユ
ニ
ッ
ト
に

座
っ

て
い
た

だ
く
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
長
い
時
間
の
開
口
が
困
難
。
す
ぐ
む
せ
ら
れ
る
。


お

一
人

で
来

ら
れ

る
方
は
ほ
ぼ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
守
ら
な
い
。
待
た
さ
れ
る
と
怒
る
。
気
に
な
る
こ
と
は
お
話
、
質
問

が
複

数
回
に

な
る
。


ご

自
分

で
理

解
で
き

な
い
人
は
､
付
添
い
の
方
に
説
明
す
る
。


ご

本
人

さ
ま

が
認

知
症
の
状
態
に
も
よ
る
が
、
歯
科
治
療
の
重
要
性
を
理
解
で
き
な
い
場
合
、
口
腔
ケ
ア
、
治
療
を

拒
否

さ
れ
る

場
合
が
一
番
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指
導
し
て
も
理
解
で
き
な
い
。
義
歯
の
着
脱
が
で
き
な
い
。
ト
イ
レ
等
の
施
設
を
汚
す
こ
と
が
あ
る
。


意

思
の

疎
通

が
で
き
な
い
。
症
状
を
把
握
で
き
な
い
。
何
度
も
同
じ
説
明
が
必
要
。


意

思
の

疎
通

が
で
き
な
い
。
前
回
の
会
話
や
指
導
内
容
を
覚
え
て
い
な
い
。（

治
療
方
針
含
む
）
口
腔
ケ
ア
や
治
療
に

対
し

て
拒
否

が
あ
る
。（

訪
問
に
て
、
口
が
開
か
な
い
､
手
が
出
る
等
）


意

思
の

疎
通

の
で
き
な
い
人
は
、
治
療
は
困
難
で
す
。


意

思
の

疎
通

を
欠

く
。
急
に
態
度
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
治
療
内
容
に
よ
り
治
療
不
能
な
こ
と
、
根
治
や
印
象
採

得
な

ど
。
認

知
度
に
よ
り
治
療
時
間
が
変
わ
る
。
付
添
い
が
必
要
な
と
き
も
あ
る
。


意

思
の

疎
通

を
取
り
づ
ら
い
。
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。


意

思
疎

通
が

困
難
で
開
口
指
示
に
従
え
な
い
な
ど
。


意

思
疎

通
が

困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
予
約
通
り
に
来
院
し
な
い
。


一

人
で

通
院

さ
れ
る
場
合
、
予
約
日
時
を
間
違
え
る
こ
と
が
多
い
。
日
に
よ
っ
て
治
療
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。


急

に
噛

ま
れ

る
こ
と

が
あ
る
。


急

に
怒

り
出

す
。
感
情
的
に
な
り
や
す
い
。


急

性
症

状
が

出
て

い
る
が
治
療
に
協
力
で
き
な
い
。
問
診
の
内
容
が
二
転
三
転
す
る
。
本
人
で
は
な
く
家
族
へ
の
対

応
に

苦
労
す

る
。


拒

否
と

暴
力

が
あ

る
と
せ
っ
か
く
訪
問
し
て
も
、
診
療
が
で
き
ず
に
帰
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
が
あ
る
。
そ
れ

と
診

療
に
時

間
が
か
か
る
。


協

力
が

得
ら

れ
な
い
こ
と
。


強

い
抵

抗
が

あ
る
の
で
、
抑
制
が
常
に
必
要
。


繰

り
返

し
質

問
し
て
く
る
こ
と
で
、
治
療
が
進
ま
な
い
。
ア
ポ
イ
ン
ト
と
っ
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。


継

続
し

た
治

療
が
中
断
し
て
し
ま
う
。


言

う
こ

と
の

理
解
が
で
き
な
い
。
口
を
開
か
な
い
と
き
が
あ
る
。


個

人
で

症
状

に
差

が
あ
る
の
で
説
明
が
難
し
い
。
理
解
で
き
る
こ
と
が
変
わ
る
。
進
行
し
て
い
る
か
難
し
い
。
日
に

よ
っ

て
違
う

。


口

を
な

か
な

か
開
け
て
く
れ
な
い
。（

疎
通
が
と
り
づ
ら
い
）
う
が
い
を
し
て
く
れ
な
い
。
チ
ェ
ア
ー
か
ら
帰
っ
て
く

れ
な

い
。
麻

酔
を
す
る
と
暴
れ
る
。


口

を
開

け
た

り
閉

じ
た
り
か
ん
だ
り
と
い
っ
た
指
示
が
は
い
り
に
く
い
。
今
何
を
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
た

め
。

常
に
威

嚇
的
で
あ
る
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。
噛
み
つ
い
た
り
攻
撃
的
な
人
は
困
難
。


口

を
開

け
て

く
れ
な
い
。
噛
ん
で
く
る
。


口

を
開

け
ら

れ
な
い
。
強
め
の
拒
否
。
診
療
、
治
療
、
口
腔
清
掃
が
難
し
い
。


指

示
が

通
ら

な
い
。
拒
否
が
多
い
。
易
怒
性
。


指

示
が

入
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
特
に
義
歯
の
咬
合
採
得
時
「
咬
ん
で
」
と
い
う
意
味
を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。


指

示
に

従
っ

て
く
れ
な
い
。（

な
だ
め
な
が
ら
行
う
の
に
時
間
が
か
か
る
）
口
を
開
い
て
く
れ
な
い
。
入
れ
歯
を
外
す

こ
と

を
嫌
が

る
。
う
が
い
が
で
き
な
く
飲
ん
で
し
ま
う
。


歯

科
治

療
は

治
療

を
進
め
る
の
に
口
を
開
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
、
咬
ん
で
も
ら
っ
た
り
も
し
て
も
ら
わ

な
い

と
い

け
な

い
、
指
示
が
通
ら
な
い
と
困
り
ま
す
。
治
療
の
流
れ
も
説
明
し
ま
す
が
、
次
回
来
院
時
に
忘
れ
て
し

ま
う

と
､
納

得
し

て
も
ら
う
た
め
に
何
度
も
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
。


歯

科
診

療
内

容
の
説

明
が
理
解
で
き
な
い
。
思
い
込
み
が
激
し
い
。
態
度
が
急
変
す
る
。


次

回
予

約
や

注
意
事

項
、
薬
の
説
明
な
ど
ど
れ
ほ
ど
通
じ
て
い
る
の
か
疑
問
。


治

療
の

状
況

を
説
明

し
て
も
､十

分
に
理
解
で
き
な
い
。
す
で
に
説
明
し
た
こ
と
も
認
識
が
な
い
。


治

療
の

説
明

に
対
す

る
理
解
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
治
療
の
内
容
が
ど
う
し
て
も
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

歯
周

治
療
に

お
け
る

継
続
的
な
管
理
が
困
難
。
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
治

療
の

内
容

、
予
約

日
時
の
理
解
が
で
き
な
い
。


治

療
の

理
解

を
促
し

て
も
、
次
回
治
療
時
同
じ
説
明
を
し
な
い
と
い

け
な
い

。


治

療
内

容
の

理
解
。

診
療
費
の
受
け
渡
し
や
ア
ポ
イ
ン
ト
。


治

療
内

容
を

お
話
し

し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
て
し

ま
い
何

度
も

同
じ

質
問
を

さ
れ
た

り
､
歯

科

以
外

の
話
を

さ
れ
る

。


治

療
内

容
を

な
か
な

か
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
。


治
療

内
容

を
説

明
す

る
際
、
付
添
い
の
方
が
都
度
変
わ
る
と
、
都
度

説
明

し
､理

解
し

て
も

ら
い

､
療

養
上

の
注

意
を

伝
え

る
必
要

が
あ
る

こ
と
。


治
療

内
容
を

理
解
で

き
な
い
。
聞
い
て
も
忘
れ
て
い
る
。


治
療

内
容
を

理
解
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
。
予
約
の
時
間
を
守
れ
な

い
。


治
療

や
診

療
に

抵
抗

す
る
人
の
対
応
に
苦
労
す
る
。
ど
う
し
て
も
歯

科
治

療
は
痛

み
を

伴
う

こ
と

が
多

い
の

で
、

理

解
を

得
る
の

が
大
変

で
あ
る
。


自
宅

で
実
施

す
べ
き

指
示
が
伝
わ
ら
な
い
。


主
訴

が
ど
こ

な
の
か

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。


主
訴

が
不

明
な

こ
と

が
多
い
。
治
療
経
過
が
不
明
（
症
状
が
改
善
さ

れ
て

い
る
か

分
か

ら
な

い
）
。

暴
れ

る
､
話

が
通

じ
な

い
な
ど

。


摂
食

嚥
下
訓

練
な
ど

の
際
、
こ
ち
ら
の
指
示
が
理
解
さ
れ
ず
ス
ム
ー

ズ
に
進

ま
な

い
。


全
く

治
療
に

な
ら
な

い
人
が
い
る
。


長
時

間
開
口

で
き
な

い
。
（
数
秒
が
限
界
）
治
療
時
軽
く
暴
れ
る
。


突
然

怒
り

出
す

。
説

明
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。
何
度
も
話
し
て
説

得
す

る
必
要

あ
り

。
治

療
に

協
力

す
る

態
度

が

な
い

と
き
は

危
な
い

。
希
望
さ
れ
る
こ
と
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
。
予

約
日
に

無
断

で
来

院
さ

れ
な
い

。


返
事

さ
れ
る

が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
時
間
・
日
付
が
守
れ
な
い
。


忘
れ

物
の
有

無
。
ア

ポ
イ
ン
ト
の
日
程
・
時
間
。


暴
言

・
暴
力

・
拒
否

・
興
奮
。
口
を
開
け
な
い
強
い
拒
否
。
治
療
中

に
手
指

を
噛

ま
れ

る
。


暴
力

や
暴
言

。
家
族

の
理
解
の
な
さ
。


本
人

一
人
で

来
院
さ

れ
た
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず

困
る
。

口
を

開
け

て
く

れ
な
い

場
合
に

困
る
。


毎
日

変
わ
る

状
態
。


理
解

・
協
力

が
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。


話
し

た
こ
と

が
伝
わ

ら
な
い
。
付
添
が
い
な
い
と
お
金
の
こ
と
で
ト

ラ
ブ
ル

に
な

る
こ

と
が

あ
る
。

【
治

療
時

の
困

難
：

義
歯

管
理

】


義

歯
の

紛
失

。
本
人

と
家
族
で
同
じ
こ
と
を
説
明
す
る
手
間
。
治
療

内
容
の

誤
解

。


義

歯
の

咬
合

採
得
時

に
な
か
な
か
咬
合
で
き
な
い
。
義
歯
の
裏
装
時

、
咬
合

を
し

て
く

れ
な

い
場
合

が
あ
る

。


義

歯
を

な
く

す
こ
と

が
多
い
。
同
じ
説
明
（
手
紙
等
）
が
必
要
。


義

歯
を

預
け

た
と
言

い
張
り
激
怒
さ
れ
た
。
→
実
際
は
家
に
あ
っ
た

。


義

歯
一

つ
作

製
す

る
に

も
､
毎
回
理
解
が
得
ら
れ
ず
､
一
つ
の
工
程
を

進
め
る
の

に
時

間
と

労
力

が
か

か
る

。
家

族
も

逃
避

の
姿
勢

が
見
ら

れ
る
と
き
は
よ
り
大
変
。


義

歯
作

製
時

、
咬
合

採
得
に
苦
労
し
ま
し
た
。


義

歯
新

製
造

後
の
紛

失
。


新

し
い

義
歯

を
紛
失

す
る
。
説
明
を
忘
れ
る
。


新

義
歯

作
製

時
の
咬

合
採
得
。


咬

み
合

わ
せ

を
見

た
く

て
も
「
咬
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示

が
伝

わ
ら

ず
、

咬
み

合
わ

せ
を

確
認

す
る

こ
と

が

で
き

な
い
。


咬

合
が

う
ま

く
取
れ

な
い
た
め
、

BT
､調

整
が
困
っ
て
い
る
。


咬

合
調

整
時

に
指
示

が
通
り
づ
ら
く
、
な
か
な
か
咬
ん
で
く
れ
な
い

。

【
歯

科
医

療
機

関
側

の
労

力
】


お

一
人

で
受

診
や
老

々
介
護
で
来
ら
れ
た
と
き
に
、
帰
る
前
に
家
族

の
方

に
電
話

連
絡

し
て

同
じ
説

明
を
し

て
い
る

。 


一
人

で
受

診
し

て
い

る
場
合
、
対
応
か
ら
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合

、
家

族
に
ど

の
よ

う
に

伝
え

て
良

い
か

分
か

ら

な
い

。
気

づ
い

て
い

な
い
場
合
（
遠
距
離
に
い
る
場
合
、
同
居
し
て

い
な

い
場
合

）
に

ど
う

対
応

し
て

良
い

か
判

断

に
困

る
。
家

族
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
連
絡
に
時
間
が
か
か
る
。


何

回
も

説
明

し
て
理

解
し
て
も
ら
う
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
ご
家
族
の

方
に
連

絡
し

て
､
治
療

内
容
を

説
明
し

た
り

も
し

て
い
る

。


何

度
も

同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
聞
か
れ
、
家
族
が
い
な
い
と
誤
解
多
い
。


何

度
も

同
じ

こ
と
を
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
。
突
然
切
れ
る
こ
と
が
あ
る
。


何

度
も

同
じ

話
を
す
る
。
治
療
を
理
解
し
な
い
。
ア
ポ
イ
ン
ト
を
忘
れ
、
違
う
回
に
来
院
す
る
。


時

間
と

労
力

が
か
か
り
す
ぎ
る
。


治

療
が

進
ま

な
い
と
き
が
あ
る
。


治

療
す

る
側

の
都

合
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
理
解
を
し
て
も
ら
っ
て
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
難
し
く
、

難
航

す
る
こ

と
が
多
い
。


治

療
に

か
か

る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
。
ご
家
族
へ
の
説
明
、
本
人
に
伝
え
る
こ
と
、
治
療
に
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
。

処
置
の

点
数
が
低
い
で
す
。


自

身
が

何
の

病
気
で
､ど

こ
の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
い
な
い
。
飲
ん
で
い
る
薬
を
い
つ
か
ら
始
め
た

か
､
い
つ

止
め
た

か
も
覚
え
て
い
な
い
の
で
、
確
認
に
時
間
が
か
か
る
。


集

中
が

な
い

と
き
は
､診

療
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
の
で
、
治
療
計
画
を
立
て
づ
ら
い
。
患
者
の

視
野

に
入
る

よ
う
に
正
面
か
ら
治
療
す
る
の
で
、
中
腰
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
体
の
負
担
が
大
き
い
。


診

療
に

時
間

が
か
か
る
。
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
困
難
（
拒
否
等
）。


多

く
の

認
知

症
の

方
は
同
時
に
体
の
機
能
も
衰
え
て
い
る
た
め
、
一
つ
一
つ
の
動
作
に
時
間
を
要
し
、
治
療
も
中
断

が
多

く
､
特

に
歯

科
治
療
は
口
腔
内
で
水
を
使
う
た
め
む
せ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
時
間
・
労
力
・
神
経
を
か
な
り
使

い
､
常
に

心
配
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。


認

知
症

で
も

軽
い

方
や
口
を
開
け
る
の
に
抵
抗
が
な
い
方
は
、
健
常
者
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
治
療
で
き
る
が
、
拒
否

が
あ

る
方
は

口
腔
ケ
ア
さ
え
バ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
な
い
と
で
き
な
い
た
め
､
二
人
が
か
り
に
な
る
。
日
常
の
口
腔
ケ
ア

は
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
た
め
､
歯
茎
部
か
ら
の
う
蝕
が
多
く
な
り
､
そ
の
う
ち
に
折
れ
る
が
､

ち
ゃ

ん
と
し

た
治
療
が
で
き
な
い
（
割
合
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
の
方
は
少
な
い
の
で
す
が
）
。


本

人
と

家
族

に
説
明
す
る
の
で
時
間
が
か
か
る
。
暴
れ
た
と
き
の
対
応
が
難
し
い
。

【
意

思
決

定
】


ご

本
人

、
ご

家
族

が
認
知
症
を
認
め
て
い
な
い
。
初
期
の
認
知
症
の
方
に
つ
い
て
､
対
応
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
付

添
い

の
方

に
治
療

承
諾
書

の
記
入
を

依
頼

し
た

い
が
､
成

人
し

た
本
人

以
外

の
承

諾
を

求
め

る
こ

と
が
失

礼
に

な
ら

な
い
か

等
）
一
人
暮
ら
し
（
身
寄
り
の
な
い
）
の
認
知
症
と
思
わ
れ
る
患
者
へ
の
対
応
等
。


意

思
の

確
認

。
治
療
の
ゴ
ー
ル
設
定
。
家
族
等
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
連
絡
。


意

思
の

確
認

が
困

難
。
家
族
の
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
本
人
の
訴
え
が
異
な
る
。
動
作
困
難
。
チ
ェ
ア
ー
で
の
治
療

困
難

。
水
平

位
は
無
理
。
術
後
の
指
示
が
通
ら
な
い
。


意

思
疎

通
。

同
意
。


合

意
形

成
が

難
し
い

。


自

分
の

希
望

を
的
確

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。


本

人
は

、
義

歯
（

入
れ
歯
）
は
必
要
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
家
族
の
意
思
で
義
歯
作
製
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
本

人
は

意
欲

も
な

い
の
で
作
製
に
必
要
な
処
置
に
対
し
て
協
力
的
に
な
ら
ず
、
術
者
も
本
人
も
つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ

と
が

よ
く
あ

る
。


来

院
す

る
ご

と
に

言
わ
れ
る
こ
と
が
異
な
る
。
説
明
を
理
解
で
き
て
い
る
か
不
安
。
前
回
の
説
明
、
治
療
内
容
を
覚

え
て

い
な
い

こ
と
が
多
い
。
家
族
へ
の
説
明
も
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
時
間
を
要
す
る
。

【
ご

家
族

等
の

介
護

者
の

サ
ポ
ー
ト
】


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の
有
無
で
か
な
り
変
わ
っ
て
く
る
。


ご

家
族

が
放

置
し
て

行
か
れ
る
の
で
迎
え
に
来
ら
れ
る
ま
で
話
せ
な
い
。
そ
の
た
め
状
況
が
分
か
ら
な
い
。


ご

家
族

の
理

解
・
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
義
歯
の
着
脱
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
清
掃
不
良
と
な
っ
た
り
､
新
義
歯

6
ヶ

月
以
内

に
義
歯
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
残
存
歯
の
多
い
場
合
も
清
掃
不
良
と
な
る
。


ま

ず
は

来
院

さ
せ

る
こ
と
が
困
難
で
す
。
家
族
の
協
力
が
得
に
く
い
で
す
。
通
院
が
困
難
な
患
者
に
は
送
迎
車
を
使

っ
て

い
ま
す

。


家

族
が

近
く

に
い
な

い
、
も
し
く
は
二
人
家
族
で
も
老
々
介
護
の
状
態
。
予
約
を
忘
れ
る
。


家

族
と

一
緒

に
来

院
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
予
約
等
が
あ
ま
り
す
ぐ
に
取
り
づ
ら
い
。
ま
た
当
日
診
療
が

で
き

な
い

こ
と

も
あ
る
。
時
間
ば
か
り
か
か
っ
て
点
数
に
な
ら
な
い
が
、
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い

る
。
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
家

族
と

連
携

が
取
れ

な
い
場
合
が
あ
る
。
予
約
し
て
も
忘
れ
て
し
ま

う
。
治

療
内

容
を

理
解

し
て
も

ら
え
な

い
。


家

族
の

付
添

い
が

な
い

と
治
療
方
針
等
が
伝
わ
ら
な
い
。
独
居
の

認
知

の
人

が
来

る
際

、
保

険
証

等
の

確
認

も
、

役

所
の

方
で
個

人
情
報

と
の
こ
と
で
教
え
て
も
ら
え
な
い
等
数
多
く
あ

り
。


家

族
の

方
も

診
療

が
終

わ
る
ま
で
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
介
護
タ

ク
シ

ー
に

乗
っ

て
い

た
だ

く
ま

で
、

こ
ち

ら
側

が

確
認

し
て
よ

う
や
く

終
了
と
な
る
の
で
､
か
な
り
の
時
間
が
必
要
と
な
る

。


家

族
へ

の
説

明
が
必

ず
必
要
。


家

族
へ

の
連

絡
。
単

身
者
の
場
合
の
確
認
。


家

族
や

施
設

の
職
員

と
の
連
携
、
情
報
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ

る
。


介

護
者

な
し

で
来
院

さ
れ
た
時
連
絡
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
積
極
的
に

家
族
が

関
わ

ろ
う

と
し
な

い
場
合

が
あ
る

。 


患
者

本
人

は
歯

科
治

療
を
な
ん
と
か
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
い
る

が
、

家
族
が

ス
ト

レ
ス

を
抱

え
そ

の
状

況
を

理

解
で

き
ず
、

本
人
の

不
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。


治
療

の
際
に

付
添
い

の
方
が
い
な
い
場
合
。


治
療

説
明

等
ご

家
族

と
一
緒
に
来
院
さ
れ
な
い
方
、
で
き
な
い
方
は

本
人

の
（
そ

の
と

き
の

）
周

り
の

患
者

さ
ん

た

ち
に

は
事

情
が

分
か

ら
な

い
た

め
､
ト
ラ

ブ
ル

に
な

っ
て

い
る

よ
う

な
や

り
と

り
に

な
っ

て
し

ま
う

と
こ

ろ
を

見
ら

れ
る

こ
と
。


本
人

の
回
答

で
本
当

に
進
め
て
い
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
例

)本
人

が
自

費
を

希
望
→
本

人
の
希

望
通
り

で
良
い

か
。


受
付

を
済

ま
せ

た
後

、
付
添
人
が
帰
宅
（
外
出
）
し
て
し
ま
う
場
合

、
が

あ
り
、

治
療

の
説

明
等

に
改

め
て

時
間

を

要
す

る
場
合

が
あ
る

。
一
切
を
歯
科
医
師
任
せ
と
し
て
い
る
。


生
活

習
慣

の
確

認
が

困
難
で
あ
る
。
家
族
や
周
囲
の
方
の
協
力
が
な

い
と

非
常
に

困
難

で
あ

る
。
（

歯
科

へ
の

通
院
、

治
療

、
予
約

、
指
導

内
容
の
実
践
）


全
く

話
が

通
じ

な
い

。
認
知
症
夫
婦
二
人
暮
ら
し
等
、
ケ
ー
ス
に
よ

っ
て

は
対
応

が
本

当
に

困
難

。
社

会
福

祉
協

議

会
に

相
談
し

て
も
、

本
人
の
承
諾
が
な
い
と
な
か
な
か
積
極
的
に
動

い
て
い

た
だ

け
な

い
。


認
知

症
の
患

者
さ
ま

の
家
族
が
非
協
力
の
場
合
。


認
知

症
家
族

へ
の
説

明
。
治
療
許
可
。


付
添

い
が
な

い
と
全

て
の
面
で
困
っ
て
し
ま
う
。


付
添

い
の
人

が
い
な

い
と
き
困
る
。
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う
。


付
添

い
の

人
と

来
る

方
は
い
い
の
だ
が
、
一
人
で
来
る
人
は
自
分
が

認
知

症
ら
し

い
意

識
が

な
い

た
め

、
主

訴
が

伝

わ
っ

て
こ
な

い
。
「

口
の

中
が
全
部
痛
い
」
「
入
れ
歯
は
い
ら
な
い

」
等

。


付
添

い
者
へ

の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
（
治
療
内
容
等
）
説
明
に
時
間

を
要
す

る
。

【
具

体
的

事
例

】


一

人
暮

ら
し

で
認
知

の
あ
る
方
、
抜
歯
な
ど
の
外
科
治
療
を
躊
躇
す

る
こ
と

が
あ

る
。


会

話
も

成
り

立
た

ず
､
拒
否
が
強
く
体
が
動
く
患
者
は
何
も
で
き
ま

せ
ん

。
患
者

家
族

の
要

望
に

も
応

え
ら

れ
ず

､無

力
感

が
あ
り

ま
す
。


開

口
指

示
に

従
え
ず

、
必

要
な
歯
科
治
療
を
実
施
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
暴
言

や
暴

力
が

あ
り
､
歯
科

治
療
の

際
に

危
険

を
伴

う
こ

と
が

あ
る
。
日
に
よ
っ
て
治
療
の
受
け
入
れ
に
ム
ラ

が
あ

り
、
拒

否
が

強
い

場
合

は
診

療
を

行
え

な

い
こ

と
が
あ

る
。
処

置
の

導
入
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
方
も
い

れ
ば

､そ
う

で
な
い

方
も
い

て
、
人

に
よ

っ
て

対
応

の
仕
方

を
柔
軟

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。


義

歯
な

ど
咬

合
採

得
時

正
し
く
咬
ん
で
い
た
だ
け
な
い
。
口
腔
機

能
低

下
症

の
各

種
検

査
が

正
し

く
行

え
な

い
。

家

人
な

ど
、

口
腔

ケ
ア

、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
介
助
な
ど
協
力
的
で
な
い

。
拒

否
が
強

く
､
開

口
保

持
が

困
難

で
､
治

療
が

行
え

な
い
方

が
い
る

。


口

腔
衛

生
管

理
が
困

難
で
あ
る
。
義
歯
作
製
時
の
指
示
が
入
ら
な
い
（

咬
合
採
得

な
ど
）
。
抵

抗
が

あ
る
こ

と
も
あ

る
。

付
添

い
が
必

ず
必
要

で
説
明
も
大
変
。


口

腔
衛

生
管

理
が
自

己
で
で
き
な
い
。


口

腔
衛

生
教

育
が
で

き
な
い
。
口
腔
内
が
い
つ
も
不
潔
で
あ
る
。


口

腔
清

掃
指

導
が
難

し
い
。


根

面
カ

リ
エ

ス
多
発

症
例
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
治

療
方
針

の
立

て
づ

ら
さ

。


細

か
い

充
填

処
置
や

根
管
治
療
な
ど
が
出
来
な
い


治

療
に

協
力

的
な
と

き
と
そ
う
で
な
い
と
き
が
あ
る
。
家
で
は
わ
が
ま
ま

を
通
し

ホ
ー

ム
ケ

ア
が
行

き
届
か

ず
、

1
ヶ

月
ご

と
に
医

院
に
て

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。


診

療
日

時
を

間
違
え
て
来
院
す
る
こ
と
が
あ
る
。
仮
封
を
す
ぐ
に
外
し
て
し
ま
う
。
入
れ
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
。


通

常
の

治
療

回
数
の

2～
3
倍
か
か
る
こ
と
が
あ
る
し
（
補
綴
（

Cr
、

Br
、
有
床
義
歯
）
、
途
中
で
治
療
を
あ
き
ら
め

ざ
る

を
得
な

い
こ
と
も
あ
る
。
治
療
を
安
全
確
実
に
､一

歩
ず
つ
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。


同

じ
話

を
繰

り
返

す
。
予
約
の
日
時
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
説
明
し
た
こ
と
を
忘
れ
る
。
家
族
等
へ
同
じ
説
明
を
す

る
必

要
が

あ
る

。
義
歯
を
壊
し
て
修
理
を
繰
り
返
す
の
で
、
食
事
時
し
か
義
歯
を
装
着
で
き
な
い
。
飼
い
犬
に
義
歯

を
与

え
犬

が
噛

ん
で
壊
す
た
め
、
何
度
も
修
理
を
繰
り
返
す
。
衛
生
観
念
の
喪
失
か
ら
、
口
腔
衛
生
不
良
と
な
る
。

意
思

疎
通

困
難

に
な
る
と
、
口
を
開
け
な
い
。
治
療
内
容
を
理
解
で
き
な
い
た
め
、
治
療
に
拒
否
が
出
る
な
ど
で
治

療
困

難
、
治

療
内
容
の
変
更
、
治
療
不
可
と
な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。


特

に
独

居
さ

れ
て

い
る
認
知
症
の
方
で
、
治
療
内
容
の
説
明
や
次
回
の
ア
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
な
ど
苦
慮
す
る
こ
と
が

多
い

。
書

面
で

手
渡
し
て
も
、
そ
れ
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
の
説
明
に
な
る
。
ま
た
、
軽

度
認

知
症
で

本
人
に
自
覚
が
な
い
場
合
の
対
応
が
悩
ま
し
い
と
き
が
あ
る
。


独

居
、
老

々
介
護

で
あ
る
場
合
が
多
い
。
日
常
同
居
し
て
い
な
い
親
族
が
付
添
っ
て
来
院
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
､
口

腔
ケ

ア
が
で

き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
歯
牙
の
破
損
→
義
歯
作
製
と
な
る
こ
と
が
多
く
そ
の
繰
り
返
し
に
な
る
。

義
歯

の
着
脱

を
30

分
以
上
指
導
し
て
も
で
き
な
い
。


独

居
の

場
合
（
家

族
が
遠
方
な
ど
）
､説

明
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
。
本
人
よ
り
も
家
族
と
の
意
思
疎
通
が
図
り
に
く

い
。
（
本

人
へ
の

説
明
も
含
め
て
）


訪

問
で

腫
脹

が
あ
り
排
膿
（
歯
肉
よ
り
）
が
あ
る
が
、

X-
ra

y
治
療
不
可
。
薬
の
飲
み
も
し
な
い
。
そ
の
と
き
に
内
科

の
先

生
に
話

し
て
も

、
注
射
等
が
で
き
な
い
こ
と
､
大
き
な
病
院
で
も
治
療
し
て
く
れ
な
い
。
※
他
の
科
、
ま
た
は
フ

ォ
ロ

ー
し
て

く
れ
る

病
院
が
な
い
こ
と
が
非
常
に
困
る
。


明

ら
か

に
ブ

ラ
ッ

シ
ン
グ
を
し
な
く
な
り
、
口
腔
内
の
う
蝕
、
歯
周
病
な
ど
が
急
速
に
進
行
し
て
し
ま
う
。
動
揺
歯

を
連

結
固
定

し
て
い
る
場
合
に
腫
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。


予

約
時

間
や

日
に

ち
を
間
違
え
て
し
ま
う
。
忘
れ
て
し
ま
う
。
治
療
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。
待
合
室
や
診
療
室
で

失
禁

等
し

て
し

ま
う
。
来
院
す
る
際
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
た
ど
り
着
け
な
い
。
義
歯
を
紛
失
す
る
、
上
下
組
み
合
わ

せ
が

分
か
ら

な
く
な
る
（
合
わ
な
い
も
の
を
入
れ
て
し
ま
う
）。

セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
な
い
。


予

約
日

時
に

つ
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
､
何
度
も
電
話
を
か
け
て
く
る
ケ
ー
ス
。
突
然
に
怒
り
出
す
ケ
ー
ス
。
衣
服
が

大
変

不
潔
で

、
悪
臭
が
あ
り
、
前
後
の
外
来
診
療
は
普
通
に
予
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。


例

え
ば

義
歯

製
作
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
、
こ
ち
ら
の
し
て
ほ
し
い
開
口
と
か
が
理
解
し
て
も
ら
え
ず
時
間
が
か
か
る
。

施
設

の
方

が
付

添
い
の

ケ
ー
ス

で
は
､
な

か
な

か
患

者
が

指
示

通
り
対

応
し
て
く

れ
な

い
こ

と
が

あ
り

時
間
が

か
か

る
。

【
そ

の
他

】


そ

れ
ぞ

れ
の

患
者
さ
ん
対
応
に
つ
い
て
答
え
な
い
と
、
こ
ち
ら
の
協
力
が
空
回
り
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

回
数

ば
か
り

か
か
っ
て
､
先
へ
進
ん
で
い
か
な
い
こ
。
義
歯
を
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。


支

払
っ

た
金

額
と

お
釣
り
と
間
違
っ
て
高
い
と
か
、

2
年
前
に
義
歯
を
作
っ
た
と
言
っ
て
い
て
、

2
ヶ
月
前
だ
っ
た

り
、

病
気
を

隠
し
た

り
､
他
の
医
院
で
し
た
治
療
を
当
医
院
だ
と
か
近
く
の
歯
科
医
院
と
間
違
え
て
入
っ
て
く
る
。


歯

科
治

療
し

て
も
自
力
で
歯
磨
き
で
き
ず
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ど
う
す
る
か
模
索
中
で
す
。


歯

科
治

療
と

し
て

で
は
な
い
が
、
診
療
報
酬
の
加
算
が
必
要
と
考
え
る
。
認
知
症
と
し
て
の
診
断
が
あ
る
の
か
な
い

の
か

分
か
ら

な
い
と
き
が
あ
る
。


処

方
し

た
薬

を
飲
み
間
違
え
て
し
ま
う
。


担

当
ケ

ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
必
要
な
医
療
が
提
供
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。


程

度
に

よ
っ

て
ば
ら
つ
き
が
多
く
、
治
療
困
難
な
場
合
も
あ
る
。


認

知
症

で
あ

る
か
グ
レ
ー
な
方
へ
の
対
応
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
の
確
認
方
法
が
悩
ま
し
い
。


認

知
症

に
よ

る
治

療
拒
否
に
よ
り
、
十
分
な
治
療
を
行
え
な
い
場
合
に
､
ご
家
族
と
の
希
望
に
差
違
が
生
じ
る
こ
と
。

ま
た

、
臼

歯
部

の
う
蝕
処
置
な
ど
、
切
削
が
必
要
で
も
危
険
と
判
断
し
行
え
な
い
場
合
、
ど
う
い
っ
た
対
応
を
す
べ

き
か

悩
む
。


認

知
症

の
程

度
に
よ
る
と
い
う
の
が
大
き
い
で
す
が
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。（

形

だ
け

し
た
こ

と
に
す
る
＝
前
に
し
て
あ
る
）


病

識
が

な
い

。
意
思
疎
通
が
難
。
開
口
し
て
く
れ
な
い
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
ご
家
族
の
理
解
や
協
力
が
必
要
と
な

る
。
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認
知
症

の
人

の
歯
科

治
療
に
対
応
で
き
な
い
場
合
の
対
応

＜
病

院
歯

科
＞

【
そ

の
他

の
紹

介
先

】


3
次

医
療
で

あ
る
市

民
病
院
な
ど
へ
紹
介


か

か
り

つ
け

歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
紹
介


か

か
り

つ
け

歯
科
医

院
で
の
対
応
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た

だ
く
。


在

宅
訪

問
歯

科
を
行

っ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
紹
介
。


近
隣

の
開
業

歯
科
医

と
個
別
に
相
談
し
て
い
る


障
害

者
を
専

門
に
し

て
い
る
近
く
の
歯
科
医
院
に
紹
介
し
て
い
る
。


上
司

や
歯
科

医
の
知

人
に
相
談
す
る


地
域

の
歯
科

医
師
会

の
担
当
者
、
他
の
病
院
歯
科
に
相
談
す
る
。


地

域
の

障
害

者
歯
科

診
療
所
に
相
談


近

隣
の

施
設

と
協
働

し
て
行
う
。


患

者
が

認
知

症
で
係

わ
る
か
か
り
つ
け
歯
科
の
医
療
機
関
と
相
談
す

る
。


口

腔
外

科
疾

患
以

外
の

一
般
歯
科
診
療
は
障
害
者
歯
科
や
高
齢
者

歯
科

等
の

専
門

外
来

を
持

つ
歯

科
大

学
に

依
頼

す

る
こ

と
も
あ

る
。


外

科
的

介
入

は
当
科

で
行
い
、
一
般
診
療
は
可
能
な
か
ぎ
り
開
業
医

に
依
頼

す
る

。


当

院
こ

こ
ろ

の
医
療

セ
ン
タ
ー

(精
神
科

)へ
対
応
を
相
談
す
る
。
全

身
麻

酔
科
で
治

療
を

行
う

。


当
科

が
紹
介

さ
れ
る

立
場
で
あ
る
が
、
患
者
背
景
に
よ
り
近
医
を
紹

介
す
る

症
例

も
あ

り
ま

す
。


当
科

で
は

基
本

的
に

紹
介
制
で
有
り
、
歯
科
治
療
対
応
で
な
い
場
合

、
か

か
り
つ

け
歯

科
に

一
度

戻
す

よ
う

に
し

て

い
る

。


当
科

は
入

院
中

の
み

の
対
応
の
た
め
、
緊
急
で
な
け
れ
ば
応
急
処
置

と
し

、
退
院

後
に

か
か

り
つ

け
の

歯
科

、
も

し

く
は

認
知
症

と
受
け

入
れ
て
く
れ
て
い
る
病
院
へ
紹
介
す
る
。


老
年

歯
科
医

学
会
の

認
定
／
専
門
医
等
の
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
。

【
自

院
で

対
応

】


す

べ
て

対
応

し
て
い

ま
す
。
（
他

1
件
）


で
き

る
限
り

の
こ
と

を
行
う
。（

他
14

件
）


一
応

現
在
は

対
応
で

き
て
い
る


何
と

し
て
も

自
設
で

行
っ
て
い
る
。


可
及

的
当
院

に
て
対

応
し
て
い
る
。


家
族

と
相
談

し
、
で

き
る
範
囲
内
で
診
療
を
行
う
。


家
族

様
等
の

意
見
も

聞
き
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
の
こ
と
を
す
る
。


患
者

の
状
態

に
応
じ

、
可
能
な
範
囲
で
可
及
的
に
処
置
を
進
め
る
。


基
幹

病
院
の

た
め
、

来
院
さ
れ
た
以
上
は
対
応
し
ま
す
。


基

本
的

に
可

能
な
範

囲
で
対
応
す
る
。


基

本
的

に
対

応
し
て

い
る
（
他

6
件
）


対

応
で

き
な

か
っ
た

こ
と
は
な
い
（
他

6
件
）


対

応
で

き
な

い
患
者

は
過
去
に
存
在
し
な
か
っ
た
。


対
応

で
き
な

い
理
由

に
よ
り
対
応
は
様
々
。
基
本
的
に
す
べ
て
対
応

す
る
。（

通
院

が
困

難
な

ど
は
近

医
に
紹

介
す
る

） 


最
終

受
け
入

れ
機
関

の
た
め
対
応
し
て
い
る
、
次
の
紹
介
先
は
な
い

（
他

1
件
）


当
院

が
紹
介

を
受
け

る
側
で
あ
る
。
（
他

2
件
）


時
間

が
か
か

っ
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。


自
分

の
で
き

る
範
囲

で
対
応
さ
せ
て
も
ら
い
、
家
族
に
説
明
さ
せ
て

頂
い
て

い
る

。


出
来

る
事
を

す
る
（

地
域
で
の
最
後
方
の
病
院
な
の
で
）


症

例
が

多
い

た
め
大

多
数
は
対
応
し
て
い
ま
す
。


上

記
で

言
う

と
こ
ろ

の
紹
介
先
と
な
る
た
め
何
と
か
す
る
。


精

神
科

主
治

医
や
家

族
と
相
談
し
可
能
な
範
囲
で
処
置
を
行
う
。


船

橋
市

さ
ざ

ん
か
診

療
所
へ
紹
介
し
ま
す
。


全

て
受

け
入

れ
て
い

る


他

所
が

断
っ

て
、

最
終
的
に
た
ど
り
着
い
た
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、
状
態
に
応
じ
た
治
療
内
容
を
家
族
の
人
に
説

明
し

て
治
療

に
入
る
。
不
意
の
動
作
対
応
で
歯
科
治
療
→
抑
制
下
で
の
治
療
→
定
期
的
な
口
腔
清
掃
の
み


対

応
が

困
難

な
の

は
ど
の
施
設
で
も
同
じ
だ
と
思
う
の
で
、
当
診
療
科
に
て
で
き
る
限
り
の
対
応
を
す
る
こ
と
に
な

ろ
う

か
と
思

い
ま
す
。


断

ら
な

い


口

腔
外

科
疾

患
は
断
ら
ず
応
需
し
ま
す
。


基

本
的

に
抑

制
や
処
置
前
の
充
分
な
説
明
等
、
状
態
に
合
わ
せ
て
対
応
は
し
て
い
ま
す
。


地

方
で

あ
る

の
で
他
院
に
通
院
不
可
の
方
が
多
く
、
意
地
で
も
対
応
す
る
。


当

院
歯

科
が

精
神
科
認
知
症
病
院
の
歯
科
な
の
で
、
個
々
で
対
応
で
き
な
い
と
き
は
全
麻
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


当

科
で

可
能

な
限

り
し
か
治
療
を
行
う
が
、
対
応
で
き
な
い
場
合
は
口
腔
衛
生
管
理
な
ど
に
切
り
替
え
て
サ
ポ
ー
ト

し
て

い
く
。


当

科
で

対
応

で
き
な
い
場
合
、
他
施
設
で
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
た
め
、
当
科
で
対
応
し
ま
す
。


当

科
で

対
応

困
難
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
対
応
困
難
な
の
で
仕
方
が
な
い
。


当

科
は

地
域

の
「
最
終
」
紹
介
施
設
な
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を

M
SW

と
共
に
探
っ
て
、
自
前
で
対
応
す
る

し
か

な
い
。


二

次
医

療
機

関
で
あ

り
、
基
本
的
に
は
対
応
す
る
。
（
他

1
件
）


入

院
中

の
患

者
メ
イ

ン
な
の
で
、
入
院
中
に
断
る
こ
と
は
な
い
で
す
。
転
院
時
は
転
院
先
に
レ
タ
ー
し
ま
す
。


認

知
症

が
あ

る
た

め
に
お
断
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
状
態
の
悪
化
な
ど
で
対
応
で
き
な
く
な
る
場
合
は

あ
り

ま
す
。


認

知
症

で
治

療
を
し

な
い
こ
と
は
な
い
。
治
療
が
不
可
の
場
合
は
あ
る
。


認

知
症

の
程

度
に
合

わ
せ
て
自
施
設
で
対
応
し
ま
す
。


認

知
症

を
理

由
に
断
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。


抑

制
な

ど
を

行
い
対
応
し
て
い
る
（
た
だ
し
抜
歯
等
の
外
科
処
置
の
み
）


例

え
ば

義
歯

作
製

が
難
し
く
て
も
、
現
状
の
口
腔
機
能
で
食
べ
て
い
く
た
め
の
食
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
し

て
い

る
。
基

本
的
に
は
断
る
事
は
な
い
。


P
処
の

み
等
で

き
る

こ
と
の
み
治
療
介
入
す
る
。

【
院

内
連

携
】


院

内
ケ

ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
相
談
す
る


院

内
コ

ン
サ

ル
テ
ー

シ
ョ
ン
、
か
か
り
つ
け
内
科
な
ど
対
診
し
地
域
連
携
と
る


院

内
の

し
か

る
べ
き
科


院

内
の

医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
す
る
。


院

内
の

他
科

と
連
携

を
取
る
。


院

内
の

内
科

や
N

SW
に
相
談
。


院

内
医

科
の

サ
ポ
ー

ト
を
つ
け
る
。


院

内
居

宅
担

当
に
相

談
し
て

1～
3
へ
。


院

内
神

経
内

科
等
に

対
診
、

2
次
的
に
対
応
を
行
う
。


院

内
他

科
と

連
携
し

対
処
す
る
。


院

内
他

科
と

連
携
す

る
。


当

院
の

認
知

症
専
門

部
署
に
相
談
（
精
神
科
、
心
療
内
科
へ
相
談
す
る
）
。


当

院
精

神
科

と
連
携

し
ま
す
。


当

院
精

神
科

に
共
診

を
依
頼
し
、
全
身
麻
酔
科
で
の
処
置
を
行
う
。


当

科
の

連
携

歯
科
医

院
へ
紹
介
す
る
。


当

病
院

が
精

神
病
院

で
あ
り
、
最
終
的
な
医
療
機
関
で
あ
り
、
院
内
医
師
と
連
携
し
す
べ
て
対
応
し
て
い
る
。


病

院
内

科
医

、
精

神
科
医
に
相
談
し
、
対
応
に
つ
い
て
相
談
し
、
そ
の
上
で
対
応
す
る
。（

当
病
院
に
は
神
経
内
科
医
、

精
神

科
医
が

い
ら
っ

し
ゃ
る
た
め
）


病

棟
生

活
医

と
連
携

し
対
応
す
る
。


法

人
内

の
施

設
の
患

者
様
が
多
い
の
で
、
法
人
内
で
あ
れ
ば
ま
ず
は
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ
等
相
談
。

【
多

職
種

連
携

】


ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
さ
ん
や
訪
看
さ
ん
に
訪
問
歯
科
導
入
の
相
談
を
す
る
。
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
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
に
介
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。


ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
を
介
入
さ
せ
て
治
療
す
る
。


診
察

す
る
必

要
が
あ

れ
ば
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
等
に
相
談
す
る
。


認
知

症
看
護

認
定
看

護
師
に
相
談
し
対
応
を
検
討
す
る
。


M

SW
と
相

談
す
る

。

【
地

域
連

携
】


地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
対
応
す
る

(治
療
含
む

)。


地
域

連
携
で

対
応


地
域

連
携
を

通
し
て

探
し
て
も
ら
う

【
医

科
に

相
談

】


患

者
さ

ん
や

ご
家
族

の
か
か
り
つ
け
医
科
へ
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
く

。


主

治
医

と
相

談
す
る

。


担

当
医

師
と

対
診
し

、
方
針
を
検
討
す
る
。


認

知
症

に
対

応
さ
れ

て
い
る
医
科
の
先
生
に
相
談
す
る
。


認
知

症
の
外

来
（
精

神
科
）
に
相
談
す
る
こ
と
も
あ
る
。


法
人

の
認
知

症
専
門

病
院
へ
相
談
し
主
治
医
の
指
示
を
仰
ぐ
。

【
ご

本
人

・
ご

家
族

と
相

談
】


ご

家
族

の
方

と
一
緒

に
受
診
し
て
頂
け
れ
ば
対
応
す
る
。


で
き

る
こ
と

と
で
き

な
い
こ
と
を
説
明
し
、
了
解
の
上
、
ど
う
す
る

か
き
め

る
。

中
断

も
あ

り
得
る

。


可
能

な
限
り

対
応
し

た
上
で
家
族
な
ど
と
相
談
。


家
族

、
付
き

添
い
の

方
と
相
談


家
族

な
ど
に

付
き
添

い
来
院
し
て
頂
く
。


家
族

の
意
向

を
尊
重

(本
人
に
決
定
能
力
が
な
け
れ
ば

)


後
見

人
に
説

明
し
て

断
る
。


付
き

添
い
の

方
が
い

れ
ば
、
説
明
し
、
で
き
る
範
囲
で
治
療
を
行
う

。

【
そ

の
他

】


大

学
病

院
な

の
で

受
け

入
れ
て
い
る
。
家
族
に
連
絡
す
る
。
症
例
に

応
じ

て
専
門

家
が

対
応

す
る

。
院

内
の

他
科

に

相
談

や
紹
介

す
る
。


16

歳
以

上
は
不

可


が

ん
ば

る


ど

う
し

よ
う

も
な

い
時

も
断
っ
た
こ
と
は
な
い
。
と
に
か
く
根
気

よ
く

対
応

す
る

の
み

で
あ

る
。

当
院

で
は

以
前

か

ら
ほ

ぼ
毎
日

、
外
来

入
院
の
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
を
行
っ
て
い

る
。


な

ぜ
対

応
で

き
な
い

か
に
よ
る


ま

が
り

な
り

に
も
可

及
的
に
対
応
し
て
い
る
。


ゆ

っ
く

り
時

間
を
か

け
、
関
係
性
を
構
築
す
る
。


医

科
に

戻
し

、
そ
ち

ら
で
判
断
を
求
め
ま
す
。


一

般
歯

科
治

療
は
な

く
、
抜
歯
な
ど
の
目
的
で
紹
介
患
者
の
み
対
応

し
て
い

ま
す

。


可

能
な

対
応

は
行
う

が
、
歯
科
治
療
が
多
く
必
要
な
ケ
ー
ス
の
対
応

が
難
し

い
。


可

能
な

範
囲

内
で
の

治
療
に
留
め
、
急
性
症
状
や
著
し
い

Q
O

L
低

下
が
生

じ
た

場
合

に
は

全
麻
下

で
の
治

療
を
検

討
。


緊

急
性

が
あ

る
と
き

は
大
学
病
院
、
慢
性
に
経
過
し
て
い
る
場
合
は
経

過
観

察
し

な
が

ら
投

薬
等
で

様
子
み

て
い
る

。 


高
齢

者
医

療
施

設
（

要
介
護
高
齢
者
の
療
養
型
医
療
施
設
）
の
た
め

、
自

施
設
で

看
護

し
、

介
護

員
と

相
談

し
な

が

ら
対

応
す
る

。


歯

科
治

療
は

当
院
で

は
抜
歯
の
み
な
の
で
、
一
般
歯
科
を
当
院
で
は

担
当
す

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど
な

い
。


自

施
設

で
治

療
し
在

宅
医
へ
返
送
す
る


状

態
に

も
よ

る
が
、

必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
全
麻
で
施
行
す
る
。


全

麻
下

の
歯

科
治
療

を
行
う
。


当

院
で

は
歯

科
治
療

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
口
腔
外
科
治
療
は
行

っ
て
お

り
ま

す
。


当

科
で

は
受

け
付
け

て
い
な
い
。


発

達
障

害
の

お
子
様

を
メ
イ
ン
に
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
依
頼

が
あ
れ

ば
、

ま
ず

は
診

察
さ
せ

て
頂
き

ま
す
。


病

院
歯

科
の

た
め

、
ご
入
院
中
の
対
応
と
な
り
紹
介
は
不
可
で
あ
る
。
よ
っ
て
何
度
か
声
掛
け
を
根
気
強
く
行
い
、

そ
れ

で
も
難

し
け
れ
ば
介
入
不
可
と
い
う
流
れ
に
な
る
。


不

明
(少

数
の
た

め
)


当

科
で

受
け

る
が
全
身
疾
患
と
の
関
係
で
医
科
対
応
困
難
な
場
合
は
断
る
。

＜
歯

科
医

療
機

関
＞

【
そ

の
他

の
紹

介
先

】


校

区
に

1
つ

あ
る

◯
◯
県
で
は
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
に
相
談


障

害
者

歯
科

【
自

院
で

対
応

】


当

院
で

対
応

す
る
（

他
1
件
）


で

き
る

限
り

の
こ
と
を
行
う
。（

他
11

件
）


で

き
る

範
囲

の
こ
と
を
家
族
に
説
明
し
て
治
療
を
行
い
、
で
き
な
い
こ
と
は
病
院
歯
科
に
紹
介
。


そ

の
人

の
状

況
に

応
じ
て
当
院
で
対
応
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
そ
の
結
果
を
本
人
ま
た
は
家
族
十
分
説
明
し
て
処

置
を

行
っ
て

い
く
。


頑

張
っ

て
治

療
す
る
。


往

診
に

て
対

応
（
他

3
件
）


時

間
や

日
数

を
よ
り
多
く
し
て
対
応
す
る
。


介

助
者

が
同

行
す
れ
ば
や
る


付

添
人

に
説

明
し
、
治
療
す
る
。
（
他

1
件
）


今

ま
で

認
知

症
と

い
う
こ
と
で
他
医
院
に
紹
介
し
た
こ
と
は
な
い
。
で
き
る
だ
け
自
医
院
で
対
応
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る

。


断

ら
な

い
。

診
療
室
で
の
問
題
行
動
が
激
し
い
場
合
は
往
診
で
対
応
す
る
。

【
多

職
種

連
携

】


ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
、
家
族
等
に
相
談
す
る
。
（
他

2
件
）


患

者
様

の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
相
談
す
る
。
家
族
同
席
で
支
援
し
て
頂
く
。


対

応
が

難
し

い
こ

と
を
話
し
て
、
自
宅
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
看
護
師
さ
ん
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
口
腔
ケ
ア
し
て
も

ら
う

よ
う
に

お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
地

域
連

携
】


地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
等
と
連
携
。


地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
。


地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
等
と
相
談


民

生
委

員
と


社

協
や

市
の

サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用
。


町

の
介

護
支

援
事
業

所
で
月

1
回
担
当
者
会
議
が
あ
り
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
ケ
ア
マ
ネ
・
ヘ
ル
パ
ー
・
保
健
師
等

で
協

議
す
る

こ
と
が

あ
る
。

【
医

科
に

相
談

】


主

治
医

に
状

態
を
把
握
す
る
た
め
問
い
正
す
こ
と
あ
り
、
本
人

(患
者

)に
よ
り
対
応
で
き
る
。


神

経
内

科
の

専
門
医
に
ま
ず
相
談
す
る
。

【
ご

本
人

・
ご

家
族

と
相

談
】


ご

家
族

、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
等
に
相
談
し
ま
す
。
そ
し
て
紹
介
先
を
決
め
ま
す
。
病
院
歯
科
か
大
学
病
院
に
。


ご

家
族
等
に

同
席
し

て
も
ら
う
。
（
他

3
件
）


ご

家
族

も
し

く
は
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
ら

CM
に
連
絡
を
取
る


家

族
に

相
談

（
他

1
件
）


家

族
に

相
談

し
、
自
治
体
等
支
援
相
談
を
紹
介
す
る


家

族
へ

可
能

な
限
り
、
認
知
症
対
応
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。


御

家
族

と
お

話
を
し
て
説
明
し
て
、
今
後
の
治
療
方
針
を
決
め
る
。


他

の
可

能
な

方
法
を
考
え
、
ご
家
族
・
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
相
談
し
、
別
で
で
き
る
処
置
を
探
す
。

【
そ

の
他

】


そ

の
よ

う
な

ケ
ー
ス
は
な
い
。（

他
1
件
）

93




や

れ
る

だ
け

や
っ
て

い
ま
す
が
、
タ
ー
ビ
ン
な
ど
使
用
時
危
険
な
と

き
は
無

理
に

。


断

っ
て

自
分

で
診
療

所
に
行
っ
て
も
ら
う
。
紹
介
し
た
ら
、
紹
介
さ

れ
た
方

に
嫌

が
ら

れ
る

。


近

く
の

病
院

歯
科
に

紹
介
す
る
が
、
し
っ
か
り
治
療
し
て
く
れ
な
い


ケ

ー
ス

に
よ

り
異
な

る


可

能
な

範
囲

で
対
応

し
、
難
し
い
と
き
に
は
説
明
を
家
族
に
行
う
。


担

当
の

方
に

連
絡
す

る


要

介
護

5
の

認
知

症
の
口
腔
管
理
の
み
行
っ
て
い
る
。

(2
0)

認
知

症
の
人

の
歯
科

治
療
に
対
応
で
き
な
い
場
合
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
望
ま
し
い
連
携
機
関

＜
病

院
歯

科
＞

【
受

け
入

れ
先

：
自

院
で

対
応
・
院
内
連
携
】


当

院
が

受
け

入
れ
る
側
な
の
で
問
が
？
院
内

SW
通
し
て
、
地
域
と
連
携
し
て
い
る
。


自

院
で

対
応

。
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
。
歯
科
で
連
携
し
て
も
意
味
が
な
い
。


こ

の
地

域
で

は
、

最
終
的
な
受
け
入
れ
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
と
か
か
り
つ
け
歯
科
医
が

連
携

し
て
早

期
に

1
歩
進
ん
だ
治
療
が
行
え
て
、
認
知
症
患
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
望
ま
し
い
口
腔
管
理
が
行

え
る

愚
考
し

て
お
り
ま
す
。


な

し
。

対
応

で
き
な
い
方
を
受
け
入
れ
ま
す
。


院

内
の

関
連

各
科
と
連
携
し
、
処
置
に
あ
た
る
。


基

本
的

に
当

院
で
す
べ
て
受
け
入
れ
る
。


基

本
的

に
入

院
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
病
院
内
で
対
応
す
る
。


自

院
で

可
能

な
限
り
対
応
す
る
。


自

科
が

最
終

医
療
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る

(地
域
に
お
い
て

)。


上
記

で
言
う

と
こ
ろ

の
紹
介
先
と
な
る
た
め
何
と
か
す
る
。


大

学
等

の
高

次
医
療

機
関
が
近
隣
に
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
当
院
で
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。


全

く
対

応
で

き
な
い

と
い
う
場
合
は
な
い
と
考
え
る
。
で
き
る
範
囲
で
自
院
で
対
応
す
る
。


当

院
が

受
け

入
れ
て

い
る


当

院
が

受
け

入
れ
施

設
で
す
の
で
、
今
ま
で
他
院
に
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。


当

院
で

受
け

入
れ
る

し
か
な
い
部
分
も
あ
る
（
大
学
病
院
で
あ
る
た
め
）
。


当

院
は

大
学

附
属
病
院
に
て
受
け
入
れ
先
と
な
る
。


当

科
か

ら
患

者
を
送

る
こ
と
は
な
い
の
で
返
答
は
難
し
い
で
す

.


当
科

が
近
隣

歯
科
か

ら
相
談
さ
れ
認
知
症
の
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
施
設
な
の
で
「
対
応
で
き
な
い
か
ら
他
に
紹
介
」

と
い

う
の
は

あ
り
ま

せ
ん
。
当
院
神
経
内
科
医
師
と
連
携
し
、
何
と
し
て
も
当
科
で
対
応
し
ま
す
。


当

科
が

受
け

入
れ
機

関
で
あ
る
。


当

科
で

対
応

し
ま
す

。


当

院
当

科
が

受
け
入

れ
先
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
院
で
困
難
で
あ
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
無
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


当

診
療

科
に

て
で
き

る
限
り
の
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。


病

院
歯

科
な

の
で
可

及
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。


本

学
、

他
診

療
科
（

医
科
）
と
の
医
療
連
携
を
行
い
、
適
切
に
安
心
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

高
次
医
療
機
関
・
病
院
歯
科
】


往

診
専

門
の

歯
科
病
院


も

し
ど

う
し

て
も

必
要
で
理
解
で
き
ず
に
治
療
で
き
な
い
と
し
た
ら
全
麻
で
の
対
応
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
高

次
医

療
機
関

に
頼
む
し
か
な
い
。


近

隣
で

受
け

入
れ
可
能
な
大
学
病
院
が
あ
る
。


歯

科
大

学
病

院
の
障
害
者
・
高
齢
者
歯
科
等
の
専
門
外
来
機
関


障

害
者

、
認

知
症

等
、
診
療
体
制
が
整
っ
て
い
る
病
院
。
口
腔
外
科
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
、
時
間
的
制
約
も
あ
り
一
般

歯
科

治
療
し

て
行
く
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。


精

神
科

病
院

に
併

設
歯
科
に
て
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
当
院
（
同
一

法
人

）
は
精

神
科
病
院
歯
科
と
連
携
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
治
療
が
行
え
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。


静

脈
内

鎮
静

法
な

ど
が
行
え
る
大
学
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
と
の
連
携
。
そ
の
他
は
可
能
な
限
り
と
当
科
で
対
応
し

た
い

。


当

院
で

難
し

い
場
合

は
○
○
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
、
或
い
は
〇
〇
大
学
高
齢
者
歯
科
等
と
連
携
。


二

次
救

急
医

療
機
関
の
口
腔
外
科
と
し
て
対
応
で
き
な
い
も
の
は
、
三
次
救
急
医
療
機
関
に
紹
介
す
る
。


日

赤
な

ど


認

知
症

治
療

を
行
っ
て
い
る
病
院
（
大
学
含
む
）
の
病
院
歯
科


病

院
に

よ
り

患
者

層
が
違
い
ま
す
の
で
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
一
次
、
二
次
救
急
医
療
機
関
で
病
床
数
も
少

な
い

病
院
歯

科
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
対
応
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

か
か
り
つ
け
歯
科

医
療
機
関
等

】


か

か
り

つ
け

の
歯
科
医
院
の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
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
か

か
り

つ
け

歯
科

医
院

な
ど
対
応
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た

だ
く

な
ど
、

研
修

で
き

る
と

よ
い

。
当

科
が

一

般
歯

科
の
対

応
が
不

可
で
あ
る
の
で
、
歯
科
医
院
へ
紹
介
せ
ざ
る
を

え
な
い

。


一

般
歯

科
治

療
で

あ
れ

ば
、
近
隣
の
歯
科
診
療
所
が
受
け
入
れ
る

べ
き

。
病

院
歯

科
で

あ
っ

て
も

、
一

般
治

療
の

場

合
は

、
充
分

に
時
間

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
。


患
者

さ
ん
の

ご
地
元

で
受
け
入
れ
可
能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
る

。


患
者

様
が
通

い
や
す

い
場
所
に
あ
り
、
認
知
症
の
方
の
対
応
が
で
き

、
ご
家

族
に

連
絡

し
や

す
い
歯

科
医
院


近
隣

で
の
対

応
可
能

な
歯
科
医
院
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。


近
隣

で
受
け

入
れ
可

能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
る

。


近
隣

で
受
け

入
れ
可

能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。


近
隣

に
、
〇

〇
歯
科

診
療
所
を
い
う
、
対
応
可
能
な
施
設
が
あ
り
ま

す
。


近
隣

の
一
般

開
業
医

の
先
生
で
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。


近
隣

の
歯
科

診
療
所


在
宅

で
対
応

可
能
な

医
院
で
対
応
頂
く


在
宅

を
中
心

に
行
う

ク
リ
ニ
ッ
ク


在
宅

患
者
と

施
設
利

用
者
に
関
わ
ら
ず
、
訪
問
を
含
め
た
可
能
な
か

ぎ
り

の
口
腔

ケ
ア

実
施

と
一
般

歯
科
へ

の
依
頼

。 


地
域

の
歯

科
医

師
会

を
窓
口
に
対
応
で
き
る
歯
科
診
療
所
を
探
し
て

も
ら

う
事
く

ら
い

し
か

思
い

つ
か

な
い

。
な

に

せ
当

院
は

地
域

支
援

病
院
な
の
で
他
に
当
た
る
と
い
っ
て
も
限
界
が

あ
り

、
当
院

で
何

と
か

し
な

い
と

な
ら

な
い

た

め
で

す
。


地
域

歯
科
診

療
所
（
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
い
る
歯
科
医
師

)あ
る
い
は
訪

問
診
療
歯

科
医

師
。
昔

か
ら
か

か
っ
て

る
先

生
が

い
ら
っ

し
ゃ
れ

ば
そ
こ
で
み
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
安
心
さ
れ

て
い
る

よ
う

に
見

受
け

ま
す
）


認
知

症
ご

本
人

、
ご

家
族
（
付
き
添
い
の
方
）
が
通
院
し
や
す
い

近
隣

で
受

け
入

れ
可

能
な

歯
科

診
療

所
や

医
療

機

関
が

あ
る
。


認
知

症
に
対

応
で
き

る
地
域
歯
科
診
療
所


認
知

症
の
受

け
入
れ

可
能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
れ
ば
望
ま
し
い

。

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

訪
問
診
療
を
行
う
歯
科
医
療
機
関
】


近

隣
で

の
訪

問
診
療

医
へ
の
紹
介


在

宅
や

施
設

へ
の
往

診
が
可
能
な
歯
科
医
院


施

設
入

所
な

ど
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
来
ら
れ
て
い
る
訪
問
歯
科
医
に
よ

る
保
存

的
な

歯
科

治
療

介
入
。


地

域
の

歯
科

医
師

会
へ

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
往
診
な
ど
が
可

能
な

か
か

り
つ

け
歯

科
を

ご
紹

介
さ

せ
て

い
た

だ

く
よ

う
に
病

診
連
携

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。


継

続
し

て
歯

科
治
療

が
必
要
な
場
合
、
在
宅
の
訪
問
歯
科
を
実
施
し

て
い
る

歯
科

医
院


補

綴
（

義
歯

等
）
に

も
対
応
で
き
る
訪
問
歯
科
。

【
受

け
入

れ
先

：
そ

の
他

】


〇

〇
県

歯
科

医
師
会

口
腔
セ
ン
タ
ー
○
○


障

害
者

歯
科


障

害
者

歯
科

が
良
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。


障

害
者

歯
科

を
専
門

に
す
る
歯
科
医
師


障

害
者

歯
科

を
専
門

に
扱
う
診
療
所
等
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。


歯

科
医

師
会

運
営
の

障
害
者
歯
科
治
療
施
設


地

域
の

障
害

者
歯
科

診
療
所
と
の
連
携


全

麻
が

必
要

な
場
合

は
、
そ
れ
が
可
能
な
医
療
機
関
に
紹
介
す
る
。


大

学
病

院
の

み
の

集
中

で
は
な
く
、
地
域
ご
と
に
分
散
し
て
施
設

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
一

カ
所

大
病

院
に

集

中
す

る
と
、

待
ち
時

間
や
予
約
が
す
ぐ
に
取
れ
な
い
こ
と
、
遠
方
ま

で
出
向

か
な

け
れ

ば
な

ど
の
問

題
が
あ

る
。


大

学
病

院
は

口
腔

外
科

メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、
忙
し
い
と
思

う
の

で
あ

ま
り

紹
介

し
て

も
負

担
に

な
る

の
か

な

と
思

う
の
で

、
認

知
症
に

特
化
し
た
診
療
所
や
訪
問
診
療
や
っ
て
る
と

こ
ろ

と
連

携
が

望
ま

し
い
と

思
い
ま

す
。（

老

年
歯

科
学
会

加
入
さ

れ
て
い
る
先
生
が
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

et
c）


大
学

病
院

や
高

次
医

療
機
関
で
も
歯
科
口
腔
外
科
で
は
外
科
的
な

こ
と

や
粘

膜
疾

患
な

ど
が

対
象

と
な

っ
て

い
て

、

単
な

る
歯
科

治
療
で

は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
た
め

、「
高

齢
者

歯
科

」
や
「
認

知
症
歯

科
外
来

」
の

よ
う

な
科
を

近
隣
に

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。


認

知
症

の
人

の
治
療

の
相
談
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
等
が
近
く
に
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。（

で
き
る
か
ぎ
り
病
院
歯
科

と
し

て
は
対

応
す
る

よ
う
に
し
た
い
た
め
）


認

知
症

専
門

病
院
、

施
設
、
担
当
す
る
訪
問
歯
科
と
連
携
（
移
送
可
能
で
あ
れ
ば
病
病
連
携
で
口
外
処
置
実
施
）


必

ず
し

も
急

性
期

医
療
の
病
院
で
は
障
害
者
を
含
め
た
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
施
設
と
し
て
適
切
な
こ
と
ば
か
り

で
は

な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
程
度
、
こ
の
よ
う
な
患
者
の
治
療
に
特
化
さ
れ
た
施
設
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。


訪

問
な

ど
が

よ
い
か

と
思
い
ま
す
。


訪

問
は

行
っ

て
い
な

い
た
め
、
歯
科
医
師
会
と
の
連
携
が
望
ま
し
い
。


老

年
歯

科
や

障
害

者
歯
科
な
ど
、
認
知
症
の
人
も
含
む
、
そ
れ
に
特
化
し
た
部
所
が
必
要
で
、
出
来
れ
ば
大
学
病
院

な
ど

で
は
な

く
、
身
近
な
地
域
の
歯
科
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
が
、
む
ず
か
し
い
と
も
思
う
。

【
体

制
・

仕
組

み
づ

く
り

】


近

隣
で

受
け

入
れ
可
能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
る
と
よ
い
。


歯

科
医

師
会

の
連
携
室
で
治
療
し
て
い
る
医
院
等
を
紹
介
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
よ
い
。


病

院
歯

科
や

一
般
歯
科
で
受
け
入
れ

O
K

の
情
報
開
示
を
。
受
け
入
れ
て
く
れ
て
も
、
家
族
が
連
れ
て
行
け
な
か
っ

た
り

、
介
護

タ
ク
シ
ー
問
題
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
近
く
で
対
応
。
こ
れ
が
一
番
重
要
で
す
。


訪

問
歯

科
診

療
を

お
こ
な
っ
て
い
る
歯
科
医
院
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
が
可
能
な
施
設
や
シ

ス
テ

ム
作
り

が
必
要
。


患

者
は

今
後

、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
国
策
と
し
て
専
門
医
療
機
関
を
設
置
す
る
。


（

精
神

科
等

）
医

科
と
直
接
連
携
し
や
す
い
病
院
（
歯
科
）
あ
る
い
は
診
療
所
が
望
ま
し
い
。
歯
科
診
療
特
別
対
応

連
携

加
算

の
施

設
基
準
で
、
イ
）
の
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
科
に
係
わ
る
施
設
基
準
適
合
す
る
も
の
と

し
て

届
け

出
た

医
療
機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
ロ
）
の
条
件
で
は
診
療
科
だ
け
で
な
く
病
院
歯
科
、
口
腔
保

健
セ

ン
タ
ー

も
当
加

算
の
該
当
と
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
先
を
増
や
す
、（

診
療
報
酬
的
に
も
）
受
け
入
れ
し
や

す
い

環
境
の

医
療
機
関
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。


機

関
と

の
連

携
の
周
知
と
認
知
症
予
備
軍
の
方
の
予
防
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「

歯
周
病
と
認
知
症
の
関
係
」
が

も
っ

と
広
く

認
知
さ
れ
、
精
神
科
の

D
rと

の
連
携
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
の
協
力
度
に
も
応
じ

て
「

治
療

し
な

い
」

の
選
択
と
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
認
知
度
の
程
度
に
応
じ
て
対
応
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
く
る
た

め
、

ど
う

対
処

す
れ

ば
良
い
か
の
レ
ク
チ
ャ
ー
等
も
、
歯
科
医
療
従
事
者
向
け
に
し
て
頂
け
る
と
勉
強
に
な
り
ま
す

し
、

多
く
の

歯
科
医

師
も
対
応
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。


高

次
医

療
機

関
が
認
知
症
の
歯
科
治
療
に
適
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
腔
外
科
疾
患
の
治
療
で
あ
れ
ば
、

全
身

麻
酔

や
鎮

静
法
を
利
用
し
て
可
能
で
す
が
、
全
体
的
に
口
腔
を
管
理
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

む
し

ろ
病
院

か
ら
地
域
の
診
療
所
に
多
く
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
用
が
あ
り
ま
す
。


高

次
医

療
機

関
や

大
学
病
院
な
ど
も
、
結
局
通
院
困
難
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
地
域
歯
科
医
院
が

認
知

症
の

患
者

へ
の
対
応
力
を
向
上
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
。
ま
た
在
宅
医
療
を
行
う
医
療
機
関
や
地
域
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
訪
問
歯
科
診
療
を
行
っ
て
く

れ
る

歯
科

医
院

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
と
感
じ
る
。
当
院
は
精
神
科
病
院
な
の
で
、
か
な
り
重
度
の
認
知
症
の
方
も

お
ら

れ
る

が
、

歯
科
治
療
上
の
問
題
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
歯
科
を
受
診
し
な
い
ま
ま
口
腔
内
が
放
置
さ
れ
悪
化
し
て

い
く

の
を
、

も
っ
と
地
域
で
早
期
発
見
で
き
る
仕
組
み
作
り
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。


高

齢
者

専
用

の
歯
科
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
望
み
ま
す
。


受

け
入

れ
可

能
な
医

療
機
関
が
わ
か
る
と
あ
り
が
た
い
。


全

国
一

律
の

制
度

は
困
る
。
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
も
専
門
は
ま
ち
ま
ち
で
、
歯
学
部
の
な
い
府
県
に
お
い
て
は
、

歯
科

医
師
会

立
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
は
重
要
な

2
次
期
間
保
険
医
療
圏
ご
と
に
市
町
村

+歯
科
医
師
会
運
営
の
医
科

歯
科

連
携
機

関
が
必

要
と
思
う
。


当

病
院

の
よ

う
な

総
合
病
院
の
歯
科
口
腔
科
で
は
、
埋
伏
歯
、
外
傷
、
口
腔
癌
な
ど
の
口
腔
外
科
疾
患
を
中
心
に
治

療
を

行
っ

て
お

り
、
歯
科
治
療
は
入
院
患
者
の
応
急
的
な
処
置
の
み
で
す
。
歯
科
治
療
を
行
う
人
員
的
余
裕
や
技
術

は
あ

ま
り

あ
り

ま
せ
ん
。
認
知
症
患
者
の
歯
性
感
染
症
や
外
傷
な
ど
に
は
認
知
症
で
な
い
人
と
区
別
す
る
こ
と
な
い

よ
う

に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
の
程
度
も
様
々
あ
り
、
拒
否
が
強
い
場
合
に
保
存
療
法
が
困
難
で
抜
歯
と
な

る
よ

う
な

場
合

は
、
総
合
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科
で
対
応
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
通
常
の
歯
科
治
療
が
で
き
な
い
、

行
い

に
く

い
と

い
う
理
由
で
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科
へ
、
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
り
、
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。
治
療

内
容

は
、
歯
科

治
療
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
歯
科
医
が
（
歯
科
医
師
会
を
中
心
に
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
）
、
手
間

や
時

間
を

か
け

て
治
療
を
行
う
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
な
い
と
病
院
歯
科
口
腔
科
や
大
学
病
院
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
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な
い

と
思

い
ま

す
。

認
知
症
の
人
の
歯
科
治
療
を
特
殊
化
せ
ず
、
歯

科
医

や
歯
科

医
師

会
が

取
り

組
む

べ
き

だ
と

考

え
ま

す
。


当
施

設
は

要
介

護
高

齢
者
の
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
り
、
基
本
的
に

認
知

症
が
理

由
で

他
機

関
に

紹
介

す
る

事
は

な

い
。

大
学

病
院

で
あ

っ
て
も
、
そ
の
治
療
分
野
（
専
門
診
療
科
）

だ
け

で
は

な
く

、
高

齢
者

や
認

知
症

患
者

に
対

応

で
き

る
診

療
科

に
紹

介
で
き
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
意
味
は
な
い
と

考
え

て
い

る
。

そ
う

い
う

意
味

で
、

認
知

症
を

含

め
た

要
介
護

高
齢
者

を
専
門
と
す
る
診
療
科
の
充
実
が
必
要
と
考
え

る
。

【
そ

の
他

】


大

学
病

院
は

、
認

知
症

の
人
の
治
療
よ
り
も
も
っ
と
先
進
的
な
高
度

な
治

療
に
力

を
注

ぐ
べ

き
で

あ
る

。
認

知
症

の

人
に

は
、

歯
科

治
療

よ
り
も
継
続
的
に
み
て
、
早
め
に
治
療
す
る
必

要
以

上
に
は

し
な

い
と

い
う

ス
タ

イ
ル

で
あ

れ

ば
、

大
き
な

機
関
と

の
連
携
も
不
要
か
と
思
い
ま
す
。


い
ず

れ
も
内

科
か
、

精
神
科
な
ど
総
合
的
に
対
応
可
能
な
施
設
で
な

い
と
、

受
け

入
れ

不
可

能
と
思

い
ま
す

。


ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

認
知
症
の
外
来
の
医
師
に
連
絡
す
る
。
歯
科
医

学
的

な
高
次

医
療

よ
り

は
、

か
か

り
つ

け
機

能

の
あ

る
歯

科
診

療
所

で
受
け
入
れ
る
整
備
に
注
力
す
る
為
、
患
者

の
生

活
を

守
る

介
入

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

認

知
症

で
歯

科
治

療
が

困
難
な
方
は
他
の
生
活
場
面
で
も
困
難
が
生

じ
て

お
り

総
合

的
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

が
本

人

の
利

益
に

つ
な

が
る

し
、
結
果
と
し
て
、
歯
科
診
療
所
で
適
切
な

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
に

も
貢

献
す

る
と

思
う

。

歯
科

で
発
見

の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
な
さ
れ
て
、
専
門
に
つ
な
ぐ
よ

う
な

連
携
。（

問
診

で
の

聞
き
取

り
、
未
受

診
な

ら
診

断
の
為

の
受
診

勧
奨
）


16

歳
以

下
の
障

害
児
の
患
者
様
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
さ
せ
て
頂

い
て
い

る
か

ら
。


16

歳
未

満
で
あ

れ
ば
対
応
し
ま
す


医
学

部
大
学

病
院
、

歯
学
部
大
学
病
院
は
当
地
区
に
は
な
い
た
め
。


う

ち
は

精
神

科
病

院
の

歯
科
で
、
毎
日
認
知
症
の
患
者
を
診
て
い

る
の

で
、

対
応

で
き

な
い

こ
と

は
今

ま
で

一
度

も

な
か

っ
た
。


こ

こ
の

辺
り

で
は

、
認

知
症
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

ほ
ぼ

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

口
腔

セ
ン

タ
ー

に

頼
む

こ
と
が

あ
る
の

は
麻
酔
の
専
門
医
が
い
た
り
、
笑
気
麻
酔
を
行

っ
て
い

た
り

、
一

般
歯

科
（

C
処

や
ギ
シ

な
ど
）

対
応

し
て

い
る

か
ら

…
と
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
又
、
訪
問
や
施
設

を
提

携
し
て

い
る

歯
科

医
師

が
対

応
し

て
い

る

の
か

な
と
思

い
ま
す

。


そ

も
そ

も
歯

科
治
療

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
流
動
食
で
良
い
と

考
え
ま

す
。


ど

こ
ま

で
治

療
す

る
か

、
あ
る
程
度
の
長
期
展
望
が
必
要
と
考
え

ま
す

。
ず

っ
と

通
院

は
で

き
ま

せ
ん

。
通

院
不

可

能
に

な
っ

た
時

を
想

定
し
て
、
口
腔
ケ
ア
を
中
心
に
往
診
も
対
応
し

て
く

れ
る
「

か
か

り
つ

け
歯

科
医

」
を

早
く

か

ら
作

っ
て

お
く

こ
と

が
最
も
大
事
と
思
い
ま
す
。
急
性
期
の
み
、
高

次
医

療
機
関

・
病

院
歯

科
、

歯
学

部
大

学
病

院

に
た

よ
る
形

。


ど

の
施

設
も

い
や
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
来
で
ネ
グ
レ
ク

ト
の

Pt
を
診

て
く

れ
な

い
と
ク

レ
ー
ム

な
っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
結
局
、
施
設
に
入
居
さ
れ
ま
し
た
。
口
腔

衛
生

状
態

が
悪

く
、

義
歯

洗
浄

や
口

腔
ケ

ア
に

時

間
を

取
ら

れ
、

義
歯

調
整
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

時
間

が
か

か
る

上
に

収
益

が
あ

り
ま

せ
ん

し

文
句

を
言
わ

れ
る
と

つ
ら
い
で
す
。


よ

く
わ

か
ら

な
い


観

血
的

処
置

以
外
は

受
け
て
い
な
い


近

く
に

受
け

入
れ
先

が
あ
る
と
ご
家
族
の
負
担
も
減
る
か
と
思
い
ま

す
。
安

心
で

き
る

か
と

思
い
ま

す
。


近

隣
の

か
か

り
つ
け

医
療
施
設
・
介
護
施
設
と
協
働
し
て
治
療
を
行

う
。


軽
症

者
は
各

医
院
で

対
応
。
中
～
重
症
者
は
、
全
麻
ま
た
は
鎮
静
下
で
歯

科
治
療

を
す

る
た

め
、
歯

科
麻

酔
の

D
rと

運
用

す
べ
き

（
堺
市

は
そ
う
し
て
い
る
）
。


現
在

の
所
、
認

知
症

で
困
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
コ
ン
サ
ル
ト
す
る

な
ら
ば

高
次

医
療

機
関

or
歯

科
医
師

会
と
な

る
。 


口

腔
外

科
は

、
歯

科
治

療
を
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
う

。
地

域
の
歯

科
医

院
で

受
け

入
れ

治
療

が
で

き

る
よ

う
対

応
力

を
あ

げ
て
ほ
し
い

。
医
科

は
認
知
症

だ
か
ら
、

と
か

障
害

児
だ

か
ら

と
か

で
”科

”が
分

か
れ

る
こ

と

は
な

い
。
歯

科
だ
け

が
患
者
を
断
っ
た
り
専
門
の
所
へ
紹
介
な
ど
し

て
お
り

お
か

し
い

と
い

わ
れ
て

い
る
。


口
腔

外
科
疾

患
で
あ

れ
ば
当
科
で
対
応
。


口
腔

外
科
的

疾
患
に

つ
い
て
は
当
科
で
対
応
。
保
存
、
補
綴
等
の
治

療
は
行

っ
て

い
な

い
の

で
解
答

で
き
ま

せ
ん
、


今
ま

で
こ
と

わ
っ
た

こ
と
が
な
い
で
す
。


歯
科

治
療

を
メ

イ
ン

に
し
た
場
合
、
口
腔
外
科
で
は
対
応
し
て
ま

せ
ん

。
病

院
、

大
学

病
院

で
も

歯
科

診
療

は
全

く

行
っ

て
い
な

い
と
こ

ろ
も
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す

。


歯

科
的

治
療

で
治

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
、
当
科
で
は
困
難
な
場
合
、
例
え
ば
口
腔
外
科
の
手
術
が
必

要
で

あ
っ

た
り

、
癌
等
の
疾
病
の
場
合
、
高
次
医
療
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
た
い
て
い
の
場
合
、
院
内

の
医

師
と
連

携
し
対
応
し
て
い
る
。
歯
科
医
師
は
非
常
勤

3
名
な
の
で
苦
労
は
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ア
ル

コ
ー

ル
・

薬
物

に
よ

る
精
神
病
の
〇
〇
県
の
最
終
病
院
で
あ
り
、
相
応
の
ア
ル
コ
ー
ル
性
認
知
症
の
患
者
も
多
い
状

況
で

あ
り
、

日
々
対

応
し
て
い
る
。
摂
食
嚥
下
機
能
療
法
に
も
対
応
し
て
い
る
。


受

け
入

れ
先

も
な
く

、
近
く
に
大
学
病
院
も
な
し
。


重

度
の

認
知

症
な

ら
ば
障
害
者
と
同
等
に
扱
え
ば
い
い
と
思
う
。
通
常
通
院
で
き
る
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
は
一
般
歯

科
で

も
対

応
す

べ
き
だ
と
思
う
。
何
で
も
か
ん
で
も
二
次
医
療
機
関
に
送
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
は
二
次
医
療
機

関
へ

の
負
担

が
重
く
な
り
す
ぎ
る
。


処

置
へ

の
協

力
が

困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
鎮
静
下
で
の
処
置
な
ど
歯
科
麻
酔
科
医
の
元
で
の
処
置
が
必
要
と
な

る
こ

と
が

今
後

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
た
め
歯
学
部
大
学
病
院
で
の
診
療
の
受
け
入
れ
窓
口
を
よ
り
広

く
設

け
る

べ
き

と
考
え
ま
す
。
当
院
は
、
二
次
医
療
機
関
内
の
口
腔
外
科
で
す
が
、
一
般
歯
科
治
療
の
受
け
入
れ
ま

で
は

出
来
な

い
た
め
負
担
の
分
担
が
必
要
と
思
い
ま
す
。


上

記
の

理
由

で
受
け
入
れ
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。


全

麻
下

手
術

を
要

す
る
疾
患
お
受
け
入
れ
先
に
つ
い
て
、
他
県
で
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
お
教
え
願
い
た

い
。


定

期
的

に
全

麻
又

は
セ
デ
ー
シ
ョ
ン
下
で
の
歯
科
治
療
が
行
え
る
。
日
帰
り
の
短
期
入
院
の
で
き
る
病
院
歯
科
（
全

身
管

理
の
面

で
も

)（
口
腔
外
科
で
な
い
）
。
う
ち
に
来
院
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
、
急
性
期
病
院
か
ら
入

院
期

間
の

関
係

で
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
形
の
方
や
、
急
性
期
で
重
度
の
認
知
症
の
た
め
、
退
院
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方

等
も
多

く
、
全
身
状
態
が
か
な
り
シ
ビ
ア
な
た
め
、
歯
科
だ
け
の
判
断
で
他
の
機
関
へ
紹
介
で
き
な
い
。
最
近
、

歯
科

治
療

を
行

わ
な
い
口
腔
外
科
の
歯
科
医
が
増
加
し
て
い
る
感
あ
り
、
急
性
期
で
歯
ロ
ス
ト
あ
っ
て
も
入
院
期
間

中
義

歯
を

装
着

し
て
お
ら
ず
、
装
着
で
き
な
く
な
っ
て
転
院
し
て
治
療
に
当
た
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
。
認

知
症

が
進
行

し
た
状
態
で
義
歯
の
受
容
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
に
。


当

院
は

特
別

養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
有
し
て
い
る
た
め
、
認
知
症
発
症
前
の
か
か
り
つ
け
歯
科
医
と
の
情
報
の
共
有
が

ス
ム

ー
ズ
に

出
来
る
よ
う
に
連
携
を
取
り
た
い
。


当

科
は

口
腔

外
科
診
療
の
み
で
、
一
般
歯
科
は
原
則
的
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。


入

所
施

設
や

訪
問
歯
科
に
相
談
し
て
み
る
。


認

知
症

だ
か

ら
と

い
っ
て
必
ず
し
も
高
次
医
療
機
関
な
ど
へ
の
紹
介
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し

ろ
そ

の
方

の
療

養
さ
れ
て
い
る
環
境
下
で
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
訪
問
歯
科
と
の
連
携
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

ま
た

通
院
可

能
な

AD
L

の
方
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も
地
域
で
受
け
入
れ
可
能
な
訪
問
歯
科
診

療
依

頼
先
が

あ
る
こ

と
は
重
要
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

で
あ

る
こ
と
が
理
由
で
歯
科
治
療
に
対
応
で
き
な
い
場
合
は
あ
り
ま
せ
ん
。


認

知
症

と
い

っ
て

も
人
に
よ
っ
て
程
度
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
軽
度
な
ら
か
か
り
つ
け
医
科
、
重
度
な
ら
対
応
可
能

な
施

設
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。


認

知
症

の
み

な
ら

ず
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
を
有
す
る
患
者
の
歯
科
診
療
を
専
門
的
に
受
け
入
れ
可
能
な
施
設
の

設
置

や
行

政
を

ま
き
こ
ん
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
現
状
で
は
県
内
に
認
知
症
患
者
受
け
入

れ
可

能
な
機

関
は
あ
り
ま
せ
ん
。


認

知
症

の
患

者
と

い
っ
て
も
程
度
が
あ
る
た
め
、
家
族
の
協
力
、
本
人
が
暴
れ
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
れ
ば
、
開
業

医
で

も
対

応
は

可
能
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
専
門
の
訓
練
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
及
び
設
備
が
あ
る
場
所
で

の
治

療
が

望
ま

し
い
と
考
え
る
。
当
院
で
は
軽
度
の
場
合
は
治
療
し
て
い
る
が
全
身
状
態
が
悪
い
、
開
口
保
持
が
困

難
で

治
療
時

に
予
期
せ
ぬ
動
き
を
す
る
な
ど
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
紹
介
し
て
い
る
。


認

知
症

の
人

を
医

療
機
関
に
連
れ
て
行
く
人
手
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
治
療
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
が

行
う

べ
き

と
考

え
ま
す
。
病
院
（
高
次
医
療
機
関
の
）
の
歯
科
口
腔
外
科
は
一
般
歯
科
治
療
を
行
う
よ
う
に
は
構
成

さ
れ

て
い
な

い
で
す
し
。


病

院
歯

科
と

地
域
診

療
所
と
の
双
方
向
的
な
連
携


病

院
歯

科
口

腔
科
に
て
一
般
歯
科
治
療
は
対
応
な
し
。
抜
歯
な
ど
の
紹
介
患
者
の
み
に
対
応
し
て
い
ま
す
。


法

テ
ラ

ス
。

は
じ

め
に
治
療
あ
り
き
で
は
な
く
、
治
療
を
し
な
い
と
オ
プ
シ
ョ
ン
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
見
地

か
ら

判
断

し
、

提
案
で
き
る
機
関
（
現
在
は
な
い
）
が
創
設
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
咬
む
こ
と
の
改
善

→
認

知
症
の

進
行
抑
制
と
思
わ
れ
が
ち
な
テ
ー
ゼ
を
改
め
て
疑
う
こ
と
も
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。


本

人
や

ご
家

族
の

負
担
を
考
え
る
と
市
町
村
を
越
え
た
歯
科
へ
の
受
診
は
頻
繁
に
は
行
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣
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の
歯

科
へ

の
受

診
や

訪
問
診
療
を
充
実
さ
せ
る
方
が
良
い
よ
う
に
感

じ
ま

す
。
歯

科
大

の
あ

る
大

学
病

院
で

あ
れ

ば

受
け

入
れ

し
て

く
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
歯
科
大
で
は
な
い
と
口
腔

外
科

の
先
生

方
し

か
お

ら
ず

、
基

本
的

に
口

腔

外
科

を
専
門

に
さ
れ

て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
の
か

正
直

不
安

で
す

。


離
島

の
為
、

受
け
皿

が
な
い
。
今
後
の
課
題
の

1
つ
と
思
う
。

＜
歯

科
医

療
機

関
＞

【
受

け
入

れ
先

：
自

院
で

対
応
】


依

頼
さ

れ
る

側
な
の

で
、
認
知
症
だ
か
ら
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。


外

来
で

気
に

な
る

様
子

が
見
ら
れ
た
ら
、
ま
ず
ご
家
族
の
連
絡
先

を
聞

き
、

で
き

れ
ば

家
の

様
子

を
確

認
し

対
応

を

検
討

す
る

。
独

居
の

場
合
、
ご
家
族
が
遠
方
の
場
合
は
す
で
に
他
の

サ
ー

ビ
ス
を

受
け

て
い

る
か

、
担

当
の

ケ
ア

マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
い

る
か

を
確
認
す
る
。
担
当
が
い
な
い
場
合
は
地
域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー

に
連

絡
し

、
今

後
の

対
応

を

相
談

す
る

。
今

の
と

こ
ろ

以
上

の
よ
う
な

対
応

を
し

て
い
る

(訪
問

診
療

に
移

行
す

る
場

合
も

あ
り

)の
で

他
院

に
依

頼
は

し
て
い

な
い
。


現

在
、

認
知

症
の
患

者
さ
ん
に
は
、
で
き
る
範
囲
で
対
応
し
て
診
療

し
て
ま

す
。


自

院
で

治
療

可
能

で
あ

り
、
重
症
患
者
の
場
合
は
近
隣
病
院
と
連

携
を

取
っ

て
い

る
の

で
差

し
当

た
っ

て
問

題
は

な

い
。

強
い
て

い
え
ば

紹
介
先
医
療
機
関
の
治
療
を
患
者
が
独
断
で
中

断
し
た

事
が

あ
っ

た
こ

と
が
あ

る
。


自

院
に

て
対

応
す
る


田

舎
な

の
で

自
院

で
な

る
べ
く
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
地
域
の

歯
科

医
院

が
連

携
を

と
っ

て
、

互
い

に
対

応
で

き

る
よ

う
に
す

る
こ
と

が
必
要
。


当

院
の

治
療

で
全
く

問
題
な
い
。


認

知
症

の
人

の
治
療

は
、
当
医
院
の
訪
問
歯
科
診
療
で
対
応
で
き
て

い
る
。

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

高
次
医
療
機
関
・
病
院
歯
科
】


○

○
大

学
障

害
者
歯

科
、
○
○
県
歯
科
医
師
会
障
害
者
歯
科
診
療
所

な
ど
に

紹
介

。


医

科
と

歯
科

、
介
護

職
員
な
ど
と
連
携
し
て
い
る
病
院
・
診
療
所


一

次
医

療
機

関
の

一
部

と
し
て
、
当
院
に
認
知
症
患
者
が
紹
介
さ

れ
て

く
る

。
近

く
に

◯
◯

大
◯

◯
ク

リ
ニ

ッ
ク

、

◯
◯

大
附
属

病
院
が

あ
る
た
め
困
る
こ
と
は
な
い
。


近
隣

に
障
害

者
歯
科

(大
学
か
ら
の
派
遣

)が
あ
る
。


幸
い

、
同
県

内
の
大

学
病
院
に
歯
学
部
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
紹
介
さ

せ
て
も

ら
っ

て
ま

す
。


○
○

市
民
病

院
(病

診
、
連
携
施
設
登
録

)、
○
○
病
院

(老
人
病
院

)。
地

域
医
療
の

た
め

、
長
期

開
業
し

て
い
る

と
病

診
連

携
が

必
然

的
に

生
じ
る
の
で
、
医
科
歯
科
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
で

あ
る

。
認
知

症
患

者
で

も
術

前
に

情
報

が
得

ら

れ
る

こ
と
が

多
い
。


神

経
内

科
と

口
腔
外

科
も
あ
る
総
合
病
院
や
大
学
病
院


精
神

科


精
神

科
と
歯

科
が
あ

る
病
院


設
立

の
理
念

か
ら
考

え
て
も
近
く
の
◯
◯
病
院
に
紹
介
す
る
の
が
良

い
と
伺

っ
て

い
る

。


同

じ
区

内
に

認
知

症
の

専
門
病
院
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
歯
科
を

併
設

し
て

も
ら

い
、

専
門

医
に

常
駐

し
て

い
た

だ

き
、

何
か
あ

れ
ば
相

談
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

か
か
り
つ
け
歯
科

医
療
機
関
等

】


1.
近
隣

に
受

け
る
診

療
所
が
あ
れ
ば
助
か
る
。

2.
遠
く
に
行
け
と
は
言

え
な

い
。


近

隣
で

受
け

入
れ
可

能
な
地
域
歯
科
診
療
所
が
あ
る

【
受

け
入

れ
先

：
近

隣
の

訪
問
診
療
を
行
う
歯
科
医
療
機
関
】


近

隣
で

受
け

入
れ
可

能
な
診
療
所
を
紹
介
す
る
。
訪
問
依
頼
も
で
き

る
。


通

院
の

危
険

を
考
え

、
訪
問
診
療
で
の
対
応
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。

【
受

け
入

れ
先

：
そ

の
他

】


あ

ま
り

近
隣

と
は

言
え

な
い
が
、
○
○
市
歯
科
医
師
会
の
休
日
、

障
害

者
診

療
を

兼
ね

た
と

こ
ろ

に
在

宅
歯

科
医

療

連
携

室
が
あ

る
の
で

、
重
度
の
認
知
症
患
者
は
そ
こ
で
診
て
も
ら
う

の
が
望

ま
し

い
。


ご

家
族

の
同

意
を

得
た

上
で
、
治
療
の
必
要
性
等
を
説
明
し
て
受

け
入

れ
て

く
れ

る
機

関
が

あ
る

と
ス

ム
ー

ズ
。

患

者
さ

ま
に

近
く

で
希

望
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
一
度
紹
介
し
て
も

す
ぐ

来
院
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
た

め
、

紹
介

す

る
の

も
難
し

い
場
合

が
あ
る
。


つ

き
そ

い
の

方
の
負

担
を
考
え
て
、
と
に
か
く
近
隣
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し

い
の

で
は

な
い

か
。


各

地
域

の
「

保
健
セ

ン
タ
ー
」
に
歯
科
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

(認
知
症
対
応
と
し
て

)。
運
営
は
公
費
を
財
源
と
す

る
か

…


近
隣

で
は
そ

の
よ
う
な
医
療
機
関
は
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
な
ど
と
の
地
域
連
携


県

の
障

害
者

医
療
セ
ン
タ
ー
、
歯
科
大
学
病
院
の
障
害
者
歯
科


高

齢
者

歯
科

、
障

害
者
歯
科
、
訪
問
歯
科
に
特
化
し
た
歯
科
医
院
に
対
応
を
お
願
い
す
る
。
認
知
症
の
方
は
通
院
す

る
に

し
て

も
、

ご
家
族
な
ど
介
護
者
の
付
添
い
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
意
味
で
も

訪
問

歯
科

へ
の

導
入
を
積
極
的
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。
訪
問
歯
科
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
歯
科
医
院

（
歯

科
医

師
）

で
あ
れ
ば
、
そ
の
経
験
か
ら
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
は
可
能
だ
と
個
人
的
に
は

思
っ

て
い
る

。


市

内
の

専
門

診
療
所


歯

科
医

師
会

の
先
生
に
紹
介
す
る


自

治
体

等
の

認
知

症
窓
口
を
通
じ
て
対
応
可
能
な
歯
科
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
す
機
関
が
他
の

職
種

(多
職

種
)と

を
つ
な
げ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。


受

け
入

れ
可

能
な

大
き
な
病
院
と
い
う
よ
り
、
受
け
入
れ
が
で
き
る
診
療
所
を
増
や
す
べ
き
。
対
応
が
難
し
い
と
い

う
よ

り
、
診

療
す
る
の
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た
め
、
や
ら
な
い
、
受
け
入
れ
な
い
診
療
所
が
多
す
ぎ
る
。


全

身
麻

酔
で

の
治
療
が
で
き
る
と
こ
ろ


地

域
包

括
セ

ン
タ
ー


地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー
と
相
談
す
る
が
、
歯
科
治
療
で
き
な
く
て
も
、
認
知
対
応
の
相
談
は
可
能
に
な
る
場
面
あ

り
。


地

元
の

歯
科

医
師
会
で
の
連
携


地

方
都

市
で

は
高

次
医
療
機
関
、
病
院
歯
科
等
は
な
い
の
で
、
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
に
歯
科
医
師
が
常
勤
に
口
腔
ケ

ア
に

つ
い
て

衛
生
士
と
と
も
に
治
療
を
行
う
。

【
体

制
・

仕
組

み
づ

く
り

】


こ

れ
か

ら
ま

す
ま

す
増
え
る
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
は
、
歯
科
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
こ
そ
医
科
歯
科
薬
、
介
護
、
看

護
全

体
で
診

療
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
専
門
病
院
や
専
門
施
設
が
必
須
と
思
わ
れ
る
。


専

門
の

医
療

機
関
の
設
置


専

門
の

施
設

が
あ
っ
て
も
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。


認

知
症

に
な

る
と

通
院
が

大
変

に
な
る
の

で
(回

数
や
場

所
も

含
め

)通
所
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど
で

訪
問

歯
科

を
受

け
入

れ
る
制

度
が
で

き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

の
治

療
や
精
神
疾
患
の
病
院
の
歯
科
を
充
実
さ
せ
、
そ
こ
に
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
が
理
想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合

病
院
の

歯
科
口
腔
外
科
で
も
認
知
症
を
入
院
で
き
な
い
病
院
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。


有

病
者

歯
科

や
高

齢
者
歯
科
に
く
く
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
歯
科
と
し
て
受
け
入
れ
る
機
関
が
ほ
し
い
。
口
腔
外

科
は

認
知
症

の
勉
強
や
経
験
が
豊
富
な
わ
け
で
は
な
い
。


認

知
症

患
者

の
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
情
報
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
る
病
院
、
診
療
所
が
あ
る
と

助
か

り
ま
す

。

【
そ

の
他

】


完

全
な

る
最

終
治

療
を
目
指
さ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
内
容
を
目
指
し
て
い
る
の
で
年
相
応
の
、
無
理
の
な
い
治
療

を
行

っ
て

い
る

。
治
療
に
限
界
あ
る
と
き
は
食
事
の
形
態
に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
優
先
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
認

知
症

を
理
由

に
外
部
と
連
携
す
る
こ
と
は
な
い
。


近

隣
に

歯
学

部
大
学
病
院
が
な
い


地

方
に

お
い

て
は

通
院
が
可
能
な
距
離
に
大
学
病
院
は
な
い
。
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
対
応
の
で
き
る
常
勤

医
が

い
な
い

。
以
上
よ
り
、
受
け
入
れ
先
は
な
い
も
の
と
困
っ
て
い
る
。


現

在
、

当
地

域
で
は
全
身
状
態
に
問
題
な
け
れ
ば
全
麻
下
で

C
の
治
療
が
可
能
で
す
。


自

分
で

外
に

出
て

受
診
で
き
る
人
に
関
し
て
は
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、
治
療
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
認
知
症

の
方

を
み
て

く
れ
る
歯
科
が
あ
っ
た
ら
、
活
用
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


重

度
の

方
は

精
神

科
と
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
歯
科
治
療
が
必
要
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
残
根

が
多

く
、
腫

れ
の
ひ
ど
い
方
な
ど
は
口
腔
外
科
に
依
頼
し
、
全
身
麻
酔
で

1～
2
回
で
残
根
全
て
抜
い
て
い
た
だ
い
た

こ
と

が
何
回

か
あ
り
ま
す
。
（
持
病
を
お
持
ち
で
、
訪
問
で
抜
歯
が
難
し
い
方
も
）


大

学
の

口
腔

外
科
は
本
来
の
役
割
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。


病

院
歯

科
や

口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
等
は
遠
く
に
あ
る
の
で
、
近
く
に
専
門
の
受
け
入
れ
施
設
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
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い
。


摂
食

嚥
下

訓
練
や

口
腔
ケ
ア
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
な
の
で
す

が
、

月
に

1～
4

回
し

か
当

院
で

は
見

れ
ま

せ

ん
。

嚥
下

機
能

検
査

は
病
院
で
し
た
け
ど
、
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
は

認
知

症
が
進

行
し

て
い

る
方

は
自

分
で

実
行

す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
が
、
食
事
量
が
落
ち
て

い
る

の
を
不

安
に

思
う

こ
と

が
多

い
で

す
。

摂

食
嚥

下
訓
練

が
、
日

常
的
に
で
き
る
よ
う
な
機
関
と
連
携
で
き
る
こ

と
が
望

ま
し

い
で

す
。


当

院
の

地
域

で
は
高

次
医
療
機
関
以
外
の
施
設
が
近
く
に
な
い
の
で

、「
望

ま
し

い
連

携
先

」
だ

け
で

考
え
れ

ば
第

1
に

歯
学

部
大

学
病
院

(い
ろ
い
ろ
な
歯
科
専
門
が
あ
る

)、
第

2
に
口

腔
保
健

セ
ン
タ

ー
(機

能
に
も

よ
る

)、
第

3
に
高

次
医

療
機
関

，
第

4
に
医
学
部
大
学
病
院
。


当

県
に

は
歯

学
部
が

な
い
。

(2
2)

受
け

入
れ
体

制
・
シ

ス
テ
ム
・
工
夫
等

【
設

備
・

環
境

等
】


ユ

ニ
ッ

ト
が

高
齢

者
で
も
座
り
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
を
診
て
い
る
先
生
方

も
多

く
、
相

談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。


診

療
器

具
な

ど
の

誤
嚥
や
突
発
的
な
体
動
に
対
し
て
対
応
す
る
。
例
）
小
器
具
に
は
全
て
フ
ロ
ス
を
結
び
着
け
て
お

く
（

ガ
ー

ゼ
類
に

も
）。

例
）
チ
ェ
ア
タ
イ
ム
が
短
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
べ
く
間
接
的
作
業
に
で
き
る
こ
と
は
置
き

換
え

る
。


当

科
で

は
①

リ
ス
ク
管
理
②
感
染
管
理
③
栄
養
管
理
の

3
つ
の
視
点
を
強
化
し
た
診
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま

す
。

1．
公

益
財

団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
認
定
第

PA
39

-4
号
、
主
た
る
機
能
：
精
神
科
病
院
（
認
定

4
回

目
）
。

2．
医
科

・
歯

科
の
情
報
共
有
（
電
子
カ
ル
テ
）
、
主
治
医
・
看
護
師
に
よ
る
歯
科
紹
介
状
シ
ス
テ
ム
。

3．
入

院
時

口
腔

内
診

査
シ
ス
テ
ム
（
主
治
医
に
よ
る
歯
科
へ
の
紹
介
）

4．
嚥
下
回
診
、
画
像
検
査
（

VF
,V

E）
（
岡
山
大

学
病

院
ス

ペ
シ

ャ
ル
ニ
ー
ズ
歯
科
セ
ン
タ
ー
、
医
療
支
援
治
療
部
の
非
常
勤
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
）
。

5．
病
棟
に

お
け

る
歯

科
衛

生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
。

6．
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
。
・
歯
科
診
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
摂
食
嚥
下
障
害
へ

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル
・
言
語
聴
覚
士
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
口
腔
機
能
低
下
症
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
歯
科
医
療
安
全
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル

・
感

染
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
非
常
勤
歯
科
医
師
向
け
の
歯
科
診
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
口
腔
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

7．
歯

科
ヒ

ア
リ

ハ
ッ
ト
・
医
療
事
故
検
討
委
員
会
の
開
催
。

8．
専
門
分
野
の
知
識
・
技
術
を
有
し
た
複
数
の
歯
科
医
師

に
よ

る
診

療
（

一
人
の
患
者
に
対
し
て
分
野
ご
と
に
専
門
の
歯
科
医
師
が
治
療
を
行
う
。
岡
山
大
学
病
院
ク
ラ
ウ
ン

ブ
リ

ッ
ジ

補
綴

科
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
歯
科
セ
ン
タ
ー
、
歯
周
科
、
医
療
支
援
治
療
部
の
非
常
勤
歯
科
医
師
が
在

籍
）
。

9．
日

本
老

年
歯
科
医
学
会
認
定
医
・
専
門
医
・
指
導
医
が
在
籍
。

10
．
日
本
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学

会
認

定
士

が
在

籍
。

11
．
院
内
の
会
議
、
委
員
会
へ
の
参
加
（
医
局
会
議
、
病
棟
会
議
、
教
育
委
員
会
、
広
報

委
員

会
、
病

院
感
染

防
止
対
策
委
員
会
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
、
栄
養
委
員
会
、
褥
瘡
委
員
会
）
。


当

科
は

当
医

療
圏
の
基
幹
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
歯
科
医
師
会
と
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。


当

科
医

員
の

多
く
が

､障
害
者
歯
科
学
会
、
老
年
歯
科
学
会
、
摂
食
嚥
下
リ
ハ
学
会
な
ど
専
門
性
を
持
っ
た
者
が
在
籍

し
て

い
る

。
ま

た
、
地
域
医
療
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
、
地
域
個
別
ケ
ア
会
議
に
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
協

力
体

制
を
構

築
し
て
い
る
。


予

約
時

に
十

分
な
お
時
間
が
取
れ
る
枠
で
の
診
療
体
制
と
す
る
こ
と
が
可
能
。
ご
本
人
を
含
み
､
ご
家
族
や
施
設
の
方

と
の

情
報
共

有
を
大
切
に
し
、
治
療
中
は
診
療
室
内
に
ご
家
族
が
入
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。


予

約
枠

（
時

間
）
と
ス
タ
ッ
フ
（
人
）
を
準
備
す
る
。
家
人
を
交
え
て
綿
密
な
話
し
合
い
を
す
る
。

【
医

療
従

事
者

の
研

修
等

】


ス

タ
ッ

フ
に

学
習
さ
せ
て
対
応
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
を
と
っ
て
対
応
す
る
。


ス

タ
ッ

フ
に

対
応

力
の
講
義
を
し
、
知
識
の
共
有
。
担
当
医
と
連
携
を
取
る
（
院
内
・
外
）
。
家
族
と
連
携
を
取
る
。 


ス

タ
ッ

フ
の

学
習
は

不
可
欠
。
個
室
の
使
用
。


ス

タ
ッ

フ
の

対
応
力
の
強
化
。


ス

タ
ッ

フ
の

対
応
力
を
促
す
。


ス

タ
ッ

フ
間

で
の
認
知
症
に
対
す
る
知
識
、
お
よ
び
対
応
力
の
向
上
。
認
知
症
患
者
似
合
わ
せ
て
の
予
約
の
調
整
。


ス

タ
ッ

フ
含

め
協
力
体
制
は
整
っ
て
い
る
。


ス

タ
ッ

フ
教

育
。


ス

タ
ッ

フ
全

員
で
研
修
会
に
参
加
す
る
。
院
内
で
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。
外
部
の
病
院
歯
科
に
見
学
に
行
く
。


医

局
員

の
認

知
症
対
応
力
の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
。
院
内
の
医
療
連
携
の
更
な
る
推
進
。


現

在
行

っ
て

い
る

対
応
の
継
続
と
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
認
知
対
応
の
経
験
を
生
か
す
。
困
難
な
場
合
の
他
病
院
と
の

連
携

構
築
。


口

腔
外

科
治

療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
衛
生
士
の
認
知
症
対
応
力
の
強
化
が
重
要
と
考
え
ま

す
。


歯

科
医

師
、

歯
科
衛
生
士
の
対
応
力
の
向
上
。
認
知
症
の
病
態
に
つ
い
て
の
研
修
。


歯

科
医

師
会

と
の

連
携
シ
ス
テ
ム
が
嚥
下
の
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
認
知
症
患
者
さ
ん
に
範
囲
を
拡
大
す
る

こ
と

で
､
協

力
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。


講

習
の

受
講

。
主
治
医
、
家
族
と
の
連
携
。


歯

科
医

師
会

の
認
知
症
対
応
向
上
研
修
を
受
講
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
す
。


診

療
に

携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
情
報
共
有
や
症
例
を
重
ね
て
、
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。


診

療
所

ス
タ

ッ
フ
に
認
知
症
の
知
識
、
対
応
の
共
有
。（

勉
強
会
な
ど
）
一
般
の
歯
科
医
院
と
の
連
携
の
構
築
。
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
数

名
の

ス
タ

ッ
フ

が
研

修
会
を
受
講
し
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
し

、
さ

ら
に
対

応
能

力
を

向
上

さ
せ

て
い

き
た

い

と
考

え
て
い

る
。


患

者
さ

ん
の

行
動

・
言

動
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
対
応
力
を
強
化

す
る

。
重

度
に

な
る

前
か

ら
口

腔
ケ

ア
を

受
け

入

れ
て

も
ら
え

る
よ
う

に
環
境
整
備
す
る
。


治

療
を

導
入

す
る
に

あ
た
り
、
対
人
援
助
論
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

る
。


対

応
法

の
熟

知
、
人

員
の
確
保
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
診
療
体
制
、
見
守

り
強
化

。


地

域
の

歯
科

医
院
と

の
連
携
体
制
の
構
築
。
勤
務
す
る
歯
科
医
師
の

教
育
。


認

知
症

に
対

し
て
の

学
び
の
機
会
を
増
や
す
。


認

知
症

の
対

応
力

は
県

内
で
最
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
院
内

外
、

特
に

歯
科

医
師

会
と

の
連

携
シ

ス
テ

ム
は

行

政
を

含
め
て

構
築
中

で
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。


認

知
症

の
有

無
に
か

か
わ
ら
ず
対
応
し
て
い
る
。
可
能
な
範
囲
で
良

と
し
て

い
る

。


認

知
症

へ
の

対
応
に

習
熟
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
受
け
入
れ
体

制
を
拡

大
し

て
い

く
。


認

知
症

へ
の

理
解
を

進
め
る
。


認

知
症

医
療

中
核
病

院
に
指
定
さ
れ
、
認
知
症
関
連
疾
患
セ
ン
タ
ー
も

開
設

さ
れ

て
い

る
の

で
､
院

内
研

修
な
ど

も
実

施
さ

れ
て
お

り
、
医

科
歯
科
ス
タ
ッ
フ
と
も
対
応
は
可
能
で
す
。


認

知
症

患
者

の
対
応

に
つ
い
て
勉
強
す
る
､
共
有
す
る
。


認

知
症

患
者

へ
の
対

応
を
職
場
で
学
習
す
る
。


認

知
症

患
者

対
応
力

強
化
。


認

知
症

対
応

力
研
修

会
の
参
加
（
受
講
）


認

知
度

進
行

度
に

合
わ

せ
た
、
歯
科
治
療
を
説
明
で
き
る
よ
う
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

。

認
知

症
の

患
者

を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
院
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
。
近
隣

の
医

療
機
関

、
地

域
住

民
と

協
力

体
制

を
整

え

る
。

【
医

科
・

院
内

連
携

】


医

科
と

の
連

携
、
認

知
症
対
応
の
知
識
・
技
術
の
共
有
。


院
内

の
認
知

症
ケ
ア

チ
ー
ム
に
協
力
を
依
頼
す
る
。


院
内

外
と
の

協
力
、

ス
タ
ッ
フ
教
育
、
施
設
へ
の
呼
び
か
け
。


院
内

外
と
の

協
力
体

制
を
強
化
す
る
。


院
内

外
に
か

か
わ
ら

ず
、
連
携
を
取
り
､対

応
が
困
難
な
た
め
に
治
療

を
断
ら

な
い

よ
う
、
診

療
科

ス
タ
ッ

フ
に
認

知

症
に

対
す
る

知
識
や

対
応
力
を
身
に
つ
け
る
。


院
内

の
関
連

す
る
診

療
科
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
の

協
力
体

制
を
つ

く
る
。


院
内

外
の
協

力
体
制

の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
対
応
。
多
少
の
慣
れ
も
必

要
だ
と

思
い

ま
す

。


院
内

外
の
協

力
体
制

を
構
築
す
る
。


院
内

他
科
と

の
連
携


高
度

認
知
症

の
場
合

は
､
特
別
病
棟
（
精
神
科
専
用
病
棟
）
で
の
受
け

入
れ

を
行

っ
て

い
る

。


治
療

内
容

を
検

討
し

、
精
神
科
・
心
療
内
科
医
の
協
力
等
の
認
知
症

対
応

チ
ー
ム

の
支

援
が

必
要

な
場

合
は

、
治

療

前
の

介
入
を

依
頼
す

る
。


主
治

医
と
の

情
報
共

有
に
よ
り
対
応
す
る
。


精
神

科
な

ど
と

連
携

し
て
行
っ
て
い
く
。
チ
ェ
ア
ー
タ
イ
ム
を
十
分

に
と

っ
て
い

く
。

治
療

が
怖

く
な

い
よ

う
に

優

し
く

接
し
て

い
く
。


精
神

科
へ
の

連
携
、

笑
気
・
鎮
静
・
全
身
麻
酔
な
ど
薬
物
療
法
の
応

用
。


個
室

や
時

間
の

余
裕

、
人
員
を
確
保
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
と
同
様
歯

科
の

ス
タ
ッ

フ
の

み
の

受
け

入
れ

体
制

と
い

う

よ
り

、
病
院

ス
タ
ッ

フ
全
体
の
全
て
の

K
r
へ
の
対
応
力
の
向
上
が

本
質

的
。

さ
ら

に
専

門
者
が

い
れ
ば

外
来
に

応

援
に

来
て

も
ら

え
る

と
治
療
時
の
み
で
な
く
、
家
族
、
今
後
に
つ

い
て

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
よ

う
働

き
か

け
ら

れ
る

か

も
し

れ
な
い

。


他
科

と
の
協

力
体
制

を
構
築
す
る
。


他
科

と
連
携

し
て
認

知
症
の
勉
強
会
を
行
い
、
対
応
力
を
鍛
え
る
。


地
域

医
療
連

携
室
が

窓
口
と
な
り
対
応
し
て
い
る
。


当

院
に

は
併

設
老
健

施
設
（
一
般
棟
、
認
知
棟
）
が
あ
り
、
特
に
認

知
棟
ス

タ
ッ

フ
が

認
知

症
対
応

に
慣
れ

て
い
て

、

困
っ

た
症
例

が
あ
れ

ば
､
速
や
か
に
応
援
し
て
く
れ
る
体
制
が
あ
る
。


当

院
の

中
に

精
神
診

療
科
お
よ
び
認
知
症
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て

い
る
。

そ
こ

と
は

連
携

し
て
い

る
。


当

院
は

脳
外

科
イ

ベ
ン
ト
後
の
リ
ハ
ビ
リ
入
院
者
が
多
く
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
高
い
対
応
力
を
持
つ
。
そ
の
た
め
特
別

な
工

夫
な
ど

は
行
っ
て
い
な
い
。


当

院
精

神
科

と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
く
。


当

院
精

神
科

に
コ
ン
サ
ル
ト
す
る
。


当

院
通

院
中

で
あ
れ
ば
医
科
連
携
を
し
て
い
く
。

N
sの

応
援
を
要
請
す
る
。


同

一
法

人
精

神
科
病
院
の
併
設
歯
科
と
連
携
し
、
当
院
で
難
し
い
症
例
は
送
る
よ
う
に
し
て
い
る
。


認

知
症

対
応

可
能
な
専
門
医
（
内
科
医
）
と
の
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
。


認

知
症

と
診

断
し
た

医
科
医
療
機
関
と
の
連
携
。


病

院
と

し
て

認
知

症
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
の
で
、
必
要
時
は
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
等
と
院
内
連
携
し
て
対

応
が

可
能
。


病

院
を

通
じ

て
､
民
生
委
員
な
ど
の
手
配
。
他
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
同
診
療
。


病

院
医

師
に

相
談
可
能
。


病

院
歯

科
な

の
で
併
科
受
診
を
希
望
さ
れ
る
と
断
れ
ま
せ
ん
。（

口
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
）
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
と

、
日
々

の
経
験
と
後
は
体
が
勝
負
で
す
。


病

院
歯

科
口

腔
外

科
の
た
め
入
院
等
も
可
能
な
た
め
、
外
来
で
治
療
困
難
な
症
例
に
対
し
て
は
入
院
に
て
治
療
を
行

っ
て

い
る
（

全
身
麻
酔
な
ど
）。

ま
た
、
外
来
の
場
合
も
予
約
時
間
を
長
く
確
保
し
治
療
を
行
っ
て
い
る
。


病

棟
看

護
師

や
関
連
施
設
看
護
師
よ
り
連
絡
を
受
け
る
こ
と
は
随
時
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
入
所
、
入
院
し
､
必
要
が

あ
れ

ば
歯
科

検
診
を
行
っ
て
お
り
、
月

1
回
歯
科
会
議
で
報
告
し
て
い
る
。


当

科
は

精
神

病
院
内
の
歯
科
で
あ
る
た
め
､
認
知
症
の
対
応
に
慣
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
治
療
し
て
い
る
。

【
ご

家
族

・
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
等
と
の
協
力
】


こ

れ
ま

で
通

り
患
者
側
（
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
歯
科
診
療
を
検
討
す
る
。（

鎮
静
下
で
の
診
療
を

含
む

）
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て
は
地
域
と
の
連
携
を
図
る
。


ご

家
族

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
協
力
を
得
る
。
場
合
に
よ
り
、
治
療
時
の
同
席
や
抑
制
の
協
力
を
得
る
。
施
設
長
、

看
護

師
よ
り

患
者
の
特
性
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
密
に
行
う
。


ご

家
族

の
協

力
が

必
須
の
た
め
、
ご
家
族
に
対
し
対
応
力
を
促
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
、
協
力
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
等
に

組
み

込
め
る

よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
協
力
体
制
。


ご

家
族

の
付

き
添
い

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。


家

族
が

つ
い

て
い
れ

ば
、
今
ま
で
全
て
う
ま
く
行
え
て
い
る
。


家

族
の

同
意

を
得
て

適
宜
抑
制
帯
、
開
口
器
等
を
用
い
る
。
患
者
対
応
ス
タ
ッ
フ
人
数
を
増
や
す
。


家

族
や

付
添

い
等
、

患
者
の
周
り
の
人
も
交
え
て
治
療
方
針
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。


介

護
者

ヘ
ル

パ
ー
等

と
協
力
体
制
の
構
築
。
地
域
で
の
見
守
り
体
制
の
構
築
。


施

設
職

員
、

家
族
等

の
付
き
添
い
の
人
と
来
院
し
て
も
ら
い
、
説
明
了
承
を
得
て
か
ら
治
療
し
て
い
る
。


認

知
症

Pt
一

人
で
来
院
し
な
け
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
。
一
人
の
場
合
は
家
族
に
連
絡
す
る
。


福

祉
・

介
護

専
門

職
と
連
携
し
た
り
、
家
族
等
の
付
添
い
を
協
力
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
治
療
し
や
す
い

環
境

を
整
え

る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。


診

療
科

ス
タ

ッ
フ

に
認
知
症
対
応
力
を
促
す
、
院
内
外
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
内
容
と
同
様
に
こ
ち

ら
も

学
ぶ
だ

け
で
は
な
く
、
周
囲
の
協
力
も
で
き
る
限
り
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
治

療
に

つ
い

て
】


あ

く
ま

で
も

観
血
的
処
置
の
み


あ

く
ま

で
口

腔
外
科
で
あ
る
の
で
、
外
科
的
な
こ
と
で
手
一
杯
で
あ
る
が
、
も
し
歯
科
医
師
の
数
が
今
後
増
え
た
り
､

当
院

に
派
遣

し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。


か

か
り

つ
け

医
が
外
来
治
療
困
難
と
判
断
し
て
、
口
腔
外
科
へ
の
紹
介
と
な
っ
て
い
る
の
で
､基

本
的
に
は
全
身
麻
酔

下
で

の
治
療

と
な
り
ま
す
。


医

療
保

護
入

院
が
可
能
。
全
身
麻
酔
下
で
の
歯
科
治
療
（
外
科
含
む
）
が
可
能
。


基

本
抜

歯
対

応
に
な
り
ま
す
。


受

診
患

者
の

大
半

が
高
齢
者
の
た
め
、
認
知
症
の
有
無
で
対
応
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
。
対
応
と
し
て
予
約
時
間
に

は
余

裕
を
持

っ
て
予
約
を
所
得
し
て
い
る
た
め
、
一
人
一
人
に
時
間
を
か
け
て
対
応
診
療
を
行
う
。


受

診
前

に
判

明
し

て
い
れ
ば
、
時
間
の
調
整
や
付
添
い
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
受
診
後
に
判
明
の
場

合
、

か
か
り

つ
け
医
に
対
診
す
る
。


説

明
は

必
ず

家
族
や
施
設
職
員
を
交
え
て
行
う
。
処
置
の
際
に
体
動
が
大
き
い
場
合
に
は
､
鎮
静
や
全
身
麻
酔
下
で
の
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処
置

を
検
討

す
る
。


全
身

状
態
に

も
よ
り

ま
す
が
､全

身
麻
酔
下
で
の
処
置
と
し
て
対
応

し
て
い

ま
す

。
根
管

治
療
な

ど
は
行

わ
ず
、
抜

歯

も
し

く
は
保

存
（

C
処
置
な
ど
）
で
の
対
応
と
し
て
い
ま
す
。


全

身
麻

酔
お

よ
び
静

脈
内
鎮
静
法
下
で
の
治
療
が
可
能
で
あ
る
。


全

身
麻

酔
に

て
対
応

す
る
。


地

域
連

携
室

を
通

し
て

ご
家
族
と
相
談
し
、
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
治

療
方

針
を

固
め

て
治

療
に

臨
む

よ
う

工
夫

し

て
い

ま
す
。


鎮

静
が

必
要

な
場
合

の
院
内
で
の
体
制
構
築
。

【
そ

の
他

】


“治

療
困

難
”の

理
由
に

よ
り
け

り
で
す
。


か

か
り

つ
け

医
と
の

連
携
。


す

で
に

歯
科

診
療
に

お
い
て
認
知
症
対
応
可
能
な
体
制
に
あ
る
の
で

、
こ

の
旨
の

広
報

を
さ

ら
に
検

討
し
た

い
。（

認

知
症

対
応

力
向

上
研
修

を
修
了

し
た
機
関

の
案

内
リ

ス
ト

に
は

載
っ

て
い

る
が

､
こ

れ
に

基
づ

い
て

紹
介

さ
れ

る
こ

と
は

ほ
と
ん

ど
な
い

）


た

だ
し

、
外

科
処

置
を

除
く
一
般
歯
科
治
療
は
今
ま
で
紹
介
な
い

が
、

仮
に

あ
れ

ば
原

則
お

断
り

す
る

。
理

由
と

し

て
、

当
科
本

来
の
外

科
治
療
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
た

め
で

あ
る

。


た

だ
し

口
腔

外
科
が

中
心
な
の
で
、
歯
科
治
療
を
行
う
機
会
は
少
な

い
。（

口
腔
外

科
疾

患
ほ

ど
で
は

な
い

）
し

か
し
、

認
知

症
Pt

は
普

通
に
診

て
い
る
。
特
に
体
制
を
変
え
る
予
定
は
な
く

、
現

行
通

り
。（

当
科
ス

タ
ッ
フ

以
外
の

多
職

種
で

対
応
）


マ

ン
パ

ワ
ー

、
時

間
が

か
か
る
が
採
算
は
低
い
こ
と
を
事
務
に
理

解
し

て
も

ら
っ

た
上

で
あ

れ
ば

受
け

入
れ

可
能

と

思
い

ま
す

。
高

次
医

療
機
関
の
協
力
医
と
今
後
も
連
携
を
取
っ
て
い

け
れ

ば
、
紹

介
先

と
し

て
の

機
能

を
十

分
果

た

せ
る

も
の
と

思
い
ま

す
。


可

能
な

事
例

に
つ
い

て
は
､
可
及
的
に
対
応
。


外

来
通

院
の

Pt
で
外

科
症
例
な
ら
対
応
。
院
内
医
科
入
院

Pt
の
入
院

中
の
口
腔

管
理

、
歯
科

治
療
に

つ
い
て

対
応
。


各
職

種
と
の

連
携
を

図
る
。


基
本

的
に
認

知
症
の

方
を
治
療
し
て
い
ま
す
。
困
る
こ
と
は
､
か
か
り

つ
け
医

へ
戻

す
際

に
相

手
先
か

ら
断
ら

れ
る
こ

と
が

あ
り
ま

す
。


元
々

、
認
知

症
の
入

院
患
者
さ
ん
も
多
い
病
院
な
の
で
、
患
者
さ
ん
に

よ
っ

て
ど

の
よ

う
な

治
療
が

で
き
る

の
か
日

々

ス
タ

ッ
フ
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
。


現
行

以
上
の

対
応
は

難
し
い
が
、
可
能
な
限
り
、
可
能
な
範
囲
で
の

治
療
を

行
う

。


現
在

も
受
け

入
れ
て

お
り
、
医
科
ス
タ
ッ
フ
等
と
連
携
し
て
､で

き
る
範

囲
で
治

療
を

行
っ

て
い
る

。


現
在

考
慮
中

で
す
。


現
状

で
受
け

入
れ
て

い
ま
す
。


工
夫

と
し
て

は
患
者

の
生
活
環
境
（
介
護
含
む
）
に
悪
影
響
を
き
た

さ
な
い

よ
う

十
分

に
配

慮
す
る

こ
と
。


今
ま

で
に
上

記
で
の

直
接
紹
介
は
な
い
が
、
歯
科
医
院
で
ト
ラ
ブ
ル

の
後

、
当
院

を
受

診
す

る
K

rの
方

は
あ
る
。
多

く
は

家
族
の

付
添
い

が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
本
人
の
み
で
は
な
く
家

族
、
キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
関

与
は
大

事
と
考

え
る
。


時
間

を
十
分

に
取
っ

て
お
く
。


紹
介

を
い
た

だ
け
れ

ば
受
け
入
れ
し
ま
す
。


障
害

患
者
と

同
等
の

対
応
を
と
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。


精
神

科
の

中
に

あ
る

歯
科
の
た
め
、
入
院
患
者
さ
ん
に
は
認
知
症
の

方
が

多
数
い

ら
っ

し
ゃ

る
た

め
、

そ
の

方
た

ち

へ
の

治
療

等
は

す
で

に
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来
患
者
さ
ん
で
認
知

症
が

理
由

で
の

来
院

は
ま

だ
ご

ざ
い

ま
せ

ん
が

、

受
け

入
れ
可

能
で
す

。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も
お
り
ま
す
の
で
､医

療
連
携

も
行
え

ま
す

。


精
神

病
院
併

設
の
歯

科
な
の
で
､
認
知
症
の
患
者
さ
ま
へ
の
対
応
は
慣

れ
て

い
る

。


積
極

的
と

は
言

い
が

た
い
が
、
医
科
（
院
内
）
と
連
携
し
て
行
く
こ

と
で

、
入
院

・
外

来
通

院
患

者
の

対
応

は
現

行

通
り

続
け
て

い
く
予

定
。


積
極

的
に

受
け

入
れ

る
こ
と
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
さ

れ
た

場
合
、

診
察

す
る

こ
と

は
ま

ず
行

っ
て

み

ま
す

。
そ

の
人

の
状

態
に
よ
り
、
可
能
な
治
療
を
ま
ず
は
少
し
ず

つ
試

し
て

み
る

と
こ

ろ
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
。

主

訴
（

痛
み

等
）

が
あ

れ
ば
、
そ
の
対
応
を
可
及
的
に
行
っ
て
み
る

こ
と

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
徐

々
に

慣
れ

る
こ

と

が
で

き
る
か

を
見
て

い
き
ま
す
。


多
く

の
ス
タ

ッ
フ
が

確
保
で
き
る
時
間
に
受
け
入
れ
す
る
よ
う
に
し

て
い
る

。


多

職
種

で
連

携
す
る

。


地

域
に

根
ざ

し
て
い

る
の
で
､や

る
し
か
な
い
。


地

方
歯

科
と

の
連
携

を
よ
り
強
固
に
す
る
。


当

科
で

は
現

状
認
知

症
の
口
腔
が
ん
症
例
に
対
す
る
治
療
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
が
課
題
。（

今
後
間
違
い
な
く
増

加
す

る
た
め

）


当

科
で

は
認

知
症

の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
歯
科
治
療
が
可
能
で
す
。
が
、
一
般
的
な
歯
科
処
置
に
つ

い
て

は
認
知

症
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
診
療
所
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


当

科
で

急
性

症
状

等
の
対
応
を
行
っ
た
後
は
、
地
域
診
療
所
で
の
管
理
体
制
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
連
携

を
強

め
る
。

鎮
静
法
な
ど
の
行
動
調
整
を
併
用
す
る
場
合
の
入
院
管
理
体
制
。
ス
タ
ッ
フ
教
育
。


当

科
は

外
科

が
メ

イ
ン
の
た
め
、
認
知
症
だ
か
ら
と
言
っ
て
処
置
で
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
家
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
治
療
し
て
い
ま
す
。


当

科
は

口
腔

外
科

に
特
化
し
た
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
認
知
症
患
者
の
外
科
的
治
療
に
つ
い

て
受

け
入
れ

て
い
る
。
反
面
、
一
般
的
な
歯
科
治
療
に
つ
い
て
は
一
切
対
応
し
て
い
な
い
。


特

に
特

別
な

体
制

は
取
っ
て
い
な
い
。
脳
神
経
内
科
か
ら
の
依
頼
の
患
者
は
普
通
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
日
常
的
に

高
齢

者
（
認

知
症
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
）
を
受
け
入
れ
て
い
る
。


特

別
な

こ
と

は
な

く
、
患
者
さ
ん
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
全
身
麻

酔
下

や
鎮
静

下
で
一
度
に
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。


内

科
、

麻
酔

科
、
事
務
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
る
。


入

院
加

療
が

必
要
な
場
合
の
入
院
体
制
の
強
化
。
一
般
歯
科
治
療
を
行
っ
て
く
れ
る
施
設
と
の
連
携
。


入

院
患

者
の

み
対
応
な
の
で
、
当
院
精
神
科
に
入
院
す
れ
ば
可
能
。


入

院
全

身
麻

酔
の
症
例
は
対
応
。
一
般
歯
科
は
大
学
病
院
障
害
者
歯
科
へ
紹
介
。


認

知
症

ケ
ア

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
､
多
職
種
よ
り
他
場
面
で
の
情
報
を
交
換
す
る
。
得
ら
れ
た
情
報
に
よ
り
、
歯

科
治

療
時
に

応
用
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
、
時
間
帯
等
検
討
す
る
。


認

知
症

と
診

断
を

受
け
た
病
院
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
現
状
で
も
ご
家
族
さ
ま
、
施
設
職
員
さ
ま
と
協

力
し

て
治
療

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
具
体
的
に
（
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
等
を
作
成
し
て
）
整
え
て
い
く
。


抜

歯
お

よ
び

外
科
的

処
置
は
受
け
入
れ
る
。
当
院
は
認
知
症
の
口
腔
が
ん
患
者
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
。


別

段
他

の
一

般
患

者
と

変
わ
ら

な
い
の
で

あ
れ

ば
､
認

知
症

で
あ
る

こ
と
を

理
解

し
た

上
で

対
応

す
れ

ば
良
い

だ
け

で
は

な
い
で

し
ょ
う
か
。


訪

問
歯

科
で

す
で
に
対
応
し
て
い
る
。


面

倒
で

も
最

善
を
尽
く
す
の
み
。
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(2
3)

受
け
入

れ
困

難
の
理

由

【
治

療
等

に
つ

い
て

】


一

般
歯

科
治

療
は
行

っ
て
い
な
い
た
め
（
口
腔
外
科
の
み
）。
（
他

19
件

）


一
般

歯
科
治

療
に
対

応
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
。
認
知
症
患
者
対
応

ス
キ
ル

の
不

足
（

研
修

不
足
等

）。


救

急
な

症
例

の
み
に

対
応
す
る
。
か
か
り
つ
け
の
機
能
が
な
い
た
め

。


い

わ
ゆ

る
歯

科
治
療

を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
た
め
。
口
腔
と
摂

食
嚥
下

の
み

。


が

ん
専

門
病

院
の

た
め

、
一
般
的
な
歯
科
治
療
を
原
則
受
け
入
れ

て
お

ら
ず

、
応

急
的

な
対

応
・

口
腔

管
理

に
留

ま

る
。


口

腔
外

科
で

手
が

い
っ

ぱ
い
で
す
。
当
科
は
口
腔
外
科
の
み
を
行

っ
て

い
ま

す
。

歯
科

治
療

は
紹

介
元

（
か

か
り

つ

け
歯

科
）
に

て
お
願

い
し
て
ま
す
。


口

腔
外

科
の

た
め

、
基

本
的
に
一
般
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
な
い

。
開

業
歯

科
で

対
応

困
難

な
場

合
の

み
受

け
入

れ

て
入

る
が
、

人
員
、

器
材
等
不
足
し
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
難
し

い
。


口

腔
外

科
業

務
に
支

障
を
き
た
し
か
ね
な
い
と
思
わ
れ
る
。
抜
歯
等

の
外
科

的
治

療
は

受
け

入
れ
可

能
と
考

え
る
。


口

腔
外

科
疾

患
に
は

対
応
で
き
る
が
、
一
般
歯
科
診
療
に
専
門
と
す

る
診
察

医
が

不
在

の
為


口

腔
外

科
処

置
は
何

と
か
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
連

携
歯
科

を
探

せ
る

か
ど

う
か
。


健

常
者

も
含

め
て
原

則
と
し
て
、
一
般
歯
科
診
療
に
対
応
し
て
い
な

い


疾

患
次

第
、

認
知
症

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
一
般
歯
科
は
行
っ
て
い
な

い
。


全

身
麻

酔
で

の
処

置
な

ら
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
身
状
態
が

悪
け

れ
ば

難
し

い
。

ま
た

、
認

知
の

程
度

に
よ

り

他
科

と
の
連

携
が
必

要
に
な
る
。
口
腔
外
科
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

、
通
常

の
歯

科
治

療
は

行
っ
て

い
な
い

。


地

域
連

携
に

よ
り
、
口

腔
外
科
診
療
は
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
一
般

歯
科
治

療
は

地
域

診
療

所
に
依

頼
し
て

い
ま
す

。


投

下
は

口
腔

科
診

療
を

専
門
と
し
特
化
し
て
い
る
の
で
、
口
腔
外

科
疾

患
に

つ
い

て
は

受
け

入
れ

る
が

、
一

般
歯

科

的
治

療
は
受

け
入
れ

て
い
な
い
。


当

院
の

医
科

へ
の
通

院
入
院
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
受
け

入
れ
可

。
院

内
連

携
と

し
て
も

重
要
と

考
え
る

。

地
域

か
ら

で
あ

れ
ば

、
例
え
ば
抜
歯
な
ど
の
単
処
置
の
紹
介
で
あ
れ

ば
受

け
入
れ

可
だ

が
、

い
わ

ゆ
る

か
か

り
つ

け

に
は

な
れ
な

い
た
め

地
域
へ
お
戻
り
頂
く
。


当

科
は

口
腔

外
科

診
療

に
特
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
認
知
症
高

齢
者

に
多

い
顎

関
節

脱
臼

の
手

術
治

療
は

積
極

的

に
受

け
て

い
る

。
し

か
し
一
般
歯
科
診
療
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

こ
の

よ
う
な

症
例

の
受

け
入

れ
は

不
可

能
で

あ

る
。


当

科
は

口
腔

外
科

的
疾

患
は
認
知
症
の
方
で
も
治
療
し
て
お
り
ま

す
が

、
そ

の
他

の
治

療
し

保
存

、
補

綴
治

療
に

つ

い
て

は
専
門

外
の
た

め
、
か
か
り
つ
け
歯
科
で
の
治
療
を
お
願
い
し

て
お
り

ま
す

。


認

知
症

に
限

ら
ず

一
般

歯
科
治
療
は
受
け
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

口
腔

外
科

疾
患

に
つ

い
て

は
従

来
通

り
受

け
入

れ

ま
す

。
院

内
外

と
の

協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
地
域
で
の
勉

強
会

等
を
通

じ
て

進
め

て
い

く
と

よ
い

と
思

い

ま
す

。


入

院
患

者
の

み
の
対

応
で
外
来
患
者
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
。（

他
6
件

）


入

院
患

者
の

歯
科
治

療
と
近
在
歯
科
か
ら
の
抜
歯
依
頼
で
受
け
入
れ

困
難
で

す
。


急

性
期

病
院

で
あ
る

た
め
、
病
院
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
姿

勢
が
な

い
。


自

院
に

お
け

る
周
術

期
の
患
者
が
治
療
対
象
の
た
め
。


当
院

は
入

院
患

者
の

み
の
対
応
と
し
て
い
る
た
め
、
近
隣
歯
科
で
治

療
が

困
難
か

つ
当

院
入

院
中

で
あ

れ
ば

受
け

入

れ
る

こ
と
は

可
能
で

あ
る
が
、
入
院
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
受
け
入

れ
は
困

難
と

な
る

。


当
院

歯
科

口
腔

外
科

は
当
院
治
療
患
者
・
入
院
患
者
に
対
す
る
周
術

期
口

腔
機
能

管
理

を
中

心
と

し
た

口
腔

管
理

を

行
う

た
め
に

開
設
さ

れ
て
お
り
、
一
般
外
科
か
ら
の
受
け
入
れ
は
困

難
。


当
院

入
院

中
の

患
者

の
歯
科
治
療
を
基
本
的
の
行
っ
て
お
り
、
他
院

よ
り

歯
科
治

療
の

み
の

患
者

受
け

入
れ

を
行

っ

て
い

な
い
た

め
、
外

来
受
け
入
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
い
な
い

。


当
科

の
対

象
患

者
は

基
本
的
に
入
院
患
者
の
み
な
の
で
、
シ
ス
テ
ム

上
対

応
し
て

い
ま

せ
ん

。
し

か
し

入
院

し
た

認

知
症

患
者
に

は
十
分

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


当
科

は
当

院
に

入
院

中
の
患
者
の
み
し
か
受
診
で
き
な
い
た
め
、
外

部
よ

り
認
知

症
が

理
由

で
歯

科
治

療
が

困
難

と

な
っ

た
患

者
さ

ん
の

受
け
入
れ
が
困
難
な
た
め
。
た
だ
し
当
院
に

入
院

中
で

認
知

症
の

患
者

が
い

た
場

合
は

受
け

入

れ
可

。


病
院

と
し
て

は
地
域

医
療
支
援
病
院
で
あ
る
が
、
歯
科
は
週

2
回
非

常
勤
歯

科
医

師
で

回
し

て
い
る

状
態
で

あ
る
。

入
院

（
予

定
）

患
者

の
み
対
応
し
て
お
り
、
現
状
と
し
て
他
施
設
か

ら
の

受
け
入

れ
は

認
知

症
に

限
ら

ず
困

難
で

あ

る
。


病

棟
の

診
療

を
メ
イ

ン
に
行
っ
て
い
る
た
め

(病
棟
に
は
多
く
の
認
知
症
患
者
が
お
り
ま
す

)


産
婦

人
科
単

科
の
病

院
な
の
で
、
医
師
も
認
知
症
ま
で
は
対
応
し
て
い
な
い
。


治

療
内

容
が

可
能
な
も
の
に
限
り
受
け
入
れ
る
。


こ

ど
も

病
院

で
あ
る
た
め
、
高
齢
者
自
体
、
診
療
し
て
お
り
ま
せ
ん
。


重

症
心

身
障

害
者

の
入
所
施
設
内
の
歯
科
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
対
応

可
能

な
患

者
さ

ん
に
関
し
て
は
受
け
入
れ
て
お
り
、
当
科
で
対
応
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
病
院
歯
科
へ
紹
介

し
て

い
ま
す

。


小

児
リ

ハ
ビ

リ
病
院
の
た
め
、
小
児
科
・
整
形
外
科
よ
り
院
内
紹
介
が
な
い
と
受
診
で
き
な
い
た
め
。


小

児
病

院
の

た
め
認
知
症
患
者
≠小

児
に
限
ら
れ
る
た
め
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。


小

児
病

院
の

歯
科
と

し
て
、
当
初
か
ら
想
定
し
て
い
な
い
。


障

害
者

専
門

の
病
院

で
あ
る
た
め
。


職

域
病

院
の

た
め


当

院
は

保
健

医
療

機
関
で
は
あ
る
が
、
職
域
病
院
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
、
認
知
症
患
者
の
受
入
数
が
非
常
に
少

な
い

現
状
で

あ
る
。


当

院
歯

科
は

、
精
神

疾
患
が
原
因
で
入
院
さ
れ
る
の
で
、
歯
科
的
要
因
に
よ
る
入
院
は
困
難
な
た
め
。


当

園
は

ハ
ン

セ
ン
病

療
養
所
で
有
り
、
外
部
か
ら
の
患
者
の
受
け
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。


当

園
は

国
立

ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
で
あ
り
、
園
外
の
患
者
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
た
め
。


当

科
は

障
害

者
歯

科
で
あ
り
、
入
所
患
者
、
外
来
患
者
で
予
約
、
診
療
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
中
途
障
害
で
あ
る
認

知
症

ま
で

手
が

回
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
天
的
に
障
害
が
あ
り
、
そ
の
方
に
認
知
症
が
発
症
し
た
場
合

は
、

そ
の
限

り
で
は
な
い
。


当

科
は

療
済

セ
ン
タ

ー
内
歯
科
の
た
め
、
初
診
（
新
患
）
と
し
て

18
歳
未
満
の
発
達
障
害
の
あ
る
方
を
受
け
て
い
ま

す
。

そ
の

た
め

認
知

症
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
静
静
や
全
身
麻
酔
が
で
き
ま
す

の
で

適
宜
対

応
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


病

院
と

し
て

急
性
期

の
対
応
が
主
で
あ
る
の
で
、
そ
の
流
れ
の
中
で
は
困
難
で
あ
る
。
残
念
で
す
が
。


病

院
の

事
業

部
、
院

長
、
理
事
長
と
の
相
談
が
必
要
な
た
め
。


病

院
運

営
者

の
判
断

に
よ
る
。

【
設

備
・

環
境

等
】


チ

ェ
ア

ー
が

数
少
な
い


ユ

ニ
ッ
ト

2
台
の

た
め
、
対
応
で
き
な
い
。
鎮
静
法
な
ど
応
用
下
で
の
治
療
が
で
き
な
い
。


環

境
が

整
備

さ
れ
て
い
な
い
。


周

辺
の

施
設

、
外

来
、
入
院
患
者
が
来
院
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
新
患

は
お

断
り
し

て
い
る
。
ま
た

1
日
あ
た
り
非
常
勤
の
歯
科
医
師

1
人
、
非
常
勤
の
歯
科
衛
生
士
が

1
人
の
た
め
、
マ

ン
パ

ワ
ー
が

な
い
こ
と
。
ま
た
ユ
ニ
ッ
ト
が

1
台
し
か
使
え
な
い
こ
と
な
ど
、
十
分
な
設
備
が
な
い
た
め
。


診

療
ユ

ニ
ッ

ト
が
な
く
、
長
時
間
の
チ
ェ
ア
タ
イ
ム
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。


全

身
麻

酔
や

静
脈

内
鎮
静
で
処
置
が
適
応
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
設
備
が
な
い
。
ま
た
常

勤
が

い
な
い

の
で
管
理
不
十
分
と
な
り
得
る
。


当

歯
科

室
閉

鎖
の
為
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
。


処

置
の

内
容

に
よ

っ
て
鎮
静
下
で
の
処
置
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
科
単
独
で
の
処
置
は
難
し
い
（
麻
酔
科
人
員
、
器

材
確

保
な
ど

）。


全

身
麻

酔
や

鎮
静
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
設
備
や
人
員
不
足
に
よ
り
、
受
け
入
れ
困
難
と
な
る
。


鎮

静
等

が
必

要
な

場
合
、
静
脈
注
射
な
ど
は
で
き
な
い
た
め
、
認
知
症
の
程
度
や
処
置
内
容
に
よ
っ
て
は
難
し
い
と

思
わ

れ
ま
す

。

【
認

知
症

の
重

症
度

に
よ

る
】


ケ

ー
ス

に
よ

っ
て

異
な
る
の
で
分
か
ら
な
い
。
積
極
的
に
は
受
け
入
れ
な
い
が
紹
介
が
あ
れ
ば
可
能
な
か
ぎ
り
協
力

し
て

い
く
。


可

能
な

範
囲

で
受
け
入
れ
、
困
難
で
あ
れ
ば
高
次
へ
紹
介


個

別
の

症
例

に
よ
り

判
断
す
る
た
め
、
画
一
的
に
は
回
答
で
き
な
い
。（

他
2
件
）


困

難
と

な
っ

た
理
由

に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
る
場
合
も
あ
る
。


今

ま
で

は
認

知
症

が
理
由
で
お
断
り
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
認
知
症
の
度
合
が
わ
か
ら
な
い
為
、
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診
療

室
に
来

院
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
診
察
し
て
ま
す
。


診

療
時

に
指

示
に
従

命
で
き
る
か
否
か
に
よ
る
。


程

度
に

よ
る

。
鎮

静
、

全
麻
が
必
要
な
レ
ベ
ル
な
ら
設
備
の
整
っ

た
と

こ
ろ

で
や

る
の

が
重

要
だ

し
、

そ
れ

を
そ

ろ

え
る

の
は
難

し
い
。


当

科
へ

は
歯

科
治

療
目

的
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

舌
癌

・
歯

周
癌

の
治

療
・

精
査

依
頼

で
紹

介
さ

れ

ま
す

。
認

知
症

の
程

度
に
よ
り
受
け
入
れ
可
能
か
判
断
し
て
家
族
付

き
添

い
等
の

条
件

全
て

満
た

せ
ば

受
け

入
れ

て

い
ま

す
。


入

院
中

の
方

に
関

し
て

は
な
る
べ
く
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

認
知

症
の

程
度

、
治

療
内

容
に

よ
り

対
応

可
と

不

可
の

場
合
が

あ
る
。

可
能
な
範
囲
で
は
対
応
予
定
。


認
知

の
程
度

と
症
例

に
よ
る
（
他

3
件
）


認
知

症
の

重
症

度
評

価
に
よ
っ
て
、
歯
科
治
療
の
方
法
も
異
な
っ
て

く
る

。
ま
た

診
療

施
設

の
選

択
さ

れ
る

べ
き

と

思
う

が
、
ス

ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
な
い
、
管
制
す
る
部
署
が

な
い
の

が
実

情
。


認

知
症

の
程

度
に

よ
る

と
思
い
ま

す
。
咬

み
合
わ
せ

が
必
要
な

と
き

に
“咬

ん
で

く
だ

さ
い

”が
出

来
な

い
の

で
あ

れ

ば
歯

科
治
療

そ
の
も

の
が
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

【
そ

の
他

】


「

積
極

的
」

に
受

け
入

れ
は
し
た
く
な
い
。
し
か
し
紹
介
さ
れ
た
場

合
、

断
る
こ

と
も

な
い

。
や

む
を

得
ず

責
任

を

持
っ

て
す
べ

て
の
症

例
に
対
応
す
る
。


「

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
」
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
可
能
な
限
り

は
対

応
し

て
い

く
。

た
だ

、
あ

ま
り

に
言

動
が

攻

撃
的

な
場
合

は
対
応

で
き
る
設
備
が
な
い
た
め
難
し
い
。


で
き

る
か

ぎ
り

治
療

を
行
う
が
、
指
示
が
全
く
入
ら
な
い
患
者
さ
ん

の
場

合
、
治

療
に

よ
っ

て
は

で
き

な
い

。
鎮

静

法
が

必
要
な

患
者
さ

ん
は
専
門
外
な
の
で
で
き
な
い
。


ま
ず

対
面

し
て

判
断

す
べ
き
で
は
？
口
腔
・
栄
養
・
オ
ー
ラ
ル
リ
ハ

ビ
リ

等
歯
科

関
係

者
に

対
し

て
も

理
解

が
や

や

浸
透

し
て

来
つ

つ
あ

る
が
、
他
団
体
へ
の
浸
透
が
不
足
し
、
連
携

が
進

ん
で

い
な

い
よ

う
な

印
象

を
受

け
る

。
国

の

施
策

と
し
て

推
進
し

て
ほ
し
い
。
歯
科
医
師
会
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
効

果
は

薄
い

と
思

う
。


院
内

の
ニ
ー

ズ
に
応

え
る
優
先
順
位
あ
り


外
部

か
ら

積
極

的
に

は
受
け
入
れ
な
い
が
、
当
院
医
科
に
入
院
中
の

患
者

や
併
設

の
老

健
の

入
所

者
は

た
と

え
認

知

症
で

あ
っ
て

も
当
科

で
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。


看

護
体

制
(病

棟
管

理
)に

関
し
て
は
、
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
継

続
的

歯
科

治
療

を
行

う
た

め
の

(こ
の

よ
う

な

患
者

に
対
し

)し
か

器
材

の
準
備
が
な
い
。


急
性

期
病

院
の

入
院

中
患
者
を
中
心
に
診
療
し
て
い
る
た
め
、
入
れ

替
わ

り
が
激

し
く

、
そ

れ
だ

け
で

も
や

る
べ

き

こ
と

が
多
い

状
態
で

す
。
外
来
部
門
を
大
き
く
す
る
に
は

D
r1

人
で

は
無

理
そ
う

で
す

。


現
状

、
人
員

不
足
の

為
、
受
け
入
れ
困
難
で
す
。


今
後

、
地
域

関
連
病

院
と
連
携
し
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。


歯
科

外
来
は

週
1
回

の
た
め
、
積
極
的
な
関
わ
り
が
し
に
く
い
事
情

が
あ
り

ま
す

。
す

で
に

神
経
内

科
の
外

来
が
あ

る
た

め
連
携

は
可
能

。


歯

科
大

学
病

院
の

有
効
な
患
者
受
け
入
れ
を
よ
り
期
待
し
た
く
思
い

ま
す

。
紹
介

内
容

に
よ

る
と

考
え

ま
す

。
当

科

は
口

腔
外

科
の

た
め

開
業
医
さ
ん
か
ら
の
一
般
歯
科
診
療
（
認
知

症
の

た
め

）
の

治
療

ま
で

は
受

け
入

れ
る

こ
と

は

難
し

い
と
思

い
ま
す

。


事

故
発

生
時

の
責
任

問
題


時

間
と

余
裕

の
あ
る

範
囲
内
な
ら
対
応
し
ま
す
。
（
他

1
件
）


治

療
困

難
な

場
合
は

紹
介
を
受
け
て
も
、
そ
の
ま
ま
の
事
例
も
多
い

た
め
。


自

院
で

診
療

し
て
も

ら
え
ば
良
い
と
考
え
る
た
め
、
積
極
的
に
は
受

け
入
れ

な
い

。
紹

介
は

受
け
る

。


自

院
に

来
院

さ
れ
る

患
者
さ
ん
は
見
ま
す
が
、
紹
介
を
受
け
る
ほ
ど

ノ
ウ
ハ

ウ
は

な
い

。


実

査
に

来
院

さ
れ
た

な
ら
ば
、
病
院
の
立
ち
位
置
よ
り
受
け
入
れ
ざ

る
を
え

な
い

と
考

え
て

は
い
る

。


週

に
2
回

し
か

診
察

し
て
い
な
い
の
で
、
予
約
の
空
き
状
況
と
か
ら

余
裕
を

持
っ

た
診

察
時

間
を
確

保
で
き

る
か
わ

か
ら

な
い
た

め
。


障
害

者
さ

ん
（

身
体

、
知
的
）
メ
イ
ン
で
診
て
い
る
の
で
、
診
る

こ
と

は
出

来
る

と
思

い
ま

す
が

、
も

し
訪

問
と

な

る
と

時
間
的

に
ム
リ

で
す
。

1
人

D
rの

た
め
、
治
療
予
約
の
間
隔
が

2-
3w

ee
k
ご

と
に
な

り
ま
す

。


障

害
者

歯
科

分
野
を

発
展
さ
せ
病
院
の
科
と
し
て
作
る
。
も
し
く
は

、
歯
科

口
腔

外
科

に
配

属
さ
せ

る
。


時

間
が

な
い

、
人

員
不
足
、
余
裕
が
な
い
、
収
益
性
が
な
い
と
い
っ

た
問

題
は
あ

る
が

、
受

け
入

れ
た

患
者

さ
ん

に

対
し

て
は
対

応
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
今
ま
で
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
は
い
な
い
。


精

神
科

病
院

の
た

め
、
院
内
紹
介
に
限
り
診
察
を
行
っ
て
い
る
状
態
。
院
内
紹
介
で
あ
れ
ば
、
認
知
症
患
者
で
も
受

け
入

れ
て
い

ま
す
。


積

極
的

で
は

な
い
が
受
け
入
れ
は
す
る
。


積

極
的

な
治

療
を

家
族
が
希
望
さ
れ
て
も
、
患
者
本
人
が
激
し
く
拒
否
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
鎮
静
療
法
を
用
い
れ

ば
、

治
療
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。
な
の
で
、
口
腔
ケ
ア
で
維
持
す
る
だ
け
と
な
る
。


積

極
的

な
受

け
入
れ
と
い
う
表
現
に
は
達
し
て
い
な
い
の
で
。


積

極
的

な
受

け
入
れ
は
困
難
で
あ
る
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
対
応
し
て
い
る
。


当

院
で

は
附

属
病
院
で
の
診
療
も
現
状
の
人
員
で
行
っ
て
お
り
、
今
後
積
極
的
な
受
け
入
れ
は
難
し
い
。


当

院
に

は
認

知
症

病
棟
が
あ
り
、
入
院
患
者
、
外
来
通
院
患
者
の
対
応
は
行
っ
て
い
る
。
紹
介
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ

は
可

能
だ
が

、
積
極
的
に
と
ま
で
言
い
切
れ
な
い
た
め
。


当

科
の

本
体

で
あ

る
精
神
科
に
ま
ず
受
診
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
精
神
科
の
主
治
医
と
な
っ
た
医
師
と
の
相
談
の

上
で

あ
れ
ば

受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
。
今
ま
で
前
例
は
な
い
が
今
後
は
前
向
き
に
検
討
で
き
る
。


認

知
症

が
理

由
で

治
療
を
断
る
事
は
な
い
が
、
他
院
の
認
知
症
患
者
が
当
院
に
集
ま
る
こ
と
は
、
現
在
の
診
療
ペ
ー

ス
が

保
て
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。


認

知
症

ケ
ア

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
救
急
時
等
は
対
応
が
難
し
い
。
抑
制
な
ど
も
対
応
困
難
。
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(2
4)

認
知
症

の
人

の
歯
科

治
療
に
関
す
る
課
題

＜
病

院
歯

科
＞

【
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
】


イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
（
他

2
件
）


イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
が
困
難
。
ひ
い
て
は
治
療
進
行
に
支

障
を
来

す
。


外

科
暦

処
置

に
対
す

る
IC

。


治

療
に

対
す

る
理
解

と
同
意
の
手
取
を
ど
う
す
る
か
？
（
特
に
独
居

や
身
寄

り
が

な
い

場
合

）


治

療
内

容
の

説
明
、

同
意
、
術
中
の
協
力
が
い
ず
れ
も
困
難
。


説

明
と

同
意

。
本
人

の
意
思
。


説

明
等

が
ど

れ
く
ら

い
伝
わ
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。


同
意

の
取
り

方
。


同
意

を
ど

の
よ

う
に

し
て
得
て
い
く
か
。
意
思
疎
通
困
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
等

あ
り
ま

す
が

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

行
っ

て

い
ま

す
が
、

本
当
の

と
こ
ろ
は
自
信
な
い
で
す
。


認
知

症
患

者
の

自
己

決
定
能
力
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
。

収
益

性
が
な

い
（

認
知

症
患

者
の

対
応

が
診

療

報
酬

の
点
数

に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。）
。

【
意

思
決

定
】


ご

本
人

が
本

当
に
希

望
さ
れ
て
い
る
治
療
の
把
握
。


ご
本

人
と
の

同
意
が

確
実
で
な
い
た
め
、
ご
家
族
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
確

実
な
連

携
が

取
れ

る
よ
う

に
注
意

を
払
う

。

治
療

者
と
受

け
手
と

の
間
に
認
識
の
違
い
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
。


ご
本

人
の
意

志
決
定

支
援
に
対
す
る
教
育
と
情
報
（
医
療
者
、
家
族

全
て
の

関
わ

る
関

係
者

）


患
者

さ
ん
（

+ご
家
族

）
と
一
緒
に
相
談
し
て
、
最
善
と
思
わ
れ
る
治
療

を
提
供

で
き

れ
ば

良
い
の

で
す
が

、
そ

れ
が

か
な

わ
な
い

こ
と
が

あ
り
ま
す
。


患
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン

ト
・
・

・
認

知
機

能
低

下
や

意
識

障
害

な

ど
の

た
め

に
患

者
の

意
思
確
認
が
困
難
な
場
合
、
以
前
の
患
者
の

言
動

な
ど

を
家

族
か

ら
よ

く
聴

取
し

、
家

族
な

ど

と
の

十
分

な
話

し
合

い
の
も
と
に
、
患
者
自
身
の
意
思
を
可
能
な

限
り

推
定

し
､
治

療
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

治
療

中
に
お

け
る
患

者
の
体
位
や
開
口
の
保
持
。


患
者

と
ラ
ポ

ー
ル
を

確
立
す
る
こ
と
。


患
者

の
尊

厳
を

大
切

に
し
た
と
き
に
､拘

束
し
て
ま
で
治
療
の
必
要

が
あ

る
か
。

本
人

で
は

な
く

､
家

族
へ

の
承

諾
に

な
る

。


患
者

自
身
の

希
望
が

一
貫
し
な
い
た
め
､
長
期
的
な
治
療
計
画
が
困

難
。


治
療

内
容
の

理
解
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
治
療
方

針
も
決

め
づ

ら
く

な
る

と
思
わ

れ
ま
す

。


治
療

内
容

を
失

念
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
文
書
や
繰
り
返
し

説
明

を
行
う

必
要

が
あ

り
、

家
族

や
歯

科
以

外

の
ス

タ
ッ
フ

と
の
連

携
が
必
要
と
さ
れ
る
。


治
療

方
針

に
つ

い
て

や
、
治
療
内
容
に
つ
い
て
意
思
統
一
が
得
ら
れ

な
い

こ
と
が

多
く

、
つ

き
そ

い
も

そ
の

都
度

違

う
と

な
か

な
か

進
ま

な
い
こ
と
も
あ
る
。
家
族
が
認
知
症
の
こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
り

、
家

族
も

共
に

認
知

症
で

、

他
に

親
族

が
い

な
い

こ
と
も
あ
り
、
認
知
症
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携

も
必

要
な

こ
と

が
あ

り
、

開
業

医
院

で
は

対
応

困

難
な

ケ
ー
ス

も
あ
る

の
で
は
？


主
訴

が
う

ま
く

伝
え

ら
れ
な
い
。
予
約
通
り
来
院
せ
ず
、
治
療
計
画

が
立

案
し
づ

ら
い

。
従

命
が

困
難

な
場

合
が

あ

る
。

説
明

を
忘

れ
、

説
明
用
紙
も
見
当
た
ら
な
く
な
り
、
ト
ラ
ブ

ル
に

な
る

。
→

開
業

で
十

分
時

間
を

確
保

し
て

対

応
す

る
に
は

診
療
報

酬
に
限
界
が
あ
る
。


生
命

予
後
と

家
族
の

希
望
、
本
人
の
希
望
を
ど
こ
ま
で
か
な
え
て
あ

げ
ら
れ

る
か

だ
と

思
い

ま
す
。


認
知

症
患
者

の
理
解

の
有
無
。
代
理
人
か
ら
の
許
可
。


抜
歯

依
頼

だ
が

､
ヘ

ル
パ
ー
の
方
と
来
院
さ
れ
た
際
に
､
キ
ー
パ
ー

ソ
ン

の
方
は

抜
歯

に
同

意
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

の
か

確
認
が

困
難
。


本
人

、
介
護

者
や
施

設
職
員
等
、
本
人
を
取
り
巻
く
人
も
含
め
て
意

見
調
整

が
必

要
に

な
っ

て
く
る

。


本
人

・
家
族

へ
の
説

明
、
理
解
度
。
治
療
の
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
（
ど
こ

ま
で
治

療
す

る
か

？
）
。


本
人

が
望
ん

で
い
る

こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。


本
人

の
意
思

が
な
か

な
か
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す

。


本
人

の
同
意

を
得
に

く
い
。
治
療
内
容
、
回
数
が
限
ら
れ
る
。


本

人
の

理
解

、
協
力

が
不
可
欠
。
地
方
は
特
に
人
材
が
不
足
。
時
間
、
手
間
が
か
か
る
。


本

人
の

理
解

が
得
に

く
く
、
治
療
の
進
行
が
遅
く
な
り
や
す
い
こ
と
で
す
。

【
治

療
方

針
立

案
・

内
容

等
】


お

話
し

た
こ

と
な
ど
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
義
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。


ご

自
身

で
口

腔
ケ

ア
を
す
る
こ
と
が
上
手
に
で
き
な
く
な
る
。
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

困
難

と
思
わ

れ
ま
す
。
何
か
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


意

思
の

疎
通

が
難
し
い
。


意

思
の

疎
通

を
取

る
こ
と
が
困
難
ゆ
え
、
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
現
在
、

D
H

が
一
人

で
あ

る
た
め

（
D

H
の
確
保
が
困
難
）、

治
療
介
入
等
時
間
が
か
か
る
。


意

思
疎

通
、

開
口
保
持
、
体
幹
維
持
の
困
難
。
家
族
、
施
設
の
協
力
の
有
無
。


意

思
疎

通
が

困
難
。
治
療
に
協
力
性
を
得
ら
れ
に
く
い
。
主
訴
の
把
握
が
難
し
い
。


意

思
疎

通
が

困
難
で
あ
る
こ
と
。


意

思
疎

通
が

困
難
な
場
合
が
多
く
､
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
が
一
番
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。


意

思
疎

通
が

難
し
い
の
で
､
治
療
中
の
開
口
継
続
の
指
示
が
伝
わ
り
に
く
い
。
突
然
気
分
が
変
わ
っ
て
怒
り
始
め
た
り

す
る

の
で
、

で
き
る
だ
け
優
し
い
対
応
で
時
間
（
チ
ェ
ア
タ
イ
ム
）
を
短
く
す
る
必
要
が
あ
る
。


以

前
ど

こ
で

ど
の
よ
う
な
歯
科
治
療
を
受
け
た
か
を
聞
き
取
れ
な
い
。


医

療
者

の
指

示
が
理
解
で
き
な
い
。
体
動
が
あ
る
患
者
を
ど
こ
ま
で
治
療
す
る
か
。


何

度
も

同
じ

説
明
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。


介

入
の

程
度

や
治
療
の
ゴ
ー
ル
設
定
。


開

口
、

開
口

保
持

困
難
。
持
続
的
な
唾
液
の
吸
引
。
治
療
時
間
を
短
く
す
る
た
め
の
歯
科
材
料
の
開
発
。
歯
科
治
療

の
複

雑
さ
。

ど
こ
ま
で
加
算
す
る
か
の
見
極
め
（
ゴ
ー
ル
を
ど
こ
に
す
る
か
）。


開

口
を

し
て

く
れ

な
い
な
ど
こ
ち
ら
の
オ
ー
ダ
ー
が
入
ら
な
い
こ
と
で
、
歯
科
治
療
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
､
そ
こ

は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
課
題
か
と
思
わ
れ
ま
す
。


開

口
維

持
が

困
難
な
こ
と
が
多
い
。


外

来
で

の
対

応
は
困
難
（
症
状
に
よ
る
）
。


患

者
へ

の
負

担
を
少
な
く
（
回
数
・

1
回
の
時
間
）
、
最
大
限
に
治
療
効
果
を
得
る
こ
と
。


患

者
自

身
で

口
腔

ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
､
口
腔
衛
生
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
、

ど
こ

ま
で
治

療
を
行
う
か
の
判
断
が
難
し
い
こ
と
。


既

往
や

処
方

薬
、
予

約
に
関
し
て
ス
マ
ー
ト
に
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。


記

憶
力

が
な

い
た

め
、
な
ぜ
治
療
が
必
要
な
の
か
の
理
解
が
難
し
い
よ
う
に
感
じ
た
と
き
の
対
応
が
難
し
い
。
何
度

も
同

じ
説
明

を
行
い
､対

応
し
て
い
ま
す
。


義

歯
の

管
理

、
同

意
確
認
な
ど
ご
本
人
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
。
支
援
さ
れ
る
周
り
の
方
、
環
境
に

も
左

右
さ
れ

て
し
ま
う
。


義

歯
の

対
応

が
難
し

い
。
家
族
の
理
解
と
同
意
。
（
施
設
入
所
中
の
患
者
の
場
合
は
特
に
難
し
い
）


義

歯
の

紛
失

が
繰
り
返
し
起
こ
る
。
現
在
の
治
療
の
し
ば
り
は

6
ヶ
月
は
製
作
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（

保

険
内

の
話
で

す
が
）


義

歯
作

成
可

能
の

線
引
き
。
小
義
歯
の
扱
い
可
能
な
口
腔
機
能
の
線
引
き
。（

感
覚
､
誤
飲
の
可
能
性
）
積
極
的
抜
歯

が
必

要
な
残

根
（
半
分
埋
ま
っ
て
い
る
、
炎
症
の
起
因
に
な
る
よ
う
な
）
保
存
か
否
か
。


口

腔
ケ

ア
や

治
療
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
積
極
的
な
治
療
（
ケ
ア
）
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。


口

腔
外

科
的

に
治
療

が
必
要
な
場
合
、
入
院
や
全
身
麻
酔
な
ど
受
け
入
れ
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。


口

腔
内

の
清

掃
不

良
（
本
人
が
自
身
で
ケ
ア
で
き
な
い
こ
と
）
に
よ
る
歯
、
口
腔
環
境
の
不
衛
生
。
患
者
の
非
協
力

が
あ

る
た
め

、
鎮
静
下
で
の
処
置
が
対
応
で
き
る
人
､施

設
の
拡
充
が
必
要
と
思
い
ま
す
。


高

齢
の

患
者

が
多
い

の
で
､
入
院
や
転
院
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
施
設
へ
の
転
院
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
ど

の
施

設
で

も
十

分
な

歯
科
治
療
を
提
供
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必
然
的
に
継
続
治
療
や
良
好
な
口
腔
環
境
の

維
持

が
難
し

く
な
る

。


高

齢
者

で
の

義
歯
紛

失
は

Q
O

L
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
、
義
歯
を
紛
失
し
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
（
義
歯
に
発

信
装

置
を
埋

め
込
む
、
携
帯
で
場
所
が
特
定
で
き
る
な
ど
）
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。


骨

吸
収

抑
制

薬
を

内
服
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
口
腔
管
理
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

薬
を

飲
ん
で

い
る
か
ど
う
か
も
理
解
で
き
な
い
た
め
、

AR
O

N
J
を
起
こ
し
や
す
く
､重

篤
化
し
や
す
い
の
で
、
こ
の
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点
を

改
善
し

て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。


指
示

が
通

ら
な

い
こ

と
。
（
例
え
ば
義
歯
製
作
時
で
の
咬
合
保
持
や
顎

位
の

正
確

性
を

見
極

め
る

の
が

困
難

、
ま

た
、

製
作

後
の
使

用
が
適

切
に
で
き
る
の
か
､
管
理
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問

題
）
衛

生
管

理
が

困
難
で

あ
る
。


指

示
が

通
ら

な
い
こ

と
が
多
い
た
め
治
療
が
困
難
。


指
示

が
入
ら

な
い
場

合
と
失
行
状
態
の
判
別
を
つ
け
る
の
が
困
難
な

ケ
ー
ス

が
あ

る
と

思
い

ま
す
。


指
示

に
従

え
な

い
場

合
に
は
、
家
族
の
同
意
を
得
て
処
置
が
必
要
で

あ
る

が
、
施

設
の

人
し

か
来

院
し

て
い

な
い

な

ど
家

族
が
未

来
院
の

こ
と
が
多
く
、
治
療
開
始
ま
で
時
間
を
要
す
る

上
、
治

療
時

間
も

多
く

必
要
で

あ
る
。


指
示

動
作
に

応
じ
ら

れ
な
い
場
合
の
対
応
や
周
囲
の
理
解
、
協
力
な

ど
。


歯
科

治
療
に

お
け
る

理
解
力
が
な
く
な
る
→
治
療
が
進
ま
な
い
､
突

然
に

怒
り
出

す
。


歯
科

治
療
を

行
っ
て

も
、
ま
た
カ
リ
エ
ス
に
な
る
。
再
発
の
リ
ス
ク

高
い
。


歯
科

疾
患
に

対
す
る

病
識
が
な
い
､
ま
た
は
低
い
。
訴
え
と
症
状
に

乖
離
が

あ
る

。


治
療

に
対
す

る
協
力

を
い
か
に
し
て
得
る
か
。
協
力
が
得
ら
れ
な
い

な
ら

ば
、
ど

の
よ

う
に

進
め
て

い
く
か

。（
コ
マ

ニ
チ

ュ
ー
ド

等
の
方

法
論
を
活
用
し
て
い
ま
す
）


お
と

な
し
い

方
は
良

い
が
、
暴
力
的
な
方
は
治
療
困
難
な
こ
と
が
多

く
、
対

応
が

課
題

で
す

。


治
療

の
ゴ
ー

ル
が
見

え
る
こ
と
。


治
療

の
ゴ
ー

ル
の
設

定
が
分
か
ら
ず
、
一
人
の
判
断
で
は
進
め
ら
れ

な
い
。


治
療

の
ゴ

ー
ル

を
定

め
づ
ら
い
。
（
口
腔
内
診
療
が
ろ
く
に
で
き
な

い
状

態
で
紹

介
元

で
の

治
療

立
案

が
で

き
な

い
）

治
療

の
協

力
を

得
づ

ら
く
、
全
身
麻
酔
下
で
の
処
置
を
行
わ
ざ
る
得

な
い

場
合
も

あ
る

が
、

姑
息

的
対

応
に

な
る

場

合
も

あ
る
。


治
療

の
範
囲

と
ど
こ

ま
で
に
す
る
か
は
課
題
で
す
。


治
療

へ
の
協

力
、
理

解
度
の
問
題
。
一
人
で
来
院
で
き
な
い
場
合
の

介
護
力

の
問

題
（

老
々

介
護
、

独
居
な

ど
）
。


治
療

も
で
す

が
、
ご

自
宅
で
の
口
腔
管
理
が
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。


治
療

を
行
っ

て
も
､
毎
日

の
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
に
な
り
や
す
い
。


治
療

方
法
が

限
定
さ

れ
る
。


自
宅

や
施
設

で
の
口

腔
ケ
ア
の
継
続
啓
蒙
。


症
状

が
感

じ
に

く
く

な
っ
た
り
、
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る

た
め
、

歯
科

治
療

へ
の

本
人

の
理

解
・

受

け
入

れ
が

難
し

か
っ

た
り
、
家
族
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
に
く

か
っ

た
り

す
る

こ
と

。
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

が
低

下

す
る

た
め

、
治

療
と

と
も
に
、
日
常
の
口
腔
ケ
ア
が
う
ま
く
い
か

な
い

と
治

療
自

体
は

う
ま

く
進

ま
な

か
っ

た
り

、

治
療

後
に

す
ぐ

に
悪

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
介

助
に

つ
い

て
介

助
者

へ
の

指
導

、
介

助
者

の
協

力

が
必

須
で
あ

る
が
、

そ
れ
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
が
多

い
こ
と

。


症
状

が
進
行

し
て
か

ら
受
診
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
定
期
ケ
ア
を
も

っ
と
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ
る

。


信
頼

関
係
の

構
築
。


摂
食

嚥
下
リ

ハ
ビ
リ

を
し
に
く
い
。


短
い

時
間
で

の
治
療

が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
や
る
か
が
問

題
（
課

題
）

で
あ

る
。


特
に

義
歯
の

取
り
扱

い
。


日
々

の
口
腔

ケ
ア
が

重
要
と
な
る
た
め
、
家
族
の
協
力
や
負
担
が
問

題
と
な

る
。


日
常

の
口

腔
ケ

ア
の

面
で
本
人
が
非
協
力
的
で
、
介
助
者
に
よ
る
ケ

ア
が

で
き
な

い
と

、
口

腔
衛

生
状

態
が

保
て

な

い
こ

と
。


日
常

的
な

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ
な
ど
の
ケ
ア
が
本
人
へ
の
指
導
だ
け
で
は

改
善

し
な
い

場
合

、
家

族
や

入
所

施
設

職
員

へ

の
協

力
を
求

め
る
が

、
十
分
な
協
力
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く

な
い
。


入
院

患
者

は
あ

る
程

度
状
態
が
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
病
歴
確
認

可
能

だ
が
、

外
来

患
者

に
つ

い
て

は
、

全
身

状

態
の

確
認
が

難
し
か

っ
た
り
､遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
歯
科
治
療
を

進
め

る
の
に

支
障

が
出

る
こ
と

が
多
い

。
ど

こ
ま

で
治

療
す
る

か
（
で

き
る
か
）
の
判
断
。


認
知

の
方
は

、
1）

身
体
に
触
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
示
す
。

2）
治
療

に
強
い

抵
抗

を
示

す
場
合

が
多
い

。
3）

他
人

に
指

図
さ

れ
た

り
､
構

わ
れ
る
の
を
嫌
が
り
抵
抗
す
る
。

4）
口
腔
内

に
入

っ
て

き
た

者
を

反
射

的
に

噛
ん

で
し

ま
う

な
ど

歯
科

治
療

を
行

い
に
く
い
面
が
あ
る
の
で
、
多
職
種
と
家
族
と

の
連

携
を
密

に
し

て
対

応
し

て
行

く
必

要
が

あ

る
。

そ
の
シ

ス
テ
ム

作
り
が
課
題
で
あ
る
。


認
知

レ
ベ

ル
に

よ
り

協
力
動
作
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
。
指
示
に
従
う

こ
と

の
で
き

な
い

方
→

義
歯

新
製

の
ケ

ー
ス

、

義
歯

修
理
の

ケ
ー
ス

。


認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の
主
訴
検
査
の
（
イ
）
が
歯
科
で
も
算
定
で

き
れ

ば
、
積

極
的

な
根

拠
を

持
っ

て
医

科
紹

介

が
で

き
る
よ

う
に
な

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

で
独

居
の
場

合
の
対
応
。
説
明
や
予
約
等
ご
家
族
と
一
緒
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。


認

知
症

と
ひ

と
く

く
り
に
言
っ
て
も
、
徘
徊
や
暴
言
・
暴
力
等
、
認
知
症
の
種
類
や
症
状
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ

り
、

個
々
人

に
対
す
る
対
応
が
必
要
な
点
が
難
し
い
。


認

知
症

の
症

状
、
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
治
療
の
ゴ
ー
ル
設
定
。（

例
え
ば
抜
歯
し
て
義
歯
作
製
ま
で
行
う
べ
き
か
、
抜
歯

の
み

行
い
後

は
定
期
的
な
口
腔
清
掃
支
援
で
様
子
を
見
る
の
か
。
義
歯
を
使
い
こ
な
せ
る
の
か
。
）


認

知
症

の
状

態
を
よ
く
理
解
し
対
応
す
る
。（

医
院
の
受
入
量
越
え
て
い
る
よ
う
な
ら
無
理
せ
ず
、
高
次
医
療
機
関
を

紹
介

す
る
。
）


認

知
症

の
人

で
骨
吸
収
抑
制
薬
関
連
顎
骨
壊
死
（
骨
髄
炎
）
を
き
た
し
た
患
者
さ
ん
へ
の
治
療
や
ケ
ア
が
大
変
で
す
。

食
支

援
の
問

題
含
め
､今

後
対
応
に
苦
慮
す
る
症
例
は
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
残
存
し
た
歯
が
影
響
し
て
、
粘
膜
損

傷
し

た
り

食
べ

に
く
か
っ
た
り
し
た
場
合
の
抜
歯
の
可
否
に
つ
い
て
、
治
療
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
困
っ
て
い

ま
す

。


認

知
症

の
方

の
場

合
、
特
に
行
動
的
な
方
は
治
療
中
に
徘
徊
等
の
行
動
を
行
っ
た
り
、
治
療
拒
否
等
の
行
動
で
治
療

が
危

険
を

伴
う

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
付
添
い
看
護
を
行
う
人
が
、
横
で
治
療
中
に
見
守
り
を
行
う
と
安

全
に

歯
科
治

療
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。


認

知
症

の
方

の
要

介
護
度
に
よ
っ
て
も
口
腔
内
が
悪
化
す
る
期
間
が
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
口
腔
衛
生
状
況
か
ら
要

介
護

度
や

自
立

度
を
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
治
療
方
針
が
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
よ
っ

て
、
あ
ら

か
じ
め

要
介
護
度
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
今
後
の
治
療
に
お
い
て
有
効
、
か
つ
､課

題
の
も
の
だ
と
考
え
ま

す
。


認

知
症

の
方

は
、

自
発
性
低
下
、
手
指
動
作
の
巧
緻
性
低
下
、
視
空
間
認
知
障
害
等
の
特
性
か
ら
、
歯
科
的
に
は
疾

病
予

防
と
し

て
の
セ
ル
フ
ケ
ア
不
足
、
修
後
物
の
形
態
へ
の
配
慮
、
義
歯
の
修
理
か
新
製
か
､抜

歯
の
基
準
、
医
科
的

（
全

身
既
往

）
と
し
て
の
誤
飲
、
誤
嚥
予
防
､行

動
調
整
が
課
題
と
考
え
ま
す
。


本

人
が

ど
こ

ま
で

義
歯
使
用
に
対
し
て
、
う
ま
く
対
応
で
き
る
の
か
？
す
る
か
？
に
つ
い
て
は
使
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら

な
い
点

。


本

人
が

認
知

症
と

し
て
の
自
覚
が
な
い
人
、
も
し
く
は
初
期
に
来
ら
れ
る
ケ
ー
ス
（
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
長
年
フ

ォ
ロ

ー
中
の

患
者
に
認
知
症
を
疑
う
ケ
ー
ス
）
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
。


本

来
な

ら
保

存
で
き
る
歯
を
抜
歯
し
な
い
と
い
け
な
い
。


理

解
の

低
下

。（
本
人
の
み
の
説
明
困
難
）
治
療
困
難
（
口
を
開
け
な
い
､拒

否
等
）、

脱
感
作
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

口
腔

内
保
清

持
続
困

難
（
治
会
が
依
頼
時
は
汚
れ
多
く
な
る
）
､
介
護
者
へ
の
指
導
。


理

解
力

・
認

知
力

に
か
な
り
ム
ラ
が
あ
る
た
め
、
説
明
・
処
置
に
多
大
な
労
力
を
要
す
。
安
全
に
行
う
た
め
に
は
マ

ン
パ

ワ
ー

も
必

要
だ
が
、
精
神
疾
患
に
対
応
し
な
い
た
め
に
加
算
も
取
れ
ず
、
一
般
の
歯
科
医
院
で
対
応
さ
せ
る
に

は
無

理
が

あ
る

。
せ
め
て
、
認
知
症
加
算
の
よ
う
な
レ
セ
上
の
対
応
を
考
慮
し
て
い
か
な
い
と
、
ま
す
ま
す
増
加
す

る
認

知
症
患

者
の
診
察
に
は
対
応
で
き
な
い
。


理

論
的

な
説

明
を
理

解
し
て
く
れ
な
い
。

【
ご

家
族

・
介

護
者

等
へ

の
説
明
・
協
力
】


「

認
知

症
の

人
」

の
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
行
く
か
。
例
え
ば
義
歯
治
療
の
場
合
、
「
健
常
者
」

と
同

程
度

の
「

結
果
」
を
得
ら
れ
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
る
家
族
が
ま
れ
に
い
る
。
家
族
に
ど
の
程
度
困
難
で
あ

る
か

を
､
理

解
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。


ゴ

ー
ル

の
設

定
を
ご
家
族
と
話
し
合
う
。


ご

家
族

の
協

力
。


ご

家
族

の
協

力
と
理
解
。


可

能
な

ら
ば

家
族
の
付
添
い
に
よ
る
患
者
の
精
神
安
定
が
重
要
で
す
。


家

人
の

協
力

。


家

族
・

周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
。
暴
力
に
対
す
る
対
応
。
診
療
に
対
す
る
報
酬
。


家

族
と

の
信

頼
関
係
構
築
が
重
要
。


家

族
と

の
連

絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
い
か
に
す
る
か
､
評
価
の
仕
方
。


家

族
に

十
分

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。


家

族
の

協
力

。


家

族
の

協
力

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
。


家

族
の

認
識

、
協
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
得
る
の
か
。
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
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
家

族
の

理
解

、
対
応

、
補
助
が
必
要
。


家

族
の

理
解

。
コ
ー

ル
設
定
。


家

族
等

の
協

力
が
得

ら
れ
な
い
場
合
、
か
な
り
治
療
が
困
難
と
な
る

と
思
い

ま
す

。


介

護
（

介
護

者
）
は

絶
対
必
要
。


介

護
者

の
ブ

ラ
ッ
シ

ン
グ
ス
キ
ル
、
デ
ン
タ
ル

IQ
の
向
上
。


介

護
者

の
歯

科
治
療

へ
の
理
解
と
協
力
。


介

助
者

の
レ

ベ
ル
が

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
毎
日
の
ケ
ア
､歯

科
治
療

の
必
要

性
の

判
断
、
定

期
的

な
通
院

の
介
助

な

ど
介

助
者
が

必
要
。


患

者
ご

本
人

と
の
意

思
疎
通
が
困
難
な
場
合
は
、
周
り
の
人
も
交
え

て
の
話

し
合

い
が

大
切

で
す
。


患

者
さ

ま
の

ご
家
族

の
協
力
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
、
得
に
く
い
こ

と
が
あ

る
。


患

者
本

人
、

家
族
、

医
療
従
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
に
対
す
る
解
釈

モ
デ
ル

の
隔

た
り

が
大

き
い
。


協

力
で

き
な

い
家
族

の
代
わ
り
に
誰
か
が
付
添
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。


協

力
を

得
ら

れ
な
い

こ
と
が
あ
る
こ
と
。


軽

度
で

自
立

し
て

い
る

患
者
さ
ま
が
、
ど
こ
ま
で
治
療
に
対
し
て

理
解

し
て

い
る

の
か

が
判

断
が

難
し

い
の

で
、

ご

家
族

や
施
設

の
方
と

の
連
携
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。


口

腔
外

科
手

術
に
対

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
理
解
度
。


施
設

に
入
所

さ
れ
る

場
合
、
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
難
し

い
。


治
療

に
は
説

明
等
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
付
添
い
が
必
要
な
こ
と
を

､家
族

・
後

見
人

に
伝

え
る
こ

と
。


治
療

の
ゴ
ー

ル
設
定

を
家
族
と
こ
ま
め
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま

す
。


十
分

な
歯
科

治
療
が

で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
（
家
族

に
）


診
療

時
間
が

か
か
る

。
家
族
の
協
力
が
必
要
、
得
ら
れ
な
い
場
合
苦

労
し
ま

す
。


相
談

す
る
家

族
が
い

な
い
（
独
居
）
。
ま
た
は
、
家
族
も
認
知
症
。


当
院

で
は

治
療

困
難

で
高
次
医
療
機
関
へ
紹
介
し
た
い
が
、
付
き
添

い
家

族
が
遠

い
か

ら
連

れ
て

行
け

な
い

と
断

ら

れ
る

。


当
院

は
障

害
者

専
門

の
施
設
で
、
「
認
知
症
的
」
な
人
は
多
数
来
院
し

ま
す

。
当

然
､
家

族
や

公
的

な
サ

ポ
ー

ト
が
得

ら
れ

て
い

る
人

ば
か

り
で

す
。

認
知

症
で

も
そ

う
い

う
境

遇
の

場
合

は
問

題
な

い
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
以

外
の

方

は
・

・
・
難

し
い
で

す
。


認
知

症
の
患

者
さ
ま

へ
の
治
療
可
能
な
部
分
と
､
ご
家
族
の
期
待
と
の
ギ

ャ
ッ
プ

。


認
知

症
の
人

の
家
族

等
の
歯
科
治
療
に
つ
い
て
の
理
解
（
同
伴
し
て
一
緒

に
治
療

説
明

を
聞

い
て
く

れ
る
等

）（
認
知

症
が

あ
り
そ

う
だ
が

一
人
で
来
院
す
る
方
も
い
る
た
め
）
。


認
知

症
患
者

の
家
族

な
ど
、
治
療
に
関
し
て
説
明
で
き
る
人
と
の
関

係
構
築

。


認
知

症
患
者

本
人
と

は
意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合
、
家
族
と
の
話
し

合
い
が

特
に

必
要

と
考

え
る
。


認
知

症
本

人
と

介
護

者
、
家
族
の
希
望
が
違
う
こ
と
が
多
い
。
本
人

よ
り

も
周
囲

の
人

の
理

解
が

課
題

で
は

な
い

か

と
思

う
。


非
協

力
的
な

家
族
の

場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。


必
ず

誰
か
家

族
（

ま
た

は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
人
）
を
連
れ
て

き
て
く
れ

る
こ

と
が

大
事
で

す
が

、
AD

L
が

自
立

し
て
い

て
耳
が

元
々
遠
い
人
な
ど
は
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
不

十
分

な
こ
と

も
多

い
で

す
。（

歯
科

治
療

に
限
っ

た
こ

と
で
は

あ
り
ま

せ
ん
が
）


病
状

に
あ
わ

せ
て
無

理
の
な
い
治
療
を
行
う
、
そ
の
際
、
家
族
の
理

解
を
得

て
お

く
。


付
添

い
が
必

要
な
た

め
､
頻
回
受
診
が
困
難
。


付
添

い
の
方

が
お
ら

れ
な
い
場
合
の
意
思
の
疎
通
。


付
添

が
な
く

来
院
し

、
認
知
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
の

対
象
の

仕
方

を
､あ

る
程
度

マ
ニ
ュ

ア
ル
化

し
た

方
が

い
い
。


保
護

者
・
後

見
人
等

が
い
な
い
方
へ
の
対
応
に
は
苦
慮
す
る
と
思
わ

れ
る
。


保
護

者
が
い

な
い
人

が
単
独
で
来
院
さ
れ
た
と
き
に
、
種
々
の
ト
ラ

ブ
ル
が

生
じ

て
い

る
。


本
人

の
家

族
・

施
設

ス
タ
ッ
フ
・
ケ
ア
マ
ネ
等
の
協
力
が
と
て
も
重

要
だ

と
思
い

ま
す

が
、

な
か

な
か

う
ま

く
ス

ム

ー
ズ

に
い
く

こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


本

人
の

状
態

と
家

族
の
希
望
が
な
か
な
か
合
わ
せ
ら
れ
ず
、
時
間
が

か
か

る
こ
と

が
多

い
で

す
。

一
般

的
な

診
療

の

よ
う

に
ス

ム
ー

ズ
に

ど
ん
な
こ
と
も
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
多
く

の
人

に
理

解
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
良

い
な

と
思

っ

て
お

り
ま
す

。

【
歯

科
医

療
従

事
者

の
労

力
】


ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

あ
っ
て
も
、
個
別
の
対
応
が
診
療
場
面
で
は
必
須
の
こ
と
が
多
く
、
そ
の
か
か
る
手
間
、
人
的
資

源
に

対
す
る

評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。


で

き
る

こ
と

で
き

な
い
こ
と
へ
の
説
明
。
ト
ラ
イ
し
た
も
の
の
認
知
の
た
め
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
治
療
に
（
義
歯

製
作

の
途
中

中
断
な
ど
）
時
間
は
か
か
る
が
、
そ
こ
に
対
す
る
保
険
点
数
の
評
価
が
な
い
。


ま

ず
認

知
症

に
つ

い
て
、
歯
科
医
療
に
関
わ
る
医
療
者
が
理
解
す
る
。
人
手
が
か
か
る
の
で
積
極
的
に
加
算
取
れ
る

よ
う

周
知
し

て
い
く
。
治
療
方
針
を

Pt
が
決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
周
り
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
保
護
者
、
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
に

説
明
し

て
、
ベ

ス
ト
で
は
な
い
に
し
ろ
良
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
い
く
つ
か
方
法
を
明
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 


マ

ン
パ

ワ
ー

。
手
が

か
か
る
分
（
時
間
と
）
の
診
療
報
酬
。


マ

ン
パ

ワ
ー

が
取
ら

れ
て
し
ま
う
、
な
の
に
点
数
が
な
い
。


マ

ン
パ

ワ
ー

が
必
要

で
、
ま
た
急
性
期
医
療
施
設
に
は
な
じ
ま
な
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
思
わ
れ
ま
す
。


マ

ン
パ

ワ
ー

が
不
足

し
て
い
る
と
難
し
い
。


マ

ン
パ

ワ
ー

に
応
じ

た
診
療
報
酬
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。


マ

ン
パ

ワ
ー

不
足
の

解
消
。


ス

タ
ッ

フ
の

教
育
。

マ
ン
パ
ワ
ー
。
家
族
と
の
協
力
。


ス

タ
ッ

フ
教

育
と
マ

ン
パ
ワ
ー
、
収
益
性
（
他
の
患
者
を
診
る
時
間
が
取
れ
な
く
な
る
）
。


ス

タ
ッ

フ
全

員
が
対

応
に
関
す
る
知
識
を
習
得
で
き
る
場
が
な
い
。


一

人
の

患
者

を
診
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
と
時
間
が
大
幅
に
か
か
る
こ
と
。


加

算
等

で
対

応
す
る

医
院
に
あ
る
程
度
収
益
を
補
償
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
善
意
で
扱
っ
て
い
る
。


教

育
、

ス
タ

ッ
フ
数

。


金

銭
的

に
援

助
し
て

臨
床
の
形
を
法
的
に
決
め
る
。


私

立
の

た
め

に
ど
う
し
て
も
収
益
性
に
関
連
付
け
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
対
応
の
保
険
点
数
の
向
上
お
よ
び
、

訓
練

の
場
が

あ
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。


歯

科
の

診
療

報
酬

自
体
が
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
労
力
に
報
わ
れ
る
呻
吟
が
払
わ
れ
な

い
。

賃
金

が
安

い
と
募
集
し
て
も
応
募
も
な
い
。
い
つ
も
自
己
犠
牲
の
精
神
で
診
療
に
あ
た
っ
て
く
れ
て
い
る
ス
タ

ッ
フ

に
申

し
訳

な
い
。
自
分
自
身
も
認
知
症
の
患
者
さ
ん
か
ら
、
殴
ら
れ
、
蹴
ら
れ
、
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と

も
多

々
あ
る

が
、
我
慢
・
忍
耐
の
日
々
な
の
だ
が
、
ど
う
に
か
環
境
が
変
え
ら
れ
る
報
酬
体
系
に
し
て
ほ
し
い
。


歯

科
治

療
よ

り
、
身

体
管
理
の
一
部
と
し
て
口
腔
機
能
の
管
理
に
つ
い
て
保
険
適
用
す
る
に
は
､
時
間
と
労
力
が
か
か

る
の

で
手
厚

く
し
て
ほ
し
い
。


歯

科
専

任
看

護
士

の
充
実
す
る
診
療
点
数
の
設
立
。
歯
科
専
任
看
護
士
の
学
術
団
体
の
設
立
。
歯
科
麻
酔
の
更
な
る

診
療

点
数
の

設
立
。


時

間
・
労

力
対
コ

ス
ト
で
割
が
合
わ
ず
切
り
捨
て
ら
れ
る
懸
念
。
程
度
・
症
状
が
患
者
そ
れ
ぞ
れ
で
､一

般
論
で
論
じ

に
く

い
。


時

間
、

介
助

者
の
有
無
。


時

間
、

人
員

を
要
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
あ
る
診
療
報
酬
で
は
な
い
。


時

間
、

人
手

が
必
要
な
割
に
､見

合
う
収
益
が
得
ら
れ
な
い
。


時

間
が

か
か

る
、

人
員
不
足
、
収
益
性
が
な
い
、
処
置
同
意
が
困
難
な
と
き
が
あ
る
（
付
き
添
い
が
身
内
で
な
い
と

き
）
、
重

症
化
し

た
と
き
の
受
け
入
れ
先
が
な
い
、
認
知
症
以
外
の
合
併
症
の
対
診
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。


時

間
が

か
か

る
。


時

間
が

か
か

る
た

め
、
他
の
治
療
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
時
間
を
か
け
て
も
問
題
な
い
収
益
性
が
あ
る
と
良
い

と
思

い
ま
す

。


時

間
が

か
か

る
割
に
､保

険
点
数
が
認
知
症
で
な
い
人
と
同
じ
点
。


時

間
と

人
員

と
法
的
な
治
療
者
側
の
保
護
（
承
諾
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
た
め
）。


時

間
と

人
員

を
要
す
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う
診
療
報
酬
が
得
ら
れ
な
い
点
。


時

間
と

労
力

が
割
か
れ
る
が
、
保
険
点
数
上
の
カ
バ
ー
が
な
い
。


時

間
を

要
す

る
の
に
コ
ス
ト
が
低
い
。


治

療
に

際
し

、
人
手
お
よ
び
時
間
を
要
す
こ
と
。


治

療
に

人
手

、
時
間
が
か
か
る
。
予
防
も
難
し
い
。


治

療
に

要
し

た
人
員

や
材
料
が
評
価
さ
れ
て
ほ
し
い
。（

実
費
相
当
額
を
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
）


十

分
な

マ
ン

パ
ワ
ー

で
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要
性
。
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
信

頼
関

係
の

構
築
。

人
員
、
時
間
、
収
益
性
な
ど
全
て
。


診
療

報
酬
が

低
い
。

健
常
な
人
を
た
く
さ
ん
診
な
い
と
コ
ス
ト
が
ペ

イ
で
き

な
い

。


人
員

、
時
間

を
と
ら

れ
る
た
め
、
認
知
症
加
算
が
点
数
に
必
要
と
思

い
ま
す

。


積

極
的

に
認

知
症

に
対

す
る
知

識
や
そ
の

対
応

を
増

や
し

て
､
さ
ら

に
人

員
も

確
保

し
な

い
と

受
け

入
れ

る
こ

と
が

難
し

い
と
思

う
。


他
患

者
の
時

間
、
労

力
ま
で
割
く
こ
と
に
な
る
こ
と
。


対
応

で
き
る

歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
の
育
成
。
診
療
報
酬
で
の
適

正
な
評

価
。


点
数

が
低
い

。
家
族

の
理
解
。


認
知

症
の

歯
科

治
療

は
、
診
療
時
間
、
マ
ン
パ
ワ
ー
等
で
そ
れ
以
外

の
人

に
比
べ

多
く

を
要

す
る

た
め

、
加

算
等

が

望
ま

し
い
と

考
え
ま

す
。


認
知

症
の

人
の

治
療

を
行
う
た
め
に
は
、
治
療
だ
け
で
は
な
く
治
療

前
の

説
明
（

本
人

・
家

族
）

も
重

要
で

あ
り

、

時
間

的
に

余
裕

が
必

要
。
し
か
し
、
現
在
の
診
療
報
酬
で
は
経
営

が
成

り
立

た
な

い
た

め
、

敬
遠

さ
れ

て
し

ま
う

の

は
当

然
と
思

う
。


認
知

症
の

人
の

場
合

、
そ
の
日
の
状
況
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
と
で

き
な

い
こ
と

が
違

う
こ

と
が

良
く

あ
る

。
採

算

性
を

含
め

時
間

や
人

の
配
置
に
苦
慮
す
る
。
認
知
症
を
理
由
に
診

断
を

断
る

こ
と

は
な

い
が

、
こ

の
部

分
が

解
決

す

る
な

ら
、
研

修
も
含

め
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

。


認
知

症
の

方
に

し
っ

か
り
と
し
た
医
療
を
行
う
と
な
る
と
､
時
間
的
、

人
員
的
な

コ
ス

ト
が

か
か

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

何
ら

か
の
加

算
が
な

け
れ
ば
積
極
的
な
取
り
組
み
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か

と
思

わ
れ

ま
す

。


認
知

症
の
方

の
診
察

や
治
療
に
は
､
よ
り
多
く
の
手
間
と
時
間
が
必
要

な
た

め
、
そ

れ
に

相
当
す

る
加
算

が
必
要

で
あ

る
と

思
う
。


認
知

症
患

者
は

治
療

時
間
も
か
か
り
､理

解
も
で
き
な
い
こ
と
が
多
く

､
労
力
も

か
か

る
が

そ
れ

相
応

の
点

数
が

な
く

収
益

が
見
込

め
な
い

。

【
歯

科
医

療
従

事
者

の
認

知
症

対
応
力
向
上
】


ス

タ
ッ

フ
の

教
育
。


安

全
性

の
確

保
。

チ
ー

ム
医
療
で
さ
っ
と
診
療
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

か
、

固
定

の
手

技
な

ど
。

知
識

経
験

不
足

な

ど
。


医

療
従

事
者

側
の

認
知

症
に
対
す
る
正
確
な
理
解
と
対
応
の
訓
練

。
認

知
症

の
人

の
側

（
家

人
な

ど
）

の
全

て
の

治

療
が

可
能
で

な
い
こ

と
の
理
解
。
労
力
に
見
合
っ
た
報
酬
。


研

修
医

レ
ベ

ル
で
の

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
（
全
身
疾
患
の

は
医
療

な
ど

を
含

む
）
。


歯

科
ス

タ
ッ

フ
の
認

知
症
に
対
す
る
理
解
。
地
域
間
で
の
協
力
体
制

の
強
化

。


歯

科
医

師
、

医
師
を

含
む
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育
（
知
識
・
実
践

）。


歯

科
医

師
が

認
知
症

の
人
の
歯
科
治
療
に
対
し
て
消
極
的
。
歯
を
治

す
こ
と

し
か

考
え

ら
れ

な
い
者

が
多
い

。


歯

科
医

師
の

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
。


歯

科
医

師
の

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
。
歯
科
衛
生
士
の
教
育
。
歯
科
・
医
科

・
薬
科

・
地

域
・

社
会

の
連
携

。


治

療
に

限
界

が
あ
り

､家
族
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
卒
前
歯
科
教
育
の

充
実
が

必
要

で
あ

る
。
イ

ン
フ

ォ
ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト
の

取
得
方

法
を
定
め
て
ほ
し
い
。


障

害
者

歯
科

に
対
す

る
博
識
が
少
な
い
た
め
。


職

員
、

ス
タ

ッ
フ

、
家

族
の
理
解
と
協
力
を
向
上
さ
せ
る
。
よ
り

効
率

的
な

歯
科

治
療

の
シ

ス
テ

ム
、

設
備

、
器

具

の
開

発
。


対

応
す

る
ス

タ
ッ
フ

の
教
育
を
行
う
。


当

科
ス

タ
ッ

フ
全
員

が
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
と
対
応
方
法
に

つ
い
て

さ
ら

に
深

め
る

必
要
が

あ
る
。


認

知
症

に
つ

い
て
の

理
解
。


認

知
症

に
対

す
る
基

本
的
な
対
応
法
な
ど
の
専
門
的
知
識
の
習
得
。


認

知
症

に
対

す
る
知

識
の
不
足
。


認

知
症

に
対

す
る
理

解
、
お
よ
び
対
応
す
る
た
め
の
知
識
の
不
足
。


認

知
症

へ
の

接
し
方

を
学
ん
で
い
る
（
コ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
等
の
）
医

療
従
事

者
が

少
な

い
と

思
い
ま

す
。


認

知
症

対
応

力
の
向

上
。

【
歯

科
の

受
け

入
れ

体
制

・
連

携
等
】


す

べ
て

の
歯

科
医

療
機

関
が
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
高
齢
化

社
会

が
進
む

昨
今

、
収

益
性

が
な

い
な

ど
の

理

由
で

､認
知

症
の

歯
科
治
療
を
特
別
に
扱
う
の
は
い
か
が
な
も
の
で

し
ょ
う

か
。


で

き
う

る
限

り
開

業
医
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
開
業
医
は
面
倒
な
患
者
を
診
よ
う
と
し
な
い
。
当

県
の

大
分

口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
も
本
来
、
障
害
者
（
心
身
障
害
）
の
た
め
の
歯
科
診
療
所
と
し
て
開
設
し
た
が
、
開

業
医

か
ら

送
ら

れ
る
認
知
症
の
患
者
の
治
療
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
い
、
本
来
の
障
害
者
・
児
の
治
療
が
で
き
な

い
現

実
が

あ
り

ま
す
。
地
域
の
開
業
医
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
域
の
認
知
症
患
者
に
対
し
て
も
手
厚
く
、
気
長
に
診
療

す
べ

き
と
思

わ
れ
る
。


医

科
歯

科
の

み
な

ら
ず
、
歯
科
で
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
が
必
要
。
収
益
性
を
考
え
た
保
険
点
数
の
評
価
が
な
い

と
継

続
は
困

難
。


医

科
入

院
の

K
rで

退
院
時
に
地
域
の
歯
科
（
在
宅
等
含
む
）
あ
て
に
情
報
書
い
て
も
返
事
が
な
く
、
そ
の
後
本
人
が

受
診

し
た
の

か
、
そ

も
そ
も
受
診
し
て
い
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。


一

般
歯

科
治

療
と

同
じ

内
容
の

治
療
で
し

た
ら
､
家

族
の
か

か
り
つ

け
医
で

同
じ

よ
う

に
治

療
で

き
る

体
制
を

整
え

る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
な
支
援
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。


過

疎
地

域
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
知
症
の
人
の
歯
科
治
療
を
充
実
さ
せ
る
か
。（

行
政
の
支
援
が
必
要
に
な
る
と

思
い

ま
す
。
）


各

県
に

受
け

入
れ
ら
れ
る
施
設
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。


学

校
教

育
を

充
実

さ
せ
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
が
診
療
に
当
た
る
べ
き
で
あ
り
、
高
次
医
療
機
関
へ
の
紹
介
は
機
能

分
割

へ
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
。


現

在
、

一
般

開
業

医
、
病
院
歯
科
で
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
な
り
の
対
応
を
し
て
い
る
が
、
今
後
認
知
症
の
方
が
増
え
る
と

対
応

で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。


誤

嚥
、

誤
飲

の
リ

ス
ク
が
あ
り
、
治
療
時
に
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
か
か
り
つ
け
歯
科
で
、
認
知
症
を
扱
え

る
歯

科
医
院

が
少
な
い
。


受

け
入

れ
施

設
の
充
実
。


受

け
入

れ
施

設
や
対
応
で
き
る
医
師
が
少
な
い
。


専

門
の

公
的

な
病
院
の
歯
科
で
治
療
が
で
き
る
と
よ
い
。


専

門
的

な
知

識
・
ス

キ
ル
。
受
け
入
れ
先
（
対
応
先
）
な
ど
の
連
携
・
シ
ス
テ
ム
構
築
。


専

門
的

施
設

の
必
要

性
。


他

機
関

、
地

域
、
行

政
と
の
協
力
関
係
を
密
に
築
く
こ
と
。


多

職
種

と
の

連
携
が

難
し
い
。


対

応
で

き
る

施
設
が

少
な
す
ぎ
る
こ
と
。


対

応
力

を
有

し
た
施

設
が
少
な
い
。
認
知
症
に
対
す
る
知
識
不
足
。
精
神
科

D
rの

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
。
後
方
支
援
病

院
で

の
シ
ー

ム
レ
ス

な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
構
築
の
困
難
性
。


地

域
で

の
受

け
入
れ
先
が
な
い
（
少
な
い
）
。


地

域
に

よ
っ

て
は
紹
介
先
が
遠
く
て
困
る
こ
と
が
あ
る
。


地

域
差

も
あ

る
と

思
う
が
、
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
連
携
し
て
診
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
困
っ

て
い

る
と
き

に
､
協
力
せ
ず
に
そ
の
人
ま
か
せ
に
さ
れ
て
は
困
る
。


地

域
歯

科
は

必
須
で

、
地
域
歯
科
医
師
会
と
基
幹
病
院
歯
科
と
の
連
携
強
化
の
推
進
。


通

常
の

歯
科

に
お

い
て
､
一
般
の
患
者
と
並
行
し
て
診
療
を
行
う
こ
と
は
、
危
険
性
も
あ
り
困
難
。
（
専
門
の
受
け
入

れ
機

関
を
作

る
こ
と

が
重
要
で
は
？
）


都

市
部

は
認

知
症

専
門
の
部
署
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
方
で
は
そ
の
よ
う
な
方
は
病
院
歯
科

に
集

ま
る

。
可

能
な
限
り
対
応
は
し
て
い
る
が
口
腔
外
科
で
は
人
手
が
足
ら
ず
､
救
急
対
応
も
行
い
、
外
科
も
行
い
、

認
知

症
患
者

の
対
応
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
開
業
医
で
も
診
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い
。


当

院
で

治
療

を
行

う
が
、
義
歯
な
ど
は
作
製
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
受
け
入
れ
先
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
受
け
入
れ

施
設

の
確
保

が
困
難
で
す
。


当

院
は

口
腔

外
科

的
治
療
を
メ
イ
ン
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
観
血
処
置
後
に
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る

方
が

同
伴
で

受
診
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。


認

知
症

の
方

へ
の

歯
科
治
療
に
専
門
知
識
を
持
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
ど
の
歯
科
医
院
に

も
対

応
で

き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
認
知
症
の
方
へ
対
応
で
き
る
歯
科
医
院
が
、
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と

い
う

点
は
課

題
と
考
え
ま
す
。


認

知
症

を
理

由
に

診
察
、
治
療
を
断
る
歯
科
医
が
多
い
。
診
て
も
薬
だ
け
出
し
て
根
管
開
放
し
な
い
な
ど
、
歯
科
医

側
の

問
題
が

多
く
、
悪
化
し
て
医
科
経
由
で
病
院
歯
科
に
回
っ
て
く
る
。
一
部
負
担
が
集
中
し
て
い
る
と
感
じ
る
。


認

知
症

患
者

の
対
応
に
関
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
、
病
院
自
体
の
受
け
入
れ
の
可
否
で
､
提
供
で
き
る
医
療
の
選
択
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肢
が

狭
ま
っ

て
し
ま

う
こ
と
。


必
要

で
あ
れ

ば
行
う

が
、
全
身
管
理
、
入
院
が
必
要
と
な
っ
た
際
は

様
々
な

専
門

院
外

と
の

連
携
。


病
院

歯
科
設

置
の
普

及
。


未
診

断
の

認
知

症
を

減
ら
す
た
め
の
社
会
全
体
の
努
力
と
、
多
職
種

連
携

を
採
算

性
を

損
な

わ
ず

実
施

で
き

る
保

険

点
数

や
補
助

金
の
整

備
。

【
そ

の
他

】


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
困
難
さ
、
口
腔
ケ
ア
の
担
い
手
（
家
族
、

介
護
士

等
）

へ
の

指
導

な
ど
。


か

か
り

つ
け

医
に
よ

る
十
分
な
口
腔
管
理
。


か

か
り

つ
け

医
の
対

応
を
向
上
し
て
い
く
。


当

科
の

よ
う

に
精

神
科

医
師
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
の
連
携
に

よ
る

対
応

が
で

き
る

か
否

か
が

課
題

で
あ

る
。

私

も
こ

こ
で
は

で
き
る

が
、
別
の
医
療
機
関
で
は
困
難
な
場
合
が
多
い

。


認

知
症

の
診

断
。
医

科
歯
科
連
携
。
病
病
連
携
。
福
祉
と
の
協
働
。


「

認
知

症
」

だ
け

区
別

す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
り
、
患
者
さ
ん

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

合
わ

せ
た

対
応

が
必

要
だ

と

考
え

ま
す
。


「

認
知

症
」

と
改

め
て

取
り
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
こ
れ
は

移
行

的
な

疾
患

で
あ

る
と

思
わ

れ
、

我
々

歯
科

医

師
は

10
0％

の
出
来

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
に
で
き
る
範

囲
を
そ

の
方

に
合

わ
せ

て
行
う

こ
と
は

や
む
を

得
な

い
こ

と
と

思
わ

れ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
虫
歯
、
歯
周
病
を

こ
ち

ら
が
驚

く
ほ

ど
放

置
な

さ
っ

て
い

る
「

正

常
」

な
方
が

い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
・
・
・
・
。


1．

口
腔

内
リ

ス
ク
の

管
理
の
視
点
を
持
っ
た
地
域
歯
科
医
療
の
構
築
：
入

院
中

に
お

け
る

合
併
症

の
発
症

や
口
腔

に

関
連

す
る

医
療

事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
入
院
前
の
段
階
で
の

早
期

発
見

が
入

院
後

の
重

症
化

予
防

に
と

っ
て

重

要
で

あ
る

。
2．

不
随

意
運
動
、
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ス
キ
ネ
ジ
ア
へ
の
対

応
能
力

の
向

上
：
デ

ィ
ス

キ
ネ
ジ

ア
が
出

現
す

る
患

者
の

歯
科

治
療

に
は
、
治
療
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
高
度
な

治
療

技
術

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
技

術
取

得

の
講

習
会
が

必
要
で

あ
る
。

3．
新
人
の
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士

の
認
知

症
対

応
能

力
の

向
上
：（

1）
認

知
症

の
病

態
理

解
：
精

神
科
病

院
に
は
、
精
神
疾
患
や
認
知
症
の
進
行
に
伴
い
人

と
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
が

困
難
と

な
り
、

他
の

身
体

科
の

医
療

機
関
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ
た
患
者
の
み
が

入
院

し
て
い

る
こ

と
の

理
解

が
必

要
で

あ
る

。

認
知

症
の

歯
科

医
療

に
従
事
す
る
歯
科
医
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患
と
病

態
を

理
解
し

た
上

で
患

者
に

対
応

す
る

こ
と

が

求
め

ら
れ

る
。

口
を

開
け
て
く
れ
な
い
、
声
を
荒
げ
る
と
い
っ
た
拒

否
行

動
は
心

理
的

な
抵

抗
で

は
な

く
、

あ
く

ま

で
も

中
核

症
状

と
し
て
の
認
知
症
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た

上
で

治
療
に

あ
た

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。（
2）

向
精

神
薬
の

理
解
：
日
に

よ
っ
て
は
､
向
精
神
薬
や
眠
剤
等
の
影
響
に

よ
り
覚

醒
不

良
の

場
合

も
あ
り

、
歯

科
治
療

時

に
は

誤
嚥

な
ど

に
注
意
す
る
こ
と
等
、
薬
剤
に
よ
る
口
腔
・
嚥
下
へ

の
影

響
に
関

す
る

理
解

が
必

要
で

あ
る

。（
3）

歯
科

心
身

症
、

口
腔

内
異
常
感
症
、
口
腔
内
セ
ネ
ス
ト
パ
チ
ー
に
つ

い
て

の
理
解

：
精

神
科

・
認

知
症

の
人

の
歯

科

治
療

を
行
う

上
で
は

､歯
科
心
身
症
、
口
腔
内
異
常
感
症
、
そ
し
て
、
こ

れ
ら
と

鑑
別

を
要

す
る
ド

ラ
イ
マ

ウ
ス

、
口

腔
ガ

ン
ジ

タ
症

、
舌

痛
症
な
ど
の
病
態
理
解
が
重
要
で
あ
る
。
歯
科

心
身

症
と
は

、
口

の
中

に
何

ら
か

の
症

状
を

訴

え
る

に
も
か

か
わ
ら

ず
､
検
査
を
し
て
も
問
題
が
見
つ
か
ら
ず
、
う

つ
病

な
ど
の

心
因

的
な

要
因
に

由
来
し

て
い
る

病

態
で

あ
る
。
口
腔

内
異
常

感
症
も
､同

様
に
、
口
腔
内
に
異
常
が
な

い
に
も

か
か
わ

ら
ず

異
常

な
感
覚

を
感
じ

る
場
合

で
あ

り
、

例
え

ば
､
口

の
中
が
ざ
ら
ざ
ら
す
る
､
ネ
バ
ネ
バ
す
る
、

と
い

っ
た
症

状
を

訴
え

る
。

従
っ

て
、

患
者

が
訴

え
る

部
位
に

明
ら
か

な
所
見
が
な
い
場
合
や
､ド

ラ
イ
マ
ウ
ス
、
口
腔

粘
膜
疾

患
等

が
認

め
ら

れ
な
い

場
合
に

は
、
心

因
的

な
要

因
も

考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
､
精
神
科
医
に
相
談
す
る
こ
と

も
必
要
で

あ
る

。
例

え
ば

､
義

歯
使

用
時

の
痛

み
や

違
和

感
を

訴
え

て
い
て

も
､
義

歯
の

精
度

に
問

題
は
な

く
､
明

ら
か

な
原

因
が

見
つ

か
ら

な
い

場
合

に
は

､
容

易

に
義

歯
調
整

を
行
う

べ
き
で
は
な
い
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
点
を
理
解
す

る
必
要
が

あ
る

。
4．

認
知

症
の
人

の
歯
科

治

療
方

針
と
技

術
：
診
療
を
行
う
上
で
､精

神
疾
患
、
認
知
機
能
、
基

礎
疾
患

、
AD

L、
歯

科
受
領

能
力

、
家

族
の
負

担

金
支

払
い

能
力

、
家

族
の
協
力
度
、
そ
し
て
入
院
病
棟
の
環
境
面
な

ど
を

総
合
的

に
判

断
し

て
治

療
方

針
を

決
定

す

る
経

験
と
技

術
。

5．
他

職
種
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
：
上
述

の
全

て
の

点
に
共

通
す
る

が
、
他

職

種
と

う
ま
く

連
携
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め

ら
れ
る

。


80

20
の

見
直

し
。


い
い

物
が
で

き
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し

ま
す

。


コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
。
義
歯
の
作
製
を
し
て
も
使
用
し
な
い
。
家

人
と
の

協
力

も
必

要
。


カ
テ

ー
テ
ル

を
抜
い

た
り
す
る
の
で
､抑

制
帯
な
ど
の
工
夫
は
必
要
で

あ
る

。


す
で

に
16

年
間

行
っ

て
き
て
い
る
。
医
科
側
の
意
識
の
向
上
。


そ
れ

ぞ
れ
の

患
者
に

適
し
た
対
応
と
治
療
を
行
う
。


悪

化
す

る
ま

で
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。


開

業
医

よ
り

困
っ

た
症
例
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
治
療
目
標
を
ど
こ
に
す
る
か
で
診
療
内
容
が
変
わ
っ
て
く

る
と

思
わ
れ

ま
す
。
当
院
で
は
や
は
り
抜
歯
が
多
い
で
す
。


外

来
に

通
院

さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
患
者
さ
ま
は
､
ほ
と
ん
ど
通
常
通
り
治
療
で
き
て
い
る
。
一
人
で
通
院
で
き
な
い

方
は

ご
家
族

と
一
緒
に
来
院
し
、
や
が
て
病
状
悪
化
か
､
ご
家
族
の
都
合
か
不
明
だ
が
、
来
院
し
な
く
な
る
こ
と
が
多

い
。

お
そ

ら
く

、
施
設
な
ど
に
入
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
通
常
の
歯
科
外
来
よ
り
も
施
設
や
家
庭
へ
の

訪
問

診
療
に

お
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


口

腔
内

の
諸

問
題
を
全
て
歯
科
医
院
に
押
し
つ
け
て
､帳

尻
を
合
わ
そ
う
と
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。
日
常
生
活
で

の
口

腔
ケ
ア

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
ほ
し
い
。


最

小
限

の
介

入
で
効
率
を
高
め
る
方
策
。


最

低
限

必
要

な
設
備
の
把
握
と
用
意
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
。
研
修
の
受
講
。


思

う
よ

う
に

い
か
な
い
と
こ
ろ
。


施

設
、
環

境
整
備

も
必
要
で
は
あ
る
が
、
認
知
機
能
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
患
者
に
対
し
、「

認
知
症
に
な
っ
て
も
困
ら

な
い

口
腔

環
境

を
構
築
し
て
い
く
」
意
識
を
、
歯
科
医
師
全
般
に
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
残
根
や

無
理

な
保
存

治
療
を
し
な
い
､義

歯
を
作
成
す
る
な
ど
。


施

設
か

ら
入

院
し

て
く
る
患
者
さ
ん
の
場
合
、
い
つ
も
同
じ
施
設
か
ら
来
る
方
た
ち
で
口
腔
内
が
崩
壊
し
て
い
る
パ

タ
ー

ン
が
あ

り
ま
す
。
介
護
の
現
場
で
の
日
常
的
な
口
腔
ケ
ア
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。


歯

科
医

師
が

積
極

的
に
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
に
関
わ
る
場
合
、
患
者
の
自
己
決
定
能
力
を
鑑
み
て
適
切
な
説
明

と
同

意
お
よ

び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
指
針
を
提
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


歯

科
治

療
な

の
だ
か
ら
、
地
域
歯
科
医
師
が
対
応
し
て
ほ
し
い
。（

何
で
も
困
る
こ
と
が
あ
る
と
病
院
へ
丸
投
げ
す
る

の
は

や
め
て

ほ
し
い
）


歯

科
治

療
を

行
う
こ
と
が
、
患
者
本
人
の

Q
O

L
向
上
に
本
当
に
寄
与
す
る
の
か
き
ち
ん
と
判
断
す
る
こ
と
（
判
断

す
る

こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
）
。


持

続
性

が
難

し
い
。


治

療
の

み
な

ら
ず

、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
も
困
難
な
場
合
が
多
く
、
福
祉
と
医
療
の
情
報
共
有
や
連
携
体
制
に
課
題
を

感
じ

て
い
ま

す
。


社

会
的

な
多

職
種
連
携
が
不
足
し
て
い
る
。

M
SW

に
協
力
を
お
願
い
す
る
。


受

診
促

進
。


終

末
期

の
倫

理
、
臨

床
倫
理
委
員
会
へ
の
参
加
。


住

み
慣

れ
た

環
境
の

中
で
､
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。


精

神
疾

患
の

患
者
対

応
で
手
一
杯
。


認

知
症

が
軽

度
・

中
等
度
の
段
階
で
歯
科
治
療
を
完
了
さ
せ
、
そ
の
後
は
ケ
ア
だ
け
で
良
い
状
態
を
保
て
る
口
腔
内

状
態

を
作
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
予
後
が
悪
い
歯
の
積
極
的
な
抜
歯
も
必
要
と
考
え
ま
す
。


認

知
症

が
軽

度
で
あ

れ
ば
､
通
常
通
り
の
治
療
は
可
能
と
考
え
ま
す
。
認
知
症
が
進
行
し
た
場
合
は
、
家
族
の
意
向
が

大
き

く
影
響

し
ま
す

の
で
、
そ
こ
が
難
し
い
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


認

知
症

が
重

く
暴

れ
た

り
さ
れ

る
と
治
療

が
不

可
能

に
な

る
の

で
､
そ

う
い

っ
た

と
き

の
対

処
の

方
法

が
あ
れ

ば
い

い
か

と
。


認

知
症

が
進

む
前
か

ら
、
歯
科
治
療
や
定
期
検
診
が
必
要
。


認

知
症

が
進

行
す
る

と
治
療
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
普
段
か
ら
の
口
腔
ケ
ア
を
心
が
け
て
も
ら
う
。


認

知
症

が
進

行
す
る

ま
で
に
、
口
腔
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
（
行
政
も
含
む
）
づ
く
り
が
必
要
。


認

知
症

と
い

っ
て
も

人
に
よ
り
様
々
で
す
が
、
ご
家
族
が
一
緒
に
住
ん
で
い
る
場
合
で
協
力
的
で
あ
れ
ば
､
ほ
と
ん
ど

問
題

な
く

治
療

が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
々
介
護
状
態
や
説
明
・
同
意
を
得
ら
れ
る
身
内
の
方
が
な
か

な
か

連
絡
を

取
れ
な

い
場
合
や
､
協
力
を
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。


認

知
症

と
な

っ
て

か
ら
新
た
に
歯
科
介
入
す
る
の
は
困
難
を
伴
う
。
発
症
前
よ
り
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
、
歯

科
受

診
に
な

れ
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。


認

知
症

と
な

る
以

前
に
､
ど
れ
だ
け
口
腔
内
の
状
態
が
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
か
が
大
切
だ
と
思
う
。
（
認
知
症
の
方

は
､
口
腔

内
の
状

態
が
す
で
に
劣
悪
な
こ
と
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
る
）


認

知
症

と
言

っ
て

も
軽
度
認
知
障
害
か
ら
重
度
の
寝
た
き
り
で
何
も
で
き
な
い
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
一
概
に

は
言

え
な

い
。

病
状
や
程
度
が
ひ
ど
い
も
の
は
､
誰
が
や
っ
て
も
ま
と
も
な
治
療
に
は
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。 


認

知
症

に
な

る
前
に

、
治
療
を
済
ま
せ
て
お
け
る
よ
う
促
す
。
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
認

知
症

に
な

る
前

の
口

腔
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
セ

ル
フ

ケ
ア
が

困
難

に
な

る
こ

と
を

想
定

し
た

歯

科
医

療
が
提

供
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。（

例
え
ば
機
能
し
て
い
な
い
残

根
を
残

し
て

お
く
、
入

れ
歯

安
定
剤

を
使
用

し

て
い

て
も

義
歯

調
整

し
な
い
な
ど
）
歯
科
医
師
が
じ
っ
く
り
と
患
者

と
向

き
合
い

治
療

し
た

場
合

、
特

に
開

業
医

の

場
合

、
費
や

し
た
時

間
に
対
す
る
報
酬
・
利
益
が
得
ら
れ
な
い
現
状

。


認

知
症

の
種

類
、

重
症

度
、
性
格
別
に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
必

要
性

。
→

歯
科

治
療

例
が

増
え

る

の
で

は
？
義

歯
以
外

の
治
療
に
関
し
て
、
困
難
症
例
が
多
い
。
口
腔

ケ
ア
で

も
協

力
が

得
ら

れ
な
い

症
例
も

あ
る
。


無

理
に

し
か

治
療
を

す
る
の
は
「
虐
待
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。


認

知
症

の
進

行
に

伴
い

歯
科
受
診
が
途
絶
え
、
口
腔
内
の
疾
患
が

重
症

化
す

る
こ

と
。

通
い

慣
れ

た
歯

科
医

院
で

治

療
あ

る
い

は
ケ

ア
を

受
け
る
こ
と
が
、
認
知
症
の
方
の
歯
科
治
療
に

お
い

て
基
本

的
な

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
専

門

機
関

だ
か
ら

と
い
っ

て
、
治
療
困
難
な
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
せ

ん
。


認

知
症

の
人

が
こ

れ
か

ら
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
早
く
認

知
症

に
関

す
る

薬
剤

承
認

が
望

ま
れ

る
。

ど
う

し

て
も

治
療
し

な
く
て

は
な
ら
な
い
が
､拒

否
さ
れ
た
場
合
は
、
静
脈

内
鎮

静
法
や

全
身

麻
酔

等
特
別

な
方
法

が
と
ら

れ

る
と

考
え
ら

れ
る
が

、
そ
の
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。


認
知

症
の
人

の
口
腔

管
理
で
大
切
な
こ
と
は
、
口
腔
内
清
掃
で
あ
る
。
認

知
症
が

進
む

と
､
自
ら

自
主
的

に
口
腔

清
掃

を
行

う
人

は
い

な
い

。
少
な
い
。
誰
か
が
代
わ
っ
て
や
っ
て
や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

そ
れ

の
で

き
る

人
は

い

な
い

。
認

知
症

の
人

の
歯
を
毎
日
磨
く
。
ど
う
す
れ
ば
こ
れ
が
で

き
る

よ
う

に
で

き
る

か
。

国
が

取
り

組
む

べ
き

課

題
が

こ
れ

で
あ

る
。

当
院
は
歯
科
の
あ
る
一
般
病
院
だ
が
、
高
齢

で
動

け
な

い
入

院
患

者
の

口
腔

清
掃

を
行

っ
て

い

る
が

、
点

数
が

な
い

無
料
奉
仕
で
あ
る
。
こ
ん
な
馬
鹿
な
話
が
あ

る
か

。
外

部
の

歯
科

医
師

が
往

診
に

来
れ

ば
、

訪

問
診

療
料

11
00

点
の

他
に
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
指
導
料

36
0
点

が
月

4
回
算

定
で

き
る

。
と
こ

ろ
が
自

院
の
歯

科

医
師

が
自
院

の
患
者

の
口
腔
清
掃
を
行
っ
た
場
合
は
算
定
が
な
い
。
こ
ん

な
不
合

理
が

あ
る

も
の
か

。「
認
知

症
の
支

援
に

十
分
な

体
制
が

整
っ
て
い
る
」
と
は
い
え
な
い
。「

認
知
症
の
症

状
に
応

じ
た

継
続

的
な

口
腔
栄

養
管
理

を
実
施

す
る

」
た

め
の

国
家

の
根
本
的
な
体
制
が
何
一
つ
確
立
し
て
い
な
い

。
個

人
歯
科

医
師

の
犠

牲
に

負
う

ば
か

り
と

な

っ
て

い
る

。
何

を
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
､
誰
も
何
も
分
か
っ
て
い
な
い

。
認
知
症

の
人

の
口

の
中

を
毎

日
清

掃
す

る
。

ど
う

す
れ
ば

こ
れ
が

可
能
と
な
る
か
。


認
知

症
の

人
の

歯
科

治
療
に
つ
い
て
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
で
の
治

療
方

針
を
策

定
し

、
啓

蒙
す

る
必

要
が

あ
る

。

→
自

院
の
例

と
し
て

、
拒
否
、
体
動
が
強
い
の
に
加
え
､指

示
（
特
に
開

閉
口
に

対
し

て
の

指
示

）
が

入
ら
な

い
場
合

、

一
般

治
療
は

不
可
。
症
状
あ
る
歯
牙
は
抜
歯
を
第
一
選
択
。（

ど
ん
ど

ん
抜
歯
を

選
択

し
、
他
者

か
ら
管

理
さ
れ

や
す

い
口

腔
内
、

歯
性
感

染
症
を
起
こ
し
に
く
い
口
腔
内
環
境
が
必
要
）


認
知

症
の
人

の
治
療

が
困
難
で
あ
る
と
の
誤
っ
た
認
識
。


認

知
症

の
人

を
診

断
で
き
る
医
療
機
関
（
医
師
）
が
少
な
い
。
心
療

内
科

だ
と
行

っ
て

も
ら

い
づ

ら
い

と
い

う
の

も

あ
る

し
、
本

人
に
自

覚
が
な
い
と
「
認
知
症
の
検
査
を
し
ま
し
ょ
う

」
と
い

う
こ

と
に

な
か

な
か
な

ら
な
い

。


認

知
症

の
方

の
多
く

は
､
認
知
症
を
治
し
た
い
の
で
あ
り
、
歯
科
治
療
に

よ
る
効

果
が

あ
っ

た
と
し

て
も
包

括
的
治

療

と
し

て
組
み

込
ま
な

け
れ
ば
、
自
己
負
担
金
額
発
生
す
る
場
合
な
ど
で

は
､
患
者

自
身

に
支

払
い
決

定
な
く

、
家

族
か

後
見

人
な

ど
が

判
断

す
る
た
め
、
歯
冠
補
綴
や
義
歯
製
作
な
ど
高
額

負
担

で
は
拒

否
さ

れ
る

ケ
ー

ス
が

見
受

け
ら

れ

る
こ

と
。
ま
た

、
精

神
科

病
棟
に
入
院
し
て
い
た
認
知
症
患
者
を
専

門
に
診

る
病

院
（

歯
科
）
、
診
療

所
へ
の

診
療
報

酬
を

検
討
す

べ
き
で

あ
る
。


無

理
な

治
療

は
し

な
い
。
家
族
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
が
無
理
な
く
行
え

る
介

助
の
一

助
に

な
る

よ
う

に
、

訪
問

歯
科

医

自
身

の
問
題

。
訪
問

し
て
何
か
治
療
、
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
る
の
か

疑
問
に

感
ず

る
ケ

ー
ス

が
多
々

あ
り
ま

す
。


認

知
症

の
方

は
歯

科
医
療
上
の
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
域
の
中
で

そ
の

人
ら
し

く
安

寧
に

暮
ら

す
た

め
に

必
要

な

口
腔

管
理
を

行
っ
て

い
く
と
い
う
視
点
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
病

院
歯
科

で
は

な
く

､地
域

に
密

着
し
た

歯
科

診
療

所
の

役
割

は
大

き
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
診
療
所
で
の

認
知

症
の

方
の

歯
科

治
療

が
進

ま
な

い
理

由
は

、

診
療

報
酬

の
少

な
さ

が
最
大
で
す
。
大
幅
な
点
数
ア
ッ
プ
が
な
い

限
り

、
割

に
合

わ
な

い
仕

事
を

引
き

受
け

る
施

設

は
増

え
な
い

と
予
想

し
ま
す
。


認

知
症

の
方

へ
の
治

療
も
地
域
で
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
、
保
険
点
数

を
上
げ
る
（

付
け

る
）
､
研
修

会
を
行

う
な
ど

、

敷
居

を
低
く

し
て
地

域
の
歯
科
医
療
者
の
皆
が
取
り
組
み
や
す
い
よ

う
に
し

て
い

け
れ

ば
と

思
う
。


認

知
症

患
者

の
治
療

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
。
歯
科
サ
イ
ド
の

知
識
・

意
識

の
向

上
。


認

知
症

早
期

の
段
階

で
の
介
入
が
望
ま
し
い
こ
と
の
啓
蒙
が
必
要
と

考
え
る

。


保

険
点

数
増

加
。


老

々
介

護
と

な
っ

て
お
り
､
介
助
で
き
る
若
い
人
が
応
援
、
サ
ポ
ー
ト

し
て

病
院

に
同

伴
で

き
る

体
制

が
望

ま
し

い
。 


BP

系
製

剤
の
詳

細
が
分

か
ら
ず
（
特
に
注
射
）
、
観
血
処
置
後
に
症
状

が
出
て

困
る

こ
と

が
あ
る

。
内
服

以
外
に

も

本
人

が
覚
え

て
い
な
く
て
も
分
か
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い
。


M

CI
の

方
の

前
兆

が
わ
か
り
づ
ら
い
。


M

SW
と
歯

科
の
連
携
不
足
。
介
護
保
険
の
歯
科
へ
の
浸
透
が
必
要
で
あ
る
。

＜
歯

科
医

療
機

関
＞

【
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン
ト
】


イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
そ
の
記
録
。
ご
家
族
と
の
密
な
連
携
。


同

意
書

や
重

複
の

事
務
作
業
に
関
し
て
も
う
少
し
簡
略
化
を
認
め
る
と
か
配
慮
が
ほ
し
い
。
診
療
以
外
に
時
間
が
割

か
れ

て
し
ま

う
。

【
意

思
決

定
】


介

護
者

と
の

同
伴

で
の
来
院
が
望
ま
し
い
が
、
認
知
症
の
自
覚
が
な
い
方
に
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
う
ま
く
伝
え
ら
れ

る
か

（
歯
科

の
治
療
内
容
、
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
こ
と
）
が
課
題
で
す
。


外

来
に

つ
い

て
は

介
護
者
の
同
席
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
同
意
書
等
が
必
要
と
な
っ

て
く

る
の
で

は
？
治
療
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
と
思
い
ま
す
。


患

者
の

所
属

（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
家
族
）
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
本
人
の
歯
科
治
療
に
お
け
る
意
思
決
定
が
は
っ
き

り
な

さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
例
）

1
日
目
受
診
「
入
れ
歯
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
一
人
で
来
院
、

2
日
目
受
診
「
入
れ

歯
を

作
っ
て

ほ
し
い

と
言
っ
て
い
な
い
の
で
､歯

の
治
療
費
を
返
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
。


患

者
本

人
が

認
知

症
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
歯
科
医
師
に
は
認
知
症
の
診
断
が

で
き

な
い

。
ま

た
、
紹
介
す
る
話
を
し
て
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
治
療
を
断
ろ
う
に
も
そ
れ
も
受
け
入
れ
て
も

ら
え

な
い
。
無
理

な
要
求
を
さ
れ
て
､
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
全
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取

れ
な
い

の
で
、
本
当
に
困
っ
て
い
ま
す
。


患

者
本

人
の

口
腔

の
状

態
な
ど

を
説
明
し

て
も
､
そ

の
場
で

は
分
か

っ
て
く

れ
る

が
次

に
来

た
と

き
は

忘
れ
て

い
た

り
、

聞
い

て
い

な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
書
面
に
残
そ
う
と
す
る
と
、
「
必
要
な
い
､分

か
っ
て
い

る
か

ら
」
と

言
わ

れ
る
と
何
も
で
き
な
い
。
難
し
い
と
は
思
う
が
､ご

自
身
の
現
在
の
状
態
を
し
っ
か
り
分
か
っ
た
上

で
、

そ
う
い

っ
た
方
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

は
い

ろ
い

ろ
な
病
気
の
集
合
体
で
す
の
で
､
歯
科
治
療
に
つ
い
て
認
知
症
の
人
の
思
い
（
一
人
で
考
え
な
い
）

と
家

族
の

思
い

（
生
活
で
の
影
響
等
）
に
つ
い
て
、
歯
科
治
療
に
お
い
て
何
が
希
望
か
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ

る
。

本
人

の
人
は
ほ
と
ん
ど
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
お
り
、
本
人
の
前
で
の
話
を
避
け
る
た
め
事
前
の
問
診
票

記
入

が
必

要
だ

と
思
う
。
そ
し
て
、
来
院
時
に
は
身
近
な
介
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
ケ
ア
会
議
（
特
に

地
域

ケ
ア
個

別
会
議
）
へ
の
参
加
は
、
時
間
的
余
裕
が
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。


付

添
い

の
人

が
同

伴
し
て
い
れ
ば
良
い
が
、
一
人
で
来
院
し
た
場
合
説
明
が
伝
わ
ら
な
い
。
治
療
方
針
の
決
定
、
承

諾
が

取
れ
な

い
。
意
思
の
疎
通
が
取
れ
な
い
。


本

人
が

一
人

で
突

然
来
院
さ
れ
た
場
合
、
こ
ち
ら
か
ら
事
情
を
説
明
す
る
方
が
分
か
ら
ず
、
何
も
対
応
で
き
な
い
こ

と
が

あ
る
。


本

人
に

よ
る
同

意
を
取
れ
な
い
と
き
の
治
療
。

【
治

療
方

針
立

案
・

内
容

等
】


ゴ

ー
ル

を
ど

こ
に
設
定
す
る
か
。


ど

こ
ま

で
で

き
る

か
？
ど
こ
ま
で
治
療
す
れ
ば
い
い
の
か
？
と
て
も
難
し
い
課
題
で
す
。
痛
み
、
急
性
症
状
を
と
っ

て
、

あ
る
が

ま
ま
の
状
態
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。


な

る
べ

く
診

療
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
無
理
な
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
近
隣
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
無
理
な
場

合
と

は
、

介
護

者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
場
合
で
す
。
認
知
症
で
治
療
に
困
難
を
来
し
た
こ
と
は
あ

ま
り

あ
り
ま

せ
ん
。


よ

り
重

度
の

認
知
症
患
者
が
来
院
し
た
と
き
に
、
対
応
可
能
か
不
安
が
あ
り
ま
す
。


意

思
の

疎
通

が
で
き
な
い
患
者
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。


胃

ろ
う

患
者

の
口

腔
管
理
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
開
口
さ
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
。
少
し
ず
つ
開
口
さ
せ
る
こ
と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ
て
い
る
が
、
歯
科
治
療
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
予
防
方
法
・
そ
の
他
の
講
習
で
も
し
て
い

た
だ

け
れ
ば

良
い
と
思
う
。


一

人
暮

ら
し

の
老

人
、
近
く
に
子
供
や
親
族
が
い
な
い
人
、
病
院
に
か
か
っ
た
こ
と
も
な
く
、
何
も
薬
を
服
用
し
て

い
な

い
よ
う

な
人
は
困
り
ま
す
。
抜
歯
等
を
ど
う
す
る
か
不
安
で
あ
る
。


開

口
維

持
を

す
る
た

め
の
装
具
等
が
あ
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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
観

血
的

な
治

療
を

行
う

際
、
指
示
が
入
り
づ
ら
い
の
で
､
認
知
症
で
は

な
い
患
者

さ
ん

を
治

療
す

る
の

に
比

べ
て

､慎

重
に

行
わ
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。


義

歯
の

管
理

、
誤

飲
等

。
咀
嚼
能
力
低
下
に
よ
る
誤
嚥
の
問
題
。

治
療

に
対

し
て

の
同

意
を

取
り

に
く

い
（

説
明

に

時
間

が
か

か
る

）
。

ご
家
族
と
一
緒
の
来
院
な
ら
良
い
が
､
一
人
で
来

院
さ
れ
た

時
の

対
応

等
、

認
知

症
な

の
か

本
人

の
自

覚
は
な

い
の
で

見
極
め
が
難
し
い
。


義

歯
管

理
。

口
腔
ケ

ア
。


拒

否
の

強
い

方
の
治

療
や
口
腔
ケ
ア
。
嚥
下
訓
練
を
依
頼
さ
れ
て
も

指
示
が

入
ら

な
い

。


近

年
高

齢
者

の
残

存
歯

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て

根
面

う
蝕

も
増

加
し

て
い

る
。

認
知

症
高

齢
者

の

う
蝕

治
療

は
義

歯
や

歯
周
の
治
療
と
比
較
し
て
と
り
わ
け
困
難
で
、

う
蝕

治
療
が

狭
小

な
空

間
で

患
者

の
協

力
を

得

な
が

ら
長

時
間

の
作

業
が
必
要
だ
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
を
恨

ま
ざ

る
を
得

な
い

。
定

期
検

診
受

診
者

も
認

知

症
に

な
る

と
定

期
検

診
を
止
め
て
し
ま
う
た
め
、
急
速
に
口
腔
状
態

の
悪

化
を
招

く
ケ

ー
ス

も
見

受
け

ら
れ

る
。

施

設
へ

の
入

所
等

あ
っ

て
も
管
理
の
継
続
は
で
き
な
い
。
口
腔
衛
生
指

導
も

困
難
で

、
呼

応
食

う
衛

生
状

態
の

改
善

が

期
待

で
き

な
い

場
合

が
多
い
。
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
、
口

腔
ケ

ア
を
提

供
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
な

い

と
感

じ
る

。
本

市
に

お
い
て
は
通
所
事
業
所
二
カ
所
で
利
用
者
対
象

の
フ

ッ
化
物

洗
口

を
行

っ
て

い
る

。
認

知
症

に

罹
患

す
る
以

前
よ
り

高
齢
者
の
フ
ッ
化
物
洗
口
が
普
及
す
る
こ
と
が

望
ま
れ

る
。


口

の
中

を
触

ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
怒
り
を
あ
ら
わ
に
さ
れ

る
方
へ

の
対

応
。


口

を
開

け
る

、
閉

じ
る

な
ど
の
指
示
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と

が
多

く
、

印
象

の
と

り
方

、
バ

イ
ト

の
と

り
方

な

ど
、

う
ま

く
で

き
る

方
法
の
模
索
、
確
率
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、

予
約
と

い
う

概
念

は
ま

わ
り

の
人

の
助

け

が
な

い
と

ほ
ぼ

難
し

い
の
で
、
そ
の
辺
も
い
い
形
が
と
れ
る
と
良
さ

そ
う

で
す
。

歯
科

に
来

た
と

い
う

こ
と

も
認

識

し
づ

ら
く

、
治

療
し

て
い
る
間
だ
け
で
も
歯
科
に
来
て
い
る
こ
と
が

認
識

で
き
る

サ
イ

ン
な

ど
が

あ
る

と
い

い
と

思

い
ま

す
。


口

腔
機

能
低

下
症

の
診

断
に
必
要
な
検
査
（
指
示
が
伝
わ
ら
ず
）

行
え

ず
、

点
数

の
算

定
が

困
難

な
ど

。
実

態
に

応

じ
た

診
断
、
病
名

が
付
け
に
く
い
。
拒
否
が
あ
る
と
き
の
抑
制
に
つ

い
て
､
事
前

に
同

意
を

得
る
必

要
が
あ

る
。
家

人

の
協

力
が

得
に

く
い

こ
と
が
多
く
、
治
療
が
進
ま
な
い
こ
と
が
多
く

あ
る

。
先
生

の
当

た
り

外
れ

が
あ

る
よ

う
で

、

よ
く

診
て
く

れ
る
先

生
も
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
断
っ
て
し
ま
う
先
生
も

い
る
。


口

腔
清

掃
が

で
き
な

い
（
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
と
）、

治
療
も
で
き
な

い
。


口

腔
清

掃
上

体
が

著
し

く
低
下
す
る
。
義
歯
の
装
着
が
受
け
入
れ

ら
れ

な
い

。
口

を
開

け
て

い
た

だ
く

こ
と

か
ら

困

難
な

場
合
も

あ
り
、

一
つ
一
つ
施
術
に
時
間
が
か
か
る
。


残
存

歯
数
の

多
い
患

者
さ
ま
の
症
状
が
進
行
し
て
い
っ
た
場
合
、
ご

家
族

に
な
る

べ
く

抜
歯

を
勧
め

て
い
る

が
､
そ

の

基
準

が
な
い

の
で
困

っ
て
い
る
。


指
示

や
約
束

事
を
忘

れ
て
し
ま
う
。
歯
磨
き
さ
え
し
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。


指
導

し
て
も

次
回
来

院
時
に
は
忘
れ
て
い
る
。


歯
科

治
療

（
口

腔
ケ

ア
）
を
し
て
い
る
と
き
に
、
し
っ
か
り
口
を
開

け
て

く
れ
な

い
。

拒
否

が
強

く
な

る
。

そ
れ

に

対
す

る
対
応

。


時
々

認
知
症

の
方
が

､怒
り
っ
ぽ
い
と
き
が
あ
り
､
付
添
い
の
方
と
と
も

に
歯
科

医
師

の
責

任
に
す

る
場
合

が
あ
る

。


治
療

に
対
す

る
協
力

。


治
療

に
対

す
る

理
解

が
得
ら
れ
に
く
く
、
指
示
が
入
ら
ず
危
険
を
伴

う
こ

と
が
あ

る
た

め
、

安
全

に
ご

本
人

に
と

っ

て
苦

痛
に
な

ら
な
い

治
療
を
行
う
こ
と
。


治
療

内
容
や

説
明
に

対
す
る
理
解
。


治
療

内
容
を

理
解
し

て
も
ら
え
な
い
。


自
覚

症
状

を
訴

え
る

こ
と
が
難
し
い
方
が
多
い
た
め
、
周
囲
か
ら
の

聞
き

取
り
や

客
観

的
な

検
査

に
よ

る
情

報
収

集

に
よ

り
診

断
す

る
こ

と
に
な
る
。
治
療
中
の
急
変
へ
の
対
応
が
不

安
。

環
境

に
よ

っ
て

正
確

な
聞

き
取

り
が

困
難

な

ケ
ー

ス
も

あ
り

、
治

療
計
画
を
立
て
る
際
に
難
し
さ
を
感
じ
る
。

通
院

が
難

し
い

。
（

連
れ

て
き

て
い

た
だ

い
て

も
、

毎
回
「

初
め
て

来
た
」、
「
こ
ん
な
所
い
や
だ
」
な
ど
を
な
だ
め
る
と
こ

ろ
か
ら
始

め
る

の
で

時
間
が

か
か
る

。
）
ご

家

族
の

協
力
が

な
か
っ

た
ら
、
歯
科
の
治
療
は
開
業
医
で
は
難
し
い
と

思
う
。


主
訴

が
は

っ
き

り
し

な
い
こ
と
が
多
く
、
問
診
が
難
し
い
。
介
護
者

に
確

認
し
て

も
分

か
ら

な
い

こ
と

が
多

い
。

義

歯
の

使
用
が

難
し
く

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
装
着
し
な
く
な
る
。


全
身

管
理
に

注
意
し

て
治
療
を
行
う
。（

ス
ト
レ
ス
的
な
身
体
も
考

え
て
）


独
居

の
認
知

症
（
軽

度
）
の
方
は
特
に
困
難
。
ア
ポ
イ
ン
ト
忘
れ
る

。
説
明

忘
れ

る
な

ど
。


独
居

の
方
の

治
療
法

の
決
定
に
つ
い
て
、
今
は
保
険
治
療
の
み
説
明

し
て

い
る
が

､
健
常

者
と
同

じ
よ
う

に
自
費

の
説

明
も

す
べ
き

で
あ
る

が
､
ど
う
し
た
も
の
か
。
認
知
の
程
度
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
医
師
の
裁
量
で
し
て
い
る
の

が
い

い
か
悪

い
か
、

し
ょ
う
が
な
い
か
、
と
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。


入

れ
歯

の
非

装
着
。
口
腔
ケ
ア
の
問
題
。
予
約
日
・
薬
の
管
理
に
つ
い
て
。


口

腔
機

能
低

下
症

の
診
断
に
お
い
て
も
､
認
知
症
の
あ
る
方
は
､検

査
自
体
を
理
解
で
き
ず
、
口
腔
機
能
低
下
症
と
診

断
す

る
こ
と

が
難
し
い
。
状
況
に
よ
り
、
口
腔
機
能
低
下
症
や
特
別
対
応
加
算
な
ど
の
算
定
が
で
き
る
よ
う
に
､
要
件

を
見

直
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

が
進

行
し

た
場
合
、
歯
牙
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
今
後
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
治
療
の
回
数
が
増

え
局

所
麻

酔
で

は
対
応
で
き
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
全
身
麻
酔
で
対
応
で
き
る
病
院
が
少
な
く
、
ま
た
施
設

な
ど

で
は

予
防

に
対
す
る
意
識
も
少
な
い
た
め
､
治
療
が
困
難
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
方
が
､
増
加
し
て
い
く

こ
と

が
考
え

ら
れ
ま
す
。


認

知
症

で
長

く
関
わ
っ
て
い
る
と
､
必
ず
治
療
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
虫
歯
で
歯
が
折
れ
た
り
、
腫
れ
た

り
、

痛
み

の
出

る
場
合
等
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
て
も
昔
の
よ
う
に
短
い
関
わ
り
で
は
な
い
長
い
ス
パ
ン
で
そ
の
患

者
さ

ん
を
診

て
い
く
方
法
が
と
て
も
難
し
い
。
長
い
関
わ
り
の
方
法
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。


訪

問
診

療
で

は
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
側
の
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
反
応
し
て
く
れ
な
い
。（

口
を
開
け
て

→
逆

に
口
を

閉
じ
て
食
い
し
ば
っ
て
開
け
て
く
れ
な
い
）
入
れ
歯
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。


本

人
の

理
解

を
得

る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
周
囲
で
支
え
る
し
か
な
い
。
あ
る
程
度
、
治
療
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
ざ
る

を
得

な
い
。

家
族
な
ど
の
周
囲
の
協
力
、
理
解
を
得
る
こ
と
。


本

人
は

本
当

に
困
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
が
あ
る
。

【
予

約
・

支
払

い
等

】


ア

ポ
イ

ン
ト

の
日

程
・
時
間
・
治
療
内
容
に
つ
い
て
理
解
が
で
き
な
い
。
同
じ
日
に
何
度
も
来
院
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。


お

金
の

管
理

が
大
丈
夫
か
？
い
つ
ま
で
通
院
で
き
る
の
か
？
行
き
帰
り
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
か
？


そ

の
時

々
で

で
き

る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
予
約
時
間
の
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
と
い
つ
も
同
じ

状
態

で
は
な

い
た
め
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
初
期
の
認
知
症
の
場
合
は
､
予
約
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
も

､ご
家

族
が

認
知
度
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
は
、
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。


意

外
と

会
計

も
う
ま
く
で
き
な
い
。
財
布
を
な
く
す
な
ど
。
付
添
い
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

【
ご

家
族

・
介

護
者

等
へ

の
説
明
・
協
力
】


キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

方
の
協
力
が
必
須
と
考
え
る
。
認
知
症
に
つ
い
て
も
「
話
し
て
も
無
駄
な
の
で
も
う
や
っ
て
し
ま

っ
て

」
と
い

う
方
と
、「

ご
本
人
の
意
思
を
く
み
取
り
た
い
」
と
い
う
方
と
で
､
こ
ち
ら
の
労
力
も
大
き
く
異
な
る
。


ケ

ア
マ

ネ
、

主
治

医
（
医
科
）
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
、
情
報
交
換
の
し
や
す
さ
、
家
族
へ
の
対
応
（
老
々
あ
る
い

は
認

認
の
場

合
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
）


ご

家
族

の
認

識
の
ず
れ
が
､
あ
る
と
き
理
解
を
求
め
づ
ら
い
。


ご

家
族

の
方

と
連

携
し

て
投
薬

し
た
も
の

を
し

っ
か

り
飲

め
て

い
る
か

､
義

歯
等

を
し

っ
か

り
入

れ
て

く
れ
て

い
る

か
、

家
で
も

管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
。


ご

本
人

さ
ま

の
協

力
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
ご
家
族
、
施
設
職
員
の
歯
科
治
療
の
重
要
性
あ
る
い
は
必
要
性
に
つ

い
て

周
知

い
た

だ
く
こ
と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
医
療
側
か
ら
歯
科
治
療
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
患

者
側

か
ら
治

療
、
口
腔
ケ
ア
、
健
診
等
を
ご
希
望
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
す
。


ご

本
人

の
思

い
と
ご
家
族
の
希
望
ど
こ
ま
で
同
じ
方
向
に
持
っ
て
行
く
か
（
す
り
あ
わ
せ
て
い
く
か
）


セ

ル
フ

ケ
ア

を
含

め
て
い
ろ
い
ろ
な
管
理
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な

る
が

、
独

居
や

ご
家
族
が
遠
方
に
お
住
ま
い
の
場
合
に
は
様
々
な
配
慮
が
必
要
に
な
る
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
心
身

と
も

に
健

康
に

生
き
て

い
く
た

め
の
サ
ポ

ー
ト

機
関

の
一

つ
と

し
て
の

歯
科
の
役

割
を

認
識

し
､
積

極
的
に

関
わ
る

べ
き

で
あ
る

と
思
う
。


で

き
る

だ
け

初
期

の
段
階
で
ご
家
族
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
と
の
連
携
体
制
の
構

築
。


で

き
る

治
療

と
で

き
な

い
治
療

を
ご
本
人

さ
ま

を
は

じ
め
､
ご

家
族

さ
ま
と

お
話

を
し

っ
か

り
す

る
必

要
が
あ

り
ま

す
。
お
支

払
い
な

ど
に
関
し
て
は
､特

に
ご
家
族
さ
ま
や
ケ
ア
マ
ネ
さ
ま
と
相
談
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
か

な
い
と

い
け
な
い
の
か
な
と
。
院
内
が
無
理
な
場
合
は
、
訪
問
で
の
対
応
に
切
り
替
え
て
い
く
予
定
で
す
。


で

き
れ

ば
付

添
い

の
人
に
来
て
も
ら
い
、
治
療
の
困
難
な
場
合
や
内
容
の
説
明
、
次
回
の
予
約
な
ど
を
聞
い
て
も
ら

い
た

い
。


家

族
、

ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
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
家

族
、

周
囲

の
人
と

の
意
思
疎
通
、
情
報
の
共
有
が
大
事
。


家

族
が

介
護

し
て

い
る

場
合
に
、
口
腔
疾
患
に
よ
り
家
族
へ
の
負

担
が

増
え

た
り

、
患

者
さ

ん
自

身
の

負
荷

が
あ

る

場
合

に
、

意
思

の
疎

通
が
取
れ
な
く
て
家
庭
で
の
状
況
が
分
か
ら
な

い
。

義
歯
の

装
着

に
関

し
て

は
、

患
者

本
人

の

使
用

が
望
め

な
い
が
（
望
ま
な
い
）、

必
要
性
は
あ
り
、
家
族
の
手

伝
い
が

必
要
と

な
る

が
そ

の
点
の

患
者
へ

の
負
荷

の
あ

り
方
。


家

族
さ

ま
の

通
院
負

担
。


家

族
と

の
ト

ラ
ブ
ル

防
止
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。


家

族
と

の
連

絡
（
施

設
入
所
者
で
家
族
の
付
添
い
が
な
い
場
合
）
。
治
療

介
入
の

タ
イ

ミ
ン

グ
。


家

族
の

サ
ポ

ー
ト
が

得
ら
れ
な
い
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
。


家

族
の

認
識
（
患

者
の
認
知
機
能
レ
ベ
ル
の
把
握
）。

表
面
上
は
わ
か

り
に
く
い

認
知

症
の

場
合

、
自
費

診
療
説

明
を

本
人

に
す
る

と
家
族

が
困
る
等
。


家

族
の

理
解

が
得

ら
れ

な
い
と
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
誘
発
す
る

可
能

性
が

あ
る

。
認

知
症

に
対

す
る

地
域

の
理

解

を
深

め
る
努

力
が
必

要
。


家

族
の

理
解

と
協
力

（
他

2
件
）
。


家
族

へ
の
理

解
と
他

医
療
機
関
、
介
護
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連

携
。


家
族

や
施

設
か

ら
の

付
添
い
の
方
に
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
治
療

や
次

回
の
予

約
を

決
め

て
お

り
ま

す
が

、
症

状

が
重

症
な

の
に

本
人

が
改
善
や
肥
料
に
協
力
す
る
態
度
が
な
い
と

き
は

、
本

当
に

困
っ

て
い

ま
す

。
口

の
中

に
切

削

器
具

を
入
れ

る
の
で

と
っ
て
も
危
険
で
す
。
人
件
費
を
考
え
て
も
保

険
で
は

赤
字

だ
と

思
い

ま
す
。


家
族

思
い
と

の
差
。


介
護

者
へ
認

知
症
患

者
の
口
腔
内
の
特
異
性
（
訴
え
が
な
い
等
）
の

承
知
。


患
者

さ
ま

本
人

へ
の

説
明
が
難
し
い
た
め
、
ご
家
族
や
施
設
ス
タ
ッ

フ
と

の
情
報

共
有

が
課

題
で

は
な

い
で

し
ょ

う

か
。


患
者

さ
ん

ご
本

人
さ

ん
向
き
合
う
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
ご
本
人

さ
ん

が
納
得

す
る

治
療

を
目

指
す

が
、

あ
る

一

定
の

限
界
は

ご
家
族

さ
ん
に
説
明
す
る
。


患
者

の
ご
家

族
を
含

め
た
治
療
へ
の
関
与
を
求
め
た
い
。


基
本

的
に

は
認

知
症

対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
処
置
は
で
き
ま

す
が

、
ど
う

し
て

も
難

し
い

場
合

な
ど

に
、

し

っ
か

り
と
家

族
の
方

々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
思
い

ま
す
。


口
腔

衛
生
状

態
が
悪

い
気
が
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
家
族
の
ケ
ア
も

必
要
か

と
。


施
設

（
グ
ル

ー
プ
ホ

ー
ム
）
の
人
の
協
力
。


治
療

が
必
要

で
も
本

人
の
受
け
入
れ
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り

、
家

族
の

協
力

が
絶
対

必
要
で

す
。


通
院

に
本

人
の

状
態

を
よ
く
把
握
し
て
い
る
人
が
付
添
っ
て
も
ら
え

る
と

、
本
人

の
気

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か

っ
て

良
い
と

考
え
る

。


通
常

お
一

人
で

の
来

院
は
当
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
そ
の
ご
家

族
の

か
た
に

同
伴

し
て

い
た

だ
く

よ
う

に
し

て

い
ま

す
。

し
か

し
、

訪
問
の
場
合
は
単
独
も
あ
る
た
め
、
そ
の
際

も
施

設
で

あ
れ

ば
そ

の
ス

タ
ッ

フ
、

居
宅

で
あ

れ

ば
そ

の
家
族

の
立
ち

会
い
が
大
切
か
と
思
わ
れ
る
。


通

常
認

知
症

の
方

は
､
家

族
が
つ
い
て
く
る
の
で
､
指
導
し
て
も
覚
え

て
く
れ
な

い
こ

と
は

あ
る

の
で

困
る

こ
と

は
あ

る
が

､問
題

で
は

な
い
。

問
題
は
一
人
で
来
院
さ
れ
る
場
合
で
、
そ
の

場
合

は
5
倍

く
ら
い

難
易
度

が
あ
が

る
。


同

意
書

や
重

複
の

事
務
作
業
に
関
し
て
も
う
少
し
簡
略
化
を
認
め
る

と
か

配
慮
が

ほ
し

い
。

診
療

以
外

に
時

間
が

割

か
れ

て
し
ま

う
。


同

行
者

が
必

要
。
（
他

1
件
）


認
知

症
の

人
の

日
々

の
生
活
状
況
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
方
が
、

歯
科

治
療

時
に

付
添

っ
て

く
だ

さ
る

と
非

常
に

助

か
り

ま
す

。
た

だ
、

諸
般
の
事
情
で
日
々
の
生
活
状
況
を
知
る
方
が

、
歯

科
治
療

に
付

添
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
困

難

な
こ

と
が
多

い
で
す

。


認
知

症
の

人
は

口
腔

内
が
清
潔
に
保
て
ず
、
歯
う
蝕
・
歯
周
病
が

急
速

に
進

行
し

ま
す

。
担

当
し

て
い

る
医

師
に

口

腔
内

に
関

心
を

持
っ

て
も
ら
い
、
家
族
に
指
導
し
て
も
ら
う
、
家
族

は
口

腔
ケ
ア

の
方

法
と

練
習

を
歯

科
医

に
教

わ

り
､
日
々

実
践
し

て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。


本
人

だ
け

で
な

く
、

家
族
の
治
療
へ
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。
し

か
し

、
家

族
が

お
ら

ず
本

人
の

み
の

場
合

は
担

当

し
て

い
る
ケ

ア
マ
ネ

等
に
説
明
す
る
が
、
家
族
と
の
対
応
と
異
な
る

こ
と
が

あ
る

。


本
人

だ
け

で
対

応
す

る
の
は
困
難
な
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護

で
き

る
方

の
付

添
い

や
立

ち
会

い
が

あ
れ

ば

特
に

問
題
な

い
と
考

え
ま
す
。
薬
の
管
理
も
必
要
に
な
る
の
で
、
介

護
の
介

入
が

必
須

と
思

い
ま
す

。


付

添
人

と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。


本

人
の

み
で

の
治
療
が
無
理
な
ら
ば
、
付
添
い
が
必
要
で
あ
る
が
、
家
族
や
市
な
ど
で
連
携
し
て
い
く
。


本

人
の

意
思

疎
通
が
取
れ
な
い
場
合
。
ご
家
族
と
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
が
必
要
（
も
し
く
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
）

だ
が

、
な
か

な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
今
後
の
課
題
だ
と
感
じ
る
。

【
歯

科
医

療
従

事
者

の
労

力
】


一

人
暮

ら
し

の
方

は
現
病
歴
の
把
握
が
難
し
い
。
治
療
を
拒
否
さ
れ
る
方
も
み
え
る
し
、
口
腔
内
清
掃
が
不
十
分
の

た
め

治
療
効

果
が
得
に
く
い
場
合
が
あ
る
。


右

側
が

痛
い

と
言

っ
て

い
た
と

思
っ
た
ら

左
側

が
痛

い
と

患
者

本
人
が

言
っ
た
り

す
る

こ
と

で
､
診

断
に
苦

労
す
る

こ
と

が
あ

る
。

付
添
い
の
方
へ
の
説
明
で
あ
っ
た
り
、
治
療
す
る
に
し
て
も
か
な
り
の
診
療
時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま

う
。
円

滑
に
診

療
を
進
め
て
い
く
難
し
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
な
部
分
が
あ
る
の
で
、

対
応

す
る
側

の
知
識
や
技
術
が
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。


治

療
に

関
し

て
指

示
が
入
ら
な
い
の
で
、
咬
合
採
得
時
な
ど
バ
イ
ト
が
正
確
に
と
れ
な
い
。
治
療
に
対
す
る
協
力
が

得
ら

れ
な

い
の

で
、
通
常
の
処
置
が
困
難
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
完
全
な
処
置
が
難
し
い
。
体
動
の
抑
制
が
必
要
な

た
め

、
ス
タ

ッ
フ
が
多
人
数
必
要
で
治
療
、
時
間
が
か
か
る
。


治

療
の

説
明

を
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
口
腔
内
清
掃
が
不
十
分
で
､
カ
リ
エ
ス
、
歯
周
病
リ
ス
ク
が
高
く
そ
の
認

識
が

な
い
。


治

療
よ

り
も

不
理
解
や
非
協
力
的
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
ス
ト
レ
ス
。


診

療
時

間
が

と
て

も
長
く
な
る
。
拒
否
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
と
患
者
か
ら
の
暴
力
も
あ
る
。
治
療
の
説
明
を
二

重
に

（
家

族
）

し
て
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
意
思
疎
通
が
よ
く
で
き
な
い
た
め

ス
ト

レ
ス
と

時
間
が
か
か
る
。


対

応
し

た
時

間
に
応
じ
た
保
険
点
数
の
設
定
。
処
置
に
対
す
る
評
価
の
み
で
は
完
全
に
赤
字
で
あ
る
。


点

数
的

サ
ポ

ー
ト
が
な
い
。


同

意
書

や
重

複
の

事
務
作
業
に
関
し
て
も
う
少
し
簡
略
化
を
認
め
る
と
か
配
慮
が
ほ
し
い
。
診
療
以
外
に
時
間
が
割

か
れ

て
し
ま

う
。


認

知
症

患
者

の
症

状
や
そ
の
日
の
状
態
に
よ
り
､治

療
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
､
訪
問
診
療
が

20
分
間
診

療
に

よ
り
点

数
の
単

位
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
医
科
で
は
あ
り
得
な
い
。
歯
科
だ
け

20
分
の
差
違
と
は
？

ま
た

、
認

知
症

に
限
ら
ず
高
齢
者
の
治
療
で
､
特
に
在
宅
や
訪
問
診
療
の
場
合
、
長
時
間
の
治
療
を
行
う
と
､
患
者
の

体
力

的
な
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
患
者
も
協
力
的
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
評
価
は
？


時

間
が

か
か

る
の
で
加
算
が
ほ
し
い
。


治

療
に

お
け

る
労

力
が
倍
か
か
る
。
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
を
し
っ
か
り
と
取
り
、
家
族
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
い
と

い
け

な
い
。


忘

れ
て

い
る

こ
と
が
多
い
た
め
､
同
じ
こ
と
を
何
回
も
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、

2
回
目
以
降
の
説
明
を
す
る
時
間
が

省
け

な
い
。


本

人
と

家
族

の
治
療
に
対
す
る
思
い
の
違
い
が
あ
る
場
合
は
時
間
が
か
か
る
。


問

診
が

困
難

。
同

意
を
得
る
の
が
難
し
い
。
書
類
が
多
く
時
間
を
費
や
す
。
対
応
加
算
が
ほ
し
い
。（

時
間
が
か
か
る

の
で

）

【
歯

科
医

療
従

事
者

の
認

知
症
対
応
力
向
上
】


グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム
等
の
施
設
で
の
訪
問
診
療
で
は
､
職
員
の
声
が
け
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
こ
と
が
多
い
。
認
知
症
の
種

類
や

特
徴

の
対

応
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
研
修
も

必
要

で
あ
る

と
思
う
。


研

修
機

会
が

増
え
る
と
い
い
で
す
。
具
体
的
な
症
例
が
多
い
研
修
を
望
み
ま
す
。


実

際
に

現
場

で
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
か
を
経
験
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
対
応
力
は
向
上
し
な
い
と

思
い

ま
す

。
通

常
の
診
療
よ
り
は
確
実
に
対
応
に
労
力
を
要
す
る
た
め
、
保
険
制
度
な
ど
も
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま

す
。


認

知
症

に
対

す
る
理
解
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。


認

知
症

の
原

因
疾

患
と
は
別
に
人
間
関
係
障
害
や
生
活
環
境
障
害
が
、
精
神
的
身
体
的
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か

ら
、

歯
科

医
療
従
事
者
が
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
、
対
応
の
仕
方
を
習
得
す
る
機
会
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
思

う
。


認

知
症

対
応

力
向
上
研
修
を
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
早
急
に
研
修
を
受
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
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【
歯

科
の

受
け

入
れ

体
制

・
連

携
等
】


ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が
で

き
て
い
な
い
た
め
、
個
々
の
診
療
所
に
よ
っ
て

対
応
が

統
一

さ
れ

て
い

な
い
。


ケ

ア
マ

ネ
と

相
談

し
た

り
す
る
が
、
施
設
に
入
っ
て
な
い
人
は
、

他
の

歯
科

医
療

施
設

（
大

学
、

病
院

歯
科

）
に

通

院
が

難
し
い

。
特
に

独
居
老
人
の
場
合
は
、
治
療
も
ふ
く
め
難
し
い

。


で

き
る

だ
け

各
歯
科

医
院
で
対
応
す
る
が
､
時
間
・
人
手
は
必
要
な
こ

と
か
ら

保
険

点
数

を
見

直
し
て

い
た
だ

け
れ
ば

、

対
応

す
る
歯

科
医
院

も
増
え
る
と
思
う
。


医

科
サ

イ
ド

が
歯

科
に

対
す
る
認
識
度
が
低
す
ぎ
る
。
口
の
中
を

必
ず

見
る

専
門

家
で

あ
る

歯
科

受
診

を
必

須
と

す

る
。

認
知

機
能

の
低

下
は
、
ま
ず
生
活
面
に
現
れ
ま
す
。
日
常
の
歯

磨
き

が
お
ろ

そ
か

に
な

り
、

口
腔

の
衛

生
状

態

が
悪

く
な
る

こ
と
か

ら
も
、
認
知
機
能
の
低
下
が
分
か
る
の
で
す
。


医

科
と

の
連

携
の

期
間

が
少
な
い
。
医
科
と
の
連
携
の
パ
イ
プ
役

が
は

っ
き

り
し

な
い

。
認

知
症

の
方

か
ど

う
か

は

っ
き

り
し
な

い
。
認

知
症
の
方
の
キ
ー
マ
ン
の
方
と
の
連
携
が
う
ま

く
い
か

な
い

。
拒

否
の

場
合
が

あ
る
。


医

療
機

関
だ

け
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
と

関
連
し

た
機

関
と

の
連
携

が
必
要

で
あ
り

、

そ
の

啓
蒙
が

広
が
っ

て
ほ
し
い
。


一

般
歯

科
医

院
の

対
処

不
能
な
場
合
の
連
絡
先
と
し
て
、
専
門
性

を
持

っ
て

行
っ

て
い

る
方

々
を

幅
広

く
紹

介
し

て

も
ら

う
こ
と

と
思
っ

て
い
ま
す
。


各

施
設
に

1
名
歯

科
衛
生
士
が
い
て
も
い
い
の
で
は
。


居

住
地

で
通

院
で

き
る

歯
科
医
院
、
往
診
し
て
く
れ
る
歯
科
医
院

が
あ

る
こ

と
。

認
知

症
に

か
か

る
前

に
診

て
く

れ

た
か

か
り
つ

け
医
が

継
続
し
て
診
れ
る
体
制
や
保
険
制
度
の
確
立
。


歯

科
治

療
に

対
応
で

き
な
い
場
合
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、
訪
問
で
対
応

し
て
く

れ
る

機
関

が
あ
る

と
助
か

り
ま
す

。 


診
療

報
酬
の

柔
軟
な

対
応
、
加
算
。
独
居
の
場
合
の
後
見
人
。


他

職
種

連
携

。


多

職
種

と
の

連
係
が

大
切
と
考
え
ま
す
。


地

域
に

診
療

拠
点

を
作

り
、
認
知
症
対
応
に
長
け
た
ス
タ
ッ
フ
・

必
要

器
具

を
配

置
し

、
一

括
で

対
応

す
る

。
各

開

業
医

レ
ベ

ル
に

求
め

ら
れ
る
基
準
を
明
確
に
し
、
そ
こ
ま
で
は
各
診

療
所

で
対
応

し
、

そ
れ

以
上

は
上

記
の

よ
う

な

拠
点

で
対
応

す
る
な

ど
決
ま
り
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。


中
程

度
の
認

知
症
の

場
合
、
独
居
で
あ
る
こ
と
も
多
く
､
行
政
の
介
入
が

な
い
と
（

介
護

が
つ
か

な
い
と

）
治

療
途

中

で
来

な
く
な

っ
た
り

、
訪
問
診
療
へ
の
移
行
が
不
可
能
。


認
知

症
あ

る
方

全
て

が
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
と
は
限

ら
な

い
の
で

、
見

た
目

だ
け

で
の

判
断

は
難

し

い
。

歯
科

治
療

に
お

い
て
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
場

合
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
行

政
機

関
等

へ

の
照

会
等
の

連
携
の

際
で
も
、
診
療
情
報
提
供
料
の
よ
う
な
算
定
が

で
き
れ

ば
良

い
と

思
い

ま
す
。


認
知

症
の
程

度
に
よ

っ
て
は
、
受
け
入
れ
で
き
る
専
門
外
来
の
少
な

い
点
も

課
題

に
挙

げ
ら

れ
る
。


認
知

症
の

度
合

い
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可
能
か
な
ど
に
よ
り
、

ど
こ

ま
で
治

療
が

で
き

る
の

か
考

え
な

い
と

い

け
な

い
と
思

い
ま
す

が
、
患
者
の
状
態
を
把
握
し
て
い
る
担
当
者
と
の

連
携

が
な

い
と
､
実

際
に

は
治
療

は
非
常

に
難

し
い

と
考
え

ま
す
。

医
科
歯
科
の
み
な
ら
ず
、
多
職
種
連
携
の
で
き

る
体
制

が
必

要
だ

と
思

い
ま
す

。


認
知

症
の

方
の

歯
科

治
療
は
一
般
の
治
療
と
異
な
り
、
完
璧
な
治
療

が
行

え
な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

痛
み

が
な

い

よ
う

に
す
る

､ま
ず

噛
め
る
よ
う
に
す
る
等
の
処
置
に
済
ま
す
こ
と
が

多
々

あ
り

、
通

常
の

保
険

点
数
が

当
て
は

ま
ら

ず
、

何
も

点
数

が
取

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に

対
応

で
き

れ
ば

助
か

り
ま

す
。

ま
た

、
施

設

基
準

の
条
件

ク
リ
ア

が
難
し
く
､
地
域
連
携
な
ど
な
か
な
か
進
み
ま

せ
ん
。
訪
問

治
療

を
行

っ
て
い

る
と
（

在
宅

で
も

施
設

で
も
）
、
か

か
り
つ

け
の
先
生
、
ご
家
族
、

CM
と
の

3
者
が
主

な
連
携
先

で
す

。


認
知

症
の

方
の

重
症

度
は
大
体
雰
囲
気
で
分
か
る
こ
と
も
あ
る
が
、

客
観

的
な
診

断
の

根
拠

と
な

る
資

料
を

見
れ

る

こ
と

は
ま

れ
で

、
家

族
も
同
行
し
て
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
こ

と
多

い
。

医
科

・
介

護
関

係
職

種
と

の
情

報
共

有

が
気

軽
に
で

き
れ
ば

楽
だ
と
思
う
。


認
知

症
の

方
は

日
常

の
口
腔
ケ
ア
を
自
身
、
も
し
く
は
介
護
者
が
十

分
行

え
て
い

な
い

こ
と

が
多

く
、

口
腔

疾
患

の

進
行

が
著

し
い

。
歯

科
治
療
後
も
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
の
介
入
が

必
要

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
保

険
診

療
で

は

そ
の

点
を
評

価
さ
れ

て
お
ら
ず
､
現
状
と
の
乖
離
を
強
く
感
じ
る
。
認
知

症
の
人

に
対

す
る

保
険
診

療
の
評

価
・
算

定

項
目

の
追

加
が

今
後

の
超
高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く
た
め
に
必
須

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
現

状
の

保
険

診
療

で
は

ほ

と
ん

ど
評

価
さ

れ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
意
に
基
づ
い

て
き

つ
く

て
大

変
な

認
知

症
の

方
に

対
す

る
歯

科

治
療

を
行
っ

て
ま
す

が
、
対
応
が
難
し
い
､
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
と

言
う

理
由

で
対
応

を
放
棄

す
る
こ

と

は
簡

単
で
す

。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
の
保
険
診
療
の
整
備
を
強
く
求

め
ま
す

。


病
院

で
入
院

可
の
と

こ
ろ
に
歯
科
を
作
り
、
連
携
す
る
の
が
理
想
と

思
い
ま

す
。

【
そ

の
他

】


か

か
り

つ
け

医
と
の
連
携
を
取
り
、
全
身
疾
患
と
絡
め
て
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


そ

の
程

度
に

よ
る
の
で
具
体
的
に
は
難
し
い
。


た

だ
認

知
症

と
い
っ
て
も
程
度
も
状
況
（
家
庭
環
境
）、

付
添
い
等
そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
で
あ
る
。


ほ

と
ん

ど
の

歯
科
医
院
が
診
療
し
な
い
こ
と
。
あ
い
さ
つ
だ
け
し
て
算
定
す
る
例
も
多
い
。


や

は
り

口
腔

ケ
ア

が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
が
一
番
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
疾
患
に
も
か
か
る
し
、
何
よ
り

誤
嚥

性
肺
炎

の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
心
配
で
す
。


医

科
・

歯
科

・
家
庭
連
携
。


軽

度
な

う
ち

の
受
診
に
よ
る
口
腔
機
能
の
確
立
。


軽

度
な

ら
問

題
な
い
が
、
抵
抗
、
不
穏
の
場
合
は
難
し
い
。


軽

度
の

方
の

歯
科

治
療
は
ご
家
族
の
方
の
協
力
で
な
ん
と
か
で
き
ま
す
が
、
重
度
の
方
で
拒
否
が
強
い
方
に
は
何
も

で
き

な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
。


研

究
所

は
い

つ
も

お
疲
れ
様
で
す
。
現
場
は
日
々
の
治
療
と
コ
ロ
ナ
対
策
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
く
余
裕
も
な
く
一
苦

労
で

す
。

認
知

症
の
方
の
歯
科
は
ど
こ
ま
で
す
る
の
か
の
判
断
が
大
事
と
思
い
ま
す
。
無
理
に
し
な
い
と
い
う
選
択

も
大

事
で
す

ね
。


現

在
は

ま
だ

外
来

で
来
院
さ
れ
る
認
知
症
の
方
は
少
数
な
の
で
、
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
人
数
が
増
加
す
る

こ
と

を
想
像

し
ま
す
と
、
他
の
患
者
さ
ま
の
治
療
時
間
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
で
す
。


現

在
来

院
す

る
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
軽
度
で
､
そ
の
場
で
の
対
応
が
困
難
な
こ
と
は
少
な
く
、
付
添
い
が
い
ら
っ
し

ゃ
る

の
で
受

付
な
ど
も
支
障
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


口

で
伝

わ
ら

な
く
と

も
､
な
ん
と
か
伝
え
る
方
法
の
模
索
。


口

腔
ケ

ア
が

で
き
な

い
人
も
多
い
。


口

腔
ケ

ア
が

認
知

症
の
進
行
度
に
よ
っ
て
難
し
く
な
る
の
で
、
通
院
が
で
き
る
う
ち
に
で
き
る
限
り
の
治
療
を
済
ま

せ
て

お
く
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
の
方
は
そ
れ
も
難
し
く
な
っ
て
、
さ
ら
に
重
度
に
な
っ
て
く
る
と
、

口
腔

内
の

状
況

が
崩
壊
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
る
の
が
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
口
腔
内
の
清
掃
不
良
や
咬
合
崩

壊
で

ひ
ど

く
な

る
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
全
身
の
健
康
状
態
に
も
悪
影
響
が
出
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
往
診

で
口

腔
ケ
ア

を
す
る
の
は
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る
が
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。


口

腔
衛

生
指

導
を

行
っ
て
も
､
患
者
さ
ん
の
認
識
が
薄
く
、
口
腔
清
掃
不
良
の
改
善
が
で
き
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
。 


口

腔
衛

生
状

態
を
維

持
す
る
の
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。


口

腔
管

理
が

自
分
で

は
で
き
ず
、
他
者
に
口
腔
ケ
ア
を
依
頼
す
る
こ
と
も
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
､自

院
に
て
悪
化

さ
せ

な
い
よ

う
続
け

よ
う
と
す
る
が
、
中
断
す
る
こ
と
で
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。


口

腔
疾

患
を

増
や

さ
な
い
よ
う
、
歯
科
治
療
・
口
腔
清
掃
指
導
・
口
腔
ケ
ア
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま

す
。


口

腔
清

掃
が

自
立
し

て
い
る
と
の
説
明
（
家
族
か
ら
）
を
さ
れ
る
が
、
不
潔
状
態
が
多
い
。


高

齢
者

で
認

知
症

の
方
の
う
ち
残
存
歯
が
多
数
あ
る
方
は
、
口
腔
清
掃
が
で
き
な
く
な
る
。
家
族
へ
説
明
し
て
も
本

人
の

口
腔

清
掃

が
で
き
て
い
な
い
。
残
存
歯
が
ど
ん
ど
ん
う
蝕
に
な
り
、
治
療
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
。
最
後
は
口

腔
外

科
に
行

っ
て
も
ら
い
、
全
部
抜
歯
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
口
腔
管
理
が
重
要
に
な
る
。


高

齢
者

の
多

く
（
特

に
訪
問
診
療
）
は
認
知
症
ま
た
は

M
CI

と
考
え
て
い
つ
も
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の
有
病

率
も

高
く

な
る

こ
と
か
ら
、
認
知
症
も
他
疾
患
に
包
括
し
て
対
応
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
認
知
症
だ
け
で
困

り
､
他

施
設

を
紹

介
し
た
経
験
は
な
い
。
高
齢
者
を
治
療
す
る
際
に
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
認
知
症
・

M
CI

と

思
っ

て
対
応

す
べ
き

で
は
と
考
え
て
い
る
。


最

近
で

は
施

設
で

は
介
護
の
方
や
口
腔
内
、
義
歯
と
も
良
く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
で
は
全
て
介
護
者
に
か

か
っ

て
い

る
の

で
、
介
護
者
に
対
す
る
教
育
・
理
解
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
認
知
症
に
な
る
前
ま
で
の
家
族
関

係
が

一
番
大

き
い
の
で
､
介
入
は
少
し
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
で
、
今
ま
で
治
療
で
き
ず
口
腔
外
科
等

に
紹

介
し

た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
難
抜
歯
と
か
と
違
い
対
応
が
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
、
施
設
、
介
護

士
さ

ん
で
認

知
症
と
い
う
認
識
が
あ
る
場
合
は
､
無
理
な
治
療
は
望
ま
れ
ま
せ
ん
。


最

後
ま

で
な

る
べ
く
経
口
摂
取
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。


在

宅
で

の
口

腔
ケ
ア
、
義
歯
の
取
り
扱
い
等
日
頃
の

Q
O

L（
D

en
ta

l I
Q

は
望
め
な
い
）
を
ど
う
す
る
か
。
こ
の
ま

ま
で

は
マ

ン
パ

ワ
ー

不
足
は
否
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
ま
し
た
ら
、
い
ず
れ
◯
◯
県
で
是
非
平
野
先
生
の
ご
指

導
を

賜
り
た

い
と
思

い
ま
す
。


施

設
へ

の
入

居
者

で
あ
れ
ば
、
治
療
に
関
し
て
だ
け
な
ら
ば
訪
問
診
療
は
可
能
だ
と
思
う
が
、
独
居
あ
る
い
は
付
添
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い
な

ど
の

介
入

が
な

け
れ
ば
、
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ

な
い
場

合
が

課
題

だ
と

思
わ

れ
ま

す
。

ま

た
、

治
療
に

あ
た
る

ド
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
､介

助
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
も

あ
る
程

度
の

知
識

や
経
験

も
必
要

か
と
。


歯
科

医
院
と

し
て
ど

の
程
度
介
入
す
べ
き
か
。


歯
科

治
療
の

必
要
が

あ
っ
て
、
口
を
開
け
る
､歯

を
触
ら
れ
る
こ
と

の
認

知
。


時
間

が
か
か

る
か
ら

保
険
点
数
を
最
低

2
倍
に
し
て
、
テ
ー
プ
・

ビ
デ
オ

を
と
り

、
問

題
が

あ
れ
ば

証
拠
を

残
す
。

家
族

と
一
緒

に
来
て

も
ら
う
。
爪
で
ひ
っ
か
く
か
ら
何
回
も
行
っ
て
､慣

れ
て
か

ら
治

療
す

る
よ
う

に
す
る

。
義

歯
は

6
ヶ

月
間

作
れ
な

い
の
に
、
別
の
歯
科
医
院
で

6
ヶ
月
以
内
に
作
っ

て
い
る

の
を

忘
れ

て
る

。
義
歯

を
作
っ

て
も
投

げ
て

破
折
し

た
。


治

療
が

あ
ち

こ
ち

で
受

け
ら
れ
る
の
も
大
切
だ
が
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
や

看
護

師
さ

ん
、

多
職

種
の

方
へ

の
口

腔
ケ

ア

の
大

切
さ

を
伝

え
る

の
が
大
事
と
思
う
。
だ
い
ぶ
理
解
が
進
ん
で
い

る
が

、
現
場

で
は

ま
だ

ま
だ

面
倒

く
さ

い
こ

と

に
な

っ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ
感
染
だ
け
で
な
く
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
入

り
口

な
の
で

、
口

腔
ケ

ア
が

全
身

管
理

に
必

須

だ
と

思
っ

て
ほ

し
い

。
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
の
方
法
を
も
っ
と
わ
か
り

や
す

く
伝
え

て
い

く
こ

と
も

大
事

だ
と

思
い

ま

す
。


治

療
に

通
っ

て
く

れ
る

人
は
そ
れ
な
り
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
が

、
あ

き
ら

め
て

（
？

）
そ

の
ま

ま
ほ

っ
た

ら
か

し

に
な

っ
て
る

人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。


治

療
の

受
け

入
れ
体

制
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
。
治
療
後
の
ケ
ア
。


治

療
中

な
ど

の
ト
ラ

ブ
ル
の
事
例
を
知
り
た
い
。


重

度
認

知
症

患
者

に
お

い
て
、
自
身
で
症
状
を
訴
え
る
こ
と
が
困

難
で

あ
る

た
め

、
歯

科
診

療
依

頼
時

に
は

重
症

化

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

多
い
が
、
介
入
の
意
図
が
理
解
で
き
な
い
た
め

強
い

拒
否
を

示
す

こ
と

が
あ

る
が

、
習

慣
と

い

う
感

覚
は

残
っ

て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
介
入
の
意
図
を
理
解
で

き
る

初
期
の

う
ち

よ
り

定
期

的
な

歯
科

介
入

を

継
続

す
る
こ

と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。


初

期
の

患
者

は
治

療
、

ケ
ア
等
の
対
応
は
で
き
る
が
、
後
期
は
ケ

ア
も

困
難

に
な

っ
て

く
る

の
で

、
今

後
統

一
見

解

が
ほ

し
い
。


進

行
し

た
状

態
で

は
治

療
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
社
会
に
伝
え
、

で
き

る
だ

け
早

段
階

で
歯

科
に

か
か

っ
て

い
た

だ

く
こ

と
。

特
に

必
要

で
あ
れ
ば
抜
歯
等
外
科
的
処
置
が
早
め
に
必
要

で
あ

る
こ
と

を
国

民
に

伝
え

る
必

要
が

あ
る

と

考
え

ま
す
。


早

め
の

歯
科

治
療
が

必
要
。
施
設
で
も
定
期
的
な
歯
科
医
に
よ
る
検

診
や
訪

問
歯

科
診

査
を

充
実
さ

せ
る
。


他

の
施

設
や

医
院
が

具
体
的
な
事
象
に
対
し
て
､
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の

か
知

ら
な

い
。
テ

キ
ス

ト
通
り

で
は

な
く

、
リ

ア
ル
な

対
応
策

に
対
し
て
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
。
例
：

W
EB

上
で

の
書

き
込

み
型
の

情
報
共

有
等
。


対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル
を

読
み
ま
し
た
が
､あ

ま
り
現
場
で
役
立
つ
内
容
と

は
思

え
ま

せ
ん

。
外

来
診

療
も
通

院
回
数

に
限

界
が

あ
り
ま

す
。
訪

問
診
療
で
摂
食
嚥
下
障
害
を
有
す
る
認
知
症
患

者
が
多

く
、

対
応

に
苦

労
し
て

い
ま
す

。


対

応
方

法
に

答
え
が

存
在
し
な
い
こ
と
。


大

き
く

治
療

に
困
る

こ
と
は
な
い
が
、
外
来
時
な
ど
他
の
患
者
の
見

る
目
な

ど
が

少
し

あ
る

。


定

期
的

な
ケ

ア
が
必

要
だ
が
、
医
療
介
護
職
の
理
解
が
低
く
､継

続
で
き

な
い
。


投

薬
管

理
が

難
し
い

。
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
で
あ
る
。
本
人
に
よ
る
口

腔
ケ

ア
が

難
し

い
場

合
に
家

族
が
行

う
の
か

、

介
護

担
当
の

ヘ
ル
パ

ー
や
施
設
職
員
が
行
う
の
か
、
口
腔
ケ
ア
を
お
願
い

し
て
も

行
っ

て
も

ら
え
な

い
場
合

も
あ
り

、

ま
た

、
行

っ
て

く
れ

て
も
ス
キ
ル
に
差
が
あ
り
す
ぎ
る
。
注
水
下

で
の

治
療

は
難

し
い

。
摂

食
嚥

下
機

能
に

問
題

が

あ
る

場
合

、
内

科
主

治
医
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
、
管
理
栄
養

士
等

な
ど

と
の

連
携

が
難

し
い

。
遠

距
離

介
護

の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

と
の

連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い
。
認
知
症
に

つ
い

て
家

族
が

ま
だ

受
け

入
れ

ら
れ

て
い

な
い

場

合
が

あ
り
、

治
療
方

針
、
内
容
の
説
明
、
理
解
が
難
し
い
。


当

医
院

に
お

い
て
は

､付
添
い
な
し
で
来
院
さ
れ
る
認
知
症
の
方
は
い

ま
せ

ん
。
お

そ
ら

く
、
口

腔
内
に

問
題
が

あ
る

潜
在

的
な
方

は
相
当

数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
方
を
掘
り
起
こ

し
､
歯
科

受
診

を
勧

め
る
こ

と
は
望

ま
し
い

こ
と

と
思

い
ま

す
が

、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
場
合

、
地

域
の

歯
科

で
ど

の
く

ら
い

対
応

で
き

る
の

か

が
か

な
り
不

透
明
な

問
題
で
す
。
付
添
い
の
方
が
い
ら
し
て
来
院
さ
れ

る
の

は
､
生

活
環

境
に
か

な
り
恵

ま
れ
て

い
る

方
だ

と
推
察

さ
れ
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
折
り
目
に
ホ
チ
キ
ス
針
が
あ
り
､け

が
を
す

る
恐

れ
が

あ
る
の

で
針
を

外
し
て

郵

送
し

ま
す
。


当

院
で

は
、

認
知

症
を
理
由
に
治
療
を
断
念
し
た
ケ
ー
ス
は

1％
に

満
た
な

い
。

開
業

以
来

長
年

に
わ
た

り
認

知
症

を
診

て
き
た

結
果

、
院
長

も
ス
タ
ッ
フ
も
認
知
症
の
患
者
を
普
通
の
患

者
と

同
等

に
診

れ
る

よ
う
に

な
り
つ

つ
あ
る

。

積
極

的
に
関

わ
り
、

認
知
症
患
者
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
、
理
解

す
る
こ

と
が

肝
要

と
思

わ
れ
る

。


当

院
で

治
療

が
難

し
い

と
判
断
し
た
場
合
、
家
族
が
い
る
場
合
は

良
い

が
一

人
暮

ら
し

の
方

は
相

談
す

る
こ

と
も

で

き
ず

、
総

合
病

院
以
外
紹
介
先
が
な
い
た
め
対
応
が
難
し
い
。
当
院
は
総
合
病
院
が
遠
い
た
め
、
交
通
手
段
も
困
る
。

高
齢

の
認
知

症
が
多

い
た
め
､ケ

ア
マ
ネ
と
の
連
携
に
て
対
応
す
る
以
外
方
法
が
な
い
。


同

居
の

家
族

の
人

が
い
て
も
、
そ
の
方
が
認
知
症
だ
と
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ど
う
お
伝
え
し
た
ら
い
い

か
悩

む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
が
来
た
ら
､
認
知
症
の
検
査
を
国
民
に
義
務
づ
け
る
な
ど
の
対
応
が
必

要
か

と
思
い

ま
す
。


認

知
が

出
て

こ
ら

れ
た
な
と
思
え
た
時
は
、
ま
ず
通
院
し
て
い
た
だ
け
る
範
囲
で
積
極
的
な
処
置
を
し
て
、
口
腔
内

全
体

を
安
定

さ
せ
て
、
あ
と
は
出
来
る
だ
け
月

1
回
は
来
院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
本
人
も
し
く
は
ご
家
族
に

お
話

し
ま

す
。

無
歯
顎
の
方
は
義
歯
の
洗
い
方
を
徹
底
的
に
お
話
し
て
、
有
歯
顎
の
方
に
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
法
を
徹

底
的

に
実
施

し
て
も
ら
い
ま
す
。
お
元
気
な
う
ち
に
口
腔
内
状
態
を
整
え
て
お
く
事
。


認

知
の

診
断

に
際

し
て
主
治
医
の
診
断
に
誤
診
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
こ
の
た
め
対
応
に
困
難
を
生
じ

る
ケ

ー
ス

が
出

て
く
る
こ
と
。
近
隣
の
歯
科
医
療
機
関
は
認
知
症
患
者
の
対
応
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
正
し
い

対
応

が
で
き

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
よ
く
遭
遇
す
る
。


独

居
老

人
み

た
い
に
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
つ
な
が
り
、
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
。


内

科
、

主
治

医
、
ケ
ア
マ
ネ
等
の
連
携
。


認

知
の

程
度

に
よ

る
と
思
う
が
、
ご
本
人
が
認
知
の
自
覚
の
な
い
方
、
周
囲
の
理
解
の
な
い
方
の
治
療
が
難
し
い
と

思
い

ま
す
。


認

知
症

と
い

う
く

く
り
で
安
易
に
歯
科
治
療
困
難
者
に
し
な
い
。
医
療
従
事
者
側
の
覚
悟
と
技
量
を
身
に
つ
け
る
方

策
を

考
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

と
歯

の
数
関
係
を
も
っ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
な

っ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
軽
度
認
知
症
（

M
CI

）・
健
康
な
と
き
か
ら
治
療
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

特
に

イ
ン

プ
ラ
ン
ト
ケ
ア
は
多
く
の
問
題
を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
義
歯
は
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
、
大
き
い
も

の
を

製
作

し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
プ
は
凶
器
に
な
る
し
、
小
さ
い
と
義
歯
は
誤
飲
リ
ス
ク
が
高
く
危

険
で

す
。
歯

科
医

療
機
関
で
は
な
く
､
認
知
症
対
応
医
療
機
関
な
ど
で
投
薬
な
ど
に
よ
り
改
善
を
図
る
努
力
が
い
り
ま

す
。
認
知

症
レ
ベ

ル
の
高
い
人
に
は
､
治
療
よ
り
も
介
護
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
連
携
、
管
理
栄
養
士
と
の
協
力
に
よ
り
食

事
形

態
、
摂

食
の
協
力
が
必
要
で
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
口
腔
機
能
維
持
ケ
ア
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。


認

知
症

に
な

る
前

か
ら
口
腔
状
態
を
把
握
し
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
が
い
て
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
に
は
家
族
と

連
携

し
て
口

腔
管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


認

知
症

に
な

る
前

か
ら
歯
科
医
院
で
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
る
よ
う
、
啓
蒙
に
力
を
入
れ
る
。
認
知
症
に

関
わ

る
人
た

ち
と
の
連
携
を
強
め
る
。


認

知
症

の
影

響
で

､
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
え
ず
口
腔
状
態
が
悪
化
し
て
い
て
も
､
家
族
が
介
入
す
る
こ
と
な
く

時
間

が
経
過

す
る
こ

と
に
よ
っ
て
､
か
な
り
悪
化
し
て
初
め
て
受
診
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
。
特
に
軽
～
中
程
度

の
認

知
症
の

方
に
多

い
。


認

知
症

患
者

歯
科
的
対
応
は
､保

存
・
補
綴
な
ど
の
一
般
的
治
療
中
心
で
は
な
く
、
認
知
症
患
者
の
特
性
を
十
分
把
握

し
た

上
で

､
気

道
感
染
お
よ
び
口
腔
疾
患
等
の
感
染
予
防
と
口
腔
機
能
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
た
口
腔
ケ
ア
に
､よ

り
重

点
を
置

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


病

態
予

後
を

予
測

し
た
治
療
。
他
院
で
の
治
療
内
容
が
分
か
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
認
知
症
に
対
応
で
き
る
で
き
な

い
の

標
榜
。


平

時
か

ら
、

か
か

り
つ
け
歯
科
医
で
治
療
、
定
期
健
診
を
し
て
い
な
い
患
者
で
、
中
～
重
症
の
方
の
一
般
歯
科
で
の

受
け

入
れ

に
難

あ
り
。
公
的
機
関
も
し
く
は
専
門
的
な
歯
科
で
の
受
け
入
れ
、
加
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
（
中
～
重

度
）
。
軽

度
の
場

合
は
一
般
歯
科
で
の
治
療
は
可
能
と
思
い
ま
す
。


保

険
制

度
で

対
応
す
べ
き
項
目
の
設
定
。


保

険
点

数
低

す
ぎ
る
。


補

助
の

確
保

が
難
し
い
。


訪

問
診

療
を

含
め

認
知

症
患
者

の
診
療
を

､
外
来

健
常

者
と

同
じ
よ

う
に
き

れ
い

に
治

療
し

よ
う

と
し

す
ぎ
て

い
る

の
が

妨
げ

の
理

由
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
保
険
診
療
が
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
た
め
、
保
険
ル
ー
ル
に
の
っ

と
っ

た
治
療

を
余
儀
な
く
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
認
知
症
患
者
の
治
療
に
は
､
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
す
ぎ
ず
ル
ー

ル
を

求
め
す

ぎ
な
い
よ
う
､
し
ば
り
を
ゆ
る
く
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。


本

人
・

家
族

な
ど
の
同
意
な
ど
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。


本

人
が

認
知

症
と
認
識
し
て
い
な
い
場
合
の
対
応
。


本

人
家

族
の

自
覚
が
な
い
場
合
。
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5. 実測調査：認知症高齢者の口腔管理ニーズに関する実態調査

（1） 概要

A 県の認知症高齢者を含む施設入所者（療養型病院、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、グル

ープホーム、通所介護事業所）を対象に、実態調査を実施した。

認知症重症度(Clinical Dementia Rating; CDR)別に、歯科治療・口腔機能管理ニーズおよび必要性

について検討を行った。

（2） 調査結果

(ア) 対象

施設入所者 404 名（男性 101 名、女性 303 名、平均年齢 86.6±7.8 歳）を対象とした。

(イ) 口腔清掃行為の自立度

口腔清掃行為の自立度を CDR 別に検討したところ、認知症重症度が重くなるほど「自立できな

い」の割合が有意に高かった（p<0.001）。
図 1 口腔清掃行為の自立度 

(ウ) 口腔ケア介助の拒否の有無

口腔ケア介助時の拒否の有無について CDR 別に検討したところ、認知症重症度が重くなるほど

「拒否あり」の割合が有意に高かった（p<0.001）。
図 2 口腔ケア介助の拒否 

(エ) 義歯使用の拒否の有無

義歯を所持している対象者のうち、拒否により義歯の使用困難である者の割合について CDR 別

に検討したところ、認知症重症度が重くなるほど「拒否あり」の割合が有意に高かった

（p<0.001）。
図 3 義歯使用の拒否 
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(オ) プラーク（歯垢）の付着状況

プラークの付着状況を 3 段階で評価し、CDR 別に検討したところ、認知症重症度が重くなるほ

ど「著しい」の割合が有意に高かった（p=0.006）。
図 4 プラークの付着状況 

(カ) 舌苔の付着状況

舌苔の付着状況を 3 段階で評価し、CDR 別に検討したところ、認知症重症度が重くなるほど

「厚い」の割合が高い傾向にあった（p=0.154）。
図 5 舌苔の付着状況 

(キ) 口臭の状況

口臭の状況を 3 段階で評価し、CDR 別に検討したところ、認知症重症度が重くなるほど「強

い」の割合が有意に高かった（p=0.005）。
図 6 口臭の状況 

（3） 考察

口腔衛生状態は、認知症の重症度が高いほど悪化する傾向が客観的データにより確認された。また、

認知症の重症度が高いほど口腔清掃行為の自立困難な者の割合が高まるにもかかわらず、ケア受容が困

難になる割合も高まることが本調査結果でも確認された。

介護保険施設入所者で義歯所持している者の割合が約 5 割（52.2%）で、認知症が重度になると約 3
割が義歯使用困難となり口腔機能低下のリスクが高まることが推察された。

今後、実態調査で口腔関連状況等が把握された集団を対象に、口腔管理マニュアル等の有効性の検証

も実施する必要性がある。
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第 3 章 調査事業 2 結果 

1. モデル事例：青森県三戸郡地区

2. モデル事例：東京都豊島区

3. モデル事例：東京都板橋区

4. モデル事例：岡山県・鏡野町

5. モデル事例：香川県西部

6. モデル事例：香川県まんのう町
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1. モデル事例：青森県三戸郡地区

地方医療過疎の中で行う認知症対応

（1） 地域の基本情報

地域 青森県三戸郡地区

区市町村人口 71,184 人 
うち 65 歳以上高齢者人口 25.342 人（構成比 35.6％） 

区内の認知症疾患医療センター
なし

隣接市に「はちのへ認知症疾患医療センター」（地域型）が存在

区内の認知症サポート医等数 もの忘れ相談医等 8 名（青森県ホームページより） 
同歯科診療所数 歯科医師会員診療所 22 件 

（2） 事例の概要

認知症の発症初期から状況に応じて医療と介護が一体となって、住み慣れた地域で安心して生活できるよ

う、マンパワーが足りない医療過疎の地域において有効な方法を模索している。青森県三戸郡は隣接する八

戸市（人口 23 万人）の周りを囲うように存在する６町村で、1 つの郡を形成している（図 1,2）、三戸郡と呼

称され人口は総計約 71,000 人である。三戸郡は八戸市の二次医療圏に含まれているが認知症に対応する専門

医療機関は全て隣接する八戸市に存在しており、三戸郡内には各町村に数名の内科･整形・外科系医師・薬剤

師・歯科医師しかおらず、マンパワーが足りない医療過疎の集合体である。そもそも生活圏が小さいため医

療職は既に顔見知りの関係にあり、「認知症の対応」という同じ方向を向く機会が与えられると多職種連携の

形が出来上がりやすい反面、「かかりつけ医」と「認知症サポート医」の関係にしても本来であれば（図 2）
のように「かかりつけ医」が初期の診断や治療を担当しながら「認知症サポート医」が助言その他の支援を

行い、専門医療機関や地域包括支援センター等との連携の推進役になるべきであるが、実際にこのような体

制を構築するのは難しく、現実的に考えると（図 3）のように「かかりつけ医」と「認知症サポート医」が同

一の医師にならざるを得ない。また専門医療機関に送る際も季節要因で冬季間は道路事情が悪化するため八

戸市へのアクセスが極端に悪くなる。このような状況下では「かかりつけ医」・「認知症サポート医」と「専

門医療機関」の連携が難しい。さらに 6 町村において認知症初期支援チームが稼働しているのは比較的人口

が多い 2 カ所で、その他はまだ積極的稼働は認められない。そもそも高齢化が急速に進む中、マンパワーが

不足している町村の包括支援センターは通常業務でいっぱいのため手を広げる余裕がない。新たな業務形態

として立ち上げても、同じ人員で行う事が目に見えている。隣り合う町村でも状況は同じなため、お互い助

け合いながら連携し現在ある介護システムを活用することで対応してきた。

青森市 人口27万人
歯科医師会会員数 156名

三戸郡
三戸町 五戸町
南部町 田子町
新郷村 階上町
旧南郷村

人口 約71000人
歯科医師会会員数 22名

弘前市 人口17万人
歯科医師会会員数 102名

図１ 青森県における各市人口と歯科医師会会員数
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（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

三戸郡は医療資源が乏しいことは誰もが認識しているため、多職種での連携の必要性は以前から認識され

ており、老齢人口が飛躍的に増大するのと合わせて自然発生的に多職種連携が生まれ、それぞれが同じよう

な悩み・問題を抱えている地域の医療・介護職が一緒に交流する土台が作られてきた。三戸郡で講演会･講習

会を開催すると多くの医療従事者の参加がみられる。（図 5） 

平成 28 年開催 三戸郡歯科医師会主催「多職種協働による在宅専門研修」（参加人数 151 名） 
平成 28 年開催 三戸郡歯科医師会主催「障がい者歯科セミナー」（参加人数約 120 名） 

２

旧南郷村

118



平成 29 年開催 三戸郡医師会主催「摂食嚥下向上支援について」（参加人数約 180 名） 
平成 29 年開催 三戸郡医師会と八戸医師会の合同開催「歯科医師認知症対応力向上研修会」 

（参加人数 98 名）（歯科医師 27 名、医師 12 名、薬剤師 12 名、看護師 23 名、他歯科医療従事者

15 名、介護施設 7 名他） 
平成 29 年開催 女性薬剤師会主催「高齢者の摂食嚥下障害について」（参加人数 28 人） 
平成 30 年開催 桂泉会主催「摂食嚥下と口腔ケアについての研修会」（参加人数 54 人） 

 
実際、平成 29 年に開催された歯科医師認知症対応力向上研修会は三戸郡歯科医師会と八戸市医師会の合

同主催となり歯科医師対象の認知症対応力向上研修会にもかかわらず三戸郡地区の医師・歯科医師・薬剤師

がほぼ参加する形となった。講演に引き続いて行われた懇親会では医師・歯科医師・薬剤師間で各地区での

認知症の仕組みをどのように利用していくのか、各自の役割は何で、何処に紹介していけばよいのか等、医

師間では認知症での介護保険の意見書は誰が書くことになるのか、サポート医として誰が中心となるのかを

話し合った。また、現状の医療資源が乏しい中では介護保険の仕組みに認知症患者をいかにスムーズに乗せ

ていくかが解決の近道との結論に達し、今後は認知症初期をいかに治療に繋げていくかという課題が残った。

多職種が顔を合わせた状況が作り出す問題解決の方向性は、想像以上の力を生み出す可能性を秘めていた。 
平成 30 年以降は各地域・各職場での勉強会・研修会が多く行われるようになり、その地区における問題点

のあぶり出しや、認知症初期を治療に繋げるため認知症サポーターの養成に力が注がれるようになった。八

戸市（人口 23 万人）の認知症メイト 171 名、認知症サポーター19,991 名に対し、三戸郡 6 町村（人口 7.1
万人）の認知症メイト 144 名、認知症サポーター6,259 名であり、認知症メイトを増やすことで認知症サポ

ーターの積み増しを計っている。（残念ながらコロナ禍で研修会を開催できずサポーターの積み増しは出来な

かった）  
県内主要市である青森市（人口 28 万人）認知症メイト 207 人、認知症サポーター19,748 人、弘前市（人

口 17 万人）認知症メイト 145 人、認知症サポーター11,806 名であった。（図 6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総人口 (1市6町1村）︓332,316人
認知症患者数（推定）︓ 14,744人
BPSDを呈している方の人数（推計） : 11,800人

平成28年4月1日時点

• 八戸市（人口27万人） 認知症メイト数171 認知症サポーター数 19,748
• 青森市（人口28万人） 認知症メイト数207 認知症サポーター数 19,748
• 弘前市（人口17万人） 認知症メイト数145 認知症サポーター数 11,835
• 三戸町（人口98千人） 認知症メイト数46 認知症サポーター数 1,188 
• 五戸町（人口17千人） 認知症メイト数23 認知症サポーター数 1,662
• 田子町（人口53千人） 認知症メイト数7 認知症サポーター数 523
• 南部町（人口17千人） 認知症メイト数43 認知症サポーター数 1,645
• 階上町（人口13千人） 認知症メイト数18 認知症サポーター数 891
• 新郷村（人口2.4千人） 認知症メイト数7 認知症サポーター数 357

令和2年12月31日時点

図６ 八戸二次医療圏 認知症メイト・認知症サポーター数

（144） （6,259）
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（4） 活動内容・成果

症例 1 R.S S17 80 歳男性（独居、アルツハイマー型認知症疑い）

令和元年 12 月 18 日左下 67 欠損のため局部床義歯 set、本人にとって初めての義歯であり装着方法・取り

扱いの説明は本人が出来るまで行う。令和元年 12 月 27 日先日装着した義歯を失くしたと来院。装着後間も

ない為サービスで再製作を行う、令和 2 年 1 月 14 日義歯 set。 
令和 2 年 8 月右下の歯の調子が悪いと来院、右下義歯は装着されていなかった。上顎にも義歯を入れたいと

の希望があり、令和 2 年 10 月 23 日上顎局部床義歯装着、義歯装着のため装着方法・取り扱いの説明を本人

が出来るまで行う。令和 2 年 11 月 2 日義歯の装着方法が判らなくなったと来院、再度時間を掛けて出来る

ようになるまで指導。この時点で軽度認知障害（MCI）を疑うもその後来院せず。 
令和 3 年 1 月 27 日義歯を失くしたと来院。入れ方が判らなくなり置いておいたらなくなったとのこと、

探してもらうことにして当日は帰ってもらう。令和 3 年 1 月 29 日義歯を新しく作りたいと来院、保険で作

るなら 6 か月後の 5 月になってから作ることを説明。この時点で地区包括支援センターに連絡を入れる。身

体的不自由もなく現在は健忘が強いだけなので今後気を付けて観察していこうと話し合う。ただし本人はま

だ車の運転を手放す気はさらさら無く危険度は増すと考えられたため、お会いする都度車の話を出すことに

する。その後包括支援センターから連絡があり、近在する認知症サポーターも訪問してくれることになった。

令和 3 年 5 月 11 日 6 か月経ったため上顎義歯再製作のため来院し 5 月 28 日上顎義歯装着。令和 3 年 7 月

20 日入れ歯をコップに入れて寝て、起きたらコップも入れ歯も無くなったと 
連絡が入る。義歯の再製作は作ったばかりのため期間を空けて 12 月頃なら作れると伝える。自費であればい

つでも作れると伝えると、12 月に作るという答え。8 月、10 月、11 月にまだ義歯を作れないのかと電話が

入り、その都度 12 月にならないと制作できないと伝える。 
令和 3 年 12 月 10 日上顎義歯再製作のため来院、義歯を夜外して洗浄剤につけていたが、朝起きたらケー

スごとなくなっていたと話す、以前の話とは少し変化している。令和 3 年 12 月 24 日上顎義歯 set、義歯の

取り扱い・装着方法については、くどくなる程説明。翌週 27 日、28 日と自宅に電話して義歯の扱い・保存

場所について本人に確認を行う。令和 4 年 1 月 7 日上顎義歯を装着出来なくなったと来院、本人が出来るよ

うになるまで鏡を見せながら装着指導を行う。

令和 4 年 1 月 19 日右下の大臼歯部に物が入る為、歯間ブラシと歯ブラシが欲しいと来院し、本人が使用

できるよう時間を掛けて指導を行った。

令和 4 年 1 月 25 日同部位に物が入り気になると来院、右下 67 大臼歯歯頸部隣接面をセメントで塞ぎ食渣

が入らないようにする。上顎義歯は使用しているようだ。

令和 4 年 1 月 28 日前回買った歯ブラシは小さくて磨けないため、大きい歯ブラシが欲しいと来院。大き

い歯ブラシを買って帰る。この日も上顎義歯は装着していた。認知症が進行しており再度包括支援センター

への連絡と家族に連絡し情報の共有を行う。家族も認知症の進行具合については認識をしているが本人が頑

として受診しないと言っているとのこと。家族とは介護認定を取って介護保健の流れに乗せて対応する事に

話し合った。

症例 1 は自院に通所している患者が認知症を発症し徐々に悪化していくケースであるが、患者本人は認知

症とは認識しておらず通院を嫌がる、MCI に気づいた歯科医院は包括支援センターに一報を入れ、家族とも

情報を共有、症状の悪化にあわせ介護サービスに繋げていく。一連の流れが既に出来ているため、スムーズ

に紹介や情報共有は進められていく。今回の症例のように本人の拒絶が入ると医療系の受診には繋がりにく

いが、介護サービスを絡めていくと介護士・ケアマネ等の関わる人が多くなり、本人も納得しやすい状況が

生まれやすい。

症例 2 T.S S31 65 歳女性（施設入居、前頭側頭型認知症）

3 年程前より入浴や口腔清掃を嫌がり、時々思うようにならず暴れることがあるため施設入所、現在は施

設の人にも慣れてきている。最近、食が急激に細くなり、かかりつけ医からエンシュアリキッドが処方され

る。口腔内に問題があると思われたが本人は頑として口を開けないため家族とケアマネ同行し近くの歯科医

院を受診する。近隣歯科医院では口腔内に動揺歯あるが、重度認知症のため相互理解が出来なく治療困難と

診断され当院紹介となる。患者本人の情報はケアマネより入手。

令和 3 年 4 月 8 日往診にて対応、当日は患者の姉・ケアマネ・施設職員が同席。挨拶は出来るも自分の大

事にしているリュックサック（背負い袋）の説明に終始し、こちらからの言葉は届いていない。相手の話に

同意しながら手を握ったり背中をさすったりしながら仲間のような雰囲気を醸し出す。当日は姉が同席して

くれたため緊張はせず暴れることもなかった。姉には口を開けるため、その際に口腔内の状態の観察、歯式

を取る。しばらくすると私たちにも開口まではしてくれる、それ以上は身体を振って拒否、うがいも拒絶す

る状態であった。残存歯は 21 本、全体に歯周病に罹患し歯石沈着多量、左上 4 は動揺度 4 で今にも脱落・誤

嚥・窒息の危険がある状態。食が細くなった原因は左上 4 の動揺歯のため咬合すると痛みが出ると診断。本

人に痛いところを舌で触ってみてと言うと左側に舌を移動したため、この歯の抜歯を行うこととした。当初
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相互理解は全く出来ないと思われたが、時間を掛けて接すると本人が嫌がること以外（口を開けて、座って、

立って等）は理解し行動出来ることがわかった。何度か往診しコミュニケーションを図ることで口腔ケアも

出来そうであるが、現在の状態ではポータブルレントゲンでの撮影も拒絶、口腔内に器具（ミラー等）が入

ることも拒絶。 
動揺歯の抜歯を早急に施行しなければ誤嚥を起こしかねないため、動揺歯の抜歯を決意し姉の了解を得る。

口唇を指で触っても嫌がらない程度まで脱感作を行い、歯肉に表面麻酔行った。器具を使用せず術者の手指

で歯をつかみ抜歯を行った。動揺により周囲歯肉腫脹があったため抜歯直後は出血、そのままガーゼを指で

抑えて止血を行った。止血の際は嫌がり暴れて 3 人で抑えたが痛みがそれほど無かったのか数分でおとなし

くなった。その後本人のリュックサックのピンク色が綺麗という話しながらおとなしく圧迫止血が出来た。

姉が抜歯までの経過を傍で見ていたこともあり、今後の加療についても全て任せるので時々往診に来て口腔

ケアをして欲しいと依頼される。 
令和 3 年 5 月 13 日居住する施設への往診。前回の抜歯後、食事は普通に出来るようになったと報告をう

ける。本人が治療の事を忘れているかは、会話の中では判断できなかった。あいかわらずリュックが大事だ

と話している。口腔内に触ろうとすると嫌がり暴れるも、諦めずに指から歯ブラシへ順に入れると受け入れ

始める。口を開いてと言うと開いてくれるようになるが、うがいは拒絶される。 左下⑤６⑦のブリッジが

動揺しており今後抜歯は必要、器具を口腔内に入れるまで時間が掛かるため時期をみて行う。 
令和 3 年 6 月 10 日往診での診療、拒絶感は見られない。口腔内を診るまでに相変わらず時間は掛るが歯

ブラシを口腔内に入れることが可能となった。うがいも最初の 1 回は可能だがそれ以降は拒否する。左下の

ブリッジの動揺が激しくなり、何かの拍子に脱落・誤嚥・窒息の危険性が増したため抜歯を決意する。レン

トゲンの撮影は抑制するマンパワーが足りなくて断念、麻酔は必要なため浸潤麻酔時に 3 人で抑える。抜歯

は動揺歯のため一瞬で終了し、歯肉腫脹があるため抜歯後の出血は多くガーゼを指で圧迫し止血を行った。

前回と同様、止血の間の数分は暴れていた。うがいが出来ないため血の味が常にあり情緒を不安定にしてい

るようだ。15 分後には止血し終了、次の往診は期間を空けて痛みの記憶が薄れてから行うことにした。 
（新型コロナが流行し 4 か月間往診延期となる。） 
令和 3 年 10 月 7 日往診での診療。4 か月ぶりの診療ですっかり歯のことは忘れている様子、本人はこれか

ら外出があるので診療は受ける暇がないと訴える。口腔内を診るまでに相変わらず時間は掛る、徐々に歯ブ

ラシを口腔内に入れることは可能、うがいも 1 回は可能。手用スケーラーで前歯部の歯石除去を行う。多少

の痛みや出血があるせいで嫌がるが暴れるほどではなかった。 
令和 3 年 11 月 18 日往診での診療。今日は機嫌がよく介護さんと手をつないで現れる。口腔内に歯ブラシ

を入れても嫌がらず手用スケーラーで歯石除去をおこなう、本人は痛いと身をよじるが暴れない。うがいは

拒否せず自分からスムーズに数回行うことが出来た。 
 
症例 2 は中等度認知症で認知症患者の治療というよりは、障がい者治療のカテゴリーに入ると思われる症

例。意志疎通が難しいため本人自身からの情報はほとんど期待出来ない。医療面接が満足に出来ないため治

療の前段階に時間が掛かり、苦痛なこと嫌なことは首を振って拒絶か身体を動かし暴れることで表現される。

はじめは口腔内に触れることも出来なかったが回数を重ねるごとに出来ることが増えてはいるが、注水下で

のスケーリングや切削を伴うカリエス処置は容易ではない、今後も抜歯の必要性があり行動管理・安全管理

をしながらでの往診による治療のリスクは高い。認知症初期に対応していたらこのような状況にならなかっ

たと言えるが、過疎の農村で一軒一軒が離れて存在するなかで認知症を発症、配偶者が亡くなり独居になる

ことで認知症悪化、孤立状態になり姉が訪れた時には既に初期段階を過ぎていた。当院紹介時は発症より既

に 3 年以上経過しており、認知症が悪化すると一気に治療リスクが増す症例となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食が急激に細くなり、かかりつけ医からエンシュアリキッドが処方される。口腔内に問題
があると思われたが本人は頑として口を開けないため家族とケアマネ同行し近くの歯科医
院を受診する。近隣歯科医院では口腔内に動揺歯あるが、重度認知症のため相互理解が出
来なく治療困難と診断され当院紹介となる。

動揺歯の抜歯を早急に施行しなければ誤嚥を起こしかねないため、動揺歯の抜歯を決意、
口唇を指で触っても嫌がらない程度まで脱感作を行い、歯肉に表面麻酔い、器具を使用せ
ず術者の手指で歯をつかみ抜歯を行う、周囲歯肉腫脹があったため抜歯直後は出血するが、
止血の際は嫌がり暴れて3人で抑えたが、そのままガーゼを指で抑えて止血を行った。

症例２ T.S S31 65歳 女性
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（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

三戸郡のような医療資源の乏しい中で認知症の対応を考えていくには、それぞれの地区の関係者の顔が見

えるような関係で連携していくことが近道と筆者は考える。必要な時に簡単に連絡が取れる関係、相談でき

る関係が患者さんにとっても私たちにとってもスムーズに物事が進む。自分の手に負えなくなった際の受け

皿もあり（認知症医療センターとの関係も顔が見える関係のため）負担なく紹介することが出来る。

ただし冬季など患者さんの移動を考えると出来るだけ自分の診療スキルを上げて紹介すること無く全てに

対応するべきと思うが、認知症が進むほど障がい者の診療と同じように全身管理、行動管理および安全管理

等に注意を払いながらの歯科診療になるため、少人数の場合は頑張って対応していくが人数が多くなってき

た場合はどこまで許容できるかは自分でもわからない。他歯科医院でもリスクの割に報酬の評価が低いため

脱落していく可能性は大いにあると考える。このため青森県全域で認知症の歯科治療を支える仕組みを構築

する必要性を感じている。

青森県歯科医師会では歯科に通院困難な患者に往診先を紹介する「在宅歯科医療連携室」と障がい児者の

受診の機会を確保し、診療できる歯科医院を紹介する「障がい児者歯科支援ネットワーク運営室」を運営し

ている（図 7）。この仕組みを認知症患者にも対応させることで新たな部署を作らずに認知症患者の治療機会

を逃さない仕組みが出来る可能性がある。認知症患者に対応する歯科医院は毎年行っている認知症対応力向

上研修会を受講した歯科医院から手上げ方式で参加して貰い、治療を必要とする認知症患者を紹介するネッ

トワークを作る。進行した認知症患者の治療に際しては県の施設を利用して月に 1 回開催している「障害児

者歯科医療技術者養成事業研修」（図 8）で診療可能な歯科医師等を確保及び資質の向上を図る。このように

考えれば既存の紹介システムに乗る形であるため、それ程労力を必要としないと考える。

図７ 青森県歯科医師会の取り組み

○外来での歯科治療が困難な方からの
相談に対応

○在宅歯科診療、口腔ケアを行っている
歯科医院を紹介

○障がい児者の受診の機会の確保し
歯科診療についての相談に対応

○対応できる歯科医院を紹介

図８ 青森県歯科医師会の取り組み

場所: あすなろ療育福祉センター診療科歯科 (青森市大字石江字江渡101）
日程: 8月からの毎月第1水曜日

研修内容
【歯科医師】

(午前の部) ９：３０～１３：００頃
静脈内鎮静法や全身麻酔下での障がい児者の歯科治療

(午後の部) １４：００～１６：００頃
障がい児者の歯科治療講義
次回全身麻酔患者のインフォームドロンセント見学

【スタッフ】患者の治療椅子への導入・移動や治療のアシスト
声掛け等の研修

講師: 岩手医科大学 障がい者歯科 久慈昭慶准教授

【障害児者歯科医療技術者養成事業実地研修 】
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（6） 課題と今後の展開

自分には認知症対策が各地で盛んに行われていく様子は、2000 年に介護保険法が成立して要介護認定

やケアマネという新たな言葉が作られ、制度が作られていく過程に重なってみえる。介護保険成立以前

は高齢者の家族や親族が面倒見るのがあたりまえという考えが根底にあり、高齢者自身も支える若者が

減っても自分の生きているうちは大丈夫と思っていたであろう。例えばコンビニも同じころに出来始め

たがコンビニなんて若者向けのお店という感覚だった。それから急速に高齢化が進むことで、周りは高

齢者ばかり、コンビニは遠くに買い物に行けない高齢者のお店となり、公園で遊ぶ子供も見なくなった。

学校では運動会を生徒だけ出来ず父兄も参加対象になり、現在はそれでも足りず町内会運動会も合わせ

て開催されるようになった。高齢者が増えるにつれ介護保険による介護サービスが提供されなければ他

の年代の社会生活が成り立たないほど重要な制度となった。20 年ほどの期間で想像以上の世代間の人口

変動がおき、驚くほど状況が変化した。 筆者は認知症対応も同じような過程を経ると考えているし、

その兆候は実際に高齢者を診察していて感じている。介護保険導入当初、要介護・ケアマネといった言

葉に違和感があったが、今では感じない。今後、認知症患者が増えるに従い「認知症初期対応支援チー

ム」や「認知症サポーター」という言葉も自然と使用される日が近いと感じられるし、そうなるであろ

うと思う。

余計なことを言わせてもらえば、介護保険でもそうだが日本語では使用されるうちに略されていきケ

アマネジャーがケアマネ、包括支援センターがホウカツさん等 4 文字か 5 文字になって使用されている。

こと認知症に関しては語呂が悪く、なんとも略した感じがはまってこない。ネーミングはまだ変更して

も大きな問題にならない気がするので、将来に向けてカッコ良いネーミングや略した語呂が決まる名称

を付けたほうが世間に浸透しやすいのではと感じる。

余談ではあるが、認知症対応で培われた町村間の「顔の見える関係での連携」は新型コロナウイルス

のワクチン接種の対応でも生かされ、三戸郡内の歯科医療従事者に対するワクチン接種は町村間を跨い

で実施され、青森県下では歯科医療従事者の中ですみやかに実施された。
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2. モデル事例：東京都豊島区

認知症患者の状況に応じた継続的な口腔機能管理への取り組み

（1） 地域の基本情報

地域 東京都豊島区

区市町村人口 287,300 人（令和 3 年 1 月 1 日現在） 
うち 65 歳以上高齢者人口 57,293 人（構成比 19.94％） 
区内の認知症疾患医療センター 豊島長崎クリニック(地域連携型) 
区内の認知症サポート医等数 東京都健康長寿医療センター(地域拠点型) 
同歯科診療所数 認知症かかりつけ医 68 名（医師会ホームページより） 

（2） 事例の概要

「口腔保健センターを活用した認知症患者への対応策」

豊島区における認知症高齢者の数は、平成 27（2015）年の約 9 千人から令和 7 年（2025）年には約 1 万

500 人、約 1.2 倍を見込んでいる。 

さらに豊島区の特徴として一人暮らし高齢者の割合が高く、平成 27 年時点で 33.8％となっており、東京

都平均の 24.6％よりも高く、全国平均 17.7％のおよそ２倍にあたり、全国一となっている。 
平成 28 年度に実施した「要介護認定者調査」の中の家族等介護者の回答では、不安に感じる介護等の内容に

ついて、「入浴・洗身」に次いで「認知症状への対応」があげられていた。認知症状への正しい理解を深め、

認知症の人や介護をする家族などの不安を取り除くための取組みや、認知症になっても地域で安心して生活

するための支援が求められていた。

豊島区では若年人口が増える一方で古くから生活している高齢者との世代間の繋がりが希薄となり「都会の

限界集落」とも揶揄され、「独居の認知症高齢者」への対応が求められている。特に地域での見守りに加え、

在宅診療が必要になった場合の支援体制の構築が喫緊の課題となっている。

（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

令和元年 6 月 18 日には、今後の後期高齢者の増加を見据え、「認知症施策推進大綱」がとりまとめられ、

「共生」と「予防」が大きな柱となった。そこで、豊島区では認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護

の提供が行えるように平成 26 年より、豊島区三師会、認知症の関係機関等の関係者が参加し、地域における

認知症対策を継続的に支援する体制を確立し、推進するため、豊島区認知症施策推進会議を設置した。これ

に先行して平成 22 年度から豊島区の在宅医療を推進するために豊島区在宅医療推進会議が設置されており、

すでに多職種連携が進んでいた。

豊島区認知症施策推進会議では医療機関相互や、医療と介護の連携の推進役である認知症疾患医療センタ

ー、高齢者総合相談センターを中心に、認知症の人が容態に応じて、適時・適切な支援を受けられる体制を

構築し循環型仕組み作りを進める施策について年に 3 回ほど協議している。具体的な活動目標として、 
①医師会と連携し、もの忘れ相談を実施し、認知症の早期発見・早期治療につなげます。

②認知症初期集中支援チームを通じて、認知症の人や家族に対する初期の支援を包括的・集中的に行い、

住み慣れた地域での自立した生活のサポートをします。
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③認知症ケアパスは、関係機関と調整を行いながら 3 年に 1 回改訂し、認知症に関する基礎的な情報とと

もに、具体的な相談先や受診先の利用方法等が明確に伝わるように工夫します。

④「認知症コーディネーター」が、認知症で対応困難な事例に対し、他関係機関と連携支援を行い、適時・

適切な支援を受けられる体制を構築します。

⑤医療機関、高齢者総合相談センター、介護サービス事業者等地域の支援機関同士の支援及び、認知症の

人や家族を支援する「認知症地域支援推進員」相談業務を充実します。

⑥医療・介護従事者向けに、多職種協働研修・ライフサポート研修を実施し認知症対応力の向上を図りま

す。

⑦高齢者総合相談支援センター（地域包括支援センター）での、認知症に対する支援体制をさらに推進し

ます。

⑧かかりつけ歯科医を推進します。

⑨かかりつけ薬局を推進します。

⑩地域の認知症疾患医療センターとの連携を強化し、相談機能の充実を図ります。

が掲げられている。

歯科の立場からは「かかりつけ歯科医の推進」ということで、認知症の方は口腔セルフケアへの意欲低下

や介助に対する拒否、食行動変化やう蝕・歯周病の進行など口腔内にトラブルを抱えやすい傾向にあり、こ

うした方への適切かつ継続的な口腔衛生管理を行うためには出来る限り早期から個別的な対応を行う「かか

りつけ歯科医」を持つことの必要性を訴えている。併せて歯科医師会会員には東京都歯科医師会主催の「認

知症対応力向上プログラム」の受講を勧めている。

認知症ケアパスでは、初期の認知症であればそれぞれの「かかりつけ歯科」で対応し、進行に合わせて対

応が難しくなるようであれば豊島区口腔保健センター「あぜりあ歯科」や地域拠点型認知症疾患医療センタ

ー・口腔科を利用できるように案内されている。また、認知症が進行して摂食嚥下機能低下が見られる場合

には摂食嚥下機能評価や食形態の調整、訪問口腔ケアなどのサービス内容についても案内されている。当地

区では認知症の初期から重度まで地域で支える歯科関連サービスが整備されている。口腔保健センターの職

員は全員、認知症サポーター研修を修了しており、中には認知症サポーターを養成するキャラバンメイトも

在籍していて認知症患者への対応に習熟しているし、障害者や有病高齢者を対象に特化した診療所であるた

め時間をとってのゆとりある対応が可能となっているので通院できる場合は外来診療でも十分対応できてい

る。在宅訪問歯科診療が必要な場合も認知症の程度や治療の内容に応じて対応可能な歯科医師会会員を口腔

保健センターの方で選択して派遣している。

また、口腔保健センターは平成 12 年より区内の特別養護老人ホームやグループホームに入所中の中・重度

認知症の方、在宅での認知症の方への訪問歯科診療も担っている。特に、認知症を有する入所者への食事介

助では施設職員とともに食事観察を行い、食形態や介助方法などをアドバイスするミールラウンドを定期的

に行っている。こういった介護現場での訪問歯科診療には歯科医師会会員が輪番で担当していて、重度認知

症の方々と接することで対応の仕方などを学ぶ機会にもなっている。このことは歯科医師会会員の認知症対

応力の向上だけでなく、地域の認知症対応力の底上げにも繋がっている。併せて、歯科衛生士学校の学生が

臨地実習として高齢者施設への訪問歯科診療に同行する事業も行っており、若い世代への教育の場にもなっ

ている。

口腔保健センターが歯科のハブとなって地域の認知症に関する医療提供体制の中核である認知症疾患医療

センターと、区、かかりつけ医、高齢者総合相談センター、認知症関係機関等との連携を強化し、地域の介

護・医療資源等を有効に活用するために ICT を活用したネットワークづくりも推進している。
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（4） 活動内容・成果

症例 1 「ICT を活用して多職種が関わった事例」

高血圧、脳梗塞後遺症、嚥下性肺炎、嚥下障害で入院中、認知症高齢者自立度Ⅱｂレベル、ＨＳＤ－Ｒ＝

５点の中～重度認知症の 70 代男性。 
病院では胃ろうをすすめられたたものの、患者本人の「食べたい、家に帰りたい」という強い意思を、看

取り覚悟で尊重したいというのが家族の思いだった。この段階では HPN（790kal）で、経口は内服時の３％

とろみ水のみという状況だった。

退院後、患者宅を毎日訪問した看護師からは「ただ状態を見るとむせも発熱もないし、痰も増えない。『食

べたい』という気持ちに応えたい。」ということで医療専用 SNS（MCS®）を通じて主治医、訪問看護師、薬

剤師、ケアマネジャー（以下ケアマネ）に加え、歯科医師、歯科衛生士、福祉用具専門相談員、言語聴覚士

（ST）が加わったチーム M が結成された。 

  初診時口腔内 歯科医師による義歯調整

チーム M としての初回訪問時、歯科医師が義歯の調整と嚥下機能のスクリーニング検査を実施し、まずは

1 日 2 食、1−j 程度のゼリーと 2%とろみ液を交互にとるよう介護者へ指導を行った。その結果をもとに MCS
上でカンファレンスが行われた。ST は間接訓練として自主トレ方法をアドバイス、薬剤師は輸液・服薬を管

理。ケアマネはヘルパーや訪問入浴の手配、チーム M と家族間のサービス調整などをタイムラインで行った。

このときに役立ったのが、MCS 上で文書や画像がアップできる機能で、口腔ケアの手順書、車いすのポジシ

ョニングの結果報告、カロリー・水分・嚥下状況のチェックシートなどがわかりやすく共有できた。また電

話やファクスで情報をやり取りしていた頃に比べ、患者の体調もすばやく把握できるようになった。続いて

耳鼻科医と管理栄養士がチーム M 加わった。 
耳鼻科医による VE 検査の結果を共有し、チームで検討した結果、1 回量はキープしたまま、食形態を１日

2 食から 3 食に増やすことが決まる。また、より詳しく患者の状態がわかったことで、チーム M のゴールが

明確になった。

耳鼻科医による VE 検査 

・嚥下訓練により嚥下機能を向上させる。

・嚥下の様子と食事形態を確認しながら、安全に食事をステップアップ。

・摂取カロリーが増し栄養状態が改善したら、IVH を抜く。

・IVH が抜けたら、以前のようにデイサービスやショートステイを利用する。

・介護負担を軽減し、患者の生活の幅を広げ、豊かな在宅療養につなげる。

これらの目標を MCS を通じて全員が共有し、チームが一丸となって目標達成に向けて動き始めた。

1 日 3 回食になった後の状況や、「3 回食べられてうれしい」という患者の感想もすぐにタイムラインで共

有される。HPN 抜去に向けて、管理栄養士から家族への食事指導も始まった。食事形態やカロリーについて、

各職種から方向性や指示、アドバイスが書き込まれ、食事の状況に応じて新しいサービスも開始される。つ

いに退院 140 日目に IVH を抜去し、IVH 管理のための訪問看護は終了となった。栄養状態やリハビリ時の

状況も改善され、食形態もアップしていく。162 日目にはデイサービスも開始された。 
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デイサービスでの食事

このように場所や時間の制約を受けずに多数のメンバーで情報を共有でき、添付された写真や動画で具体

的な状況が MCS を通じて確認できた。 
ICT ネットワークの導入で、スタッフ間で情報共有をするために費やしていた時間や手間が大幅に軽減さ

れ、患者にとって最適なタイミングで迅速に対応することが可能になる。また、互いに情報を共有すること

で、専門職の質、医療の質の向上にも確実に寄与する。

今後ますます増えていく地域の認知症高齢者への在宅医療や医介連携に、ICT は大きな助けとなる。 

症例 2 「認定栄養ケアステーションと連携した症例」

認知症、心不全 介護度 5 認知症高齢者自立度Ⅲa レベル 重度認知症 100 代女性 
95 歳の頃、全顎無歯顎で総義歯不適合の主訴で初診。以来、6 ヶ月おきに軟性裏層材によるリベースを行

い、月に 1 度の頻度で歯科衛生士による口腔ケア、リハビリテーションを続けてきた。食事は上下とも義歯

を装着して軟菜食を経口摂取してきた。初診時は認知症高齢者自立度Ⅱa レベルであったが徐々に認知症が

進行していき、口腔ケア時に不穏状態になることもしばしばあったが、その際は介護者に抑制してもらいな

がら歯科診療、口腔ケアを 5 年間継続してきた。100 歳を超えてから認知症がさらに進行し、義歯を装着し

ての食事摂取ができなくなり、ペースト食による経口摂取となった。食事量が減り、アルブミン値も低下し

たことから主治医に管理栄養士による訪問栄養指導の必要性を訴え、「あぜりあ歯科」より主治医に食事指示

書を依頼し、「あぜりあ歯科」を介して非常勤雇用契約を結んでいる認定栄養ケアステーションの管理栄養士

に訪問栄養指導を依頼し、居宅療養指導として介護者への食事に関する指導を行った。その後、サルコペニ

ア嚥下障害により誤嚥性肺炎に罹患し入院となった。退院後は在宅酸素療法を受けながらの寝たきりとなっ

たがペースト食を経口摂取し、歯科衛生士による口腔ケアも引き続き継続している。

地域の認定栄養ケアステーションと連携することで主治医が管理栄養士を雇用していない場合でも訪問栄

養指導が可能となり、今後の展開が期待される。

栄養ケア・ステーションとの連携図

症例 3 「新型コロナの影響で歯科介入が妨げられた事例」

認知症 廃用症候群 介護度 4 特養ホーム入所中  認知症高齢者自立度Ⅱb レベル HSD-R＝10 点の

中～重度認知症の 80 代女性。 
車椅子座位可能だが 声かけにはほとんど反応なし。開口拒否もあり、口腔ケアが困難。覚醒していれば食

事は自身で常食摂取可能な状況。  
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上顎 6～7、下顎 7～7 補綴処置はあるがすべて自歯。自分自身では口腔ケアはできず、全介助による口腔

ケアが必要。

初診時口腔内

これまで、2019.5.13 初診でカリエス処置終了後、毎月隔週で歯科診療・訪問口腔ケア・衛生指導を実施

していた。新型コロナの影響で 2020.2.29 を最後に入所施設より訪問歯科診療を受け入れないとの連絡が

あり、10 月まで 7 か月間、施設への訪問を自粛していた。 
この間、何度か施設側へ訪問歯科診療を打診するが、感染を理由に拒否された。

10 月に他の患者への診療要請があり、訪問した際に施設側から、ついでに診て欲しいとの依頼があり、７

ヶ月ぶりに診察したところ上顎の 1～2 以外のほとんどと下顎も 3 本の歯が残根状態。1 本が自然脱落してお

り、前歯部咬合となり咀嚼が出来ない状態であった。

口腔内がこのような状態であることを施設職員は全く気づいておらず、家族からの訴えで今回の診察につ

ながったが、認知症も重度で開口拒否もあることから義歯作製は不可能なためこのままで経過観察するしか

ない状態。食事も咀嚼が出来ないため、ムース食に食形態を落とさざるをえない状態となってしまった。

高齢者介護施設では認知症により開口拒否や介護抵抗があると口腔ケアは疎かになりがちになる。新型コロ

ナの感染を恐れるあまり、専門職の介入が妨げられ、QOL が損なわれることになった。

重度の認知症であると「口開けて」「はい、噛んで」というような指示が入らないことから義歯などの補綴処

置を行うことはほぼ不可能である。つまり、重度の認知症を有する要介護者は一度、失われた口腔機能を取

り戻すことは非常に困難となる。

歯科治療や口腔ケアは不要不急のものではなく、感染予防の点からも必須行為であり、感染対策を十分に行

えば、歯科治療は何ら問題ないので通常通りの処置を続けるべきである

認知症高齢者への在宅訪問歯科診療の場合、患者やその家族の義歯などの診療への過剰な期待や、口腔機

能低下の理解が得られない場合がある。その他にも訪問予定日や時間の忘れ、一部負担金の授受などについ

て問題がある、ゴミ屋敷のようで、足の踏み場もないような室内、猫や犬が何匹も室内にいて、異臭がひど

い、夏なのに冷房もなく、逆に真冬なのに暖房もない、オートロックマンションでカギの開け方がわからな

い、口腔ケア中に噛まれた、蹴られた、殴られた、下半身が露出していたなどのハラスメント行為があるな

ど様々なトラブルに見舞われることが多い。

（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

地域で生活する認知症高齢者の場合、医療職、介護職などの多くの専門職とともに地域住民が関わること

によって支えられている。こうした多職種の一員として地域歯科診療所も貢献する余地がある。歯科が役割

を発揮するためには普段から認知症高齢者に接する機会の多い介護職の方から口腔に関する困りごとなどの

情報提供が欠かせない。その情報提供する窓口として歯科医師会がハブとなることで歯科医師会会員診療所

と現場とを効率的に繋ぐことが可能となる。その際、歯科医師会会員の特性を歯科医師会が把握しているこ

とでニーズに合わせた配当医の選定も可能となる。また、歯科医師会が窓口になることで行政との連携も可

能となるため、行政に寄せられる様々な口腔の困りごとに対しても歯科医師会が対応することができる。歯

科への理解が不足している介護職等への啓発事業も歯科医師会が中心となって行うことで地域全体の歯科へ

の理解を深めることも可能となり、潜在している歯科の需要を喚起することにつながる。

また地域の医師会や薬剤師会、看護師会などの職能団体との連携する上でも歯科医師会の存在は欠かせな

い。それぞれが拠点を持ち、そこがハブとなって ICT を活用したネットワークを構築することでその患者に

マッチした多職種チームを即座に組むことが可能となる。個々の歯科医院の認知症対応力を向上させること

も大切だが個々に頼らないシステムを構築していくことが必要である。
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（6） 課題と今後の展開

地域の認知症施策の立案段階から関わるためには歯科医師会としての職能団体の存在は欠かせない。同時

に効果的に計画に歯科関連事項を盛り込むためには歯科医師会としての戦略も必要となる。行政が開催する

認知症対策も含む各種審議会に歯科医師会もメンバーとして招集されるが多くの場合、当て職として副会長

などが出席するが果たしてその人物が本当に現場のことを理解しているか甚だ疑問である。しかも役員任期

が終われば審議会の任期途中で交代することになり、継続的な働きかけが不可能になる。歯科医師会として

戦略的にかかわるためには少なくとも施策の計画期間中はメンバーを交代させないことが必要であるし、そ

の分野でのスペシャリストを育成することも重要となる。

医師会は「かかりつけ医」、「認知症サポート医」、「認知症専門医」、「認知症疾患センター」と重層的な支

援体制が構築されているのに対して歯科では「かかりつけ歯科」の次がいきなり高次医療機関となってしま

い「かかりつけ歯科」への負担が過大である上、高次医療機関との間を埋める役割を担う歯科医療機関がな

いことが致命的である。本来であれば「かかりつけ強化型歯科診療所」が地域包括支援システムの中でその

役割を担うべきであるが、本来の趣旨とは違う方向に行っているように感じられる。可能であれば本地区に

あるような口腔に関わるよろず相談ができる「口腔保健センター」が基礎自治体単位で設置されることが強

く望まれる。また、認知症の方の口腔の健康を担う歯科衛生士の活動の拠点として活用することも望まれる。

近年、外来患者の減少から在宅訪問歯科診療に参入する歯科医院が増加しており、特に開設間もない歯科医

療機関が多い。在宅訪問歯科診療の患者は程度の差こそあれ、認知症であることが多い。そのため臨床経験

も浅く、認知症への対応力不足もあり、地域での多職種連携も不十分な歯科医院の場合、トラブルを起こす

ことが多い。そのため、歯科医院の経営的な側面からだけで安易に訪問歯科診療へ参入すべきではないと考

える。

今後、独居の認知症高齢者が増加していくが在宅訪問歯科診療の場では様々なトラブルが発生する。例え

ば歯科衛生士単独による居宅療養管理指導ではハラスメントや病状急変による緊急事態など危険を伴う場合

に対処できない恐れがある。そのような場合は 2 名での居宅療養管理指導が認められるべきである。また、

小児の場合はレストレーナーによる抑制も可能であるが、認知症高齢者を抑制する場合は人的抑制に頼らざ

るを得ない場合が多い。そのための人的費用補償も併せて認められるべきである。
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3. モデル事例：東京都板橋区

都市部の団地における歯科口腔保健介入と地域連携

（1） 地域の基本情報

地域 東京都板橋区 T 地域 
区市町村人口 567,714 人 
うち 65 歳以上高齢者人口 132,202 人（構成比 23.3％） 
区内の認知症疾患医療センター 東京都健康長寿医療センター認知症疾患医療センター（地域型）

区内の認知症サポート医等数 もの忘れ相談医 74 名（板橋区医師会ホームページより） 
同歯科診療所数 板橋区歯科医師会員診療所 233 件 

（2） 事例の概要

高島平団地は 1970 年代から作られた高・中層集合住宅群であり、現在 10,170 戸の住宅がある。1970 年

代から 1980 年代にかけて子育て世代が多かったが、現在では建物の老朽化や住民の高齢化が課題である。

東京都事業による高島平 1～5 丁目の 70 歳以上人口を対象にした調査（認知症と共に暮らせる社会に向けた

地域ケアモデル事業:平成 28 年）によると、平成 28 年時点で地区全体の人口 32,674 人のうち、高島平 2 丁

目団地人口は 13591 人で 41.6％を占めるほどの人口密集地域である。高島平地域の高齢化率は高く、特に高

島平 2 丁目団地は 43.4％（男性 38.6％、女性 47.8％）である（参考：板橋区全域の高齢化率は 25.5％）。同

調査におけるハイリスク群においては、単独世帯と夫婦のみの高齢者世帯の割合は 75.8％を占め、認知症の

状態にあると評価された者は 39.4％であり、鑑別診断などの医学的支援や、介護保険サービス利用・生活等

の社会的支援のニーズが高い者が地域に暮らしていることが明らかになった。口腔機能低下があるものは特

に認知機能が低下した者に多く、また自覚されていないことも明らかになった１。

こうした実態調査を受け、我々は平成 29 年より高島平 2 丁目団地内に認知症支援の拠点となり、居場所

となる地域拠点の運営を開始した。認知症支援だけでなく健康に関する講座や、音楽・落語など文化芸術に

関する講座、囲碁やカードゲームの場の提供のほか、保健師、心理士、医師、歯科医師による相談応需を行

っている２。

（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

平成 28 年から高島平地域における実態調査を行った。郵送アンケート調査の他、会場調査、訪問調査を行

った。その調査に関連し地区医師会、地域包括支援センター、地域のステークホルダー（団地事務所、地域

新聞社、通いの場等）に協力依頼を実施してきた。

平成 29 年に団地内の拠点を設置した。初期の拠点運営メンバーは、保健師、心理士、医師、歯科医師、精

神保健福祉士であった。近隣にある通いの場やコミュニティカフェ等との連絡調整を行いながら団地事務所

と連携し健康講座を定期開催した。健康講座では口腔保健に関する講座も定期的に実施した。

 相談応需は適宜実施されており、相談者本人が口腔に関する相談を持ち掛ける他、拠点スタッフが支援を

している中で口腔に関する不具合の気付き等を起点にアウトリーチを含む相談応需に至る 3。本人にとって

なじみの関係であるスタッフなども同席し、悩みの吐露のしやすい環境になるよう配慮し、時間をかけて意

思形成支援の場を築いた。

（4） 活動内容・成果

認知症高齢者等からは様々な口腔に関する相談が寄せられるほか、認知症高齢者の生活に関与している多

彩な職種からの気付きを得て、歯科口腔保健相談は実践されてきた。

図１ 相談記録の構成

130



以下に特徴的なケースを提示する。

症例 1  B 氏（80 歳代 男性 夫婦同居）と妻 G 氏（80 歳代 女性） 
【経過のまとめ】

B 氏と G 氏の夫妻は、拠点で行った歯科講話に参加したことがきっかけで、妻 G 氏が、歯科相談の希望を

拠点スタッフに伝え、両名同席の上で歯科相談が実施されることとなった。夫妻は、以前は都心で歯科通院

していたが、5 年程度歯科通院を中断していた。その理由は夫妻ともに脳血管障害を経験したこと、転居によ

り新しいかかりつけ歯科医院を探すことや、はじめての歯科医院に新規受診する思い切りが付かなかったと

いう理由であった。また G 氏は B 氏について、脳血管障害発症後から意欲の低下や日常生活の不具合が生じ

ており、歯磨きを促しても全く歯磨きを行わないこと、歯科医院受診を中断している間に、口腔内の問題が

起こっている可能性があり心配であると語った。一方の B 氏はとぼけているような様子であったが、対話の

中では B 氏自身が「咬むと痛い」と感じていることが分かった。 
拠点歯科医師は、拠点の相談室で B 氏の口腔内診査を行い、急性状態の重度歯周炎を含むいくつかの問題

点を発見した。G 氏も複数の口腔の不具合があると自訴があったため、同様に口腔内診査を行った。また面

接において、夫妻が歯科受診を躊躇していた複数の理由を聞き出し、安心して歯科治療を受けられるように

情報を整理して、本人の希望をあわせたうえで、近医歯科に情報提供書を書くことにした。夫妻は拠点歯科

医師と時間をかけて面接出来たことを大変喜び、早速情報提供書をもって近医歯科に受診した。約一年後に

B 氏の自宅で口腔内診査した際は、急性状態であった重度歯周炎の抜歯が行われ、口腔内の炎症が制御され

ている状態であった。また適切に義歯を使用しており、B 氏は「調子は良いよ」と語った。G 氏も同様に歯

科治療をうけ、夫妻は在宅生活を継続している。

【事例ふりかえり】

本例は、ともに脳血管障害後遺症を持つ夫婦において、「歯科受診」という健康にアクセスする権利が阻ま

れているという構造を同定し、受療支援という形でその構造を変化させるアプローチを行ったケースであっ

た。独居でなくても意思決定や行動を起こすことにはエネルギーが必要であり、脳血管障害後遺症により援

助希求が困難な状態になっていた夫妻にとっては、専門家に話を聞いてもらった、手紙を書いてもらったと

いう経験が、背中を押して勇気を出す契機になったのではないかと考える。本例では、口腔の専門家がいる

拠点を知る機会があり、友人のように気軽に、しかも無料で面接し情報提供書を作成できる環境を造り上げ

ていたからこそ実現したケースであると考える。

症例 2 C 氏（70 歳代、男性、独居、アルツハイマー型認知症、血管性認知症） 
【経過のまとめ】

C 氏は、消費者相談センターとのトラブルが生じたことを契機に認知症初期集中支援チーム（以下、チー

ム）の訪問対象者となり、数か月経過しても介入困難事例とされていた。チームが訪問しても C 氏は社会に

対する怒りの表明をするばかりで支援の導入が困難なため、チームの方針で社会的交流を目的として、チー

ムのメンバーとともに拠点に訪れた。C 氏は、拠点においても同様に社会に対する怒りの表明をしていたが、

「社会のせいでこんな歯だ！」と、口腔内の著しく動揺する歯を拠点スタッフである心理士に見せて、凄む

ような態度であった。

C 氏の訴えの中から、口腔症状が前景にあることが判明したため、本人の同意を得てチームのメンバーで

ある地域包括支援センター職員と拠点歯科医師が自宅に訪問することになった。

図 2 訪問時 C 氏口腔 

図 3 訪問時 C 氏スクリーニング時のメモ 

拠点歯科医師が自宅訪問した際は、怒りの訴えは同様であったが口腔内診査には応じ、さらに簡単な身体

機能評価にも応じた。その結果、数日前から急激な身体機能低下があったことが判明した。拠点歯科医師は、

C 氏の明らかな咀嚼機能低下に対しては歯科受診を提案したが、経済的理由により同意は得られなかった。

しかし身体機能低下所見の報告をチームに行ったことで、後日在宅医の訪問が実現し、C 氏は在宅医による

投薬を納得し受け入れることとなった。

三か月後、C 氏は在宅医に勧められ、身体機能低下を含めた検査入院として X 病院認知症疾患医療センタ

ーに入院した。連絡を受けた拠点歯科医師は X 病院病棟に訪問して、C 氏がペースト食に不満があることや
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入院に至るまでの親族の振舞いと金銭管理に関する苛立ちなどを傾聴し、入院中に義歯作成を含む歯科治療

が可能となるよう受療支援を行った。X 病院での歯科治療が実現したことによって咀嚼機能が回復し、快適

に常食を摂取できる状態になり施設入所に至った。

【事例ふりかえり】

本例は認知機能低下によって健康・経済問題への課題解決が困難であるという権利侵害されている構造に

あり、その構造への変化を期待して歯科医師を支援チームに組み込んだケースである。

C 氏の入院中の歯科治療が実現した経緯は、入院を契機として医療費捻出が可能になる状況が整ったこと、

入院先である X 病院認知症疾患医療センターの精神科医師と精神保健福祉士が認知症初期集中支援チーム員

を兼ねており、さらに拠点歯科医師と X 病院の歯科口腔外科医師との連携関係があったこと、などいくつか

の状況が揃ったからと考えている。加えて、周囲との人間関係がうまく構築できない C 氏の病棟を、拠点歯

科医師が訪問し意思確認できたこと、想いを受け止めたことはスムーズな支援に効果があったと考えられた。 
多職種による“認知症の本人の権利”をベースにしたアプローチから、 (1)地域で生活する認知症の人は、適切

な口腔ケアに関する情報へのアクセシビリティが阻害されやすい状況にあるが、(2)多職種との対話を通じて、

歯科的課題を抱える認知症の人の意思決定支援が促進され、(3)口腔環境の改善が生活上の困難の予防・改善

に寄与することが示された。

（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

地域拠点において相談応需している歯科医師はボランティアとして地域拠点運営に携わっており、自院以

外の歯科医師会の診療所に紹介状を作成して紹介をするようにしている。相談者の希望と既往歴、移動可能

な地理条件等を加味して、大学病院や特定の歯科分野の専門医、あるいはすでに受診歴がある認知症疾患医

療センターのある病院の歯科口腔外科、訪問診療に対応し高齢者歯科に通じる歯科クリニックなどをコーデ

ィネートしている。

高島平地域において訪問診療を行っている歯科医師を地域拠点に招待し、連携に関する打ち合わせを行う

ことや、訪問診療に同席し、認知症の本人の家族的サポートをするケースもあった。また同地域のサポート

医は、地域拠点のボランティア相談医師も務め、頻繁にケースの打ち合わせや地域包括支援センター職員を

交えたケース会議での連携関係が出来ている。

ケース会議は 2 カ月に 1 回、地域拠点において行政、地域包括支援センター、認知症疾患医療センター、在

宅療養相談室の職員および在宅医とともに実施されている。ケース会議に拠点歯科医師も出席し、歯科的所

見を含めた生活情報の提供を行ったうえで、ともに生活支援を中心とした議論を行っている。

（6） 課題と今後の展開

8020 運動は最も成功したヘルスプロモーションともいわれるが、今後、認知症になっても歯を多く残して

いる人が増えるのは自明である。この歯科口腔保健活動を展開した以上、認知症の人の口腔の健康を守るこ

とは我々の責務といえる。認知症の人が尊厳をもってよりよい生活を送るためには、地域における歯科口腔

保健相談をプライマリーヘルスケアの重要な要素と認識すべきであり、Dementia Friendly Communities を

創出する社会的な取り組みに組み入れられるべきである。認知症の人を支援するには生活を支える視点が必

要であり、社会的サポートのコーディネートにも関与できる歯科医療従事者の人材育成、公的な支援体制の

構築が必要である。
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4. モデル事例：岡山県・鏡野町

認知症の人に対する「社会資源が多くない地域」の連携

（1） 地域の基本情報

地域 岡山県・鏡野町

区市町村人口 12,604 人（2021.12.31 
うち 65 歳以上高齢者人口 4,613 人（構成比 36.60％）(2015 年) 
区内の認知症疾患医療センター 積善病院（隣の市）

区内の認知症サポート医等数 認知症サポート医 ２名 （鏡野町）

同歯科診療所数 歯科医師会員診療所件 6 件 （鏡野町） 

（2） 事例の概要

鏡野町は岡山県の北部に位置し、北は鳥取県に、東南は津山市、西は真庭市に接している。また、山

陽地方と山陰地方の中間、関西圏と広島県の中間に位置し、古くから山陰、山陽などの主要都市を結ぶ

地域となっている。地勢は、鳥取県との県境をなす中国山地南面傾斜地や平坦肥沃な準平原地で、気候

は夏冬の温度格差が大きい内陸型気候である。町の主な産業は、米・果樹・野菜などを中心とする農業

と林業で、商工業は地場産業や誘致企業が立地・操業している。また、温泉をはじめキャンプ場・スキ

ー場などの観光資源も豊かで、農林水産業等を連携させた他産業への波及効果を拡大させる観光戦略を

推進している。

町の中心部は中国自動車道の院庄 IC に近く、国道 179 号バイパスが南北に、大規模農道が東西に通

過し、交通の動脈的役割を果たしている。平成 17 年 3 月 1 日に富村、奥津町、上齋原村および鏡野町

が対等合併して、現在の鏡野町が発足した。各旧自治体に、行政機関、医療および介護施設が設置され

ており、各診療所の医師は鏡野国民健康保険病院から、各歯科診療所の歯科医師は、岡山大学病院から

それぞれ派遣されている。

要介護等認定者の現状と推計（2017 年 9 月末時点）（単位：人） 
要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

2017 年度 113 94 205 144 188 123 105 
2018 年度 110 83 213 141 126 124 101 
2019 年度 110 82 207 138 127 123 100 
2020 年度 107 84 202 138 130 125 103 

いわゆる、山間僻地であり、住民は減少傾向、高齢化率は上昇そして行政・民間介護サービス従事者

（社会資源）の減少が進む地域である。平均寿命と比例して、認知症患者も増加し、認知症患者に対す

る口腔機能低下の早期発見、維持・向上、の社会的ニーズが高まっている。さらに、状況は刻一刻と変

化しており、現在の事業も社会情勢に合わせて、変化しながら継続・拡大している。

（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

2000 年（平成 12 年）：介護保険制度が始まり、当地域で歯科医師として赴任していたが、ケアマネジ

ャーが私だけであったため、ケアマネジャーとしても 2 年間実働を行い、他の職員がケアマネジャーの

資格を得たので、現在は引き継いでいる。その時から、認知症と口腔に関しての問題意識は強くもち、

鏡野町の紹介
旧上齋原村
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介護計画にも加えていた。

2008 年（平成 20 年）：当地域で特に「家族によって隠されている問題」についての調査を行った。そ

の調査の 1 位が口腔に関することであった。ちなみに、2 位は認知症、3 位は自殺であった。 
当地域は、3 世代～4 世代で暮らしている世帯が多く、故意でなくても、上記の健康課題が家族によっ

て隠されてしまうと、保健師などの行政サービスが家の中の問題まで深く入り込めない事情があったた

め、この調査を行った。逆に、独居または高齢者のみの世帯の場合に対しては、直接に、行政・医療・

介護機関が訪問・相談・介入・医療介護連携ができている。

2009 年（平成 21 年）～2010 年（平成 22 年）：この解決には、住民教育が必要であると考えたが、そ

の前に専門職（医療・介護）の教育を先行させることにして、この調査を受けて、口腔（口腔疾患・食

事）と認知症に関して、当町内のすべての医療・介護施設を会場にして、毎月夜、研修会を行った。最

初は、当町の中央（町役場）で行っていた。しかし、参加者が固定されることが課題として顕在化した

ため、私たちが各施設に出向くことにした。この時点では、私的に行っていた。

（メンバー：ケアマネジャー、歯科医師、歯科衛生士、介護福祉士）

2010 年（平成 23 年）～2013 年（平成 25 年）：活動の成果が認められ、町の事業として、「鏡野町地域

包括ケア講座」として、予算が付き、多職種の協力が得られるようになった。

内容は、各施設の入院または入所者を対象に食事風景・行動・口腔ケアのビデオを当該職員に撮影して

もらい、実質的な指導を行い、実働を行った結果をさらにビデオ撮影して次月に行う前後で比較して、

検討する方法をとった。それまでは、細かいアセスメントを行っていたが、当該職員の労力が多いこと

に加えて、関心が薄くなったため、視覚的に理解されやすい方法に変更した。この研修会は、入所者の

家族も参加可能として、地域密着型の運営会議でも報告した。

（メンバー：ケアマネジャー、歯科医師、歯科衛生士、医師、言語聴覚士、介護福祉士、看護師、保健

師、栄養士）

この過程で、経済を優先する施設と研修を優先する施設に分かれてきたため、研修を優先する施設に絞

って、特に個別事例に対応するようになった。この事業は、国民健康保険歯科保健センター事業で行う

ようになり、現在に至る。

2014 年（平成 26 年）：「鏡野町地域ケア講座」は、他の地域ケア会議・委員会などの医療・介護事業と

ともに再編され、現在は「鏡野町在宅医療・介護連携推進事業協議会」に統合されており、私は認知症

部会の部会長・認知症初期集中支援チーム委員長およびシステム部会の委員を拝命している。

（メンバー：ケアマネジャー、歯科医師、歯科衛生士、医師、弁護士、理学療法士、作業療法士、言語

聴覚士、介護福祉士、看護師、保健師、栄養士、薬剤師、地域保健所所長、役場職員）
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（4） 活動内容・成果

症例 1 A 氏（87 歳、男性、独居、アルツハイマー型認知症）

【経過のまとめ】

1. A 氏の居宅の近隣者が、地域包括支援ケアセンター（鏡野町が社会福祉協議会に委託）に「A
氏の不審な行動」について相談があった。

2. 認知症初期集中支援チームが訪問介入：介護認定申請を勧め、調査員がアセスメントし、介護

度が決定した。（要介護 1）担当ケアマネジャーが付き、介護計画が立案された。

3. 口腔内に問題があり、食事摂取が困難であることを主訴に、近隣の歯科医院を受診したが、治

療中に暴言や治療拒否があり、担当ケアマネジャーから当診療所に紹介があった。（歯科医院か

らの紹介ではなかった。）

4. 当診療所にて、歯科治療（歯周治療、抜歯および義歯作製）を行った。しかし、食事時間が長

いことと、食事に対しての暴言および拒否が減少していたが、まだあった。内科診療所にも相

談したが、特に処置は無かった。

5. 私が毎週研修している大学病院のスペシャルニーズ歯科に、行動・食事時のビデオおよび診査

結果をもち、コンサルテーションを行った。後日、A 氏を大学病院で VE および VF の撮影診

査などを行った。A 氏の希望と状況の翻訳もあり、私とケアマネジャーが付き添いを行った。 
6. 大学病院の歯科医師の指導のもと、食形態および食事方法の変更とともに、指導されたリハビ

リテーションを外来で行い、居宅では訪問看護に行ってもらうようにした。食事時の暴言およ

び拒否は「思うような嚥下ができない」が原因で、いら立っていたことがわかった。

【事例振り返り】

独居の場合、口腔内または食事に関する問題は、顕在化しない。A 氏の場合は、近所での問題行動が

あったため、周辺住民が困り、地域包括支援センターに相談があった。そういう意味では、認知症であ

ったために、その後に起こりうる虚弱―低栄養の状況を免れることができたともいえる。認知症患者の

受け入れ促進のために、県歯科医師会において、年に複数回、「認知症対応力向上研修会」を県行政とと

もに行っており、受講した歯科医院を県のホームページにおいて公開している。しかし、公開されてい

ることを A 氏もケアマネジャーも知らない、または、受講されていても今回のように、拒否している歯

科医院がある。拒否する場合は、歯科医院から他の医療施設に紹介するべきであると思う。内科では、

行動・食事に対する処置や治療が無いことが、介護職が積極的に内科または精神疾患専門医の受診を勧

めていない原因であるとケアマネジャーから聞く。

1. 住民や介護職に対する情報公開・通達の徹底

2. 治療に困った歯科医院の相談・紹介できる医療機関の事前からの確保

コンサルトされながら行うことができる治療の在り方。 コンサルトしたほうにもされるほうにも保

険点数が付くと広まると思う。

症例 2  B 氏（90 歳、女性、独居（近隣に息子夫婦）、アルツハイマー型認知症） 
【経過のまとめ】

1. 当歯科診療にて歯科治療終了後、SPT にて定期受診していた。ある時点から、予約の間違いが

頻繁に起こり、さらに、プラークコントロールが悪化した。

2. 介護認定を受けていないことがわかっていたので、当診療所から行政保健師に情報提供を行い、

認知症の調査目的の訪問依頼を行った。（介護認定を受けている場合は、通常担当ケアマネジャ

ーに状況の変化について情報提供を随時行っている。）

3. その結果、介護保険申請を勧め、認定を受け、担当ケアマネジャーが決定した。（要介護 2）
4. 当ケアマネジャーが、当町の認知症事例検討会（私が主催、認知症サポート医も出席）に症例

報告を行い、多職種にて検討が加えられ、具体的な対応方法が決定・実行された。

5. 検討会の結果、認知症疾患医療センターに紹介され、認知症に対する診査・診断・治療が開始

された。このセンターには歯科もあるが、このケースの場合は、軽度であるため、当診療所か

ら訪問診療での対応となった。

6. 後日、ADL の低下から、B 氏は診療所に来ることができなくなったため、歯科や内科では訪問

診療を行うこととなった。訪問時には、冷蔵庫を拝見するのだが、「なんでも食べることができ

ます。」の裏には、「自分が食べることができるものを、自分で購入しているので、なんでも食

べることができます。」という意味があり、内容および賞味期限を確認する。B 氏の場合も、軟

らかいものが多く、賞味期限切れの食品も多く含まれていたため、ケアマネジャーに報告し、

介護職および家族に、常時管理するよう指示した。一方、介護認定を受けていない方の居宅に
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訪問診療に行き、冷蔵庫内に賞味期限の食品が多く散見される場合は、認知症を疑い、関係者

に情報提供を行っている。

7. プラークコントロールが確立していないので、当診療所、介護職および家族の口腔ケアを行っ

ていたが、歯科疾患は度々、生じるため居宅にて治療を行った。

【事例振り返り】

歯科診療所は、全年齢層の住民が利用しており、SPT 期になると定期的に健康をチェックすることが

できる施設である。一方、僻地の内科であれば、ほとんどが慢性疾患の高齢者であり、専門性が細分化

されているため、幅広い年齢層を定期的にモニタリングすることを必要としていない。よって、認知症

の早期発見がしやすい施設と位置付けられると考える。

「この住民は、おかしいな。」と思うことは、多くの医療スタッフが気づいているので、その後に繋げ

る手段を日ごろから構築しておくことが何より重要であろうと考える。当町の認知症事例検討会では、

事例検討は当然であるが、多職種がグループワークを何度も行うことにより、他職種を理解し、顔の見

える関係性を構築することに役立っている。歯科の場合は、「生活を診る」ことが食事支援の観点から重

要であり、訪問歯科診療は、外来で「患者の生活を想像する」ことにも活かされている。さらに、この

目的のため、外来に来ることができる住民の居宅にも訪問することもある。

（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

【地域での専門医育成】地域の歯科医師で、ある程度の人数で専門の担当を決めたほうが良いと思って

いる。学会認定の専門医も重要であるが、人口あたり、何人かの歯科医師で対応する場合、認知症担当

（専門）や摂食嚥下担当などを決め、研修を歯科医師会としてサポートする体制をとらないと、県が行

っているような一律的な研修のみでは、地域の専門医は育たないし、責任を持って対応していただける

歯科医師が成長しないように思う。

【情報発信】現在も行っているが、もっと積極的に介護・医科・住民に対して、歯科が訪問歯科・摂食

嚥下・認知症対応を行っていることを情報発信していくことが重要であると思う。上記のケース①は、

担当ケアマネジャーが私を知っていたので、同じ町内であるが遠方（30km）にもかかわらず、たまたま

紹介してもらい解決した。

【連携のしやすさ】多職種がお互いの仕事内容を理解し、認知症事例検討会で「あの職種はこのケース

の場合、こう考えて、こういうことができる」という感触をつかんでおくことと、更に顔の見える関係

性を日常的に構築しておくことが連携のしやすさにつながる。

【保健センターとしての歯科診療所】ケース②にもあるように、歯科診療所には、内科診療所や病院よ

りも健康な住民が定期的に通っているため、健康をモニタリング（投薬状況、血液検査結果など）する

保健センターとして、社会的にとらえてもらえれば、社会資源としてもっと活用できると思う。現在、

薬局がそのような役割を期待されているが。

（6） 課題と今後の展開

人口が少ない地域の場合、専門職の人数も少ないため、一人の専門職が一般的な自治体よりも多くの

仕事を同時に行う必要がある。例えば、人口の多い自治体では、一人の保健師が母子保健のみが担当で

あるが、人口の少ない地域では、母子と成人および高齢者保健を一人の保健師が担当することになって

いる。このことは、仕事量が多く、それぞれの専門的知識が必要であるため、大変ではあるが、この一

人の保健師の中で、自然に住民保健の世代間連携ができていることになる。私もケアマネジャーと歯科

医師および行政職員を担っているため、その点では介護と認知症と口腔と施策へ移すための連携ができ

ていると思う。現在の大学教育では、複数の国家資格の受験資格が卒業時に獲得できるため、一人の人

が複数の資格を持って社会に出ることが他の専門職の連携にも良い影響を与えることは明らかである

と思う。連携を行うためには、連携する相手の専門科学を獲得する過程（教育）内容と仕事内容を知る

必要であると思っている。丸投げでは、決して、良い関係にならない。その観点からも、良いことであ

ると思っている。

「社会資源が多くない地域」の場合、一人の専門職にかかる重圧は多大であるが、人口の多い地域

での連携の困難さと比較すれば、相殺されているのかもしれない。
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5. モデル事例：香川県西部

地域後方支援病院歯科と歯科医師会との連携による認知症高齢者の支援体制の構築

（1） 地域の基本情報

地域 香川県西部（三豊市・観音寺市）

区市町村人口 120,528 人 
うち 65 歳以上高齢者人口 41,768 人（構成比 34.7％） 
区内の認知症疾患医療センター 西香川病院

区内の認知症サポート医等数 もの忘れ相談医等 10 名（医師会ホームページより） 
同歯科診療所数 歯科医師会員診療所件 46 

（2） 事例の概要

当院は香川県西部に位置し、香川県西部 2 市 12 万人を主な医療圏とする中核病院である。当院は地

域包括病棟を持つと共に訪問診療を医科・歯科共に行っており、急性期医療だけで無く維持期医療も行

っている。歯科口腔外科には口腔外科、摂食嚥下リハビリテーション、障害者歯科、老年歯科を専門と

する歯科医師が勤務し、外来での障害者歯科や在宅や病院、施設への訪問診療を行い、様々な障害や認

知症を有する患者の歯科治療・口腔ケアを行っている。

当地域の認知症疾患医療センターは西香川病院であり、精神科を有し外来や入院、デイサービスを行

っている。西香川病院は回復期病床も有しており、急性期病院の当院と地域連携が行われている。また

西香川病院は歯科が無いが、当院から訪問歯科診療、訪問口腔ケアを行っており、地域の歯科医師会と

連携しながら回復期病棟入院中で歯科診療の必要な患者に対し歯科医療を提供している。ただ、現状認

知症に特化した連携はなされておらず、西香川病院の精神科外来でも歯科に行けていないという訴えが

みられた。また認知症主治医に相談しても歯科への理解が十分で無いため、かかりつけの歯科への受診

を指導されるだけに止まっているのが現状である。

そこで精神科での歯科への理解を促すと共に、精神科主治医から歯科へ紹介しやすい環境を作る事を

目的に地域連携体制の構築を目指した。

（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

香川県では歯科医師会を中心に周術期口腔機能管理体制の構築を行っており、研修を受講した歯科医

院による対応可能な治療範囲のリストが作成され、地域での周術期口腔機能管理の連携に活用されてい

る。今回はこのモデルを参考に地域連携体制の構築を目指した。

2021 年 10 月よりまんのう町国民健康保険造田歯科診療所の木村所長と相談しながら、認知症疾患医

療センターの担当地区である 2市の 2歯科医師会長と連絡を取り実行可能なレベルの検討を行っていっ

た。12 月 20 日に後藤・木村所長・2 市歯科医師会会長に加え、香川県歯科医師会の高齢者歯科保健担

当理事、実際に事業で中心となり動く担当者を加えた 6 名で体制の詳細を詰めた。 
事前の西香川病院からの聞き取りから、外来受診できる患者ばかりでなく訪問診療が必要な人もいる

とのことから、外来・訪問診療の 2 通りのケースで対応を考えていった。基本的な方針としては、対応

可能な範囲についてはかかりつけ歯科が対応し、かかりつけで対応できない患者については後方支援病

院である当院で対応することは決まっていたが、かかりつけを持たない患者をどうしていくかが問題と

なった。話し合いの結果、かかりつけの無い患者については各地区（合併前の市町単位）でメインとな

って行う歯科医院を推薦してもらい対応することとなった。

年明けのコロナウイルス感染症拡大に伴い地域歯科医師会所属歯科医院に集まってもらい事業説明

を行うことは難しくなったため、郵送にて事業説明およびアンケート調査を行った。46 院所中 35 の返

信があり、そのうち 29 院所から事業協力が得られた。事業への参加や対応可能な範囲をまとめたリス

トを作成し、精神科主治医へ渡した。
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（4） 活動内容・成果

地域歯科医師会と連携し、西讃地域の認知症患者の歯科受診がしやすくなる環境整備を行った。その

結果 29 院所から事業への参加が得られ、アンケート結果を基に認知症連携リストを作成することが出

来た。リストの内容は、認知症対応研修受講スタッフの有無、待ち時間の調整、スロープ、訪問歯科診

療、かかりつけ又はかかりつけで無い認知症患者への重症度別の対応とした。それを参考に精神科主治

医から認知症患者に歯科ニーズが発生したときに、スムーズな連携が行える事が期待される。

症例 1 かかりつけ歯科に治療方針とその範囲を相談しながら対応した事例 
・概要

88 歳女性、大腿骨頸部骨折および認知症にて西香川病院入院中、左下の歯が取れたとのことで当院紹

介。左下 4・5 連結 FMC がコアごと脱落しており後方の大臼歯も無かったことから義歯での補綴治療

が必要となった。

・経過

本人より「ケガする前に歯医者で治療していた、でもどこかわからない。」との発言あり、患者家族へ

の確認を行った。確かにかかりつけ歯科にて義歯作製を行っていたことが判明したため、現状の治療経

過と今後の予定について問い合わせを行った。精密印象採得まで行われていたこと、また残りの入院期

間が 1 か月前後であることから、かかりつけ歯科医と相談の上、当院訪問診療では義歯作製は行わず残

根の齲蝕処置のみ行い、退院後にかかりつけ歯科受診してもらい新義歯作製することとなった。

・考察

認知症に伴いまだらに記憶の欠落がみられるため、かかりつけ歯科医院名がわからなかった。そのた

め家族との連携は非常に重要になる。また、今回の事例では義歯作製中に転倒・骨折したため歯科治療

も途中中断となっている。そのため、かかりつけ歯科との治療範囲の相談も必要となってきた。認知症

患者の治療には診察してから治療を開始するまでに、家族への連絡や治療内容の確認、かかりつけ歯科

との協議、また今回は入院中であったため介在した病院スタッフとの情報共有など多くの過程が必要で

あった。

症例 2 かかりつけ歯科が無く、地域の歯科医院からの訪問診療で対応した事例

・概要

93 歳女性、大腿骨転子部骨折・認知症で西香川病院に入院。下顎総義歯の紛失により、主治医より新

義歯作製の相談をうけた。

・経過

口腔内は 2 歯の残存歯および残根も数歯認めた。プラークコントロールが不十分であったことから、

入院中だけで無く退院後も在宅フォローしてもらえる歯科医院への紹介が必要と思われた。認知症連携

リストに基づき、近隣にかかりつけ歯科の無い患者であったため自宅のある地区の認知症初診担当歯科

医院へ紹介となった。西香川病院へ訪問診療が実施され、下顎総義歯の新製が行われた。
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・考察

かかりつけ歯科の無い認知症患者に対して、認知症連携リストに基づきスムーズに患者を歯科受診へ

つなげることが出来た。認知症患者は新しい事への対応は症状の進行と共に難しくなってくる。近隣に

かかりつけ歯科が出来ることは、患者にとって口腔健康管理を行う上で非常に有益であると思われた。 

（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

今回香川県西部において、香川県歯科医師会及び 2 市歯科医師会、後方支援病院と認知症疾患医療セ

ンターにおける連携体制を構築できた。それまでは認知症患者を取り巻く歯科環境は決して整ってはお

らず、一部の理解のあるケアマネジャーや施設職員からの依頼で歯科受診が実現する程度で、順番を待

てない事や迷惑をかけるかもしれないとのことから歯科受診が控えられてきた。そういった相談が認知

症疾患医療センターに持ち込まれたときにも歯科の事が分からず、今まではかかりつけの歯科受診を勧

奨することしか出来なかった。今回認知症連携リストの作成がなされたことにより、歯科への理解が深

まりよりスムーズな歯科受診へつなげる一助になったのではないかと思われる。

アンケートに想定治療の自由記載欄を設けたが、記載内容の多くは充填や義歯の調整・新製などの一

般歯科診療、口腔ケアなどの記載が多かった。抜歯など外科処置には対応不可能な場合がある旨の記載

も数件見られた。後方支援病院としての役割は、その辺りが求められる可能性が考えられる。

 今回スムーズな認知症連携リスト作成が行えたのは、日頃歯科医師会の先生方と顔が見える連携が取

れていたことが大きかったと思われる。香川県歯科医師会で元々同様なリスト作成を周術期口腔機能管

理において行われており、連携への理解があったことも大きいと思われた。また、認知症患者の連携に

おいて一番困ることは、自院で対応できないような患者が紹介されてきたときにどうするかという事で

ある。その点について、後方支援病院である当院が積極的に受け入れる事を表明したことも歯科医院の

先生方の安心につながったと思われる。

（6） 課題と今後の展開

今回認知症連携リストの作成を行う事が出来たが、その十分な検証は行えていない。今後どの程度の

活用がなされるか、また連携において問題となった点など問題事例の検証を行っていき、リストの改編

やスムーズな連携を行うために必要な変更を行っていく必要がある。そのため 1 年後を目処に、認知症

連携についてのアンケートを参加歯科医院及び認知症疾患医療センターへ行っていきたい。

 今後は連携がある程度スムーズに行えるようになった段階で、周術期口腔機能管理のように県歯科医

師会主導で県下全体の連携を行えていけるようになればと考えている。香川県は大きく東部、中部、西

部に医療圏が分かれているが、その医療圏毎に日本障害者歯科学会や日本老年歯科医学会の認定医のい

る総合病院が一つ以上存在する。それらの病院に後方支援病院となってもらい、同様な制度が作れれば

と考えている。それを実施するにはやはり日頃の連携が大切になってくると思われる。今後も積極的に

歯科医師会との協力体制を整え、顔が見える関係を築いていきたい。
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6. モデル事例：香川県まんのう町

地域公的歯科診療所が中心となる地域認知症関連事業との連携

（1） 地域の基本情報

地域 香川県まんのう町（琴南地区）

区市町村人口 17,875 人（令和 4 年 2 月 1 日現在） うち琴南地区 2,018 人 
うち 65 歳以上高齢者人口 まんのう町 6,691 人（構成比 37.4％） 
区内の認知症疾患医療センター うち琴南地区 1,026 人（構成比 50.8％） 
区内の認知症サポート医等数 回生病院（坂出市）

同歯科診療所数 もの忘れ相談医等 町内 0 名（中讃地区に 21 人） 

（2） 事例の概要

プロジェクト名：「地域の歯科診療所が中心となり、在宅医療介護の連絡会を軸として地域の認知症高齢者

を広域的支援、生活支援の視点で課題解決する体制づくり」

まんのう町琴南地区は徳島県境に接する山間僻地で、高齢化率は 50％を超え、県内一の高齢過疎地域であ

る。地域内の医療機関は町立内科診療所 2 か所と町立歯科診療所 1 か所のみであり、地域内の介護サービス

事業所は特別養護老人ホーム 1 か所、併設の通所介護 1 か所、訪問介護サービス事業所（社会福祉協議会）

のみである。

平成 27 年 4 月に町立歯科診療所が民営化された時に、私（木村）が町より診療所の運営を委託されること

となった。その後、地区内の認知症を含む高齢者の口腔機能管理に関する支援体制を当歯科診療所が中心と

なり、「琴南の在宅医療介護の連絡会（以下連絡会）」を起点として認知症高齢者を広域的支援、生活支援の

視点で課題解決する体制を整備していった。連絡会を設置したことで、地区内の在宅医療介護の専門職、そ

の他関係者間で認知症をサポートするために情報共有し、認知症高齢者の生活を支援するための課題解決に

向けた協議を行う場ができた。連絡会には地域内のみならず町内他地区、町外からの参加事業者の参加が多

く、広域的に支援してもらっている。また、孤立、移動手段の喪失などの社会的課題についても民生委員な

どが中心となり生活を支えることを重要視した支援ができていることが当地区の特徴と思われる。体制のシ

ェーマは図 1 の通りである。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

図 1 

（3） 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

① 琴南の在宅医療介護の連絡会の設置

H27 年 4 月に私たちが町立歯科診療所に赴任するまで、認知症高齢者を含む在宅医療介護のサービス

の担当者同士が情報共有する場がなかったので、町行政に要請し「琴南の在宅医療・介護の連絡会」を設

置することになった。連絡会は毎月 1 回開催され、認知症のケース検討をすることも多い。メンバーは

当初地域内の医療・介護専門職が中心であったが、町内の他の地域あるいは町外より訪問看護や訪問リ

ハビリテーション事業所、薬局が参加、専門職以外にも宅配弁当業者、民生委員、警察署、消防署などが

参加してするようになり、この連絡会を起点として広域的な支援、生活支援の視点で課題解決に向けた

琴南の在宅医療介護の連絡会

町立内科診療所
医師・看護師

町立歯科診療所
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社会福祉協議会
ヘルパー

社会福祉協議会
ケアマネ

民生委員 町議会議員

地域包括支援センター

警察署

消防署

配食サービス
事業所

町役場
支所職員

Y荘デイ
サービス

M薬局
薬剤師

H病院訪問リハ
PT・OT

W薬局
薬剤師

R訪問看護ステー
ション・看護師

N訪問看護ステー
ション・看護師

H訪問看護ステー
ション・看護師

琴南地域内

地域外事業者によるサポート

在宅医療介護の連絡会を通して認知症患者をサポートする体制

認知症疾患
医療センター
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取り組みができる体制が整ってきた。

② 社会的課題の把握と課題解決に向けた取り組み

連絡会は主に事例検討が行われるが、認知症高齢者の事例が少なくない。認知症の高齢者は薬の飲み

忘れに注視している薬局が発見し、連絡会で情報提供することが多く、歯科専門職からは、口腔機能、口

腔衛生に関すること、食事、栄養状態に関する情報提供に加え、孤立などの社会的な課題について対象者

が歯科診療所受診時に得られた情報を提供し、連絡会で協議したうえで民生委員を中心に他者とのつな

がり支援など課題解決に向けた取り組みを依頼する。また、配食サービス事業者は見守りも兼ねたサー

ビスであることから認知症高齢者の支援には欠かせない。

地域の消防署あんしん登録制度は、高齢者や障害者が事故や災害に遭われた時に安全に救護されるよ

うに、事前に身体状況や通院状況などを登録しておく制度で、連絡会での情報共有が制度運営上、有用で

ある。隣人とのトラブルなどについては警察署が介入するケースこともあり、連絡会での情報を役立て

ているようである。

（4） 活動内容・成果

症例 1 K 氏（80 代、女性、独居、アルツハイマー型認知症）

【経過のまとめ】

K 氏はまんのう町琴南地区在住であり、連絡会にてたびたび困難事例として挙がっていたケースである。

その中で「誤嚥性炎を繰り返しているため歯科で診てもらってはどうか」と主治医から意見が出たことがき

っかけで、ヘルパーとともに歯科診療所を受診。口腔内は著しく清掃不良、下顎前歯部の動揺も大きく、歯

科衛生士による口腔衛生管理が必要と判断。Ｋ氏の自宅から歯科診療所まで歩いてすぐの距離であったた

め、週に１回通院してもらうこととした。しかし予約日時を毎回忘れてしまうため、担当ケアマネに相談し

たところ「ヘルパーに送り出しを依頼してはどうか」との提案を受け、問題なく受診できるようになった。

また、歯磨きのセルフケアが可能かヘルパーに相談したところ、サービス介入時に歯磨きを促したり、張り

紙をしたりと工夫してくれるようになった。

義歯修理の際はデイサービス、ヘルパーに連絡を取り一旦食形態を変更してもらったり、修理後には食事

を食べられているかどうか適宜確認することで、口腔機能管理をスムーズに行うことができた。「歯科に入

ってもらってから誤嚥性肺炎で入院する頻度が減った」との意見が出るなど、歯科への信頼度も高まった。

約 1 年後、歯科診療所の移転をきっかけに、歯科送迎サービスにて通院を支援することとなった。ヘルパ

ーと歯科送迎スタッフとの連携で、問題なく通院を継続できた。

その後「膝の調子が悪い」との理由で、ケアマネより訪問診療への切り替えを依頼された。ちょうど同時

期、連絡会で配食サービス事業所のスタッフや薬剤師から「食事の食べ忘れが増えた」、「猛暑の日にクーラ

ーが入っていないことがある」、などの問題提起があったことをきっかけに、歯科衛生士も介入時に食事を

セッティングしたり、冷房の付け忘れチェック、冷蔵庫内の期限切れ食品の廃棄など、できる範囲の生活支

援も行うようになった。

心不全にて自宅で亡くなる直前まで、週 1 回専門的口腔ケアの提供を継続することができた。 
【事例振り返り】

約 4 年半にわたって口腔健康管理が継続できた要因として、 
1) 連絡会で K さんに関する情報を事前に得ていたこと

2) 定期的な連絡会の開催によって日ごろから多職種間で「何でも話せる関係」が構築できていたこと

が挙げられる。

1) について、当初の介入は訪問で対応すべきか迷ったが、連絡会にて多職種から「K さんは自立心が強

く、新たなサービス介入に抵抗を抱きやすい」などの前情報を聞いていたため、まずは通院からはじめた方

が良いのではと考えた。このことが、歯科の介入をスムーズに受け入れてもらえた要因となったのではと感

じる。

2) については、入院やショートステイの利用で歯科の介入が途切れる時もあったが、自宅に戻った際は

すぐにケアマネから連絡があり、継続して介入することができた。また、歯科衛生士含め、関わっている多

職種が異変に気付いた際にはすぐ他のチームメンバーに気兼ねなく相談できる空気感が元々醸成されてお

り、安心感をもって関わることができた。そこから歯科衛生士も生活支援の一助を担うチームの一員として

参加することができ、さらなる連帯意識の高まりを感じた。

症例 2 C 氏（90 代、男性、妻と娘夫婦、孫との６人暮らし、アルツハイマー型認知症） 
【経過のまとめ】

まんのう町の隣に位置する三豊市財田町（歯科医院は一軒もなし）に在住する C 氏。ある日、「口の中が

痛いと食事を食べてくれなくなった」と同居の娘が C 氏を連れて当歯科診療所を受診。口腔カンジダ症と

の診断で、訪問にて歯科衛生士が週 1 回口腔衛生管理で介入することとなった。すぐに担当ケアマネに連絡

し、サービス担当者会議が開催。当時デイサービス以外のサービスは受けていなかったが、歯科医師が「服
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薬管理ができていないので訪問薬剤師を入れてはどうか」と、琴南地区での経験に基づき提案。薬剤師が入

ったことで良い変化が見られたと娘やケアマネに感謝された。継続的な口腔健康管理の結果、食事も安定し

て食べられるようになり、C 氏からも「歯医者さんは僕の恩人や」と感謝された。 
それから 2 年後、突然誤嚥性肺炎にて入院。胃瘻造設にて主治医より禁食と指示されたまま自宅退院。退

院時カンファレンスおよび自宅退院直後のサービス担当者会議に歯科医師、歯科衛生士が参加、担当の言語

聴覚士とともに「経口摂取できるのではないか」と協議。娘からも「90 歳超えて何の楽しみもなく生きる

のはかわいそう。口から食べさせてほしい」と懇願される。歯科医師の提案により、ケアマネ、訪問看護

師、訪問リハビリ（PT、ST）、薬剤師、デイサービス職員、歯科医師・歯科衛生士が SNS ツールを活用し

て C 氏に関する日々の情報を共有することとなり、娘もそこに参加することになった。 
口腔衛生管理については、SNS を通じて歯科衛生士が多職種の協力を得たことで良好な状態を維持する

ことができた。ST がゼリー程度から直接訓練をはじめるも、発熱を認め、経口摂取は一時中断となる。多

職種からの目撃情報により、妻がメロンやお菓子などを C 氏にこっそり食べさせていることが判明。ST と

歯科医師が何度か忠告したものの、妻は「お父さんがかわいそう」と納得せず、娘を含むチーム全員で

SNS 上にて検討の末、肺炎リスクは覚悟の上で厳しい制限は取りやめ、水分トロミのみ守っていただくこ

ととなった。

その後、発熱もなく、好きなものを自由に食べて体重も増加、電動車いすで近所を散歩するようになるほ

ど身体機能も向上した。単独での外出については事故のリスクが懸念されたため、SNS 上にて多職種間で

協議が行われたが、本人の日々の楽しみを「管理」によって奪うのではなく、サービス担当者が一緒に付き

添ってあげてはどうかといった案が出されるなど、「C さんらしい暮らし」の継続に焦点を当てたケア方針

を打ち出すことができた。

その後、C 氏は喉頭蓋炎を発症。入院加療中に急死となり、娘は「最期は寂しい思いをさせてしまったけ

ど、それまで家で残りの人生を思う存分楽しんでもらえたと思うので、皆さんのおかげで後悔はありませ

ん。」と話す。

【事例振り返り】

本ケースでは、約 4 年間にわたって C 氏の状況に応じた適切な口腔健康管理を継続しながら、さらには認

知症があっても最期まで C 氏らしい暮らしを実現するための支援をチームで担うことができた。その要とな

ったのは、家族を含む多職種間での「SNS ツールの活用」であった。今回、SNS ツールの活用を歯科医師が

提案するにいたった理由は、琴南地区での経験から、認知症患者を地域で支えるためには「チーム内でのタ

イムリーな連携」が必要不可欠であると実感していたからである。また、SNS ツールの活用は互いに「顔の

見える関係」や「本音で話せる空気感」がベースとして構築されていないとうまくいかないことも認識して

いたため、初めて連携する事業所ともサービス担当者会議を通じて早い段階から距離を縮めるよう尽力した

からこそ、SNS 上でも密なやりとりができた。琴南地区での地域連携体制の構築プロセスから得た経験や知

見が、また別の地域でも応用できた事例であった。

（5） 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

① 認知症高齢者の口腔機能管理における当診療所の役割

上記連絡会での取り組みや、日常訪問診療の様子などから、町内や近隣の地域からは認知症高齢者

の歯科治療に対応できる歯科医療機関として医療介護専門職の中で認知されてきた。認知症高齢者の

歯科治療については、介護支援専門員から直接依頼されることが多い状況である。

当町の隣市である三豊市、観音寺市での本事業（三豊総合病院）における認知症患者の歯科治療体制

について、香川県歯科医師会、観音寺歯科医師会、三豊歯科医師会と協議した結果、中等度以上の認知

症で当診療所が訪問で対応できる範囲においては、担当することが決まった。

② 地域のシームレスな医療体制における歯科医師会・歯科診療所としての役割

当歯科診療所から町外の回復期リハビリテーション病棟及び認知症治療病棟を有する病院（156 床、

歯科診療科なし）に出向き、訪問歯科診療を行っている。当該回復期病院（橋本病院）は、香川県内の

うち西讃、中讃地域において数少ない回復期リハビリテーション機能を有し、かつ認知症の治療にも

対応できる病院として、県外を含む広範囲の地域から急性期治療後の患者が数多く転院してくる。認

知症患者を含む入院患者の歯科治療に関しては当歯科診療所が担当しているが、日常的な入院患者の

口腔衛生管理は病院に常勤雇用された歯科衛生士 3 名が担当している。退院時に継続的な歯科治療や

口腔機能管理が必要な場合には、に当診療所及び橋本病院歯科衛生士が情報提供したうえで地元歯科

医師会に所属しているかかりつけ歯科医や三豊総合病院に引き継ぐ体制を整備している（図 2）。 

142



図 2 

（6） 課題と今後の展開

認知症高齢者の医療対応として、当地区では認知症疾患医療センターとの関係性が薄く、内科診療所が患

者紹介することにとどまっている。センターと当地区との距離が多く、また当地区の住民が通常利用する医

療機関ではないことも要因と思われる。また、町で認知症ケアパスが作成されているが、作成に当たり地域

の専門職に広く意見を求めることがなくパスは有効に活用されていないように思われる。さらにパスの中に

口腔の対応に関する記載部分は存在していない。認知症高齢者の口腔の課題に限らず、医療介護の体制づく

りに関して、関係者が対面で話し合う機会を作ることが必要と感じる。

三豊総合病院が担当する本事業において、認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔機能管理について、

香川県歯科医師会、観音寺歯科医師会、三豊歯科医師会の会長や担当理事等と協議をする場に当診療所が参

加することができた。その場では、個々の歯科医院の対応力などにより細やかな調整が行われたが、地域の

体制づくりをするうえで、対面で話し合いをすることが非常に重要であることを痛感した。一方、当診療所

が所属する地域歯科医師会では医師会、薬剤師会、行政など組織同士の連携体制が不十分で、特にコロナ禍

においては認知症高齢者の継続的な口腔機能管理においても協議を進められなかった。

三豊総合病院が担当する事業においては県歯科医師会を含めた協議をすることができたので、今後、全県

的に認知症高齢者の継続的な口腔機能管理についての体制づくりが進められることが期待できる。

橋本病院
認知症治療病棟・心療内科専門外来

三豊総合病院
（歯科保健センター）

三豊歯科医師会会員 観音寺歯科医師会会員

かかりつけ歯科

徳島県立三好病院

香川労災病院

四国こどもとおと
なの医療センター

滝宮総合病院

中讃地区

西讃地区 徳島県西部

急性期医療

回復期医療 認知症医療

生活期医療

三豊総合病院
歯科保健センター

歯科治療困難事例

造田歯科診療所
常勤歯科衛生士による口腔機能管理

在宅・施設
治療依頼

情報提供

143



144



参考資料

1. 郵送調査票

145



146



147



148



149



150



151



152



153



154



155



156



157



158



159



160



161



162



163



164



165



166



参考資料

2. 認知症の人の口を支えるマニュアル

167



168



169



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

DVD

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

DVD

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

DVD

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

170



171



172



173



174



175



176



177



178



179



180



181



32

182



4 5

76

183



8 9

10 11

POINT!

184



12 13

14 15

185



1716

1918

P

186



20 21

2322

187



2524

26 27

1 2 3

4

5 6 7

8 9

188



28 29

1 3 42

30 31

189



32 33

34 35

190



36 37

38 39

191



40 41

2

2

42 43

3

192



44 45

6

( ) 

1

46 47

193



48 49

6

( ) 

50 51

1

194



1195



2

4 5196



6 7

8 9197



10 11

12 198



執筆者一覧

編著

平野浩彦 東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科 部長

東京都健康長寿医療センター研究所自立促進と精神保健研究チーム研究 部長

分担執第（五十音順）

赤穂和広 あこう困科医院 院長

粟田主 一 東京郡健康長寿医療センタ ー研究所社会科学系削所長

井藤佳恵 東京都健康長寿医療センタ ー研究所認知症支援推進センタ ー センタ ー 長

今井裕 一般社団法人日本歯科専門 医棧樺理事長

岩崎正則 東京都健康長寿医療センタ ー研究所自立促進と精神保健研究チーム専門副部長

枝広あや子 東京郡健康長寿医療センタ ー研究所自立促進と精神保健研究チーム研究員

大堀嘉子 横浜高齢者グループホーム速絡会事務局

小原由紀 東京郁健康長寿医療センタ ー研究所自立促進と精神保健研究チーム専門副部長

木村年秀 まんのう 町国民健康保険造田営科診療所所長

小玉剛 公益社団法人日本歯科医師会常務理事

後藤拓朗 三喪総合病院歯科保健センタ ー 医長

澤田弘一 鏡野町匡民健康保険上齋原歯科診療所所長

白部麻樹 東京都健康長寿医療センタ ー研究所東京都介護予防・フレイル予防推進 支援センタ ー 研究員

高田堵 豊烏区僭科医師会副会長

竹内嘉伸 富山県南砺市地域包括支援センタ ー副主幹

田中弥生 関東学院大学栄祗学部管理栄養学科 教授

恒石美登里 日本歯科総合研究機栂主任研究貝

野原幹司 大阪大学大学院歯学研究 科 高次能口腔機能学講座顎口腔機能治叡学教室准教授

平原佐斗司 東京ふれあい医療生活協同組合梶原診療所 医師

古屋純一 昭和大学困学部高齢者歯科学講座准教授

水口俊介 一般社団法人日本老年歯科医学会理事長

本川佳子 東京都健康長寿医療センタ ー研究所自立促進と精神保健研究チーム研究員

森下志穂 明海大学 保健 医療 学部口腔 保雑学科助教

山田律子 北海道医療 大学 看護福祉学部看護学科 教授

吉田直美 公益社団法人日本歯科衛生士会 会長

鷲見幸彦 国立研究開発法人国立 長寿医扱研究センター 病院長

渡邊裕 北海道大学大学院歯学研究 院 口腔健康科学分野高齢者歯科学教室准教授

令和3年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業 分）

認知症の状況に応じた高齢者の縫続的な口腔機能管理に関する棚査研究事業

認知症の人の口を支えるマニュアル

令和4 (2022) 年3月 発行

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センタ ー

理事長 烏羽研二

研究代表者 平野浩彦

〒 173-00IS 東京都板橋区栄町35番2号

TEI、:03-3964-3241 FAX: 03-3964-2316 

地方狡立行政法人

辺匹i都虹橿寿医璽センター

199



〒173-0015　東京都板橋区栄町35番2号
TEL: 03-3964-3241　FAX: 03-3964-2316

令和3年度  老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業

認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔機能管理に関する調査研究事業  報告書

発行　令和4年3月

地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター

理事長　　　　 鳥羽　研二

研究代表者　平野　浩彦


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ



